
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号

雇
用
保
険
法
施
行
規
則

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
及
び
雇
用
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
年
政
令
第
二
十
五

号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
及
び
同
令
を
実
施
す
る
た
め
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条―

第
三
条
）

第
二
章
　
適
用
事
業
等
（
第
三
条
の
二―

第
十
七
条
）

第
三
章
　
失
業
等
給
付

第
一
節
　
通
則
（
第
十
七
条
の
二―

第
十
七
条
の
七
）

第
二
節
　
一
般
被
保
険
者
の
求
職
者
給
付

第
一
款
　
基
本
手
当
（
第
十
八
条―

第
五
十
五
条
）

第
二
款
　
技
能
習
得
手
当
及
び
寄
宿
手
当
（
第
五
十
六
条―

第
六
十
二
条
）

第
三
款
　
傷
病
手
当
（
第
六
十
三
条―

第
六
十
五
条
）

第
三
節
　
高
年
齢
被
保
険
者
の
求
職
者
給
付
（
第
六
十
五
条
の
二―

第
六
十
五
条
の
十
四
）

第
四
節
　
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
の
求
職
者
給
付
（
第
六
十
六
条―

第
七
十
条
）

第
五
節
　
日
雇
労
働
被
保
険
者
の
求
職
者
給
付
（
第
七
十
一
条―

第
八
十
一
条
の
二
）

第
六
節
　
就
職
促
進
給
付
（
第
八
十
二
条―

第
百
一
条
の
二
）

第
六
節
の
二
　
教
育
訓
練
給
付
（
第
百
一
条
の
二
の
二―

第
百
一
条
の
二
の
十
五
）

第
七
節
　
雇
用
継
続
給
付

第
一
款
　
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
（
第
百
一
条
の
三―
第
百
一
条
の
十
）

第
二
款
　
削
除

第
三
款
　
介
護
休
業
給
付
（
第
百
一
条
の
十
六―

第
百
一
条
の
二
十
）

第
三
章
の
二
　
育
児
休
業
給
付
（
第
百
一
条
の
二
十
一―

第
百
二
条
）

第
四
章
　
雇
用
安
定
事
業
等

第
一
節
　
雇
用
安
定
事
業
（
第
百
二
条
の
二―

第
百
二
十
条
の
二
）

第
二
節
　
能
力
開
発
事
業
（
第
百
二
十
一
条―

第
百
三
十
九
条
の
四
）

第
三
節
　
地
域
雇
用
活
性
化
推
進
事
業
及
び
地
域
活
性
化
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
第
百
四
十
条
・
第
百
四

十
条
の
二
）

第
四
節
　
返
還
命
令
等
及
び
事
業
主
名
等
の
公
表
（
第
百
四
十
条
の
三
・
第
百
四
十
条
の
四
）

第
五
章
　
雑
則
（
第
百
四
十
一
条―

第
百
四
十
六
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
事
務
の
管
轄
）

第
一
条
　
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
法
第
七
条
、
第
九
条
第
一
項
、
第
三
十
七
条
の
五
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
三
十
八

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
都
道
府
県
労
働
局
長
に
委
任
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
局
長
に
委
任
さ
れ
た
権
限
は
、
法
第
八
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

公
共
職
業
安
定
所
長
に
委
任
す
る
。

３
　
雇
用
保
険
に
関
す
る
事
務
（
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働

省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
労
働
保
険
関
係
事
務
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
、
都
道
府
県

知
事
が
行
う
事
務
は
、
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
適
用
事
業
（
以
下
「
適
用
事
業
」
と
い
う
。
）
の
事
業
所

の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
が
行
う
。

４
　
雇
用
保
険
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
都
道
府
県
労
働
局
長
が
行
う
事
務
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
揮
監
督
を
受

け
て
、
適
用
事
業
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
が
行
う
。

５
　
雇
用
保
険
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
公
共
職
業
安
定
所
長
が
行
う
事
務
は
、
都
道
府
県
労
働
局
長
の
指
揮
監
督

を
受
け
て
、
適
用
事
業
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
（
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十

三
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
第
七
百
九
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
を
取
り
扱
わ
な
い
公
共
職
業
安
定
所

を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
長
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
公
共
職
業
安
定

所
長
）
が
行
う
。

一
　
法
第
十
四
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
受
給
資
格
（
以
下
「
受
給
資
格
」
と
い
う
。
）
を
有
す
る
者
（
以

下
「
受
給
資
格
者
」
と
い
う
。
）
、
法
第
三
十
七
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
受
給
資
格
（
以
下
「
高
年

齢
受
給
資
格
」
と
い
う
。
）
を
有
す
る
者
（
以
下
「
高
年
齢
受
給
資
格
者
」
と
い
う
。
）
及
び
高
年
齢
求
職
者
給

付
金
の
支
給
を
受
け
た
者
で
あ
つ
て
、
当
該
高
年
齢
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年

を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
（
第
五
号
に
お
い
て
「
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
受
給
者
」
と
い
う
。
）
、
法
第
三
十
九

条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
受
給
資
格
（
以
下
「
特
例
受
給
資
格
」
と
い
う
。
）
を
有
す
る
者
（
以
下
「
特
例

受
給
資
格
者
」
と
い
う
。
）
及
び
特
例
一
時
金
の
支
給
を
受
け
た
者
で
あ
つ
て
、
当
該
特
例
受
給
資
格
に
係
る

離
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
（
第
五
号
に
お
い
て
「
特
例
一
時
金
受
給

者
」
と
い
う
。
）
並
び
に
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
行
う
失
業
等
給
付
（
法
第
十

条
第
六
項
に
規
定
す
る
雇
用
継
続
給
付
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
す
る
事

務
、
法
第
三
十
七
条
の
五
第
一
項
の
申
出
を
し
て
高
年
齢
被
保
険
者
と
な
つ
た
者
（
以
下
「
特
例
高
年
齢
被
保

険
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
行
う
雇
用
保
険
に
関
す
る
事
務
（
失
業
等
給
付
に
関
す
る
事
務
並
び
に
法
第
六

十
二
条
及
び
第
六
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
事
務
を
除
く
。
）
並
び
に
法
第
四
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
雇

労
働
被
保
険
者
（
以
下
「
日
雇
労
働
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
行
う
同
項
第
四
号
の
認
可
に
関
す
る

事
務
、
法
第
四
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
事
務
及
び
法
第
五
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金

の
支
給
に
関
す
る
事
務
　
そ
の
者
の
住
所
又
は
居
所
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
（
以
下
「
管
轄
公
共
職
業

安
定
所
」
と
い
う
。
）
の
長

二
　
法
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
日
雇
受
給
資
格
者
（
以
下
「
日
雇
受
給
資
格
者
」
と
い

う
。
）
に
つ
い
て
行
う
就
業
促
進
手
当
の
支
給
に
関
す
る
事
務
　
同
号
の
安
定
し
た
職
業
に
係
る
事
業
所
の
所

在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長

三
　
日
雇
労
働
被
保
険
者
に
つ
い
て
行
う
法
第
四
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
事
務
　
そ
の
者
が
前
二
月
の

各
月
に
お
い
て
十
八
日
以
上
雇
用
さ
れ
た
又
は
継
続
し
て
三
十
一
日
以
上
雇
用
さ
れ
た
適
用
事
業
の
事
業
所
の

所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
又
は
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長

四
　
第
十
条
第
三
項
に
基
づ
く
事
務
及
び
日
雇
労
働
被
保
険
者
に
つ
い
て
行
う
法
第
四
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
日

雇
労
働
求
職
者
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
　
そ
の
者
の
選
択
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
（
厚
生
労
働
省

職
業
安
定
局
長
（
以
下
「
職
業
安
定
局
長
」
と
い
う
。
）
が
定
め
る
者
に
あ
つ
て
は
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め

る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
）

五
　
法
第
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
失
業
等
給
付
の
支
給
を
請
求
す
る
者
に
つ
い
て
行
う
当
該
失
業
等
給

付
に
関
す
る
事
務
　
当
該
失
業
等
給
付
に
係
る
受
給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給
資
格
者
（
高
年
齢
求
職
者
給
付
金

受
給
者
を
含
む
。
）
、
特
例
受
給
資
格
者
（
特
例
一
時
金
受
給
者
を
含
む
。
第
八
十
二
条
の
三
第
二
項
第
二
号
に

お
い
て
同
じ
。
）
、
日
雇
労
働
被
保
険
者
又
は
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
死
亡
の

当
時
の
住
所
又
は
居
所
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
（
以
下
「
死
亡
者
に
係
る
公
共
職
業
安
定
所
」
と
い

う
。
）
の
長

（
通
貨
以
外
の
も
の
で
支
払
わ
れ
る
賃
金
の
範
囲
及
び
評
価
）

第
二
条
　
法
第
四
条
第
四
項
の
賃
金
に
算
入
す
べ
き
通
貨
以
外
の
も
の
で
支
払
わ
れ
る
賃
金
の
範
囲
は
、
食
事
、
被

服
及
び
住
居
の
利
益
の
ほ
か
、
公
共
職
業
安
定
所
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２
　
前
項
の
通
貨
以
外
の
も
の
で
支
払
わ
れ
る
賃
金
の
評
価
額
は
、
公
共
職
業
安
定
所
長
が
定
め
る
。

（
事
務
の
処
理
単
位
）

第
三
条
　
適
用
事
業
の
事
業
主
（
第
百
三
十
条
を
除
き
、
以
下
「
事
業
主
」
と
い
う
。
）
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る

場
合
の
ほ
か
、
法
の
規
定
に
よ
り
行
う
べ
き
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
（
第
百
十
八
条
の
二
第
十

項
第
一
号
ハ
及
び
附
則
第
十
七
条
の
二
の
七
を
除
き
、
以
下
「
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
届
出
そ
の
他

の
事
務
を
、
そ
の
事
業
所
ご
と
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
二
章
　
適
用
事
業
等

（
法
第
六
条
第
四
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
三
条
の
二
　
法
第
六
条
第
四
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

と
す
る
。

一
　
卒
業
を
予
定
し
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
適
用
事
業
に
雇
用
さ
れ
、
卒
業
し
た
後
も
引
き
続
き
当
該
事
業
に
雇

用
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
も
の

二
　
休
学
中
の
者

三
　
定
時
制
の
課
程
に
在
学
す
る
者

四
　
前
三
号
に
準
ず
る
者
と
し
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の

（
令
第
二
条
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
）

第
三
条
の
三
　
雇
用
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
年
政
令
第
二
十
五
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
号

の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
漁
業
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
以
西
底
び
き
網
漁
業
　
北
緯
十
度
二
十
秒
の
線
以
北
、
次
に
掲
げ
る
線
か
ら
成
る
線
以
西
の
太
平
洋
の
海
域

に
お
い
て
総
ト
ン
数
十
五
ト
ン
以
上
の
動
力
漁
船
（
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六

十
条
第
六
項
に
規
定
す
る
動
力
漁
船
を
い
う
。
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
底
び
き
網
を
使

用
し
て
行
う
漁
業

イ
　
北
緯
三
十
三
度
九
分
二
十
七
秒
以
北
の
東
経
百
二
十
七
度
五
十
九
分
五
十
二
秒
の
線

ロ
　
北
緯
三
十
三
度
九
分
二
十
七
秒
東
経
百
二
十
七
度
五
十
九
分
五
十
二
秒
の
点
か
ら
北
緯
三
十
三
度
九
分
二

十
七
秒
東
経
百
二
十
八
度
二
十
九
分
五
十
二
秒
の
点
に
至
る
直
線

ハ
　
北
緯
三
十
三
度
九
分
二
十
七
秒
東
経
百
二
十
八
度
二
十
九
分
五
十
二
秒
の
点
か
ら
北
緯
二
十
五
度
十
五
秒

東
経
百
二
十
八
度
二
十
九
分
五
十
三
秒
の
点
に
至
る
直
線

ニ
　
北
緯
二
十
五
度
十
五
秒
東
経
百
二
十
八
度
二
十
九
分
五
十
三
秒
の
点
か
ら
北
緯
二
十
五
度
十
五
秒
東
経
百

二
十
度
五
十
九
分
五
十
五
秒
の
点
に
至
る
直
線

ホ
　
北
緯
二
十
五
度
十
五
秒
以
南
の
東
経
百
二
十
度
五
十
九
分
五
十
五
秒
の
線

二
　
遠
洋
底
び
き
網
漁
業
　
北
緯
十
度
二
十
秒
の
線
以
北
、
次
に
掲
げ
る
線
か
ら
成
る
線
以
西
の
太
平
洋
の
海
域

以
外
の
海
域
に
お
い
て
総
ト
ン
数
十
五
ト
ン
以
上
の
動
力
漁
船
に
よ
り
底
び
き
網
を
使
用
し
て
行
う
漁
業

イ
　
北
緯
二
十
五
度
十
七
秒
以
北
の
東
経
百
五
十
二
度
五
十
九
分
四
十
六
秒
の
線

ロ
　
北
緯
二
十
五
度
十
七
秒
東
経
百
五
十
二
度
五
十
九
分
四
十
六
秒
の
点
か
ら
北
緯
二
十
五
度
十
五
秒
東
経
百

二
十
八
度
二
十
九
分
五
十
三
秒
の
点
に
至
る
直
線

ハ
　
前
号
ニ
の
直
線

ニ
　
前
号
ホ
の
線

三
　
基
地
式
捕
鯨
業
　
動
力
漁
船
に
よ
り
も
り
づ
つ
を
使
用
し
て
鯨
を
と
る
漁
業
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。
）

四
　
母
船
式
捕
鯨
業
　
製
造
設
備
、
冷
蔵
設
備
そ
の
他
の
処
理
設
備
を
有
す
る
母
船
及
び
独
航
船
が
一
体
と
な
つ

て
行
う
漁
業
で
あ
つ
て
、
も
り
づ
つ
を
使
用
し
て
鯨
を
と
る
も
の

２
　
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、
日
本
海
、
黄
海
、
東
シ
ナ
海
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
海
、
南
シ
ナ
海
、
タ
イ
湾
、
東
イ
ン
ド
諸
島
諸
海
、
ビ
ス
マ
ル
ク
海
、
ソ
ロ
モ
ン
海
、
コ
ラ
ル
海
、
タ
ス

マ
ン
海
、
バ
ス
海
峡
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
湾
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ア
ラ
ス
カ
州
南
東
部
及
び
カ
ナ
ダ
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
の
沿
岸
海
域
並
び
に
ア
ラ
ス
カ
湾
の
海
域
は
、
太
平
洋
の
海
域
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す

る
。

（
法
第
六
条
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
四
条
　
法
第
六
条
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
国
又
は
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
行
政
執
行
法

人
（
以
下
「
行
政
執
行
法
人
」
と
い
う
。
）
の
事
業
に
雇
用
さ
れ
る
者
（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二

十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
常
時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
す
る
国
家
公
務
員

以
外
の
者
で
あ
つ
て
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
と
み
な
さ
れ
な
い
も
の
を
除
く
。
）

二
　
都
道
府
県
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
八
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

地
方
公
共
団
体
の
組
合
で
都
道
府
県
が
加
入
す
る
も
の
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百

十
八
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
（
以
下
「
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
」
と
い

う
。
）
で
あ
つ
て
設
立
に
当
た
り
総
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
も
の
そ
の
他
都
道
府
県
に
準
ず
る
も
の
（
以
下

こ
の
号
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。
）
の
事
業
に
雇
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
、
当

該
都
道
府
県
等
の
長
が
法
を
適
用
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
申
請
し
、
そ
の
承
認
を
受
け
た

も
の

三
　
市
町
村
又
は
地
方
自
治
法
第
二
百
八
十
四
条
第
二
項
、
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
地
方

公
共
団
体
の
組
合
で
都
道
府
県
が
加
入
し
な
い
も
の
、
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
で
あ
つ
て
設
立
に
当
た
り
都

道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け
た
も
の
若
し
く
は
国
、
地
方
公
共
団
体
若
し
く
は
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
以
外

の
者
で
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
の
学
校
、
同
法
第
百
三
十
四
条
第
一
項
の

各
種
学
校
若
し
く
は
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下
「
認
定
こ
ど
も
園
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
お
け
る
教
育
、
研
究
若
し
く
は
調
査
の
事
業
を
行
う
も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「
学
校
等
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
市
町
村
に
準
ず
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
市
町
村

等
」
と
い
う
。
）
の
事
業
（
学
校
等
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
務
所
を
除
く
。
）
に
雇
用
さ
れ
る
者
で

あ
つ
て
、
当
該
市
町
村
等
の
長
が
法
を
適
用
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
労
働
局
長
に
申
請
し
、
厚
生

労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
よ
つ
て
、
そ
の
承
認
を
受
け
た
も
の

２
　
前
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
承
認
の
申
請
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
承
認
の
申
請
に
係
る
被
保
険
者
に
つ
い

て
は
、
そ
の
承
認
の
申
請
が
な
さ
れ
た
日
か
ら
法
を
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
法
を
適
用
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て

承
認
を
し
な
い
旨
の
決
定
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
承
認
の
申
請
が
な
さ
れ
た
日
に
さ
か
の
ぼ
つ
て
法
を
適
用
す

る
。

（
法
を
適
用
し
な
い
こ
と
の
承
認
の
申
請
）

第
五
条
　
都
道
府
県
等
の
長
は
、
前
条
第
一
項
第
二
号
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
、

市
町
村
等
の
長
は
、
同
項
第
三
号
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
都
道
府
県
労
働
局
長
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、

雇
用
保
険
適
用
除
外
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
当
該
承
認
の
申
請
に
係
る
被
保
険
者
が
離
職
し
た
場
合
に
法
に
規
定
す
る
求
職
者
給
付

及
び
就
職
促
進
給
付
の
内
容
を
超
え
る
給
与
を
支
給
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
法
令
、
条
例
、
規
則
等
を
添
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
の
届
出
）

第
六
条
　
事
業
主
は
、
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
が
当
該
事
業
主
の
行
う
適
用
事
業
に
係

る
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
当
該
事
実
の
あ
つ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
十
日
ま
で
に
、
雇
用
保
険

被
保
険
者
資
格
取
得
届
（
様
式
第
二
号
又
は
様
式
第
二
号
の
二
。
以
下
「
資
格
取
得
届
」
と
い
う
。
）
を
そ
の
事

業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
す
る
資
格
取
得
届

（
様
式
第
二
号
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
年
金
事
務
所
を
経
由
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
す
る
資
格
取
得
届

（
様
式
第
二
号
の
二
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
労
働
基
準
監
督
署
長
又
は

年
金
事
務
所
を
経
由
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
事
業
主
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
資
格
取
得
届

に
労
働
契
約
に
係
る
契
約
書
、
労
働
者
名
簿
、
賃
金
台
帳
そ
の
他
の
当
該
適
用
事
業
に
係
る
被
保
険
者
と
な
つ
た

こ
と
の
事
実
及
び
そ
の
事
実
の
あ
つ
た
年
月
日
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
そ
の
事
業
主
に
お
い
て
初
め
て
資
格
取
得
届
を
提
出
す
る
場
合

二
　
第
一
項
に
規
定
す
る
期
限
を
超
え
て
資
格
取
得
届
を
提
出
す
る
場
合

三
　
第
一
項
に
規
定
す
る
期
限
か
ら
起
算
し
て
過
去
三
年
間
に
法
第
十
条
の
四
第
二
項
（
法
第
六
十
一
条
の
六
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
納
付
の
命
令
を
受
け
た
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず

る
事
情
が
あ
つ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合

四
　
前
各
号
に
定
め
る
場
合
の
ほ
か
、
資
格
取
得
届
の
記
載
事
項
に
疑
義
が
あ
る
場
合
そ
の
他
の
当
該
届
出
の
み

で
は
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
と
し
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
場
合

2



５
　
事
業
主
は
、
そ
の
同
居
の
親
族
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
そ
の
者
と
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事

情
に
あ
る
者
を
含
む
。
）
そ
の
他
特
に
確
認
を
要
す
る
者
と
し
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
者
に
係
る
資
格
取
得

届
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
資
格
取
得
届
に
、
労
働
契
約
に
係
る
契
約
書
、
労

働
者
名
簿
、
賃
金
台
帳
、
登
記
事
項
証
明
書
そ
の
他
の
当
該
適
用
事
業
に
係
る
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
の
事
実

及
び
そ
の
事
実
の
あ
つ
た
年
月
日
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
並
び
に
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
書
類
を
添

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
事
業
主
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
規
定
に

定
め
る
書
類
を
添
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

７
　
第
十
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
（
同
項
を
除
き
、
以
下
「
被
保
険
者
証
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
受

け
た
者
は
、
被
保
険
者
と
な
つ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
被
保
険
者
証
を
そ
の
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
提

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
　
事
業
主
は
、
法
第
二
十
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
者
で
あ
つ
て
、
被
保
険
者
と
な
つ
た
日
が
法
第
九
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
の
確
認
が
あ
つ
た
日
の
二
年
前
の
日
よ
り
前
に
あ
る
も
の
に
係
る
被
保

険
者
と
な
つ
た
こ
と
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
資
格
取
得
届
に
第
三
十
三
条
の
二

各
号
に
定
め
る
い
ず
れ
か
の
書
類
を
添
え
て
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９
　
第
一
項
の
届
出
は
、
特
定
法
人
（
事
業
年
度
（
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
十
三
条
及
び

第
十
四
条
に
規
定
す
る
事
業
年
度
を
い
う
。
）
開
始
の
時
に
お
け
る
資
本
金
の
額
、
出
資
金
の
額
若
し
く
は
銀
行

等
保
有
株
式
取
得
機
構
が
そ
の
会
員
か
ら
銀
行
等
の
株
式
等
の
保
有
の
制
限
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法

律
第
百
三
十
一
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
さ
れ
た
同
条
第
一
項
の
当
初
拠
出
金

の
額
及
び
同
条
第
三
項
の
売
却
時
拠
出
金
の
額
の
合
計
額
が
一
億
円
を
超
え
る
法
人
、
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法

律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
相
互
会
社
、
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十

六
年
法
律
第
百
九
十
八
号
）
第
二
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
投
資
法
人
又
は
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
目
的
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
あ
つ
て
は
、

資
格
取
得
届
の
提
出
に
代
え
て
資
格
取
得
届
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
子
情
報
処
理
組
織
（
政
府
の
使
用
に
係
る

電
子
計
算
機
（
入
出
力
装
置
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
特
定
法
人
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算

機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
第
百
四
十
五
条
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
を

使
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
電
気
通
信
回
線
の
故
障
、
災
害
そ
の
他
の
理
由

に
よ
り
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
、
か
つ
、
電
子
情
報
処
理

組
織
を
使
用
し
な
い
で
当
該
届
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

10
　
特
定
法
人
は
、
第
四
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
の
前
項
の
提
出
又
は
第
五
項
に
規
定
す
る
者
に
係

る
前
項
の
提
出
を
す
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
事
項
と
併
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
第
四
項
又
は
第
五
項
に
定
め
る

書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

11
　
第
六
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

12
　
第
八
項
の
届
出
は
、
特
定
法
人
に
あ
つ
て
は
、
資
格
取
得
届
及
び
第
三
十
三
条
の
二
各
号
に
定
め
る
書
類
の
提

出
に
代
え
て
、
こ
れ
ら
の
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
電
気
通
信
回
線
の
故
障
、
災
害
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使

用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
、
か
つ
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
な
い
で
当
該
届
出

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
こ
と
の
届
出
）

第
七
条
　
事
業
主
は
、
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
が
当
該
事
業
主
の
行
う
適
用
事
業
に
係

る
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
当
該
事
実
の
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
、
雇

用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
（
様
式
第
四
号
又
は
様
式
第
四
号
の
二
。
以
下
「
資
格
喪
失
届
」
と
い
う
。
）
に

労
働
契
約
に
係
る
契
約
書
、
労
働
者
名
簿
、
賃
金
台
帳
、
登
記
事
項
証
明
書
そ
の
他
の
当
該
適
用
事
業
に
係
る
被

保
険
者
で
な
く
な
つ
た
こ
と
の
事
実
及
び
そ
の
事
実
の
あ
つ
た
年
月
日
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え

て
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
当
該
適
用
事
業
に
係
る
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
こ
と
の
原
因
が
離
職
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
資
格
喪
失

届
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
次
号
に
該
当
す
る
者
以
外
の
者
　
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
証
明
書
（
様
式
第
五
号
。
以
下
「
離
職
証
明

書
」
と
い
う
。
）
及
び
賃
金
台
帳
そ
の
他
の
離
職
の
日
前
の
賃
金
の
額
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

二
　
第
三
十
五
条
各
号
に
掲
げ
る
者
又
は
第
三
十
六
条
各
号
に
掲
げ
る
理
由
に
よ
り
離
職
し
た
者
　
前
号
に
定
め

る
書
類
及
び
第
三
十
五
条
各
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
こ
と
又
は
第
三
十
六
条
各
号
に
掲
げ
る
理
由
に
よ
り
離
職

し
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
す
る
資
格
喪
失
届

は
、
年
金
事
務
所
を
経
由
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
事
業
主
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
資
格
喪
失
届
を
提
出
す
る
際
に
当
該
被
保
険
者
が
雇
用
保
険
被
保
険

者
離
職
票
（
様
式
第
六
号
。
以
下
「
離
職
票
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
希
望
し
な
い
と
き
は
、
同
項
後
段
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
離
職
証
明
書
を
添
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
離
職
の
日
に
お
い
て
五
十
九
歳
以
上
で

あ
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
離
職
し
た
こ
と
に
よ
り
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
者
が
、
離
職
の
日
以
前
二
年
間

（
法
第
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
理
由
離
職
者
及
び
法
第
二
十
三
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
（
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
資
格
を
有
す
る
こ
と
と

な
る
者
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
一
年
間
）
に
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
理
由
に
よ
り
引
き
続
き
三
十
日

以
上
賃
金
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者

に
対
し
、
医
師
の
証
明
書
そ
の
他
当
該
理
由
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
の
提
出
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
。

５
　
事
業
主
は
、
法
第
二
十
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
者
で
あ
つ
て
、
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
日
が
法
第
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
の
確
認
が
あ
つ
た
日
の
二
年
前
の
日
よ
り
前
に
あ
る
も
の
に
係
る

被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
こ
と
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
資
格
喪
失
届
に
第
三
十

三
条
の
二
各
号
に
定
め
る
い
ず
れ
か
の
書
類
を
添
え
て
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
事
業
主
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
に
定
め
る
書

類
を
添
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

７
　
第
一
項
の
届
出
は
、
特
定
法
人
に
あ
つ
て
は
、
資
格
喪
失
届
及
び
同
項
に
定
め
る
書
類
の
提
出
に
代
え
て
、
こ

れ
ら
の
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
電
気
通
信
回
線
の
故
障
、
災
害
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
、
か
つ
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
な
い
で
当
該
届
出
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

８
　
第
五
項
の
届
出
は
、
特
定
法
人
に
あ
つ
て
は
、
資
格
喪
失
届
及
び
第
三
十
三
条
の
二
各
号
に
定
め
る
書
類
の
提

出
に
代
え
て
、
こ
れ
ら
の
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
電
気
通
信
回
線
の
故
障
、
災
害
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使

用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
、
か
つ
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
な
い
で
当
該
届
出

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

９
　
第
三
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
第
七
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
確
認
の
請
求
）

第
八
条
　
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
又
は
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
こ
と
の
確
認
の
請
求

は
、
文
書
又
は
口
頭
で
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
文
書
で
確
認
の
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請

求
書
を
、
そ
の
者
を
雇
用
し
又
は
雇
用
し
て
い
た
事
業
主
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
証
拠
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
　
請
求
者
の
氏
名
、
住
所
及
び
生
年
月
日

二
　
請
求
の
趣
旨

三
　
事
業
主
の
氏
名
並
び
に
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地
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四
　
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
又
は
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
こ
と
の
事
実
、
そ
の
事
実
の
あ
つ
た
年
月
日
及
び

そ
の
原
因

五
　
請
求
の
理
由

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
口
頭
で
確
認
の
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
同
項
の
公

共
職
業
安
定
所
長
に
陳
述
し
、
証
拠
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
陳
述
を
受
け
た
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
聴
取
書
を
作
成
し
、
請
求
者
に
読
み
聞
か
せ
た

上
、
氏
名
を
記
載
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
法
第
二
十
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
者
で
あ
つ
て
、
被
保
険
者
と
な
つ
た
日
が
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
の
確
認
が
あ
つ
た
日
の
二
年
前
の
日
よ
り
前
に
あ
る
も
の
が
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ

と
の
確
認
の
請
求
を
文
書
で
行
う
場
合
は
、
そ
の
者
は
、
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
項
に
規
定
す
る

請
求
書
に
第
三
十
三
条
の
二
各
号
に
定
め
る
い
ず
れ
か
の
書
類
を
添
え
て
、
そ
の
者
を
雇
用
し
又
は
雇
用
し
て
い

た
事
業
主
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
法
第
二
十
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
者
で
あ
つ
て
、
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
日
が
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
の
確
認
が
あ
つ
た
日
の
二
年
前
の
日
よ
り
前
に
あ
る
も
の
が
被
保
険
者
で
な
く

な
つ
た
こ
と
の
確
認
の
請
求
を
文
書
で
行
う
場
合
は
、
そ
の
者
は
、
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
項
に

規
定
す
る
請
求
書
に
第
三
十
三
条
の
二
各
号
に
定
め
る
い
ず
れ
か
の
書
類
を
添
え
て
、
そ
の
者
を
雇
用
し
又
は
雇

用
し
て
い
た
事
業
主
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
法
第
二
十
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
者
で
あ
つ
て
、
被
保
険
者
と
な
つ
た
日
が
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
の
確
認
が
あ
つ
た
日
の
二
年
前
の
日
よ
り
前
に
あ
る
も
の
が
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ

と
の
確
認
の
請
求
を
口
頭
で
行
う
場
合
は
、
そ
の
者
は
、
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
項
各
号
に
掲
げ

る
事
項
を
同
項
の
公
共
職
業
安
定
所
長
に
陳
述
し
、
第
三
十
三
条
の
二
各
号
に
定
め
る
い
ず
れ
か
の
書
類
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
　
法
第
二
十
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
者
で
あ
つ
て
、
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
日
が
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
の
確
認
が
あ
つ
た
日
の
二
年
前
の
日
よ
り
前
に
あ
る
も
の
が
被
保
険
者
で
な
く

な
つ
た
こ
と
の
確
認
の
請
求
を
口
頭
で
行
う
場
合
は
、
そ
の
者
は
、
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
項
各

号
に
掲
げ
る
事
項
を
同
項
の
公
共
職
業
安
定
所
長
に
陳
述
し
、
第
三
十
三
条
の
二
各
号
に
定
め
る
い
ず
れ
か
の
書

類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
陳
述
を
受
け
た
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
聴
取
書
を
作
成
し
、
請
求
者
に
読
み
聞
か
せ

た
上
、
氏
名
を
記
載
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10
　
第
二
項
、
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
七
項
の
場
合
に
お
い
て
、
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
の
確
認
の
請
求
を
し

よ
う
と
す
る
者
が
、
被
保
険
者
証
の
交
付
を
受
け
た
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
被
保
険
者
証
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
確
認
の
通
知
）

第
九
条
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
労
働
者
が
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
又
は
被

保
険
者
で
な
く
な
つ
た
こ
と
の
確
認
を
し
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
確
認
通
知
書

（
様
式
第
六
号
の
二
）
又
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
確
認
通
知
書
（
様
式
第
六
号
の
三
）
に
よ
り
、
そ
の

旨
を
当
該
確
認
に
係
る
者
及
び
そ
の
者
を
雇
用
し
、
又
は
雇
用
し
て
い
た
事
業
主
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
確
認
に
係
る
者
に
対
す
る
通
知
は
、
当
該
事
業
主
を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

２
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
当
該
確
認
に
係
る
者
又
は
当
該
事
業
主
の
所
在
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
に
前
項
の
規

定
に
よ
る
通
知
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
の
掲
示
場
に
、
そ
の
通
知

す
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
文
書
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
掲
示
が
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
七
日
を
経
過
し
た
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
通
知
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
被
保
険
者
証
の
交
付
）

第
十
条
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
の
確
認
を
し
た
と
き
は
、

そ
の
確
認
に
係
る
者
に
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
（
様
式
第
七
号
）
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
証
の
交
付
は
、
当
該
被
保
険
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

３
　
被
保
険
者
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該
被
保
険
者
証
を
滅
失
し
、
又
は
損
傷
し
た
と
き
は
、
雇
用
保
険
被

保
険
者
証
再
交
付
申
請
書
（
様
式
第
八
号
）
に
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
そ
の
他
の
被
保
険
者
証

の
再
交
付
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
て

公
共
職
業
安
定
所
長
に
提
出
し
、
被
保
険
者
証
の
再
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
又
は
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
こ
と
の
事
実
が
な
い
場
合
の
通
知
）

第
十
一
条
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
資
格
取
得
届
又
は
資
格
喪
失
届
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
被
保
険

者
と
な
つ
た
こ
と
又
は
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
こ
と
の
事
実
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
被
保
険
者

と
な
つ
た
こ
と
又
は
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
こ
と
の
事
実
が
な
い
と
認
め
ら
れ
た
者
及
び
当
該
届
出
を
し
た
事

業
主
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
九
条
第
一
項
後
段
、
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
前
項
の
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
二
条
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
請
求
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
請

求
に
係
る
事
実
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
請
求
を
し
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
請
求
を
し
た
者
で
あ
つ
て
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
の
確
認
に
係
る
も
の
が
被
保
険
者

証
の
交
付
を
受
け
た
者
で
あ
る
と
き
は
、
提
出
を
受
け
た
被
保
険
者
証
を
そ
の
者
に
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
第
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
前
段
の
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
雇
用
継
続
交
流
採
用
職
員
に
関
す
る
届
出
）

第
十
二
条
の
二
　
事
業
主
は
、
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
が
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
雇
用
継
続
交
流
採
用
職
員
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
雇
用
継
続
交
流
採
用
職
員
」
と
い
う
。
）
で
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
当
該
事
実
の
あ
つ
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
雇
用
継
続
交
流
採
用
終
了
届
（
様
式
第
九
号
の
二
）
に
雇
用
継
続
交
流
採
用
職

員
で
な
く
な
つ
た
こ
と
の
事
実
及
び
雇
用
継
続
交
流
採
用
職
員
で
あ
つ
た
期
間
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

を
添
え
て
、
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
被
保
険
者
の
転
勤
の
届
出
）

第
十
三
条
　
事
業
主
は
、
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
を
当
該
事
業
主
の
一
の
事
業
所
か
ら
他
の
事
業
所
に
転
勤
さ
せ

た
と
き
は
、
当
該
事
実
の
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
雇
用
保
険
被
保
険
者
転
勤
届
（
様
式
第

十
号
。
以
下
「
転
勤
届
」
と
い
う
。
）
を
転
勤
後
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
す
る
転
勤
届
は
、
年

金
事
務
所
を
経
由
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
事
業
主
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
転
勤
届
に
労
働
者
名
簿
そ
の
他
の
転
勤
の
事
実
を
証
明
す
る
こ

と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
事
業
主
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
に
定
め
る
書
類

を
添
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
被
保
険
者
は
、
そ
の
雇
用
さ
れ
る
事
業
主
の
一
の
事
業
所
か
ら
他
の
事
業
所
に
転
勤
し
た
と
き
は
、
速
や
か

に
、
被
保
険
者
証
を
そ
の
事
業
主
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
第
一
項
の
届
出
は
、
特
定
法
人
に
あ
つ
て
は
、
転
勤
届
及
び
第
二
項
に
定
め
る
書
類
の
提
出
に
代
え
て
、
こ
れ

ら
の
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
電
気
通
信
回
線
の
故
障
、
災
害
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
、
か
つ
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
な
い
で
当
該
届
出
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

７
　
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
被
保
険
者
の
個
人
番
号
の
変
更
の
届
出
）

第
十
四
条
　
事
業
主
は
、
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
（
日
雇
労
働
被
保
険
者
を
除
く
。
）
の
個
人
番
号
（
行
政
手
続

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
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号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
個

人
番
号
変
更
届
（
様
式
第
十
号
の
二
）
を
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
被
保
険
者
の
介
護
休
業
又
は
育
児
休
業
開
始
時
の
賃
金
の
届
出
）

第
十
四
条
の
二
　
事
業
主
は
、
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
（
法
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
雇
用
特
例
被

保
険
者
（
以
下
「
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
及
び
日
雇
労
働
被
保
険
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及

び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
法
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業
を
開
始
し
た
と
き
は
第
百
一
条
の

十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
被
保
険
者
が
第
百
一
条
の
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
休
業
給
付
金
支
給

申
請
書
の
提
出
を
す
る
日
ま
で
に
、
法
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
（
同
条
第
八
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す

る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
、
第
六
十
五
条
の
十
二
、
第
百
一
条
の
十
六
及
び
第
百
一
条
の
三
十
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
規
定
す
る
休
業
（
同
一
の
子
に
つ
い
て
二
回
以
上
の
法
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業
を

し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
休
業
に
限
る
。
）
を
開
始
し
た
と
き
は
第
百
一
条
の
三
十
第
一
項
又
は
第
百
一

条
の
三
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
被
保
険
者
が
第
百
一
条
の
三
十
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
給
付

受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
又
は
第
百
一
条
の
三
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
育

児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
の
提
出
を
す
る
日
ま
で
に
、
雇
用
保
険

被
保
険
者
休
業
開
始
時
賃
金
証
明
書
（
様
式
第
十
号
の
二
の
二
。
以
下
「
休
業
開
始
時
賃
金
証
明
書
」
と
い
う
。
）

に
労
働
者
名
簿
、
賃
金
台
帳
そ
の
他
の
当
該
休
業
を
開
始
し
た
日
及
び
そ
の
日
前
の
賃
金
の
額
並
び
に
雇
用
期
間

を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
て
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
主
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
に
定
め
る
書
類

を
添
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
休
業
開
始
時
賃
金
証
明
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該

休
業
開
始
時
賃
金
証
明
書
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
雇
用
保
険
被
保
険
者
休
業
開
始
時
賃
金
証
明
票
（
様
式
第
十
号

の
三
。
次
章
第
三
節
及
び
第
七
節
第
三
款
並
び
に
第
三
章
の
二
に
お
い
て
「
休
業
開
始
時
賃
金
証
明
票
」
と
い

う
。
）
を
当
該
被
保
険
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
十
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
被
保
険
者
の
介
護
又
は
育
児
の
た
め
の
休
業
又
は
所
定
労
働
時
間
短
縮
の
開
始
時
の
賃
金
の
届
出
）

第
十
四
条
の
三
　
事
業
主
は
、
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
が
そ
の
対
象
家
族
（
法
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
に
規
定

す
る
対
象
家
族
を
い
う
。
第
三
十
六
条
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
を
介
護
す
る
た
め
の
休
業
若
し
く
は
小
学
校
就

学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
（
法
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
子
を
い
う
。
第
百
一
条
の
二
十
五

（
第
三
号
に
限
る
。
）
、
第
百
一
条
の
二
十
九
の
二
（
第
一
号
イ
に
限
る
。
）
、
第
百
一
条
の
二
十
九
の
三
及
び
第
百

十
条
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
を
し
た
場
合
又
は
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
の
う
ち
そ

の
対
象
家
族
を
介
護
す
る
被
保
険
者
若
し
く
は
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
被
保
険
者

に
関
し
て
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
を
行
つ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
被
保
険
者
が
離
職
し
、
法
第
十
三
条
第
三
項

に
規
定
す
る
特
定
理
由
離
職
者
又
は
法
第
二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
受
給
資
格
者
（
以
下
「
特
定
受
給

資
格
者
」
と
い
う
。
）
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
当
該
被
保
険
者
が
当
該
離
職

し
た
こ
と
に
よ
り
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
休

業
・
所
定
労
働
時
間
短
縮
開
始
時
賃
金
証
明
書
（
様
式
第
十
号
の
二
の
二
。
以
下
「
休
業
・
所
定
労
働
時
間
短
縮

開
始
時
賃
金
証
明
書
」
と
い
う
。
）
に
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に

関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号
。
以
下
「
育
児
・
介
護
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
六
項
の
育

児
休
業
申
出
に
係
る
書
面
、
育
児
・
介
護
休
業
法
第
九
条
の
二
第
三
項
の
出
生
時
育
児
休
業
申
出
に
係
る
書
面
、

育
児
・
介
護
休
業
法
第
十
一
条
第
三
項
の
介
護
休
業
申
出
に
係
る
書
面
（
第
百
一
条
の
十
九
第
一
項
に
お
い
て

「
介
護
休
業
申
出
書
」
と
い
う
。
）
、
育
児
・
介
護
休
業
法
第
二
十
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
申
出
に

係
る
書
類
そ
の
他
の
介
護
休
業
、
育
児
休
業
又
は
家
族
介
護
若
し
く
は
育
児
に
係
る
所
定
労
働
時
間
短
縮
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
休
業
等
」
と
い
う
。
）
を
行
つ
た
こ
と
の
事
実
及
び
休
業
等
を
行
つ
た
期
間
並
び
に
当
該
休

業
等
を
開
始
し
た
日
前
の
賃
金
の
額
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
て
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
主
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
に
定
め
る
書
類

を
添
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
休
業
・
所
定
労
働
時
間
短
縮
開
始
時
賃
金
証
明
書
の
提
出
を

受
け
た
と
き
は
、
当
該
休
業
・
所
定
労
働
時
間
短
縮
開
始
時
賃
金
証
明
書
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
雇
用
保
険
被
保

険
者
休
業
・
所
定
労
働
時
間
短
縮
開
始
時
賃
金
証
明
票
（
様
式
第
十
号
の
三
）
を
当
該
被
保
険
者
に
交
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
十
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
被
保
険
者
に
関
す
る
台
帳
の
保
管
）

第
十
五
条
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
及
び
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
こ
と
に
関
す
る
事

項
を
記
載
し
た
台
帳
を
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
離
職
証
明
書
の
交
付
）

第
十
六
条
　
事
業
主
は
、
そ
の
雇
用
し
て
い
た
被
保
険
者
が
離
職
し
た
こ
と
に
よ
り
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
者
が
離
職
票
の
交
付
を
請
求
す
る
た
め
離
職
証
明
書
の
交
付
を
求
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
そ
の

者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
離
職
証
明
書
を
提
出
し
た
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
離
職
票
の
交
付
）

第
十
七
条
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
離
職
票
を
、
離
職
し
た
こ
と
に
よ

り
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
者
の
住
所
又
は
居
所
が
明
ら
か

で
な
い
た
め
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
離
職
票
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

一
　
資
格
喪
失
届
に
よ
り
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
こ
と
の
確
認
を
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
事
業
主
が
当
該
資
格

喪
失
届
に
離
職
証
明
書
を
添
え
た
と
き
。

二
　
資
格
喪
失
届
に
よ
り
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
こ
と
の
確
認
を
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
被
保
険
者
で
あ

つ
た
者
か
ら
前
条
の
規
定
に
よ
る
離
職
証
明
書
を
添
え
て
請
求
が
あ
つ
た
と
き
。

三
　
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
請
求
に
よ
り
、
又
は
職
権
で
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
こ
と
の
確
認
を
し
た

場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
被
保
険
者
で
あ
つ
た
者
か
ら
前
条
の
規
定
に
よ
る
離
職
証
明
書
を
添
え
て
請
求
が
あ
つ

た
と
き
。

２
　
前
項
第
一
号
の
場
合
に
お
い
て
は
、
離
職
票
の
交
付
は
、
当
該
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
者
が
当
該
離
職
の
際

雇
用
さ
れ
て
い
た
事
業
主
を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
者
を
雇
用
し
て
い
た
事
業
主
の
所
在
が
明

ら
か
で
な
い
こ
と
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
離
職
証
明
書
を
添
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
離
職
票
を
滅
失
し
、
又
は
損
傷
し
た
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
運
転
免
許
証
そ

の
他
の
離
職
票
の
再
交
付
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添

え
て
、
当
該
離
職
票
を
交
付
し
た
公
共
職
業
安
定
所
長
に
提
出
し
、
離
職
票
の
再
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

一
　
申
請
者
の
氏
名
、
性
別
、
住
所
又
は
居
所
及
び
生
年
月
日

二
　
離
職
前
の
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
滅
失
又
は
損
傷
の
理
由

５
　
離
職
票
を
損
傷
し
た
こ
と
に
よ
り
前
項
の
規
定
に
よ
る
再
交
付
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
に
規
定
す

る
書
類
の
ほ
か
、
同
項
の
申
請
書
に
そ
の
損
傷
し
た
離
職
票
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
離
職
票
を
再
交
付
す
る
と
き
は
、
そ
の
離
職
票
に
再
交
付
の
旨
及
び
再
交
付
の
年
月

日
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
離
職
票
の
再
交
付
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
滅
失
し
、
又
は
損
傷
し
た
離
職
票
は
、
再
交
付
の
日
以
後
そ
の
効

力
を
失
う
。
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第
三
章
　
失
業
等
給
付

第
一
節
　
通
則

（
未
支
給
失
業
等
給
付
の
請
求
手
続
）

第
十
七
条
の
二
　
法
第
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
失
業
等
給
付
の
支
給
を
請
求
し
よ
う
と
す
る
者
（
以
下

「
未
支
給
給
付
請
求
者
」
と
い
う
。
）
は
、
死
亡
し
た
受
給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給
資
格
者
、
特
例
受
給
資
格
者
、

日
雇
受
給
資
格
者
又
は
就
職
促
進
給
付
、
教
育
訓
練
給
付
金
若
し
く
は
雇
用
継
続
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
受
給
資
格
者
等
」
と
い
う
。
）
が
死
亡
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六

箇
月
以
内
に
、
未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
（
様
式
第
十
号
の
四
）
に
当
該
受
給
資
格
者
等
の
死
亡
の
事
実
及
び

死
亡
の
年
月
日
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
、
未
支
給
給
付
請
求
者
と
死
亡
し
た
受
給
資
格
者
等
と
の
続
柄

を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
並
び
に
未
支
給
給
付
請
求
者
が
死
亡
し
た
受
給
資
格
者
等
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
て
死
亡
者
に
係
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
失
業
等
給
付
が
次
の
各
号
に
該
当
す
る
と
き
（
当
該
死
亡
し
た
受

給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給
資
格
者
、
特
例
受
給
資
格
者
又
は
就
職
促
進
給
付
若
し
く
は
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
第
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
受
給
資
格
通
知
、
第
六
十
五
条
の
四
第

一
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
受
給
資
格
通
知
、
第
六
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
受
給
資
格
通
知
又
は
第
百
一

条
の
二
の
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
当
該
各

号
に
掲
げ
る
失
業
等
給
付
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
基
本
手
当
　
死
亡
し
た
受
給
資
格
者
の
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
様
式
第
十
一
号
。
以
下
「
受
給
資
格
者

証
」
と
い
う
。
）

二
　
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
　
死
亡
し
た
高
年
齢
受
給
資
格
者
の
雇
用
保
険
高
年
齢
受
給
資
格
者
証
（
様
式
第
十

一
号
の
二
。
以
下
「
高
年
齢
受
給
資
格
者
証
」
と
い
う
。
）

三
　
特
例
一
時
金
　
死
亡
し
た
特
例
受
給
資
格
者
の
雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者
証
（
様
式
第
十
一
号
の
三
。
以

下
「
特
例
受
給
資
格
者
証
」
と
い
う
。
）

四
　
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
　
死
亡
し
た
日
雇
受
給
資
格
者
の
日
雇
労
働
被
保
険
者
手
帳
（
様
式
第
十
一
号
の

四
。
以
下
「
被
保
険
者
手
帳
」
と
い
う
。
）

五
　
教
育
訓
練
給
付
金
　
死
亡
し
た
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
被
保
険
者
証

六
　
就
職
促
進
給
付
　
死
亡
し
た
受
給
資
格
者
等
の
受
給
資
格
者
証
、
高
年
齢
受
給
資
格
者
証
、
特
例
受
給
資
格

者
証
又
は
被
保
険
者
手
帳

２
　
前
項
後
段
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
各
号
に
定
め
る
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
正
当

な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
書
類
を
添
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
未
支
給
給
付
請
求
者
は
、
未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
を
提
出
す
る
と
き
は
、
死
亡
し
た
受
給
資
格
者
等
が
失

業
等
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
行
う
べ
き
届
出
又
は
書
類
の
提
出
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

４
　
未
支
給
給
付
請
求
者
は
、
こ
の
条
の
規
定
に
よ
る
請
求
（
第
四
十
七
条
第
一
項
（
第
六
十
五
条
、
第
六
十
五
条

の
五
、
第
六
十
九
条
及
び
第
七
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
を
、

代
理
人
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
代
理
人
は
、
そ
の
資
格
を
証
明
す
る
書
類
に
第
一

項
及
び
前
項
に
規
定
す
る
書
類
を
添
え
て
第
一
項
の
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
未
支
給
失
業
等
給
付
の
支
給
手
続
）

第
十
七
条
の
三
　
死
亡
者
に
係
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
未
支
給
給
付
請
求
者
に
対
す
る
失
業
等
給
付
の
支
給

を
決
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
七
日
以
内
に
当
該
失
業
等
給
付
を
支
給
す
る
も
の
と
す

る
。

（
未
支
給
失
業
等
給
付
に
関
す
る
事
務
の
委
嘱
）

第
十
七
条
の
四
　
死
亡
者
に
係
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
未
支
給
給
付
請
求
者
の
申
出
に
よ
つ
て
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
つ
い
て
行
う
失
業
等
給
付
の
支
給
に
関
す
る
事
務
を
他
の
公
共
職
業
安
定
所
長
に

委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
委
嘱
が
行
わ
れ
た
場
合
は
、
当
該
委
嘱
に
係
る
未
支
給
給
付
請
求
者
に
つ
い
て
行
う
失
業

等
給
付
に
関
す
る
事
務
は
、
第
一
条
第
五
項
第
五
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
委
嘱
を
受
け
た
公
共
職
業
安

定
所
長
が
行
う
。

３
　
前
項
の
場
合
に
お
け
る
前
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
死
亡
者
に
係
る
公
共
職
業

安
定
所
」
と
あ
る
の
は
、
「
委
嘱
を
受
け
た
公
共
職
業
安
定
所
」
と
す
る
。

（
失
業
等
給
付
の
返
還
等
）

第
十
七
条
の
五
　
法
第
十
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
返
還
又
は
納
付
を
命
ぜ
ら
れ
た
金
額
を
徴
収

す
る
場
合
に
は
、
都
道
府
県
労
働
局
労
働
保
険
特
別
会
計
歳
入
徴
収
官
（
次
条
に
お
い
て
「
歳
入
徴
収
官
」
と
い

う
。
）
は
、
納
期
限
を
指
定
し
て
納
入
の
告
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
納
入
の
告
知
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
指
定
さ
れ
た
納
期
限
ま
で
に
、
当
該
納
入
の
告
知
に

係
る
金
額
を
日
本
銀
行
（
本
店
、
支
店
、
代
理
店
及
び
歳
入
代
理
店
を
い
う
。
）
又
は
都
道
府
県
労
働
局
労
働
保

険
特
別
会
計
収
入
官
吏
（
第
十
七
条
の
七
に
お
い
て
「
収
入
官
吏
」
と
い
う
。
）
に
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
七
条
の
六
　
歳
入
徴
収
官
は
、
法
第
十
条
の
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
。
以
下
「
徴
収
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
督
促
状
を
発
す
る
と
き
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
十
四
日
以
内
の
期
限
を
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
十
七
条
の
七
　
法
第
十
条
の
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
徴
収
法
第
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
滞
納
処

分
の
た
め
財
産
差
押
え
を
す
る
収
入
官
吏
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
（
様
式
第
十
一
号
の
五
）
を
携
帯
し
、

関
係
者
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節
　
一
般
被
保
険
者
の
求
職
者
給
付

第
一
款
　
基
本
手
当

（
法
第
十
三
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
）

第
十
八
条
　
法
第
十
三
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
事
業
所
の
休
業

二
　
出
産

三
　
事
業
主
の
命
に
よ
る
外
国
に
お
け
る
勤
務

四
　
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
四
項
第
二
号
に
該
当
す
る
交
流
採
用

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
理
由
に
準
ず
る
理
由
で
あ
つ
て
、
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め

る
も
の

（
受
給
資
格
の
決
定
）

第
十
九
条
　
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
未
支
給
給
付
請
求
者
を
除
く
。
）
は
、
管
轄
公
共
職
業
安

定
所
に
出
頭
し
、
運
転
免
許
証
そ
の
他
の
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
て
又
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を

提
示
し
て
離
職
票
（
当
該
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
離
職
票
に
記
載
さ
れ
た
離
職
の
理
由
に
関

し
、
異
議
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
離
職
票
及
び
離
職
の
理
由
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
）
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
二
枚
以
上
の
離
職
票
を
保
管
す
る
と
き
、
又
は
第
三
十

一
条
第
六
項
、
第
三
十
一
条
の
三
第
三
項
若
し
く
は
第
三
十
一
条
の
六
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
受
給
期
間
延
長
等

通
知
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
併
せ
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
前
項
の
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
第
三
十
二
条
各
号
に
該

当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
そ
の
者
が
同
号
に
該
当
す
る
者
で

あ
る
こ
と
の
事
実
を
証
明
す
る
書
類
の
提
出
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
離
職
票
を
提
出
し
た
者
が
、
法
第
十
三
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
該
当
す
る
と
認
め
た
と
き
は
、
法
第

十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
が
失
業
の
認
定
を
受
け
る
べ
き
日
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
失
業
の
認

定
日
」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
そ
の
者
に
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
受
給
資
格
者
証
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し

て
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
提
出
を
し
た
者
で
あ
つ
て
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
通
知
（
当
該
者
の
氏
名
、
被
保
険
者

番
号
（
直
近
に
交
付
さ
れ
た
被
保
険
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者
番
号
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
性
別
、

生
年
月
日
、
離
職
理
由
、
基
本
手
当
日
額
（
法
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
基
本
手
当
の
日
額
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
、
所
定
給
付
日
数
（
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
所
定
給
付
日
数
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
給
付
に
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係
る
処
理
状
況
そ
の
他
の
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
通
知
を
い
う
。
以
下
「
受
給
資
格
通
知
」

と
い
う
。
）
の
交
付
を
希
望
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
受
給
資
格
通
知
）
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
上
、
交
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
離
職
票
を
提
出
し
た
者
が
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い
と
認

め
た
と
き
は
、
離
職
票
に
そ
の
旨
を
記
載
し
、
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
十
三
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
十
九
条
の
二
　
法
第
十
三
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
理
由
に
よ
り
離
職
し

た
者
と
す
る
。

一
　
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
の
期
間
が
満
了
し
、
か
つ
、
当
該
労
働
契
約
の
更
新
が
な
い
こ
と
（
そ
の
者

が
当
該
更
新
を
希
望
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
更
新
に
つ
い
て
の
合
意
が
成
立
す
る
に
至
ら
な
か
つ
た
場

合
に
限
る
。
）

二
　
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
正
当
な
理
由

（
受
給
期
間
内
に
再
就
職
し
た
場
合
の
受
給
手
続
）

第
二
十
条
　
受
給
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
た
受
給
資
格
者
は
、
法
第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
受
給
期
間

（
以
下
「
受
給
期
間
」
と
い
う
。
）
内
に
就
職
し
た
と
き
は
、
そ
の
期
間
内
に
再
び
離
職
し
、
当
該
受
給
資
格
に
基

づ
き
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
る
場
合
の
た
め
に
、
受
給
資
格
者
証
を
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
受
給
資
格
者
は
、
受
給
期
間
内
に
就
職
し
、
そ
の
期
間
内
に
再
び
離
職
し
、
当
該
受
給
期
間
内
に
係
る
受
給
資

格
に
基
づ
き
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
に
出
頭
し
、
そ
の
保
管
す

る
受
給
資
格
者
証
を
添
え
て
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
）
離
職
票
又
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
確
認
通
知
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
そ
の
者
に
つ
い
て
新
た
に
失
業
の
認
定
日
を
定

め
、
受
給
資
格
者
証
に
必
要
な
改
定
を
し
た
上
、
返
付
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た

場
合
に
あ
つ
て
は
、
受
給
資
格
通
知
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
上
、
交
付
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
共
職
業
訓
練
等
を
受
講
す
る
場
合
に
お
け
る
届
出
）

第
二
十
一
条
　
受
給
資
格
者
は
、
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指
示
に
よ
り
法
第
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
共
職
業

訓
練
等
（
以
下
「
公
共
職
業
訓
練
等
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
公
共
職
業

訓
練
等
受
講
届
（
様
式
第
十
二
号
。
以
下
「
受
講
届
」
と
い
う
。
）
及
び
公
共
職
業
訓
練
等
通
所
届
（
様
式
第
十

二
号
。
以
下
「
通
所
届
」
と
い
う
。
）
に
受
給
資
格
者
証
（
当
該
受
給
資
格
者
が
法
第
三
十
六
条
第
二
項
の
同
居

の
親
族
と
別
居
し
て
寄
宿
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
親
族
の
有
無
に
つ
い
て
の
市
町
村
の
長
の
証
明
書
及
び

受
給
資
格
者
証
）
を
添
え
て
、
公
共
職
業
訓
練
等
を
行
う
施
設
の
長
を
経
由
し
て
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
公
共
職
業
訓
練
等
を
行
う
施
設
の
長
を
経

由
し
て
当
該
届
出
書
の
提
出
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
公
共
職
業
訓
練
等
を
行
う

施
設
の
長
を
経
由
し
な
い
で
提
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
受
給
資
格
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
と
き
の
ほ
か
、
職
業
安
定

局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
受
給
資
格
者
証
を
添
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
受
講
届
及
び
通
所
届
の
提
出
を
受
け
た
と
き
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
受
給
資
格

者
証
を
添
え
な
い
で
こ
れ
ら
の
届
の
提
出
を
受
け
た
と
き
（
当
該
提
出
を
し
た
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受

け
た
こ
と
に
よ
り
、
受
給
資
格
者
証
を
添
え
な
い
で
当
該
提
出
を
し
た
と
き
を
除
く
。
）
を
除
く
。
）
は
、
受
給
資

格
者
証
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
上
、
返
付
（
当
該
提
出
を
し
た
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合

に
あ
つ
て
は
、
受
給
資
格
通
知
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
上
、
交
付
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
受
給
資
格
者
は
、
受
講
届
又
は
通
所
届
の
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
受
給
資
格
者
証

を
添
え
て
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提

示
し
て
）
変
更
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
及
び
受
講
届
又
は
通
所
届
の
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
つ

た
こ
と
を
記
載
し
た
届
書
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
前
項
の
届
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
（
次
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
受
給
資
格
者
証
を
添
え
な
い
で
当
該
届
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
（
当
該
提
出
を
し
た
者
が
受

給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
受
給
資
格
者
証
を
添
え
な
い
で
当
該
提
出
を
し
た
と
き
を
除
く
。
）

を
除
く
。
）
は
、
受
給
資
格
者
証
に
必
要
な
改
定
を
し
た
上
、
返
付
（
当
該
提
出
を
し
た
者
が
受
給
資
格
通
知
の

交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
受
給
資
格
通
知
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
上
、
交
付
）
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

６
　
第
十
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
は
第
一
項
及
び
第
四
項
の
場
合
に
、
第
二
項
の
規
定
は
第
四
項
の
場
合
に
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
中
「
か
か
わ
ら
ず
、
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
と
き
の
ほ
か
」
と

あ
る
の
は
「
か
か
わ
ら
ず
」
と
、
「
添
え
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
添
え
な
い
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通

知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
な
い
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
失
業
の
認
定
）

第
二
十
二
条
　
受
給
資
格
者
は
、
失
業
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
失
業
の
認
定
日
に
、
管
轄
公
共
職
業

安
定
所
に
出
頭
し
、
受
給
資
格
者
証
を
添
え
て
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に

あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
）
失
業
認
定
申
告
書
（
様
式
第
十
四
号
）
を
提
出
し
た
上
、
職
業
の

紹
介
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
受
給
資
格
者
証
を
添
え
て
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知

の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
）
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ

い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
受
給
資
格
者
証
を
添
え
な
い
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付

を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
な
い
）
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
受
給
資
格
者
に
対
し
て
失
業
の
認
定
を
行
つ
た
と
き
は
、
そ
の
処
分
に
関
す

る
事
項
を
受
給
資
格
者
証
に
記
載
し
た
上
、
返
付
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合

に
あ
つ
て
は
、
受
給
資
格
通
知
に
そ
の
処
分
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
上
、
交
付
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
十
五
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
受
給
資
格
者
）

第
二
十
三
条
　
法
第
十
五
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
受
給
資
格
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
職
業
に
就
く
た
め
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
失
業
の
認
定
日
に
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
に
出
頭
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
旨
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
申
し
出
た
も
の

二
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
が
、
行
政
機
関
の
休
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
九
十
一
号
）

第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
行
政
機
関
の
休
日
、
労
働
市
場
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
失
業
の
認

定
日
を
変
更
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
者

２
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
第
一
号
の
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
者

に
対
し
、
職
業
に
就
く
た
め
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
の
提
出
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
失
業
の
認
定
日
の
特
例
等
）

第
二
十
四
条
　
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指
示
し
た
公
共
職
業
訓
練
等
を
受
け
る
受
給
資
格
者
に
係
る
失
業
の
認
定

は
、
一
月
に
一
回
、
直
前
の
月
に
属
す
る
各
日
（
既
に
失
業
の
認
定
の
対
象
と
な
つ
た
日
を
除
く
。
）
に
つ
い
て

行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
前
条
に
規
定
す
る
者
に
係
る
失
業
の
認
定
は
、
同
条
の
申
出
を
受
け
た
日
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
日
に
つ
い
て

行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
申
出
を
受
け
た
日
が
前
条
に
規
定
す
る
失
業
の
認
定
日
前
の
日
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
失
業
の
認
定
日

に
お
け
る
失
業
の
認
定
の
対
象
と
な
る
日
の
う
ち
、
当
該
申
出
を
受
け
た
日
前
の
各
日

二
　
当
該
申
出
を
受
け
た
日
が
前
条
に
規
定
す
る
失
業
の
認
定
日
後
の
日
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
失
業
の
認
定
日

に
お
け
る
失
業
の
認
定
の
対
象
と
な
る
日
及
び
当
該
失
業
の
認
定
日
か
ら
当
該
申
出
を
受
け
た
日
の
前
日
ま
で

の
各
日

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
失
業
の
認
定
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
後
に
お
け
る
最
初
の
失
業
の
認
定
日
に
お
け
る

失
業
の
認
定
は
、
前
条
の
申
出
を
受
け
た
日
か
ら
当
該
失
業
の
認
定
日
の
前
日
ま
で
の
各
日
に
つ
い
て
行
う
も
の

と
す
る
。

（
証
明
書
に
よ
る
失
業
の
認
定
）

第
二
十
五
条
　
法
第
十
五
条
第
四
項
第
一
号
に
該
当
す
る
受
給
資
格
者
が
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
失
業

の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
理
由
が
や
ん
だ
後
に
お
け
る
最
初
の
失
業
の
認
定
日
に
管
轄
公
共
職

業
安
定
所
に
出
頭
し
、
受
給
資
格
者
証
を
添
え
て
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
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に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
）
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
医
師
そ
の
他
診
療
を
担

当
し
た
者
の
証
明
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
受
給
資
格
者
の
氏
名
及
び
年
齢

二
　
傷
病
の
状
態
又
は
名
称
及
び
そ
の
程
度

三
　
初
診
の
年
月
日

四
　
治
ゆ
の
年
月
日

２
　
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。

第
二
十
六
条
　
法
第
十
五
条
第
四
項
第
二
号
に
該
当
す
る
受
給
資
格
者
が
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
失
業

の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
求
人
者
に
面
接
し
た
後
に
お
け
る
最
初
の
失
業
の
認
定
日
に
管
轄
公
共
職

業
安
定
所
に
出
頭
し
、
受
給
資
格
者
証
を
添
え
て
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合

に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
）
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
そ
の
求
人
者
の
証
明
書

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
受
給
資
格
者
の
氏
名
及
び
年
齢

二
　
求
人
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
の
場
合
は
、
名
称
及
び
事
務
所
の
所
在
地
）

三
　
面
接
し
た
日
時

２
　
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。

第
二
十
七
条
　
法
第
十
五
条
第
四
項
第
三
号
に
該
当
す
る
受
給
資
格
者
が
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
失
業

の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
証
明
書
（
様
式
第
十
五
号
。
以
下
「
受
講
証
明

書
」
と
い
う
。
）
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
十
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。

第
二
十
八
条
　
法
第
十
五
条
第
四
項
第
四
号
に
該
当
す
る
受
給
資
格
者
が
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
失
業

の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
理
由
が
や
ん
だ
後
に
お
け
る
最
初
の
失
業
の
認
定
日
に
管
轄
公
共
職

業
安
定
所
に
出
頭
し
、
受
給
資
格
者
証
を
添
え
て
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合

に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
）
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
官
公
署
の
証
明
書
又
は

管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
が
適
当
と
認
め
る
者
の
証
明
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
受
給
資
格
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所

二
　
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
内
容
及
び
そ
の
理
由
が
継
続
し
た
期
間

三
　
失
業
の
認
定
を
受
け
る
た
め
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
に
出
頭
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
期
間

２
　
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。

（
失
業
の
認
定
の
方
法
等
）

第
二
十
八
条
の
二
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
失
業
の
認
定
に
当
た
つ
て
は
、
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
提
出
さ
れ
た
失
業
認
定
申
告
書
に
記
載
さ
れ
た
求
職
活
動
の
内
容
を
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
前
項
の
認
定
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
受
給
資
格
者
に
対

し
、
運
転
免
許
証
そ
の
他
の
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
書
類
の
提
出
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
第
一
項
の
確
認
の
際
に
、
受
給
資
格
者
に
対
し
、
職
業
紹
介
又
は
職
業
指
導

を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
法
第
十
六
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
率
）

第
二
十
八
条
の
三
　
法
第
十
六
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
率
は
、
百
分
の
八
十
か
ら
第
一
号
に
掲
げ
る

率
に
第
二
号
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
率
を
減
じ
た
率
と
す
る
。

一
　
百
分
の
三
十

二
　
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
賃
金
日
額
（
四
千
九
百
二
十
円
以
上
一
万
二
千
九
十
円
以
下
の
も
の
（
そ

の
額
が
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
さ
れ
た
額
）
に
限
る
。
）
か
ら
四
千
九

百
二
十
円
（
そ
の
額
が
同
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
さ
れ
た
額
。
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
を
減
じ
た
額
を
一
万
二
千
九
十
円
（
そ
の
額
が
同
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
そ

の
変
更
さ
れ
た
額
。
）
か
ら
四
千
九
百
二
十
円
を
減
じ
た
額
で
除
し
て
得
た
率

２
　
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
に
お
い
て
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
で
あ
る
受
給
資
格
者
に
対
す
る
前
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
十
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
一
項
」
と
、
「
減
じ
た
率
」
と
あ
る
の
は
「
減
じ
た
率
（
当
該
率
を
法
第
十
七
条
第
一

項
に
規
定
す
る
賃
金
日
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
賃
金
日
額
」
と
い
う
。
）
に
乗
じ
て
得
た
金
額
が
百
分
の

五
を
賃
金
日
額
に
乗
じ
て
得
た
金
額
に
百
分
の
四
十
を
一
万
八
百
八
十
円
（
そ
の
額
が
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ

り
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
さ
れ
た
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
え

た
金
額
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該
金
額
を
当
該
賃
金
日
額
で
除
し
て
得
た
率
）
」
と
、
「
百
分
の
三
十
」
と
あ
る
の

は
「
百
分
の
三
十
五
」
と
、
「
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
賃
金
日
額
」
と
あ
る
の
は
「
賃
金
日
額
」
と
、

「
一
万
二
千
九
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
八
百
八
十
円
」
と
す
る
。

（
年
度
の
平
均
給
与
額
の
算
定
）

第
二
十
八
条
の
四
　
法
第
十
八
条
第
一
項
の
年
度
の
平
均
給
与
額
は
、
同
項
に
規
定
す
る
平
均
定
期
給
与
額
の
四
月

分
か
ら
翌
年
三
月
分
ま
で
の
各
月
分
の
合
計
額
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

（
最
低
賃
金
日
額
の
算
定
方
法
）

第
二
十
八
条
の
五
　
法
第
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
最
低
賃
金
日
額
は
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
変
更
さ
れ
た
自
動
変
更
対
象
額
が
適
用
さ
れ
る
年
度
の
四
月
一
日
に
効
力
を
有
す
る
最
低
賃
金
法
（
昭
和
三
十

四
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
別
最
低
賃
金
の
額
に
つ
い
て
、
一
定
の
地
域
ご
と

の
額
を
労
働
者
の
人
数
に
よ
り
加
重
平
均
し
て
算
定
し
た
額
に
二
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
七
で
除
し
て
得
た
額
と

す
る
。

（
自
己
の
労
働
に
よ
る
収
入
の
届
出
）

第
二
十
九
条
　
受
給
資
格
者
が
法
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
届
出
は
、
そ
の
者
が
自
己
の
労
働
に
よ
つ

て
収
入
を
得
る
に
至
つ
た
日
の
後
に
お
け
る
最
初
の
失
業
の
認
定
日
に
、
失
業
認
定
申
告
書
に
よ
り
管
轄
公
共
職

業
安
定
所
の
長
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
前
項
の
届
出
を
し
な
い
受
給
資
格
者
に
つ
い
て
、
法
第
十
九
条
に
規
定
す
る

労
働
に
よ
る
収
入
が
あ
つ
た
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項

の
失
業
の
認
定
日
に
お
い
て
失
業
の
認
定
を
し
た
日
分
の
基
本
手
当
の
支
給
の
決
定
を
次
の
基
本
手
当
を
支
給
す

べ
き
日
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
支
給
日
」
と
い
う
。
）
ま
で
延
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
法
第
二
十
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
）

第
三
十
条
　
法
第
二
十
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
疾
病
又
は
負
傷
（
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
傷
病
手
当
の
支
給
を
受
け
る
場
合
に
お
け
る
当
該

傷
病
手
当
に
係
る
疾
病
又
は
負
傷
を
除
く
。
）

二
　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
も
の

（
受
給
期
間
延
長
の
申
出
）

第
三
十
一
条
　
法
第
二
十
条
第
一
項
の
申
出
は
、
医
師
の
証
明
書
そ
の
他
の
第
三
十
条
各
号
に
掲
げ
る
理
由
に
該
当

す
る
こ
と
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
及
び
受
給
資
格
者
証
（
受
給
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
場
合
（
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
を
除
く
。
）
に
は
、
離
職
票
（
二
枚
以
上
の
離
職
票
を
保
管

す
る
と
き
は
、
そ
の
全
て
の
離
職
票
）
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
添
え
て
（
当
該
申
出
を
行
う
者
が
受

給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
の
添
付
に
併
せ

て
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
）
受
給
期
間
延
長
等
申
請
書
（
様
式
第
十
六
号
）
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の

長
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
受
給
資
格
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ

し
書
に
規
定
す
る
と
き
の
ほ
か
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
受
給
資
格
者
証
を
添
え
な
い
（
当

該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
な
い
）
こ

と
が
で
き
る
。

３
　
第
一
項
の
申
出
は
、
当
該
申
出
に
係
る
者
が
法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
の

翌
日
か
ら
、
当
該
者
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
の
直
前
の
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
準
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
四
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
加
算
さ
れ
た
期
間
が
四
年
に
満
た
な
い
場
合
は
、
当
該

期
間
の
最
後
の
日
ま
で
の
間
）
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
天
災
そ
の
他
申
出
を
し
な
か
つ
た
こ
と
に

つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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４
　
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
け
る
第
一
項
の
申
出
は
、
当
該
理
由
が
や
ん
だ
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
七
日
以

内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
第
三
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
け
る
第
一
項
の
申
出
は
、
受
給
期
間
延
長
等
申
請
書
に
天
災
そ
の
他
の
申
出
を

し
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

６
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
が
法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す

る
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
受
給
期
間
延
長
等
通
知
書
（
様
式
第
十
七
号
）
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
（
第
二
項
又
は
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り

受
給
資
格
者
証
を
添
え
な
い
で
第
一
項
の
申
出
を
受
け
た
と
き
（
当
該
申
出
を
し
た
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付

を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
受
給
資
格
者
証
を
添
え
な
い
で
当
該
提
出
を
し
た
と
き
を
除
く
。
）
を
除
く
。
）
に
お
い

て
、
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
受
給
資
格
者
証
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
上
、
返
付
（
当
該
者
が
受
給

資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
受
給
資
格
通
知
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
上
、
交
付
）
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
受
給
期
間
延
長
等
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
届
け
出
る
と
と
も
に
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る

書
類
を
提
出
（
当
該
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
併
せ
て
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提

示
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
提
出
を
受
け
た
書
類
に

必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
上
、
返
付
（
第
二
号
に
規
定
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付

を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
提
出
を
受
け
た
受
給
期
間
延
長
等
通
知
書
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
上
、
返
付

す
る
と
と
も
に
、
受
給
資
格
通
知
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
上
、
交
付
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
そ
の
者
が
提
出
し
た
受
給
期
間
延
長
等
申
請
書
の
記
載
内
容
に
重
大
な
変
更
が
あ
つ
た
場
合
　
交
付
を
受
け

た
受
給
期
間
延
長
等
通
知
書

二
　
法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
理
由
が
や
ん
だ
場
合
　
受
給
資
格
者
証
（
当
該
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交

付
を
受
け
た
と
き
を
除
く
。
）
及
び
交
付
を
受
け
た
受
給
期
間
延
長
等
通
知
書

８
　
第
十
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
は
、
第
一
項
及
び
前
項
の
場
合
並
び
に
第
三
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
け
る
第

一
項
の
申
出
に
、
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
第
一
項
及
び
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
法
第
二
十
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
年
齢
及
び
理
由
）

第
三
十
一
条
の
二
　
法
第
二
十
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
年
齢
は
、
六
十
歳
と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
は
、
六
十
歳
以
上
の
定
年
に
達
し
た
後
再
雇
用
等
に
よ

り
一
定
期
限
ま
で
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
場
合
に
、
当
該
期
限
が
到
来
し
た
こ
と
と
す
る
。

（
定
年
退
職
者
等
に
係
る
受
給
期
間
延
長
の
申
出
）

第
三
十
一
条
の
三
　
法
第
二
十
条
第
二
項
の
申
出
は
、
受
給
期
間
延
長
等
申
請
書
に
離
職
票
（
二
枚
以
上
の
離
職
票

を
保
管
す
る
と
き
は
、
そ
の
全
て
の
離
職
票
）
を
添
え
て
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
申
出
は
、
当
該
申
出
に
係
る
離
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
箇
月
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
天
災
そ
の
他
申
出
を
し
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

３
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
が
法
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す

る
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
受
給
期
間
延
長
等
通
知
書
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、
離
職
票
に
必
要
な
事
項
を

記
載
し
た
上
、
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
十
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
場
合
及
び
第
二
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
け
る
第
一
項
の
申
出

に
、
第
三
十
一
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
第
二
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
け
る
申
出
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

（
法
第
二
十
条
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
）

第
三
十
一
条
の
四
　
法
第
二
十
条
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

も
の
と
す
る
。

一
　
そ
の
事
業
を
開
始
し
た
日
又
は
そ
の
事
業
に
専
念
し
始
め
た
日
か
ら
起
算
し
て
、
三
十
日
を
経
過
す
る
日

が
、
法
第
二
十
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
受
給
資
格
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
の
末
日
後

で
あ
る
も
の

二
　
そ
の
事
業
に
つ
い
て
当
該
事
業
を
実
施
す
る
受
給
資
格
者
が
第
八
十
二
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
就
業
手

当
又
は
第
八
十
二
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
再
就
職
手
当
の
支
給
を
受
け
た
も
の

三
　
そ
の
事
業
に
よ
り
当
該
事
業
を
実
施
す
る
受
給
資
格
者
が
自
立
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
管
轄
公
共
職
業
安

定
所
の
長
が
認
め
た
も
の

（
法
第
二
十
条
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
三
十
一
条
の
五
　
法
第
二
十
条
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も

の
と
す
る
。

一
　
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
準
日
以
前
に
事
業
を
開
始
し
、
当
該
基
準
日
後
に
当
該
事
業
に

専
念
す
る
者

二
　
そ
の
他
事
業
を
開
始
し
た
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
が
認
め
た
者

（
支
給
の
期
間
の
特
例
の
申
出
）

第
三
十
一
条
の
六
　
法
第
二
十
条
の
二
の
申
出
は
、
登
記
事
項
証
明
書
そ
の
他
同
条
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
こ

と
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
及
び
受
給
資
格
者
証
（
受
給
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
場

合
（
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
を
除
く
。
）
に
は
、
離
職
票
（
二
枚
以
上
の
離
職
票
を
保
管
す
る
と

き
は
、
そ
の
全
て
の
離
職
票
）
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
添
え
て
（
当
該
申
出
を
行
う
者
が
受
給
資
格

通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
の
添
付
に
併
せ
て
個
人

番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
）
受
給
期
間
延
長
等
申
請
書
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
受
給
資
格
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ

し
書
に
規
定
す
る
と
き
の
ほ
か
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
受
給
資
格
者
証
を
添
え
な
い
（
当

該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
な
い
）
こ

と
が
で
き
る
。

３
　
第
一
項
の
申
出
は
、
当
該
申
出
に
係
る
者
が
法
第
二
十
条
の
二
に
規
定
す
る
事
業
を
開
始
し
た
日
又
は
当
該
事

業
に
専
念
し
始
め
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
、
二
箇
月
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
天
災
そ
の

他
申
出
を
し
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
が
法
第
二
十
条
の
二
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る

と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
受
給
期
間
延
長
等
通
知
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
（
第
二
項

又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
受
給
資
格
者
証
を
添
え
な

い
で
第
一
項
の
申
出
を
受
け
た
と
き
（
当
該
申
出
を
し
た
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、

受
給
資
格
者
証
を
添
え
な
い
で
当
該
提
出
を
し
た
と
き
を
除
く
。
）
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
管
轄
公
共
職
業
安
定

所
の
長
は
、
受
給
資
格
者
証
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
上
、
返
付
（
当
該
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け

た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
受
給
資
格
通
知
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
上
、
交
付
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
受
給
期
間
延
長
等
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
届
け
出
る
と
と
も
に
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る

書
類
を
提
出
（
当
該
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
併
せ
て
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提

示
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
提
出
を
受
け
た
書
類
に

必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
上
、
返
付
（
第
二
号
に
規
定
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付

を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
提
出
を
受
け
た
受
給
期
間
延
長
等
通
知
書
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
上
、
返
付

す
る
と
と
も
に
、
受
給
資
格
通
知
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
上
、
交
付
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
そ
の
者
が
提
出
し
た
受
給
期
間
延
長
等
申
請
書
の
記
載
内
容
に
重
大
な
変
更
が
あ
つ
た
場
合
　
交
付
を
受
け

た
受
給
期
間
延
長
等
通
知
書

二
　
法
第
二
十
条
の
二
に
規
定
す
る
事
業
を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
た
場
合
　
受
給
資
格
者
証
（
当
該
者
が
受
給

資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
と
き
を
除
く
。
）
及
び
交
付
を
受
け
た
受
給
期
間
延
長
等
通
知
書

６
　
第
十
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
は
、
第
一
項
及
び
前
項
の
場
合
並
び
に
第
三
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
け
る
第

一
項
の
申
出
に
、
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
第
一
項
及
び
前
項
の
場
合
に
、
第
三
十
一
条
第
四

項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
第
三
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
け
る
申
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

9



（
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
り
就
職
が
困
難
な
者
）

第
三
十
二
条
　
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
り
就
職
が
困
難
な
者
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

一
　
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
障
害
者
雇
用
促

進
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
（
以
下
「
身
体
障
害
者
」
と
い
う
。
）

二
　
障
害
者
雇
用
促
進
法
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
（
以
下
「
知
的
障
害
者
」
と
い
う
。
）

三
　
障
害
者
雇
用
促
進
法
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
（
以
下
「
精
神
障
害
者
」
と
い
う
。
）

四
　
更
生
保
護
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
四
十
八
条
各
号
又
は
第
八
十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ

る
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
者
の
職
業
の
あ
つ
せ
ん
に
関
し
保
護
観
察
所
長
か
ら
公
共
職
業
安
定
所
長
に
連
絡
の
あ

つ
た
も
の

五
　
社
会
的
事
情
に
よ
り
就
職
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
て
い
る
者

（
法
第
二
十
二
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
）

第
三
十
三
条
　
法
第
二
十
二
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
次
条
各
号
に
定
め
る
書
類
に
基
づ
き
確

認
さ
れ
る
被
保
険
者
の
負
担
す
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
が
そ
の
者
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
か
ら
控
除
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
る
最
も
古
い
日
と
す
る
。

２
　
次
条
各
号
に
定
め
る
書
類
に
基
づ
き
前
項
の
最
も
古
い
日
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
当
該
書
類

に
基
づ
き
確
認
さ
れ
る
被
保
険
者
の
負
担
す
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
が
そ
の
者
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
か
ら
控
除
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
最
も
古
い
月
の
初
日
を
、
前
項
に
規
定
す
る
最
も
古
い
日
と
み
な
す
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
最
も
古
い
月
の
初
日
を
第
一
項
の
最
も
古
い
日
と
み
な
し
た
場
合
に
、
当
該
最
も

古
い
月
の
初
日
が
直
前
の
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
日
よ
り
も
前
に
あ
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
当
該
直
前
の
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
日
を
第
一
項
の
最
も
古
い
日
と
み
な
す
。

４
　
法
第
二
十
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
者
は
、
次
条
各
号
に
定
め
る
書
類
に
基
づ
き
確
認
さ
れ
る
被
保
険
者
の
負

担
す
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
が
そ
の
者
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
か
ら
控
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
時
期

の
直
近
の
日
の
翌
日
に
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
こ
と
と
み
な
す
。

５
　
次
条
各
号
に
定
め
る
書
類
に
基
づ
く
確
認
に
お
い
て
、
前
項
の
直
近
の
日
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

は
、
当
該
書
類
に
基
づ
き
確
認
さ
れ
る
被
保
険
者
の
負
担
す
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
が
そ
の
者
に
支
払
わ
れ
た
賃

金
か
ら
控
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
時
期
の
直
近
の
月
の
末
日
の
翌
日
に
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た

こ
と
と
み
な
す
。

６
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
直
近
の
月
の
末
日
の
翌
日
を
そ
の
者
が
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
日
と
み
な
し
た

場
合
に
、
当
該
直
近
の
月
の
う
ち
に
被
保
険
者
と
な
つ
た
日
が
あ
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当

該
被
保
険
者
と
な
つ
た
日
に
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
こ
と
と
み
な
す
。

７
　
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
の
確
認
が

あ
つ
た
日
の
二
年
前
ま
で
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
法
第
二
十
二
条
第
五
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
）

第
三
十
三
条
の
二
　
法
第
二
十
二
条
第
五
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
百
八
条
に
規
定
す
る
賃
金
台
帳
そ
の
他
の
賃
金
の
一

部
が
労
働
保
険
料
（
徴
収
法
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
労
働
保
険
料
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
し
て
控
除

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
書
類

二
　
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
百
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
源
泉
徴
収
票
又
は
法

人
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省
令
第
十
二
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
に
定
め
る
書
類
の
う
ち
賃
金
の

一
部
が
労
働
保
険
料
と
し
て
控
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
も
の

（
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
由
）

第
三
十
四
条
　
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
手
形
交
換
所
に
お
い
て
、
そ

の
手
形
交
換
所
で
手
形
交
換
を
行
つ
て
い
る
金
融
機
関
が
金
融
取
引
を
停
止
す
る
原
因
と
な
る
事
実
に
つ
い
て
の

公
表
が
こ
れ
ら
の
金
融
機
関
に
対
し
て
さ
れ
る
こ
と
と
す
る
。

（
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
）

第
三
十
五
条
　
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
倒
産
（
破
産
手
続
開
始
、
再
生
手
続
開
始
、
更
生
手
続
開
始
若
し
く
は
特
別
清
算
開
始
の
申
立
て
又
は
前
条

の
事
実
を
い
う
。
）
に
伴
い
離
職
し
た
者

二
　
事
業
所
に
お
い
て
、
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
離
職
に
係
る
大

量
の
雇
用
変
動
の
届
出
が
さ
れ
た
た
め
離
職
し
た
者
及
び
当
該
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
る
被
保
険
者
（
短
期
雇
用

特
例
被
保
険
者
及
び
日
雇
労
働
被
保
険
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
数
を
三
で
除
し
て
得

た
数
を
超
え
る
被
保
険
者
が
離
職
し
た
た
め
離
職
し
た
者

三
　
事
業
所
の
廃
止
（
当
該
事
業
所
の
事
業
活
動
が
停
止
し
、
再
開
す
る
見
込
み
が
な
い
場
合
を
含
み
、
事
業
の

期
間
が
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
に
お
い
て
当
該
期
間
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
伴
い
離
職

し
た
者

四
　
事
業
所
の
移
転
に
よ
り
、
通
勤
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
つ
た
た
め
離
職
し
た
者

（
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
）

第
三
十
六
条
　
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
解
雇
（
自
己
の
責
め
に
帰
す
べ
き
重
大
な
理
由
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）

二
　
労
働
契
約
の
締
結
に
際
し
明
示
さ
れ
た
労
働
条
件
が
事
実
と
著
し
く
相
違
し
た
こ
と
。

三
　
賃
金
（
退
職
手
当
を
除
く
。
）
の
額
を
三
で
除
し
て
得
た
額
を
上
回
る
額
が
支
払
期
日
ま
で
に
支
払
わ
れ
な

か
つ
た
こ
と
。

四
　
次
の
い
ず
れ
か
に
予
期
し
得
ず
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
。

イ
　
離
職
の
日
の
属
す
る
月
以
後
六
月
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
月
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
最
低
賃
金
法
第
二
条
第

三
号
に
規
定
す
る
賃
金
（
同
法
第
四
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
賃
金
並
び
に
歩
合
に
よ
つ
て

支
払
わ
れ
る
賃
金
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
額
が
当
該
月
の
前
六
月
の
う
ち

い
ず
れ
か
の
月
の
賃
金
の
額
に
百
分
の
八
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
を
下
回
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
つ
た

こ
と
。

ロ
　
離
職
の
日
の
属
す
る
月
の
六
月
前
か
ら
離
職
し
た
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
月
の
賃
金
の
額
が

当
該
月
の
前
六
月
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
月
の
賃
金
の
額
に
百
分
の
八
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
を
下
回
つ
た
こ

と
。

五
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
。

イ
　
離
職
の
日
の
属
す
る
月
の
前
六
月
の
う
ち
い
ず
れ
か
連
続
し
た
三
箇
月
以
上
の
期
間
に
お
い
て
労
働
基
準

法
第
三
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
限
度
時
間
に
相
当
す
る
時
間
数
（
当
該
受
給
資
格
者
が
、
育
児
・
介
護

休
業
法
第
十
七
条
第
一
項
の
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
労
働
者
で
あ
つ
て
同
項

各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
項
、
育
児
・
介
護
休
業
法
第
十
八
条
第

一
項
の
要
介
護
状
態
に
あ
る
対
象
家
族
を
介
護
す
る
労
働
者
で
あ
つ
て
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
育
児
・
介

護
休
業
法
第
十
七
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
項
に
規
定

す
る
制
限
時
間
に
相
当
す
る
時
間
数
）
を
超
え
て
、
時
間
外
労
働
及
び
休
日
労
働
が
行
わ
れ
た
こ
と
。

ロ
　
離
職
の
日
の
属
す
る
月
の
前
六
月
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
月
に
お
い
て
一
月
当
た
り
百
時
間
以
上
、
時
間
外

労
働
及
び
休
日
労
働
が
行
わ
れ
た
こ
と
。

ハ
　
離
職
の
日
の
属
す
る
月
の
前
六
月
の
う
ち
い
ず
れ
か
連
続
し
た
二
箇
月
以
上
の
期
間
の
時
間
外
労
働
時
間

及
び
休
日
労
働
時
間
を
平
均
し
一
月
当
た
り
八
十
時
間
を
超
え
て
、
時
間
外
労
働
及
び
休
日
労
働
が
行
わ
れ

た
こ
と
。

ニ
　
事
業
主
が
危
険
又
は
健
康
障
害
の
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
旨
を
行
政
機
関
か
ら
指
摘
さ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
事
業
所
に
お
い
て
当
該
危
険
又
は
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
か
つ
た
こ

と
。

ホ
　
事
業
主
が
法
令
に
違
反
し
、
妊
娠
中
若
し
く
は
出
産
後
の
労
働
者
又
は
子
の
養
育
若
し
く
は
家
族
の
介
護

を
行
う
労
働
者
を
就
業
さ
せ
、
若
し
く
は
そ
れ
ら
の
者
の
雇
用
の
継
続
等
を
図
る
た
め
の
制
度
の
利
用
を
不

当
に
制
限
し
た
こ
と
又
は
妊
娠
し
た
こ
と
、
出
産
し
た
こ
と
若
し
く
は
そ
れ
ら
の
制
度
の
利
用
の
申
出
を

し
、
若
し
く
は
利
用
を
し
た
こ
と
等
を
理
由
と
し
て
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
た
こ
と
。
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六
　
事
業
主
が
労
働
者
の
職
種
転
換
等
に
際
し
て
、
当
該
労
働
者
の
職
業
生
活
の
継
続
の
た
め
に
必
要
な
配
慮
を

行
つ
て
い
な
い
こ
と
。

七
　
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
の
更
新
に
よ
り
三
年
以
上
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
る
に
至
つ
た
場
合
に
お
い
て

当
該
労
働
契
約
が
更
新
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
。

七
の
二
　
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
の
締
結
に
際
し
当
該
労
働
契
約
が
更
新
さ
れ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
場

合
に
お
い
て
当
該
労
働
契
約
が
更
新
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
。

八
　
事
業
主
又
は
当
該
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
か
ら
就
業
環
境
が
著
し
く
害
さ
れ
る
よ
う
な
言
動
を
受
け

た
こ
と
。

九
　
事
業
主
か
ら
退
職
す
る
よ
う
勧
奨
を
受
け
た
こ
と
。

十
　
事
業
所
に
お
い
て
使
用
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
行
わ
れ
た
休
業
が
引
き
続
き
三
箇
月
以
上
と
な

つ
た
こ
と
。

十
一
　
事
業
所
の
業
務
が
法
令
に
違
反
し
た
こ
と
。

（
訓
練
延
長
給
付
に
係
る
失
業
の
認
定
手
続
）

第
三
十
七
条
　
受
講
届
及
び
通
所
届
を
提
出
し
た
受
給
資
格
者
は
、
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
基
本
手

当
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
失
業
の
認
定
を
受
け
る
都
度
、
受
講
証
明
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
訓
練
延
長
給
付
の
通
知
）

第
三
十
八
条
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
法
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
受
給
資
格
者
に
対
し
て
基

本
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
当
該
受
給
資
格
者
に
対
し
て
そ
の
旨
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
必
要

な
事
項
を
受
給
資
格
者
証
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
受
給
資

格
通
知
）
に
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
三
十
八
条
の
二
　
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
第
十
九
条
の
二
第
一
号
に
掲

げ
る
理
由
に
よ
り
離
職
し
た
者
と
す
る
。

（
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
三
十
八
条
の
三
　
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
受
給
資
格
者
が
次
の
各
号

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
特
に
誠
実
か
つ
熱
心
に
求
職
活
動
を
行
つ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
所
定
給
付
日
数
に
相
当
す
る
日
数
分

の
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
終
わ
る
日
ま
で
に
職
業
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
見
込
み
が
な
く
、
か
つ
、
特
に
職

業
指
導
そ
の
他
再
就
職
の
援
助
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二
　
当
該
受
給
資
格
に
係
る
離
職
後
最
初
に
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
の
申
込
み
を
し
た
日
以
後
、
正
当
な
理
由

が
な
く
、
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
す
る
職
業
に
就
く
こ
と
、
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指
示
し
た
公
共
職
業
訓

練
等
を
受
け
る
こ
と
及
び
公
共
職
業
安
定
所
が
行
う
再
就
職
を
指
導
す
る
た
め
に
必
要
な
職
業
指
導
を
受
け
る

こ
と
を
拒
ん
だ
こ
と
が
な
い
こ
と
。

（
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
三
十
八
条
の
四
　
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
受
給
資
格
者
が
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
難
治
性
疾
患
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
発
達
障
害
者
支
援
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
発
達
障
害
者
（
以
下
「
発

達
障
害
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
こ
と
。

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
障
害
者
で
あ
る
こ
と
。

（
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
災
害
）

第
三
十
八
条
の
五
　
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
災
害
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一
　
激

じ
ん甚

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）

第
二
条
の
規
定
に
よ
り
激
甚
災
害
と
し
て
政
令
で
指
定
さ
れ
た
災
害

二
　
災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
に
基
づ
く
救
助
が
行
わ
れ
た
災
害

三
　
前
号
に
掲
げ
る
災
害
に
準
ず
る
災
害
と
し
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
災
害

（
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
給
付
日
数
の
延
長
の
通
知
）

第
三
十
八
条
の
六
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
受

給
資
格
者
に
対
し
て
基
本
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
当
該
受
給
資
格
者
に
対
し
て
そ
の
旨
を
知
ら

せ
る
と
と
も
に
、
必
要
な
事
項
を
受
給
資
格
者
証
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合

に
あ
つ
て
は
、
受
給
資
格
通
知
）
に
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

（
広
域
延
長
給
付
の
通
知
）

第
三
十
九
条
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
法
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
が
決
定
さ
れ
た
場
合
に

お
い
て
は
、
当
該
措
置
に
係
る
地
域
に
居
住
す
る
受
給
資
格
者
で
あ
つ
て
、
同
項
に
規
定
す
る
当
該
広
域
職
業
紹

介
活
動
に
よ
り
職
業
の
あ
つ
せ
ん
を
受
け
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
定
し
た
も
の
に
対
し
て
そ
の
旨
を
知
ら
せ

る
と
と
も
に
、
必
要
な
事
項
を
受
給
資
格
者
証
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に

あ
つ
て
は
、
受
給
資
格
通
知
）
に
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す

る
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
住
所
又
は
居
所
を
移
転
し
た
者
の
申
出
）

第
四
十
条
　
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
措
置
が
決
定
さ
れ
た
日
以
後
に
他
の
地
域
か
ら
当
該
措
置
に
係
る
地
域
に
移

転
し
た
受
給
資
格
者
は
、
当
該
措
置
に
基
づ
く
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
管
轄
公
共
職
業

安
定
所
に
出
頭
し
、
そ
の
移
転
に
つ
い
て
特
別
の
理
由
が
あ
る
旨
を
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
出
を
受
け
た
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
申
出
に
係
る

事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
の
提
出
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
全
国
延
長
給
付
の
通
知
）

第
四
十
一
条
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
措
置
が
決
定
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て

は
、
当
該
措
置
に
基
づ
く
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
者
に
対
し
て
そ
の
旨
を
知
ら
せ
る
と
と
も

に
、
必
要
な
事
項
を
受
給
資
格
者
証
（
当
該
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
受
給
資

格
通
知
）
に
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

（
基
本
手
当
の
支
給
日
の
決
定
及
び
通
知
）

第
四
十
二
条
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
受
給
資
格
者
が
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
期
間
を
満
了
し
た

後
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
に
出
頭
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
つ
い
て
支
給
日
を
定
め
、
そ
の
者
に
通
知
す
る
も
の

と
す
る
。

２
　
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
行
つ
た
失
業
の
認
定
に
係
る
日
分
の
基
本
手
当
を
支
給
す
べ
き
日
は
、
管

轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
が
別
に
定
め
る
日
と
す
る
。

（
基
本
手
当
の
支
給
の
特
例
）

第
四
十
三
条
　
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指
示
し
た
公
共
職
業
訓
練
等
を
受
け
る
受
給
資
格
者
に
係
る
基
本
手
当
は
、

一
月
に
一
回
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
受
給
資
格
者
に
公
共
職
業
訓
練
等
を
受
け
る
こ
と
を
指
示
し
た
と
き
は
、
そ

の
者
に
つ
い
て
支
給
日
を
新
た
に
定
め
、
そ
の
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
基
本
手
当
の
支
給
手
続
）

第
四
十
四
条
　
基
本
手
当
は
、
受
給
資
格
者
に
対
し
、
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
受
給
資
格
者
の

預
金
又
は
貯
金
（
出
納
官
吏
事
務
規
程
（
昭
和
二
十
二
年
大
蔵
省
令
第
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
二
項
に
規
定

す
る
日
本
銀
行
が
指
定
し
た
銀
行
そ
の
他
の
金
融
機
関
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
へ
の
振
込
み
の
方

法
に
よ
り
支
給
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
つ
て
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
る
受
給
資
格
者
（
以
下
「
口
座
振
込
受
給
資
格

者
」
と
い
う
。
）
は
、
受
給
資
格
者
証
を
添
え
て
（
当
該
口
座
振
込
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受

け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
）
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定
届
（
様
式
第
十
八
号
）
を

管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
口
座
振
込
受
給
資
格
者
は
、
払
渡
希
望
金
融
機
関
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
受
給
資
格
者
証
を
添
え
て

（
当
該
口
座
振
込
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
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示
し
て
）
払
渡
希
望
金
融
機
関
変
更
届
（
様
式
第
十
八
号
）
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

４
　
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
前
二
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。

第
四
十
五
条
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
受
給
資
格
者
の

申
出
に
よ
り
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
に
お
い
て
基
本
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
受
給
資
格
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
支
給
日
に
管
轄
公
共

職
業
安
定
所
に
出
頭
し
、
受
給
資
格
者
証
を
提
出
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合

に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
受
給
資
格
者
証
を
提
出
（
当
該

受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
）
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、
受
給
資
格
者
に
対
す
る
基
本
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
代
理
人
に
よ
る
基
本
手
当
の
受
給
）

第
四
十
六
条
　
受
給
資
格
者
（
口
座
振
込
受
給
資
格
者
を
除
く
。
）
が
疾
病
、
負
傷
、
就
職
そ
の
他
や
む
を
得
な
い

理
由
に
よ
つ
て
、
支
給
日
に
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
に
出
頭
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
代
理
人
が
当

該
受
給
資
格
者
に
支
給
さ
れ
る
べ
き
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
代
理

人
は
、
受
給
資
格
者
証
及
び
そ
の
資
格
を
証
明
す
る
書
類
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け

た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
資
格
を
証
明
す
る
書
類
）
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２
　
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
前
項
後
段
の
場
合
に
準
用
す
る
。

（
未
支
給
基
本
手
当
に
係
る
失
業
の
認
定
）

第
四
十
七
条
　
未
支
給
給
付
請
求
者
が
法
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
死
亡
者
に
係
る
公

共
職
業
安
定
所
に
出
頭
し
、
未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
を
提
出
し
た
上
、
死
亡
し
た
受
給
資
格
者
に
つ
い
て
失

業
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
死
亡
者
に
係
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
が
や
む
を
得
な
い
理

由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
代
理
人
が
死
亡
者
に
係
る
公
共
職
業
安
定
所
に
出
頭
し
、
そ
の
資
格
を

証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
提
出
し
た
上
、
当
該
失
業
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
死
亡
者
に
係
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
受
給
資
格
者
に
対
し
て
失
業
の
認
定
を
行
つ
た
と
き
は
、
そ
の
処

分
に
関
す
る
事
項
を
受
給
資
格
者
証
に
記
載
し
た
上
、
返
付
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受

け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
受
給
資
格
通
知
に
そ
の
処
分
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
上
、
交
付
）
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３
　
第
十
七
条
の
四
第
三
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。

（
給
付
制
限
期
間
中
の
受
給
資
格
者
に
対
す
る
職
業
紹
介
等
）

第
四
十
八
条
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
基
本
手
当
の
支
給
を
し
な

い
こ
と
と
さ
れ
る
受
給
資
格
者
に
対
し
、
職
業
紹
介
又
は
職
業
指
導
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
法
第
三
十
三
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
数
）

第
四
十
八
条
の
二
　
法
第
三
十
三
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
数
は
、
二
十
一
日
と
す
る
。

（
法
第
三
十
三
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
受
給
期
間
に
つ
い
て
の
調
整
）

第
四
十
八
条
の
三
　
法
第
三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
該
当
す
る
受
給
資
格
者
で
あ
つ
て
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に

規
定
す
る
延
長
給
付
を
受
け
る
も
の
に
関
す
る
法
第
二
十
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
法
第
二
十
四
条
の
二
第
四

項
、
法
第
二
十
五
条
第
四
項
並
び
に
法
第
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
法
第
二
十
四
条
第
三

項
中
「
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
三
項
」
と
、
「
こ
れ
ら
」
と
あ
る
の
は

「
同
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
三
項
」
と
、

「
こ
れ
ら
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と
、
「
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
三
項
」
と
、
法
第

二
十
四
条
の
二
第
四
項
、
法
第
二
十
五
条
第
四
項
及
び
法
第
二
十
七
条
第
三
項
中
「
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
三
項
」
と
、
「
こ
れ
ら
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と
す
る
。

２
　
前
項
の
受
給
資
格
者
に
関
す
る
令
第
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中

「
法
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
三
条
第
三
項
」
と
、
「
同
条
第
一
項
及
び
第
二

項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
三
項
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
あ
る
の
は

「
法
第
三
十
三
条
第
三
項
」
と
す
る
。

（
受
給
資
格
者
の
氏
名
変
更
等
の
届
出
）

第
四
十
九
条
　
受
給
資
格
者
は
、
そ
の
氏
名
又
は
住
所
若
し
く
は
居
所
を
変
更
し
た
場
合
に
お
い
て
、
失
業
の
認
定

又
は
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
失
業
の
認
定
日
又
は
支
給
日
に
、
運
転
免
許
証
そ
の
他
の

氏
名
又
は
住
所
若
し
く
は
居
所
の
変
更
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
及
び
受
給
資
格
者
証
を
添
え
て

（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
）

氏
名
を
変
更
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
受
給
資
格
者
氏
名
変
更
届
（
様
式
第
二
十
号
）
を
、
住
所
又
は
居
所
を
変
更

し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
受
給
資
格
者
住
所
変
更
届
（
様
式
第
二
十
号
）
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
受
給
資
格
者
氏
名
変
更
届
又
は
受
給
資
格
者
住
所
変
更
届
の
提
出
を
受
け
た

と
き
は
、
受
給
資
格
者
証
に
必
要
な
改
定
を
し
た
上
、
返
付
（
当
該
提
出
を
し
た
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を

受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
受
給
資
格
通
知
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
上
、
交
付
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
十
七
条
の
二
第
四
項
及
び
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
第
一
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。

（
受
給
資
格
者
証
又
は
受
給
資
格
通
知
の
再
交
付
）

第
五
十
条
　
受
給
資
格
者
は
、
受
給
資
格
者
証
を
滅
失
し
、
又
は
損
傷
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
管
轄
公
共
職
業
安

定
所
の
長
に
申
し
出
て
、
再
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
受
給
資
格
者
は
、
運
転
免

許
証
そ
の
他
の
受
給
資
格
者
証
の
再
交
付
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
書
類
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
受
給
資
格
者
証
を
損
傷
し
た
こ
と
に
よ
り
前
項
の
規
定
に
よ
る
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
損
傷

し
た
受
給
資
格
者
証
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
十
七
条
第
六
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
受
給
資
格
者
証
の
再
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
六
項
中
「
公
共
職
業
安
定
所
長
」
と
あ
る
の
は
、
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
受
給
資
格
者
証
を
再
交
付
す
る
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
基
本
手
当
の
支
給
の
決
定
を
一
時
延
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
第
一
項
の
規
定
は
、
受
給
資
格
通
知
の
再
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
運
転

免
許
証
そ
の
他
の
受
給
資
格
者
証
の
再
交
付
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
書
類
」
と
あ
る
の
は
、
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
一
条
か
ら
第
五
十
三
条
ま
で
　
削
除

（
事
務
の
委
嘱
）

第
五
十
四
条
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
受
給
資
格
者
の
申
出
に
よ
つ
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

そ
の
者
に
つ
い
て
行
う
基
本
手
当
に
関
す
る
事
務
を
他
の
公
共
職
業
安
定
所
長
に
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
委
嘱
が
行
わ
れ
た
場
合
は
、
当
該
委
嘱
に
係
る
受
給
資
格
者
に
つ
い
て
行
う
基
本
手
当
の

支
給
に
関
す
る
事
務
は
、
第
一
条
第
五
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
委
嘱
を
受
け
た
公
共
職
業
安
定

所
長
が
行
う
。

３
　
前
項
の
場
合
に
お
け
る
こ
の
款
の
規
定
（
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
の
規
定
を
除
く
。
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
規
定
中
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
委
嘱
を
受
け
た
公
共
職
業
安
定
所
長
」
と
、

「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
」
と
あ
る
の
は
「
委
嘱
を
受
け
た
公
共
職
業
安
定
所
」
と
す
る
。

第
五
十
五
条
　
削
除

第
二
款
　
技
能
習
得
手
当
及
び
寄
宿
手
当

（
技
能
習
得
手
当
の
種
類
）

第
五
十
六
条
　
技
能
習
得
手
当
は
、
受
講
手
当
及
び
通
所
手
当
と
す
る
。

（
受
講
手
当
）

第
五
十
七
条
　
受
講
手
当
は
、
受
給
資
格
者
が
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指
示
し
た
公
共
職
業
訓
練
等
を
受
け
た
日

（
基
本
手
当
の
支
給
の
対
象
と
な
る
日
（
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
基
本
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
こ
と

と
な
る
日
を
含
む
。
）
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
四
十
日
分
を
限
度
と
し
て
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
受
講
手
当
の
日
額
は
、
五
百
円
と
す
る
。

第
五
十
八
条
　
削
除
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（
通
所
手
当
）

第
五
十
九
条
　
通
所
手
当
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
受
給
資
格
者
に
対
し
て
、
支
給
す
る
も
の
と
す

る
。

一
　
受
給
資
格
者
の
住
所
又
は
居
所
か
ら
公
共
職
業
訓
練
等
を
行
う
施
設
（
第
八
十
六
条
第
二
号
及
び
附
則
第
二

条
に
お
い
て
「
訓
練
等
施
設
」
と
い
う
。
）
へ
の
通
所
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
通
所
」
と
い
う
。
）
の
た

め
、
交
通
機
関
又
は
有
料
の
道
路
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
二
条
第
二
項
に
お
い
て
「
交
通
機
関
等
」
と
い

う
。
）
を
利
用
し
て
そ
の
運
賃
又
は
料
金
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
二
条
第
二
項
に
お
い
て
「
運
賃
等
」
と

い
う
。
）
を
負
担
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
者
（
交
通
機
関
等
を
利
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ
と
が
著
し
く

困
難
で
あ
る
者
以
外
の
者
で
あ
つ
て
、
交
通
機
関
等
を
利
用
し
な
い
で
徒
歩
に
よ
り
通
所
す
る
も
の
と
し
た
場

合
の
通
所
の
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
及
び
第
三
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

二
　
通
所
の
た
め
自
動
車
そ
の
他
の
交
通
の
用
具
（
以
下
「
自
動
車
等
」
と
い
う
。
）
を
使
用
す
る
こ
と
を
常
例

と
す
る
者
（
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
者
以
外
の
者
で
あ
つ
て
、

自
動
車
等
を
使
用
し
な
い
で
徒
歩
に
よ
り
通
所
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
通
所
の
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
未
満
で
あ
る
も
の
及
び
次
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

三
　
通
所
の
た
め
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
そ
の
運
賃
等
を
負
担
し
、
か
つ
、
自
動
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
を
常

例
と
す
る
者
（
交
通
機
関
等
を
利
用
し
、
又
は
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難

な
者
以
外
の
者
で
あ
つ
て
、
交
通
機
関
等
を
利
用
せ
ず
、
か
つ
、
自
動
車
等
を
利
用
し
な
い
で
徒
歩
に
よ
り
通

所
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
通
所
の
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

２
　
通
所
手
当
の
月
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
受
給
資
格
者
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
と
す

る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
が
四
万
二
千
五
百
円
を
超
え
る
と
き
は
、
四
万
二
千
五
百
円
と
す
る
。

一
　
前
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
　
次
項
及
び
第
四
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
そ
の
者
の
一
箇
月
の

通
所
に
要
す
る
運
賃
等
の
額
に
相
当
す
る
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
運
賃
等
相
当
額
」
と
い
う
。
）

二
　
前
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
　
自
動
車
等
を
使
用
す
る
距
離
が
片
道
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
者
に
あ

つ
て
は
三
千
六
百
九
十
円
、
そ
の
他
の
者
に
あ
つ
て
は
五
千
八
百
五
十
円
（
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
地
域

（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
二
条
第
二
項
第
一
号
ロ
に
お
い
て
「
指
定
地
域
」
と
い
う
。
）
に
居
住
す
る
者
で
あ

つ
て
、
自
動
車
等
を
使
用
す
る
距
離
が
片
道
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
八
千
十
円
）

三
　
前
項
第
三
号
に
該
当
す
る
者
（
交
通
機
関
等
を
利
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
者

以
外
の
者
で
あ
つ
て
、
通
常
徒
歩
に
よ
る
こ
と
が
例
で
あ
る
距
離
内
に
お
い
て
の
み
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て

い
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
自
動
車
等
を
使
用
す
る
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
者
及
び

そ
の
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
が
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ
と
が
著
し
く

困
難
で
あ
る
者
　
第
一
号
に
掲
げ
る
額
と
前
号
に
掲
げ
る
額
と
の
合
計
額

四
　
前
項
第
三
号
に
該
当
す
る
者
（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
運
賃
等
相
当
額
が
第
二
号
に
掲
げ

る
額
以
上
で
あ
る
者
　
第
一
号
に
掲
げ
る
額

五
　
前
項
第
三
号
に
該
当
す
る
者
（
第
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
運
賃
等
相
当
額
が
第
二
号
に
掲

げ
る
額
未
満
で
あ
る
者
　
第
二
号
に
掲
げ
る
額

３
　
運
賃
等
相
当
額
の
算
定
は
、
運
賃
、
時
間
、
距
離
等
の
事
情
に
照
ら
し
、
最
も
経
済
的
か
つ
合
理
的
と
認
め
ら

れ
る
通
常
の
通
所
の
経
路
及
び
方
法
に
よ
る
運
賃
等
の
額
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

４
　
運
賃
等
相
当
額
は
、
次
の
各
号
に
よ
る
額
の
総
額
と
す
る
。

一
　
交
通
機
関
等
が
定
期
乗
車
券
（
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
発
行
し
て
い
る

場
合
は
、
当
該
交
通
機
関
等
の
利
用
区
間
に
係
る
通
用
期
間
一
箇
月
の
定
期
乗
車
券
の
価
額
（
価
額
の
異
な
る

定
期
乗
車
券
を
発
行
し
て
い
る
と
き
は
、
最
も
低
廉
と
な
る
定
期
乗
車
券
の
価
額
）

二
　
交
通
機
関
等
が
定
期
乗
車
券
を
発
行
し
て
い
な
い
場
合
は
、
当
該
交
通
機
関
等
の
利
用
区
間
に
つ
い
て
の
通

所
二
十
一
回
分
の
運
賃
等
の
額
で
あ
つ
て
、
最
も
低
廉
と
な
る
も
の

５
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
日
の
あ
る
月
の
通
所
手
当
の
月
額
は
、
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
日
数
の
そ

の
月
の
現
日
数
に
占
め
る
割
合
を
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
に
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

一
　
公
共
職
業
訓
練
等
を
受
け
る
期
間
に
属
さ
な
い
日

二
　
基
本
手
当
の
支
給
の
対
象
と
な
る
日
（
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
基
本
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
こ

と
と
な
る
日
を
含
む
。
）
以
外
の
日

三
　
受
給
資
格
者
が
、
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
共
職
業

訓
練
等
を
受
け
な
か
つ
た
日

６
　
通
所
を
常
例
と
し
な
い
公
共
職
業
訓
練
等
を
受
講
す
る
場
合
の
通
所
手
当
の
月
額
は
、
前
五
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
受
給
資
格
者
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ

の
額
が
四
万
二
千
五
百
円
を
超
え
る
と
き
は
、
四
万
二
千
五
百
円
と
す
る
。

一
　
通
所
の
た
め
、
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
そ
の
運
賃
等
を
負
担
す
る
者
（
交
通
機
関
等
を
利
用
し
な
け
れ
ば

通
所
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
者
以
外
の
者
で
あ
つ
て
、
交
通
機
関
等
を
利
用
し
な
い
で
徒
歩
に
よ
り

通
所
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
通
所
の
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
及
び
第
三
号
に
該
当

す
る
者
を
除
く
。
）
　
当
該
交
通
機
関
等
の
利
用
区
間
に
つ
い
て
の
一
日
の
通
所
に
要
す
る
運
賃
等
の
額
に
、
現

に
通
所
し
た
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額

二
　
通
所
の
た
め
自
動
車
等
を
使
用
す
る
者
（
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で

あ
る
者
以
外
の
者
で
あ
つ
て
、
自
動
車
等
を
使
用
し
な
い
で
徒
歩
に
よ
り
通
所
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
通
所

の
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
及
び
次
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
　
自
動
車
等
を
使
用

す
る
距
離
が
片
道
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
三
千
六
百
九
十
円
、
そ
の
他
の
者
に
あ
つ
て

は
五
千
八
百
五
十
円
（
指
定
地
域
に
居
住
す
る
者
で
あ
つ
て
、
自
動
車
等
を
使
用
す
る
距
離
が
片
道
十
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
は
八
千
十
円
）
を
当
該
通
所
の
あ
る
日
の
月
の
現
日
数
で
除
し
、
現
に
通

所
し
た
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額

三
　
通
所
の
た
め
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
そ
の
運
賃
等
を
負
担
し
、
か
つ
、
自
動
車
等
を
使
用
す
る
者
（
交
通

機
関
等
を
利
用
し
、
又
は
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
者
以
外
の
者

で
あ
つ
て
、
交
通
機
関
等
を
利
用
せ
ず
、
か
つ
、
自
動
車
等
を
利
用
し
な
い
で
徒
歩
に
よ
り
通
所
す
る
も
の
と

し
た
場
合
の
通
所
の
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
　
第
一
号
に
掲
げ
る
額
と
前

号
に
掲
げ
る
額
と
の
合
計
額
（
交
通
機
関
等
を
利
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
者
以

外
の
者
で
あ
つ
て
、
通
常
徒
歩
に
よ
る
こ
と
が
例
で
あ
る
距
離
内
に
お
い
て
の
み
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
い

る
も
の
又
は
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
者
以
外
の
者
で
あ
つ
て
、

自
動
車
等
を
使
用
す
る
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額

が
前
号
に
掲
げ
る
額
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
第
一
号
に
掲
げ
る
額
、
同
号
に
掲
げ
る
額
が
前
号
に
掲
げ
る
額
未

満
で
あ
る
場
合
に
は
前
号
に
掲
げ
る
額
）

７
　
前
項
に
規
定
す
る
運
賃
等
の
額
は
、
運
賃
、
時
間
、
距
離
等
の
事
情
に
照
ら
し
、
最
も
経
済
的
か
つ
合
理
的
と

認
め
ら
れ
る
通
常
の
通
所
の
経
路
及
び
方
法
に
よ
る
運
賃
等
の
額
と
す
る
。

（
寄
宿
手
当
）

第
六
十
条
　
寄
宿
手
当
は
、
受
給
資
格
者
が
公
共
職
業
訓
練
等
を
受
け
る
た
め
、
法
第
三
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す

る
親
族
（
以
下
「
親
族
」
と
い
う
。
）
と
別
居
し
て
寄
宿
し
て
い
る
場
合
に
、
当
該
親
族
と
別
居
し
て
寄
宿
し
て

い
た
期
間
に
つ
い
て
、
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
寄
宿
手
当
の
月
額
は
、
一
万
七
百
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
受
給
資
格
者
が
親
族
と
別
居
し
て
寄
宿
し
て
い
な
い

日
又
は
前
条
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
日
の
あ
る
月
の
寄
宿
手
当
の
月
額
は
、
そ
の
日
数
の
そ
の
月
の
現
日
数
に
占

め
る
割
合
を
一
万
七
百
円
に
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

（
技
能
習
得
手
当
及
び
寄
宿
手
当
の
支
給
手
続
）

第
六
十
一
条
　
技
能
習
得
手
当
及
び
寄
宿
手
当
は
、
受
給
資
格
者
に
対
し
、
支
給
日
又
は
傷
病
手
当
を
支
給
す
べ
き

日
に
、
そ
の
日
の
属
す
る
月
の
前
月
の
末
日
ま
で
の
分
を
支
給
す
る
。

２
　
受
給
資
格
者
は
、
技
能
習
得
手
当
及
び
寄
宿
手
当
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
受
給
資
格
者
証
を
添

え
て
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し

て
）
受
講
証
明
書
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。

（
準
用
）

第
六
十
二
条
　
第
二
十
二
条
第
二
項
、
第
四
十
四
条
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
六
条
及
び
第
五
十
四
条
の
規

定
は
、
技
能
習
得
手
当
及
び
寄
宿
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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第
三
款
　
傷
病
手
当

（
傷
病
手
当
の
認
定
手
続
）

第
六
十
三
条
　
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
認
定
は
、
同
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
が
当
該
職
業
に
就
く
こ
と
が
で
き

な
い
理
由
が
や
ん
だ
後
に
お
け
る
最
初
の
支
給
日
（
口
座
振
込
受
給
資
格
者
に
あ
つ
て
は
、
支
給
日
の
直
前
の
失

業
の
認
定
日
）
（
支
給
日
が
な
い
と
き
は
、
法
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
（
法
第
三
十

三
条
第
三
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
と
し
、
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規

定
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
と
す
る
。
）
の
最
後
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
箇
月
を
経

過
し
た
日
）
ま
で
に
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
天
災
そ
の
他
認
定
を
受
け
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
い
て

や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
受
給
資
格
者
証
を
添
え
て
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の

交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
）
傷
病
手
当
支
給
申
請
書
（
様
式
第
二
十
二

号
）
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
三
十
一
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
第
一
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
、
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の

規
定
は
前
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。

（
傷
病
手
当
の
支
給
手
続
）

第
六
十
四
条
　
傷
病
手
当
は
、
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
で
あ
つ
て
、
当
該
職
業
に
就
く
こ
と

が
で
き
な
い
期
間
が
引
き
続
き
一
箇
月
を
超
え
る
に
至
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
間
中
に
お
い
て
管
轄
公

共
職
業
安
定
所
の
長
が
定
め
る
日
に
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
傷
病
手
当
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
そ
の
旨
を

申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
）

第
六
十
五
条
　
第
二
十
二
条
第
二
項
、
第
二
十
九
条
、
第
四
十
四
条
、
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十

六
条
、
第
四
十
七
条
、
第
四
十
九
条
並
び
に
第
五
十
四
条
の
規
定
は
、
傷
病
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
節
　
高
年
齢
被
保
険
者
の
求
職
者
給
付

（
法
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
）

第
六
十
五
条
の
二
　
法
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
は
、
第
十
八
条
各
号
に
掲
げ
る

理
由
と
す
る
。

第
六
十
五
条
の
三
　
削
除

（
失
業
の
認
定
）

第
六
十
五
条
の
四
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

離
職
票
を
提
出
し
た
者
が
高
年
齢
受
給
資
格
者
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
者
が
法
第
三
十
七
条
の
四
第
五

項
の
失
業
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
定
を
受
け
る
べ
き
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
失
業
の
認
定
日
」
と

い
う
。
）
及
び
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
を
支
給
す
べ
き
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
支
給
日
」
と
い
う
。
）
を
定

め
、
そ
の
者
に
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
高
年
齢
受
給
資
格
者
証
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
次
条
に
お
い
て

準
用
す
る
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
提
出
を
し
た
者
で
あ
つ
て
、
雇
用
保
険
高
年
齢
受
給
資
格
通
知
（
当

該
者
の
氏
名
、
被
保
険
者
番
号
、
性
別
、
生
年
月
日
、
離
職
理
由
、
基
本
手
当
日
額
、
所
定
給
付
日
数
、
給
付
に

係
る
処
理
状
況
そ
の
他
の
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
通
知
を
い
う
。
以
下
「
高
年
齢
受
給
資
格

通
知
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
希
望
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
高
年
齢
受
給
資
格
通
知
）
に
必
要
な
事
項
を
記
載

し
た
上
、
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
失
業
の
認
定
日
及
び
支
給
日
を
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

３
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
失
業
の
認
定
日
及
び
支
給
日
を
変
更
し
た
と
き
は
、
そ

の
旨
を
当
該
高
年
齢
受
給
資
格
者
に
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
）

第
六
十
五
条
の
五
　
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
二
十
条
、
第
二
十
二
条
、
第
四
十
四
条
か
ら
第
四
十
七
条

ま
で
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
条
並
び
に
第
五
十
四
条
の
規
定
は
、
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
受
給
資
格
」
と
あ
る
の
は
「
高
年
齢
受
給
資
格
」
と
、
「
受

給
資
格
者
」
と
あ
る
の
は
「
高
年
齢
受
給
資
格
者
」
と
、
「
受
給
資
格
者
証
」
と
あ
る
の
は
「
高
年
齢
受
給
資
格

者
証
」
と
、
「
受
給
資
格
通
知
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
五
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
受
給
資
格
通
知
」

と
、
「
第
十
三
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
」
と
、
「
失
業
の
認
定
」
と
あ
る
の
は
「
法

第
三
十
七
条
の
四
第
五
項
の
失
業
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
定
」
と
、
「
失
業
認
定
申
告
書
（
様
式
第
十
四

号
）
」
と
あ
る
の
は
「
高
年
齢
受
給
資
格
者
失
業
認
定
申
告
書
（
様
式
第
二
十
二
号
の
三
）
」
と
、
「
口
座
振
込
受

給
資
格
者
」
と
あ
る
の
は
「
口
座
振
込
高
年
齢
受
給
資
格
者
」
と
、
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

三
十
七
条
の
四
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
一
条
第
一
項
」
と
、
「
こ
の
款
の
規
定
（
第
十
九
条
及
び

第
二
十
条
の
規
定
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
五
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
こ
の
款
の
規
定
（
第
十
九

条
及
び
第
二
十
条
の
規
定
を
除
く
。
）
及
び
第
六
十
五
条
の
四
の
規
定
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
三
十
七
条
の
五
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
申
出
）

第
六
十
五
条
の
六
　
法
第
三
十
七
条
の
五
第
一
項
の
申
出
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
に
労
働

契
約
に
係
る
契
約
書
、
労
働
者
名
簿
、
賃
金
台
帳
そ
の
他
の
当
該
事
項
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え

て
、
個
人
番
号
登
録
届
（
様
式
第
十
号
の
二
）
と
併
せ
て
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
申
出
を
行
う
者
の
氏
名
、
性
別
、
住
所
又
は
居
所
及
び
生
年
月
日

二
　
当
該
申
出
に
係
る
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
当
該
申
出
に
係
る
適
用
事
業
に
お
け
る
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
申
出
に
必
要
な
事
項
と
し
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の

２
　
前
項
の
申
出
を
行
う
者
は
、
当
該
申
出
に
係
る
事
業
主
が
同
居
の
親
族
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事

実
上
そ
の
者
と
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
）
そ
の
他
特
に
確
認
を
要
す
る
者
と
し
て
職
業
安

定
局
長
が
定
め
る
者
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
同
項
に
規
定
す
る
届
書
に
、
同
項
に
規
定
す
る
書
類
の
ほ
か
、
登

記
事
項
証
明
書
そ
の
他
の
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
申
出
を
行
う
者
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
書
類
を
添
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
事
業
主
は
、
第
一
項
の
申
出
を
行
お
う
と
す
る
者
か
ら
当
該
申
出
を
行
う
た
め
に
必
要
な
証
明
を
求
め
ら
れ
た

と
き
は
、
速
や
か
に
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
第
十
一
条
の
規
定
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
届
書
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
一
条
第

一
項
中
「
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
又
は
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
こ
と
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
高
年
齢
被
保
険

者
と
な
つ
た
こ
と
」
と
、
「
を
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
に
係
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
三
十
七
条
の
五
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
時
間
数
）

第
六
十
五
条
の
七
　
法
第
三
十
七
条
の
五
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
時
間
数
は
、
五
時
間
と
す

る
。

（
法
第
三
十
七
条
の
五
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
申
出
）

第
六
十
五
条
の
八
　
法
第
三
十
七
条
の
五
第
二
項
の
申
出
は
、
特
例
高
年
齢
被
保
険
者
が
同
条
第
一
項
各
号
の
要
件

を
満
た
さ
な
く
な
つ
た
と
き
、
当
該
事
実
の
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
に
労
働
契
約
に
係
る
契
約
書
、
労
働
者
名
簿
、
賃
金
台
帳
、
登
記
事
項
証
明
書
そ
の
他

の
当
該
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
つ
た
こ
と
の
事
実
及
び
そ
の
事
実
の
あ
つ
た
年
月
日
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

書
類
を
添
え
て
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
申
出
を
行
う
者
の
氏
名
、
性
別
、
住
所
又
は
居
所
及
び
生
年
月
日

二
　
当
該
申
出
に
係
る
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
法
第
三
十
七
条
の
五
第
一
項
各
号
の
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
つ
た
理
由

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
申
出
に
必
要
な
事
項
と
し
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の

２
　
前
項
の
申
出
を
行
う
者
は
、
法
第
三
十
七
条
の
五
第
一
項
各
号
の
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
つ
た
理
由
が
離
職
で

あ
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
届
書
に
、
同
項
に
規
定
す
る
書
類
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に

応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
項
に
規
定
す
る
届
書
を
提
出
す
る

際
に
当
該
特
例
高
年
齢
被
保
険
者
が
離
職
票
の
交
付
を
希
望
し
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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一
　
次
号
に
該
当
す
る
者
以
外
の
者
　
離
職
証
明
書
及
び
賃
金
台
帳
そ
の
他
の
離
職
の
日
前
の
賃
金
の
額
を
証
明

す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

二
　
第
三
十
五
条
各
号
に
掲
げ
る
者
又
は
第
三
十
六
条
各
号
に
掲
げ
る
理
由
に
よ
り
離
職
し
た
者
　
前
号
に
定
め

る
書
類
及
び
第
三
十
五
条
各
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
こ
と
又
は
第
三
十
六
条
各
号
に
掲
げ
る
理
由
に
よ
り
離
職

し
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

３
　
第
一
項
の
申
出
を
行
う
者
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
書
類
を
添
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
例
高
年
齢
被
保
険
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
は
、
当
該
特
例
高
年
齢
被
保
険

者
が
、
死
亡
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
理
由
と
し
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の
に
よ
り
特
例
高
年
齢
被
保
険

者
で
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
当
該
事
実
の
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
、
同
項
に
規
定
す
る
届

書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
事
業
主
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
行
お
う
と
す
る
者
か
ら
当
該
申
出
を
行
う
た
め
に
必
要
な
証
明
を

求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
第
十
一
条
及
び
第
十
七
条
の
規
定
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
届
書
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
十
一
条
第
一
項
中
「
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
又
は
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
こ
と
」
と
あ
る
の
は
「
特

例
高
年
齢
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
こ
と
」
と
、
「
を
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
に
係
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

（
特
例
高
年
齢
被
保
険
者
に
対
す
る
確
認
の
通
知
の
特
例
）

第
六
十
五
条
の
九
　
特
例
高
年
齢
被
保
険
者
に
対
す
る
第
九
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
雇

用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
確
認
通
知
書
（
様
式
第
六
号
の
二
）
又
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
確
認
通
知

書
（
様
式
第
六
号
の
三
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
様
式
」
と
す
る
。

（
特
例
高
年
齢
被
保
険
者
に
対
す
る
転
勤
届
の
特
例
）

第
六
十
五
条
の
十
　
特
例
高
年
齢
被
保
険
者
は
、
そ
の
雇
用
さ
れ
る
事
業
主
の
一
の
事
業
所
か
ら
他
の
事
業
所
に
転

勤
し
た
と
き
は
、
当
該
事
実
の
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
、
転
勤
後
の
事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地
並
び
に
被
保
険
者
の
氏
名
そ
の
他
の
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
に
労
働
者
名
簿
そ

の
他
の
転
勤
の
事
実
及
び
そ
の
事
実
の
あ
つ
た
年
月
日
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
て
管
轄
公
共
職

業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
例
高
年
齢
被
保
険
者
を
雇
用
す

る
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２
　
特
例
高
年
齢
被
保
険
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項

に
定
め
る
書
類
を
添
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
事
業
主
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
当
該
届
出
を
す
る
た
め
に
必
要
な
証
明
を

求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
例
高
年
齢
被
保
険
者
に
対
す
る
個
人
番
号
変
更
届
の
特
例
）

第
六
十
五
条
の
十
一
　
特
例
高
年
齢
被
保
険
者
は
、
そ
の
個
人
番
号
が
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
個
人
番

号
変
更
届
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
例
高

年
齢
被
保
険
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
第
十
四
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
特
例
高
年
齢
被
保
険
者
に
対
す
る
休
業
開
始
時
賃
金
証
明
書
の
特
例
）

第
六
十
五
条
の
十
二
　
特
例
高
年
齢
被
保
険
者
は
、
法
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業
を
開
始
し
た
と

き
は
第
百
一
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
百
一
条
の
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申

請
書
の
提
出
を
す
る
日
ま
で
に
、
法
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業
（
同
一
の
子
に
つ
い
て
二
回
以

上
の
同
項
に
規
定
す
る
休
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
休
業
に
限
る
。
）
を
開
始
し
た
と
き
は
第
百
一

条
の
三
十
第
一
項
又
は
第
百
一
条
の
三
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
百
一
条
の
三
十
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児

休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
又
は
第
百
一
条
の
三
十
三
第
一
項
に
規

定
す
る
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
の
提
出
を
す
る
日
ま
で
に
、

休
業
開
始
時
賃
金
証
明
書
に
労
働
者
名
簿
、
賃
金
台
帳
そ
の
他
の
当
該
休
業
を
開
始
し
た
日
及
び
そ
の
日
前
の
賃

金
の
額
並
び
に
雇
用
期
間
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
て
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
例
高
年
齢
被
保
険
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
第

十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２
　
特
例
高
年
齢
被
保
険
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項

に
定
め
る
書
類
を
添
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
休
業
開
始
時
賃
金
証
明
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該

休
業
開
始
時
賃
金
証
明
書
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
休
業
開
始
時
賃
金
証
明
票
を
当
該
特
例
高
年
齢
被
保
険
者
に
交

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
事
業
主
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
当
該
届
出
を
す
る
た
め
に
必
要
な
証
明
を

求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
例
高
年
齢
被
保
険
者
に
対
す
る
失
業
等
給
付
等
の
特
例
）

第
六
十
五
条
の
十
三
　
特
例
高
年
齢
被
保
険
者
に
対
す
る
第
百
一
条
の
十
六
、
第
百
一
条
の
十
九
第
一
項
、
第
百
一

条
の
二
十
、
第
百
一
条
の
二
十
二
、
第
百
一
条
の
三
十
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
百
一
条
の
三
十
一
、
第
百
一
条

の
三
十
三
第
一
項
並
び
に
第
百
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
一
条
の
十
六
、
第
百
一
条
の
二
十
二
及

び
第
百
一
条
の
三
十
一
中
「
を
し
た
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
を
全
て
の
適
用
事
業
に
お
い
て
し
た
場
合
」
と
、
第

百
一
条
の
十
九
第
一
項
、
第
百
一
条
の
三
十
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
百
一
条
の
三
十
三
第
一
項
中
「
事
業

主
を
経
由
し
て
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
事
業
主
を
経
由
し
て
当
該
申
請
書
の
提
出
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き

は
、
事
業
主
を
経
由
し
な
い
で
提
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
あ
る
の
は
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
、
第
百
一
条
の
二
十
及
び
第
百
二
条
中
「
受
け
る
者
」
と
、
「
管
轄
公
共
職
業

安
定
所
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
」
と
」
と
あ
る
の
は
「
受
け
る

者
」
と
」
と
す
る
。

（
特
例
高
年
齢
被
保
険
者
に
対
す
る
雇
用
安
定
事
業
等
の
特
例
）

第
六
十
五
条
の
十
四
　
第
四
章
に
お
い
て
、
特
例
高
年
齢
被
保
険
者
は
、
こ
の
省
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を

除
き
、
第
三
条
に
規
定
す
る
被
保
険
者
で
な
い
も
の
と
み
な
す
。

第
四
節
　
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
の
求
職
者
給
付

（
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
の
確
認
）

第
六
十
六
条
　
法
第
三
十
八
条
第
二
項
の
確
認
は
、
公
共
職
業
安
定
所
長
が
、
同
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者
に
つ
い
て
、
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
の
確
認
を
行
つ
た
際
に
、
又
は
被
保
険
者
の
申
出
若
し
く
は
職

権
に
よ
る
調
査
に
よ
り
被
保
険
者
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
知
つ
た
際
に
行
う
も
の
と
す

る
。

２
　
第
九
条
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
）

第
六
十
七
条
　
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
は
、
第
十
八
条
各
号
に
掲
げ
る
理
由
と
す

る
。

（
失
業
の
認
定
）

第
六
十
八
条
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
離
職

票
を
提
出
し
た
者
が
特
例
受
給
資
格
者
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
者
が
法
第
四
十
条
第
三
項
の
失
業
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
定
を
受
け
る
べ
き
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
失
業
の
認
定
日
」
と
い
う
。
）
及
び

特
例
一
時
金
を
支
給
す
べ
き
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
支
給
日
」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
そ
の
者
に
知
ら
せ

る
と
と
も
に
、
特
例
受
給
資
格
者
証
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
提
出
を
し
た
者
で
あ
つ
て
、
雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
通
知
（
当
該
者
の
氏
名
、
被
保
険
者
番

号
、
性
別
、
生
年
月
日
、
離
職
理
由
、
基
本
手
当
日
額
、
所
定
給
付
日
数
、
給
付
に
係
る
処
理
状
況
そ
の
他
の
職

業
安
定
局
長
が
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
通
知
を
い
う
。
以
下
「
特
例
受
給
資
格
通
知
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を

希
望
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
特
例
受
給
資
格
通
知
）
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
上
、
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
失
業
の
認
定
日
及
び
支
給
日
を
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

３
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
失
業
の
認
定
日
及
び
支
給
日
を
変
更
し
た
と
き
は
、
そ

の
旨
を
当
該
特
例
受
給
資
格
者
に
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
準
用
）

第
六
十
九
条
　
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
二
十
条
、
第
二
十
二
条
、
第
四
十
四
条
か
ら
第
四
十
七
条
ま

で
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
条
並
び
に
第
五
十
四
条
の
規
定
は
、
特
例
一
時
金
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
受
給
資
格
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
受
給
資
格
」
と
、
「
受
給
資
格
者
」

と
あ
る
の
は
「
特
例
受
給
資
格
者
」
と
、
「
受
給
資
格
者
証
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
受
給
資
格
者
証
」
と
、
「
受
給

資
格
通
知
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
受
給
資
格
通
知
」
と
、
「
第
十
三
条
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
三
十
九
条
第
一
項
」
と
、
「
失
業
の
認
定
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
四
十
条
第
三
項
の
失
業
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
定
」
と
、
「
失
業
認
定
申
告
書
（
様
式
第
十
四
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
受
給
資
格
者

失
業
認
定
申
告
書
（
様
式
第
二
十
四
号
）
」
と
、
「
口
座
振
込
受
給
資
格
者
」
と
あ
る
の
は
「
口
座
振
込
特
例
受
給

資
格
者
」
と
、
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
一
条

第
一
項
」
と
、
「
こ
の
款
の
規
定
（
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
の
規
定
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
九
条

に
お
い
て
準
用
す
る
こ
の
款
の
規
定
（
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
の
規
定
を
除
く
。
）
並
び
に
第
六
十
八
条
及
び

第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
特
例
受
給
資
格
者
が
公
共
職
業
訓
練
等
を
受
け
る
場
合
の
手
続
）

第
七
十
条
　
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
特
例
受
給
資
格
者
に
つ
い
て
は
、
前
二
条
の
規
定
は
適
用

せ
ず
、
そ
の
者
を
受
給
資
格
者
と
み
な
し
て
第
二
節
の
規
定
を
適
用
す
る
。

２
　
特
例
受
給
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き

は
、
そ
の
保
管
す
る
特
例
受
給
資
格
者
証
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
受
給
資
格
者
証
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
上
、
そ
の
者
に

交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
特
例
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
者
が
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
は
、

管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
受
給
資
格
通
知
を
そ
の
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
五
節
　
日
雇
労
働
被
保
険
者
の
求
職
者
給
付

（
日
雇
労
働
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
の
届
出
）

第
七
十
一
条
　
日
雇
労
働
被
保
険
者
は
、
法
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
日
以
内
に
、
日
雇
労
働
被
保
険
者
資
格
取
得

届
（
様
式
第
二
十
五
号
）
に
住
民
票
の
写
し
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十

九
号
）
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
中
長
期
在
留
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
中
長
期
在
留
者
」
と
い
う
。
）

に
あ
つ
て
は
、
住
民
票
の
写
し
（
在
留
資
格
（
同
法
第
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
在
留
資
格
を
い
う
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
次
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
住
民
票

記
載
事
項
証
明
書
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
七
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
事
項
（
中
長
期
在
留
者
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第
七
号
に
掲

げ
る
事
項
並
び
に
在
留
資
格
）
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
次
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
出
入
国

管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
旅
券
そ
の
他
の
身
分
を
証
す
る
書
類
の

写
し
。
次
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
添
え
て
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
第
五
項
第
四
号
の
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
者
に
あ
つ
て
は
、
職
業

安
定
局
長
が
定
め
る
証
明
書
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
日
雇
労
働
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
日
雇
労
働
被
保
険
者
資
格
取
得
届
を
提
出
す
る
際
に
運
転
免
許
証
、
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
又
は
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す

る
在
留
カ
ー
ド
若
し
く
は
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関

す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
証
明
書
を
提
示
し
た
と

き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
住
民
票
の
写
し
又
は
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
を
添
え
な
い
こ
と
が
で
き

る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
当
該
届
出
を
し
た
日
雇
労
働
被
保
険

者
に
対
し
、
法
第
四
十
二
条
各
号
の
い
ず
れ
か
及
び
法
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
そ
の
他
必
要
な
書
類
の
提
出
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
日
雇
労
働
被
保
険
者
任
意
加
入
の
申
請
）

第
七
十
二
条
　
日
雇
労
働
者
は
、
法
第
四
十
三
条
第
一
項
第
四
号
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
管
轄
公
共

職
業
安
定
所
に
出
頭
し
、
日
雇
労
働
被
保
険
者
任
意
加
入
申
請
書
（
様
式
第
二
十
六
号
）
に
住
民
票
の
写
し
又
は

住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
を
添
え
て
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
条
第
一
項
後
段
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
日
雇
労
働
被
保
険
者
任
意
加
入
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
受
け
た
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
当
該
申
請
を
し
た
日
雇
労
働
者
に
対

し
、
法
第
四
十
二
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
そ
の
他
必
要
な
書
類

の
提
出
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
日
雇
労
働
被
保
険
者
手
帳
の
交
付
）

第
七
十
三
条
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
第
七
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
日
雇
労
働
被
保
険
者
資
格
取
得
届
の

提
出
を
受
け
た
と
き
（
当
該
日
雇
労
働
被
保
険
者
資
格
取
得
届
を
提
出
し
た
者
が
法
第
四
十
二
条
各
号
の
い
ず
れ

か
及
び
法
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限

る
。
）
、
又
は
前
条
第
一
項
の
日
雇
労
働
被
保
険
者
任
意
加
入
申
請
書
に
基
づ
き
法
第
四
十
三
条
第
一
項
第
四
号
の

認
可
を
し
た
と
き
は
、
当
該
日
雇
労
働
被
保
険
者
資
格
取
得
届
を
提
出
し
た
者
又
は
当
該
認
可
に
係
る
者
に
、
被

保
険
者
手
帳
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
日
雇
労
働
被
保
険
者
は
、
そ
の
所
持
す
る
被
保
険
者
手
帳
を
滅
失
し
、
若
し
く
は
損
傷
し
、
又
は
こ
れ
に
余
白

が
な
く
な
つ
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
公
共
職
業
安
定
所
長
（
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
第
七
百
九
十
三
条
の
規
定
に

よ
り
当
該
事
務
を
取
り
扱
わ
な
い
公
共
職
業
安
定
所
の
長
を
除
く
。
以
下
本
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
申
し
出
て
、

新
た
に
被
保
険
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
日
雇
労
働
被
保
険
者
は
、

運
転
免
許
証
そ
の
他
の
被
保
険
者
手
帳
の
再
交
付
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
書
類
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
十
七
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
及
び
第
五
十
条
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
手
帳

の
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
条
第
四
項
中
「
基
本
手
当
」
と
あ
る
の
は
、
「
日

雇
労
働
求
職
者
給
付
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４
　
事
業
主
は
、
そ
の
雇
用
す
る
又
は
そ
の
雇
用
し
て
い
た
日
雇
労
働
者
が
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
る
た
め
第
七
十
一
条
第
一
項
後
段
（
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
証
明
書
の
交
付
を
求
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
そ
の
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
日
雇
労
働
被
保
険
者
資
格
継
続
の
認
可
申
請
）

第
七
十
四
条
　
日
雇
労
働
被
保
険
者
は
、
法
第
四
十
三
条
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
が

前
二
月
の
各
月
に
お
い
て
十
八
日
以
上
雇
用
さ
れ
た
又
は
継
続
し
て
三
十
一
日
以
上
雇
用
さ
れ
た
適
用
事
業
の
事

業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
又
は
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
、
日
雇
労
働
被
保
険
者

資
格
継
続
認
可
申
請
書
（
様
式
第
二
十
八
号
）
に
被
保
険
者
手
帳
を
添
え
て
、
当
該
事
業
所
の
事
業
主
を
経
由
し

て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
当
該
事
業
主
を
経
由
し
て
当
該
申
請
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
業
主
を
経
由
し
な
い
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
日
雇
労
働
被
保
険
者
資
格
継
続
認
可
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
被
保
険
者
手
帳
に
法

第
四
十
三
条
第
二
項
の
認
可
を
し
た
旨
又
は
し
な
か
つ
た
旨
を
記
載
し
た
上
、
当
該
提
出
を
し
た
者
に
返
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
失
業
の
認
定
）

第
七
十
五
条
　
法
第
四
十
五
条
の
規
定
に
該
当
す
る
者
が
受
け
る
法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
失
業
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
の
認
定
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
失
業
の
認
定
」
と
い
う
。
）
は
、
公
共
職
業
安
定
所
に
お
い
て
、
日

々
そ
の
日
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
当
該
認
定
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
の
求
職
活
動
の
内
容
を
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
失
業
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
日
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
日
で
あ
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
日
（
そ
の
日
が
引
き
続
く
場
合
に
は
、
そ
の
最
後
の
日
）
の
後
一
箇
月
以
内
に
そ
の
日
に
職
業
に
就
く

こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
を
届
け
出
て
失
業
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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一
　
行
政
機
関
の
休
日
に
関
す
る
法
律
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
行
政
機
関
の
休
日
（
当
該
公
共
職
業
安
定
所

が
日
雇
労
働
被
保
険
者
に
関
し
職
業
の
紹
介
を
行
う
場
合
は
、
そ
の
日
を
除
く
。
）

二
　
降
雨
、
降
雪
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
事
業
主
が
事
業
を
休
止
し
た
こ
と
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
公

共
職
業
安
定
所
か
ら
紹
介
さ
れ
て
い
た
職
業
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
日

三
　
当
該
日
雇
労
働
被
保
険
者
に
つ
い
て
公
共
職
業
安
定
所
が
職
業
の
紹
介
を
行
わ
な
い
こ
と
と
な
る
日
と
し
て

あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
日

３
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
失
業
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
日
に
お
い
て
、
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の

た
め
に
公
共
職
業
安
定
所
に
出
頭
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
理
由

が
や
ん
だ
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
七
日
以
内
の
日
に
お
い
て
、
失
業
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
失
業
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
官
公
署

の
証
明
書
又
は
公
共
職
業
安
定
所
長
が
適
当
と
認
め
る
者
の
証
明
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所

二
　
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
内
容
及
び
そ
の
理
由
が
や
ん
だ
日

５
　
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
失
業
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
公
共
職
業
安
定
所
に
出
頭

し
、
被
保
険
者
手
帳
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
当
該
失
業
の
認
定
に
係
る
失
業
の
日
が
そ
の
日
の
属
す
る
週
に
お

け
る
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
べ
き
最
初
の
日
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
週
に
お
い
て
そ
の
日
前

に
職
業
に
就
か
な
か
つ
た
日
が
あ
る
こ
と
を
公
共
職
業
安
定
所
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
一
条
第
五
項
第
四
号
の
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
者
に
あ
つ
て
は
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
証
明

書
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
そ
の
公
共
職
業
安
定
所
に
お
い
て
失
業
の
認
定
及
び
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
の
支

給
を
行
う
時
刻
を
定
め
、
こ
れ
を
法
第
四
十
五
条
の
規
定
に
該
当
す
る
者
で
あ
つ
て
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
の

支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
に
知
ら
せ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
事
業
主
は
、
そ
の
雇
用
す
る
又
は
そ
の
雇
用
し
て
い
た
日
雇
労
働
被
保
険
者
が
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の

規
定
に
よ
り
失
業
の
認
定
を
受
け
る
た
め
第
五
項
後
段
（
第
七
十
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
証
明
書
の
交
付
を
求
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
そ
の
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
の
支
給
）

第
七
十
六
条
　
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
は
、
公
共
職
業
安
定
所
に
お
い
て
、
失
業
の
認
定
を
行
つ
た
日
に
、
当
該

失
業
の
認
定
に
係
る
日
分
を
支
給
す
る
。

２
　
職
業
に
就
く
た
め
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
失
業
の
認
定
を
受
け
た
日
に
当
該
失
業
の
認
定
に
係
る

日
分
の
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
そ
の
他
公
共
職
業
安
定
所
長
が
そ
の
者

の
就
労
状
況
等
を
考
慮
し
て
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
の
支
給
方
法
又
は
支
給
す
べ
き
日
を
別
に
定
め
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
と
認
め
た
者
に
対
す
る
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
の
支
給
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
預
金

又
は
貯
金
へ
の
振
込
み
の
方
法
そ
の
他
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
預
金
又
は
貯
金
へ
の
振
込
み
の
方
法
に
よ
つ
て
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
と
さ
れ
た
者
は
、
第
四
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定
届
に
被
保
険
者
手
帳
を
添

え
て
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
項
の
者
は
、
払
渡
希
望
金
融
機
関
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
第
四
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
払
渡

希
望
金
融
機
関
変
更
届
に
被
保
険
者
手
帳
を
添
え
て
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
準
用
）

第
七
十
七
条
　
第
四
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
三
十
一
条
第
一
項
」
と
、
「
受
給
資
格
者
」
と
あ
る
の
は
「
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
者
」
と
、
「
失
業
の
認
定
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
五
条
第
一
項
の
失
業
の
認
定
」
と
、
「
受
給
資
格

者
証
」
と
あ
る
の
は
「
被
保
険
者
手
帳
」
と
、
「
返
付
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た

場
合
に
あ
つ
て
は
、
受
給
資
格
通
知
に
そ
の
処
分
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
上
、
交
付
）
」
と
あ
る
の
は
「
返

付
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
の
特
例
の
申
出
）

第
七
十
八
条
　
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
申
出
は
、
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
対
し
、
文
書
に
よ
り
、
被
保
険

者
手
帳
を
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
前
項
の
申
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
申
出
を
し
た
者
が
失
業
の
認
定
を
受

け
る
べ
き
日
を
定
め
、
そ
の
者
に
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
被
保
険
者
手
帳
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
上
、
返
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
四
十
九
条
の
規
定
は
、
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
が
そ
の
氏
名
又
は
住
所
若
し
く
は
居
所
を

変
更
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
九
条
第
一
項
中
「
失
業
の
認
定
」
と
あ
る

の
は
「
第
七
十
五
条
第
一
項
の
失
業
の
認
定
」
と
、
「
基
本
手
当
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
四
条
の
規
定
に
よ

る
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
」
と
、
「
受
給
資
格
者
証
を
添
え
て
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付

を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
）
」
と
あ
る
の
は
「
被
保
険
者
手
帳
を
添
え
て
」

と
、
第
四
十
九
条
第
二
項
中
「
受
給
資
格
者
証
」
と
あ
る
の
は
「
被
保
険
者
手
帳
」
と
、
「
返
付
（
当
該
提
出
を

し
た
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
受
給
資
格
通
知
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た

上
、
交
付
）
」
と
あ
る
の
は
「
返
付
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
の
特
例
に
係
る
失
業
の
認
定
）

第
七
十
九
条
　
前
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
が
受
け
る
失
業
の
認
定
は
、
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
に
お
い
て
、
同

項
の
申
出
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
四
週
間
に
一
回
ず
つ
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
失
業
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
日
に
お
い
て
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り

管
轄
公
共
職
業
安
定
所
に
出
頭
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
理
由
を
記

載
し
た
証
明
書
を
提
出
し
、
当
該
理
由
の
や
ん
だ
後
に
お
け
る
最
初
の
失
業
の
認
定
を
受
け
る
べ
き
日
に
失
業
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
失
業
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
に
出
頭
し
、
被
保

険
者
手
帳
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
は
、
職
業
に
就
く
た
め
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
失
業
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
日
以
外
の
日
に
失
業
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
管

轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
前
項
の
申
出
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
申
出
を
受
け
た
日
に
失
業
の
認
定
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

６
　
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
つ
い
て
、
第
七
十
五
条
第
五
項
後
段
の
規
定

は
、
第
三
項
の
被
保
険
者
手
帳
の
提
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
準
用
）

第
八
十
条
　
第
五
十
四
条
、
第
七
十
六
条
及
び
第
七
十
七
条
の
規
定
は
、
法
第
五
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
日
雇
労
働

求
職
者
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
受

給
資
格
者
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
こ
の
款
の
規
定

（
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
の
規
定
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
六
条
、
第
七
十
八
条
及
び
第
七
十
九
条

の
規
定
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
受
給
資
格
の
調
整
）

第
八
十
一
条
　
法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
に
規
定
す
る
日
雇
労
働
被
保
険
者
と
し
て
同
一
の
事

業
主
の
適
用
事
業
に
雇
用
さ
れ
た
二
月
を
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
期
間
の
二
箇
月
と
し
て
計
算
す

る
措
置
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
二
月
の
翌
々
月
の
末
日
ま
で
に
、
当
該
同
一
の
事
業
主
の
適
用

事
業
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
又
は
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
、
被
保
険
者

手
帳
を
提
出
し
て
、
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
届
出
を
受
け
た
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
被
保
険
者
手
帳
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
上
、
返
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
措
置
の
適
用
を
受
け
た
者
が
受
給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給
資
格
者
又
は
特
例
受
給
資
格
者
と
な
る
に

至
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
基
本
手
当
、
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
又
は
特
例
一
時
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
第
十
九
条
第
一
項
（
第
六
十
五
条
の
五
又
は
第
六
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

17



に
よ
り
、
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
に
出
頭
し
、
離
職
票
を
提
出
し
た
上
、
当
該
措
置
の
適
用
を
受
け
た
旨
を
申
し

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
法
第
五
十
六
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
率
は
、
二
千
分
の
十
三
と
す
る
。

第
八
十
一
条
の
二
　
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
に
規
定
す
る
日
雇
労
働
被
保
険
者
と
し
て

同
一
の
事
業
主
の
適
用
事
業
に
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
た
期
間
を
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
期
間
の
計

算
に
お
い
て
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間
と
み
な
す
措
置
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
期
間
の
最
後
の

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日
ま
で
に
、
当
該
同
一
の
事
業
主
の
適
用
事
業
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公

共
職
業
安
定
所
の
長
又
は
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
、
被
保
険
者
手
帳
を
提
出
し
て
、
そ
の
旨
を
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
届
出
を
受
け
た
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
被
保
険
者
手
帳
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
上
、
返
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
措
置
の
適
用
を
受
け
た
者
が
受
給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給
資
格
者
又
は
特
例
受
給
資
格
者
と
な
る
に

至
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
基
本
手
当
、
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
又
は
特
例
一
時
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
第
十
九
条
第
一
項
（
第
六
十
五
条
の
五
又
は
第
六
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
り
、
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
に
出
頭
し
、
離
職
票
を
提
出
し
た
上
、
当
該
措
置
の
適
用
を
受
け
た
旨
を
申
し

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
法
第
五
十
六
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
率
は
、
二
千
分
の
十
三
と
す
る
。

第
六
節
　
就
職
促
進
給
付

（
法
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
八
十
二
条
　
法
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
に
係
る
同
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準

は
、
同
号
に
該
当
す
る
者
が
次
の
要
件
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
離
職
前
の
事
業
主
に
再
び
雇
用
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
。

二
　
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
期
間
が
経
過
し
た
後
職
業
に
就
き
、
又
は
事
業
を
開
始
し
た
こ
と
。

三
　
受
給
資
格
に
係
る
離
職
に
つ
い
て
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
法
第

二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
期
間
の
満
了
後
一
箇
月
の
期
間
内
に
つ
い
て
は
、
公
共
職
業
安
定
所
又
は
職
業
紹
介

事
業
者
等
（
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
公

共
団
体
（
以
下
「
特
定
地
方
公
共
団
体
」
と
い
う
。
）
及
び
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
職
業
紹
介
事
業
者
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
の
紹
介
に
よ
り
職
業
に
就
い
た
こ
と
。

四
　
雇
入
れ
を
す
る
こ
と
を
法
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
求
職
の
申
込
み
を
し
た
日
前
に
約
し
た
事
業
主
に
雇
用

さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
。

２
　
法
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
に
係
る
同
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
同
号

に
該
当
す
る
者
が
次
の
要
件
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
公
共
職
業
安
定
所
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
等
の
紹
介
に
よ
り
職
業
に
就
い
た
こ
と
。

二
　
離
職
前
の
事
業
主
に
再
び
雇
用
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
。

三
　
法
第
二
十
一
条
（
法
第
三
十
七
条
の
四
第
六
項
及
び
第
四
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
る
期
間
が
経
過
し
た
後
職
業
に
就
い
た
こ
と
。

四
　
法
第
三
十
二
条
第
一
項
本
文
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
第
三
十
三
条
第
一
項
本
文
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法

第
三
十
七
条
の
四
第
六
項
及
び
第
四
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
五
十
二
条
第

一
項
本
文
（
法
第
五
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
場
合
に

お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
期
間
（
法
第
三
十
三
条
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
期
間
に
あ
つ
て
は
、

同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
期
間
を
除
く
。
）
が
経
過
し
た
後
職
業
に
就
い
た
こ
と
。

（
法
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
者
）

第
八
十
二
条
の
二
　
法
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た

者
は
、
一
年
を
超
え
て
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
業
に
就
き
、
又
は
事
業

（
当
該
事
業
に
よ
り
当
該
受
給
資
格
者
が
自
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
公
共
職
業
安
定
所
長
が
認
め
た
も
の
に
限

る
。
）
を
開
始
し
た
受
給
資
格
者
で
あ
つ
て
、
就
業
促
進
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
当
該
受
給
資
格
者
の
職
業
の

安
定
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
受
給
資
格
者
等
及

び
就
職
が
困
難
な
者
）

第
八
十
二
条
の
三
　
法
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
受

給
資
格
者
等
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
受
給
資
格
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
一
年
以
上
引
き
続
き
雇

用
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
業
に
就
い
た
受
給
資
格
者
等
で
あ
つ
て
、
就
業
促
進
手
当
を
支

給
す
る
こ
と
が
当
該
受
給
資
格
者
等
の
職
業
の
安
定
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
身
体
障
害
者
そ
の
他
の
就
職
が
困
難
な
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
四
十
五
歳
以
上
の
受
給
資
格
者
で
あ
つ
て
、
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及

び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
四
条
第
三
項
若
し
く
は
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認

定
を
受
け
た
再
就
職
援
助
計
画
（
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
再
就
職
援
助
計
画
を
い
う
。
第
八
十

四
条
第
一
項
及
び
第
百
二
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
援
助
対
象
労
働
者
（
同
法
第
二
十
六
条

第
一
項
に
規
定
す
る
援
助
対
象
労
働
者
を
い
う
。
第
八
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
高
年
齢
者
等

の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
求
職

活
動
支
援
書
（
第
百
二
条
の
五
第
二
項
第
二
号
に
お
い
て
「
求
職
活
動
支
援
書
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
同
法

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
定
年
若
し
く
は
継
続
雇
用
制
度
（
同
法
第
九
条
第
一
項
第
二
号
の
継

続
雇
用
制
度
を
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
制
度
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
離
職
す
る
こ
と
と
な
つ

て
い
る
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
者
の
希
望
に
基
づ
き
、
当
該
者
に
つ
い
て
作
成
さ
れ
た
書
面
の
対
象
と

な
る
者
（
第
八
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
「
高
年
齢
支
援
対
象
者
」
と
い
う
。
）
に
該
当
す
る
も
の

二
　
季
節
的
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
特
例
受
給
資
格
者
で
あ
つ
て
、
第
百
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
内

に
所
在
す
る
事
業
所
の
事
業
主
に
よ
る
通
年
雇
用
に
係
る
も
の

三
　
日
雇
労
働
被
保
険
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
こ
と
を
常
態
と
す
る
日
雇
受
給
資
格
者
で
あ
つ
て
、
四
十
五
歳
以

上
で
あ
る
も
の

四
　
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
第
十
条
の
二
第
一
項
又
は
第

二
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

五
　
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
）
第
七
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
沖
縄
失
業
者
求

職
手
帳
（
同
法
の
規
定
に
よ
り
効
力
を
有
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
を
所
持
し
て
い
る
者

六
　
本
州
四
国
連
絡
橋
の
建
設
に
伴
う
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
六
年
法

律
第
七
十
二
号
）
第
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
本
州
四
国
連
絡
橋
の
建
設
に
伴
う
一
般
旅
客
定
期

航
路
事
業
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
就
職
指
導
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
六
年
労
働
省
令
第
三

十
八
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
離
職
者
求
職
手
帳
（
同
法
の
規
定
に
よ
り
効
力

を
有
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
を
所
持
し
て
い
る
者

七
　
第
三
十
二
条
各
号
に
掲
げ
る
者

（
法
第
五
十
六
条
の
三
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）

第
八
十
二
条
の
四
　
法
第
五
十
六
条
の
三
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
三
年
と
す
る
。

（
就
業
手
当
の
支
給
申
請
手
続
）

第
八
十
二
条
の
五
　
受
給
資
格
者
は
、
法
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
者
に
係
る
就
業
促
進
手

当
（
以
下
「
就
業
手
当
」
と
い
う
。
）
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
給
与
に
関
す
る
明
細
そ
の
他
の
就

業
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
及
び
受
給
資
格
者
証
を
添
え
て
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通

知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
の
添
付
に
併
せ
て
個
人
番

号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
）
就
業
手
当
支
給
申
請
書
（
様
式
第
二
十
九
号
）
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
の
労
働
契
約
の
期
間
が
七
日
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
就
業
手

当
支
給
申
請
書
に
労
働
契
約
に
係
る
契
約
書
そ
の
他
の
労
働
契
約
の
期
間
及
び
所
定
労
働
時
間
を
証
明
す
る
こ
と

が
で
き
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
受
給
資
格
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ

し
書
に
規
定
す
る
と
き
の
ほ
か
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
に
定
め
る
書
類
及
び
受
給
資
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格
者
証
を
添
え
な
い
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
項
に
定
め

る
書
類
の
添
付
を
せ
ず
、
か
つ
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
な
い
）
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
就
業
手
当
支
給
申
請
書
の
提
出
は
、
法
第
十
五
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る

失
業
の
認
定
の
対
象
と
な
る
日
（
法
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
求
職
の
申
込
み
を
し
た
日
以
後
最
初
の
失
業
の
認

定
に
お
い
て
は
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
基
本
手
当
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
期
間
内
の
日

を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
百
条
の
八
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
失
業
の
認
定
を
受
け
る

日
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
失
業
の
認
定
日
（
第
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
失
業
の
認
定
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
現
に
職
業
に
就
い
て
い
る
場
合
（
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
申
出
を
行
つ
た
場
合
を
除
く
。
）

に
お
け
る
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
就
業
手
当
支
給
申
請
書
の
提
出
は
、
当
該
失
業
の
認
定
日
に
お
け
る
失
業
の
認

定
の
対
象
と
な
る
日
に
つ
い
て
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
失
業
の
認
定
日
の
前
日
ま
で
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

５
　
受
給
資
格
者
が
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
就
業
手
当
支
給

申
請
書
の
提
出
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
出
頭
を
し
た
日
以
後
の
日
に
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
提
出

を
行
う
こ
と
に
よ
り
就
業
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
日
の
う
ち
、
当
該
出
頭
を
し
た
日
の
前
日
ま
で

の
日
（
既
に
就
業
手
当
の
支
給
を
受
け
た
日
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
出

頭
を
し
た
日
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
第
一
項
の
場
合
に
お
け
る
提
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
就
業
手
当
の
支
給
）

第
八
十
二
条
の
六
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
受
給
資
格
者
に
対
す
る
就
業
手
当
の
支
給
を
決
定
し
た
と
き

は
、
そ
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
七
日
以
内
に
就
業
手
当
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
再
就
職
手
当
の
支
給
申
請
手
続
）

第
八
十
二
条
の
七
　
受
給
資
格
者
は
、
法
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ロ
に
該
当
す
る
者
に
係
る
就
業
促
進
手

当
（
第
八
十
三
条
の
四
に
規
定
す
る
就
業
促
進
定
着
手
当
を
除
く
。
以
下
「
再
就
職
手
当
」
と
い
う
。
）
の
支
給

を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
同
号
ロ
の
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
箇
月
以
内
に
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
及
び
受
給
資
格
者
証
を
添
え
て
（
当
該
受
給

資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
の
添
付
に
併
せ
て
個

人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
）
再
就
職
手
当
支
給
申
請
書
（
様
式
第
二
十
九
号
の
二
）
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所

の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
第
八
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
一
年
を
超
え
て
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

職
業
に
就
い
た
受
給
資
格
者
　
第
八
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
こ
と
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で

き
る
書
類

二
　
第
八
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
事
業
を
開
始
し
た
受
給
資
格
者
　
登
記
事
項
証
明
書
そ
の
他
の
当
該
事
業
を

開
始
し
た
こ
と
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

２
　
受
給
資
格
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し

書
に
規
定
す
る
と
き
の
ほ
か
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
第
二
号
に
定
め
る
書
類
及
び
受

給
資
格
者
証
を
添
え
な
い
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
項
第

二
号
に
定
め
る
書
類
の
提
出
を
せ
ず
、
か
つ
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
な
い
）
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
第
一
項
の
場
合
に
お
け
る
提
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
再
就
職
手
当
の
支
給
）

第
八
十
三
条
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
受
給
資
格
者
に
対
す
る
再
就
職
手
当
の
支
給
を
決
定
し
た
と
き

は
、
そ
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
七
日
以
内
に
再
就
職
手
当
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
五
十
六
条
の
三
第
三
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
八
十
三
条
の
二
　
法
第
五
十
六
条
の
三
第
三
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
再
就
職
手
当
の
支
給

に
係
る
同
一
の
事
業
主
の
適
用
事
業
（
以
下
「
同
一
事
業
主
の
適
用
事
業
」
と
い
う
。
）
に
そ
の
職
業
に
就
い
た

日
か
ら
六
箇
月
間
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
を
法
第
十
七
条
に
規
定
す
る
賃
金
と
み
な
し
て
同
条
の
規
定
を
適
用
し
た

場
合
に
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
賃
金
日
額
に
相
当
す
る
額
（
次
条
に
お
い
て
「
み
な
し
賃
金
日
額
」
と
い
う
。
）

が
当
該
再
就
職
手
当
に
係
る
基
本
手
当
日
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
賃
金
日
額
（
次
条
に
お
い
て
「
算
定
基
礎

賃
金
日
額
」
と
い
う
。
）
を
下
回
つ
た
者
と
す
る
。

（
法
第
五
十
六
条
の
三
第
三
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
）

第
八
十
三
条
の
三
　
法
第
五
十
六
条
の
三
第
三
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
算
定
基
礎
賃
金
日
額

か
ら
み
な
し
賃
金
日
額
を
減
じ
て
得
た
額
に
同
一
事
業
主
の
適
用
事
業
に
そ
の
職
業
に
就
い
た
日
か
ら
引
き
続
い

て
雇
用
さ
れ
た
六
箇
月
間
の
う
ち
賃
金
の
支
払
の
基
礎
と
な
つ
た
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
就
業
促
進
定
着
手
当
の
支
給
申
請
手
続
）

第
八
十
三
条
の
四
　
受
給
資
格
者
は
、
法
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ロ
に
該
当
す
る
者
の
う
ち
同
一
事
業
主

の
適
用
事
業
に
そ
の
職
業
に
就
い
た
日
か
ら
引
き
続
い
て
六
箇
月
間
以
上
雇
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
、
第
八
十
三

条
の
二
に
規
定
す
る
者
に
対
す
る
就
業
促
進
手
当
（
以
下
「
就
業
促
進
定
着
手
当
」
と
い
う
。
）
の
支
給
を
受
け

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
同
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
目
に
当
た
る
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
箇
月
以
内
に
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
及
び
受
給
資
格
者
証
を
添
え
て
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た

場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
添
付
に
併
せ
て
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
）
就
業
促
進
定

着
手
当
支
給
申
請
書
（
様
式
第
二
十
九
号
の
二
の
二
）
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
　
賃
金
台
帳
そ
の
他
の
同
一
事
業
主
の
適
用
事
業
に
雇
用
さ
れ
、
そ
の
職
業
に
就
い
た
日
か
ら
六
箇
月
間
に
支

払
わ
れ
た
賃
金
の
額
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

二
　
出
勤
簿
そ
の
他
の
同
一
事
業
主
の
適
用
事
業
に
雇
用
さ
れ
、
そ
の
職
業
に
就
い
た
日
か
ら
六
箇
月
間
の
う
ち

賃
金
の
支
払
の
基
礎
と
な
つ
た
日
数
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

２
　
受
給
資
格
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し

書
に
規
定
す
る
と
き
の
ほ
か
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
受
給
資
格
者
証
を
添
え
な
い
（
当
該

受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
な
い
）
こ
と

が
で
き
る
。

３
　
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
第
一
項
の
場
合
に
お
け
る
提
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
就
業
促
進
定
着
手
当
の
支
給
）

第
八
十
三
条
の
五
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
受
給
資
格
者
に
対
す
る
就
業
促
進
定
着
手
当
の
支
給
を
決
定

し
た
と
き
は
、
そ
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
七
日
以
内
に
就
業
促
進
定
着
手
当
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
常
用
就
職
支
度
手
当
の
額
）

第
八
十
三
条
の
六
　
法
第
五
十
六
条
の
三
第
三
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で

に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
額
に
九
十
（
当
該
受
給
資
格
者
（
受
給
資
格
に
基

づ
く
所
定
給
付
日
数
が
二
百
七
十
日
以
上
で
あ
る
者
を
除
く
。
）
に
係
る
法
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に

規
定
す
る
支
給
残
日
数
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
支
給
残
日
数
」
と
い
う
。
）
が
九
十
日
未
満
で
あ
る
場
合
に

は
、
支
給
残
日
数
（
そ
の
数
が
四
十
五
を
下
回
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
十
五
）
）
に
十
分
の
四
を
乗
じ
て
得
た

数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
常
用
就
職
支
度
手
当
の
支
給
申
請
手
続
）

第
八
十
四
条
　
受
給
資
格
者
等
は
、
法
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
に
係
る
就
業
促
進
手
当

（
以
下
「
常
用
就
職
支
度
手
当
」
と
い
う
。
）
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
同
号
の
安
定
し
た
職
業
に
就

い
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
箇
月
以
内
に
、
第
八
十
二
条
第
二
項
第
二
号
に
該
当
す
る
こ
と
の
事
実
を
証
明

す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
及
び
受
給
資
格
者
証
、
高
年
齢
受
給
資
格
者
証
、
特
例
受
給
資
格
者
証
又
は
被
保
険
者

手
帳
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
受
給
資
格
者
証
等
」
と
い
う
。
）
を
添
え
て
（
受
給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給
資

格
者
又
は
特
例
受
給
資
格
者
が
そ
れ
ぞ
れ
受
給
資
格
通
知
、
高
年
齢
受
給
資
格
通
知
又
は
特
例
受
給
資
格
通
知
の

交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
の
添
付
に
併
せ
て
個
人
番
号
カ

ー
ド
を
提
示
し
て
）
常
用
就
職
支
度
手
当
支
給
申
請
書
（
様
式
第
二
十
九
号
の
三
）
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の

長
（
日
雇
受
給
資
格
者
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
一
項
第
二
号
の
安
定
し
た
職
業
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
該
受
給
資
格
者
等
が
第
八
十
二
条
の
三
第
二
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
常
用
就
職
支
度
手
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当
支
給
申
請
書
に
再
就
職
援
助
計
画
に
係
る
援
助
対
象
労
働
者
又
は
高
年
齢
支
援
対
象
者
で
あ
る
こ
と
の
事
実
を

証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
前
項
の
受
給
資
格
者
証
等
（
受
給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給
資
格
者

又
は
特
例
受
給
資
格
者
が
そ
れ
ぞ
れ
受
給
資
格
通
知
、
高
年
齢
受
給
資
格
通
知
又
は
特
例
受
給
資
格
通
知
の
交
付

を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
常
用
就
職
支
度
手
当
の
支
給
）

第
八
十
五
条
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
受
給
資
格
者
等
に
対
す
る
常
用
就
職
支
度
手
当
の
支
給
を
決
定
し

た
と
き
は
、
そ
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
七
日
以
内
に
常
用
就
職
支
度
手
当
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
五
十
七
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
数
）

第
八
十
五
条
の
二
　
法
第
五
十
七
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
数
は
、
十
四
日
と
す
る
。

（
法
第
五
十
七
条
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
）

第
八
十
五
条
の
三
　
法
第
五
十
七
条
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
第
三
十
五
条
各
号
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
五
十
七
条
第
二
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
）

第
八
十
五
条
の
四
　
法
第
五
十
七
条
第
二
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
は
、
第
三
十
六
条
各
号
に
掲

げ
る
理
由
と
す
る
。

（
法
第
五
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
受
給
期
間
に
つ
い
て
の
調
整
）

第
八
十
五
条
の
五
　
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
受
給
資
格
者
で
あ
つ
て
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に

規
定
す
る
延
長
給
付
を
受
け
る
も
の
に
関
す
る
法
第
二
十
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
法
第
二
十
四
条
の
二
第
四

項
、
法
第
二
十
五
条
第
四
項
並
び
に
法
第
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
法
第
二
十
四
条
第
三

項
中
「
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
第
一
項
」
と
、
「
こ
れ
ら
」
と
あ
る
の
は

「
同
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
第
一
項
」
と
、

「
こ
れ
ら
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と
、
「
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
一
項
」
と
、
法
第

二
十
四
条
の
二
第
四
項
、
法
第
二
十
五
条
第
四
項
及
び
法
第
二
十
七
条
第
三
項
中
「
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
第
一
項
」
と
、
「
こ
れ
ら
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と
す
る
。

２
　
前
項
の
受
給
資
格
者
に
関
す
る
令
第
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中

「
法
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
七
条
第
一
項
」
と
、
「
同
条
第
一
項
及
び
第
二

項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
あ
る
の
は

「
法
第
五
十
七
条
第
一
項
」
と
す
る
。

（
移
転
費
の
支
給
要
件
）

第
八
十
六
条
　
移
転
費
は
、
受
給
資
格
者
等
が
公
共
職
業
安
定
所
、
特
定
地
方
公
共
団
体
若
し
く
は
職
業
紹
介
事
業

者
（
職
業
安
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
労
働
省
令
第
十
二
号
）
第
十
三
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
者
を

除
く
。
第
九
十
四
条
及
び
第
九
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
紹
介
し
た
職
業
に
就
く
た
め
、
又
は
公
共
職
業
安

定
所
長
の
指
示
し
た
公
共
職
業
訓
練
等
を
受
け
る
た
め
、
そ
の
住
所
又
は
居
所
を
変
更
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
に
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
者
の
雇
用
期
間
が
一
年
未
満

で
あ
る
こ
と
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
法
第
二
十
一
条
、
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
三
十
七
条
の
四
第
六
項

及
び
第
四
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
法
第
五
十
二
条
第
一
項
（
法
第
五
十
五
条

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
期
間
が
経
過
し
た
後
に
就
職
し
、
又
は
公
共
職

業
訓
練
等
を
受
け
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
が
住
所
又
は
居
所
の
変
更

を
必
要
と
認
め
た
と
き
。

二
　
当
該
就
職
又
は
公
共
職
業
訓
練
等
の
受
講
に
つ
い
て
、
就
職
準
備
金
そ
の
他
移
転
に
要
す
る
費
用
（
以
下

「
就
職
支
度
費
」
と
い
う
。
）
が
就
職
先
の
事
業
主
、
訓
練
等
施
設
の
長
そ
の
他
の
者
（
以
下
「
就
職
先
の
事
業

主
等
」
と
い
う
。
）
か
ら
支
給
さ
れ
な
い
と
き
、
又
は
そ
の
支
給
額
が
移
転
費
の
額
に
満
た
な
い
と
き
。

（
移
転
費
の
種
類
及
び
計
算
）

第
八
十
七
条
　
移
転
費
は
、
鉄
道
賃
、
船
賃
、
航
空
賃
、
車
賃
、
移
転
料
及
び
着
後
手
当
と
す
る
。

２
　
移
転
費
（
着
後
手
当
を
除
く
。
）
は
、
移
転
費
の
支
給
を
受
け
る
受
給
資
格
者
等
の
旧
居
住
地
か
ら
新
居
住
地

ま
で
の
順
路
に
よ
つ
て
支
給
す
る
。

（
鉄
道
賃
、
船
賃
、
航
空
賃
及
び
車
賃
の
額
）

第
八
十
八
条
　
鉄
道
賃
は
、
普
通
旅
客
運
賃
相
当
額
と
し
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
場
合
は
、
当
該
普
通
旅
客
運
賃

相
当
額
に
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
加
え
た
額
と
す
る
。

一
　
普
通
急
行
列
車
を
運
行
す
る
線
路
に
よ
る
場
合
（
そ
の
線
路
ご
と
に
、
そ
の
線
路
の
距
離
が
五
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上
（
そ
の
線
路
が
特
別
急
行
列
車
を
運
行
す
る
線
路
で
あ
る
場
合
に
は
、
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
百

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
）
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
　
当
該
線
路
ご
と
の
普
通
急
行
料
金
相
当
額

二
　
特
別
急
行
列
車
を
運
行
す
る
線
路
に
よ
る
場
合
（
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
条
件
に
該
当
す
る
場
合
に
限

る
。
）
　
当
該
線
路
ご
と
の
特
別
急
行
料
金
相
当
額

２
　
船
賃
は
、
二
等
運
賃
相
当
額
（
鉄
道
連
絡
線
に
あ
つ
て
は
、
普
通
旅
客
運
賃
相
当
額
）
と
す
る
。

３
　
航
空
賃
は
、
現
に
支
払
つ
た
旅
客
運
賃
の
額
と
す
る
。

４
　
車
賃
は
、
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
三
十
七
円
と
す
る
。

５
　
前
四
項
の
鉄
道
賃
、
船
賃
、
航
空
賃
及
び
車
賃
は
、
受
給
資
格
者
等
及
び
そ
の
者
が
随
伴
す
る
親
族
に
つ
い
て

支
給
す
る
。

６
　
受
給
資
格
者
等
及
び
そ
の
者
が
随
伴
す
る
親
族
が
就
職
先
の
事
業
主
等
が
所
有
す
る
自
動
車
等
を
使
用
し
て
住

所
又
は
居
所
を
変
更
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
鉄
道
賃
、
船

賃
、
航
空
賃
及
び
車
賃
は
、
受
給
資
格
者
等
及
び
そ
の
者
が
随
伴
す
る
親
族
が
支
払
つ
た
費
用
に
基
づ
き
算
定
し

た
額
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
九
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
「
実
費
相
当
額
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。
た
だ

し
、
実
費
相
当
額
が
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
計
算

額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
と
き
は
、
計
算
額
を
上
限
と
す
る
。

（
移
転
料
の
額
）

第
八
十
九
条
　
移
転
料
は
、
親
族
を
随
伴
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
次
の
表
に
掲
げ
る
額
と
し
、
親
族
を
随
伴
し
な
い

場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

鉄
道
賃
の

額
の
計
算

の
基
礎
と

な
る
距
離

五

十

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

未

満

五
十
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
以
上

百
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
未
満

百
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上
三

百
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
未
満

三
百
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
以
上

五
百
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
未
満

五
百
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
以
上

千
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
未
満

千
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上
千

五
百
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
未
満

千
五
百
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以

上
二
千
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
未

満

二

千

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

以

上

移
転
料

九

三

、

〇

〇

〇

円

一
〇
七
、
〇

〇
〇
円

一
三
二
、
〇

〇
〇
円

一
六
三
、
〇

〇
〇
円

二
一
六
、
〇

〇
〇
円

二
二
七
、
〇

〇
〇
円

二
四
三
、
〇

〇
〇
円

二
八
二
、

〇

〇

〇

円

２
　
船
賃
又
は
車
賃
の
支
給
を
受
け
る
受
給
資
格
者
等
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
船
賃
又

は
車
賃
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
距
離
の
四
倍
に
相
当
す
る
距
離
を
鉄
道
賃
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
距
離

に
含
め
る
も
の
と
す
る
。

（
着
後
手
当
の
額
）

第
九
十
条
　
着
後
手
当
の
額
は
、
親
族
を
随
伴
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
七
万
六
千
円
（
鉄
道
賃
の
額
の
計
算
の
基
礎

と
な
る
距
離
が
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
場
合
は
、
九
万
五
千
円
）
と
し
、
親
族
を
随
伴
し
な
い
場
合
に
あ

つ
て
は
三
万
八
千
円
（
鉄
道
賃
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
距
離
が
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
場
合
は
、
四

万
七
千
五
百
円
）
と
す
る
。

（
移
転
費
の
差
額
支
給
）

第
九
十
一
条
　
就
職
先
の
事
業
主
等
か
ら
就
職
支
度
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
支
給
額
が
第
八
十

七
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
つ
て
計
算
し
た
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
そ
の
差
額
に
相
当
す
る
額
を
移
転
費

と
し
て
支
給
す
る
。

（
移
転
費
の
支
給
申
請
）

第
九
十
二
条
　
受
給
資
格
者
等
は
、
移
転
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
移
転
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
一
箇
月
以
内
に
、
受
給
資
格
者
証
等
を
添
え
て
（
受
給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給
資
格
者
又
は
特
例
受
給
資
格
者

が
そ
れ
ぞ
れ
受
給
資
格
通
知
、
高
年
齢
受
給
資
格
通
知
又
は
特
例
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ

て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
）
移
転
費
支
給
申
請
書
（
様
式
第
三
十
号
）
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
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長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
親
族
を
随
伴
す
る
と
き
は
、
そ
の
親
族
が
そ
の
者
に

よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
受
給
資
格
者
等
は
、
前
項
の
移
転
費
支
給
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
場
合

は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
就
職
先
の
事
業
主
等
が
所
有
す
る
自
動
車
等
を
使
用
し
て
住
所
又
は
居
所
を
変
更
す
る
場
合
　
実
費
相
当
額

二
　
就
職
先
の
事
業
主
等
か
ら
就
職
支
度
費
を
受
け
、
又
は
受
け
る
べ
き
場
合
　
就
職
支
度
費
の
額

３
　
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
第
一
項
の
受
給
資
格
者
証
等
（
受
給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給
資
格

者
又
は
特
例
受
給
資
格
者
が
そ
れ
ぞ
れ
受
給
資
格
通
知
、
高
年
齢
受
給
資
格
通
知
又
は
特
例
受
給
資
格
通
知
の
交

付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
移
転
費
の
支
給
）

第
九
十
三
条
　
移
転
費
支
給
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
受
給
資
格
者
等
に
対
す
る
移

転
費
の
支
給
を
決
定
し
た
と
き
は
、
移
転
費
支
給
決
定
書
（
様
式
第
三
十
一
号
）
を
交
付
し
た
上
、
移
転
費
を
支

給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
移
転
費
の
支
給
を
受
け
た
場
合
の
手
続
）

第
九
十
四
条
　
公
共
職
業
安
定
所
、
特
定
地
方
公
共
団
体
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
の
紹
介
し
た
職
業
に
就
い
た
こ
と

に
よ
り
移
転
費
の
支
給
を
受
け
た
受
給
資
格
者
等
は
、
就
職
先
の
事
業
所
に
出
頭
し
た
と
き
は
、
前
条
の
移
転
費

支
給
決
定
書
を
そ
の
事
業
所
の
事
業
主
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
移
転
費
支
給
決
定
書
の
提
出
を
受
け
た
事
業
主
は
、
移
転
費
支
給
決
定
書
に
基
づ
い
て
移
転
証
明
書
（
様
式
第

三
十
二
号
）
を
作
成
し
、
移
転
費
を
支
給
し
た
公
共
職
業
安
定
所
長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
移
転
費
の
返
還
）

第
九
十
五
条
　
移
転
費
の
支
給
を
受
け
た
受
給
資
格
者
等
は
、
公
共
職
業
安
定
所
、
特
定
地
方
公
共
団
体
若
し
く
は

職
業
紹
介
事
業
者
の
紹
介
し
た
職
業
に
就
か
な
か
つ
た
と
き
、
又
は
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指
示
し
た
公
共
職
業

訓
練
等
を
受
け
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
事
実
が
確
定
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
移
転
費
を
支

給
し
た
公
共
職
業
安
定
所
長
に
そ
の
旨
を
届
け
出
る
と
と
も
に
、
そ
の
支
給
を
受
け
た
移
転
費
に
相
当
す
る
額
を

返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
移
転
費
を
支
給
し
た
公
共
職
業
安
定
所
長
は
前
項
の
届
出
を
受
理
し
た
と
き
、
又
は
前
項
に
規
定
す
る
事
実
を

知
つ
た
と
き
は
支
給
し
た
移
転
費
に
相
当
す
る
額
を
、
支
給
す
べ
き
額
を
超
え
て
移
転
費
を
支
給
し
た
と
き
は
支

給
す
べ
き
額
を
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
額
を
返
還
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
求
職
活
動
支
援
費
）

第
九
十
五
条
の
二
　
求
職
活
動
支
援
費
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も

の
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
五
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
場
合
　
広
域
求
職
活
動
費

二
　
法
第
五
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
場
合
　
短
期
訓
練
受
講
費

三
　
法
第
五
十
九
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
場
合
　
求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費

（
広
域
求
職
活
動
費
の
支
給
要
件
）

第
九
十
六
条
　
広
域
求
職
活
動
費
は
、
受
給
資
格
者
等
が
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
に
よ
り
広
範
囲
の
地
域
に
わ
た

る
求
職
活
動
（
以
下
「
広
域
求
職
活
動
」
と
い
う
。
）
を
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
と
き
に
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
二
十
一
条
、
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
三
十
七
条
の
四
第
六
項

及
び
第
四
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
法
第
五
十
二
条
第
一
項
（
法
第
五
十
五
条

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
期
間
が
経
過
し
た
後
に
広
域
求
職
活
動
を
開
始

し
た
と
き
。

二
　
広
域
求
職
活
動
に
要
す
る
費
用
（
以
下
「
求
職
活
動
費
」
と
い
う
。
）
が
広
域
求
職
活
動
の
た
め
に
訪
問
す

る
事
業
所
（
以
下
「
訪
問
事
業
所
」
と
い
う
。
）
の
事
業
主
か
ら
支
給
さ
れ
な
い
と
き
、
又
は
そ
の
支
給
額
が

広
域
求
職
活
動
費
の
額
に
満
た
な
い
と
き
。

（
広
域
求
職
活
動
費
の
種
類
及
び
計
算
）

第
九
十
七
条
　
広
域
求
職
活
動
費
は
、
鉄
道
賃
、
船
賃
、
航
空
賃
、
車
賃
及
び
宿
泊
料
と
す
る
。

２
　
広
域
求
職
活
動
費
（
宿
泊
料
を
除
く
。
）
は
、
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
所
在
地
か
ら
訪
問
事
業
所
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
所
在
地
ま
で
の
順
路
に
よ
つ
て
計
算
す
る
。

（
広
域
求
職
活
動
費
の
額
）

第
九
十
八
条
　
鉄
道
賃
、
船
賃
、
航
空
賃
及
び
車
賃
の
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
八
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の

規
定
に
準
じ
て
計
算
し
た
額
と
す
る
。

２
　
宿
泊
料
は
、
八
千
七
百
円
（
訪
問
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
が
国
家
公
務
員
等
の
旅
費

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
四
号
）
別
表
第
一
の
地
域
区
分
に
よ
る
乙
地
方
に
該
当
す
る
地
域

に
所
在
す
る
場
合
は
、
七
千
八
百
円
）
に
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
距
離
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
宿

泊
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
鉄
道
賃
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
距
離
が
四
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場

合
に
は
、
支
給
し
な
い
。

鉄
道
賃
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
距
離

宿
泊
数

訪
問
事
業
所
の
数
が
三
カ
所

以
上

訪
問
事
業
所
の
数
が
二
カ
所

以
下

四
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
八
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

２

１

八
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
千
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

３

２

千
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
千
六
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
４

３

千
六
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

５

４

二
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

６

５

３
　
船
賃
又
は
車
賃
の
支
給
を
受
け
る
受
給
資
格
者
等
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
船
賃
又

は
車
賃
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
距
離
の
四
倍
に
相
当
す
る
距
離
を
鉄
道
賃
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
距
離

に
含
め
る
も
の
と
す
る
。

（
広
域
求
職
活
動
費
の
差
額
支
給
）

第
九
十
八
条
の
二
　
訪
問
事
業
所
の
事
業
主
か
ら
求
職
活
動
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
支
給
額
が

前
二
条
の
規
定
に
よ
つ
て
計
算
し
た
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
そ
の
差
額
に
相
当
す
る
額
を
広
域
求
職
活
動
費
と

し
て
支
給
す
る
。

（
広
域
求
職
活
動
費
の
支
給
申
請
）

第
九
十
九
条
　
受
給
資
格
者
等
は
、
広
域
求
職
活
動
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
公
共
職
業
安
定
所
の

指
示
に
よ
る
広
域
求
職
活
動
を
終
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
、
受
給
資
格
者
証
等
を
添
え
て

（
受
給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給
資
格
者
又
は
特
例
受
給
資
格
者
が
そ
れ
ぞ
れ
受
給
資
格
通
知
、
高
年
齢
受
給
資
格

通
知
又
は
特
例
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
）
求
職
活

動
支
援
費
（
広
域
求
職
活
動
費
）
支
給
申
請
書
（
様
式
第
三
十
二
号
の
二
）
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
広
域
求
職
活
動
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
受
給
資
格
者
等
に
対
し
、
広

域
求
職
活
動
を
行
つ
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
そ
の
他
必
要
な
書
類
の
提
出
を
命
ず
る
こ
と
が
で

き
る
。

３
　
受
給
資
格
者
等
は
、
第
一
項
の
広
域
求
職
活
動
費
支
給
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
訪
問
事
業
所
の

事
業
主
か
ら
求
職
活
動
費
を
受
け
る
と
き
は
、
そ
の
金
額
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

４
　
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
第
一
項
の
受
給
資
格
者
証
等
（
受
給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給
資
格

者
又
は
特
例
受
給
資
格
者
が
そ
れ
ぞ
れ
受
給
資
格
通
知
、
高
年
齢
受
給
資
格
通
知
又
は
特
例
受
給
資
格
通
知
の
交

付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
広
域
求
職
活
動
費
の
支
給
）

第
百
条
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
受
給
資
格
者
等
に
対
す
る
広
域
求
職
活
動
費
の
支
給
を
決
定
し
た
と
き

は
、
そ
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
七
日
以
内
に
広
域
求
職
活
動
費
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
短
期
訓
練
受
講
費
の
支
給
要
件
）

第
百
条
の
二
　
短
期
訓
練
受
講
費
は
、
受
給
資
格
者
等
が
公
共
職
業
安
定
所
の
職
業
指
導
に
よ
り
再
就
職
の
促
進
を

図
る
た
め
に
必
要
な
職
業
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
受
け
、
当
該
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
場
合
（
法
第
二
十
一
条
の
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規
定
に
よ
る
期
間
が
経
過
し
た
後
に
当
該
教
育
訓
練
を
開
始
し
た
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
当
該
教
育
訓
練

の
受
講
の
た
め
に
支
払
つ
た
費
用
（
入
学
料
（
受
講
の
開
始
に
際
し
納
付
す
る
料
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及

び
受
講
料
に
限
る
。
次
条
及
び
第
百
条
の
四
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
を
受
け
て

い
な
い
と
き
に
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
、
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
短
期
訓
練
受
講
費
の
額
）

第
百
条
の
三
　
短
期
訓
練
受
講
費
の
額
は
、
受
給
資
格
者
等
が
前
条
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
の
受
講
の
た
め
に
支
払

つ
た
費
用
の
額
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
十
万
円
）
と
す
る
。

（
短
期
訓
練
受
講
費
の
支
給
申
請
）

第
百
条
の
四
　
受
給
資
格
者
等
は
、
短
期
訓
練
受
講
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
短
期
訓
練
受
講

費
の
支
給
に
係
る
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
箇
月
以
内
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類

及
び
受
給
資
格
者
証
等
を
添
え
て
（
受
給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給
資
格
者
又
は
特
例
受
給
資
格
者
が
そ
れ
ぞ
れ
受

給
資
格
通
知
、
高
年
齢
受
給
資
格
通
知
又
は
特
例
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
書
類
の
添
付
に
併
せ
て
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
）
求
職
活
動
支
援
費
（
短
期
訓
練
受
講
費
）

支
給
申
請
書
（
様
式
第
三
十
二
号
の
三
）
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
短
期
訓
練
受
講
費
の
支
給
に
係
る
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
（
当

該
教
育
訓
練
を
行
う
者
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

二
　
当
該
短
期
訓
練
受
講
費
の
支
給
に
係
る
教
育
訓
練
の
受
講
の
た
め
に
支
払
つ
た
費
用
の
額
を
証
明
す
る
こ
と

が
で
き
る
書
類

三
　
そ
の
他
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
書
類

２
　
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
前
項
の
受
給
資
格
者
証
等
（
受
給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給
資
格
者

又
は
特
例
受
給
資
格
者
が
そ
れ
ぞ
れ
受
給
資
格
通
知
、
高
年
齢
受
給
資
格
通
知
又
は
特
例
受
給
資
格
通
知
の
交
付

を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
短
期
訓
練
受
講
費
の
支
給
）

第
百
条
の
五
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
受
給
資
格
者
等
に
対
す
る
短
期
訓
練
受
講
費
の
支
給
を
決
定
し
た

と
き
は
、
そ
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
七
日
以
内
に
短
期
訓
練
受
講
費
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費
の
支
給
要
件
）

第
百
条
の
六
　
求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費
は
、
受
給
資
格
者
等
が
求
人
者
と
の
面
接
等
を
し
、
又
は
法
第
六
十
条

の
二
第
一
項
の
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
に
係
る
教
育
訓
練
若
し
く
は
短
期
訓
練
受
講
費
の
支
給
に
係
る
教
育
訓

練
、
公
共
職
業
訓
練
等
若
し
く
は
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
七
号
）
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
職
業
訓
練
（
次
条
及
び
第
百
条
の
八
に
お
い

て
「
求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費
対
象
訓
練
」
と
い
う
。
）
を
受
講
す
る
た
め
、
そ
の
子
に
関
し
て
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
役
務
（
以
下
「
保
育
等
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
を
利
用
す
る
場
合
（
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る

期
間
が
経
過
し
た
後
に
保
育
等
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
所
、
認
定
こ

ど
も
園
法
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園
又
は
児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
家

庭
的
保
育
事
業
等
に
お
け
る
保
育

二
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
五
十
九
条
第
二
号
、
第
五
号
、
第
六
号

及
び
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
規
定
す
る
事
業
に
お
け
る
役
務

三
　
そ
の
他
前
二
号
に
掲
げ
る
役
務
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の

（
求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費
の
額
）

第
百
条
の
七
　
求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費
の
額
は
、
受
給
資
格
者
等
が
保
育
等
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
た
め
に
負
担

し
た
費
用
の
額
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
数
を
限
度
と
し
、
受
給
資
格
者
等

が
求
人
者
と
の
面
接
等
を
し
た
日
又
は
求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費
対
象
訓
練
を
受
講
し
た
日
に
係
る
費
用
の
額

（
一
日
当
た
り
八
千
円
を
限
度
と
す
る
。
）
を
い
い
、
一
日
を
超
え
る
期
間
を
単
位
と
し
て
費
用
を
負
担
し
た
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
費
用
の
額
は
、
そ
の
期
間
の
日
数
を
基
礎
と
し
て
、
日
割
り
に
よ
つ
て
計
算
し
て
得
た
額

（
一
日
当
た
り
八
千
円
を
限
度
と
す
る
。
）
に
限
る
。
）
に
百
分
の
八
十
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一
　
求
人
者
と
の
面
接
等
を
し
た
日
　
十
五
日

二
　
求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費
対
象
訓
練
を
受
講
し
た
日
　
六
十
日

（
求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費
の
支
給
申
請
）

第
百
条
の
八
　
受
給
資
格
者
等
は
、
求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
書
類
及
び
受
給
資
格
者
証
等
を
添
え
て
（
受
給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給
資
格
者
又
は
特
例
受
給
資
格
者

が
そ
れ
ぞ
れ
受
給
資
格
通
知
、
高
年
齢
受
給
資
格
通
知
又
は
特
例
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ

て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
添
付
に
併
せ
て
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
）
求
職
活
動
支
援
費
（
求
職

活
動
関
係
役
務
利
用
費
）
支
給
申
請
書
（
様
式
第
三
十
二
号
の
四
）
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費
の
支
給
に
係
る
保
育
等
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
た
め
に
支
払
つ
た
費
用
の
額

を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

二
　
求
人
者
と
の
面
接
等
を
し
た
こ
と
又
は
求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費
対
象
訓
練
を
受
講
し
た
こ
と
を
証
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
書
類

三
　
そ
の
他
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
書
類

２
　
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
前
項
の
受
給
資
格
者
証
等
（
受
給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給
資
格
者

又
は
特
例
受
給
資
格
者
が
そ
れ
ぞ
れ
受
給
資
格
通
知
、
高
年
齢
受
給
資
格
通
知
又
は
特
例
受
給
資
格
通
知
の
交
付

を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
職
活
動
支
援
費
（
求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費
）
支
給
申
請
書
の
提
出
は
、
法
第
十

五
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
失
業
の
認
定
の
対
象
と
な
る
日
に
つ
い
て
、
当
該
失
業
の
認
定
を
受
け

る
日
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
高
年
齢
受
給
資
格
者
、
特
例
受
給
資
格
者
又
は
日
雇
受
給
資
格
者
が

求
職
活
動
支
援
費
（
求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費
）
支
給
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
求
職
活

動
関
係
役
務
利
用
費
の
支
給
に
係
る
保
育
等
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
を
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
四
箇
月
以
内
に

行
う
も
の
と
す
る
。

第
百
一
条
　
削
除

（
準
用
）

第
百
一
条
の
二
　
第
二
十
二
条
第
二
項
、
第
四
十
四
条
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
六
条
、
第
五
十
条
第
四
項

及
び
第
五
十
四
条
の
規
定
は
、
就
職
促
進
給
付
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
六
節
の
二
　
教
育
訓
練
給
付

（
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
の
通
知
等
）

第
百
一
条
の
二
の
二
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
講
座
指
定
通
知
書
を
、
当
該
教
育
訓
練
を
行
う
指
定
教
育
訓
練
実
施
者
（
法
第
十
条
の

四
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
教
育
訓
練
実
施
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
教
育
訓
練
施
設
の
名
称

二
　
教
育
訓
練
講
座
名

三
　
第
百
一
条
の
二
の
七
第
一
号
に
規
定
す
る
一
般
教
育
訓
練
、
同
条
第
一
号
の
二
に
規
定
す
る
特
定
一
般
教
育

訓
練
又
は
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
専
門
実
践
教
育
訓
練
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
の
別

四
　
訓
練
の
実
施
方
法

五
　
訓
練
期
間

六
　
入
学
料
及
び
受
講
料
（
第
百
一
条
の
二
の
七
第
一
号
に
規
定
す
る
一
般
教
育
訓
練
の
期
間
が
一
年
を
超
え
る

と
き
は
、
当
該
一
年
を
超
え
る
部
分
に
係
る
受
講
料
を
除
く
。
第
百
一
条
の
二
の
六
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
額

七
　
指
定
番
号

八
　
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
教
育
訓
練
に
つ
い
て
、
前

項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
帳
簿
を
作
成
し
、
当
該
帳
簿
を
公
共
職
業
安
定
所
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る

も
の
と
す
る
。
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（
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
）

第
百
一
条
の
二
の
三
　
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
第
百
一
条
の
二
の
七
第
二

号
に
規
定
す
る
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
受
け
て
い
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
の
受
講
状
況
が

適
切
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
と
す
る
。

（
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
証
明
）

第
百
一
条
の
二
の
四
　
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
証
明
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の

区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
証
明
と
す
る
。

一
　
第
百
一
条
の
二
の
七
第
一
号
に
規
定
す
る
一
般
教
育
訓
練
を
受
け
、
修
了
し
た
者
　
教
育
訓
練
給
付
金
の
支

給
に
係
る
当
該
一
般
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
こ
と
の
証
明
（
当
該
一
般
教
育
訓
練
に
係
る
指
定
教
育
訓
練
実
施

者
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
以
下
「
一
般
教
育
訓
練
修
了
証
明
書
」
と
い
う
。
）

二
　
第
百
一
条
の
二
の
七
第
一
号
の
二
に
規
定
す
る
特
定
一
般
教
育
訓
練
を
受
け
、
修
了
し
た
者
　
教
育
訓
練
給

付
金
の
支
給
に
係
る
当
該
特
定
一
般
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
こ
と
の
証
明
（
当
該
特
定
一
般
教
育
訓
練
に
係
る

指
定
教
育
訓
練
実
施
者
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
以
下
「
特
定
一
般
教
育
訓
練
修
了
証
明
書
」
と

い
う
。
）

三
　
第
百
一
条
の
二
の
七
第
二
号
に
規
定
す
る
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
受
け
、
修
了
し
た
者
（
当
該
専
門
実
践
教

育
訓
練
を
受
け
て
い
る
者
を
含
む
。
）
　
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
に
係
る
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
修
了
し

た
こ
と
の
証
明
（
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
に
係
る
指
定
教
育
訓
練
実
施
者
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
も
の
に
限

る
。
以
下
「
専
門
実
践
教
育
訓
練
修
了
証
明
書
」
と
い
う
。
）
（
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
に
係
る
当
該
専
門
実

践
教
育
訓
練
を
受
け
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
、
第
百
一
条
の
二
の
十
二
第
四
項
に
規
定
す
る
支
給
単
位
期
間
ご

と
に
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
の
修
了
に
必
要
な
実
績
及
び
目
標
を
達
成
し
て
い
る
こ
と
の
証
明
（
当
該
専
門

実
践
教
育
訓
練
に
係
る
指
定
教
育
訓
練
実
施
者
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
以
下
「
受
講
証
明
書
」

と
い
う
。
）
）

（
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）

第
百
一
条
の
二
の
五
　
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
一
年
（
当
該
期
間

内
に
妊
娠
、
出
産
、
育
児
、
疾
病
、
負
傷
そ
の
他
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
理
由

に
よ
り
引
き
続
き
三
十
日
以
上
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

者
が
、
当
該
者
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
、
当
該
者
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
の
直
前
の
一
般
被
保

険
者
（
被
保
険
者
の
う
ち
、
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
被
保
険
者
（
以
下
「
高
年
齢
被
保

険
者
」
と
い
う
。
）
、
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
及
び
日
雇
労
働
被
保
険
者
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

又
は
高
年
齢
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
（
こ
の
項
の
規
定
に

よ
り
加
算
さ
れ
た
期
間
が
二
十
年
に
満
た
な
い
場
合
は
、
当
該
期
間
の
最
後
の
日
ま
で
の
間
）
に
管
轄
公
共
職
業

安
定
所
の
長
に
そ
の
旨
を
申
し
出
た
場
合
に
は
、
当
該
理
由
に
よ
り
当
該
教
育
訓
練
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
日
数
を
加
算
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
加
算
さ
れ
た
期
間
が
二
十
年
を
超
え
る
と
き
は
、
二
十
年
と
す
る
。
）
と

す
る
。

２
　
前
項
の
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
教
育
訓
練
給
付
適
用
対
象
期
間
延
長
申
請
書
（
様
式
第
十
六
号
）
に
前

項
の
理
由
に
よ
り
引
き
続
き
三
十
日
以
上
教
育
訓
練
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
の
事
実
を
証
明
す
る
こ

と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
て
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
が
同
項
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
と
認
め
た
と

き
は
、
そ
の
者
に
教
育
訓
練
給
付
適
用
対
象
期
間
延
長
通
知
書
（
様
式
第
十
七
号
）
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
法
第
六
十
条
の
二
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
費
用
の
範
囲
）

第
百
一
条
の
二
の
六
　
法
第
六
十
条
の
二
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
費
用
の
範
囲
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

一
　
入
学
料
及
び
受
講
料
（
短
期
訓
練
受
講
費
の
支
給
を
受
け
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）

二
　
次
条
第
一
号
に
規
定
す
る
一
般
教
育
訓
練
の
受
講
開
始
日
前
一
年
以
内
に
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
職

業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
三
十
条
の
三
に
規
定
す
る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
行
う
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
同
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
費
用
（
そ
の
額
が
二
万
円

を
超
え
る
と
き
は
、
二
万
円
）

（
法
第
六
十
条
の
二
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
率
）

第
百
一
条
の
二
の
七
　
法
第
六
十
条
の
二
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
率
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
率
と
す
る
。

一
　
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
支
給
要
件
期
間
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
支
給
要
件
期
間
」
と
い

う
。
）
が
三
年
以
上
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
、
雇
用
の
安
定
及
び
就
職
の
促
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な
職
業
に
関

す
る
教
育
訓
練
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
教
育
訓
練
（
次
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
を

除
く
。
以
下
「
一
般
教
育
訓
練
」
と
い
う
。
）
を
受
け
、
修
了
し
た
者
　
百
分
の
二
十

一
の
二
　
支
給
要
件
期
間
が
三
年
以
上
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
、
雇
用
の
安
定
及
び
就
職
の
促
進
を
図
る
た
め
に
必

要
な
職
業
に
関
す
る
教
育
訓
練
の
う
ち
速
や
か
な
再
就
職
及
び
早
期
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
資
す
る
教
育
訓
練
と

し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
教
育
訓
練
（
次
号
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
を
除
く
。
以
下
「
特
定
一
般
教
育

訓
練
」
と
い
う
。
）
を
受
け
、
修
了
し
た
者
　
百
分
の
四
十

二
　
支
給
要
件
期
間
が
三
年
以
上
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
、
雇
用
の
安
定
及
び
就
職
の
促
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な

職
業
に
関
す
る
教
育
訓
練
の
う
ち
中
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
資
す
る
専
門
的
か
つ
実
践
的
な
教
育
訓
練
と

し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
教
育
訓
練
（
以
下
「
専
門
実
践
教
育
訓
練
」
と
い
う
。
）
を
受
け
、
修
了
し

た
者
（
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
受
け
て
い
る
者
を
含
む
。
）
（
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
　
百
分
の
五
十

三
　
支
給
要
件
期
間
が
三
年
以
上
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
、
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
受
け
、
修
了
し
、
当
該
専
門
実

践
教
育
訓
練
に
係
る
資
格
の
取
得
等
を
し
、
か
つ
、
一
般
被
保
険
者
又
は
高
年
齢
被
保
険
者
（
特
例
高
年
齢
被

保
険
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
百
一
条
の
二
の
十
二
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
し
て
雇
用
さ
れ
た

者
（
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
受
け
、
修
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
に
雇
用
さ
れ
た
者

（
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
受
け
、
修
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が

困
難
な
者
と
し
て
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
者
を
含
む
。
）
に
限
る
。
）
又
は
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
（
当
該
専
門

実
践
教
育
訓
練
を
受
け
、
修
了
し
た
日
に
お
い
て
一
般
被
保
険
者
又
は
高
年
齢
被
保
険
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
て

い
る
者
で
あ
つ
て
、
当
該
修
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
に
資
格
の
取
得
等
を
し
た
も
の
に
限

る
。
）
　
百
分
の
七
十

（
法
第
六
十
条
の
二
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
）

第
百
一
条
の
二
の
八
　
法
第
六
十
条
の
二
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
　
十
万
円

一
の
二
　
前
条
第
一
号
の
二
に
掲
げ
る
者
　
二
十
万
円

二
　
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
者
　
百
二
十
万
円
（
連
続
し
た
二
支
給
単
位
期
間
（
第
百
一
条
の
二
の
十
二
第
四
項

に
規
定
す
る
支
給
単
位
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
修
了
し

た
日
が
属
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
支
給
単
位
期
間
が
連
続
し
て
二
な
い
と
き
は
一
支
給
単
位
期
間
）
ご
と
に
支

給
す
る
額
は
、
四
十
万
円
を
限
度
と
し
、
一
の
支
給
限
度
期
間
ご
と
に
支
給
す
る
額
は
、
百
六
十
八
万
円
を
限

度
と
す
る
。
）

三
　
前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
者
　
百
六
十
八
万
円
（
連
続
し
た
二
支
給
単
位
期
間
（
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を

修
了
し
た
日
が
属
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
支
給
単
位
期
間
が
連
続
し
て
二
な
い
と
き
は
一
支
給
単
位
期
間
）
ご

と
に
支
給
す
る
額
は
、
五
十
六
万
円
を
限
度
と
し
、
一
の
支
給
限
度
期
間
ご
と
に
支
給
す
る
額
は
、
百
六
十
八

万
円
を
限
度
と
す
る
。
）

２
　
前
項
の
支
給
限
度
期
間
と
は
、
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
準
日
（
専
門
実
践
教
育
訓
練

に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
十
年
を
経
過
す
る
日
ま

で
の
一
の
期
間
を
い
う
。
た
だ
し
、
当
該
基
準
日
に
係
る
一
の
支
給
限
度
期
間
内
に
他
の
基
準
日
（
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
二
回
目
以
降
基
準
日
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
二
回
目
以
降
基
準
日
か
ら
十
年
を

経
過
す
る
日
ま
で
の
一
の
期
間
を
除
く
。

３
　
専
門
実
践
教
育
訓
練
の
う
ち
栄
養
士
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）
第
五
条
の
三
第
四
号
に
規

定
す
る
管
理
栄
養
士
養
成
施
設
に
よ
り
行
わ
れ
る
教
育
訓
練
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
四
年
の
修
業
年
限
が
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規
定
さ
れ
て
い
る
教
育
訓
練
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
長
期
専
門
実
践
教
育
訓
練
」
と
い
う
。
）
を
受
講
し
て

い
る
者
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二
号
中
「
百
二
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
百
六
十
万
円
」
と
、
同
号
及
び
同
項
第

三
号
中
「
百
六
十
八
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
百
二
十
四
万
円
」
と
す
る
。

一
　
当
該
長
期
専
門
実
践
教
育
訓
練
の
基
準
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
当
該
長
期
専
門
実
践
教
育
訓
練
の
基
準
日
が
、
前
項
に
規
定
す
る
支
給
限
度
期
間
の
初
日
で
あ
る
こ
と
。

三
　
当
該
長
期
専
門
実
践
教
育
訓
練
の
基
準
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
箇
月
を
経
過
す
る
日
の
属
す
る
支
給
単
位
期

間
に
お
け
る
賃
金
の
日
額
が
、
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
基
本
手
当
の
日
額
の
算
定
に
当
た
つ
て
百

分
の
五
十
（
同
条
第
二
項
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
五
）
を
乗
ず
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
賃
金
日
額
の
額
の
う
ち
最
も
低
額
な
も
の
未
満
で
あ
る
こ
と
。

（
法
第
六
十
条
の
二
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
）

第
百
一
条
の
二
の
九
　
法
第
六
十
条
の
二
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
四
千
円
と
す
る
。

（
法
第
六
十
条
の
二
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）

第
百
一
条
の
二
の
十
　
法
第
六
十
条
の
二
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
三
年
と
す
る
。

（
一
般
教
育
訓
練
に
係
る
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
申
請
手
続
）

第
百
一
条
の
二
の
十
一
　
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
給
付
対
象
者
（
以
下
「
教
育
訓
練

給
付
対
象
者
」
と
い
う
。
）
は
、
一
般
教
育
訓
練
に
係
る
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

当
該
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
に
係
る
一
般
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
箇
月
以
内
に
、

教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
（
様
式
第
三
十
三
号
の
二
）
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
管
轄
公
共
職

業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
一
般
教
育
訓
練
修
了
証
明
書

二
　
当
該
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
に
係
る
一
般
教
育
訓
練
の
受
講
の
た
め
に
支
払
つ
た
費
用
（
第
百
一
条
の
二

の
六
第
一
号
に
掲
げ
る
費
用
に
限
る
。
）
の
額
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

三
　
第
百
一
条
の
二
の
六
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用
の
額
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
及
び
当
該
一
般
教
育
訓

練
に
係
る
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
就
業
に
関
す
る
目
標
そ
の
他
職
業
能
力
の
開
発

及
び
向
上
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
踏
ま
え
て
記
載
し
た
職
務
経
歴
等
記

録
書
（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
十
五
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
職
務
経
歴
等
記
録
書
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）

四
　
そ
の
他
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
書
類

２
　
教
育
訓
練
給
付
対
象
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項

第
四
号
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の
を
添
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

（
特
定
一
般
教
育
訓
練
に
係
る
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
申
請
手
続
）

第
百
一
条
の
二
の
十
一
の
二
　
教
育
訓
練
給
付
対
象
者
で
あ
つ
て
、
特
定
一
般
教
育
訓
練
に
係
る
教
育
訓
練
給
付
金

の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
一
般
教
育
訓
練
受
講
予
定
者
」
と
い
う
。
）

は
、
当
該
特
定
一
般
教
育
訓
練
を
開
始
す
る
日
の
十
四
日
前
ま
で
に
、
教
育
訓
練
給
付
金
及
び
教
育
訓
練
支
援
給

付
金
受
給
資
格
確
認
票
（
様
式
第
三
十
三
号
の
二
の
二
）
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
管
轄
公
共
職
業

安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
担
当
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の

を
い
う
。
第
五
項
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
当
該
特
定
一
般
教
育
訓
練
受
講
予
定
者
の
就
業
に
関
す

る
目
標
そ
の
他
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
踏

ま
え
て
記
載
し
た
職
務
経
歴
等
記
録
書

二
　
運
転
免
許
証
そ
の
他
の
特
定
一
般
教
育
訓
練
受
講
予
定
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

書
類

三
　
過
去
に
特
定
一
般
教
育
訓
練
又
は
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
過
去
に
受
け
た
特
定

一
般
教
育
訓
練
又
は
専
門
実
践
教
育
訓
練
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
等
の
効
果
等
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

書
類

四
　
そ
の
他
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
書
類

２
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
教
育
訓
練
給
付
金
及
び
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
受
給
資

格
確
認
票
を
提
出
し
た
特
定
一
般
教
育
訓
練
受
講
予
定
者
が
教
育
訓
練
給
付
対
象
者
で
あ
つ
て
支
給
要
件
期
間
が

三
年
以
上
で
あ
る
も
の
と
認
め
た
と
き
は
、
教
育
訓
練
給
付
金
を
支
給
す
る
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
第
百
一
条
の
二
の
七
第
一
号
の
二
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
教
育
訓
練
給

付
対
象
者
は
、
特
定
一
般
教
育
訓
練
に
係
る
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
教
育

訓
練
給
付
金
の
支
給
に
係
る
特
定
一
般
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
箇
月
以
内
に
、
教
育

訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
（
様
式
第
三
十
三
号
の
二
）
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
管
轄
公
共
職
業
安

定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
特
定
一
般
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
一
箇
月
以
内
に
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
管
轄
公
共
職
業
安
定

所
の
長
が
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

一
　
特
定
一
般
教
育
訓
練
修
了
証
明
書

二
　
当
該
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
に
係
る
特
定
一
般
教
育
訓
練
の
受
講
の
た
め
に
支
払
つ
た
費
用
（
第
百
一
条

の
二
の
六
に
定
め
る
費
用
の
範
囲
の
も
の
に
限
る
。
）
の
額
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

三
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
金
を
支
給
す
る
旨
の
通
知

四
　
当
該
特
定
一
般
教
育
訓
練
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
等
の
効
果
等
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

五
　
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
書
類

４
　
教
育
訓
練
給
付
対
象
者
は
、
第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
第
一
項
第
四
号
及
び
前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の
を
添
え
な
い
こ

と
が
で
き
る
。

５
　
担
当
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
つ
つ
、
第
一
項
第
一
号
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
特
定
一
般
教
育
訓
練
受
講
予
定
者
の
速
や
か
な
再
就
職
及
び
早
期
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
資
す
る
適
切
な
特
定

一
般
教
育
訓
練
の
選
択
を
支
援
す
る
こ
と
。

二
　
特
定
一
般
教
育
訓
練
受
講
予
定
者
に
対
し
、
自
ら
が
役
員
で
あ
る
又
は
自
ら
を
雇
用
す
る
法
人
又
は
団
体
の

行
う
特
定
一
般
教
育
訓
練
を
受
け
る
よ
う
不
当
な
勧
誘
を
行
わ
な
い
こ
と
。

（
専
門
実
践
教
育
訓
練
に
係
る
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
申
請
手
続
）

第
百
一
条
の
二
の
十
二
　
教
育
訓
練
給
付
対
象
者
で
あ
つ
て
、
専
門
実
践
教
育
訓
練
に
係
る
教
育
訓
練
給
付
金
の
支

給
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
専
門
実
践
教
育
訓
練
受
講
予
定
者
」
と
い
う
。
）
は
、

当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
開
始
す
る
日
の
十
四
日
前
ま
で
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
及
び
運
転
免
許
証
そ

の
他
の
専
門
実
践
教
育
訓
練
受
講
予
定
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
て
、
又

は
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
添
付
に
併
せ
て
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
教
育
訓
練
給
付
金
及
び
教
育
訓
練

支
援
給
付
金
受
給
資
格
確
認
票
（
様
式
第
三
十
三
号
の
二
の
二
）
を
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
担
当
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
、
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
受
講
予
定
者
の
就
業
に
関
す
る
目
標
そ
の

他
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
踏
ま
え
て
記
載

し
た
職
務
経
歴
等
記
録
書

二
　
過
去
に
特
定
一
般
教
育
訓
練
又
は
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
過
去
に
受
け
た
特
定

一
般
教
育
訓
練
又
は
専
門
実
践
教
育
訓
練
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
等
の
効
果
等
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

書
類

三
　
そ
の
他
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
書
類

２
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
教
育
訓
練
給
付
金
及
び
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
受
給
資

格
確
認
票
を
提
出
し
た
専
門
実
践
教
育
訓
練
受
講
予
定
者
が
教
育
訓
練
給
付
対
象
者
で
あ
つ
て
第
百
一
条
の
二
の

七
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
も
の
と
認
め
た
と
き
は
、
教
育
訓
練
給
付
金
及
び
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
受

給
資
格
者
証
（
様
式
第
三
十
三
号
の
二
の
三
）
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
提
出
を
し

た
教
育
訓
練
給
付
対
象
者
で
あ
つ
て
、
教
育
訓
練
受
給
資
格
通
知
（
当
該
者
の
氏
名
、
被
保
険
者
番
号
、
性
別
、

生
年
月
日
、
教
育
訓
練
講
座
名
、
訓
練
期
間
、
給
付
に
係
る
処
理
状
況
そ
の
他
の
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
事
項

を
記
載
し
た
通
知
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
交
付
を
希
望
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
教
育
訓
練
受
給
資
格
通
知
）
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に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
上
、
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
受
講
予
定
者
に
交
付
す
る
と
と
も
に
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
事
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
支
給
単
位
期
間
（
既
に
行
つ
た
支
給
申
請
に
係
る
支
給
単
位
期
間
を
除
く
。
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
ご

と
に
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
に
係
る
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
申
請
を
行
う
べ
き
期
間

二
　
第
百
一
条
の
二
の
七
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
に
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
に
係
る

教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
申
請
を
行
う
べ
き
期
間

３
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
支
給
申
請
を
行
う
べ
き
期
間
を
定
め
る
に
当
た
つ

て
は
、
一
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
、
当
該
支
給
単
位
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
箇
月
を
超
え
な
い

範
囲
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

４
　
こ
の
条
及
び
第
百
一
条
の
二
の
十
四
に
お
い
て
「
支
給
単
位
期
間
」
と
は
、
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
受
け
て
い

る
期
間
を
、
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
開
始
し
た
日
又
は
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
受
け
て
い
る
期
間
に
お

い
て
六
箇
月
ご
と
に
そ
の
日
に
応
当
し
、
か
つ
、
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
受
け
て
い
る
期
間
内
に
あ
る
日

（
そ
の
日
に
応
当
す
る
日
が
な
い
月
に
お
い
て
は
、
そ
の
月
の
末
日
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
訓
練
開
始
応
当

日
」
と
い
う
。
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
六
箇
月
後
の
訓
練
開
始
応
当
日
の
前
日
（
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
修
了
し

た
日
の
属
す
る
月
に
あ
つ
て
は
、
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
日
）
ま
で
の
各
期
間
に
区
分
し
た
場
合

に
お
け
る
当
該
区
分
に
よ
る
一
の
期
間
を
い
う
。

５
　
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
第
百
一
条
の
二
の
七
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
教
育
訓
練
給
付

対
象
者
は
、
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
専
門
実
践
教
育
訓
練
に
係
る
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
支
給
申
請
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
期
間
内
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書

類
及
び
教
育
訓
練
給
付
金
及
び
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
受
給
資
格
者
証
を
添
え
て
（
当
該
教
育
訓
練
給
付
対
象
者

が
教
育
訓
練
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
添
付
に
併
せ
て

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
）
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
（
様
式
第
三
十
三
号
の
二
の
四
）
を
管
轄
公
共

職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
受
講
証
明
書
（
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
専
門
実
践
教
育
訓
練
修
了
証
明

書
）

二
　
当
該
支
給
申
請
に
係
る
支
給
単
位
期
間
に
お
い
て
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
の
受
講
の
た
め
に
支
払
つ
た
費

用
（
第
百
一
条
の
二
の
六
に
定
め
る
費
用
の
範
囲
内
の
も
の
に
限
る
。
）
の
額
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

三
　
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
等
の
効
果
等
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
（
当
該
専

門
実
践
教
育
訓
練
に
係
る
最
後
の
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
に
限
る
。
）

四
　
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
書
類

６
　
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
第
百
一
条
の
二
の
七
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
教
育
訓
練
給
付

対
象
者
は
、
専
門
実
践
教
育
訓
練
に
係
る
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
専
門
実

践
教
育
訓
練
を
修
了
し
、
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
に
係
る
資
格
を
取
得
等
し
、
か
つ
、
一
般
被
保
険
者
又
は
高

年
齢
被
保
険
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
箇
月
以
内
（
一
般
被
保
険
者
又
は
高
年
齢
被
保

険
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
修
了
し
、
か
つ
、
当
該
専
門
実
践

教
育
訓
練
に
係
る
資
格
を
取
得
等
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
箇
月
以
内
）
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類

及
び
教
育
訓
練
給
付
金
及
び
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
受
給
資
格
者
証
を
添
え
て
（
当
該
教
育
訓
練
給
付
対
象
者
が

教
育
訓
練
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
添
付
に
併
せ
て
個

人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
）
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
（
様
式
第
三
十
三
号
の
二
の
五
）
を
管
轄
公
共
職

業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
全
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
に
係
る
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
に
係
る
専
門
実
践

教
育
訓
練
の
受
講
の
た
め
に
支
払
つ
た
費
用
（
第
百
一
条
の
二
の
六
に
定
め
る
費
用
の
範
囲
内
の
も
の
に
限

る
。
）
の
額
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

二
　
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
に
係
る
資
格
を
取
得
等
し
た
こ
と
の
証
明

三
　
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
等
の
効
果
等
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

四
　
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
書
類

７
　
教
育
訓
練
給
付
対
象
者
は
、
第
一
項
、
第
五
項
及
び
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
項
第
三
号
、
第
五
項
第
四
号
及
び
前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
職
業
安
定
局
長
が

定
め
る
も
の
を
添
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

８
　
担
当
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
つ
つ
、
第
一
項
第
一
号
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
専
門
実
践
教
育
訓
練
受
講
予
定
者
の
中
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
資
す
る
適
切
な
専
門
実
践
教
育
訓
練
の

選
択
を
支
援
す
る
こ
と
。

二
　
専
門
実
践
教
育
訓
練
受
講
予
定
者
に
対
し
、
自
ら
が
役
員
で
あ
る
又
は
自
ら
を
雇
用
す
る
法
人
又
は
団
体
の

行
う
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
受
け
る
よ
う
不
当
な
勧
誘
を
行
わ
な
い
こ
と
。

（
一
般
教
育
訓
練
及
び
特
定
一
般
教
育
訓
練
に
係
る
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
）

第
百
一
条
の
二
の
十
三
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
教
育
訓
練
給
付
対
象
者
に
対
す
る
一
般
教
育
訓
練
又
は

特
定
一
般
教
育
訓
練
に
係
る
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
を
決
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
七

日
以
内
に
教
育
訓
練
給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
専
門
実
践
教
育
訓
練
に
係
る
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
）

第
百
一
条
の
二
の
十
四
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
第
百
一
条
の
二
の
七
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る

教
育
訓
練
給
付
対
象
者
に
対
す
る
専
門
実
践
教
育
訓
練
に
係
る
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
を
決
定
し
た
と
き
は
、

そ
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
七
日
以
内
に
、
当
該
支
給
申
請
に
係
る
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
教
育
訓
練
給
付

金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
第
百
一
条
の
二
の
七
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
教
育
訓
練
給
付
対
象
者
に
対
す
る
専
門
実
践
教
育
訓
練

に
係
る
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
を
決
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
七
日
以
内
に
、
全
支
給

単
位
期
間
分
の
教
育
訓
練
給
付
金
の
額
か
ら
既
に
支
給
を
受
け
た
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
に
係
る
教
育
訓
練
給

付
金
の
額
を
減
じ
て
得
た
額
を
基
礎
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
て
得
た
額
を
支
給

す
る
も
の
と
す
る
。

（
準
用
）

第
百
一
条
の
二
の
十
五
　
第
四
十
四
条
（
第
四
項
を
除
く
。
）
、
第
四
十
五
条
、
第
四
十
六
条
、
第
四
十
九
条
、
第
五

十
条
及
び
第
五
十
四
条
（
一
般
教
育
訓
練
に
あ
つ
て
は
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
条
、
特
定
一
般
教
育
訓
練
に
あ

つ
て
は
同
条
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
規
定
中
「
受
給
資
格
者
」
と
あ
る
の
は
「
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
」

と
、
「
口
座
振
込
受
給
資
格
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
つ
て
教
育
訓
練
給

付
金
の
支
給
を
受
け
る
者
」
と
、
「
受
給
資
格
者
証
」
と
あ
る
の
は
「
教
育
訓
練
給
付
金
及
び
教
育
訓
練
支
援
給

付
金
受
給
資
格
者
証
」
と
、
「
受
給
資
格
通
知
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
一
条
の
二
の
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
教

育
訓
練
受
給
資
格
通
知
」
と
、
「
氏
名
又
は
住
所
若
し
く
は
居
所
」
と
あ
る
の
は
「
氏
名
、
住
所
若
し
く
は
居
所

又
は
電
話
番
号
」
と
、
「
氏
名
を
変
更
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
受
給
資
格
者
氏
名
変
更
届
（
様
式
第
二
十
号
）
を
、

住
所
又
は
居
所
を
変
更
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
受
給
資
格
者
住
所
変
更
届
（
様
式
第
二
十
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
氏

名
を
変
更
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
教
育
訓
練
給
付
金
受
給
者
氏
名
変
更
届
（
様
式
第
三
十
三
号
の
二
の
六
）
を
、

住
所
又
は
居
所
を
変
更
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
教
育
訓
練
給
付
金
受
給
者
住
所
変
更
届
（
様
式
第
三
十
三
号
の
二

の
六
）
を
、
電
話
番
号
を
変
更
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
教
育
訓
練
給
付
金
受
給
者
電
話
番
号
変
更
届
（
様
式
第
三

十
三
号
の
二
の
六
）
」
と
、
「
受
給
資
格
者
氏
名
変
更
届
又
は
受
給
資
格
者
住
所
変
更
届
」
と
あ
る
の
は
「
教
育
訓

練
給
付
金
受
給
者
氏
名
変
更
届
、
教
育
訓
練
給
付
金
受
給
者
住
所
変
更
届
又
は
教
育
訓
練
給
付
金
受
給
者
電
話
番

号
変
更
届
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
七
節
　
雇
用
継
続
給
付

第
一
款
　
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付

（
法
第
六
十
一
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
）

第
百
一
条
の
三
　
法
第
六
十
一
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
非
行

二
　
疾
病
又
は
負
傷
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三
　
事
業
所
の
休
業

四
　
前
各
号
に
掲
げ
る
理
由
に
準
ず
る
理
由
で
あ
つ
て
、
公
共
職
業
安
定
所
長
が
定
め
る
も
の

（
法
第
六
十
一
条
第
五
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
率
）

第
百
一
条
の
四
　
法
第
六
十
一
条
第
五
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
率
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第

二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
減
じ
た
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
率
と
す
る
。

一
　
法
第
六
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
み
な
し
賃
金
日
額
に
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
み
な
し
賃
金
月
額
」
と
い
う
。
）
に
百
分
の
七
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額

二
　
法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
支
給
対
象
月
（
次
条
に
お
い
て
「
支
給
対
象
月
」
と
い
う
。
）
に
支
払

わ
れ
た
賃
金
額

三
　
み
な
し
賃
金
月
額
に
一
万
分
の
四
百
八
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
に
イ
に
掲
げ
る
額
を
ロ
に
掲
げ
る
額
で
除
し

て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額

イ
　
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
減
じ
た
額

ロ
　
み
な
し
賃
金
月
額
に
百
分
の
十
四
を
乗
じ
て
得
た
額

２
　
法
第
六
十
一
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
お
け
る
法
第
六
十
一
条
第
五
項
第
二
号
の
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
率
に
つ
い
て
は
、
前
項
中
「
法
第
六
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
み
な
し
賃
金
日
額
」
と
あ
る
の

は
「
法
第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
の
賃
金
日
額
」
と
、
「
み
な
し
賃
金
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
離
職
時
賃
金
月
額
」

と
、
「
法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
支
給
対
象
月
（
次
条
に
お
い
て
「
支
給
対
象
月
」
と
い
う
。
）
」
と
あ

る
の
は
「
法
第
六
十
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
再
就
職
後
の
支
給
対
象
月
（
第
百
一
条
の
七
第
二
項
に
お
い

て
「
再
就
職
後
の
支
給
対
象
月
」
と
い
う
。
）
」
と
す
る
。

（
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
の
支
給
申
請
手
続
）

第
百
一
条
の
五
　
被
保
険
者
（
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
及
び
日
雇
労
働
被
保
険
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
款
に
お
い

て
同
じ
。
）
は
、
初
め
て
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
支
給
対
象
月
の

初
日
か
ら
起
算
し
て
四
箇
月
以
内
に
、
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継
続

給
付
支
給
申
請
書
（
様
式
第
三
十
三
号
の
三
。
た
だ
し
、
公
共
職
業
安
定
所
長
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
（
様
式
第
三
十
三
号
の
三
の
二
）
を
も
つ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
項
、
第
四
項
、
第
八
項
及
び
第
百
一
条
の
七
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
雇
用
保
険
被
保
険
者
六
十
歳
到
達
時
等

賃
金
証
明
書
（
様
式
第
三
十
三
号
の
四
。
以
下
「
六
十
歳
到
達
時
等
賃
金
証
明
書
」
と
い
う
。
）
、
労
働
者
名
簿
、

賃
金
台
帳
そ
の
他
の
被
保
険
者
の
年
齢
、
被
保
険
者
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
事
実
、
賃
金
の
支
払
状
況
及
び

賃
金
の
額
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
て
、
事
業
主
を
経
由
し
て
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す

る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
事
業
主
を
経

由
し
て
当
該
申
請
書
の
提
出
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
事
業
主
を
経
由
し
な
い
で
提
出
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

２
　
被
保
険
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
に
定
め
る
書

類
（
六
十
歳
到
達
時
等
賃
金
証
明
書
を
除
く
。
）
を
添
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
事
業
主
は
、
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
又
は
そ
の
雇
用
し
て
い
た
被
保
険
者
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
年
齢

雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
を
提
出
す
る
た
め
六
十
歳
到

達
時
等
賃
金
証
明
書
の
交
付
を
求
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
そ
の
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年

齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
を
提
出
し
た
被
保
険
者
が
、
法
第
六
十
一
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
該
当
す
る
と

認
め
た
と
き
は
、
当
該
被
保
険
者
に
対
し
て
当
該
支
給
申
請
に
係
る
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
高
年
齢
雇
用
継
続
基

本
給
付
金
を
支
給
す
る
旨
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
者
が
支
給
対
象
月
（
既
に
行
つ
た
支
給
申
請
に
係
る
支

給
対
象
月
を
除
く
。
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
を
受
け
よ
う
と
す
る

と
き
に
支
給
申
請
を
行
う
べ
き
月
を
定
め
、
そ
の
者
に
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
前
項
に
規
定
す
る
支
給
申
請
を
行
う
べ
き
月
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
一
又
は
連

続
す
る
二
の
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
、
当
該
支
給
対
象
月
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
四
箇
月
を
超
え
な
い
範
囲
で
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
公
共
職
業
安
定
所
長
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

６
　
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
被
保
険
者
が
、
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金

の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
の
支
給
申
請
を
行
う
べ

き
月
に
、
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
を
事
業
主
を
経
由
し
て
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共

職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
事
業
主
を
経
由
し
て

当
該
申
請
書
の
提
出
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
事
業
主
を
経
由
し
な
い
で
提
出
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

７
　
第
四
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
（
こ
の
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
高

年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
を
提
出
し
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

８
　
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
及
び
高
年
齢
雇
用

継
続
給
付
支
給
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
の
証
明
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９
　
第
一
項
の
届
出
（
事
業
主
を
経
由
し
て
提
出
す
る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
当
該
事
業
主
が
特
定
法
人
の
事
業
所

の
事
業
主
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継
続

給
付
支
給
申
請
書
及
び
同
項
に
定
め
る
書
類
の
提
出
に
代
え
て
、
こ
れ
ら
の
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
電
気
通
信
回
線
の
故
障
、
災
害

そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
、
か
つ
、

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
な
い
で
当
該
届
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

10
　
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

11
　
第
六
項
（
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
届
出
（
事
業
主
を
経
由
し
て
提
出
す
る
場
合
に
限

る
。
）
は
、
当
該
事
業
主
が
特
定
法
人
の
事
業
所
の
事
業
主
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付

支
給
申
請
書
の
提
出
に
代
え
て
、
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
子
情
報
処
理
組

織
を
使
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
電
気
通
信
回
線
の
故
障
、
災
害
そ
の
他
の

理
由
に
よ
り
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
、
か
つ
、
電
子
情
報

処
理
組
織
を
使
用
し
な
い
で
当
該
届
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
の
支
給
）

第
百
一
条
の
六
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
被
保
険
者
に
対
す
る
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
の
支
給
を
決
定
し

た
と
き
は
、
そ
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
七
日
以
内
に
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す

る
。

（
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
の
支
給
申
請
手
続
）

第
百
一
条
の
七
　
被
保
険
者
は
、
初
め
て
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
再
就
職
後

の
支
給
対
象
月
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
四
箇
月
以
内
に
、
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）

高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
に
労
働
者
名
簿
、
賃
金
台
帳
そ
の
他
の
被
保
険
者
の
年
齢
、
被
保
険
者
が
雇

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
事
実
、
賃
金
の
支
払
状
況
及
び
賃
金
の
額
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
て
、

事
業
主
を
経
由
し
て
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
事
業
主
を
経
由
し
て
当
該
申
請
書
の
提
出
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ

る
と
き
は
、
事
業
主
を
経
由
し
な
い
で
提
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
第
百
一
条
の
五
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
及
び
前
条
の
規
定
は
、
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
の
支
給
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
一
条
の
五
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
一
条
の
七
第

一
項
」
と
、
「
同
項
に
定
め
る
書
類
（
六
十
歳
到
達
時
等
賃
金
証
明
書
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
定
め

る
書
類
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
一
条
の
七
第
一
項
」
と
、
「
法
第
六
十
一
条
第

一
項
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
本
文
」
と
、
「
支
給
対
象
月
」
と
あ
る
の
は
「
再
就
職

後
の
支
給
対
象
月
」
と
、
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
支
給
対
象
月
」
と
あ
る
の
は
「
再
就
職
後
の
支
給
対
象

月
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
一
条
の
八
　
削
除
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（
事
業
主
の
助
力
等
）

第
百
一
条
の
九
　
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
、
自
ら
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
の
請
求
そ

の
他
の
手
続
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
、
事
業
主
は
、
そ
の
手
続
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
助

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
主
は
、
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
を
受
け
る
べ
き
者
か
ら
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

証
明
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
証
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
）

第
百
一
条
の
十
　
第
四
十
四
条
（
第
四
項
を
除
く
。
）
、
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
は
、

高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
受
給
資
格

者
」
と
あ
る
の
は
「
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
」
と
、
「
口
座
振
込
受
給
資
格
者
」
と

あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
つ
て
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
の
支
給
を
受
け
る
者
」

と
、
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
款
　
削
除

第
百
一
条
の
十
一
か
ら
第
百
一
条
の
十
五
ま
で
　
削
除

第
三
款
　
介
護
休
業
給
付

（
法
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
の
休
業
）

第
百
一
条
の
十
六
　
介
護
休
業
給
付
金
は
、
被
保
険
者
（
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
及
び
日
雇
労
働
被
保
険
者
を
除

く
。
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
休
業
（
法
第
六
十
一
条
の
四
第

三
項
に
規
定
す
る
支
給
単
位
期
間
に
お
い
て
公
共
職
業
安
定
所
長
が
就
業
を
し
て
い
る
と
認
め
る
日
数
が
十
日
以

下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
し
た
場
合
に
、
支
給
す
る
。

一
　
被
保
険
者
が
そ
の
事
業
主
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
つ
て
す
る
こ
と
。

二
　
前
号
の
申
出
は
、
そ
の
期
間
中
は
休
業
を
す
る
こ
と
と
す
る
一
の
期
間
に
つ
い
て
、
そ
の
初
日
及
び
末
日

（
次
号
に
お
い
て
「
休
業
終
了
予
定
日
」
と
い
う
。
）
と
す
る
日
を
明
ら
か
に
し
て
す
る
こ
と
。

三
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
後
（
ロ
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
日
以
後
）
の

休
業
で
な
い
こ
と
。

イ
　
休
業
終
了
予
定
日
と
さ
れ
た
日
（
そ
の
事
業
主
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
つ
て
変
更
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て

は
、
そ
の
変
更
後
の
日
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
前
日
ま
で
に
、
対
象
家
族
の
死
亡
そ
の
他
の

被
保
険
者
が
休
業
の
申
出
に
係
る
対
象
家
族
を
介
護
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
事
由
と
し
て
公
共
職
業
安
定
所

長
が
認
め
る
事
由
が
生
じ
た
こ
と
。

ロ
　
休
業
終
了
予
定
日
と
さ
れ
た
日
ま
で
に
、
休
業
の
申
出
を
し
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
労
働
基
準
法
第
六

十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
休
業
す
る
期
間
（
以
下
「
産
前
産
後
休
業
期
間
」
と
い

う
。
）
、
法
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業
を
す
る
期
間
又
は
新
た
な
対
象
家
族
を
介
護
す
る
た

め
の
休
業
を
す
る
期
間
が
始
ま
つ
た
こ
と
。

四
　
期
間
を
定
め
て
雇
用
さ
れ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
介
護
休
業
開
始
予
定
日
か
ら
起
算
し
て
九
十
三
日
を
経
過
す

る
日
か
ら
六
箇
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
そ
の
労
働
契
約
（
契
約
が
更
新
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
更
新

後
の
も
の
）
が
満
了
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

（
法
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
）

第
百
一
条
の
十
七
　
法
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
被
保
険
者
の
祖
父
母
、
兄

弟
姉
妹
及
び
孫
と
す
る
。

（
法
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
）

第
百
一
条
の
十
八
　
法
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
出
産

二
　
事
業
所
の
休
業

三
　
事
業
主
の
命
に
よ
る
外
国
に
お
け
る
勤
務

四
　
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
四
項
第
二
号
に
該
当
す
る
交
流
採
用

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
理
由
に
準
ず
る
理
由
で
あ
つ
て
、
公
共
職
業
安
定
所
長
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
も
の

（
介
護
休
業
給
付
金
の
支
給
申
請
手
続
）

第
百
一
条
の
十
九
　
被
保
険
者
は
、
介
護
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
六
十
一
条
の
四

第
一
項
に
規
定
す
る
休
業
を
終
了
し
た
日
（
当
該
休
業
に
係
る
最
後
の
支
給
単
位
期
間
の
末
日
を
い
う
。
）
以
後

の
日
に
お
い
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
当
該
休
業
を
終
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
箇
月
を
経
過
す

る
日
の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
に
、
当
該
被
保
険
者
の
氏
名
、
被
保
険
者
番
号
又
は
個
人
番
号
、
対
象
家
族
の
氏

名
、
被
保
険
者
と
の
続
柄
、
性
別
及
び
生
年
月
日
並
び
に
個
人
番
号
、
当
該
休
業
の
開
始
日
及
び
終
了
日
並
び
に

当
該
休
業
期
間
中
の
休
業
日
数
並
び
に
支
給
単
位
期
間
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
額
そ
の
他
の
職
業
安
定
局
長
が
定

め
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
（
以
下
「
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
」
と
い
う
。
）
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る

書
類
を
添
え
て
、
事
業
主
を
経
由
し
て
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
事
業
主
を
経
由
し
て
当
該
申
請
書
の
提
出
を
行
う
こ

と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
事
業
主
を
経
由
し
な
い
で
提
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
休
業
開
始
時
賃
金
証
明
票

二
　
介
護
休
業
申
出
書

三
　
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
そ
の
他
の
対
象
家
族
の
氏
名
、
被
保
険
者
と
の
続
柄
、
性
別
及
び
生
年
月
日
を
証

明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

四
　
出
勤
簿
そ
の
他
の
介
護
休
業
の
開
始
日
及
び
終
了
日
並
び
に
介
護
休
業
期
間
中
の
休
業
日
数
を
証
明
す
る
こ

と
が
で
き
る
書
類

五
　
賃
金
台
帳
そ
の
他
の
支
給
単
位
期
間
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
額
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

六
　
介
護
休
業
終
了
後
の
雇
用
の
継
続
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
（
期
間
を
定

め
て
雇
用
さ
れ
る
者
に
限
る
。
）

２
　
被
保
険
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
第
二
号
か
ら

第
六
号
ま
で
に
定
め
る
書
類
を
添
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
を
提
出
し
た
被
保
険
者
が
、

法
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
と
認
め
た
と
き
は
、
当
該
被
保
険
者
に
対
し
て
当
該
支
給
申
請

に
係
る
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
介
護
休
業
給
付
金
を
支
給
す
る
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
第
一
項
の
休
業
開
始
時
賃
金
証
明
票
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
準
用
）

第
百
一
条
の
二
十
　
第
四
十
四
条
（
第
四
項
を
除
く
。
）
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
、
第
百
一
条

の
五
第
八
項
、
第
百
一
条
の
六
及
び
第
百
一
条
の
九
の
規
定
は
、
介
護
休
業
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
受
給
資
格
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
休
業
給
付
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
者
」
と
、
「
口
座
振
込
受
給
資
格
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ

つ
て
介
護
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
者
」
と
、
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
事
業
所
の

所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
」
と
、
「
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇

用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
及
び
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申

請
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
章
の
二
　
育
児
休
業
給
付

（
通
則
）

第
百
一
条
の
二
十
一
　
第
十
七
条
の
二
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
十
七
条
の
三
か
ら
第
十
七
条
の
七

ま
で
の
規
定
は
、
育
児
休
業
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
七
条
の
二
第
一
項
中
「
法

第
十
条
の
三
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十
一
条
の
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
の
三
第
一

項
」
と
、
「
受
給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給
資
格
者
、
特
例
受
給
資
格
者
、
日
雇
受
給
資
格
者
又
は
就
職
促
進
給
付
、

教
育
訓
練
給
付
金
若
し
く
は
雇
用
継
続
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
受

給
資
格
者
等
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
」
と
、
「
当
該

受
給
資
格
者
等
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
育
児
休
業
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
」
と
、
「
受
給
資
格

者
等
と
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
と
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
受
給

資
格
者
等
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
」
と
、
第
十
七
条
の
五
第
一
項

中
「
法
第
十
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十
一
条
の
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
の
四
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第
一
項
」
と
、
第
十
七
条
の
六
及
び
第
十
七
条
の
七
中
「
法
第
十
条
の
四
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十
一

条
の
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
の
四
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
の
休
業
）

第
百
一
条
の
二
十
二
　
育
児
休
業
給
付
金
は
、
被
保
険
者
（
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
及
び
日
雇
労
働
被
保
険
者
を

除
く
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
次
の
各
号
（
第
百
一
条
の
二
十
九
の
二
第
二
号
ロ
又
は
第
三
号
ロ

に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
）
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
休
業
（
法
第
六
十
一
条

の
七
第
五
項
に
規
定
す
る
支
給
単
位
期
間
に
お
い
て
公
共
職
業
安
定
所
長
が
就
業
を
し
て
い
る
と
認
め
る
日
数
が

十
日
（
十
日
を
超
え
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
公
共
職
業
安
定
所
長
が
就
業
を
し
て
い
る
と
認
め
る
時
間
が
八
十
時

間
）
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
し
た
場
合
に
、
支
給
す
る
。

一
　
被
保
険
者
が
そ
の
事
業
主
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
つ
て
す
る
こ
と
。

二
　
前
号
の
申
出
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
育
児
休
業
の
申
出
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
期
間
中
は
休
業
を
す

る
こ
と
と
す
る
一
の
期
間
に
つ
い
て
、
そ
の
初
日
及
び
末
日
（
次
号
に
お
い
て
「
休
業
終
了
予
定
日
」
と
い

う
。
）
と
す
る
日
を
明
ら
か
に
し
て
す
る
こ
と
。

三
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
後
（
ハ
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
日
以
後
）
の

休
業
で
な
い
こ
と
。

イ
　
休
業
終
了
予
定
日
と
さ
れ
た
日
（
そ
の
事
業
主
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
つ
て
変
更
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て

は
、
そ
の
変
更
後
の
日
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
前
日
ま
で
に
、
子
の
死
亡
そ
の
他
の
被
保
険

者
が
育
児
休
業
の
申
出
に
係
る
子
を
養
育
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
事
由
と
し
て
公
共
職
業
安
定
所
長
が
認
め

る
事
由
が
生
じ
た
こ
と
。

ロ
　
休
業
終
了
予
定
日
と
さ
れ
た
日
の
前
日
ま
で
に
、
育
児
休
業
の
申
出
に
係
る
子
が
一
歳
（
第
百
一
条
の
二

十
五
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
歳
六
か
月
（
第
百
一
条
の
二
十
六
で
準
用
す
る

第
百
一
条
の
二
十
五
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
歳
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
）

に
達
し
た
こ
と
。

ハ
　
休
業
終
了
予
定
日
と
さ
れ
た
日
ま
で
に
、
育
児
休
業
の
申
出
を
し
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
産
前
産
後
休
業

期
間
、
法
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業
を
す
る
期
間
（
以
下
「
介
護
休
業
期
間
」
と
い
う
。
）

又
は
新
た
な
一
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
を
す
る
期
間
（
以
下
「
新
た
な
育
児
休
業
期

間
」
と
い
う
。
）
が
始
ま
つ
た
こ
と
（
当
該
育
児
休
業
の
申
出
に
係
る
子
を
養
育
す
る
た
め
の
新
た
な
休
業

を
す
る
期
間
が
始
ま
つ
た
と
き
を
除
く
。
）
。

ニ
　
育
児
休
業
の
申
出
に
係
る
子
が
一
歳
に
達
す
る
日
後
の
期
間
に
お
い
て
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
の
育
児

休
業
給
付
金
の
支
給
に
係
る
休
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
休
業
が
終
了
し
た
こ
と
（
第
百
一
条
の

二
十
六
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
一
条
の
二
十
五
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
子

が
一
歳
六
か
月
に
達
す
る
日
後
に
休
業
を
す
る
と
き
又
は
第
百
一
条
の
二
十
九
の
二
第
二
号
ロ
に
該
当
す
る

と
き
を
除
く
。
）
。

ホ
　
育
児
休
業
の
申
出
に
係
る
子
が
一
歳
六
か
月
に
達
す
る
日
後
の
期
間
に
お
い
て
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め

の
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
に
係
る
休
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
休
業
が
終
了
し
た
こ
と
（
第
百

一
条
の
二
十
九
の
二
第
三
号
ロ
に
該
当
す
る
と
き
を
除
く
。
）
。

四
　
期
間
を
定
め
て
雇
用
さ
れ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
養
育
す
る
子
が
一
歳
六
か
月
に
達
す
る
日
ま
で
に
、
そ

の
労
働
契
約
（
契
約
が
更
新
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
更
新
後
の
も
の
）
が
満
了
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
な

い
者
で
あ
る
こ
と
。

五
　
そ
の
子
が
一
歳
に
達
す
る
日
後
か
ら
一
歳
六
か
月
に
達
す
る
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
新
た
に
当
該
子
を
養

育
す
る
た
め
の
休
業
を
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
休
業
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
当
該
子
に
つ
い
て
、
育
児
休
業
の
申
出
を
し
た
被
保
険
者
又
は
そ
の
配
偶
者
が
、
当
該
子
の
一
歳
に
達
す

る
日
に
お
い
て
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
を
し
て
い
る
こ
と

ロ
　
当
該
休
業
を
す
る
こ
と
と
す
る
一
の
期
間
の
初
日
が
当
該
子
の
一
歳
に
達
す
る
日
の
翌
日
（
そ
の
配
偶
者

が
当
該
子
の
一
歳
に
達
す
る
日
後
の
期
間
に
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
当

該
休
業
を
す
る
こ
と
と
す
る
一
の
期
間
の
末
日
の
翌
日
以
前
の
日
）
で
あ
る
こ
と

六
　
そ
の
子
が
一
歳
六
か
月
に
達
す
る
日
後
か
ら
二
歳
に
達
す
る
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
新
た
に
当
該
子
を
養

育
す
る
た
め
の
休
業
を
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
休
業
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
当
該
子
に
つ
い
て
、
育
児
休
業
の
申
出
を
し
た
被
保
険
者
又
は
そ
の
配
偶
者
が
、
当
該
子
の
一
歳
六
か
月

に
達
す
る
日
に
お
い
て
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
を
し
て
い
る
こ
と

ロ
　
当
該
休
業
を
す
る
こ
と
と
す
る
一
の
期
間
の
初
日
が
当
該
子
の
一
歳
六
か
月
に
達
す
る
日
の
翌
日
（
そ
の

配
偶
者
が
当
該
子
の
一
歳
六
か
月
に
達
す
る
日
後
の
期
間
に
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
を
し
て
い
る

場
合
に
は
、
当
該
休
業
を
す
る
こ
と
と
す
る
一
の
期
間
の
末
日
の
翌
日
以
前
の
日
）
で
あ
る
こ
と

（
法
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
百
一
条
の
二
十
三
　
法
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
児
童
の
親
そ
の
他
の
児
童

福
祉
法
第
二
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
者
の
意
に
反
す
る
た
め
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
六
条
の
四
第

二
号
に
規
定
す
る
養
子
縁
組
里
親
と
し
て
当
該
児
童
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
労
働
者
と
す
る
。

（
法
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
委
託
さ
れ
て
い
る
者
）

第
百
一
条
の
二
十
四
　
法
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
委
託
さ
れ
て
い
る

者
は
、
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
四
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
養
育
里
親
に
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定

に
よ
り
委
託
さ
れ
て
い
る
者
と
す
る
。

（
法
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
の
そ
の
子
が
一
歳
に
達
し
た
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
休
業
す
る
こ
と
が
雇
用
の
継

続
の
た
め
に
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
）

第
百
一
条
の
二
十
五
　
法
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
の
そ
の
子
が
一
歳
に
達
し
た
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
休
業
す
る

こ
と
が
雇
用
の
継
続
の
た
め
に
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
次
の
と

お
り
と
す
る
。

一
　
育
児
休
業
の
申
出
に
係
る
子
に
つ
い
て
、
児
童
福
祉
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
所
、
認
定
こ

ど
も
園
法
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園
又
は
児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
家

庭
的
保
育
事
業
等
（
第
百
一
条
の
二
十
九
の
二
に
お
い
て
「
保
育
所
等
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
保
育
の
利
用

を
希
望
し
、
申
込
み
を
行
つ
て
い
る
が
、
当
該
子
が
一
歳
に
達
す
る
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
、
当
面
そ
の
実
施

が
行
わ
れ
な
い
場
合

二
　
常
態
と
し
て
育
児
休
業
の
申
出
に
係
る
子
の
養
育
を
行
つ
て
い
る
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い

が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
つ
て
当
該

子
が
一
歳
に
達
す
る
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
常
態
と
し
て
当
該
子
の
養
育
を
行
う
予
定
で
あ
つ
た
も
の
が
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
場
合

イ
　
死
亡
し
た
と
き
。

ロ
　
負
傷
、
疾
病
又
は
身
体
上
若
し
く
は
精
神
上
の
障
害
に
よ
り
育
児
休
業
の
申
出
に
係
る
子
を
養
育
す
る
こ

と
が
困
難
な
状
態
に
な
つ
た
と
き
。

ハ
　
婚
姻
の
解
消
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
配
偶
者
が
育
児
休
業
の
申
出
に
係
る
子
と
同
居
し
な
い
こ
と
と
な
つ

た
と
き
。

ニ
　
六
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
週
間
）
以
内
に
出
産
す
る
予
定
で
あ
る
か
又
は
産
後
八

週
間
を
経
過
し
な
い
と
き
。

三
　
育
児
休
業
の
申
出
を
し
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
産
前
産
後
休
業
期
間
が
始
ま
つ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
該
申
出

に
係
る
休
業
を
す
る
期
間
が
終
了
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
産
前
産
後
休
業
期
間
が
終
了
す
る
日
（
当
該
産

前
産
後
休
業
期
間
の
終
了
後
に
引
き
続
き
当
該
産
前
産
後
休
業
期
間
中
に
出
産
し
た
子
に
係
る
新
た
な
育
児
休

業
期
間
が
始
ま
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
新
た
な
育
児
休
業
期
間
が
終
了
す
る
日
）
ま
で
に
、
当
該
産
前
産
後
休

業
期
間
に
係
る
子
の
全
て
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
場
合

イ
　
死
亡
し
た
と
き
。

ロ
　
養
子
と
な
つ
た
こ
と
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
当
該
被
保
険
者
と
同
居
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
と
き
。

四
　
育
児
休
業
の
申
出
を
し
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
介
護
休
業
期
間
が
始
ま
つ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
該
申
出
に
係

る
休
業
を
す
る
期
間
が
終
了
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
介
護
休
業
期
間
が
終
了
す
る
日
ま
で
に
、
当
該
介
護

休
業
期
間
の
休
業
に
係
る
対
象
家
族
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
場
合

イ
　
死
亡
し
た
と
き
。

ロ
　
離
婚
、
婚
姻
の
取
消
、
離
縁
等
に
よ
り
当
該
対
象
家
族
と
被
保
険
者
と
の
親
族
関
係
が
消
滅
し
た
と
き
。
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五
　
育
児
休
業
の
申
出
を
し
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
新
た
な
育
児
休
業
期
間
が
始
ま
つ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
該
申

出
に
係
る
休
業
を
す
る
期
間
が
終
了
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
新
た
な
育
児
休
業
期
間
が
終
了
す
る
日
ま
で

に
、
当
該
新
た
な
育
児
休
業
期
間
の
休
業
に
係
る
子
の
全
て
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
場
合

イ
　
死
亡
し
た
と
き
。

ロ
　
養
子
と
な
つ
た
こ
と
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
当
該
被
保
険
者
と
同
居
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
と
き
。

ハ
　
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
八
百
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
家

事
審
判
事
件
が
終
了
し
た
と
き
（
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
の
審
判
が
確
定
し
た
場
合
を
除
く
。
）
又
は
養
子

縁
組
が
成
立
し
な
い
ま
ま
児
童
福
祉
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
解
除
さ
れ
た
と

き
。

（
法
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
の
そ
の
子
が
一
歳
六
か
月
に
達
し
た
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
休
業
す
る
こ
と
が
雇

用
の
継
続
の
た
め
に
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
）

第
百
一
条
の
二
十
六
　
前
条
の
規
定
は
、
法
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
の
そ
の
子
が
一
歳
六
か
月
に
達
し
た
日
後
の

期
間
に
つ
い
て
休
業
す
る
こ
と
が
雇
用
の
継
続
の
た
め
に
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
同
一
の
子
に
つ
い
て
配
偶
者
が
休
業
を
す
る
場
合
の
特
例
）

第
百
一
条
の
二
十
七
　
法
第
六
十
一
条
の
七
第
八
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
お
け
る
第
百
一
条
の
二
十

二
、
第
百
一
条
の
二
十
五
及
び
第
百
一
条
の
二
十
九
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
一
条
の
二
十
二
中

「
し
た
場
合
に
、
支
給
す
る
。
」
と
あ
る
の
は
「
し
た
場
合
（
当
該
休
業
を
す
る
こ
と
と
す
る
一
の
期
間
の
初
日

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
休
業
開
始
予
定
日
」
と
い
う
。
）
が
、
当
該
休
業
に
係
る
子
の
一
歳
に
達
す
る
日
の
翌

日
後
で
あ
る
場
合
又
は
当
該
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
し
て
い
る
法
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業

（
当
該
子
に
つ
い
て
二
回
以
上
の
同
項
に
規
定
す
る
休
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
休
業
と
す
る
。
）
に

係
る
休
業
を
す
る
期
間
の
初
日
前
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
、
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
休
業
を
す
る
こ
と
と
す

る
一
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
が
当
該
休
業
開
始
予
定
日
と
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
育
児
休
業
等
可
能
日
数

（
当
該
休
業
に
係
る
子
の
出
生
し
た
日
か
ら
当
該
子
の
一
歳
に
達
す
る
日
ま
で
の
日
数
を
い
う
。
）
か
ら
育
児
休
業

等
取
得
日
数
（
当
該
子
の
出
生
し
た
日
以
後
当
該
被
保
険
者
が
労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
休
業
し
た
日
数
と
当
該
子
に
つ
い
て
法
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業
を
し
た
日
数
を

合
算
し
た
日
数
を
い
う
。
）
を
差
し
引
い
た
日
数
を
経
過
す
る
日
よ
り
後
の
日
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
経
過
す
る

日
後
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
」
と
、
同
条
第
三
号
ロ
及
び
ハ
中
「
一
歳
」
と
あ
る
の
は
「
一
歳
二
か

月
」
と
、
同
条
第
三
号
ニ
及
び
第
五
号
中
「
一
歳
に
達
す
る
日
」
と
あ
る
の
は
「
一
歳
に
達
す
る
日
（
休
業
終
了

予
定
日
と
さ
れ
た
日
が
当
該
子
の
一
歳
に
達
す
る
日
後
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
休
業
終
了
予
定
日
と
さ

れ
た
日
）
」
と
、
第
百
一
条
の
二
十
五
中
「
一
歳
に
達
し
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
一
歳
二
か
月
に
達
し
た
日
」
と
、

同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
一
歳
に
達
す
る
日
」
と
あ
る
の
は
「
一
歳
に
達
す
る
日
（
休
業
終
了
予
定
日
と
さ

れ
た
日
が
当
該
子
の
一
歳
に
達
す
る
日
後
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
休
業
終
了
予
定
日
と
さ
れ
た
日
）
」

と
、
第
百
一
条
の
二
十
九
の
二
第
一
号
中
「
一
歳
に
満
た
な
い
子
」
と
あ
る
の
は
「
一
歳
二
か
月
に
満
た
な
い

子
」
と
、
同
条
第
二
号
イ
中
「
一
歳
に
達
す
る
日
」
と
あ
る
の
は
「
一
歳
に
達
す
る
日
（
休
業
終
了
予
定
日
と
さ

れ
た
日
が
当
該
子
の
一
歳
に
達
す
る
日
後
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
休
業
終
了
予
定
日
と
さ
れ
た
日
）
」

と
す
る
。

（
公
務
員
で
あ
る
配
偶
者
が
す
る
育
児
休
業
に
関
す
る
規
定
の
適
用
）

第
百
一
条
の
二
十
八
　
第
百
一
条
の
二
十
五
（
第
百
一
条
の
二
十
六
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
前

条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
国
会
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年

法
律
第
百
八
号
）
第
三
条
第
二
項
、
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
）

第
三
条
第
二
項
（
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
裁
判
所
職
員
臨
時
措
置
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
九
十

九
号
）
（
第
七
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
二
条
第
二
項
又
は
裁
判
官
の
育
児
休
業
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三

年
法
律
第
百
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
す
る
請
求
に
係
る
育
児
休
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
法
第
六
十
一

条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業
と
み
な
す
。

（
法
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
）

第
百
一
条
の
二
十
九
　
法
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
出
産

二
　
事
業
所
の
休
業

三
　
事
業
主
の
命
に
よ
る
外
国
に
お
け
る
勤
務

四
　
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
四
項
第
二
号
に
該
当
す
る
交
流
採
用

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
理
由
に
準
ず
る
理
由
で
あ
つ
て
、
公
共
職
業
安
定
所
長
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
も
の

（
法
第
六
十
一
条
の
七
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
）

第
百
一
条
の
二
十
九
の
二
　
法
第
六
十
一
条
の
七
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一
　
そ
の
養
育
す
る
一
歳
に
満
た
な
い
子
に
つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

イ
　
育
児
休
業
の
申
出
を
し
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
産
前
産
後
休
業
期
間
が
始
ま
つ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
該
申

出
に
係
る
休
業
を
す
る
期
間
が
終
了
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
産
前
産
後
休
業
期
間
が
終
了
す
る
日
（
当

該
産
前
産
後
休
業
期
間
の
終
了
後
に
引
き
続
き
当
該
産
前
産
後
休
業
期
間
中
に
出
産
し
た
子
に
係
る
新
た
な

育
児
休
業
期
間
が
始
ま
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
新
た
な
育
児
休
業
期
間
が
終
了
す
る
日
）
ま
で
に
、
当
該
産

前
産
後
休
業
期
間
に
係
る
子
の
全
て
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
場
合

（１）
　
死
亡
し
た
と
き
。

（２）
　
養
子
と
な
つ
た
こ
と
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
当
該
被
保
険
者
と
同
居
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
と
き
。

ロ
　
育
児
休
業
の
申
出
を
し
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
介
護
休
業
期
間
が
始
ま
つ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
申
出
に
係

る
休
業
を
す
る
期
間
が
終
了
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
介
護
休
業
期
間
が
終
了
す
る
日
ま
で
に
、
当
該
介

護
休
業
期
間
の
休
業
に
係
る
対
象
家
族
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
場
合

（１）
　
死
亡
し
た
と
き
。

（２）
　
離
婚
、
婚
姻
の
取
消
、
離
縁
等
に
よ
り
当
該
対
象
家
族
と
被
保
険
者
と
の
親
族
関
係
が
消
滅
し
た
と

き
。

ハ
　
育
児
休
業
の
申
出
を
し
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
新
た
な
育
児
休
業
期
間
が
始
ま
つ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
申

出
に
係
る
休
業
を
す
る
期
間
が
終
了
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
新
た
な
育
児
休
業
期
間
が
終
了
す
る
日
ま

で
に
、
当
該
新
た
な
育
児
休
業
期
間
の
休
業
に
係
る
子
の
全
て
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た

場
合

（１）
　
死
亡
し
た
と
き
。

（２）
　
養
子
と
な
つ
た
こ
と
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
当
該
被
保
険
者
と
同
居
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
と
き
。

（３）
　
民
法
第
八
百
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
家
事
審
判
事
件
が
終
了
し
た
と
き
（
特

別
養
子
縁
組
の
成
立
の
審
判
が
確
定
し
た
場
合
を
除
く
。
）
又
は
養
子
縁
組
が
成
立
し
な
い
ま
ま
児
童
福

祉
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
解
除
さ
れ
た
と
き
。

ニ
　
育
児
休
業
の
申
出
に
係
る
子
の
養
育
を
行
つ
て
い
る
配
偶
者
が
死
亡
し
た
場
合

ホ
　
ニ
に
規
定
す
る
配
偶
者
が
負
傷
、
疾
病
又
は
身
体
上
若
し
く
は
精
神
上
の
障
害
に
よ
り
育
児
休
業
の
申
出

に
係
る
子
を
養
育
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
態
に
な
つ
た
場
合

ヘ
　
婚
姻
の
解
消
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
ニ
に
規
定
す
る
配
偶
者
が
育
児
休
業
の
申
出
に
係
る
子
と
同
居
し
な

い
こ
と
と
な
つ
た
場
合

ト
　
育
児
休
業
の
申
出
に
係
る
子
が
負
傷
、
疾
病
又
は
身
体
上
若
し
く
は
精
神
上
の
障
害
に
よ
り
、
二
週
間
以

上
の
期
間
に
わ
た
り
世
話
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
つ
た
場
合

チ
　
育
児
休
業
の
申
出
に
係
る
子
に
つ
い
て
、
保
育
所
等
に
お
け
る
保
育
の
利
用
を
希
望
し
、
申
込
み
を
行
つ

て
い
る
が
、
当
面
そ
の
実
施
が
行
わ
れ
な
い
場
合

二
　
そ
の
養
育
す
る
一
歳
か
ら
一
歳
六
か
月
に
達
す
る
ま
で
の
子
に
つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

イ
　
そ
の
養
育
す
る
一
歳
未
満
の
子
に
つ
い
て
二
回
の
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
に
係
る
休
業
（
前
号
に
該
当

す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
一
歳
に
達
す
る
日
後
に
初
め
て
休
業
を
開
始
す
る
場
合

ロ
　
前
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
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三
　
そ
の
養
育
す
る
一
歳
六
か
月
か
ら
二
歳
に
達
す
る
ま
で
の
子
に
つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

イ
　
そ
の
養
育
す
る
一
歳
六
か
月
に
達
す
る
日
ま
で
の
子
に
つ
い
て
二
回
の
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
に
係
る

休
業
（
前
二
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
一
歳
六
か
月
に
達
す
る
日
後
に
初

め
て
休
業
を
開
始
す
る
場
合

ロ
　
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

（
法
第
六
十
一
条
の
七
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
一
項
の
理
由
及
び
日
）

第
百
一
条
の
二
十
九
の
三
　
法
第
六
十
一
条
の
七
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
一
項
の
労

働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
を
開
始
し
た
日
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る

も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
及
び
当
該
理
由
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
理
由
及
び
当
該
各
号
に
掲
げ
る
理
由
の
区
分
に
応
じ
て
当
該
各
号
に
定
め
る
日
と
す
る
。

一
　
育
児
休
業
の
申
出
に
係
る
子
に
つ
い
て
、
労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
を
開
始
す

る
日
前
に
当
該
子
を
出
生
し
た
こ
と
　
当
該
子
を
出
生
し
た
日
の
翌
日

二
　
育
児
休
業
の
申
出
に
係
る
子
に
つ
い
て
、
労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
を
開
始
す

る
日
前
に
当
該
休
業
に
先
行
す
る
母
性
保
護
の
た
め
の
休
業
を
し
た
こ
と
　
当
該
先
行
す
る
休
業
を
開
始
し

た
日

（
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
申
請
手
続
）

第
百
一
条
の
三
十
　
被
保
険
者
は
、
初
め
て
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
六
十
一

条
の
七
第
五
項
に
規
定
す
る
支
給
単
位
期
間
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
四
箇
月
を
経
過
す
る
日
の
属
す
る
月
の
末
日

ま
で
に
、
当
該
被
保
険
者
の
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
、
生
年
月
日
、
被
保
険
者
番
号
又
は
個
人
番
号
、
育
児
休
業

の
申
出
に
係
る
子
の
出
産
年
月
日
、
支
給
単
位
期
間
の
初
日
及
び
末
日
、
支
給
単
位
期
間
中
の
就
業
日
数
並
び
に

支
給
単
位
期
間
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
額
そ
の
他
の
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
（
以
下

「
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
」
と
い
う
。
）
に
休
業
開
始
時
賃

金
証
明
票
、
母
子
保
健
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
十
六
条
の
母
子
健
康
手
帳
、
労
働
者
名
簿
、

賃
金
台
帳
そ
の
他
の
第
百
一
条
の
二
十
二
（
第
百
一
条
の
二
十
七
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。
第
十
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
休
業
に
係
る
子
が
あ
る
こ
と
の
事
実
、
被
保
険
者
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
の
事
実
、
当
該
休
業
終
了
後
の
雇
用
の
継
続
の
予
定
（
期
間
を
定
め
て
雇
用
さ
れ
る
者
に
限
る
。
）
、
賃
金
の
支

払
状
況
及
び
賃
金
の
額
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
て
、
事
業
主
を
経
由
し
て
そ
の
事
業
所
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め

事
業
主
を
経
由
し
て
当
該
申
請
書
の
提
出
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
事
業
主
を
経
由
し
な
い
で
提
出

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
給
付

金
支
給
申
請
書
を
提
出
し
た
被
保
険
者
が
、
法
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
と
認
め
た
と
き

は
、
当
該
被
保
険
者
に
対
し
て
当
該
支
給
申
請
に
係
る
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
育
児
休
業
給
付
金
を
支
給
す
る

旨
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
者
が
支
給
単
位
期
間
（
既
に
行
つ
た
支
給
申
請
に
係
る
支
給
単
位
期
間
を
除

く
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
申
請
を
行
う
べ
き
期
間
を
定
め
、
そ
の
者

に
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
前
項
に
規
定
す
る
支
給
申
請
を
行
う
べ
き
期
間
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
一
又
は

連
続
す
る
二
の
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
、
当
該
支
給
単
位
期
間
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
四
箇
月
を
経
過
す
る
日

の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
の
範
囲
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
公
共
職
業
安
定
所
長
が
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４
　
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
被
保
険
者
が
、
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
手
続
を
行
う
べ
き
こ
と
と
さ
れ
た
期
間

に
、
当
該
被
保
険
者
の
氏
名
及
び
生
年
月
日
、
被
保
険
者
番
号
又
は
個
人
番
号
、
育
児
休
業
の
申
出
に
係
る
子
の

出
産
年
月
日
、
支
給
単
位
期
間
の
初
日
及
び
末
日
並
び
に
支
給
単
位
期
間
中
の
就
業
日
数
並
び
に
支
給
単
位
期
間

に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
額
そ
の
他
の
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
（
以
下
「
育
児
休
業
給

付
金
支
給
申
請
書
」
と
い
う
。
）
を
事
業
主
を
経
由
し
て
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所

の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
事
業
主
を
経
由
し
て
当
該
申
請
書

の
提
出
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
事
業
主
を
経
由
し
な
い
で
提
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
（
こ
の
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
育

児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
を
提
出
し
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６
　
被
保
険
者
は
、
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当

該
支
給
単
位
期
間
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確

認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
又
は
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
を
提
出
す
る
際
に
、
当
該

申
請
書
に
当
該
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
旨
を
記
載
し
て
、
そ
の
該
当
す
る
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に

定
め
る
事
由
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
第
百
一
条
の
二
十
五
各
号
（
第
百
一
条
の
二
十
七
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
　
当
該
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

二
　
第
百
一
条
の
二
十
六
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
一
条
の
二
十
五
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
　
当
該

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
及
び
休
業
終
了
後
の
雇
用
の
継
続
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
期
間
を
定

め
て
雇
用
さ
れ
る
者
に
限
る
。
）

三
　
第
百
一
条
の
二
十
九
の
二
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
　
当
該
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

四
　
法
第
六
十
一
条
の
七
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
子
の
一
歳

に
達
す
る
日
の
翌
日
以
後
の
日
に
休
業
す
る
場
合
　
当
該
育
児
休
業
の
申
出
に
係
る
休
業
を
す
る
こ
と
と
す
る

一
の
期
間
の
初
日
と
さ
れ
た
日
が
当
該
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
し
て
い
る
休
業
に
係
る
休
業
期
間
の
初
日
以
後

で
あ
る
こ
と

７
　
被
保
険
者
は
、
第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ

ら
に
定
め
る
書
類
を
添
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

８
　
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
第
一
項
の
休
業
開
始
時
賃
金
証
明
票
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

９
　
第
一
項
の
届
出
（
事
業
主
を
経
由
し
て
提
出
す
る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
当
該
事
業
主
が
特
定
法
人
の
事
業
所

の
事
業
主
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申

請
書
及
び
同
項
に
定
め
る
書
類
の
提
出
に
代
え
て
、
こ
れ
ら
の
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
子
情
報
処
理
組
織

を
使
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
電
気
通
信
回
線
の
故
障
、
災
害
そ
の
他
の
理

由
に
よ
り
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
、
か
つ
、
電
子
情
報
処

理
組
織
を
使
用
し
な
い
で
当
該
届
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

10
　
第
七
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

11
　
第
四
項
（
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
届
出
（
事
業
主
を
経
由
し
て
提
出
す

る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
当
該
事
業
主
が
特
定
法
人
の
事
業
所
の
事
業
主
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
育
児
休
業

給
付
金
支
給
申
請
書
の
提
出
に
代
え
て
、
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
子
情
報
処
理

組
織
を
使
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
電
気
通
信
回
線
の
故
障
、
災
害
そ
の
他

の
理
由
に
よ
り
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
、
か
つ
、
電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用
し
な
い
で
当
該
届
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

12
　
第
一
項
の
届
出
に
係
る
休
業
を
し
た
期
間
の
初
日
前
に
当
該
届
出
に
係
る
子
に
つ
い
て
第
百
一
条
の
二
十
二
の

休
業
を
し
て
い
た
場
合
は
、
当
該
届
出
の
前
に
、
当
該
休
業
に
係
る
同
項
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
六
十
一
条
の
八
第
一
項
の
休
業
）

第
百
一
条
の
三
十
一
　
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
は
、
被
保
険
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
休
業
（
法

第
六
十
一
条
の
八
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
合
算
し
て
得
た
日
数
の
う
ち
公
共
職
業
安
定
所
長
が
就
業
を
し
て

い
る
と
認
め
る
日
数
が
十
日
（
当
該
合
算
し
て
得
た
日
数
が
二
十
八
日
に
満
た
な
い
場
合
は
、
十
日
に
当
該
合
算

し
て
得
た
日
数
を
二
十
八
日
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
日
数
（
一
日
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
切
り
上
げ
た
日
数
。
）
。
そ
の
日
数
を
超
え
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
公
共
職
業
安
定
所
長
が
就
業
を
し
て
い
る
と

認
め
る
時
間
が
八
十
時
間
（
当
該
合
算
し
て
得
た
日
数
が
二
十
八
日
に
満
た
な
い
場
合
は
、
八
十
時
間
に
当
該
率

を
乗
じ
て
得
た
時
間
数
）
）
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
し
た
場
合
に
、
支
給
す
る
。

一
　
被
保
険
者
が
そ
の
事
業
主
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
つ
て
す
る
こ
と
。

二
　
前
号
の
申
出
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
出
生
時
育
児
休
業
の
申
出
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
期
間
中
は
休

業
を
す
る
こ
と
と
す
る
一
の
期
間
に
つ
い
て
、
そ
の
初
日
及
び
末
日
（
次
号
に
お
い
て
「
出
生
時
育
児
休
業
終

了
予
定
日
」
と
い
う
。
）
と
す
る
日
を
明
ら
か
に
し
て
す
る
こ
と
。
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三
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
後
（
ハ
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
日
以
後
）
の

休
業
で
な
い
こ
と
。

イ
　
出
生
時
育
児
休
業
終
了
予
定
日
と
さ
れ
た
日
（
そ
の
事
業
主
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
つ
て
変
更
さ
れ
た
場

合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
変
更
後
の
日
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
前
日
ま
で
に
、
子
の
死
亡
そ
の

他
の
被
保
険
者
が
出
生
時
育
児
休
業
の
申
出
に
係
る
子
を
養
育
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
事
由
と
し
て
公
共
職

業
安
定
所
長
が
認
め
る
事
由
が
生
じ
た
こ
と
。

ロ
　
出
生
時
育
児
休
業
終
了
予
定
日
と
さ
れ
た
日
の
前
日
ま
で
に
、
出
生
時
育
児
休
業
の
申
出
に
係
る
子
の
出

生
の
日
の
翌
日
（
出
産
予
定
日
前
に
当
該
子
が
出
生
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
出
産
予
定
日
の
翌
日
）

か
ら
起
算
し
て
八
週
間
を
経
過
し
た
こ
と
。

ハ
　
出
生
時
育
児
休
業
終
了
予
定
日
と
さ
れ
た
日
ま
で
に
、
育
児
休
業
の
申
出
を
し
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
産

前
産
後
休
業
期
間
、
介
護
休
業
期
間
又
は
新
た
な
育
児
休
業
期
間
が
始
ま
つ
た
こ
と
（
当
該
出
生
時
育
児
休

業
の
申
出
に
係
る
子
を
養
育
す
る
た
め
の
新
た
な
休
業
を
す
る
期
間
が
始
ま
つ
た
と
き
を
除
く
。
）
。

四
　
期
間
を
定
め
て
雇
用
さ
れ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
養
育
す
る
子
の
出
生
の
日
（
出
産
予
定
日
前
に
当
該
子

が
出
生
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
出
産
予
定
日
）
か
ら
起
算
し
て
八
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
か
ら
六

月
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
そ
の
労
働
契
約
（
契
約
が
更
新
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
更
新
後
の
も
の
）
が

満
了
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

（
法
第
六
十
一
条
の
八
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
）

第
百
一
条
の
三
十
二
　
法
第
六
十
一
条
の
八
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
出
産

二
　
事
業
所
の
休
業

三
　
事
業
主
の
命
に
よ
る
外
国
に
お
け
る
勤
務

四
　
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
四
項
第
二
号
に
該
当
す
る
交
流
採
用

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
理
由
に
準
ず
る
理
由
で
あ
つ
て
、
公
共
職
業
安
定
所
長
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
も
の

（
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
申
請
手
続
）

第
百
一
条
の
三
十
三
　
被
保
険
者
は
、
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
出
生

時
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
に
係
る
子
の
出
生
の
日
（
出
産
予
定
日
前
に
当
該
子
が
出
生
し
た
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
出
産
予
定
日
）
か
ら
起
算
し
て
八
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
か
ら
当
該
日
か
ら
起
算
し
て
二
箇
月
を

経
過
す
る
日
の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
に
、
当
該
被
保
険
者
の
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
、
生
年
月
日
、
被
保
険
者

番
号
又
は
個
人
番
号
、
出
生
時
育
児
休
業
の
申
出
に
係
る
子
の
出
産
年
月
日
、
出
生
時
育
児
休
業
の
申
出
に
係
る

休
業
の
初
日
及
び
末
日
、
当
該
休
業
期
間
中
の
就
業
日
数
並
び
に
当
該
休
業
期
間
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
額
そ
の

他
の
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
（
以
下
「
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
出
生
時

育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
」
と
い
う
。
）
に
休
業
開
始
時
賃
金
証
明
票
、
母
子
保
健
法
第
十
六
条
の
母
子
健

康
手
帳
、
労
働
者
名
簿
、
賃
金
台
帳
そ
の
他
の
第
百
一
条
の
三
十
一
の
休
業
に
係
る
子
が
あ
る
こ
と
の
事
実
、
被

保
険
者
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
事
実
、
当
該
休
業
終
了
後
の
雇
用
の
継
続
の
予
定
（
期
間
を
定
め
て
雇
用
さ

れ
る
者
に
限
る
。
）
、
賃
金
の
支
払
状
況
及
び
賃
金
の
額
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
て
、
事
業
主
を

経
由
し
て
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
事
業
主
を
経
由
し
て
当
該
申
請
書
の
提
出
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き

は
、
事
業
主
を
経
由
し
な
い
で
提
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
被
保
険
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
に
定
め
る
書

類
を
添
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
出
生
時
育
児
休
業
給
付

金
支
給
申
請
書
を
提
出
し
た
被
保
険
者
が
、
法
第
六
十
一
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
と
認
め
た
と
き

は
、
当
該
被
保
険
者
に
対
し
て
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
を
支
給
す
る
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
第
一
項
の
休
業
開
始
時
賃
金
証
明
票
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
第
一
項
の
届
出
（
事
業
主
を
経
由
し
て
提
出
す
る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
当
該
事
業
主
が
特
定
法
人
の
事
業
所

の
事
業
主
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請

書
及
び
同
項
に
定
め
る
書
類
の
提
出
に
代
え
て
、
こ
れ
ら
の
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を

使
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
電
気
通
信
回
線
の
故
障
、
災
害
そ
の
他
の
理
由

に
よ
り
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
、
か
つ
、
電
子
情
報
処
理

組
織
を
使
用
し
な
い
で
当
該
届
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６
　
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

７
　
第
百
一
条
の
三
十
第
一
項
の
届
出
に
係
る
休
業
（
当
該
届
出
に
係
る
子
に
つ
い
て
二
回
以
上
の
当
該
届
出
に
係

る
休
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
休
業
と
す
る
。
）
を
し
た
期
間
の
初
日
前
に
当
該
届
出
に
係
る
子
に

つ
い
て
第
百
一
条
の
三
十
一
の
休
業
を
し
て
い
た
場
合
は
、
当
該
届
出
の
前
に
、
当
該
休
業
に
係
る
第
一
項
の
届

出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
　
第
一
項
の
届
出
に
係
る
休
業
（
当
該
届
出
に
係
る
子
に
つ
い
て
二
回
目
の
当
該
届
出
に
係
る
休
業
を
し
た
場
合

に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
休
業
と
す
る
。
）
を
し
た
期
間
の
初
日
前
に
当
該
届
出
に
係
る
子
に
つ
い
て
第
百
一
条
の

二
十
二
の
休
業
を
し
て
い
た
場
合
は
、
当
該
届
出
の
前
に
、
当
該
休
業
に
係
る
第
百
一
条
の
三
十
第
一
項
の
届
出

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
）

第
百
二
条
　
第
四
十
四
条
（
第
四
項
を
除
く
。
）
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
、
第
百
一
条
の
五
第

八
項
、
第
百
一
条
の
六
及
び
第
百
一
条
の
九
の
規
定
は
、
育
児
休
業
給
付
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
受
給
資
格
者
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

者
」
と
、
「
口
座
振
込
受
給
資
格
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
つ
て
育
児
休

業
給
付
の
支
給
を
受
け
る
者
」
と
、
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
公
共
職
業
安
定
所
」
と
、
「
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支

給
申
請
書
及
び
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初

回
）
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
及
び
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
並
び
に
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認

票
・
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章
　
雇
用
安
定
事
業
等

第
一
節
　
雇
用
安
定
事
業

（
法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
）

第
百
二
条
の
二
　
法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て
、
雇
用
調
整
助
成
金
を
支
給
す
る
も
の
と

す
る
。

（
雇
用
調
整
助
成
金
）

第
百
二
条
の
三
　
雇
用
調
整
助
成
金
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
支
給
す
る
も
の

と
す
る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
景
気
の
変
動
、
産
業
構
造
の
変
化
そ
の
他
の
経
済
上
の
理
由
に
よ
り
、
事
業
所
に
お
い
て
、
急
激
に
事
業

活
動
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
雇
用
に
関
す
る
状
況
が
急
速
に
悪
化
し
て
お
り
、
又
は
悪
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
特
に
雇
用
の
維

持
そ
の
他
の
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
を
図
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
地
域

（
以
下
「
雇
用
維
持
等
地
域
」
と
い
う
。
）
内
に
所
在
す
る
事
業
所
の
事
業
主
で
あ
つ
て
、
景
気
の
変
動
、
産

業
構
造
の
変
化
そ
の
他
の
経
済
上
の
理
由
に
よ
り
、
当
該
事
業
所
に
お
い
て
事
業
活
動
の
縮
小
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
、
相
当
程
度
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
事
業
主
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
指
定
事
業
主
」
と
い
う
。
）
か
ら
委
託
を
受
け
て
製
造
、
修
理
そ
の
他
の
行
為
を
業
と
し

て
行
う
事
業
主
で
あ
る
と
、
都
道
府
県
労
働
局
長
が
認
定
す
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
景
気
の
変
動
、
産
業
構

造
の
変
化
そ
の
他
の
経
済
上
の
理
由
に
よ
り
、
当
該
事
業
所
に
お
い
て
事
業
活
動
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
、
相
当
程
度
、
指
定
事
業
主
に
対
し
て
製
品
又
は
役
務
を
供
給

す
る
事
業
主
で
あ
る
と
、
都
道
府
県
労
働
局
長
が
認
定
す
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
景
気
の
変
動
、
産
業
構
造

の
変
化
そ
の
他
の
経
済
上
の
理
由
に
よ
り
、
当
該
事
業
所
に
お
い
て
事
業
活
動
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
。
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ホ
　
港
湾
運
送
事
業
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
行
為
を

行
う
事
業
所
の
事
業
主
で
あ
つ
て
、
本
州
四
国
連
絡
橋
の
建
設
に
伴
う
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
に
関
す

る
特
別
措
置
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
本
州
四
国
連
絡
橋
の
供
用
に
伴
い
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
に

お
い
て
事
業
活
動
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
（
当
該
事
業
活
動
の
縮
小
の
実
施
に
つ
い
て
都
道
府
県

労
働
局
長
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
。

二
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
前
号
の
事
業
所
の
被
保
険
者
（
（
５
）
に
規
定
す
る
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
の
前
日
に
お
い
て
当
該
事
業

主
に
被
保
険
者
と
し
て
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
た
期
間
が
六
箇
月
未
満
で
あ
る
被
保
険
者
、
解
雇
を
予
告
さ
れ

た
被
保
険
者
等
（
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
（
当
該
解
雇
そ
の
他
離
職
の
日

の
翌
日
に
お
い
て
安
定
し
た
職
業
に
就
く
こ
と
が
明
ら
か
な
者
を
除
く
。
）
を
い
う
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）

及
び
日
雇
労
働
被
保
険
者
並
び
に
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
の
給
付
金
で
あ
つ
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る

も
の
の
支
給
の
対
象
と
な
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い

て
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
休
業
又
は
教
育
訓
練
（
職
業
に
関
す
る
知
識
、
技
能
又
は
技
術
を
習
得
さ

せ
、
又
は
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
休
業
等
」
と
い
う
。
）

を
行
い
、
当
該
休
業
等
に
係
る
手
当
又
は
賃
金
を
支
払
つ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
次
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る
期
間
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象

期
間
」
と
い
う
。
）
内
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（ｉ）
　
前
号
イ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
次
号
の
届
出
の
際
に
当
該
事
業
主
が
指
定
し
た
日
（
前
号
イ
に
該
当

す
る
も
の
と
し
て
過
去
に
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
当

該
指
定
し
た
日
が
次
に
掲
げ
る
日
（
当
該
事
業
主
の
直
前
の
対
象
期
間
に
属
す
る
日
に
限
る
。
）
の
い

ず
れ
か
遅
い
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
か
ら
起
算
し
て
一
年

（イ）
　
当
該
事
業
主
の
直
前
の
判
定
基
礎
期
間
（
（
５
）
に
規
定
す
る
判
定
基
礎
期
間
で
あ
つ
て
、
当
該

判
定
基
礎
期
間
内
の
休
業
等
に
つ
い
て
雇
用
調
整
助
成
金
が
支
給
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
の
末
日

（ロ）
　
当
該
事
業
主
の
直
前
の
支
給
対
象
期
間
（
次
項
第
三
号
に
規
定
す
る
支
給
対
象
期
間
で
あ
つ
て
、

当
該
支
給
対
象
期
間
に
つ
い
て
雇
用
調
整
助
成
金
が
支
給
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
の
末
日

（ｉｉ）
　
前
号
ロ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
同
号
ロ
の
指
定
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年

（ｉｉｉ）
　
前
号
ハ
又
は
ニ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
同
号
ハ
又
は
ニ
の
指
定
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年

（ｉｖ）
　
前
号
ホ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
同
号
ホ
の
認
定
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年

（２）
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

（ｉ）
　
休
業
に
あ
つ
て
は
、
所
定
労
働
日
の
全
一
日
に
わ
た
る
も
の
又
は
所
定
労
働
日
に
お
い
て
所
定
労
働

時
間
の
一
部
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
（
（
５
）
に
お
い
て
「
短
時
間
休
業
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
こ

と
。

（ｉｉ）
　
教
育
訓
練
に
あ
つ
て
は
、
所
定
労
働
時
間
内
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
休
業
に
係
る
手
当
の
支
払
が
労
働
基
準
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
違
反
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
。

（４）
　
休
業
等
の
期
間
、
休
業
等
の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
範
囲
、
手
当
又
は
賃
金
の
支
払
の
基
準
そ
の
他
休

業
等
の
実
施
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
事
業
所
の
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労

働
組
合
（
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
な
い
と
き
は
、
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る

者
。
以
下
「
労
働
組
合
等
」
と
い
う
。
）
と
の
間
に
書
面
に
よ
る
協
定
が
な
さ
れ
、
当
該
協
定
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（５）
　
当
該
事
業
所
に
お
い
て
、
判
定
基
礎
期
間
（
（
１
）
か
ら
（
４
）
ま
で
に
該
当
す
る
休
業
等
が
行
わ
れ

る
日
の
属
す
る
月
（
賃
金
締
切
日
と
し
て
毎
月
一
定
の
期
日
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
賃
金
締
切
期

間
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る
対
象
被
保
険
者
に
係
る
休
業
等
の
実
施
日
の

延
日
数
（
短
時
間
休
業
に
つ
い
て
は
、
当
該
休
業
の
時
間
数
を
当
該
休
業
の
行
わ
れ
た
日
の
所
定
労
働
時

間
数
で
除
し
て
得
た
数
を
休
業
の
日
数
と
し
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。
）
が
、
当
該
判
定
基
礎
期
間
に

お
け
る
対
象
被
保
険
者
に
係
る
所
定
労
働
延
日
数
に
十
五
分
の
一
（
中
小
企
業
事
業
主
（
そ
の
資
本
金
の

額
又
は
出
資
の
総
額
が
三
億
円
（
小
売
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業
を
主
た
る
事
業
と
す
る
事
業
主
に
つ
い
て
は

五
千
万
円
、
卸
売
業
を
主
た
る
事
業
と
す
る
事
業
主
に
つ
い
て
は
一
億
円
）
を
超
え
な
い
事
業
主
及
び
そ

の
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
（
小
売
業
を
主
た
る
事
業
と
す
る
事
業
主
に
つ
い
て
は
五
十

人
、
卸
売
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業
を
主
た
る
事
業
と
す
る
事
業
主
に
つ
い
て
は
百
人
）
を
超
え
な
い
事
業
主

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
あ
つ
て
は
、
二
十
分
の
一
）
を
乗
じ
て
得
た
日
数
以
上
と
な
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

ロ
　
前
号
の
事
業
所
の
被
保
険
者
（
出
向
を
し
た
日
の
前
日
に
お
い
て
当
該
事
業
所
の
事
業
主
に
被
保
険
者
と

し
て
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
た
期
間
が
六
箇
月
未
満
で
あ
る
被
保
険
者
、
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
等
及

び
日
雇
労
働
被
保
険
者
を
除
く
。
以
下
「
出
向
対
象
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
出
向
を
さ
せ
、
あ
ら
か
じ
め
出
向
を
さ
せ
た
者
を
雇
い
入
れ
る
事
業
主
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
出
向
先
事
業
主
」
と
い
う
。
）
と
締
結
し
た
出
向
に
関
す
る
契
約
に
基
づ
き
、
出
向
を
し
た
者
の
賃
金
に
つ

い
て
そ
の
一
部
を
負
担
し
た
事
業
主
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
出
向
元
事
業
主
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
こ

と
。

（１）
　
当
該
出
向
を
し
た
日
が
対
象
期
間
内
に
あ
る
こ
と
。

（２）
　
出
向
先
事
業
主
が
行
う
事
業
に
当
該
出
向
を
し
た
者
が
最
初
に
従
事
す
る
事
業
所
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
出
向
先
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
当
該
従
事
す
る
期
間
が
三
箇
月
以
上
の
期
間
で
あ
り
、

出
向
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
終
了
し
、
当
該
出
向
の
終
了
後
出
向
元

事
業
主
の
当
該
出
向
に
係
る
事
業
所
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
出
向
元
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
復
帰

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
出
向
を
し
た
者
の
出
向
先
事
業
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
事
業
に
従
事
す
る
期
間
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
出
向
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
通
常
賃
金
（
労
働
日
に
通
常
支
払
わ
れ
る
賃
金
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
の
額
が
、
お
お
む
ね
そ
の
者
の
出
向
前
に
お
け
る
通
常
賃
金
の
額
に
相
当
す
る
額
で
あ
る
こ
と
。

（４）
　
出
向
の
時
期
、
出
向
の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
範
囲
そ
の
他
出
向
の
実
施
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

あ
ら
か
じ
め
出
向
元
事
業
主
と
当
該
出
向
元
事
業
主
の
当
該
出
向
に
係
る
事
業
所
の
労
働
組
合
等
と
の
間

に
書
面
に
よ
る
協
定
が
な
さ
れ
、
当
該
協
定
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（５）
　
出
向
を
し
た
者
の
同
意
を
得
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
前
号
に
規
定
す
る
休
業
等
又
は
出
向
の
実
施
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
た

事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

四
　
次
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ

と
。

イ
　
第
二
号
イ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
当
該
事
業
所
の
対
象
被
保
険
者
に
係
る
休
業
等
の
実
施
の
状
況
及
び
手

当
又
は
賃
金
の
支
払
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

ロ
　
第
二
号
ロ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
出
向
を
し
た
者
に
係
る
出
向
の
実
施
の
状
況
及
び
出
向
を
し
た
者
の
賃

金
に
つ
い
て
の
負
担
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

２
　
雇
用
調
整
助
成
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す

る
。

一
　
前
項
第
二
号
イ
に
該
当
す
る
事
業
主
（
次
号
に
掲
げ
る
事
業
主
を
除
く
。
）
　
当
該
事
業
主
が
判
定
基
礎
期
間

に
お
け
る
同
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
に
係
る
対
象
被
保
険
者
に
支
払
つ
た
手
当
又
は
賃
金
の
額
に
相

当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
二
分
の
一
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ

つ
て
は
、
三
分
の
二
）
の
額
（
そ
の
額
を
当
該
手
当
の
支
払
の
基
礎
と
な
つ
た
日
数
で
除
し
て
得
た
額
が
基
本
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手
当
日
額
の
最
高
額
を
超
え
る
と
き
は
、
基
本
手
当
日
額
の
最
高
額
に
当
該
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
同
号

イ
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
し
た
日
数
に
応
じ
た
訓
練
費
を
加
算
し
た
額

二
　
前
項
第
一
号
イ
及
び
同
項
第
二
号
イ
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
一
の
対
象
期
間
に
つ
い
て
、
当
該
事

業
所
の
対
象
被
保
険
者
に
係
る
判
定
基
礎
期
間
内
の
休
業
等
（
当
該
休
業
等
に
つ
い
て
雇
用
調
整
助
成
金
が
支

給
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
実
施
日
の
延
日
数
を
当
該
事
業
所
の
対
象
被
保
険
者
の
数
で
除
し
て
得
た
日
数

の
累
計
日
数
（
次
項
に
お
い
て
「
支
給
日
数
」
と
い
う
。
）
が
三
十
日
に
達
し
た
日
の
属
す
る
判
定
基
礎
期
間

の
後
の
判
定
基
礎
期
間
に
お
け
る
休
業
等
の
実
施
日
の
延
日
数
に
対
す
る
教
育
訓
練
の
実
施
日
の
延
日
数
の
割

合
が
十
分
の
一
未
満
の
も
の
　
当
該
事
業
主
が
判
定
基
礎
期
間
に
お
け
る
休
業
等
に
係
る
対
象
被
保
険
者
に
支

払
つ
た
手
当
又
は
賃
金
の
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
四

分
の
一
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
分
の
一
）
の
額
（
そ
の
額
を
当
該
手
当
の
支
払
の
基
礎
と
な
つ

た
日
数
で
除
し
て
得
た
額
が
基
本
手
当
日
額
の
最
高
額
を
超
え
る
と
き
は
、
基
本
手
当
日
額
の
最
高
額
に
当
該

日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
同
号
イ
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
し
た
日
数
に
応
じ
た
訓
練
費
を
加
算
し

た
額

三
　
前
項
第
二
号
ロ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
当
該
事
業
主
が
同
号
ロ
に
規
定
す
る
出
向
を
し
た
者
に
係
る
出
向
期

間
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
支
給
対
象
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
賃
金
に
つ
い
て
同
号
ロ
の
契
約
に
基

づ
い
て
負
担
し
た
額
（
そ
の
額
が
当
該
出
向
を
し
た
者
の
出
向
前
に
お
け
る
通
常
賃
金
の
額
に
百
六
十
五
を
乗

じ
て
得
た
額
に
支
給
対
象
期
間
の
日
数
を
三
百
六
十
五
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
超
え
る
と
き

は
、
当
該
通
常
賃
金
の
額
に
百
六
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
に
支
給
対
象
期
間
の
日
数
を
三
百
六
十
五
で
除
し
て

得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
）
の
二
分
の
一
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
分
の
二
）
の
額
（
そ
の
額
が

基
本
手
当
日
額
の
最
高
額
に
三
百
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
に
支
給
対
象
期
間
の
日
数
を
三
百
六
十
五
で
除
し
て

得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
超
え
る
と
き
は
、
基
本
手
当
日
額
の
最
高
額
に
三
百
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
に
支

給
対
象
期
間
の
日
数
を
三
百
六
十
五
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
）

３
　
休
業
等
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金
は
、
支
給
日
数
が
百
日
に
達
す
る
ま
で
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
項
第
一

号
イ
に
該
当
す
る
場
合
に
支
給
さ
れ
る
休
業
等
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
イ
に
対
す

る
雇
調
金
」
と
い
う
。
）
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
過
去
に
イ
に
対
す
る
雇
調
金
の
支
給

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
も
の
（
現
に
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
イ
に
対
す
る
雇
調
金
に
係
る
対
象
期
間
の
開
始
の

日
か
ら
起
算
し
て
過
去
三
年
以
内
に
対
象
期
間
が
開
始
さ
れ
た
イ
に
対
す
る
雇
調
金
で
あ
つ
て
、
そ
の
支
給
日
数

の
上
限
が
本
文
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
た
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
準
雇
調
金
」
と
い
う
。
）
の

支
給
の
対
象
と
な
る
休
業
等
を
実
施
し
た
も
の
を
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
現
に
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る

イ
に
対
す
る
雇
調
金
の
支
給
日
数
の
上
限
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
百
五
十
日
か
ら
、
基
準
雇
調
金
の

対
象
期
間
の
開
始
の
日
以
後
の
支
給
日
数
の
合
計
を
減
じ
た
日
数
（
当
該
日
数
が
百
日
を
超
え
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
百
日
）
に
達
す
る
ま
で
と
す
る
。

４
　
一
の
事
業
所
が
二
以
上
の
対
象
期
間
に
該
当
す
る
事
業
所
と
な
つ
た
場
合
は
、
当
該
事
業
所
の
事
業
主
に
係
る

判
定
基
礎
期
間
は
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
い
ず
れ
か
一
の
対
象
期
間
に
属
す
る
も
の
と
み
な
し
て
、
雇
用
調
整
助

成
金
を
支
給
す
る
。

５
　
出
向
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金
は
、
事
業
主
が
、
そ
の
被
保
険
者
を
出
向
さ
せ
た
場
合
（
雇
用
調
整
助
成
金
又

は
第
百
十
三
条
第
一
項
の
通
年
雇
用
助
成
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
当
該
出
向
の
終
了
後

に
当
該
被
保
険
者
を
再
度
出
向
さ
せ
る
と
き
は
、
当
該
再
度
の
出
向
に
関
し
て
は
、
支
給
し
な
い
。
た
だ
し
、
当

該
再
度
の
出
向
を
さ
せ
た
日
の
前
日
が
、
当
該
出
向
の
終
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
を
経
過
し
た
日

以
後
の
日
で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６
　
出
向
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金
は
、
事
業
主
が
、
他
の
事
業
主
に
係
る
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
の
給
付
金
で

あ
つ
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
雇
入
れ
促
進
給
付
金
」
と
い
う
。
）
の
対
象

と
な
る
被
保
険
者
を
出
向
又
は
あ
つ
せ
ん
に
よ
り
雇
い
入
れ
て
い
る
場
合
（
当
該
雇
い
入
れ
ら
れ
て
い
る
被
保
険

者
に
係
る
雇
入
れ
促
進
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
当
該
雇
入
れ
促
進
給
付
金
の
対
象

と
な
る
被
保
険
者
の
従
事
す
る
自
己
の
事
業
所
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
出
向
を
さ
せ
た
と
き
は
、
当
該
被
保
険
者

に
つ
い
て
は
、
支
給
し
な
い
。

７
　
出
向
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金
は
、
他
の
事
業
主
に
係
る
出
向
対
象
被
保
険
者
を
雇
い
入
れ
る
事
業
主
が
、
当

該
雇
入
れ
の
際
に
当
該
雇
入
れ
に
係
る
者
が
従
事
す
る
こ
と
と
な
る
自
己
の
事
業
所
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
出
向

を
さ
せ
て
お
り
、
又
は
雇
入
れ
の
あ
つ
せ
ん
を
行
つ
て
い
た
場
合
（
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
の
給
付
金
で
あ
つ

て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
は
、
支
給
し
な
い
。

（
法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
事
業
）

第
百
二
条
の
三
の
二
　
法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て
、
産
業
雇
用
安
定
助
成

金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
産
業
雇
用
安
定
助
成
金
）

第
百
二
条
の
三
の
三
　
産
業
雇
用
安
定
助
成
金
は
、
産
業
連
携
人
材
確
保
等
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
及
び
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
と
す
る
。

２
　
産
業
連
携
人
材
確
保
等
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
支
給

す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
景
気
の
変
動
、
産
業
構
造
の
変
化
そ
の
他
の
経
済
上
の
理
由
に
よ
り
、
事
業
所
に
お
い
て
、
急
激
に
事
業
活

動
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
事
業
主
が
行
う
事
業
の
生
産
性
向
上
に
資
す
る
取
組

等
を
行
う
も
の
（
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
限
る
。
）

二
　
事
業
主
が
行
う
事
業
の
生
産
性
向
上
に
資
す
る
取
組
等
を
行
う
た
め
に
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
要
件
に
該

当
す
る
労
働
者
と
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
し
、
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
同
一
の
事
業
所
に

雇
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
の
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
と
同
一
の
労
働
者
と
し
て
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め

る
期
間
内
に
雇
い
入
れ
た
事
業
主

三
　
前
号
の
雇
入
れ
の
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
す
る
産
業
連
携

人
材
確
保
等
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
の
受
給
に
つ
い
て
の
申
請
書
の
提
出
日
ま
で
の
間
（
次
号
に
お
い
て
「
基
準

期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
を
解
雇
し
た
事
業
主
（
天
災
そ
の
他

や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由

に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主

四
　
第
二
号
の
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の
の
う
ち
当

該
基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し
て
、
適
正

な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主

五
　
資
本
金
、
資
金
、
人
事
、
取
引
等
の
状
況
か
ら
み
て
第
二
号
の
雇
入
れ
に
係
る
者
を
雇
用
し
て
い
た
事
業
主

と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
の
事
業
主
以
外
の
事
業
主

六
　
第
二
号
の
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
状
況
及
び
当
該
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支

払
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主

３
　
産
業
連
携
人
材
確
保
等
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
は
、
前
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
に
つ
い
て
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
基
準
に
満
た

な
い
と
き
は
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
額
）
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
一

の
事
業
主
に
つ
き
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
労
働
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
労
働

者
」
と
い
う
。
）
の
数
が
五
人
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該
一
の
事
業
主
に
つ
き
五
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。

一
　
中
小
企
業
事
業
主
　
労
働
者
一
人
に
つ
き
二
百
五
十
万
円

二
　
中
小
企
業
事
業
主
以
外
の
事
業
主
　
労
働
者
一
人
に
つ
き
百
八
十
万
円

４
　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
支
給
す
る
も

の
と
す
る
。

一
　
職
業
能
力
開
発
推
進
者
（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
十
二
条
に
規
定
す
る
職
業
能
力
開
発
推
進
者
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
を
選
任
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
あ
ら
か
じ
め
出
向
を
さ
せ
た
者
を
雇
い
入
れ
る
事
業
主

（
以
下
こ
の
項
及
び
第
八
項
に
お
い
て
「
出
向
先
事
業
主
」
と
い
う
。
）
と
出
向
に
関
す
る
契
約
を
締
結
し
、
雇

用
す
る
被
保
険
者
（
出
向
を
し
た
日
の
前
日
に
お
い
て
当
該
事
業
主
に
被
保
険
者
と
し
て
継
続
し
て
雇
用
さ
れ

た
期
間
が
六
箇
月
未
満
で
あ
る
被
保
険
者
、
出
向
を
し
た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
当
該

前
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
者
、

出
向
を
し
て
い
る
者
、
労
働
者
派
遣
事
業
（
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保

護
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
労
働
者
派
遣
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
三

号
に
規
定
す
る
労
働
者
派
遣
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
労
働
に
従
事
す
る
者
及
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び
請
負
の
形
式
に
よ
る
契
約
に
よ
り
行
う
業
務
に
従
事
す
る
者
、
出
向
の
終
了
後
当
該
事
業
主
の
当
該
出
向
に

係
る
事
業
所
に
復
帰
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
を
経
過
し
た
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
期
間
の
定
め
の
あ

る
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
者
、
出
向
を
し
て
い
る
者
、
労
働
者
派
遣
事
業
に
係

る
労
働
に
従
事
す
る
者
及
び
請
負
の
形
式
に
よ
る
契
約
に
よ
り
行
う
業
務
に
従
事
す
る
者
、
解
雇
を
予
告
さ
れ

た
被
保
険
者
等
（
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
（
当
該
解
雇
そ
の
他
離
職
の
日
の

翌
日
に
お
い
て
安
定
し
た
職
業
に
就
く
こ
と
が
明
ら
か
な
者
を
除
く
。
）
を
い
う
。
）
並
び
に
日
雇
労
働
被
保
険

者
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
八
項
に
お
い
て
「
出
向
元
事
業
所
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
次
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
出
向
（
当
該
出
向
元
事
業
所
被
保
険
者
に
対
す
る
職
業
能
力
開
発
を
行
う
た
め
の
出
向

を
い
う
。
）
を
さ
せ
、
当
該
出
向
を
し
た
者
に
係
る
出
向
の
状
況
及
び
当
該
出
向
を
し
た
者
の
賃
金
に
つ
い
て

の
負
担
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
（
以
下
こ
の
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
に
お
い

て
「
出
向
元
事
業
主
」
と
い
う
。
）

イ
　
出
向
先
事
業
主
が
行
う
事
業
（
労
働
者
派
遣
法
第
四
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
業
務
以
外
の
業
務
に
限

る
。
）
に
当
該
出
向
を
し
た
者
が
従
事
す
る
事
業
所
（
ロ
に
お
い
て
「
出
向
先
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
お
い

て
当
該
出
向
を
し
た
者
が
当
該
事
業
に
従
事
す
る
期
間
が
一
箇
月
以
上
の
期
間
で
あ
り
、
出
向
を
し
た
日
か

ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
終
了
し
、
当
該
出
向
の
終
了
後
出
向
元
事
業
主
の
当
該
出
向

に
係
る
事
業
所
に
復
帰
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
出
向
を
し
た
者
の
出
向
先
事
業
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
事
業
に
従
事
す
る
期
間
（
次
項
に
お
い
て
「
出
向

期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
通
常
賃
金
の
額
が
、
そ
の
者
の
出
向
前
に
お
け
る
通
常
賃
金
の
額
以
上
の
額

で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
出
向
の
時
期
、
出
向
の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
範
囲
そ
の
他
出
向
の
実
施
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
あ

ら
か
じ
め
出
向
元
事
業
主
と
当
該
出
向
元
事
業
主
の
当
該
出
向
に
係
る
事
業
所
の
労
働
組
合
等
と
の
間
に
書

面
に
よ
る
協
定
が
な
さ
れ
、
当
該
協
定
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
出
向
を
し
た
者
の
同
意
を
得
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
た
出
向
計
画
（
職
業
能
力
開
発
の
た
め
の
計
画
を
含
む
。
第
三
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
出
向
を
し
た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
す
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
の
受
給
に
つ
い
て
の
申
請
書
の
提
出
日
ま
で
の
間
（
次
号
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
、
出
向
元
事
業
主
の
事
業
所
の
労
働
者
を
解
雇
し
た
事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い

理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し

た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主

三
　
出
向
計
画
に
係
る
出
向
元
事
業
主
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の

の
う
ち
、
当
該
基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断

し
て
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主

四
　
出
向
の
終
了
後
出
向
元
事
業
主
の
当
該
出
向
に
係
る
事
業
所
に
復
帰
し
た
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
復

帰
労
働
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
最
初
の
賃
金
支
払
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
当
該
最
初
の
賃
金
支
払
日
か

ら
起
算
し
て
六
箇
月
を
経
過
し
た
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
各
月
に
お
い
て
当
該
復
帰
労
働
者
に
対
し
て
支
払
つ

た
当
該
各
月
の
賃
金
支
払
日
ご
と
の
賃
金
の
額
を
当
該
出
向
前
の
直
近
の
賃
金
支
払
日
に
お
い
て
当
該
復
帰
労

働
者
に
対
し
て
支
払
つ
た
賃
金
の
額
で
除
し
て
得
た
割
合
が
、
い
ず
れ
も
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
割
合
以
上

で
あ
る
事
業
主

５
　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
は
、
前
項
に
該
当
す
る
事
業
主
が
同
項
第
一
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
出
向
を
し
た
者
に
係
る
出
向
期
間
（
当
該
期
間
が
出
向
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
る

も
の
に
つ
い
て
は
一
年
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
支
給
対
象
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
賃
金
に
つ
い
て
同

号
の
契
約
に
基
づ
い
て
負
担
し
た
額
（
そ
の
額
が
当
該
出
向
を
し
た
者
の
出
向
前
に
お
け
る
通
常
賃
金
の
額
に
二

分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
に
支
給
対
象
期
間
の
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
額
）
に
二
分
の

一
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
分
の
二
）
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
基
本
手
当
日
額
の
最
高
額
に

支
給
対
象
期
間
の
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
超
え
る
と
き
は
、
基
本
手
当
日
額
の
最
高
額
に
支
給
対
象
期
間
の
日

数
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

６
　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
は
、
出
向
元
事
業
主
が
、
そ
の
被
保
険
者
を
出
向
さ
せ
た
場
合
（
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
当
該
出
向
の
終
了
後
に
当
該
被
保
険

者
を
再
度
出
向
さ
せ
る
と
き
は
、
当
該
再
度
の
出
向
に
関
し
て
は
、
支
給
し
な
い
。

７
　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
は
、
出
向
元
事
業
主
が
、
他
の
事
業
主
に
係
る
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め

の
給
付
金
で
あ
つ
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
雇
入
れ
促
進
給
付
金
」
と
い

う
。
）
の
対
象
と
な
る
被
保
険
者
を
出
向
又
は
あ
つ
せ
ん
に
よ
り
雇
い
入
れ
て
い
る
場
合
（
当
該
被
保
険
者
に
係

る
雇
入
れ
促
進
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
当
該
雇
入
れ
促
進
給
付
金
の
対
象
と
な
る

被
保
険
者
の
従
事
す
る
自
己
の
事
業
所
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
出
向
を
さ
せ
た
と
き
は
、
当
該
被
保
険
者
に
つ
い

て
は
、
支
給
し
な
い
。

８
　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
は
、
出
向
先
事
業
主
が
、
出
向
元
事
業
所
被
保
険
者
の
雇
入
れ
の
際
に
当

該
出
向
元
事
業
所
被
保
険
者
が
従
事
す
る
こ
と
と
な
る
自
己
の
事
業
所
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
出
向
を
さ
せ
て
い

た
場
合
（
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
の
給
付
金
で
あ
つ
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に

限
る
。
）
に
お
い
て
、
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
又
は
雇
入
れ
の
あ
つ
せ
ん
を
行
つ

て
い
た
と
き
は
、
支
給
し
な
い
。

９
　
一
の
年
度
に
お
い
て
、
第
四
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
の
一
の
事
業
所
に
係
る
第
五
項
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
の
額
が
一
千
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
千
万
円

を
当
該
事
業
所
の
事
業
主
に
対
し
て
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
事
業
）

第
百
二
条
の
四
　
法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て
、
早
期
再
就
職
支

援
等
助
成
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
早
期
再
就
職
支
援
等
助
成
金
）

第
百
二
条
の
五
　
早
期
再
就
職
支
援
等
助
成
金
は
、
再
就
職
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
、
雇
入
れ
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
、

中
途
採
用
拡
大
コ
ー
ス
奨
励
金
及
び
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
コ
ー
ス
奨
励
金
と
す
る
。

２
　
再
就
職
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
は
、
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
三
号
に
定
め
る
額

を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
再
就
職
援
助
計
画
を
作
成
し
、
公
共
職
業
安
定
所
長
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
（
１
）
の
再
就
職
援
助
計
画
の
対
象
と
な
る
被
保
険
者
（
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
及
び
日
雇
労
働
被

保
険
者
並
び
に
当
該
事
業
主
に
被
保
険
者
と
し
て
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
た
期
間
が
一
年
未
満
で
あ
る
者
及

び
当
該
事
業
主
の
事
業
所
へ
の
復
帰
の
見
込
み
が
あ
る
者
（
次
号
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
者
を
「
短
期
雇
用

特
例
被
保
険
者
等
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
以
下
「
計
画
対
象
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
の
再
就
職
の
支
援

に
係
る
必
要
な
事
項
を
（
１
）
の
再
就
職
援
助
計
画
に
記
載
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
（
１
）
の
再
就
職
援
助
計
画
に
つ
い
て
、
労
働
組
合
等
か
ら
そ
の
内
容
に
つ
い
て
同
意
を
得
た
事
業
主

で
あ
る
こ
と
。

（４）
　
職
業
紹
介
事
業
者
（
職
業
安
定
法
第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
で
あ

つ
て
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
者
に
限
る
。
次
号
、
次
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
計
画
対
象
被
保
険
者
の
再
就
職
に
係
る
支
援
を
委
託
し
、
当
該
委
託
に
要
す
る
費
用
を
負
担
し

た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（５）
　
（
４
）
の
委
託
に
要
す
る
費
用
の
負
担
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ

る
こ
と
。

（６）
　
（
４
）
の
委
託
に
係
る
計
画
対
象
被
保
険
者
の
数
が
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
数
以
上
で
あ
る
事
業
主

で
あ
る
こ
と
。

（７）
　
（
４
）
の
委
託
に
係
る
計
画
対
象
被
保
険
者
の
離
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
（
当
該
計
画

対
象
被
保
険
者
が
四
十
五
歳
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
九
箇
月
）
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
当
該
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計
画
対
象
被
保
険
者
の
再
就
職
を
実
現
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
（
（
４
）
の
委
託
の
日
か
ら
当
該
計
画

対
象
被
保
険
者
の
再
就
職
が
実
現
し
た
日
ま
で
の
間
に
、
（
４
）
の
職
業
紹
介
事
業
者
に
よ
る
当
該
計
画

対
象
被
保
険
者
に
対
す
る
再
就
職
に
係
る
支
援
が
行
わ
れ
な
か
つ
た
場
合
を
除
く
。
次
項
及
び
第
四
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
。

（８）
　
資
本
金
、
資
金
、
人
事
、
取
引
等
の
状
況
か
ら
み
て
（
７
）
の
再
就
職
を
実
現
し
た
当
該
計
画
対
象
被

保
険
者
の
再
就
職
先
の
事
業
主
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
の
事
業
主
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
イ
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
計
画
対
象
被
保
険
者
に
対
し
、
求
職
活
動
等
の
た
め
の
休
暇
（
労
働
基
準
法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
年
次
有
給
休
暇
と
し
て
与
え
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
与
え
た
事
業
主
で
あ

る
こ
と
。

（３）
　
計
画
対
象
被
保
険
者
に
対
し
、
（
２
）
の
休
暇
の
日
に
つ
い
て
、
通
常
賃
金
の
額
以
上
の
額
を
支
払
つ

た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（４）
　
（
２
）
の
休
暇
を
付
与
さ
れ
る
計
画
対
象
被
保
険
者
の
離
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
（
当

該
計
画
対
象
被
保
険
者
が
四
十
五
歳
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
九
箇
月
）
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間

に
当
該
計
画
対
象
被
保
険
者
の
再
就
職
を
実
現
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（５）
　
資
本
金
、
資
金
、
人
事
、
取
引
等
の
状
況
か
ら
み
て
（
４
）
の
再
就
職
を
実
現
し
た
当
該
計
画
対
象
被

保
険
者
の
再
就
職
先
の
事
業
主
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
の
事
業
主
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（６）
　
（
２
）
の
休
暇
を
付
与
さ
れ
る
計
画
対
象
被
保
険
者
に
係
る
休
暇
の
付
与
の
状
況
及
び
当
該
計
画
対
象

被
保
険
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ

と
。

ハ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
イ
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
教
育
訓
練
施
設
等
に
対
し
、
計
画
対
象
被
保
険
者
の
再
就
職
に
係
る
支
援
と
し
て
再
就
職
先
で
の
職
務

の
遂
行
に
必
要
と
な
る
知
識
又
は
技
能
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
訓
練
の
実
施
を
委
託
し
、
当
該
委
託
に
要

す
る
費
用
を
負
担
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
（
２
）
の
委
託
に
係
る
計
画
対
象
被
保
険
者
の
離
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
（
当
該
計
画

対
象
被
保
険
者
が
四
十
五
歳
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
九
箇
月
）
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
当
該

計
画
対
象
被
保
険
者
の
再
就
職
を
実
現
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（４）
　
資
本
金
、
資
金
、
人
事
、
取
引
等
の
状
況
か
ら
み
て
（
３
）
の
再
就
職
を
実
現
し
た
当
該
計
画
対
象
被

保
険
者
の
再
就
職
先
の
事
業
主
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
の
事
業
主
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（５）
　
（
２
）
の
委
託
に
要
す
る
費
用
の
負
担
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ

る
こ
と
。

二
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
求
職
活
動
支
援
書
を
作
成
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
求
職
活
動
支
援
書
を
作
成
す
る
前
に
、
当
該
求
職
活
動
支
援
書
の
対
象
と
な
る
被
保
険
者
（
短
期
雇
用

特
例
被
保
険
者
等
を
除
く
。
以
下
「
支
援
書
対
象
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
の
再
就
職
の
支
援
に
係
る
必

要
な
事
項
を
記
載
し
た
求
職
活
動
支
援
基
本
計
画
書
（
支
援
書
対
象
被
保
険
者
に
共
通
し
て
講
じ
よ
う
と

す
る
再
就
職
の
援
助
等
に
関
す
る
措
置
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
を
作
成
し
、
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
（
２
）
の
求
職
活
動
支
援
基
本
計
画
書
に
つ
い
て
、
労
働
組
合
等
か
ら
そ
の
内
容
に
つ
い
て
同
意
を
得

た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（４）
　
職
業
紹
介
事
業
者
に
支
援
書
対
象
被
保
険
者
の
再
就
職
に
係
る
支
援
を
委
託
し
、
当
該
委
託
に
要
す
る

費
用
を
負
担
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（５）
　
（
４
）
の
委
託
に
要
す
る
費
用
の
負
担
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ

る
こ
と
。

（６）
　
（
４
）
の
委
託
に
係
る
支
援
書
対
象
被
保
険
者
の
数
が
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
数
以
上
で
あ
る
事
業

主
で
あ
る
こ
と
。

（７）
　
（
４
）
の
委
託
に
係
る
支
援
書
対
象
被
保
険
者
の
離
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
（
当
該
支

援
書
対
象
被
保
険
者
が
四
十
五
歳
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
九
箇
月
）
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に

当
該
支
援
書
対
象
被
保
険
者
の
再
就
職
を
実
現
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
（
（
４
）
の
委
託
の
日
か
ら
当

該
支
援
書
対
象
被
保
険
者
の
再
就
職
が
実
現
し
た
日
ま
で
の
間
に
、
（
４
）
の
職
業
紹
介
事
業
者
に
よ
る

当
該
支
援
書
対
象
被
保
険
者
に
対
す
る
再
就
職
に
係
る
支
援
が
行
わ
れ
な
か
つ
た
場
合
を
除
く
。
次
項
及

び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

（８）
　
資
本
金
、
資
金
、
人
事
、
取
引
等
の
状
況
か
ら
み
て
（
７
）
の
再
就
職
を
実
現
し
た
当
該
支
援
書
対
象

被
保
険
者
の
再
就
職
先
の
事
業
主
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
の
事
業
主
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
イ
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
支
援
書
対
象
被
保
険
者
に
対
し
、
求
職
活
動
等
の
た
め
の
休
暇
を
与
え
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
支
援
書
対
象
被
保
険
者
に
対
し
、
（
２
）
の
休
暇
の
日
に
つ
い
て
、
通
常
賃
金
の
額
以
上
の
額
を
支
払

つ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（４）
　
（
２
）
の
休
暇
を
付
与
さ
れ
る
支
援
書
対
象
被
保
険
者
の
離
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
（
当

該
支
援
書
対
象
被
保
険
者
が
四
十
五
歳
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
九
箇
月
）
を
経
過
す
る
日
ま
で
の

間
に
当
該
支
援
書
対
象
被
保
険
者
の
再
就
職
を
実
現
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（５）
　
資
本
金
、
資
金
、
人
事
、
取
引
等
の
状
況
か
ら
み
て
（
４
）
の
再
就
職
を
実
現
し
た
当
該
支
援
書
対
象

被
保
険
者
の
再
就
職
先
の
事
業
主
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
の
事
業
主
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（６）
　
（
２
）
の
休
暇
を
付
与
さ
れ
る
支
援
書
対
象
被
保
険
者
に
係
る
休
暇
の
付
与
の
状
況
及
び
当
該
支
援
書

対
象
被
保
険
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る

こ
と
。

ハ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
イ
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
教
育
訓
練
施
設
等
に
対
し
、
支
援
書
対
象
被
保
険
者
の
再
就
職
に
係
る
支
援
と
し
て
再
就
職
先
で
の
職

務
の
遂
行
に
必
要
と
な
る
知
識
又
は
技
能
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
訓
練
の
実
施
を
委
託
し
、
当
該
委
託
に

要
す
る
費
用
を
負
担
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
（
２
）
の
委
託
に
係
る
支
援
書
対
象
被
保
険
者
の
離
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
（
当
該
支

援
書
対
象
被
保
険
者
が
四
十
五
歳
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
九
箇
月
）
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に

当
該
支
援
書
対
象
被
保
険
者
の
再
就
職
を
実
現
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（４）
　
資
本
金
、
資
金
、
人
事
、
取
引
等
の
状
況
か
ら
み
て
（
３
）
の
再
就
職
を
実
現
し
た
当
該
支
援
書
対
象

被
保
険
者
の
再
就
職
先
の
事
業
主
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
の
事
業
主
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（５）
　
（
２
）
の
委
託
に
要
す
る
費
用
の
負
担
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ

る
こ
と
。

三
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額

イ
　
次
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額
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（１）
　
第
一
号
イ
又
は
前
号
イ
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
　
第
一
号
イ
（
７
）
又
は
前
号
イ
（
７
）
の
再

就
職
が
実
現
し
た
計
画
対
象
被
保
険
者
又
は
支
援
書
対
象
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
、
第
一
号
イ
（
４
）
又

は
前
号
イ
（
４
）
の
委
託
に
要
す
る
費
用
（
次
項
に
規
定
す
る
再
就
職
支
援
型
訓
練
の
実
施
に
係
る
費
用

又
は
第
四
項
に
規
定
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
施
に
係
る
費
用
を
含
む
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
項
又
は

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
業
主
に
支
給
さ
れ
る
額
に
相
当
す
る
額
を
除
く
。
以
下
こ
の
イ
に
お
い
て

同
じ
。
）
の
二
分
の
一
（
当
該
計
画
対
象
被
保
険
者
又
は
当
該
支
援
書
対
象
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
職
業

安
定
局
長
が
定
め
る
条
件
に
該
当
す
る
再
就
職
が
実
現
し
た
も
の
（
以
下
こ
の
イ
に
お
い
て
「
特
定
計
画

対
象
被
保
険
者
等
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
三
分
の
二
）
（
当
該
計
画
対
象
被
保
険
者
又
は
当
該
支
援

書
対
象
被
保
険
者
が
四
十
五
歳
以
上
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
分
の
二
（
特
定
計
画
対
象
被
保
険
者
等
が

四
十
五
歳
以
上
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
五
分
の
四
）
）
の
額
（
一
の
事
業
所
に
つ
き
、
一
の
年
度
に
お
け

る
当
該
計
画
対
象
被
保
険
者
又
は
当
該
支
援
書
対
象
被
保
険
者
の
数
が
五
百
人
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該

事
業
所
に
つ
き
五
百
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。
以
下
こ
の
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）

（２）
　
第
一
号
イ
又
は
前
号
イ
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
以
外
の
事
業
主
　
第
一
号
イ
（
７
）
又
は
前
号

イ
（
７
）
の
再
就
職
が
実
現
し
た
計
画
対
象
被
保
険
者
又
は
支
援
書
対
象
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
、
第
一

号
イ
（
４
）
又
は
前
号
イ
（
４
）
の
委
託
に
要
す
る
費
用
の
四
分
の
一
（
特
定
計
画
対
象
被
保
険
者
等
に

あ
つ
て
は
、
三
分
の
一
）
（
当
該
計
画
対
象
被
保
険
者
又
は
当
該
支
援
書
対
象
被
保
険
者
が
四
十
五
歳
以

上
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
分
の
一
（
特
定
計
画
対
象
被
保
険
者
等
が
四
十
五
歳
以
上
の
も
の
に
あ
つ
て

は
、
五
分
の
二
）
）
の
額

ロ
　
第
一
号
ロ
又
は
前
号
ロ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
第
一
号
ロ
（
２
）
又
は
前
号
ロ
（
２
）
の
休
暇
（
第
一
号

ロ
（
４
）
又
は
前
号
ロ
（
４
）
の
再
就
職
が
実
現
し
た
計
画
対
象
被
保
険
者
又
は
支
援
書
対
象
被
保
険
者
に

与
え
た
も
の
に
限
る
。
）
の
日
数
（
当
該
計
画
対
象
被
保
険
者
又
は
当
該
支
援
書
対
象
被
保
険
者
一
人
に
つ

き
、
百
八
十
日
間
を
限
度
と
す
る
。
）
を
合
計
し
た
数
に
五
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
八
千

円
）
（
支
払
つ
た
通
常
賃
金
の
額
以
上
の
額
が
五
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
八
千
円
）
に
満

た
な
い
と
き
は
、
当
該
通
常
賃
金
の
額
以
上
の
額
）
を
乗
じ
て
得
た
額
（
一
の
事
業
所
に
つ
き
、
一
の
年
度

に
お
け
る
当
該
計
画
対
象
被
保
険
者
又
は
当
該
支
援
書
対
象
被
保
険
者
の
数
が
五
百
人
を
超
え
る
場
合
は
、

当
該
事
業
所
に
つ
き
五
百
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。
）

ハ
　
第
一
号
ハ
又
は
前
号
ハ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

（１）
　
第
一
号
ハ
（
２
）
又
は
前
号
ハ
（
２
）
の
委
託
（
第
一
号
ハ
（
３
）
又
は
前
号
ハ
（
３
）
の
再
就
職
が

実
現
し
た
計
画
対
象
被
保
険
者
又
は
支
援
書
対
象
被
保
険
者
に
対
し
て
実
施
し
た
も
の
に
限
る
。
）
に
要

す
る
費
用
の
四
分
の
三
（
そ
の
額
が
、
第
一
号
ハ
（
２
）
の
訓
練
を
受
け
た
当
該
計
画
対
象
被
保
険
者
又

は
前
号
ハ
（
２
）
の
訓
練
を
受
け
た
当
該
支
援
書
対
象
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
、
次
の
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ

ｉ
ｉ
）
ま
で
に
掲
げ
る
一
の
第
一
号
ハ
（
２
）
の
訓
練
又
は
前
号
ハ
（
２
）
の
訓
練
の
実
施
時
間
数
の
区

分
に
応
じ
、
当
該
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
ま
で
に
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
定
め
る
額
）
（
一

の
事
業
所
に
つ
き
、
一
の
年
度
に
お
け
る
当
該
計
画
対
象
被
保
険
者
又
は
当
該
支
援
書
対
象
被
保
険
者
の

数
が
五
百
人
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該
事
業
所
に
つ
き
五
百
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。
）

（ｉ）
　
十
時
間
以
上
百
時
間
未
満
　
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
五
万
円
）

（ｉｉ）
　
百
時
間
以
上
二
百
時
間
未
満
　
二
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）

（ｉｉｉ）
　
二
百
時
間
以
上
　
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
十
万
円
）

（２）
　
当
該
計
画
対
象
被
保
険
者
に
対
し
て
第
一
号
ハ
（
２
）
の
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
教
育
訓
練
施
設
等
に

委
託
し
て
行
う
座
学
等
（
実
習
（
事
業
主
が
行
う
業
務
の
遂
行
の
過
程
内
に
お
け
る
実
務
を
通
じ
た
実
践

的
な
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知
識
の
習
得
に
係
る
職
業
訓
練
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
以
外
の
職
業
訓

練
等
（
職
業
訓
練
又
は
教
育
訓
練
を
い
う
。
第
百
三
十
八
条
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
に
限
る
。
）
又
は
当
該
支
援
書
対
象
被
保
険
者
に
対
し
て
前
号
ハ
（
２
）
の
訓
練
（
当
該
事
業
主
が

教
育
訓
練
施
設
等
に
委
託
し
て
行
う
座
学
等
に
限
る
。
）
を
受
け
る
期
間
中
に
支
払
つ
た
賃
金
の
額
の
算

定
の
基
礎
と
な
つ
た
労
働
時
間
数
に
四
百
八
十
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
百
六
十
円
）
を

乗
じ
て
得
た
額

３
　
前
項
第
一
号
イ
又
は
第
二
号
イ
に
該
当
す
る
事
業
主
が
、
同
項
第
一
号
イ
（
４
）
又
は
第
二
号
イ
（
４
）
の
職

業
紹
介
事
業
者
に
対
し
、
計
画
対
象
被
保
険
者
又
は
支
援
書
対
象
被
保
険
者
の
再
就
職
に
係
る
支
援
と
し
て
再
就

職
先
で
の
職
務
の
遂
行
に
必
要
と
な
る
知
識
又
は
技
能
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
訓
練
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
六
項

に
お
い
て
「
再
就
職
支
援
型
訓
練
」
と
い
う
。
）
の
実
施
を
委
託
し
、
そ
の
費
用
を
負
担
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、

当
該
事
業
主
に
対
し
て
は
、
前
項
第
三
号
に
定
め
る
額
に
加
え
、
当
該
計
画
対
象
被
保
険
者
又
は
当
該
支
援
書
対

象
被
保
険
者
（
同
項
第
一
号
イ
（
７
）
又
は
第
二
号
イ
（
７
）
の
再
就
職
が
実
現
し
た
も
の
に
限
る
。
）
一
人
に

つ
き
、
一
の
再
就
職
支
援
型
訓
練
の
委
託
に
要
す
る
費
用
の
三
分
の
二
（
そ
の
額
が
、
当
該
再
就
職
支
援
型
訓
練

を
受
け
た
当
該
計
画
対
象
被
保
険
者
又
は
当
該
支
援
書
対
象
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
一
の

再
就
職
支
援
型
訓
練
の
実
施
時
間
数
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
定
め
る

額
）
（
一
の
事
業
所
に
つ
き
、
一
の
年
度
に
お
け
る
当
該
計
画
対
象
被
保
険
者
又
は
当
該
支
援
書
対
象
被
保
険
者

の
数
が
五
百
人
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該
事
業
所
に
つ
き
五
百
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。
）
を
支
給
す
る
も
の
と

す
る
。

一
　
十
時
間
以
上
百
時
間
未
満
　
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
五
万
円
）

二
　
百
時
間
以
上
二
百
時
間
未
満
　
二
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）

三
　
二
百
時
間
以
上
　
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
十
万
円
）

４
　
第
二
項
第
一
号
イ
又
は
第
二
号
イ
に
該
当
す
る
事
業
主
が
、
同
項
第
一
号
イ
（
４
）
又
は
第
二
号
イ
（
４
）
の

職
業
紹
介
事
業
者
に
対
し
、
計
画
対
象
被
保
険
者
又
は
支
援
書
対
象
被
保
険
者
の
再
就
職
に
係
る
支
援
と
し
て
三

回
以
上
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
施
を
委
託
し
、
そ
の
費
用
を
負
担
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
主
に
対

し
て
は
、
同
項
第
三
号
に
定
め
る
額
に
加
え
、
当
該
計
画
対
象
被
保
険
者
又
は
当
該
支
援
書
対
象
被
保
険
者
（
同

項
第
一
号
イ
（
７
）
又
は
第
二
号
イ
（
７
）
の
再
就
職
が
実
現
し
た
も
の
に
限
る
。
）
一
人
に
つ
き
、
一
万
円
（
一

の
事
業
所
に
つ
き
、
一
の
年
度
に
お
け
る
当
該
計
画
対
象
被
保
険
者
又
は
当
該
支
援
書
対
象
被
保
険
者
の
数
が
五

百
人
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該
事
業
所
に
つ
き
五
百
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。
）
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

５
　
第
二
項
第
一
号
ロ
又
は
第
二
号
ロ
に
該
当
す
る
事
業
主
が
、
計
画
対
象
被
保
険
者
又
は
支
援
書
対
象
被
保
険
者

に
対
し
、
同
項
第
一
号
ロ
（
２
）
又
は
第
二
号
ロ
（
２
）
の
休
暇
を
与
え
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
計
画
対
象
被

保
険
者
又
は
当
該
支
援
書
対
象
被
保
険
者
の
離
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
箇
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間

に
当
該
計
画
対
象
被
保
険
者
又
は
当
該
支
援
書
対
象
被
保
険
者
の
再
就
職
を
実
現
し
た
と
き
は
、
当
該
事
業
主
に

対
し
て
は
、
同
項
第
三
号
ロ
に
定
め
る
額
に
加
え
、
当
該
計
画
対
象
被
保
険
者
又
は
当
該
支
援
書
対
象
被
保
険
者

一
人
に
つ
き
、
十
万
円
（
一
の
事
業
所
に
つ
き
、
一
の
年
度
に
お
け
る
当
該
計
画
対
象
被
保
険
者
又
は
当
該
支
援

書
対
象
被
保
険
者
の
数
が
五
百
人
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該
事
業
所
に
つ
き
五
百
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。
）
を

支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

６
　
再
就
職
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
の
額
（
第
二
項
第
三
号
ロ
及
び
ハ
に
定
め
る
額
を
除
く
。
）
が
、
同
項
第
一
号
イ

（
７
）
又
は
第
二
号
イ
（
７
）
の
再
就
職
が
実
現
し
た
計
画
対
象
被
保
険
者
又
は
支
援
書
対
象
被
保
険
者
一
人
に

つ
き
、
六
十
万
円
（
一
の
再
就
職
支
援
型
訓
練
の
実
施
時
間
数
が
二
百
時
間
以
上
で
あ
る
中
小
企
業
事
業
主
に
あ

つ
て
は
、
八
十
万
円
）
又
は
同
項
第
一
号
イ
（
４
）
若
し
く
は
第
二
号
イ
（
４
）
の
委
託
に
要
す
る
費
用
の
い
ず

れ
か
低
い
額
を
超
え
る
と
き
は
、
同
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
い
ず
れ
か
低
い
額
を
当

該
再
就
職
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
の
額
と
す
る
。

７
　
雇
入
れ
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
一
号
の
雇
入
れ
に
係
る

計
画
対
象
被
保
険
者
若
し
く
は
支
援
書
対
象
被
保
険
者
又
は
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
者
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
計
画
対
象
被
保
険
者
等
」
と
い
う
。
）
一
人
に
つ
き
三
十
万
円
（
職
業
安
定
局
長
が
定
め

る
条
件
に
該
当
す
る
雇
入
れ
に
係
る
計
画
対
象
被
保
険
者
等
に
あ
つ
て
は
、
四
十
万
円
）
を
支
給
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
一
の
事
業
所
に
つ
き
、
一
の
年
度
に
お
け
る
当
該
計
画
対
象
被
保
険
者
若
し
く
は
当
該
支
援
書
対

象
被
保
険
者
で
あ
つ
た
者
又
は
当
該
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
者
の
数
が
五
百
人
を
超
え
る
場

合
は
、
当
該
事
業
所
に
つ
き
五
百
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。

一
　
計
画
対
象
被
保
険
者
若
し
く
は
支
援
書
対
象
被
保
険
者
で
あ
つ
た
者
又
は
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
要
件
に

該
当
す
る
者
の
離
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
箇
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
当
該
計
画
対
象
被
保
険
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者
若
し
く
は
当
該
支
援
書
対
象
被
保
険
者
で
あ
つ
た
者
又
は
当
該
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る

者
を
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

二
　
資
本
金
、
資
金
、
人
事
、
取
引
等
の
状
況
か
ら
み
て
前
号
の
雇
入
れ
に
係
る
者
を
雇
用
し
て
い
た
事
業
主
と

密
接
な
関
係
に
あ
る
他
の
事
業
主
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

三
　
第
一
号
の
雇
入
れ
の
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
日
ま
で
の
間
（
次
号

に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
を
解
雇
し
た
事
業

主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め

に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

四
　
第
一
号
の
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の
の
う
ち
当

該
基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し
て
、
適
正

な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

五
　
第
一
号
の
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
状
況
及
び
当
該
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支

払
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

六
　
第
一
号
の
雇
入
れ
に
係
る
計
画
対
象
被
保
険
者
等
に
係
る
最
初
の
賃
金
支
払
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
当

該
最
初
の
賃
金
支
払
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
を
経
過
す
る
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
各
月
に
お
い
て
当
該
計
画

対
象
被
保
険
者
等
に
対
し
て
支
払
つ
た
当
該
各
月
の
賃
金
支
払
日
ご
と
の
賃
金
の
額
を
当
該
雇
入
れ
に
係
る
当

該
計
画
対
象
被
保
険
者
等
を
当
該
雇
入
れ
前
に
雇
用
し
て
い
た
事
業
主
が
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
月
に
お
い

て
当
該
計
画
対
象
被
保
険
者
等
に
対
し
て
支
払
つ
た
賃
金
の
額
で
除
し
て
得
た
割
合
が
、
い
ず
れ
も
職
業
安
定

局
長
が
定
め
る
目
標
値
を
達
成
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

８
　
前
項
の
雇
入
れ
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
た
事
業
主
で
あ
つ
て
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対

し
て
は
、
同
項
に
定
め
る
額
に
加
え
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
職
業
訓
練
計
画
（
前
項
第
一
号
の
雇
入
れ
に
係
る
者
に
業
務
に
関
連
し
た
知
識
又
は
技
能
を
習
得
さ
せ
る

た
め
の
訓
練
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
受
入
れ
人
材
育
成
型
訓
練
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
計
画
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
、
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
提
出
し
、
認
定
を
受
け
た
事
業
主
で

あ
る
こ
と
。

ロ
　
職
業
能
力
開
発
推
進
者
を
選
任
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
職
業
訓
練
計
画
に
基
づ
き
、
前
項
第
一
号
の
雇
入
れ
に
係
る
者
に
受
入
れ
人
材
育
成
型
訓
練
を
受
け
さ
せ

る
事
業
主
（
当
該
受
入
れ
人
材
育
成
型
訓
練
の
期
間
、
当
該
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
し
所
定
労
働
時
間
労
働

し
た
場
合
に
支
払
わ
れ
る
通
常
の
賃
金
の
額
を
支
払
う
事
業
主
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
。

二
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額
の
合
計
額

イ
　
受
入
れ
人
材
育
成
型
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
自
ら
運
営
す
る
座
学
等
に
限
る
。
）
の
運
営
に
要
し
た
経
費

並
び
に
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
教
育
訓
練
施
設
等
に
委
託
し
て
行
う
座
学
等
に
限
る
。
）
に
係
る
入
学
料
及

び
受
講
料
の
合
計
額
（
そ
の
額
が
、
前
項
第
一
号
の
雇
入
れ
に
係
る
者
一
人
に
つ
き
、
次
の
（
１
）
か
ら

（
３
）
ま
で
に
掲
げ
る
一
の
受
入
れ
人
材
育
成
型
訓
練
の
実
施
時
間
数
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
（
１
）
か
ら

（
３
）
ま
で
に
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
定
め
る
額
）

（１）
　
十
時
間
以
上
百
時
間
未
満
　
十
万
円
（
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
条
件
に
該
当
す
る
雇
入
れ
に
係
る
者

に
対
す
る
受
入
れ
人
材
育
成
型
訓
練
を
行
つ
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
十
万
円
）
（
中
小
企
業
事
業
主

に
あ
つ
て
は
、
十
五
万
円
（
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
条
件
に
該
当
す
る
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
す
る
受

入
れ
人
材
育
成
型
訓
練
を
行
つ
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
十
五
万
円
）
）

（２）
　
百
時
間
以
上
二
百
時
間
未
満
　
二
十
万
円
（
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
条
件
に
該
当
す
る
雇
入
れ
に
係

る
者
に
対
す
る
受
入
れ
人
材
育
成
型
訓
練
を
行
つ
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）
（
中
小
企
業
事

業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
（
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
条
件
に
該
当
す
る
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
す

る
受
入
れ
人
材
育
成
型
訓
練
を
行
つ
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
十
万
円
）
）

（３）
　
二
百
時
間
以
上
　
三
十
万
円
（
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
条
件
に
該
当
す
る
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
す

る
受
入
れ
人
材
育
成
型
訓
練
を
行
つ
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
十
万
円
）
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ

て
は
、
五
十
万
円
（
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
条
件
に
該
当
す
る
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
す
る
受
入
れ
人

材
育
成
型
訓
練
を
行
つ
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六
十
万
円
）
）

ロ
　
前
項
第
一
号
の
雇
入
れ
に
係
る
者
一
人
に
つ
き
、
受
入
れ
人
材
育
成
型
訓
練
（
座
学
等
に
限
る
。
）
を
受

け
る
期
間
中
に
支
払
つ
た
賃
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
労
働
時
間
数
（
当
該
雇
入
れ
に
係
る
者
一
人

に
つ
き
、
六
百
時
間
を
限
度
と
す
る
。
）
に
四
百
八
十
円
（
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
条
件
に
該
当
す
る
雇

入
れ
に
係
る
者
に
対
す
る
受
入
れ
人
材
育
成
型
訓
練
を
行
つ
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
百
八
十
円
）
（
中

小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
百
六
十
円
（
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
条
件
に
該
当
す
る
雇
入
れ
に
係
る

者
に
対
す
る
受
入
れ
人
材
育
成
型
訓
練
を
行
つ
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
千
六
十
円
）
）
を
乗
じ
て
得
た
額

ハ
　
受
入
れ
人
材
育
成
型
訓
練
（
座
学
等
を
除
く
。
）
を
受
け
た
前
項
第
一
号
の
雇
入
れ
に
係
る
者
一
人
に
つ

き
、
十
一
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
十
万
円
）

９
　
一
の
年
度
に
お
い
て
、
前
項
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
の
一
の
事
業
所
に
係
る
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
雇

入
れ
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
の
額
が
五
千
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
五
千
万
円
を
当

該
事
業
所
の
事
業
主
に
対
し
て
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

10
　
中
途
採
用
拡
大
コ
ー
ス
奨
励
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す

る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
、
中
途
採
用
（
新
規
学
卒
者
（
職
業
安
定
法
施
行
規
則
第
三
十
五
条
第
二

項
に
規
定
す
る
新
規
学
卒
者
を
い
う
。
第
百
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
（
ロ

（
１
）
及
び
次
項
第
一
号
イ
に
お
い
て
「
新
規
学
卒
者
等
」
と
い
う
。
）
以
外
の
雇
入
れ
を
い
う
。
ロ
に
お
い

て
同
じ
。
）
に
よ
り
雇
い
入
れ
る
者
の
雇
用
管
理
制
度
の
整
備
及
び
採
用
の
拡
大
等
の
取
組
に
係
る
計
画
（
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
「
中
途
採
用
計
画
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
中
途
採
用
計
画
に
基
づ
き
、
中
途
採
用
に
よ
り
雇
い
入
れ
る
者
に
新
規
学
卒
者
等
と
同
一
の
雇
用
管
理

制
度
（
募
集
及
び
採
用
を
除
く
。
）
を
適
用
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉ）
　
中
途
採
用
計
画
に
基
づ
き
、
当
該
中
途
採
用
計
画
の
対
象
と
な
る
期
間
（
以
下
こ
の
（
２
）
に
お
い

て
「
計
画
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
一
般
被
保
険
者
又
は
高
年
齢
被
保
険
者
（
期
間
の
定
め
の
な

い
労
働
契
約
を
締
結
す
る
者
で
あ
つ
て
、
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
同
一
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る

通
常
の
労
働
者
の
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
と
同
一
の
も
の
と
し
て
雇
い
入
れ
た
も
の
に
限
る
。
以
下

こ
の
（
ｉ
）
に
お
い
て
「
一
般
被
保
険
者
等
」
と
い
う
。
）
と
し
て
雇
い
入
れ
た
者
に
占
め
る
職
業
安

定
局
長
が
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
中
途
採
用
に
よ
り
雇
い
入
れ
た
者
の
割
合
か
ら
当
該
計
画
期
間
の

初
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
前
の
日
か
ら
当
該
前
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
一
般
被
保
険
者
等
と

し
て
雇
い
入
れ
た
者
に
占
め
る
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
中
途
採
用
に
よ
り
雇
い
入

れ
た
者
の
割
合
を
減
じ
て
得
た
割
合
が
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
目
標
値
を
達
成
し
た
事
業
主
（
当
該

計
画
期
間
に
、
中
途
採
用
計
画
に
基
づ
き
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
者
を
中
途
採
用

に
よ
り
二
人
以
上
雇
い
入
れ
た
事
業
主
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
。

（ｉｉ）
　
（
ｉ
）
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
、
か
つ
、
中
途
採
用
計
画
に
基
づ
き
、
当
該
計
画
期
間
に
お
い
て

中
途
採
用
に
よ
り
雇
い
入
れ
た
者
に
占
め
る
当
該
雇
入
れ
の
日
に
お
い
て
四
十
五
歳
以
上
の
者
（
以
下

こ
の
（
ｉ
ｉ
）
に
お
い
て
「
四
十
五
歳
以
上
中
途
採
用
者
」
と
い
う
。
）
の
割
合
が
職
業
安
定
局
長
が

定
め
る
目
標
値
以
上
で
あ
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
四
十
五
歳
以
上
中
途
採
用
者
に
係
る
最
初
の
賃

金
支
払
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
当
該
最
初
の
賃
金
支
払
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
を
経
過
す
る
日

の
属
す
る
月
ま
で
の
各
月
に
お
い
て
当
該
四
十
五
歳
以
上
中
途
採
用
者
に
対
し
て
支
払
つ
た
当
該
各
月

の
賃
金
支
払
日
ご
と
の
賃
金
の
額
を
当
該
雇
入
れ
前
に
四
十
五
歳
以
上
中
途
採
用
者
を
雇
用
し
て
い
た

事
業
主
が
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
月
に
お
い
て
当
該
四
十
五
歳
以
上
中
途
採
用
者
に
対
し
て
支
払
つ
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た
賃
金
の
額
で
除
し
て
得
た
割
合
が
、
い
ず
れ
も
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
目
標
値
を
達
成
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律

第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
中
途
採
用
に
よ
り
雇
い
入
れ
ら
れ
た
者
の
数
の
割
合
を
公
表

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
中
途
採
用
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
都
道

府
県
労
働
局
長
に
対
す
る
中
途
採
用
拡
大
コ
ー
ス
奨
励
金
の
受
給
に
つ
い
て
の
申
請
書
の
提
出
日
ま
で
の
間

（
ニ
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
ロ
（
２
）
の
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
を
解

雇
し
た
事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は

労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
ロ
（
２
）
の
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の
の
う

ち
当
該
基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し

て
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
ロ
の
措
置
の
実
施
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
並
び
に
ロ
（
２
）
の
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者

の
離
職
状
況
及
び
当
該
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し

て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

二
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
額

イ
　
前
号
ロ
（
２
）
（
ｉ
）
に
該
当
す
る
事
業
主
（
同
号
ロ
（
２
）
（
ｉ
ｉ
）
に
該
当
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）
　

五
十
万
円

ロ
　
前
号
ロ
（
２
）
（
ｉ
ｉ
）
に
該
当
す
る
事
業
主
　
百
万
円

11
　
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
コ
ー
ス
奨
励
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す

る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
移
住
者
（
認
定
地
域
再
生
計
画
（
地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規

定
す
る
認
定
地
域
再
生
計
画
を
い
う
。
第
百
十
二
条
第
二
項
第
四
号
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
記
載
さ
れ
て

い
る
同
法
第
五
条
第
四
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
事
業
（
同
法
第
十
三
条
第
一
項
の
交
付
金
を
充
て
て
行
う

事
業
に
限
る
。
）
と
し
て
地
方
公
共
団
体
が
支
給
す
る
移
住
に
係
る
支
援
金
の
支
給
を
受
け
た
者
（
新
規
学

卒
者
等
を
除
く
。
）
を
い
う
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
募
集
及
び
採
用
に
関
す
る
計
画
（
ロ
及
び
次
号
に
お

い
て
「
移
住
者
採
用
計
画
」
と
い
う
。
）
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
提
出
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た

事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
移
住
者
採
用
計
画
の
期
間
（
ニ
に
お
い
て
「
計
画
期
間
」
と
い
う
。
）
内
に
、
一
人
以
上
の
移
住
者
を
新

た
に
継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
資
本
金
、
資
金
、
人
事
、
取
引
等
の
状
況
か
ら
み
て
ロ
の
雇
入
れ
に
係
る
者
を
雇
用
し
て
い
た
事
業
主
と

密
接
な
関
係
に
あ
る
他
の
事
業
主
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
計
画
期
間
の
初
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
す
る
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ

ー
ン
コ
ー
ス
奨
励
金
の
受
給
に
つ
い
て
の
申
請
書
の
提
出
日
ま
で
の
間
（
ホ
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
、
ロ
の
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
を
解
雇
し
た
事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得

な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り

解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
ロ
の
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の
の
う
ち
当
該

基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し
て
、
適
正

な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ヘ
　
ロ
の
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
状
況
及
び
当
該
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払

の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

二
　
移
住
者
採
用
計
画
に
基
づ
く
募
集
及
び
採
用
に
要
し
た
経
費
（
人
件
費
を
除
く
。
）
の
三
分
の
一
（
中
小
企

業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
分
の
一
）
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
が
百
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
百
万
円
）

（
法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
）

第
百
三
条
　
法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て
、
六
十
五
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
を
支
給
し
、

及
び
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
者
等
の
雇
用
に
関
す
る

技
術
的
事
項
に
つ
い
て
、
事
業
主
に
対
し
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
六
十
五
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
）

第
百
四
条
　
六
十
五
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を

支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
（
既
に
こ
の
イ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
こ
の
条
の
規
定
に
よ
る
支

給
を
受
け
た
事
業
主
を
除
く
。
）

（１）
　
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
よ
り
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
措
置
を
新
た
に
講
じ
た
事
業
主
で
あ
る

こ
と
。

（ｉ）
　
六
十
五
歳
へ
の
定
年
引
上
げ

（ｉｉ）
　
六
十
六
歳
以
上
七
十
歳
未
満
ま
で
の
定
年
引
上
げ

（ｉｉｉ）
　
七
十
歳
以
上
ま
で
の
定
年
引
上
げ
（
引
上
げ
前
の
定
年
が
七
十
歳
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）

（ｉｖ）
　
定
年
の
定
め
の
廃
止
（
廃
止
前
の
定
年
が
七
十
歳
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）

（ｖ）
　
六
十
六
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
年
齢
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
（
被
保
険
者
（
短
期
雇
用
特
例
被
保
険

者
及
び
日
雇
労
働
被
保
険
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
つ
て
定
年
後
も
引
き
続

い
て
雇
用
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
を
定
年
後
も
引
き
続
い
て
雇
用
す
る
制
度
を
い
う
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
導
入

（ｖｉ）
　
七
十
歳
以
上
の
年
齢
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
（
導
入
前
の
定
年
及
び
継
続
雇
用
制
度
に
お
い

て
設
定
し
た
年
齢
の
上
限
が
七
十
歳
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）

（ｖｉｉ）
　
六
十
六
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
年
齢
ま
で
の
他
社
継
続
雇
用
制
度
（
被
保
険
者
で
あ
つ
て
定
年
後
等

（
定
年
後
又
は
継
続
雇
用
制
度
に
お
い
て
設
定
し
た
年
齢
の
上
限
に
達
し
た
後
を
い
う
。
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
同
じ
。
）
も
引
き
続
い
て
雇
用
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
を
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定

等
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
二
項
の
契
約
又
は
同
法
第
十
条
の
二
第
三
項
の
契
約
を
締
結
し
、
当
該
契

約
に
基
づ
き
定
年
後
等
も
当
該
希
望
者
の
雇
用
を
確
保
す
る
制
度
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
導
入

（ｖｉｉｉ）
　
七
十
歳
以
上
の
年
齢
ま
で
の
他
社
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
（
導
入
前
の
定
年
並
び
に
継
続
雇
用
制
度

に
お
い
て
設
定
し
た
年
齢
の
上
限
及
び
他
社
継
続
雇
用
制
度
に
お
い
て
設
定
し
た
年
齢
の
上
限
が
七
十

歳
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）

（２）
　
（
１
）
の
措
置
の
実
施
に
要
し
た
費
用
（
人
件
費
を
除
く
。
）
の
負
担
の
状
況
及
び
当
該
措
置
の
実
施
の

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
（
１
）
の
措
置
を
講
じ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
支
給
申
請
を
行
つ
た
日
の
前
日
ま
で

の
間
に
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
お
い
て
、
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
第
八
条

又
は
第
九
条
第
一
項
の
規
定
と
異
な
る
定
め
を
し
て
い
な
い
こ
と
。

（４）
　
支
給
申
請
を
行
つ
た
日
の
前
日
に
お
い
て
、
当
該
事
業
主
に
一
年
以
上
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
者

で
あ
つ
て
六
十
歳
以
上
の
被
保
険
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
（
（
１
）

の
措
置
の
対
象
と
な
る
者
に
限
る
。
）
が
一
人
以
上
い
る
こ
と
。

（５）
　
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
作
業
施
設
の
改
善
そ
の
他
の

諸
条
件
の
整
備
を
図
る
た
め
の
業
務
を
担
当
す
る
者
の
選
任
に
加
え
、
雇
用
す
る
高
年
齢
者
に
配
慮
し
た

次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
措
置
を
行
つ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。
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（ｉ）
　
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
の
実
施
等

（ｉｉ）
　
作
業
施
設
及
び
作
業
方
法
の
改
善

（ｉｉｉ）
　
健
康
管
理
及
び
安
全
衛
生
の
配
慮

（ｉｖ）
　
職
域
の
拡
大

（ｖ）
　
知
識
及
び
経
験
等
を
活
用
で
き
る
配
置
又
は
処
遇
の
推
進

（ｖｉ）
　
賃
金
体
系
の
見
直
し

（ｖｉｉ）
　
勤
務
時
間
制
度
の
弾
力
化

ロ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
理
事
長
に
対
し
て
、
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安

定
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
高
年
齢
者
」
と

い
う
。
）
の
雇
用
管
理
制
度
の
整
備
等
の
取
組
に
係
る
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
雇
用
管
理
整
備

計
画
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
、
当
該
雇
用
管
理
整
備
計
画
が
高
年
齢
者
の
雇
用
の
推
進
を
図
る
た
め
に

適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
雇
用
管
理
整
備
計
画
に
基
づ
く
措
置
と
し
て
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
雇
用
す
る
高
年
齢
者
の
雇
用
の
機
会
を
増
大
す
る
た
め
の
能
力
開
発
、
能
力
評
価
、
賃
金
体
系
、
労

働
時
間
等
の
雇
用
管
理
制
度
の
見
直
し
若
し
く
は
導
入
又
は
医
師
若
し
く
は
歯
科
医
師
に
よ
る
健
康
診
断

（
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
六
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規

定
す
る
健
康
診
断
を
除
く
。
）
を
実
施
す
る
た
め
の
制
度
の
導
入
を
実
施
し
、
当
該
措
置
の
実
施
の
状
況

及
び
当
該
雇
用
管
理
整
備
計
画
の
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間

に
お
け
る
当
該
措
置
の
実
施
後
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
雇
用
管
理
整
備
計
画
を
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
理
事
長
に
提
出
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
支
給
申
請
を
行
つ
た
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
、
労
働
協
約
又
は
就
業

規
則
に
お
い
て
、
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
第
八
条
又
は
第
九
条
第
一
項
の
規
定
と

異
な
る
定
め
を
し
て
い
な
い
こ
と
。

（４）
　
支
給
申
請
を
行
つ
た
日
の
前
日
に
お
い
て
、
対
象
被
保
険
者
（
（
２
）
の
措
置
の
対
象
と
な
る
者
に
限

る
。
）
が
一
人
以
上
い
る
こ
と
。

ハ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
理
事
長
に
対
し
て
、
五
十
歳
以
上
の
期
間
の
定

め
の
あ
る
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
（
（
２
）
に
お
い
て
「
対
象
有
期
契
約
労
働
者
」
と
い
う
。
）
の

期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
へ
の
転
換
に
係
る
計
画
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「
無
期
雇
用
転
換
計
画
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
、
当
該
無
期
雇
用
転
換
計
画
が
当
該
労
働
者
の
安
定
し
た

雇
用
の
確
保
の
た
め
に
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
無
期
雇
用
転
換
計
画
に
基
づ
く
措
置
と
し
て
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
制
度
に
基
づ
き
、
そ
の
雇
用
す
る
対
象
有
期
契
約
労
働
者
が
、
同

種
の
業
務
に
従
事
す
る
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
定
年
（
六
十

五
歳
以
上
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
六
十
五
歳
）
と
同
じ
年
齢
に
達
す
る
前
に
、
当
該
対
象
有
期
契
約

労
働
者
を
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
に
転
換
さ
せ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
（
２
）
の
措
置
を
実
施
し
た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
日
ま
で

の
間
（
（
４
）
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
措
置
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
を

解
雇
し
た
事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と

又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ

と
。

（４）
　
（
２
）
の
措
置
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の
の
う
ち

当
該
基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し

て
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（５）
　
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
作
業
施
設
の
改
善
そ
の
他
の

諸
条
件
の
整
備
を
図
る
た
め
の
業
務
を
担
当
す
る
者
の
選
任
に
加
え
、
雇
用
す
る
高
年
齢
者
に
配
慮
し
た

次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
措
置
を
行
つ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉ）
　
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
の
実
施
等

（ｉｉ）
　
作
業
施
設
及
び
方
法
の
改
善

（ｉｉｉ）
　
健
康
管
理
及
び
安
全
衛
生
の
配
慮

（ｉｖ）
　
職
域
の
拡
大

（ｖ）
　
知
識
及
び
経
験
等
を
活
用
で
き
る
配
置
又
は
処
遇
の
推
進

（ｖｉ）
　
賃
金
体
系
の
見
直
し

（ｖｉｉ）
　
勤
務
時
間
制
度
の
弾
力
化

（６）
　
（
２
）
の
措
置
の
実
施
の
状
況
、
当
該
措
置
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
の
状
況
、
当
該
措
置
に

係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
及
び
（
５
）
の
措
置
の
実
施
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整

備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（７）
　
無
期
雇
用
転
換
計
画
を
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
理
事
長
に
提
出
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
支
給
申
請
を
行
つ
た
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
、
労
働
協
約
又
は
就
業

規
則
に
お
い
て
、
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
第
八
条
又
は
第
九
条
第
一
項
の
規
定
と

異
な
る
定
め
を
し
て
い
な
い
こ
と
。

二
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

イ
　
前
号
イ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
次
の
（
１
）
か
ら
（
８
）
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

（１）
　
前
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
　
次
の
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｖ
）
ま
で
に
掲
げ
る
事
業

主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

（ｉ）
　
対
象
被
保
険
者
が
四
人
未
満
の
事
業
主
　
十
五
万
円

（ｉｉ）
　
対
象
被
保
険
者
が
四
人
以
上
七
人
未
満
の
事
業
主
　
二
十
万
円

（ｉｉｉ）
　
対
象
被
保
険
者
が
七
人
以
上
十
人
未
満
の
事
業
主
　
二
十
五
万
円

（ｉｖ）
　
対
象
被
保
険
者
が
十
人
以
上
の
事
業
主
　
三
十
万
円

（２）
　
前
号
イ
（
１
）
（
ｉ
ｉ
）
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
　
次
の
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｖ
）
ま
で
に
掲
げ
る
事

業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

（ｉ）
　
対
象
被
保
険
者
が
四
人
未
満
の
事
業
主
　
三
十
万
円
（
定
年
を
引
き
上
げ
た
事
業
主
の
う
ち
引
き
上

げ
た
定
年
の
年
数
が
五
年
未
満
の
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
十
万
円
）

（ｉｉ）
　
対
象
被
保
険
者
が
四
人
以
上
七
人
未
満
の
事
業
主
　
五
十
万
円
（
定
年
を
引
き
上
げ
た
事
業
主
の
う

ち
引
き
上
げ
た
定
年
の
年
数
が
五
年
未
満
の
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
十
五
万
円
）

（ｉｉｉ）
　
対
象
被
保
険
者
が
七
人
以
上
十
人
未
満
の
事
業
主
　
八
十
五
万
円
（
定
年
を
引
き
上
げ
た
事
業
主
の

う
ち
引
き
上
げ
た
定
年
の
年
数
が
五
年
未
満
の
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）

（ｉｖ）
　
対
象
被
保
険
者
が
十
人
以
上
の
事
業
主
　
百
五
万
円
（
定
年
を
引
き
上
げ
た
事
業
主
の
う
ち
引
き
上

げ
た
定
年
の
年
数
が
五
年
未
満
の
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
十
五
万
円
）
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（３）
　
前
号
イ
（
１
）
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
　
次
の
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｖ
）
ま
で
に
掲
げ
る

事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

（ｉ）
　
対
象
被
保
険
者
が
四
人
未
満
の
事
業
主
　
三
十
万
円

（ｉｉ）
　
対
象
被
保
険
者
が
四
人
以
上
七
人
未
満
の
事
業
主
　
五
十
万
円

（ｉｉｉ）
　
対
象
被
保
険
者
が
七
人
以
上
十
人
未
満
の
事
業
主
　
八
十
五
万
円

（ｉｖ）
　
対
象
被
保
険
者
が
十
人
以
上
の
事
業
主
　
百
五
万
円

（４）
　
前
号
イ
（
１
）
（
ｉ
ｖ
）
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
　
次
の
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｖ
）
ま
で
に
掲
げ
る
事

業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

（ｉ）
　
対
象
被
保
険
者
が
四
人
未
満
の
事
業
主
　
四
十
万
円

（ｉｉ）
　
対
象
被
保
険
者
が
四
人
以
上
七
人
未
満
の
事
業
主
　
八
十
万
円

（ｉｉｉ）
　
対
象
被
保
険
者
が
七
人
以
上
十
人
未
満
の
事
業
主
　
百
二
十
万
円

（ｉｖ）
　
対
象
被
保
険
者
が
十
人
以
上
の
事
業
主
　
百
六
十
万
円

（５）
　
前
号
イ
（
１
）
（
ｖ
）
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
　
次
の
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｖ
）
ま
で
に
掲
げ
る
事
業

主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

（ｉ）
　
対
象
被
保
険
者
が
四
人
未
満
の
事
業
主
　
十
五
万
円

（ｉｉ）
　
対
象
被
保
険
者
が
四
人
以
上
七
人
未
満
の
事
業
主
　
二
十
五
万
円

（ｉｉｉ）
　
対
象
被
保
険
者
が
七
人
以
上
十
人
未
満
の
事
業
主
　
四
十
万
円

（ｉｖ）
　
対
象
被
保
険
者
が
十
人
以
上
の
事
業
主
　
六
十
万
円

（６）
　
前
号
イ
（
１
）
（
ｖ
ｉ
）
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
　
次
の
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｖ
）
ま
で
に
掲
げ
る
事

業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

（ｉ）
　
対
象
被
保
険
者
が
四
人
未
満
の
事
業
主
　
三
十
万
円

（ｉｉ）
　
対
象
被
保
険
者
が
四
人
以
上
七
人
未
満
の
事
業
主
　
五
十
万
円

（ｉｉｉ）
　
対
象
被
保
険
者
が
七
人
以
上
十
人
未
満
の
事
業
主
　
八
十
万
円

（ｉｖ）
　
対
象
被
保
険
者
が
十
人
以
上
の
事
業
主
　
百
万
円

（７）
　
前
号
イ
（
１
）
（
ｖ
ｉ
ｉ
）
の
措
置
を
講
じ
、
そ
の
実
施
に
要
し
た
費
用
（
人
件
費
を
除
く
。
）
の
全
部

を
負
担
し
た
事
業
主
　
同
号
イ
（
１
）
（
ｖ
ｉ
ｉ
）
の
措
置
の
実
施
に
要
し
た
費
用
（
人
件
費
を
除
く
。
）

の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
又
は
十
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額

（８）
　
前
号
イ
（
１
）
（
ｖ
ｉ
ｉ
ｉ
）
の
措
置
を
講
じ
、
そ
の
実
施
に
要
し
た
費
用
（
人
件
費
を
除
く
。
）
の
全

部
を
負
担
し
た
事
業
主
　
同
号
イ
（
１
）
（
ｖ
ｉ
ｉ
ｉ
）
の
措
置
の
実
施
に
要
し
た
費
用
（
人
件
費
を
除

く
。
）
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
又
は
十
五
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額

ロ
　
前
号
ロ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
同
号
ロ
（
２
）
の
措
置
の
実
施
に
要
し
た
費
用
（
人
件
費
を
除
く
。
）
の

額
又
は
五
十
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額
（
当
該
事
業
主
に
対
す
る
最
初
の
支
給
に
当
た
つ
て
は
、
五
十
万

円
）
の
百
分
の
四
十
五
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
六
十
）
に
相
当
す
る
額

ハ
　
前
号
ハ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
前
号
ハ
（
２
）
の
措
置
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
、
二
十
三
万
円
（
中
小
企

業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）
（
一
の
事
業
所
に
つ
き
、
一
の
年
度
に
お
け
る
当
該
措
置
の
対
象
と

な
る
労
働
者
の
数
が
十
人
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該
事
業
所
に
つ
き
十
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。
）

第
百
五
条
か
ら
第
百
八
条
ま
で
　
削
除

（
法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
事
業
）

第
百
九
条
　
法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て
、
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金

及
び
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
助
成
金
（
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
助
成
金
の
う
ち
若
年
・
女
性
建
設
労
働
者
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー

ス
助
成
金
は
、
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
三
十
三
号
。
以
下
「
建

設
労
働
法
」
と
い
う
。
）
第
九
条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
支
給
す
る
も
の
を
い
う
。
第
百
十
条
の
三
第
一
項
及

び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
）

第
百
十
条
　
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
は
、
特
定
就
職
困
難
者
コ
ー
ス
助
成
金
、
生
活
保
護
受
給
者
等
雇
用
開

発
コ
ー
ス
助
成
金
、
就
職
氷
河
期
世
代
安
定
雇
用
実
現
コ
ー
ス
助
成
金
及
び
発
達
障
害
者
・
難
治
性
疾
患
患
者
雇

用
開
発
コ
ー
ス
助
成
金
と
す
る
。

２
　
特
定
就
職
困
難
者
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給

す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
求
職
者
（
（
２
）
か
ら
（
８
）
ま
で
に
該
当
す
る
者
に
あ
つ
て
は
六
十
五
歳

未
満
の
求
職
者
に
限
り
、
（
９
）
か
ら
（
１
５
）
ま
で
に
該
当
す
る
者
に
あ
つ
て
は
四
十
五
歳
以
上
六
十
五

歳
未
満
の
求
職
者
に
限
り
、
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指
示
に
よ
り
作
業
環
境
に
適
応
さ
せ
る
た
め
の
訓
練

（
そ
の
期
間
が
二
週
間
（
（
２
）
又
は
（
３
）
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
身
体
障
害
又
は
知
的
障
害
の
程

度
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
係
る
訓
練
に
あ
つ
て
は
、
四
週
間
）
以
内
の
も
の
を
除

く
。
）
を
受
け
、
又
は
受
け
た
こ
と
が
あ
る
求
職
者
で
あ
つ
て
、
当
該
訓
練
を
行
い
、
又
は
行
つ
た
事
業
主

に
雇
い
入
れ
ら
れ
る
も
の
（
以
下
「
職
場
適
応
訓
練
受
講
求
職
者
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
を
、
公
共
職
業

安
定
所
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
等
（
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
者
に
限
る
。
）
の
紹
介
に
よ

り
、
継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
事
業
主
（
（
１
５
）
に
掲
げ
る
者
を
雇
い
入
れ
る
場

合
に
お
い
て
は
、
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
に
よ
り
雇
い
入
れ
る
事
業
主
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
六
十
歳
以
上
の
者

（２）
　
身
体
障
害
者

（３）
　
知
的
障
害
者

（４）
　
精
神
障
害
者

（５）
　
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定

す
る
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
あ
つ
て
、
二
十
歳
未
満
の
子
若
し
く
は
別
表
第
二
に
定
め
る
障
害
が
あ
る
状

態
に
あ
る
子
又
は
同
項
第
五
号
の
精
神
若
し
く
は
身
体
の
障
害
に
よ
り
長
期
に
わ
た
つ
て
労
働
の
能
力
を

失
つ
て
い
る
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を

含
む
。
）
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
（
以
下
「
母
子
家
庭
の
母
等
」
と
い
う
。
）

（６）
　
児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
て
い
る
同
項
に
規
定
す
る
児
童
の
父
で
あ
る
者
（
以
下
「
父
子
家
庭
の
父
」
と
い
う
。
）

（７）
　
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者

の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
条
の
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人

等
及
び
そ
の
親
族
等
で
あ
つ
て
、
本
邦
に
永
住
帰
国
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
し
て
い
な
い

も
の

（８）
　
北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
四
十

三
号
）
第
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
帰
国
被
害
者
等
で
あ
つ
て
本
邦
に
永
住
す
る
意
思
を
決
定
し

た
と
認
め
ら
れ
る
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
及
び
同
号
に
規
定
す
る
帰
国
し
た
被

害
者
で
あ
つ
て
そ
の
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ

る
者
を
含
む
。
）
、
子
及
び
孫
が
北
朝
鮮
内
に
と
ど
ま
つ
て
い
る
こ
と
等
永
住
の
意
思
を
決
定
す
る
こ
と
に

つ
き
困
難
な
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

（９）
　
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
第
十
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
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（１０）
　
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
第
七
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
沖
縄
失
業
者
求
職
手
帳
（
同
法
の
規
定
に
よ

り
効
力
を
有
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
を
所
持
し
て
い
る
者

（１１）
　
国
際
協
定
の
締
結
等
に
伴
う
漁
業
離
職
者
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
九
十
四

号
）
第
四
条
第
一
項
又
は
国
際
協
定
の
締
結
等
に
伴
う
漁
業
離
職
者
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
施
行
規
則

（
昭
和
五
十
二
年
労
働
省
令
第
三
十
号
）
第
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
漁
業
離
職
者
求
職
手
帳
（
同
法
の

規
定
に
よ
り
効
力
を
有
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
を
所
持
し
て
い
る
者

（１２）
　
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
三
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
手
帳
所

持
者
で
あ
る
漁
業
離
職
者
又
は
同
令
附
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
手
帳
所
持
者
で
あ
る
漁
業
離
職
者
と
み

な
さ
れ
る
者

（１３）
　
本
州
四
国
連
絡
橋
の
建
設
に
伴
う
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
十
六
条
第
一

項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
本
州
四
国
連
絡
橋
の
建
設
に
伴
う
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
に
関
す
る
特
別

措
置
法
に
基
づ
く
就
職
指
導
等
に
関
す
る
省
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
離
職

者
求
職
手
帳
（
同
法
の
規
定
に
よ
り
効
力
を
有
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
を
所
持
し
て
い
る
者
（
同
法

第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
実
施
計
画
に
つ
い
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
を
受
け
た
事
業
主
以
外
の
事

業
主
に
雇
い
入
れ
ら
れ
る
者
に
限
る
。
）

（１４）
　
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
港
湾
運
送
事
業
離
職
者
（
同
号
に
規
定
す
る
事
業
規

模
の
縮
小
等
の
実
施
に
つ
い
て
同
号
の
規
定
に
よ
り
認
定
を
受
け
た
事
業
主
以
外
の
事
業
主
に
雇
い
入
れ

ら
れ
る
者
に
限
る
。
）

（１５）
　
（
１
）
か
ら
（
１
４
）
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
ほ
か
、
公
共
職
業
安
定
所
長
が
就
職
が
著

し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
者

ロ
　
資
本
金
、
資
金
、
人
事
、
取
引
等
の
状
況
か
ら
み
て
対
象
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
た
事
業
主
と
密
接
な
関

係
に
あ
る
他
の
事
業
主
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
イ
の
雇
入
れ
の
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
日
ま
で
の
間
（
ニ
に
お

い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
を
解
雇
し
た
事
業
主

（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め

に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
当
該
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の
の
う
ち
当
該

基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し
て
、
適
正

な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
当
該
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
状
況
及
び
イ
の
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
を
明
ら

か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

二
　
前
号
イ
に
該
当
す
る
雇
入
れ
に
係
る
者
一
人
に
つ
き
、
五
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六
十

万
円
）
（
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
基
準
に
満
た
な
い
と
き
は
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定

し
た
額
）

３
　
前
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
雇
入
れ
で
あ
つ
て
、
短
時
間
労
働
者
（
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
、
同
一
の
適

用
事
業
に
雇
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
の
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
に
比
し
短
く
、
か
つ
、
法
第
三
十
八
条
第
一

項
第
二
号
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
時
間
数
未
満
で
あ
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
し
て
雇
い
入
れ
る
場

合
（
次
項
各
号
に
掲
げ
る
者
を
雇
い
入
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
け
る
前
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
号
中
「
五
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六
十
万
円
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
三
十
万
円
（
中
小

企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
十
万
円
）
」
と
す
る
。

４
　
第
二
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
雇
入
れ
で
あ
つ
て
、
短
時
間
労
働
者
と
し
て
次
に
掲
げ
る
者
を
雇
い
入
れ
る
場

合
に
お
け
る
同
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
五
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
万
円
」

と
、
「
六
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
八
十
万
円
」
と
す
る
。

一
　
身
体
障
害
者

二
　
知
的
障
害
者

三
　
精
神
障
害
者

５
　
第
二
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
雇
入
れ
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
者
を
雇
い
入
れ
る
場
合
（
短
時
間
労
働
者
と

し
て
雇
い
入
れ
る
場
合
及
び
次
項
各
号
に
掲
げ
る
者
を
雇
い
入
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
け
る
第
二
項
第
二
号

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
六
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
二
十
万
円
」
と
す
る
。

一
　
身
体
障
害
者

二
　
知
的
障
害
者

６
　
第
二
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
雇
入
れ
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
者
を
雇
い
入
れ
る
場
合
（
短
時
間
労
働
者
と

し
て
雇
い
入
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
け
る
同
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
五
十
万
円

（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六
十
万
円
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、

二
百
四
十
万
円
）
」
と
す
る
。

一
　
障
害
者
雇
用
促
進
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
重
度
身
体
障
害
者
（
以
下
単
に
「
重
度
身
体
障
害
者
」
と

い
う
。
）

二
　
障
害
者
雇
用
促
進
法
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
重
度
知
的
障
害
者
（
以
下
単
に
「
重
度
知
的
障
害
者
」
と

い
う
。
）

三
　
四
十
五
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
（
第
一
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

四
　
四
十
五
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
（
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

五
　
精
神
障
害
者

７
　
生
活
保
護
受
給
者
等
雇
用
開
発
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定
め

る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
（
六
十
五
歳
未
満
の
求
職
者
で
あ
つ
て
、
職
場
適
応
訓
練
受
講
求
職
者
で

な
く
、
か
つ
、
支
援
期
間
中
に
雇
用
さ
れ
た
者
に
限
る
。
）
を
、
公
共
職
業
安
定
所
又
は
職
業
紹
介
事
業
者

等
（
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
者
に
限
る
。
）
の
紹
介
に
よ
り
、
継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働

者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
護
者
（
（
３
）

に
お
い
て
「
被
保
護
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

（ｉ）
　
都
道
府
県
、
市
（
特
別
区
を
含
む
。
）
又
は
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第

十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
を
設
置
す
る
町
村
（
（
２
）
に
お
い
て
「
都
道
府

県
等
」
と
い
う
。
）
が
就
労
の
支
援
に
関
し
て
都
道
府
県
労
働
局
又
は
公
共
職
業
安
定
所
と
締
結
し
た

協
定
に
基
づ
く
要
請
を
行
い
、
公
共
職
業
安
定
所
が
一
定
期
間
職
業
紹
介
、
職
業
指
導
等
の
支
援
（
以

下
こ
の
イ
に
お
い
て
「
公
共
職
業
安
定
所
の
就
労
支
援
」
と
い
う
。
）
を
行
つ
た
者
で
あ
つ
て
、
当
該

公
共
職
業
安
定
所
の
就
労
支
援
を
受
け
た
期
間
が
雇
入
れ
の
日
に
お
い
て
三
箇
月
を
超
え
る
も
の
（
（
２
）

（
ｉ
）
に
お
い
て
「
被
就
労
支
援
者
」
と
い
う
。
）

（ｉｉ）
　
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
護
者
就
労
支
援
事
業
（
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
及
び

（
３
）
に
お
い
て
「
被
保
護
者
就
労
支
援
事
業
」
と
い
う
。
）
の
対
象
者
で
あ
つ
て
、
当
該
支
援
を
受
け

た
期
間
が
雇
入
れ
の
日
に
お
い
て
三
箇
月
を
超
え
る
も
の

（ｉｉｉ）
　
雇
入
れ
日
に
お
い
て
公
共
職
業
安
定
所
の
就
労
支
援
及
び
被
保
護
者
就
労
支
援
事
業
に
よ
る
支
援
を

受
け
た
期
間
が
通
算
し
て
三
箇
月
を
超
え
る
者

（２）
　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
生
活
困
窮

者
（
都
道
府
県
等
が
同
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
計
画
の
作
成
を
行
つ
た
者
（
当
該
計
画
に
つ
い

て
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
六
号
）
第
一
条
の
規
定

に
基
づ
き
当
該
計
画
に
記
載
さ
れ
た
達
成
時
期
が
到
来
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。
）
に
限
る
。
（
３
）
に
お

い
て
「
生
活
困
窮
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
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（ｉ）
　
被
就
労
支
援
者

（ｉｉ）
　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
第
三
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
事
業
（
就
労
の
支
援
に
関
す
る
事
業

に
限
る
。
以
下
こ
の
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
対
象
者
で
あ
つ
て
、
当
該
事
業
に
よ
る
支
援
を
受
け
た

期
間
が
雇
入
れ
の
日
に
お
い
て
三
箇
月
を
超
え
る
も
の

（ｉｉｉ）
　
雇
入
れ
の
日
に
お
い
て
公
共
職
業
安
定
所
の
就
労
支
援
及
び
（
ｉ
ｉ
）
の
事
業
に
よ
る
支
援
を
受
け

た
期
間
が
通
算
し
て
三
箇
月
を
超
え
る
者

（３）
　
（
１
）
又
は
（
２
）
に
該
当
し
な
い
被
保
護
者
又
は
生
活
困
窮
者
で
あ
つ
て
、
公
共
職
業
安
定
所
の
就

労
支
援
、
被
保
護
者
就
労
支
援
事
業
に
よ
る
支
援
又
は
（
２
）
（
ｉ
ｉ
）
の
事
業
に
よ
る
支
援
を
受
け
た

期
間
が
雇
入
れ
の
日
に
お
い
て
通
算
し
て
三
箇
月
を
超
え
る
も
の

ロ
　
資
本
金
、
資
金
、
人
事
、
取
引
等
の
状
況
か
ら
み
て
対
象
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
た
事
業
主
と
密
接
な
関

係
に
あ
る
他
の
事
業
主
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
イ
の
雇
入
れ
の
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
日
ま
で
の
間
（
ニ
に
お

い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
を
解
雇
し
た
事
業
主

（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め

に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
当
該
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の
の
う
ち
当
該

基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し
て
、
適
正

な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
当
該
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
状
況
及
び
イ
の
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
を
明
ら

か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ヘ
　
イ
の
雇
入
れ
に
係
る
者
の
雇
用
管
理
に
関
す
る
事
項
の
把
握
を
行
つ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

二
　
前
号
イ
に
該
当
す
る
雇
入
れ
に
係
る
者
一
人
に
つ
き
、
五
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六
十

万
円
）
（
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
基
準
に
満
た
な
い
と
き
は
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定

し
た
額
）

８
　
前
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
雇
入
れ
で
あ
つ
て
、
短
時
間
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
場
合
に
お
け
る
同
項
第

二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
五
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六
十
万
円
）
」
と

あ
る
の
は
、
「
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
十
万
円
）
」
と
す
る
。

９
　
就
職
氷
河
期
世
代
安
定
雇
用
実
現
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定

め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
求
職
者
を
、
公
共
職
業
安
定
所
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
等
（
職
業
安
定
局
長

が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
者
に
限
る
。
（
４
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
紹
介
に
よ
り
、
通
常
の
労
働
者
と
し
て

雇
い
入
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
昭
和
四
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者

（２）
　
雇
入
れ
の
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
過
去
五
年
間
に
通
常
の
労
働
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
た
期
間
（
通
常

の
労
働
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
者
が
、
通
常
の
労
働
者
が
従
事
す
る
職
務
の
遂

行
に
必
要
な
能
力
と
同
等
以
上
の
能
力
を
必
要
と
す
る
職
業
に
就
い
て
い
た
期
間
を
含
む
。
以
下
こ
の

（
２
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
通
算
し
た
期
間
が
一
年
以
下
で
あ
る
者
（
通
常
の
労
働
者
と
し
て
雇
用
さ
れ

た
期
間
が
あ
る
者
で
あ
つ
て
、
婚
姻
、
妊
娠
、
出
産
又
は
育
児
を
理
由
と
す
る
離
職
に
よ
り
、
雇
入
れ
の

日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
過
去
五
年
間
に
通
常
の
労
働
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
た
期
間
を
通
算
し
た
期
間
が

一
年
以
下
と
な
つ
た
も
の
を
除
く
。
）

（３）
　
雇
入
れ
の
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
過
去
一
年
間
に
通
常
の
労
働
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
た
こ
と
が
な
い

者
（
当
該
期
間
に
通
常
の
労
働
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
、
当
該
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
の

責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
以
外
の
理
由
に
よ
り
当
該
期
間
に
離
職
し
た
者
を
含
み
、
通
常
の
労
働
者
に
準
ず

る
者
と
し
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
者
で
あ
つ
て
、
当
該
期
間
に
通
常
の
労
働
者
が
従
事
す
る
職
務
の

遂
行
に
必
要
な
能
力
と
同
等
以
上
の
能
力
を
必
要
と
す
る
職
業
に
就
い
て
い
た
者
を
除
く
。
）

（４）
　
公
共
職
業
安
定
所
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
等
の
紹
介
の
日
（
（
５
）
に
お
い
て
「
紹
介
日
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
安
定
し
た
職
業
に
就
い
て
い
な
い
者

（５）
　
紹
介
日
に
お
い
て
、
公
共
職
業
安
定
所
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
等
に
お
い
て
就
労
に
向
け
た
支
援
と
し

て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の
を
受
け
て
い
る
者

ロ
　
資
本
金
、
資
金
、
人
事
、
取
引
等
の
状
況
か
ら
み
て
対
象
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
た
事
業
主
と
密
接
な
関

係
に
あ
る
他
の
事
業
主
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
イ
の
雇
入
れ
の
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
日
ま
で
の
間
（
ニ
に
お

い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
を
解
雇
し
た
事
業
主

（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め

に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
当
該
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の
の
う
ち
当
該

基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し
て
、
適
正

な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
当
該
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
状
況
及
び
イ
の
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
を
明
ら

か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

二
　
前
号
イ
に
該
当
す
る
雇
入
れ
に
係
る
者
一
人
に
つ
き
、
五
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六
十

万
円
）
（
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
基
準
に
満
た
な
い
と
き
は
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定

し
た
額
）

10
　
発
達
障
害
者
・
難
治
性
疾
患
患
者
雇
用
開
発
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第

二
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
六
十
五
歳
未
満
の
求
職
者
（
職
場
適
応
訓
練
受
講
求
職
者
を
除
く
。
）
で
あ
る
発
達
障
害
者
又
は
難
治
性

疾
患
を
有
す
る
も
の
（
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
又
は
精
神
障
害
者
で
あ
る
者
を
除
く
。
）
を
、
公
共
職

業
安
定
所
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
等
（
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
者
に
限
る
。
）
の
紹
介
に

よ
り
、
継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
資
本
金
、
資
金
、
人
事
、
取
引
等
の
状
況
か
ら
み
て
対
象
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
た
事
業
主
と
密
接
な
関

係
に
あ
る
他
の
事
業
主
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
イ
の
雇
入
れ
の
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
日
ま
で
の
間
（
ニ
に
お

い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
を
解
雇
し
た
事
業
主

（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め

に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
当
該
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の
の
う
ち
当
該

基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し
て
、
適
切

な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
当
該
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
の
状
況
及
び
イ
の
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
を
明

ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ヘ
　
イ
の
雇
入
れ
に
係
る
者
の
雇
用
管
理
に
関
す
る
事
項
の
把
握
を
行
つ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

二
　
前
号
イ
に
該
当
す
る
雇
入
れ
に
係
る
者
一
人
に
つ
き
、
五
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
二

十
万
円
）
（
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
基
準
に
満
た
な
い
と
き
は
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
算

定
し
た
額
）

11
　
前
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
雇
入
れ
で
あ
つ
て
、
短
時
間
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
場
合
に
お
け
る
同
項
第

二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
五
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
二
十
万
円
）
」

と
あ
る
の
は
、
「
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
八
十
万
円
）
」
と
す
る
。

第
百
十
条
の
二
　
削
除
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（
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
助
成
金
）

第
百
十
条
の
三
　
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
助
成
金
は
、
一
般
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス
助
成
金
、
障
害
者
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス

助
成
金
及
び
若
年
・
女
性
建
設
労
働
者
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス
助
成
金
と
す
る
。

２
　
一
般
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給

す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
安
定
し
た
職
業
に
就
く
こ
と
が
困
難
な
求
職
者
を
、
公
共
職
業
安
定
所
又
は

職
業
紹
介
事
業
者
等
（
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
者
に
限
る
。
（
１
）
及
び
（
４
）
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
紹
介
に
よ
り
、
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
で
あ
つ
て
、
一
週
間
の

所
定
労
働
時
間
が
同
一
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
の
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
と
同
一
の
も

の
と
し
て
雇
い
入
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
三
箇
月
以
内
の
期
間
を
定
め
て
試
行
的
に
雇
用
す
る
労
働
者
と
し

て
雇
い
入
れ
る
事
業
主
（
季
節
的
業
務
に
従
事
す
る
者
を
雇
い
入
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
百
十
三
条
第

一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
内
に
事
業
所
を
有
す
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
事
業
所
に
お
い
て
同
項
に
規

定
す
る
指
定
業
種
以
外
の
業
種
に
属
す
る
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
公
共
職
業
安
定
所
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
等
の
紹
介
の
日
（
以
下
こ
の
イ
に
お
い
て
「
紹
介
日
」
と
い

う
。
）
前
二
年
以
内
に
、
二
回
以
上
離
職
又
は
転
職
を
繰
り
返
し
て
い
る
者

（２）
　
紹
介
日
前
に
お
い
て
離
職
し
て
い
る
期
間
が
一
年
を
超
え
て
い
る
者

（３）
　
妊
娠
、
出
産
又
は
育
児
を
理
由
と
し
て
離
職
し
た
者
で
あ
つ
て
、
紹
介
日
前
に
お
い
て
安
定
し
た
職
業

に
就
い
て
い
な
い
期
間
が
一
年
を
超
え
て
い
る
も
の

（４）
　
昭
和
四
十
三
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
、
か
つ
、
紹
介
日
に
お
い
て
安
定
し
た
職
業
に
就
い
て
い
な

い
者
で
あ
つ
て
、
公
共
職
業
安
定
所
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
等
に
お
い
て
就
労
に
向
け
た
支
援
と
し
て
職

業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の
を
受
け
て
い
る
も
の

（５）
　
そ
の
他
就
職
の
援
助
を
行
う
に
当
た
つ
て
特
別
の
配
慮
を
要
す
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
者

ロ
　
資
本
金
、
資
金
、
人
事
、
取
引
等
の
状
況
か
ら
み
て
イ
の
雇
入
れ
に
係
る
労
働
者
（
日
雇
労
働
者
と
し
て

雇
用
さ
れ
る
こ
と
を
常
態
と
す
る
者
を
除
く
。
）
を
雇
用
し
て
い
た
事
業
主
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
の
事

業
主
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
イ
の
雇
入
れ
の
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
当
該
雇
用
関
係
が
終
了
し
た
日
ま
で
の
間

（
ニ
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
を
解
雇
し
た

事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者

の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
当
該
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の
の
う
ち
当
該

基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し
て
、
適
正

な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
当
該
雇
入
れ
の
日
前
三
年
の
間
に
、
当
該
雇
入
れ
を
行
つ
た
事
業
所
に
お
い
て
、
イ
の
試
行
的
に
雇
用
さ

れ
た
労
働
者
の
う
ち
、
引
き
続
き
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
で
あ
つ
て
、
一
週
間

の
所
定
労
働
時
間
が
同
一
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
の
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
と
同
一
の

も
の
と
し
て
雇
い
入
れ
ら
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し
て
、
イ
の
目
的
に
照
ら
し
て
適
正
な
雇
用
管
理
を

行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ヘ
　
当
該
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主

で
あ
る
こ
と
。

二
　
前
号
イ
に
該
当
す
る
雇
入
れ
の
期
間
に
限
り
、
当
該
雇
入
れ
に
係
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
月
額
四
万
円
（
安

定
的
な
就
職
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
雇
い
入
れ
た
場
合
に
あ
つ

て
は
、
当
該
労
働
者
一
人
に
つ
き
月
額
五
万
円
）
（
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
基
準
に
満
た
な
い
と
き
は
、
職

業
安
定
局
長
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

３
　
障
害
者
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し

て
、
第
七
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
障
害
者
雇
用
促
進
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
障
害
者
の
う
ち
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
求
職
者
を
、

公
共
職
業
安
定
所
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
等
（
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
者
に
限
る
。
イ
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
紹
介
に
よ
り
、
継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者
（
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
二
十
時
間
以
上

の
者
に
限
る
。
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
し
て
雇
い
入
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
三
箇
月
以
内
（
イ
か
ら
ニ

ま
で
に
掲
げ
る
者
（
ニ
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
精
神
障
害
者
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

勤
務
（
在
宅
又
は
そ
の
事
業
主
が
指
定
し
た
事
務
所
で
あ
つ
て
、
労
働
者
が
所
属
す
る
事
業
場
と
異
な
る
事
務

所
で
勤
務
を
行
う
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
を
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
の
二
分
の
一
以
上
行
う
者
に
あ

つ
て
は
六
箇
月
以
内
、
精
神
障
害
者
（
ニ
に
掲
げ
る
者
に
限
る
。
）
に
あ
つ
て
は
十
二
箇
月
以
内
、
ホ
に
掲
げ

る
者
に
あ
つ
て
は
三
箇
月
以
上
十
二
箇
月
以
内
）
の
期
間
を
定
め
て
試
行
的
に
雇
用
す
る
労
働
者
と
し
て
雇
い

入
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
公
共
職
業
安
定
所
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
等
の
紹
介
の
日
（
ロ
及
び
ハ
に
お
い
て
「
紹
介
日
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
、
就
労
の
経
験
の
な
い
職
業
（
職
業
安
定
法
第
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
職
業
安
定
局
長
が
作
成

す
る
職
業
分
類
表
の
小
分
類
の
職
業
を
い
う
。
）
に
就
く
こ
と
を
希
望
す
る
者

ロ
　
紹
介
日
前
二
年
以
内
に
、
二
回
以
上
離
職
又
は
転
職
を
繰
り
返
し
て
い
る
者

ハ
　
紹
介
日
前
に
お
い
て
離
職
し
て
い
る
期
間
が
六
箇
月
を
超
え
て
い
る
者

ニ
　
重
度
身
体
障
害
者
、
重
度
知
的
障
害
者
及
び
精
神
障
害
者
（
ホ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

ホ
　
精
神
障
害
者
又
は
発
達
障
害
者
支
援
法
第
二
条
に
規
定
す
る
発
達
障
害
者
（
精
神
障
害
者
を
除
く
。
）
の

う
ち
、
そ
の
障
害
の
特
性
等
に
よ
り
、
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
を
十
時
間
以
上
二
十
時
間
未
満
と
し
て
雇

い
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
で
あ
つ
て
、
当
該
雇
入
れ
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま

で
の
間
に
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
を
二
十
時
間
以
上
と
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
も
の

二
　
資
本
金
、
資
金
、
人
事
、
取
引
等
の
状
況
か
ら
み
て
前
号
の
雇
入
れ
に
係
る
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
た
事
業

主
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
の
事
業
主
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

三
　
第
一
号
の
雇
入
れ
の
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
当
該
雇
用
関
係
が
終
了
し
た
日
ま
で
の

間
（
次
号
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
を
解
雇

し
た
事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働

者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

四
　
当
該
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の
の
う
ち
当
該
基

準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し
て
、
適
正
な
雇

用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

五
　
当
該
雇
入
れ
の
日
前
三
年
の
間
に
、
当
該
雇
入
れ
を
行
つ
た
事
業
所
に
お
い
て
、
第
一
号
の
試
行
的
に
雇
用

さ
れ
た
労
働
者
の
う
ち
、
引
き
続
き
継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
ら
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら

判
断
し
て
、
同
号
の
目
的
に
照
ら
し
て
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ

と
。

六
　
当
該
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で

あ
る
こ
と
。

七
　
第
一
号
に
該
当
す
る
雇
入
れ
に
係
る
者
一
人
に
つ
き
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
求
職
者
の
区
分
に
応

じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額
（
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
基
準
に
満
た
な
い
と
き
は
、
職
業
安
定

局
長
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

イ
　
第
一
号
に
該
当
す
る
雇
入
れ
に
係
る
者
の
う
ち
、
ロ
及
び
ハ
以
外
の
者
　
月
額
四
万
円
（
一
人
に
つ
き
、

三
箇
月
ま
で
の
支
給
に
限
る
。
）

ロ
　
精
神
障
害
者
（
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
　
月
額
四
万
円
（
三
箇
月
ま
で
の
支
給
の
間
は
月
額
八

万
円
）
（
一
人
に
つ
き
、
六
箇
月
ま
で
の
支
給
に
限
る
。
）

ハ
　
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
者
　
月
額
四
万
円
（
一
人
に
つ
き
、
十
二
箇
月
ま
で
の
支
給
に
限
る
。
）
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４
　
若
年
・
女
性
建
設
労
働
者
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
九
号
。
以
下
「
建
労
則
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
業
）

第
百
十
一
条
　
法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て
、
地
域
雇
用
開
発
助
成
金
及
び
通
年
雇
用
助

成
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
地
域
雇
用
開
発
助
成
金
）

第
百
十
二
条
　
地
域
雇
用
開
発
助
成
金
は
、
地
域
雇
用
開
発
コ
ー
ス
奨
励
金
及
び
沖
縄
若
年
者
雇
用
促
進
コ
ー
ス
奨

励
金
と
す
る
。

２
　
地
域
雇
用
開
発
コ
ー
ス
奨
励
金
は
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、

第
五
号
に
定
め
る
者
の
数
に
応
じ
、
当
該
者
の
雇
入
れ
に
係
る
費
用
の
額
を
限
度
と
し
て
支
給
す
る
も
の
と
す

る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
（
次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
主
を
除
く
。
）
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
同
意
雇
用
開
発
促
進
地
域
（
地
域
雇
用
開
発
促
進
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
第
七
条
第

一
項
に
規
定
す
る
同
意
雇
用
開
発
促
進
地
域
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
事
業

所
を
設
置
し
、
又
は
整
備
す
る
事
業
主

（２）
　
人
口
の
減
少
又
は
地
理
的
条
件
等
に
よ
り
事
業
所
の
設
置
又
は
整
備
が
特
に
困
難
と
な
つ
て
い
る
こ
と

に
よ
り
雇
用
機
会
が
著
し
く
不
足
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
で
あ
つ
て
当
該
地
域
の
人
口
動
態
等
を
考
慮

し
た
場
合
に
雇
用
機
会
を
特
に
増
大
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
期
間
を
付
し
て

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
過
疎
等
雇
用
改
善
地
域
」
と
い
う
。
）
に

お
い
て
事
業
所
を
設
置
し
、
又
は
整
備
す
る
事
業
主

（３）
　
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
奄
美

群
島
、
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規

定
す
る
小
笠
原
諸
島
又
は
有
人
国
境
離
島
地
域
の
保
全
及
び
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
係
る
地
域
社
会

の
維
持
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定

有
人
国
境
離
島
地
域
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て

事
業
所
を
設
置
し
、
又
は
整
備
す
る
事
業
主

ロ
　
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
、
イ
の
設
置
又
は
整
備
に
係
る
事
業
所
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
第
一
号

に
お
い
て
「
対
象
事
業
所
」
と
い
う
。
）
の
設
置
又
は
整
備
及
び
当
該
設
置
又
は
整
備
に
伴
う
労
働
者
の
雇

入
れ
に
関
す
る
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
対
象
事
業
所
の
設
置
又
は
整
備
に
伴
い
、
（
１
）
に
掲
げ
る
日
か
ら
（
２
）
に
掲
げ
る
日
ま
で
の
間
に
お

い
て
、
当
該
対
象
事
業
所
の
所
在
す
る
同
意
雇
用
開
発
促
進
地
域
若
し
く
は
当
該
同
意
雇
用
開
発
促
進
地
域

に
隣
接
す
る
同
意
雇
用
開
発
促
進
地
域
、
過
疎
等
雇
用
改
善
地
域
又
は
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
等
を
管
轄

す
る
公
共
職
業
安
定
所
管
内
に
居
住
す
る
求
職
者
（
過
疎
等
雇
用
改
善
地
域
及
び
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域

等
に
あ
つ
て
は
、
雇
入
れ
に
伴
い
当
該
過
疎
等
雇
用
改
善
地
域
又
は
当
該
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
等
を
管

轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
管
内
に
住
所
又
は
居
所
の
変
更
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
含
む
。
）
（
職

場
適
応
訓
練
受
講
求
職
者
、
関
連
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
そ
の
他
就
職
が
容
易
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
者
を
除
く
。
次
項
第
一
号
ロ
に
お
い
て
「
地
域
求
職
者
」
と
い
う
。
）
を
、
公
共
職
業
安
定
所
又
は
職
業

紹
介
事
業
者
等
（
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
者
に
限
る
。
）
の
紹
介
に
よ
り
、
継
続
し
て
雇

用
す
る
労
働
者
と
し
て
三
人
（
創
業
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
人
）
以
上
雇
い
入
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ

と
。

（１）
　
ロ
の
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
日

（２）
　
対
象
事
業
所
の
設
置
又
は
整
備
が
完
了
し
た
旨
の
届
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
日
（
当
該
届

を
（
１
）
に
掲
げ
る
日
か
ら
起
算
し
て
十
八
箇
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
提
出
し
な
い
場
合
に
あ
つ

て
は
、
当
該
十
八
箇
月
を
経
過
す
る
日
）

ニ
　
ハ
の
雇
入
れ
が
当
該
雇
入
れ
に
係
る
同
意
雇
用
開
発
促
進
地
域
、
過
疎
等
雇
用
改
善
地
域
又
は
特
定
有
人

国
境
離
島
地
域
等
に
お
け
る
雇
用
構
造
の
改
善
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
ハ
（
１
）
に
掲
げ
る
日
か
ら
ハ
（
２
）
に
掲
げ
る
日
（
次
項
第
一
号
に
お
い
て
「
完
了
日
」
と
い
う
。
）

ま
で
の
間
（
ヘ
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
ハ
の
雇
入
れ
に
係
る
対
象
事
業
所
の
労

働
者
を
解
雇
し
た
事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た

こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主
で
あ
る

こ
と
。

ヘ
　
ハ
の
雇
入
れ
に
係
る
対
象
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の
の
う
ち

当
該
基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し
て
、

適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ト
　
ハ
の
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主

で
あ
る
こ
と
。

二
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
（
次
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
業
主
を
除
く
。
）
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
第
百
四
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
活
性
化
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「
地
域
活
性
化
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
。
）
が
実
施
さ
れ
る
都
道
府
県
の
区
域
（
ハ
及
び
ニ
に
お

い
て
「
実
施
都
道
府
県
区
域
」
と
い
う
。
）
内
に
事
業
所
を
設
置
し
、
又
は
整
備
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
、
イ
の
設
置
又
は
整
備
に
係
る
事
業
所
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
第
二
号

に
お
い
て
「
対
象
事
業
所
」
と
い
う
。
）
の
設
置
又
は
整
備
及
び
当
該
設
置
又
は
整
備
に
伴
う
労
働
者
の
雇

入
れ
に
関
す
る
計
画
を
提
出
し
、
か
つ
、
地
域
活
性
化
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
事
業
主
で
あ

る
こ
と
。

ハ
　
対
象
事
業
所
の
設
置
又
は
整
備
に
伴
い
、
（
１
）
に
掲
げ
る
日
か
ら
（
２
）
に
掲
げ
る
日
ま
で
の
間
に
お

い
て
、
当
該
対
象
事
業
所
の
所
在
す
る
実
施
都
道
府
県
区
域
に
居
住
す
る
求
職
者
（
職
場
適
応
訓
練
受
講
求

職
者
、
関
連
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
そ
の
他
就
職
が
容
易
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
除
く
。
次
項

第
二
号
ロ
に
お
い
て
「
地
域
求
職
者
」
と
い
う
。
）
を
、
公
共
職
業
安
定
所
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
等
（
職

業
安
定
局
長
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
者
に
限
る
。
）
の
紹
介
に
よ
り
、
継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者
（
期

間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
（
以
下
「
有
期
契
約
労
働
者
」
と
い
う
。
）
及
び
派
遣
労

働
者
（
労
働
者
派
遣
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
派
遣
労
働
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
除
く
。
）
と
し

て
三
人
（
創
業
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
人
）
以
上
雇
い
入
れ
る
事
業
主
（
当
該
雇
い
入
れ
る
労
働
者
に
つ

い
て
、
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
同
一
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
の
一
週
間
の
所
定
労
働

時
間
と
同
一
の
も
の
と
し
て
雇
用
し
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
通
常
の
労
働
者
と
同
一
の
賃
金
制
度
を
適
用
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る

こ
と
。

（１）
　
ロ
の
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
日

（２）
　
対
象
事
業
所
の
設
置
又
は
整
備
が
完
了
し
た
旨
の
届
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
日
（
当
該
届

を
（
１
）
に
掲
げ
る
日
か
ら
起
算
し
て
十
八
箇
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
提
出
し
な
い
場
合
に
あ
つ

て
は
、
当
該
十
八
箇
月
を
経
過
す
る
日
）

ニ
　
ハ
の
雇
入
れ
が
当
該
雇
入
れ
に
係
る
実
施
都
道
府
県
区
域
に
お
け
る
雇
用
構
造
の
改
善
に
特
に
資
す
る
と

認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
ハ
（
１
）
に
掲
げ
る
日
か
ら
ハ
（
２
）
に
掲
げ
る
日
（
次
項
第
二
号
に
お
い
て
「
完
了
日
」
と
い
う
。
）

ま
で
の
間
（
ヘ
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
ハ
の
雇
入
れ
に
係
る
対
象
事
業
所
の
労

働
者
を
解
雇
し
た
事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た

こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主
で
あ
る

こ
と
。

ヘ
　
ハ
の
雇
入
れ
に
係
る
対
象
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の
の
う
ち

当
該
基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し
て
、

適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。
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ト
　
ハ
の
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主

で
あ
る
こ
と
。

三
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
（
次
号
に
掲
げ
る
事
業
主
を
除
く
。
）
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
同
意
雇
用
開
発
促
進
地
域
内
に
お
け
る
雇
用
機
会
の
増
大
に
関
す
る
計
画
（
当
該
同
意
雇
用
開
発
促
進

地
域
の
雇
用
構
造
の
改
善
に
特
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
第
三
号

に
お
い
て
「
大
規
模
雇
用
開
発
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
事
業

主
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
（
１
）
の
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
大
規
模
雇
用
開
発
計
画
に
基
づ
き
、
当
該
大
規
模
雇
用
開

発
計
画
に
係
る
同
意
雇
用
開
発
促
進
地
域
内
に
お
い
て
事
業
所
を
設
置
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
（
２
）
の
設
置
に
係
る
事
業
所
の
設
置
に
伴
い
、
大
規
模
雇
用
開
発
計
画
に
定
め
る
期
間
内
に
お
い
て
、

当
該
事
業
所
の
所
在
す
る
同
意
雇
用
開
発
促
進
地
域
若
し
く
は
当
該
同
意
雇
用
開
発
促
進
地
域
に
隣
接
す

る
同
意
雇
用
開
発
促
進
地
域
に
居
住
し
、
又
は
当
該
同
意
雇
用
開
発
促
進
地
域
若
し
く
は
当
該
同
意
雇
用

開
発
促
進
地
域
に
隣
接
す
る
同
意
雇
用
開
発
促
進
地
域
内
に
住
所
若
し
く
は
居
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る

求
職
者
（
職
場
適
応
訓
練
受
講
求
職
者
、
関
連
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
そ
の
他
就
職
が
容
易
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
除
く
。
次
項
第
三
号
ロ
に
お
い
て
「
地
域
求
職
者
」
と
い
う
。
）
を
、
公
共
職
業

安
定
所
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
等
（
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
者
に
限
る
。
）
の
紹
介
に

よ
り
、
継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者
（
短
時
間
労
働
者
を
除
く
。
）
と
し
て
百
人
以
上
雇
い
入
れ
る
事
業

主
で
あ
る
こ
と
。

（４）
　
大
規
模
雇
用
開
発
計
画
に
定
め
ら
れ
た
期
間
の
初
日
か
ら
、
当
該
期
間
の
満
了
の
日
（
次
項
第
三
号
に

お
い
て
「
満
了
日
」
と
い
う
。
）
ま
で
の
間
（
（
５
）
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、

（
３
）
の
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
を
解
雇
し
た
事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の

た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た

事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（５）
　
（
３
）
の
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の
の
う

ち
当
該
基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し

て
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
イ
（
３
）
の
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る

事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

四
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
（
既
に
こ
の
号
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
こ
の
条
の
規
定
に
よ
る
支
給

を
受
け
た
事
業
主
を
除
く
。
）
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
地
域
再
生
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
地
方
公
共
団
体
（
ロ
に
お
い
て
「
認
定
地
方
公
共
団
体
」

と
い
う
。
）
の
作
成
し
た
認
定
地
域
再
生
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
同
法
第
五
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す

る
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
寄
附
活
用
事
業
（
同
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
事
業
で
あ
つ
て
地
域
的
な
雇

用
構
造
の
改
善
を
図
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
寄
附
活
用
事
業
」
と
い
う
。
）
が
実
施
さ

れ
る
地
方
公
共
団
体
の
区
域
（
ハ
及
び
ニ
に
お
い
て
「
実
施
地
方
公
共
団
体
区
域
」
と
い
う
。
）
内
に
事
業

所
を
設
置
し
、
又
は
整
備
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
、
イ
の
設
置
又
は
整
備
に
係
る
事
業
所
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
第
四
号

に
お
い
て
「
対
象
事
業
所
」
と
い
う
。
）
の
設
置
又
は
整
備
及
び
当
該
設
置
又
は
整
備
に
伴
う
労
働
者
の
雇

入
れ
に
関
す
る
計
画
を
提
出
し
、
か
つ
、
認
定
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
寄
附
活
用
事
業
に
関
連
す
る
寄
附

を
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
対
象
事
業
所
の
設
置
又
は
整
備
に
伴
い
、
（
１
）
に
掲
げ
る
日
か
ら
（
２
）
に
掲
げ
る
日
ま
で
の
間
に
お

い
て
、
当
該
対
象
事
業
所
の
所
在
す
る
実
施
地
方
公
共
団
体
区
域
に
居
住
す
る
求
職
者
（
職
場
適
応
訓
練
受

講
求
職
者
、
関
連
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
そ
の
他
就
職
が
容
易
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
除
く
。

次
項
第
四
号
ロ
に
お
い
て
「
地
域
求
職
者
」
と
い
う
。
）
を
、
公
共
職
業
安
定
所
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
等

（
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
者
に
限
る
。
）
の
紹
介
に
よ
り
、
継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者
と

し
て
三
人
以
上
雇
い
入
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
ロ
の
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
日

（２）
　
対
象
事
業
所
の
設
置
又
は
整
備
が
完
了
し
た
旨
の
届
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
日
（
当
該
届

を
（
１
）
に
掲
げ
る
日
か
ら
起
算
し
て
十
八
箇
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
提
出
し
な
い
場
合
に
あ
つ

て
は
、
当
該
十
八
箇
月
を
経
過
す
る
日
）

ニ
　
ハ
の
雇
入
れ
が
当
該
雇
入
れ
に
係
る
実
施
地
方
公
共
団
体
区
域
に
お
け
る
雇
用
構
造
の
改
善
に
特
に
資
す

る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
ハ
（
１
）
に
掲
げ
る
日
か
ら
ハ
（
２
）
に
掲
げ
る
日
（
次
項
第
四
号
に
お
い
て
「
完
了
日
」
と
い
う
。
）

ま
で
の
間
（
ヘ
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
ハ
の
雇
入
れ
に
係
る
対
象
事
業
所
の
労

働
者
を
解
雇
し
た
事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た

こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主
で
あ
る

こ
と
。

ヘ
　
ハ
の
雇
入
れ
に
係
る
対
象
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の
の
う
ち

当
該
基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し
て
、

適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ト
　
ハ
の
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主

で
あ
る
こ
と
。

五
　
次
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る
者
の
数

イ
　
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
主
　
同
号
ハ
の
雇
入
れ
に
係
る
者

ロ
　
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
主
　
同
号
ハ
の
雇
入
れ
に
係
る
者

ハ
　
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
主
　
同
号
イ
（
３
）
の
雇
入
れ
に
係
る
者

ニ
　
前
号
に
掲
げ
る
事
業
主
　
同
号
ハ
の
雇
入
れ
に
係
る
者

３
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
と
き
以
後
、
地
域
雇
用
開
発
コ
ー
ス
奨
励
金
は
支
給
し
な

い
。

一
　
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
主
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

イ
　
完
了
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
ご
と
に
区
分
し
た
期
間
の
末
日
に
お
け
る
前
項
第
一
号
ハ
の
雇
入
れ

に
係
る
対
象
事
業
所
の
労
働
者
の
数
が
完
了
日
に
お
け
る
当
該
者
の
数
未
満
と
な
つ
た
と
き
。

ロ
　
完
了
日
後
に
お
い
て
、
対
象
事
業
所
で
前
項
第
一
号
ハ
の
雇
入
れ
に
係
る
者
を
雇
用
し
な
く
な
つ
た
と
き

（
当
該
労
働
者
を
雇
用
し
な
く
な
つ
た
と
き
（
解
雇
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の

継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
る
解
雇
を
除
く
。
）
に
よ
る
も

の
を
除
く
。
）
以
後
速
や
か
に
、
新
た
に
継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者
と
し
て
地
域
求
職
者
を
雇
い
入
れ
た

と
き
を
除
く
。
）
。

ハ
　
完
了
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
ご
と
に
区
分
し
た
期
間
中
に
お
い
て
、
対
象
事
業
所
の
労
働
者
を
解

雇
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責

め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
る
解
雇
を
除
く
。
）
し
た
と
き
。

二
　
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
主
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

イ
　
完
了
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
ご
と
に
区
分
し
た
期
間
の
末
日
に
お
け
る
前
項
第
二
号
ハ
の
雇
入
れ

に
係
る
対
象
事
業
所
の
労
働
者
の
数
が
完
了
日
に
お
け
る
当
該
労
働
者
の
数
未
満
と
な
つ
た
と
き
。

ロ
　
完
了
日
後
に
お
い
て
、
対
象
事
業
所
で
前
項
第
二
号
ハ
の
雇
入
れ
に
係
る
者
を
雇
用
し
な
く
な
つ
た
と
き

（
当
該
労
働
者
を
雇
用
し
な
く
な
つ
た
と
き
（
解
雇
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の

継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
る
解
雇
を
除
く
。
）
に
よ
る
も

の
を
除
く
。
）
以
後
速
や
か
に
、
新
た
に
継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者
と
し
て
地
域
求
職
者
を
雇
い
入
れ
た

と
き
を
除
く
。
）
。

45



ハ
　
完
了
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
ご
と
に
区
分
し
た
期
間
中
に
お
い
て
、
対
象
事
業
所
の
労
働
者
を
解

雇
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責

め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
る
解
雇
を
除
く
。
）
し
た
と
き
。

三
　
前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
主
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

イ
　
満
了
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
ご
と
に
区
分
し
た
期
間
の
末
日
に
お
け
る
前
項
第
三
号
イ
（
２
）
の

設
置
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
の
数
が
満
了
日
に
お
け
る
当
該
労
働
者
の
数
未
満
と
な
つ
た
と
き
。

ロ
　
満
了
日
後
に
お
い
て
、
前
項
第
三
号
イ
（
２
）
の
設
置
に
係
る
事
業
所
で
同
号
イ
（
３
）
の
雇
入
れ
に
係

る
者
を
雇
用
し
な
く
な
つ
た
と
き
（
当
該
労
働
者
を
雇
用
し
な
く
な
つ
た
と
き
（
解
雇
（
天
災
そ
の
他
や
む

を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に

よ
る
解
雇
を
除
く
。
）
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
以
後
速
や
か
に
、
新
た
に
継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者
と
し

て
地
域
求
職
者
を
雇
い
入
れ
た
と
き
を
除
く
。
）

ハ
　
満
了
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
ご
と
に
区
分
し
た
期
間
中
に
お
い
て
、
対
象
事
業
所
の
労
働
者
を
解

雇
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責

め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
る
解
雇
を
除
く
。
）
し
た
と
き
。

四
　
前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
業
主
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

イ
　
完
了
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
ご
と
に
区
分
し
た
期
間
の
末
日
に
お
け
る
前
項
第
四
号
ハ
の
雇
入
れ

に
係
る
対
象
事
業
所
の
労
働
者
の
数
が
完
了
日
に
お
け
る
当
該
労
働
者
の
数
未
満
と
な
つ
た
と
き
。

ロ
　
完
了
日
後
に
お
い
て
、
対
象
事
業
所
で
前
項
第
四
号
ハ
の
雇
入
れ
に
係
る
者
を
雇
用
し
な
く
な
つ
た
と
き

（
当
該
労
働
者
を
雇
用
し
な
く
な
つ
た
と
き
（
解
雇
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の

継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
る
解
雇
を
除
く
。
）
に
よ
る
も

の
を
除
く
。
）
以
後
速
や
か
に
、
新
た
に
継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者
と
し
て
地
域
求
職
者
を
雇
い
入
れ
た

と
き
を
除
く
。
）
。

ハ
　
完
了
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
ご
と
に
区
分
し
た
期
間
中
に
お
い
て
、
対
象
事
業
所
の
労
働
者
を
解

雇
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責

め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
る
解
雇
を
除
く
。
）
し
た
と
き
。

４
　
沖
縄
若
年
者
雇
用
促
進
コ
ー
ス
奨
励
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を

支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
沖
縄
県
の
区
域
内
に
お
い
て
事
業
所
を
設
置
し
、
又
は
整
備
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
（
１
）
の
設
置
又
は
整
備
に
係
る
事
業
所
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
対
象
事
業
所
」
と
い
う
。
）
の
設

置
又
は
整
備
及
び
当
該
設
置
又
は
整
備
に
伴
う
労
働
者
の
雇
入
れ
に
関
す
る
計
画
（
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
「
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
沖
縄
労
働
局
長
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
対
象
事
業
所
の
設
置
又
は
整
備
に
伴
い
、
（
ｉ
）
に
掲
げ
る
日
か
ら
（
ｉ
ｉ
）
に
掲
げ
る
日
ま
で
の
間

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
沖
縄
県
の
区
域
内
に
居
住
す
る
三
十
五

歳
未
満
の
求
職
者
（
職
場
適
応
訓
練
受
講
求
職
者
、
関
連
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
そ
の
他
就
職
が

容
易
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
沖
縄
若
年
求
職
者
」
と
い
う
。
）
を

継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者
と
し
て
三
人
以
上
雇
い
入
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉ）
　
計
画
を
沖
縄
労
働
局
長
に
提
出
し
た
日

（ｉｉ）
　
対
象
事
業
所
の
設
置
又
は
整
備
が
完
了
し
た
旨
の
届
を
沖
縄
労
働
局
長
に
提
出
し
た
日
（
当
該
届
を

（
ｉ
）
に
掲
げ
る
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
四
箇
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
提
出
し
な
い
場
合
に
あ

つ
て
は
、
当
該
二
十
四
箇
月
を
経
過
す
る
日
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
完
了
日
」
と
い
う
。
）

（４）
　
計
画
に
定
め
ら
れ
た
期
間
の
初
日
か
ら
、
完
了
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間

（
（
５
）
及
び
次
項
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
（
３
）
の
雇
入
れ
に
係
る
対
象
事
業

所
の
労
働
者
を
解
雇
し
た
事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能

と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事

業
主
で
あ
る
こ
と
。

（５）
　
（
３
）
の
雇
入
れ
に
係
る
対
象
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の

の
う
ち
当
該
基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判

断
し
て
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（６）
　
（
３
）
の
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る

事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
イ
に
該
当
す
る
事
業
主
の
う
ち
、
完
了
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
六
箇
月
を
経
過
す
る
日
に
お
い
て
、
次
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
沖
縄
若
年
求
職
者
そ
の
他
の
労
働
者
の
定
着
の
状
況
が
特
に
優
良
で
あ
る
と
沖
縄
労
働
局
長
が
認
め
る

対
象
事
業
所
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
対
象
期
間
に
雇
い
入
れ
た
沖
縄
若
年
求
職
者
の
う
ち
、
一
定
の
割
合
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
、
期
間
の

定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
で
あ
つ
て
、
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
同
一
の
事
業
所
に

雇
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
の
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
と
同
一
の
も
の
と
し
て
雇
用
し
、
労
働
協
約
又

は
就
業
規
則
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
通
常
の
労
働
者
と
同
一

の
賃
金
制
度
を
適
用
し
て
い
る
対
象
事
業
所
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

二
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

イ
　
前
号
イ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
対
象
期
間
に
雇
い
入
れ
た
沖
縄
若
年
求
職
者
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ

て
は
、
沖
縄
県
の
区
域
内
に
居
住
す
る
三
十
五
歳
未
満
の
新
規
学
卒
者
を
含
む
。
）
に
対
し
て
完
了
日
か
ら

起
算
し
て
一
年
の
期
間
に
つ
い
て
支
払
つ
た
賃
金
の
額
に
相
当
す
る
額
の
四
分
の
一
（
中
小
企
業
事
業
主
に

あ
つ
て
は
、
三
分
の
一
）
の
額
（
そ
の
額
が
百
二
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
百
二
十
万
円
）

ロ
　
前
号
ロ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
対
象
期
間
に
雇
い
入
れ
た
沖
縄
若
年
求
職
者
に
対
し
て
完
了
日
か
ら
起
算

し
て
一
年
を
経
過
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
の
期
間
に
つ
い
て
支
払
つ
た
賃
金
の
額
に
相
当
す
る
額
の
三

分
の
一
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
分
の
一
）
の
額
（
そ
の
額
が
百
二
十
万
円
を
超
え
る
と
き

は
、
百
二
十
万
円
）

５
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
基
準
期
間
が
経
過
し
た
後
同
項
の
雇
入
れ
に
係
る
者
を
解
雇
し
た
事
業
主
（
天

災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ

き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
と
き
以
後
、
沖
縄
若
年
者
雇
用
促
進
コ
ー
ス
奨
励
金
は

支
給
し
な
い
。

（
通
年
雇
用
助
成
金
）

第
百
十
三
条
　
通
年
雇
用
助
成
金
は
、
積
雪
又
は
寒
冷
の
度
が
特
に
高
い
地
域
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

地
域
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
「
指
定
地
域
」
と
い
う
。
）
に
所
在
す
る
事
業
所
に
お
い
て
、
冬
期

に
当
該
指
定
地
域
に
お
け
る
事
業
活
動
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
業
種
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
業

種
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
「
指
定
業
種
」
と
い
う
。
）
に
属
す
る
事
業
を
行
う
事
業
主
（
十
二
月

十
六
日
か
ら
翌
年
三
月
十
五
日
ま
で
の
間
（
以
下
こ
の
条
、
附
則
第
十
六
条
及
び
第
十
七
条
に
お
い
て
「
対
象
期

間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
当
該
事
業
所
に
係
る
指
定
業
種
以
外
の
業
種
に
属
す
る
事
業
を
行
う
も
の
を
含
む
。
）

で
あ
つ
て
、
当
該
事
業
所
に
お
い
て
季
節
的
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
に
つ
い
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
年
間
を
通
じ
た
雇
用
を
行
う
も
の
（
通
年
雇
用
助
成
金
の
支
給
を
受
け
な
け
れ
ば
当
該
労
働
者
に
つ
い
て
年

間
を
通
じ
た
雇
用
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
都
道
府
県
労
働
局
長
が
認
め
る
事
業
主
に
限
る
。
）
に
対
し
て
、

当
該
労
働
者
の
職
業
の
安
定
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
対
象
期
間
に
、
当
該
事
業
主
に
係
る
指
定
業
種
に
属
す
る
事
業
を
行
う
事
業
所
に
お
い
て
業
務
に
従
事
さ
せ

る
こ
と
に
よ
る
年
間
を
通
じ
た
雇
用

二
　
対
象
期
間
に
、
前
号
の
事
業
所
以
外
の
事
業
所
に
お
い
て
業
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
年
間
を
通
じ
た

雇
用
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三
　
第
一
号
の
事
業
所
に
お
い
て
、
季
節
的
業
務
以
外
の
業
務
に
常
時
従
事
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
年
間
を
通
じ
た

雇
用

２
　
通
年
雇
用
助
成
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す

る
。

一
　
前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
よ
る
年
間
を
通
じ
た
雇
用
を
行
う
事
業
主
　
当
該
事
業
主
が
年
間
を
通
じ
た
雇

用
に
係
る
労
働
者
に
対
し
て
対
象
期
間
に
つ
い
て
支
払
つ
た
賃
金
の
額
の
二
分
の
一
（
年
間
を
通
じ
た
雇
用
に

係
る
労
働
者
と
な
つ
た
日
後
の
最
初
の
対
象
期
間
に
つ
い
て
支
払
つ
た
賃
金
に
あ
つ
て
は
、
当
該
賃
金
の
額
の

三
分
の
二
）
の
額
（
そ
の
額
が
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
定
め
る
額
）

二
　
前
項
第
三
号
に
よ
る
年
間
を
通
じ
た
雇
用
を
行
う
事
業
主
　
当
該
事
業
主
が
年
間
を
通
じ
た
雇
用
に
係
る
労

働
者
に
対
し
て
季
節
的
業
務
以
外
の
業
務
に
常
時
従
事
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
年
間
を
通
じ
た
雇
用
に
係
る
労
働

者
と
な
つ
た
日
後
の
最
初
の
六
箇
月
間
に
つ
い
て
支
払
つ
た
賃
金
の
額
の
三
分
の
一
（
そ
の
額
が
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
定
め
る
額
）

３
　
通
年
雇
用
助
成
金
は
、
通
年
雇
用
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
事
業
主
の
事
業
所
に
お
け
る
継
続
し
て
雇
用
す
る

労
働
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
者
の
数
が
当
該
事
業
所
に
つ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り

算
定
し
た
数
を
下
回
る
場
合
は
、
当
該
下
回
る
数
（
そ
の
数
が
当
該
事
業
所
に
お
け
る
年
間
を
通
じ
た
雇
用
に
係

る
労
働
者
の
数
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
年
間
を
通
じ
た
雇
用
に
係
る
労
働
者
の
数
）
に
相
当
す
る
数
の
当
該
事

業
所
に
お
け
る
年
間
を
通
じ
た
雇
用
に
係
る
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
支
給
し
な
い
。

４
　
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
年
間
を
通
じ
た
雇
用
を
行
つ
た
事
業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
年
間
を
通
じ

た
雇
用
に
係
る
労
働
者
に
対
し
て
業
務
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
職
業
訓
練
を
対
象
期
間

内
に
実
施
す
る
も
の
に
対
し
て
は
、
第
二
項
各
号
に
定
め
る
額
に
加
え
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
て
、

当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
そ
の
額
が
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
定
め
る
額
）
を
支
給

す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
季
節
的
業
務
に
係
る
年
間
を
通
じ
た
雇
用
を
行
つ
た
事
業
主
　
当
該
職
業
訓
練
の
実
施
に
要
す
る
額
の
二
分

の
一
の
額

二
　
季
節
的
業
務
以
外
の
業
務
に
係
る
年
間
を
通
じ
た
雇
用
を
行
つ
た
事
業
主
　
当
該
職
業
訓
練
の
実
施
に
要
す

る
額
の
三
分
の
二
の
額

５
　
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
通
年
雇
用
助
成
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６
　
指
定
地
域
に
お
い
て
指
定
業
種
に
属
す
る
事
業
を
行
う
事
業
主
が
指
定
業
種
以
外
の
業
種
に
属
す
る
事
業
を
新

た
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
所
を
設
置
し
、
又
は
整
備
し
て
、
季
節
的
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
に
つ
い

て
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
年
間
を
通
じ
た
雇
用
を
行
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
主
に
対

し
て
は
、
第
二
項
各
号
に
定
め
る
額
に
加
え
、
当
該
設
置
又
は
整
備
に
要
す
る
額
の
十
分
の
一
の
額
（
そ
の
額
が

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
定
め
る
額
）
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

第
百
十
四
条
　
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
百
十
条
の
三
第
二
項
第
一
号
イ
の
規
定
に
よ
り
季
節
的
業

務
に
従
事
す
る
者
を
期
間
を
定
め
て
雇
い
入
れ
た
事
業
主
が
、
当
該
期
間
（
次
項
に
お
い
て
「
試
用
期
間
」
と
い

う
。
）
が
経
過
し
た
後
に
当
該
者
（
次
項
に
お
い
て
「
通
年
雇
用
労
働
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
年
間
を
通
じ
た

雇
用
を
行
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
主
に
対
し
て
通
年
雇
用
助
成
金
を
支
給
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
通
年
雇
用
助
成
金
の
額
は
、
通
年
雇
用
労
働
者
に
対
し
て
試
用
期
間
が
経
過
し

た
日
後
の
最
初
の
六
箇
月
間
に
つ
い
て
支
払
つ
た
賃
金
の
額
の
三
分
の
一
の
額
か
ら
当
該
事
業
主
が
支
給
を
受
け

た
当
該
通
年
雇
用
労
働
者
に
係
る
一
般
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス
助
成
金
の
額
を
減
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
定
め
る
額
）
と
す
る
。

（
法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
）

第
百
十
五
条
　
法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、
第
百
二
条
の
三
の
二
、
第
百

二
条
の
四
、
第
百
九
条
、
第
百
四
十
条
及
び
第
百
四
十
条
の
二
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
対
し
て
、
両
立
支
援
等
助
成
金
を
支
給
す
る
こ
と
。

二
　
事
業
主
又
は
中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
及
び
良
好
な
雇
用
の
機
会
の
創
出
の
た
め
の
雇
用
管
理
の

改
善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
五
十
七
号
。
以
下
「
中
小
企
業
労
働
力
確
保
法
」
と
い
う
。
）

第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
組
合
等
（
以
下
「
認
定
組
合
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
人
材
確
保
等
支

援
助
成
金
（
人
材
確
保
等
支
援
助
成
コ
ー
ス
助
成
金
に
限
る
。
）
を
支
給
す
る
こ
と
。

三
　
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
で
あ
つ
て
、
労
働
者
の
失
業
の
予
防
そ
の
他
の
雇
用
の
安
定
を
図
る
た

め
の
措
置
を
講
ず
る
事
業
主
に
対
し
て
必
要
な
情
報
の
提
供
、
相
談
そ
の
他
の
援
助
の
業
務
を
行
う
も
の
の
う

ち
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
に
対
し
て
、
そ
の
業
務
に
要
す
る
経
費
の
一
部
の
補
助
を
行
う
こ
と
。

四
　
地
域
に
お
け
る
雇
用
開
発
を
促
進
す
る
た
め
、
調
査
及
び
研
究
並
び
に
事
業
主
そ
の
他
の
者
に
対
す
る
相

談
、
指
導
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

五
　
介
護
休
業
（
育
児
・
介
護
休
業
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
介
護
休
業
及
び
同
法
第
二
十
四
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
、
当
該
介
護
休
業
の
制
度
に
準
じ
て
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
る
措
置
に
係
る
休
業
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
の
制
度
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、
調
査
及
び
研
究
並
び
に
事
業
主
そ
の
他
の
者
に
対
す
る
相
談
、
指

導
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

六
　
中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
及
び
良
好
な
雇
用
の
機
会
の
創
出
の
た
め
、
認
定
中
小
企
業
者
等
に
対

し
て
情
報
の
提
供
、
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

七
　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
に
対
し
て
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第

百
六
十
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
措
置
に
要
す
る
経
費
の
全
部
又

は
一
部
の
補
助
を
行
う
こ
と
。

八
　
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
（
障
害
者
雇
用
促
進
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
を
い

う
。
）
の
設
置
及
び
運
営
そ
の
他
の
障
害
者
の
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
業
を
行
う
こ
と
。

九
　
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
九
条
第
一
項
に
定
め
る
必
要
な
資
金
の

貸
付
け
を
行
う
こ
と
。

十
　
妊
娠
、
出
産
又
は
育
児
を
理
由
と
し
て
休
業
又
は
退
職
し
た
被
保
険
者
等
（
法
第
六
十
二
条
第
一
項
に
規
定

す
る
被
保
険
者
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
百
三
十
八
条
第
九
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
雇
用
の
継
続
又

は
再
就
職
の
促
進
そ
の
他
の
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
業
を
行
う
こ
と
。

十
一
　
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
に
対
し
て
、
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
法

（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
九
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構

が
行
う
内
外
の
労
働
に
関
す
る
事
情
及
び
労
働
政
策
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
調
査
及
び
研
究
等
の
業
務
に
つ
い

て
、
被
保
険
者
等
の
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
に
必
要
な
助
成
を
行
う
こ
と
。

十
二
　
前
各
号
に
掲
げ
る
事
業
の
ほ
か
、
青
少
年
そ
の
他
の
者
の
不
安
定
な
雇
用
状
態
の
是
正
、
受
給
資
格
者
そ

の
他
の
者
の
再
就
職
の
促
進
、
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
の
促
進
、
個
別

労
働
関
係
紛
争
（
個
別
労
働
関
係
紛
争
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第

一
条
に
規
定
す
る
個
別
労
働
関
係
紛
争
を
い
う
。
）
の
解
決
の
促
進
そ
の
他
の
被
保
険
者
等
の
雇
用
の
安
定
を

図
る
た
め
に
必
要
な
事
業
を
行
う
こ
と
。

十
三
　
事
業
主
に
対
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
を
支
給
す
る
こ
と
。

十
四
　
港
湾
労
働
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
四
十
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣

に
よ
り
指
定
さ
れ
た
法
人
に
対
し
て
、
同
法
第
三
十
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
要
す
る
経
費
の
全
部
又
は
一
部

の
補
助
を
行
う
こ
と
。

十
五
　
事
業
主
又
は
事
業
主
の
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
に
対
し
て
、
建
設
労
働
法
第
九
条
第
一
号
及
び
第

三
号
の
規
定
に
基
づ
き
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
等
普
及
促
進
コ
ー
ス
助
成
金
、
建
設
分
野
若
年
者
及

び
女
性
に
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
事
業
コ
ー
ス
助
成
金
及
び
建
設
分
野
作
業
員
宿
舎
等
設
置
助
成
コ
ー
ス
助
成

金
（
人
材
確
保
等
支
援
助
成
金
の
う
ち
、
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
、
再
就
職
の
促
進
そ
の
他
建
設
労
働
者

の
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
に
必
要
な
助
成
並
び
に
建
設
業
務
労
働
者
の
就
職
及
び
送
出
就
業
の
円
滑
化
を
図

る
た
め
に
必
要
な
助
成
に
係
る
も
の
に
限
る
。
第
百
十
八
条
第
一
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
支
給

す
る
こ
と
。

十
六
　
住
居
を
喪
失
し
た
離
職
者
等
の
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
の
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
保
証
を
行
う
一
般
社

団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
に
対
し
て
、
当
該
保
証
に
要
す
る
経
費
の
一
部
補
助
を
行
う
こ
と
。

十
七
　
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
受
け
て
い
る
者
の
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
の
受
講
を
容
易
に
す
る
た
め
の
資
金

の
貸
付
け
に
係
る
保
証
を
行
う
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
に
対
し
て
、
当
該
保
証
に
要
す
る
経
費
の

一
部
補
助
を
行
う
こ
と
。

十
八
　
法
第
六
十
二
条
第
一
項
各
号
及
び
前
各
号
に
掲
げ
る
事
業
に
附
帯
す
る
事
業
を
行
う
こ
と
。
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（
両
立
支
援
等
助
成
金
）

第
百
十
六
条
　
前
条
第
一
号
の
両
立
支
援
等
助
成
金
と
し
て
、
事
業
所
内
保
育
施
設
コ
ー
ス
助
成
金
、
出
生
時
両
立

支
援
コ
ー
ス
助
成
金
、
介
護
離
職
防
止
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
、
育
児
休
業
等
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
、
育
休
中
等
業

務
代
替
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
、
柔
軟
な
働
き
方
選
択
制
度
等
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
及
び
不
妊
治
療
両
立
支
援
コ
ー

ス
助
成
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
事
業
所
内
保
育
施
設
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
対
し
て
、
第
二
号

に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
（
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
二
十
号
。

以
下
「
次
世
代
法
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
も
の
に
あ
つ
て
は
、
イ
か
ら
ハ

ま
で
に
該
当
す
る
も
の
）
又
は
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
該
当
す
る
事
業
主
団
体

イ
　
労
働
者
が
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
し
つ
つ
就
業
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
た
め

の
施
設
と
し
て
適
当
と
認
め
ら
れ
る
保
育
施
設
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
保
育
施
設
」
と
い
う
。
）

を
設
置
し
、
若
し
く
は
整
備
す
る
事
業
主
又
は
そ
の
構
成
員
で
あ
る
事
業
主
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
た
め
の

対
象
保
育
施
設
を
設
置
し
、
若
し
く
は
整
備
す
る
事
業
主
団
体

ロ
　
対
象
保
育
施
設
の
運
営
に
要
し
た
費
用
の
額
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
又
は
事
業

主
団
体

ハ
　
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
対
象
保
育
施
設
の
運
営
を
開
始
し
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体

ニ
　
厚
生
労
働
大
臣
に
一
般
事
業
主
行
動
計
画
（
次
世
代
法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
事
業
主
行
動

計
画
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
策
定
し
た
旨
を
届
け
出
て
、
同
計
画
を
公
表
し
、
同
計

画
を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
事
業
主

二
　
対
象
保
育
施
設
の
運
営
を
開
始
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
（
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
指
定
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
の
区
分
に

応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額

イ
　
前
号
に
該
当
す
る
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
（
ロ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
　
次
の
（
１
）
又
は
（
２
）
に

掲
げ
る
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額

（１）
　
対
象
保
育
施
設
の
運
営
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
指
定
期
間
の
各
年
に
お
い
て
、
当
該
各
年
に
要
し

た
費
用
の
額
か
ら
当
該
施
設
の
定
員
の
総
数
（
そ
の
総
数
が
十
人
を
超
え
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
人
。

ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
当
該
施
設
の
運
営
月
数
を
乗
じ
て
得
た
数
に
一
万
円
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除

し
た
額
（
千
三
百
六
十
万
円
（
安
静
室
を
設
け
看
護
師
を
置
い
て
運
営
す
る
場
合
は
、
千
五
百
二
十
五
万

円
。
以
下
こ
の
（
１
）
に
お
い
て
「
限
度
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
限
度
額
）

（２）
　
指
定
期
間
の
各
年
に
お
い
て
、
対
象
保
育
施
設
の
現
員
（
現
員
が
定
員
を
超
え
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

定
員
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
一
人
当
た
り
三
十
四
万
円
を
乗
じ
て
得
た
額
（
安
静
室
を
設
け
看
護
師

を
置
い
て
運
営
す
る
場
合
は
、
当
該
乗
じ
て
得
た
額
に
百
六
十
五
万
円
を
加
え
た
額
）

ロ
　
前
号
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
又
は
中
小
企
業
事
業
主
の
み
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
事
業
主
団
体
　
次

の
（
１
）
又
は
（
２
）
に
掲
げ
る
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額

（１）
　
対
象
保
育
施
設
の
運
営
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
指
定
期
間
の
各
年
に
お
い
て
、
当
該
各
年
に
要
し

た
費
用
の
額
か
ら
当
該
施
設
の
定
員
の
総
数
に
当
該
施
設
の
運
営
月
数
を
乗
じ
て
得
た
数
に
五
千
円
を
乗

じ
て
得
た
額
を
控
除
し
た
額
（
千
八
百
万
円
（
安
静
室
を
設
け
看
護
師
を
置
い
て
運
営
す
る
場
合
は
、
千

九
百
六
十
五
万
円
。
以
下
こ
の
（
１
）
に
お
い
て
「
限
度
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

限
度
額
）

（２）
　
指
定
期
間
の
各
年
に
お
い
て
、
対
象
保
育
施
設
の
現
員
に
一
人
当
た
り
四
十
五
万
円
を
乗
じ
て
得
た
額

（
安
静
室
を
設
け
看
護
師
を
置
い
て
運
営
す
る
場
合
は
、
当
該
乗
じ
て
得
た
額
に
百
六
十
五
万
円
を
加
え

た
額
）

３
　
出
生
時
両
立
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給

す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主

イ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
（
中
小
企
業
事
業
主
が
次
世
代
法
第
十
五
条
の
二
の
規
定

に
よ
り
認
定
さ
れ
た
も
の
（
以
下
「
認
定
中
小
企
業
事
業
主
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
（
１
）

及
び
（
２
）
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
）

（１）
　
労
働
協
約
、
就
業
規
則
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
労
働
協
約
等
」
と

い
う
。
）
に
お
い
て
、
そ
の
雇
用
す
る
男
性
被
保
険
者
に
お
け
る
育
児
休
業
（
育
児
・
介
護
休
業
法
第
二

条
第
一
号
に
規
定
す
る
育
児
休
業
、
育
児
・
介
護
休
業
法
第
二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
に

関
す
る
制
度
に
準
ず
る
措
置
に
よ
る
休
業
及
び
育
児
・
介
護
休
業
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

当
該
育
児
休
業
に
関
す
る
制
度
に
準
じ
て
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
る
措
置
に
よ
る
休
業
を
い
う
。
（
２
）
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
取
得
に
伴
う
業
務
の
見
直
し
に
関
す
る
規
定
を
定
め
、
当
該
規
定
に
基
づ
き
業
務
体

制
の
整
備
を
行
い
、
か
つ
、
育
児
休
業
（
育
児
・
介
護
休
業
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
育
児
休
業
を

い
う
。
以
下
こ
の
（
１
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
申
出
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
雇
用
環

境
の
整
備
に
関
す
る
措
置
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
い
ず
れ
か
二
以
上
の
措
置
（
育
児
・
介
護

休
業
法
第
九
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
出
生
時
育
児
休
業
開
始
予
定
日
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
期
間
を
定
め
た
事
業
主
（
以
下
「
出
生
時
育
児
休
業
開
始
予
定
日
の
指
定
可
能
期
間
を
定
め
た
事
業

主
」
と
い
う
。
）
は
、
三
以
上
の
措
置
）
を
講
じ
て
い
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
取
組
の
実
施
の
状
況

を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
も
の

（ｉ）
　
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
対
す
る
育
児
休
業
に
係
る
研
修
の
実
施

（ｉｉ）
　
育
児
休
業
に
関
す
る
相
談
体
制
の
整
備

（ｉｉｉ）
　
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
育
児
休
業
の
取
得
に
関
す
る
事
例
の
収
集
及
び
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に

対
す
る
当
該
事
例
の
提
供

（ｉｖ）
　
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
対
す
る
育
児
休
業
に
関
す
る
制
度
及
び
育
児
休
業
の
取
得
の
促
進
に
関
す

る
方
針
の
周
知

（ｖ）
　
育
児
・
介
護
休
業
法
第
五
条
第
六
項
の
育
児
休
業
申
出
を
し
た
労
働
者
の
育
児
休
業
の
取
得
が
円
滑

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
業
務
の
配
分
又
は
人
員
の
配
置
に
係
る
必
要
な
措
置

（２）
　
そ
の
雇
用
す
る
男
性
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
子

の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
八
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
（
出
産
予
定
日
前
に
当
該
子
が
出
生
し

た
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
出
生
の
日
か
ら
当
該
出
産
予
定
日
か
ら
起
算
し
て
八
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌

日
ま
で
と
し
、
出
産
予
定
日
後
に
当
該
子
が
出
生
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
出
産
予
定
日
か
ら
当
該
出

生
の
日
か
ら
起
算
し
て
八
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
と
す
る
。
次
号
イ
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
開
始
す
る
連
続
し
た
五
日
間
以
上
の
育
児
休
業
を
取
得
さ
せ
た
事
業
主

（３）
　
厚
生
労
働
大
臣
に
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
た
旨
を
届
け
出
て
、
同
計
画
を
公
表
し
、
同
計
画

を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
事
業
主

ロ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
（
中
小
企
業
事
業
主
が
認
定
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
（
１
）
か
ら
（
４
）
ま
で
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
）

（１）
　
イ
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
出
生
時
両
立
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
を
受
け
た
事
業
主

（２）
　
労
働
協
約
等
に
お
い
て
、
そ
の
雇
用
す
る
男
性
被
保
険
者
に
お
け
る
育
児
休
業
（
育
児
・
介
護
休
業
法

第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
育
児
休
業
、
育
児
・
介
護
休
業
法
第
二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
育
児
休

業
に
関
す
る
制
度
に
準
ず
る
措
置
に
よ
る
休
業
及
び
育
児
・
介
護
休
業
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
当
該
育
児
休
業
に
関
す
る
制
度
に
準
じ
て
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
る
措
置
に
よ
る
休
業
を
い
う
。
）
の

取
得
に
伴
う
業
務
の
見
直
し
に
関
す
る
規
定
を
定
め
、
当
該
規
定
に
基
づ
き
業
務
体
制
の
整
備
を
行
い
、

か
つ
、
育
児
休
業
（
育
児
・
介
護
休
業
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
育
児
休
業
を
い
う
。
以
下
こ
の

（
２
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
申
出
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
雇
用
環
境
の
整
備
に
関
す
る
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措
置
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
い
ず
れ
か
二
以
上
の
措
置
（
出
生
時
育
児
休
業
開
始
予
定
日
の

指
定
可
能
期
間
を
定
め
た
事
業
主
は
、
三
以
上
の
措
置
）
を
講
じ
て
い
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
取
組

の
実
施
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
も
の

（ｉ）
　
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
対
す
る
育
児
休
業
に
係
る
研
修
の
実
施

（ｉｉ）
　
育
児
休
業
に
関
す
る
相
談
体
制
の
整
備

（ｉｉｉ）
　
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
育
児
休
業
の
取
得
に
関
す
る
事
例
の
収
集
及
び
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に

対
す
る
当
該
事
例
の
提
供

（ｉｖ）
　
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
対
す
る
育
児
休
業
に
関
す
る
制
度
及
び
育
児
休
業
の
取
得
の
促
進
に
関
す

る
方
針
の
周
知

（ｖ）
　
育
児
・
介
護
休
業
法
第
五
条
第
六
項
の
育
児
休
業
申
出
を
し
た
労
働
者
の
育
児
休
業
の
取
得
が
円
滑

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
業
務
の
配
分
又
は
人
員
の
配
置
に
係
る
必
要
な
措
置

（３）
　
イ
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、
出
生
時
両
立
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
の
申
請
を
し
た
日
の
属
す
る

事
業
年
度
（
以
下
こ
の
（
３
）
に
お
い
て
「
イ
の
申
請
年
度
」
と
い
う
。
）
の
翌
事
業
年
度
以
降
三
事
業

年
度
以
内
の
事
業
年
度
に
お
け
る
、
そ
の
雇
用
す
る
男
性
被
保
険
者
で
あ
つ
て
配
偶
者
が
出
産
し
た
も
の

の
数
に
対
す
る
そ
の
雇
用
す
る
男
性
被
保
険
者
で
あ
つ
て
育
児
休
業
（
育
児
・
介
護
休
業
法
第
二
条
第
一

号
に
規
定
す
る
育
児
休
業
、
育
児
・
介
護
休
業
法
第
二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
に
関
す
る

制
度
に
準
ず
る
措
置
に
よ
る
休
業
及
び
育
児
・
介
護
休
業
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
育

児
休
業
に
関
す
る
制
度
に
準
じ
て
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
る
措
置
に
よ
る
休
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を

取
得
し
た
も
の
の
数
の
割
合
（
以
下
こ
の
（
３
）
に
お
い
て
「
男
性
被
保
険
者
育
児
休
業
取
得
割
合
」
と

い
う
。
）
が
、
イ
の
申
請
年
度
に
お
け
る
男
性
被
保
険
者
育
児
休
業
取
得
割
合
よ
り
も
百
分
の
三
十
以
上

増
加
し
て
い
る
事
業
主
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
イ
の
申
請
年
度

の
翌
事
業
年
度
以
降
三
事
業
年
度
以
内
の
事
業
年
度
に
お
け
る
男
性
被
保
険
者
育
児
休
業
取
得
割
合
が
、

二
事
業
年
度
以
上
連
続
し
て
百
分
の
七
十
以
上
で
あ
れ
ば
足
り
る
。

（ｉ）
　
イ
の
申
請
年
度
に
お
け
る
、
そ
の
雇
用
す
る
男
性
被
保
険
者
で
あ
つ
て
配
偶
者
が
出
産
し
た
も
の
が

五
人
未
満
で
あ
る
事
業
主

（ｉｉ）
　
イ
の
申
請
年
度
に
お
け
る
男
性
被
保
険
者
育
児
休
業
取
得
割
合
が
百
分
の
七
十
以
上
で
あ
る
事
業
主

（４）
　
そ
の
雇
用
す
る
男
性
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
イ
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
出
生
時
両
立
支
援
コ
ー
ス
助

成
金
の
支
給
の
申
請
を
し
た
日
以
降
に
一
日
以
上
の
育
児
休
業
を
取
得
し
た
も
の
の
数
が
二
以
上
で
あ
る

事
業
主

（５）
　
厚
生
労
働
大
臣
に
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
た
旨
を
届
け
出
て
、
同
計
画
を
公
表
し
、
同
計
画

を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
事
業
主

二
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
中
小
企
業
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

イ
　
前
号
イ
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
　
次
の
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

（１）
　
そ
の
雇
用
す
る
男
性
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
子

の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
八
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
に
開
始
す
る
連
続
し
た
五
日
間
以
上
の

育
児
休
業
を
取
得
し
た
も
の
が
最
初
に
生
じ
た
中
小
企
業
事
業
主
　
二
十
万
円
（
当
該
中
小
企
業
事
業
主

が
前
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
か
ら
（
ｖ
）
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
い
ず
れ
か
四
以
上
の
措
置
を
講
じ
た

場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）

（２）
　
前
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
か
ら
（
ｖ
）
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
い
ず
れ
か
三
以
上
の
措
置
（
出
生
時

育
児
休
業
開
始
予
定
日
の
指
定
可
能
期
間
を
定
め
た
事
業
主
は
、
四
以
上
の
措
置
）
を
講
じ
た
上
で
、
そ

の
雇
用
す
る
男
性
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
子
の
出

生
の
日
か
ら
起
算
し
て
八
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
に
開
始
す
る
連
続
し
た
十
日
間
以
上
の
育
児

休
業
を
取
得
し
た
も
の
（
（
１
）
の
規
定
に
よ
り
出
生
時
両
立
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
の
対
象
と
な

る
男
性
被
保
険
者
を
除
く
。
）
が
最
初
に
生
じ
た
中
小
企
業
事
業
主
　
十
万
円

（３）
　
前
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
か
ら
（
ｖ
）
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
い
ず
れ
か
四
以
上
の
措
置
（
出
生
時

育
児
休
業
開
始
予
定
日
の
指
定
可
能
期
間
を
定
め
た
事
業
主
は
、
全
て
の
措
置
）
を
講
じ
た
上
で
、
そ
の

雇
用
す
る
男
性
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
子
の
出
生

の
日
か
ら
起
算
し
て
八
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
に
開
始
す
る
連
続
し
た
十
四
日
間
以
上
の
育
児

休
業
を
取
得
し
た
も
の
（
（
１
）
又
は
（
２
）
の
規
定
に
よ
り
出
生
時
両
立
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給

の
対
象
と
な
る
男
性
被
保
険
者
を
除
く
。
）
が
最
初
に
生
じ
た
中
小
企
業
事
業
主
　
十
万
円

ロ
　
前
号
ロ
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
（
既
に
同
号
ロ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る

支
給
を
受
け
た
中
小
企
業
事
業
主
を
除
く
。
）
の
う
ち
同
号
ロ
（
３
）
本
文
に
該
当
す
る
事
業
主
　
次
の
当

該
事
業
主
が
同
号
イ
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
出
生
時
両
立
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
の
申
請
を
し
た
日

の
属
す
る
事
業
年
度
か
ら
同
号
ロ
（
３
）
本
文
に
該
当
す
る
に
至
る
ま
で
の
期
間
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ

れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

（１）
　
一
事
業
年
度
以
内
　
六
十
万
円

（２）
　
二
事
業
年
度
以
内
　
四
十
万
円

（３）
　
三
事
業
年
度
以
内
　
二
十
万
円

ハ
　
前
号
ロ
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
（
既
に
同
号
ロ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る

支
給
を
受
け
た
中
小
企
業
事
業
主
を
除
く
。
）
の
う
ち
同
号
ロ
（
３
）
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
事
業
主
　
次

の
当
該
事
業
主
が
同
号
イ
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
出
生
時
両
立
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
の
申
請
を
し

た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
か
ら
起
算
し
て
同
号
ロ
（
３
）
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
連
続
す
る
二
事
業
年
度
中

の
最
後
の
事
業
年
度
ま
で
の
期
間
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

（１）
　
二
事
業
年
度
以
内
　
四
十
万
円

（２）
　
三
事
業
年
度
以
内
　
二
十
万
円

４
　
前
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
中
小
企
業
事
業
主
（
既
に
こ
の
項
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
同
項
の
規
定
に
よ
る

支
給
を
受
け
た
中
小
企
業
事
業
主
を
除
く
。
）
が
、
同
号
イ
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
出
生
時
両
立
支
援
コ
ー
ス

助
成
金
の
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
助
成
金
の
支
給
の
申
請
を
し
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年

度
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
厚
生
労
働
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
表
し
た
も
の
で
あ
る
場
合
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
育
児
休
業
等
の
取
得
の
状
況
を
公
表
し
た
も
の
で
あ
る
場
合
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、

当
該
中
小
企
業
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二
号
イ
に
定
め
る
額
に
加
え
、
二
万
円
を
支
給
す
る
も
の
と
す

る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
か
の
割
合

イ
　
そ
の
雇
用
す
る
男
性
労
働
者
で
あ
つ
て
配
偶
者
が
出
産
し
た
も
の
の
数
に
対
す
る
そ
の
雇
用
す
る
男
性
労

働
者
で
あ
つ
て
育
児
休
業
を
し
た
も
の
の
数
の
割
合

ロ
　
そ
の
雇
用
す
る
男
性
労
働
者
で
あ
つ
て
配
偶
者
が
出
産
し
た
も
の
の
数
に
対
す
る
、
そ
の
雇
用
す
る
男
性

労
働
者
で
あ
つ
て
育
児
休
業
を
し
た
も
の
の
数
及
び
子
を
養
育
す
る
男
性
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
が
講

ず
る
育
児
を
目
的
と
し
た
休
暇
制
度
（
育
児
休
業
及
び
育
児
・
介
護
休
業
法
第
十
六
条
の
二
に
規
定
す
る
子

の
看
護
休
暇
を
除
く
。
）
を
利
用
し
た
も
の
の
数
の
合
計
数
の
割
合

二
　
そ
の
雇
用
す
る
女
性
労
働
者
で
あ
つ
て
出
産
し
た
も
の
の
数
に
対
す
る
そ
の
雇
用
す
る
女
性
労
働
者
で
あ
つ

て
育
児
休
業
を
し
た
も
の
の
数
の
割
合

三
　
そ
の
雇
用
す
る
男
性
労
働
者
の
う
ち
、
育
児
休
業
を
し
た
も
の
に
つ
い
て
の
当
該
育
児
休
業
の
取
得
日
数
の

平
均

四
　
そ
の
雇
用
す
る
女
性
労
働
者
の
う
ち
、
育
児
休
業
を
し
た
も
の
に
つ
い
て
の
当
該
育
児
休
業
の
取
得
日
数
の

平
均
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５
　
第
三
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
中
小
企
業
事
業
主
（
既
に
こ
の
項
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
同
項
の
規
定
に
よ

る
支
給
を
受
け
た
中
小
企
業
事
業
主
を
除
く
。
）
が
、
同
号
ロ
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
出
生
時
両
立
支
援
コ
ー

ス
助
成
金
の
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
同
号
イ
（
２
）
の
育
児
休
業
を
終
了
し
た
被
保
険
者
が
最
初
に
生
じ
た
日
の

前
日
ま
で
に
認
定
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
認
定
中
小
企
業
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
第

三
項
第
二
号
ロ
又
は
ハ
の
い
ず
れ
か
に
定
め
る
額
に
加
え
、
十
五
万
円
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

６
　
介
護
離
職
防
止
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給

す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
仕
事
と
介
護
と
の
両
立
の
推
進
に
資
す
る
職
場
環
境
整
備
に
関
す
る
取
組
を
行
い
、
か
つ
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主

イ
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
介
護
支
援
計
画
（
事
業
所
に
お
い
て
作
成
さ
れ
る
当
該
被
保
険
者

に
係
る
介
護
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
措
置
及
び
当
該
被
保
険
者
の
介
護
休
業
の
終
了

後
に
当
該
被
保
険
者
が
事
業
所
に
お
い
て
再
び
就
業
す
る
こ
と
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
措
置
を
定
め
た
計
画

又
は
当
該
被
保
険
者
に
係
る
就
業
と
介
護
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
を
円
滑
に
す
る
た
め

の
措
置
を
定
め
た
計
画
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
作
成
し
、
か
つ
、
当
該
介
護
支
援
計

画
に
基
づ
く
措
置
を
講
じ
た
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
被
保
険
者
の
介
護
休
業
を
し
た
日
数
を
合

算
し
た
日
数
が
五
日
以
上
で
あ
る
も
の

ロ
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
介
護
支
援
計
画
を
作
成
し
、
か
つ
、
当
該
介
護
支
援
計
画
に
基
づ

く
措
置
を
講
じ
た
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
被
保
険
者
の
就
業
と
介
護
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度

を
利
用
し
た
日
数
を
合
算
し
た
日
数
が
二
十
日
以
上
で
あ
る
も
の

二
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
中
小
企
業
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

イ
　
前
号
イ
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
　
次
の
（
１
）
及
び
（
２
）
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

（１）
　
前
号
イ
に
該
当
す
る
被
保
険
者
が
生
じ
た
中
小
企
業
事
業
主
　
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
三
十
万
円
（
一

の
年
度
に
お
い
て
当
該
被
保
険
者
の
数
が
五
人
を
超
え
る
場
合
は
、
五
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。
）

（２）
　
（
１
）
に
該
当
す
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
（
１
）
の
規
定
に
よ
る
支
給
を
受
け
た
中
小
企
業
事
業
主
で

あ
つ
て
、
当
該
被
保
険
者
を
介
護
休
業
の
終
了
後
三
箇
月
以
上
継
続
し
て
雇
用
し
た
も
の
　
被
保
険
者
一

人
に
つ
き
三
十
万
円

ロ
　
前
号
ロ
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
　
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
三
十
万
円
（
一
の
年
度
に
お
い
て
当
該

被
保
険
者
の
数
が
五
人
を
超
え
る
場
合
は
、
五
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。
）

７
　
前
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
中
小
企
業
事
業
主
が
、
同
号
イ
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
介
護
離
職
防
止
支
援
コ

ー
ス
助
成
金
の
支
給
（
同
項
第
二
号
イ
（
２
）
の
規
定
に
よ
る
支
給
に
限
る
。
）
を
受
け
、
か
つ
、
第
一
号
に
該

当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
第
二
号
イ
に
定
め
る
額
に
加
え
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す

る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主

イ
　
介
護
休
業
を
す
る
被
保
険
者
の
当
該
介
護
休
業
の
期
間
に
つ
い
て
当
該
被
保
険
者
の
業
務
を
処
理
す
る
た

め
に
、
必
要
な
労
働
者
を
雇
い
入
れ
、
又
は
派
遣
元
事
業
主
（
労
働
者
派
遣
法
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る

派
遣
元
事
業
主
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
た
中
小
企
業
事
業
主
で

あ
つ
て
、
そ
の
実
施
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
も
の

ロ
　
介
護
休
業
を
す
る
被
保
険
者
の
業
務
を
当
該
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
他
の
労
働
者
が
円
滑
に
処
理
す
る
た

め
の
措
置
を
講
じ
た
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
措
置
の
実
施
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整

備
し
て
い
る
も
の

二
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
中
小
企
業
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

イ
　
前
号
イ
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
　
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
二
十
万
円

ロ
　
前
号
ロ
に
規
定
す
る
中
小
企
業
事
業
主
　
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
五
万
円

８
　
第
六
項
第
一
号
に
規
定
す
る
中
小
企
業
事
業
主
が
、
同
号
に
該
当
す
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
同
号
に
該
当
す

る
こ
と
に
よ
り
介
護
離
職
防
止
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
当
該
中
小
企
業
事
業
主
に
対
し
て
は
、
同
項
第
二
号
に
定
め
る
額
に
加
え
、
十
五
万
円
を
支
給
す

る
も
の
と
す
る
。

一
　
第
六
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
次
の
イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
、
同
号
ロ
に

該
当
す
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
次
の
イ
、
ロ
、
ホ
及
び
ヘ
に
掲
げ
る
事
項
を
当
該
被
保
険
者
に
対
し
て
知
ら

せ
た
事
業
主

イ
　
介
護
休
業
及
び
就
業
と
介
護
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
介
護
休
業
等
」
と
い

う
。
）
に
関
す
る
事
項

ロ
　
介
護
休
業
等
の
申
出
先

ハ
　
介
護
休
業
給
付
に
関
す
る
事
項

ニ
　
労
働
者
が
介
護
休
業
期
間
（
育
児
・
介
護
休
業
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
休
業
期
間
を
い

う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
負
担
す
べ
き
社
会
保
険
料
の
取
扱
い
及
び
当
該
保
険
料
を

事
業
主
に
支
払
う
方
法

ホ
　
労
働
者
の
介
護
休
業
等
の
取
得
又
は
利
用
の
期
間
中
に
お
け
る
待
遇
に
関
す
る
事
項

ヘ
　
介
護
休
業
等
後
に
お
け
る
賃
金
、
配
置
そ
の
他
の
労
働
条
件
に
関
す
る
事
項

ト
　
育
児
・
介
護
休
業
法
第
十
五
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
情
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
介
護
休
業
期
間
が

終
了
し
た
労
働
者
の
労
務
の
提
供
の
開
始
時
期
に
関
す
る
事
項

二
　
介
護
休
業
等
の
申
出
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
雇
用
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置
と
し
て
、

次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
い
ず
れ
か
二
以
上
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
措
置
の
実
施
の

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
も
の

イ
　
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
対
す
る
介
護
休
業
等
に
係
る
研
修
の
実
施

ロ
　
介
護
休
業
等
に
関
す
る
相
談
体
制
の
整
備

ハ
　
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
介
護
休
業
等
の
取
得
又
は
利
用
に
関
す
る
事
例
の
収
集
及
び
そ
の
雇
用
す
る
労

働
者
に
対
す
る
当
該
事
例
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
で
あ
つ
て
介
護
休
業
等
を
取
得
又
は
利
用
し
た
者
が
い

な
い
場
合
に
は
厚
生
労
働
省
雇
用
環
境
・
均
等
局
長
（
以
下
「
雇
用
環
境
・
均
等
局
長
」
と
い
う
。
）
が
定

め
る
事
例
）
の
提
供

ニ
　
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
対
す
る
介
護
休
業
等
に
関
す
る
制
度
及
び
介
護
休
業
等
の
取
得
又
は
利
用
の
促

進
に
関
す
る
方
針
の
周
知

９
　
育
児
休
業
等
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
、
第
二
号
に
定
め
る
支
給
額
を
支

給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
（
中
小
企
業
事
業
主
が
認
定
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
イ
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
）

イ
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
育
休
復
帰
支
援
計
画
（
育
児
休
業
を
す
る
被
保
険
者
の
当
該
育
児

休
業
を
し
た
期
間
（
当
該
被
保
険
者
に
労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
つ
て
休
業
す
る
期
間

が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
期
間
の
満
了
後
引
き
続
き
育
児
休
業
を
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
期
間
）
の
開

始
前
に
、
事
業
所
に
お
い
て
作
成
さ
れ
る
当
該
被
保
険
者
に
係
る
育
児
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
を
円
滑
に
す

る
た
め
の
措
置
及
び
当
該
被
保
険
者
の
当
該
育
児
休
業
の
終
了
後
に
当
該
被
保
険
者
が
事
業
所
に
お
い
て
再

び
就
業
す
る
こ
と
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
措
置
を
定
め
た
計
画
を
い
う
。
以
下
こ
の
イ
及
び
次
号
イ
（
１
）

に
お
い
て
同
じ
。
）
を
作
成
し
、
か
つ
、
当
該
育
休
復
帰
支
援
計
画
に
基
づ
く
措
置
を
講
じ
た
中
小
企
業
事

業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
被
保
険
者
の
育
児
休
業
を
し
た
期
間
（
当
該
被
保
険
者
に
同
項
の
規
定
に
よ
つ
て
休

業
し
た
期
間
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
期
間
の
満
了
後
引
き
続
き
育
児
休
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

期
間
及
び
当
該
育
児
休
業
を
し
た
期
間
を
通
算
し
た
期
間
。
次
号
イ
（
１
）
、
第
十
一
項
第
一
号
ロ
及
び
ニ
、

同
項
第
二
号
イ
及
び
ロ
並
び
に
第
十
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
三
箇
月
以
上
で
あ
る
も
の

ロ
　
厚
生
労
働
大
臣
に
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
た
旨
を
届
け
出
て
、
同
計
画
を
公
表
し
、
同
計
画
を

労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
中
小
企
業
事
業
主

二
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
中
小
企
業
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

イ
　
前
号
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
　
次
の
（
１
）
及
び
（
２
）
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
規
定
に
定
め
る
額
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（１）
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
中
小
企
業
事
業
主
に
よ
る
育
休
復
帰
支
援
計
画
に
基
づ
く
措
置

が
講
じ
ら
れ
、
か
つ
、
当
該
被
保
険
者
の
育
児
休
業
を
し
た
期
間
が
三
箇
月
以
上
で
あ
る
も
の
（
（
２
）

及
び
ロ
に
お
い
て
「
要
件
該
当
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
（
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い

る
も
の
に
限
る
。
）
が
生
じ
た
中
小
企
業
事
業
主
（
既
に
こ
の
（
１
）
の
規
定
に
よ
る
支
給
を
受
け
た
も

の
を
除
く
。
）
　
三
十
万
円

（２）
　
要
件
該
当
被
保
険
者
（
期
間
を
定
め
て
雇
用
す
る
労
働
者
に
限
る
。
）
が
生
じ
た
中
小
企
業
事
業
主
（
既

に
こ
の
（
２
）
の
規
定
に
よ
る
支
給
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。
）
　
三
十
万
円

ロ
　
前
号
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
つ
て
、
要
件
該
当
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
育
児
休
業
等
支
援
コ

ー
ス
助
成
金
の
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
要
件
該
当
被
保
険
者
を
育
児
休
業
後
六
箇
月
以
上
継
続
し
て
雇

用
し
た
も
の
　
三
十
万
円

10
　
前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
中
小
企
業
事
業
主
（
既
に
こ
の
項
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
同
項
の
規
定
に
よ
る
支

給
を
受
け
た
中
小
企
業
事
業
主
を
除
く
。
）
が
、
同
号
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
育
児
休
業
等
支
援
コ
ー
ス
助
成

金
の
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
中
小
企
業
事
業
主
が
、
育
児
休
業
等
の
取
得
の
状
況
を
公
表
し
た
も
の
で
あ
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
中
小
企
業
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
前
項
第
二
号
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
定
め
る
額
に

加
え
、
二
万
円
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

11
　
育
休
中
等
業
務
代
替
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を

支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主

イ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
（
中
小
企
業
事
業
主
が
認
定
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
（
１
）
及
び
（
２
）
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
）

（１）
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
が
育
児
休
業
を
す
る
期
間
に
つ
い
て
当
該
被
保
険
者
の
業
務
を
処
理
す
る
た

め
に
、
必
要
な
労
働
者
を
雇
い
入
れ
、
又
は
派
遣
元
事
業
主
か
ら
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
た

上
で
、
当
該
被
保
険
者
に
七
日
以
上
一
箇
月
未
満
の
育
児
休
業
（
当
該
被
保
険
者
に
労
働
基
準
法
第
六
十

五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
つ
て
休
業
し
た
期
間
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
期
間
の
満
了
後
引
き
続
き
育
児
休

業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
期
間
及
び
当
該
育
児
休
業
を
し
た
期
間
を
通
算
し
た
期
間
が
七
日
以

上
一
箇
月
未
満
で
あ
る
育
児
休
業
。
ハ
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
取
得
さ
せ
た
中
小
企
業
事
業
主

（２）
　
（
１
）
に
規
定
す
る
措
置
の
実
施
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
中
小
企
業
事
業
主

で
あ
つ
て
、
育
休
中
等
業
務
代
替
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
の
対
象
と
な
る
被
保
険
者
が
最
初
に
生
じ

た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
の
期
間
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の

（３）
　
厚
生
労
働
大
臣
に
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
た
旨
を
届
け
出
て
、
同
計
画
を
公
表
し
、
同
計
画

を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
中
小
企
業
事
業
主

ロ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
（
中
小
企
業
事
業
主
が
認
定
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
（
１
）
及
び
（
２
）
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
）

（１）
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
育
児
休

業
後
に
お
い
て
、
当
該
育
児
休
業
前
の
職
務
及
び
職
制
上
の
地
位
と
同
一
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
地
位

（
以
下
「
原
職
等
」
と
い
う
。
）
に
復
帰
さ
せ
る
措
置
（
以
下
「
原
職
等
復
帰
措
置
」
と
い
う
。
）
を
実
施

す
る
事
業
所
の
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
被
保
険
者
の
育
児
休
業
を
し
た
期
間
が
一
箇
月
以
上

あ
り
、
当
該
期
間
に
つ
い
て
当
該
被
保
険
者
の
業
務
を
処
理
す
る
た
め
に
、
必
要
な
労
働
者
を
雇
い
入

れ
、
又
は
派
遣
元
事
業
主
か
ら
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
た
上
で
、
当
該
育
児
休
業
後
に
当
該

被
保
険
者
を
原
職
等
復
帰
措
置
に
基
づ
き
原
職
等
に
復
帰
さ
せ
、
三
箇
月
以
上
継
続
し
て
雇
用
し
た
も
の

（２）
　
（
１
）
に
規
定
す
る
措
置
の
実
施
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
中
小
企
業
事
業
主

で
あ
つ
て
、
育
休
中
等
業
務
代
替
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
の
対
象
と
な
る
被
保
険
者
が
最
初
に
生
じ

た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
の
期
間
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の

（３）
　
厚
生
労
働
大
臣
に
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
た
旨
を
届
け
出
て
、
同
計
画
を
公
表
し
、
同
計
画

を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
中
小
企
業
事
業
主

ハ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
（
中
小
企
業
事
業
主
が
認
定
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
（
１
）
及
び
（
２
）
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
）

（１）
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
が
育
児
休
業
を
す
る
期
間
に
つ
い
て
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
被
保
険
者
の
業
務
を
処
理
し
た
労
働
者
に
対
す
る
手
当
の
支
給
そ
の
他
の
当
該
事

業
所
に
雇
用
さ
れ
る
他
の
労
働
者
が
当
該
業
務
を
円
滑
に
処
理
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
（
ニ
及
び
ホ
に

お
い
て
「
手
当
支
給
等
措
置
」
と
い
う
。
）
を
講
じ
た
上
で
、
当
該
被
保
険
者
に
七
日
以
上
一
箇
月
未
満

の
育
児
休
業
を
取
得
さ
せ
た
中
小
企
業
事
業
主

（２）
　
（
１
）
に
規
定
す
る
措
置
の
実
施
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
中
小
企
業
事
業
主

で
あ
つ
て
、
育
休
中
等
業
務
代
替
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
の
対
象
と
な
る
被
保
険
者
が
最
初
に
生
じ

た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
の
期
間
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の

（３）
　
厚
生
労
働
大
臣
に
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
た
旨
を
届
け
出
て
、
同
計
画
を
公
表
し
、
同
計
画

を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
中
小
企
業
事
業
主

ニ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
（
中
小
企
業
事
業
主
が
認
定
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
（
１
）
及
び
（
２
）
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
）

（１）
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
原
職
等

復
帰
措
置
を
実
施
す
る
事
業
所
の
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
被
保
険
者
の
育
児
休
業
を
し
た
期

間
が
一
箇
月
以
上
あ
り
、
当
該
期
間
に
つ
い
て
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

手
当
支
給
等
措
置
を
講
じ
た
上
で
、
育
児
休
業
後
に
当
該
被
保
険
者
を
原
職
等
復
帰
措
置
に
基
づ
き
原
職

等
に
復
帰
さ
せ
、
三
箇
月
以
上
継
続
し
て
雇
用
し
た
も
の

（２）
　
（
１
）
に
規
定
す
る
措
置
の
実
施
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
中
小
企
業
事
業
主

で
あ
つ
て
、
育
休
中
等
業
務
代
替
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
の
対
象
と
な
る
被
保
険
者
が
最
初
に
生
じ

た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
の
期
間
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の

（３）
　
厚
生
労
働
大
臣
に
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
た
旨
を
届
け
出
て
、
同
計
画
を
公
表
し
、
同
計
画

を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
中
小
企
業
事
業
主

ホ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
（
中
小
企
業
事
業
主
が
認
定
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
（
１
）
及
び
（
２
）
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
）

（１）
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
育
児
・

介
護
休
業
法
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
の
た
め
の
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
措
置
（
以
下
「
所

定
労
働
時
間
短
縮
措
置
」
と
い
う
。
）
を
講
ず
る
事
業
所
の
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
被
保
険

者
に
係
る
当
該
所
定
労
働
時
間
短
縮
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
期
間
が
一
箇
月
以
上
あ
り
、
当
該
期
間
に
つ
い

て
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
手
当
支
給
等
措
置
を
講
じ
た
も
の

（２）
　
（
１
）
に
規
定
す
る
措
置
の
実
施
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
中
小
企
業
事
業
主

で
あ
つ
て
、
育
休
中
等
業
務
代
替
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
の
対
象
と
な
る
被
保
険
者
が
最
初
に
生
じ

た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
の
期
間
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の

（３）
　
厚
生
労
働
大
臣
に
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
た
旨
を
届
け
出
て
、
同
計
画
を
公
表
し
、
同
計
画

を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
中
小
企
業
事
業
主

二
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
中
小
企
業
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

（
一
の
年
度
に
お
い
て
、
前
号
イ
（
１
）
、
ロ
（
１
）
、
ハ
（
１
）
、
ニ
（
１
）
又
は
ホ
（
１
）
に
該
当
す
る
被
保

険
者
の
数
の
合
計
が
十
人
を
超
え
る
場
合
の
同
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
支
給
に
つ
い
て
は
、
合
計

し
て
十
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。
）

イ
　
前
号
イ
又
は
ロ
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
（
既
に
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も

の
と
し
て
同
一
の
労
働
者
が
す
る
同
一
の
子
に
係
る
育
児
休
業
に
つ
い
て
、
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
を

受
け
た
も
の
を
除
く
。
）
　
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
、
次
の
（
１
）
か
ら
（
５
）
ま
で
に
掲
げ
る
期
間
（
当
該

被
保
険
者
が
育
児
休
業
を
し
た
期
間
に
つ
い
て
当
該
被
保
険
者
の
業
務
を
処
理
す
る
た
め
に
必
要
な
労
働
者
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を
雇
い
入
れ
、
又
は
派
遣
元
事
業
主
か
ら
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
た
期
間
を
い
う
。
）
の
区
分

に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

（１）
　
七
日
以
上
十
四
日
未
満
　
九
万
円
（
当
該
中
小
企
業
事
業
主
が
認
定
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
十
一
万
円
）

（２）
　
十
四
日
以
上
一
箇
月
未
満
　
十
三
万
五
千
円
（
当
該
中
小
企
業
事
業
主
が
認
定
中
小
企
業
事
業
主
で
あ

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
六
万
五
千
円
）

（３）
　
一
箇
月
以
上
三
箇
月
未
満
　
二
十
七
万
円
（
当
該
中
小
企
業
事
業
主
が
認
定
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
十
三
万
円
）

（４）
　
三
箇
月
以
上
六
箇
月
未
満
　
四
十
五
万
円
（
当
該
中
小
企
業
事
業
主
が
認
定
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
五
十
五
万
円
）

（５）
　
六
箇
月
以
上
　
六
十
七
万
五
千
円
（
当
該
中
小
企
業
事
業
主
が
認
定
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
八
十
二
万
五
千
円
）

ロ
　
前
号
ハ
又
は
ニ
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
（
既
に
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も

の
と
し
て
同
一
の
労
働
者
が
す
る
同
一
の
子
に
係
る
育
児
休
業
に
つ
い
て
、
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
を

受
け
た
も
の
を
除
く
。
）
　
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
次
の
（
１
）
及
び
（
２
）
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

（１）
　
五
万
円
（
被
保
険
者
が
育
児
休
業
を
し
た
期
間
が
一
箇
月
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
万
円
）

（２）
　
被
保
険
者
が
育
児
休
業
を
し
た
期
間
に
つ
い
て
、
当
該
被
保
険
者
の
業
務
を
処
理
し
た
労
働
者
に
対
し

て
支
給
し
た
手
当
の
額
（
当
該
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
、
当
該
手
当
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
期
間
が

十
二
箇
月
を
超
え
る
場
合
は
、
十
二
箇
月
と
し
て
算
定
し
た
額
と
す
る
。
）
に
四
分
の
三
（
当
該
中
小
企

業
事
業
主
が
認
定
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
五
分
の
四
）
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該

被
保
険
者
一
人
に
つ
き
、
当
該
額
を
当
該
手
当
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
期
間
の
月
数
（
当
該
月
数
が

十
二
月
を
超
え
る
と
き
は
、
十
二
月
）
で
除
し
て
得
た
額
が
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
十
万
円
と
す

る
。
）

ハ
　
前
号
ホ
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
　
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
次
の
（
１
）
及
び
（
２
）
に
掲
げ
る
額

の
合
計
額

（１）
　
二
万
円

（２）
　
被
保
険
者
に
所
定
労
働
時
間
短
縮
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
期
間
に
つ
い
て
、
当
該
被
保
険
者
の
業
務
を
処

理
し
た
労
働
者
に
対
し
て
支
給
し
た
手
当
の
額
に
四
分
の
三
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
被
保
険
者
一
人
に

つ
き
、
当
該
額
を
当
該
手
当
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
期
間
の
月
数
で
除
し
て
得
た
額
が
三
万
円
を
超

え
る
と
き
は
、
三
万
円
と
す
る
。
）

12
　
前
項
第
一
号
ロ
、
ニ
又
は
ホ
に
規
定
す
る
中
小
企
業
事
業
主
が
、
同
号
ロ
、
ニ
又
は
ホ
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ

り
育
休
中
等
業
務
代
替
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
支
給
に
係
る
被
保
険
者
が
期
間
を
定

め
て
雇
用
す
る
被
保
険
者
で
あ
る
場
合
（
当
該
被
保
険
者
が
育
児
休
業
を
し
た
期
間
に
つ
い
て
当
該
被
保
険
者
の

業
務
を
処
理
す
る
た
め
に
必
要
な
労
働
者
を
雇
い
入
れ
、
若
し
く
は
派
遣
元
事
業
主
か
ら
労
働
者
派
遣
の
役
務
の

提
供
を
受
け
た
期
間
又
は
当
該
育
児
休
業
を
し
た
期
間
若
し
く
は
当
該
被
保
険
者
に
係
る
所
定
労
働
時
間
短
縮
措

置
が
講
じ
ら
れ
た
期
間
に
つ
い
て
当
該
被
保
険
者
の
業
務
を
処
理
し
た
労
働
者
に
対
し
て
支
給
し
た
手
当
の
額
の

算
定
の
基
礎
と
な
る
期
間
が
一
箇
月
未
満
の
場
合
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
当
該
中
小
企
業
事
業
主
に
対
し
て

は
、
同
項
第
二
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額
に
加
え
、
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
十
万
円
を
支
給
す
る
も
の
と
す

る
。

13
　
第
十
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
中
小
企
業
事
業
主
（
既
に
こ
の
項
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
同
項
の
規
定
に
よ

る
支
給
を
受
け
た
中
小
企
業
事
業
主
を
除
く
。
）
が
、
同
号
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
育
休
中
等
業
務
代
替
支
援

コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
中
小
企
業
事
業
主
が
、
育
児
休
業
等
の
取
得
の
状
況
を
公
表
し
た

も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
中
小
企
業
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
第
十
一
項
第
二
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い

ず
れ
か
に
定
め
る
額
に
加
え
、
二
万
円
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

14
　
柔
軟
な
働
き
方
選
択
制
度
等
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定

め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
（
中
小
企
業
事
業
主
が
認
定
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
イ
及
び
ロ
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
）

イ
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
の
う
ち
、
そ
の
三
歳
か
ら
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す

る
も
の
に
つ
い
て
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
労
働
者
の
申
出
に
基
づ
く
次
に

掲
げ
る
も
の
の
う
ち
い
ず
れ
か
二
以
上
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
措
置
の

実
施
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
も
の

（１）
　
育
児
・
介
護
休
業
法
第
二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
始
業
時
刻
変
更
等
の
措
置

（２）
　
被
保
険
者
の
申
出
に
基
づ
く
住
居
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
労
働
契
約
又
は
労
働
協
約
、
就

業
規
則
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
で
定
め
る
場
所
に
お
け
る
勤
務
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
当
該
被
保

険
者
が
就
業
し
つ
つ
そ
の
子
を
養
育
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
た
め
の
措
置

（３）
　
所
定
労
働
時
間
短
縮
措
置

（４）
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
子

に
係
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
（
児
童
福
祉
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
法
第

二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園
又
は
児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保

育
事
業
等
に
お
け
る
保
育
を
除
く
。
）
を
手
配
し
、
及
び
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
係
る
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
た
め
の
制
度
を
整
備
す
る
措
置

（５）
　
被
保
険
者
の
申
出
に
基
づ
く
当
該
被
保
険
者
が
就
業
し
つ
つ
そ
の
子
を
養
育
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る

た
め
の
有
給
休
暇
（
労
働
基
準
法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
年
次
有
給
休
暇
と
し
て
与
え
ら
れ
る
も
の

を
除
く
。
）
を
付
与
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
つ
て
、
時
間
を
単
位
と
し
て
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

を
整
備
す
る
措
置

ロ
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
の
う
ち
、
そ
の
三
歳
か
ら
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す

る
も
の
（
そ
の
三
歳
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
イ
（
１
）
、
（
２
）
、
（
４
）
又

は
（
５
）
に
掲
げ
る
措
置
を
利
用
す
る
も
の
を
含
む
。
次
号
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
育
児
に
係

る
柔
軟
な
働
き
方
支
援
計
画
（
当
該
被
保
険
者
が
イ
（
１
）
か
ら
（
５
）
ま
で
に
掲
げ
る
措
置
の
利
用
を
開

始
す
る
前
に
、
事
業
所
に
お
い
て
作
成
さ
れ
る
当
該
被
保
険
者
に
係
る
当
該
措
置
及
び
当
該
措
置
の
利
用
を

終
了
し
た
後
に
お
け
る
当
該
被
保
険
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
措
置
を
定
め
た
計
画
を
い

う
。
以
下
こ
の
ロ
及
び
次
号
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
作
成
し
、
か
つ
、
当
該
育
児
に
係
る
柔
軟
な
働
き
方

支
援
計
画
に
基
づ
く
措
置
を
講
じ
た
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
被
保
険
者
の
イ
（
１
）
か
ら
（
５
）

ま
で
に
掲
げ
る
措
置
の
利
用
状
況
が
、
雇
用
環
境
・
均
等
局
長
の
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の

ハ
　
厚
生
労
働
大
臣
に
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
た
旨
を
届
け
出
て
、
同
計
画
を
公
表
し
、
同
計
画
を

労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
中
小
企
業
事
業
主

二
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
中
小
企
業
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額
（
当
該

中
小
企
業
事
業
主
に
お
け
る
前
号
ロ
に
規
定
す
る
被
保
険
者
の
数
が
五
人
を
超
え
る
場
合
の
こ
の
項
の
規
定
に

よ
る
支
給
に
つ
い
て
は
、
合
計
し
て
五
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。
）

イ
　
前
号
イ
（
１
）
か
ら
（
５
）
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
い
ず
れ
か
二
の
措
置
を
講
じ
た
上
で
、
そ
の
雇

用
す
る
被
保
険
者
の
う
ち
、
そ
の
三
歳
か
ら
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
も
の
で

あ
つ
て
、
中
小
企
業
事
業
主
に
よ
る
柔
軟
な
働
き
方
支
援
計
画
に
基
づ
く
措
置
が
講
じ
ら
れ
、
か
つ
、
当
該

被
保
険
者
の
前
号
イ
（
１
）
か
ら
（
５
）
ま
で
に
掲
げ
る
措
置
の
う
ち
当
該
中
小
企
業
事
業
主
が
講
じ
た
措

置
の
利
用
状
況
が
、
雇
用
環
境
・
均
等
局
長
の
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
イ
及
び
ロ
に
お

い
て
「
要
件
該
当
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
が
生
じ
た
中
小
企
業
事
業
主
　
当
該
要
件
該
当
被
保
険
者
一
人

に
つ
き
二
十
万
円

ロ
　
前
号
イ
（
１
）
か
ら
（
５
）
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
い
ず
れ
か
三
以
上
の
措
置
を
講
じ
た
上
で
、
要

件
該
当
被
保
険
者
が
生
じ
た
中
小
企
業
事
業
主
　
当
該
要
件
該
当
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
二
十
五
万
円

52



15
　
前
項
第
一
号
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
（
既
に
こ
の
項
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
同
項
の
規
定
に
よ
る
支

給
を
受
け
た
中
小
企
業
事
業
主
を
除
く
。
）
が
、
同
号
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
柔
軟
な
働
き
方
選
択
制
度
等
支

援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
中
小
企
業
事
業
主
が
、
育
児
休
業
等
の
取
得
の
状
況
を
公
表
し

た
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
中
小
企
業
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
前
項
第
二
号
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か

に
定
め
る
額
に
加
え
、
二
万
円
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

16
　
不
妊
治
療
両
立
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給

す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主

イ
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
不
妊
治
療
を
受
け
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
被
保

険
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
不
妊
治
療
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
次
の
い
ず
れ
か
の
制
度
を

設
け
、
当
該
制
度
を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
不
妊
治
療
の
た
め
の
休
暇
制
度
（
不
妊
治
療
を
含
む
多
様
な
目
的
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
休
暇
制

度
及
び
利
用
目
的
を
限
定
し
な
い
休
暇
制
度
を
含
み
、
労
働
基
準
法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
年
次
有

給
休
暇
を
除
く
。
）

（２）
　
所
定
外
労
働
の
制
限
の
制
度

（３）
　
一
日
の
所
定
労
働
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
始
業
及
び
終
業
の
時
刻
を
繰
り
上
げ
又
は
繰
り
下
げ
る

制
度

（４）
　
労
働
基
準
法
第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
労
働
時
間
の
制
度

（５）
　
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
の
制
度

（６）
　
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
勤
務
を
可
能
と
す
る
制
度

ロ
　
不
妊
治
療
と
仕
事
と
の
両
立
に
関
し
て
、
労
働
者
の
希
望
又
は
課
題
の
把
握
を
行
う
た
め
の
調
査
を
実
施

す
る
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
不
妊
治
療
と
仕
事
と
の
両
立
の
支
援
を
図
る
た
め
の
業
務
を
担
当
す
る
者
を
選
任
し
、
当
該
者
に
対
象
被

保
険
者
か
ら
の
不
妊
治
療
と
仕
事
と
の
両
立
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
さ
せ
る
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
こ

と
。

ニ
　
対
象
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
不
妊
治
療
と
仕
事
と
の
両
立
を
図
る
た
め
の
必
要
な
措
置
を
定
め
た
計
画
を

策
定
し
、
か
つ
、
当
該
計
画
に
基
づ
く
措
置
を
講
じ
た
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
つ
て
、
対
象
被
保
険
者
に
イ

に
掲
げ
る
制
度
を
利
用
さ
せ
た
日
数
を
合
算
し
た
日
数
が
五
日
以
上
で
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
不
妊
治
療
と
仕
事
と
の
両
立
の
支
援
に
関
す
る
方
針
を
明
確
化
し
、
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
て
い
る
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

二
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
中
小
企
業
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

イ
　
前
号
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
　
三
十
万
円

ロ
　
イ
の
規
定
に
よ
る
支
給
を
受
け
た
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
つ
て
、
対
象
被
保
険
者
の
い
ず
れ
か
に
前
号
イ

（
１
）
の
規
定
に
よ
る
休
暇
を
二
十
日
以
上
連
続
し
て
取
得
さ
せ
、
当
該
休
暇
取
得
後
、
当
該
休
暇
取
得
前

の
職
務
及
び
職
制
上
の
地
位
と
同
一
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
地
位
に
復
帰
さ
せ
、
三
箇
月
以
上
継
続
し
て
雇

用
し
た
も
の
（
既
に
こ
の
ロ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
こ
の
項
に
よ
る
支
給
を
受
け
た
中
小
企
業
事
業
主
を

除
く
。
）
　
三
十
万
円

第
百
十
七
条
　
削
除

（
人
材
確
保
等
支
援
助
成
金
）

第
百
十
八
条
　
人
材
確
保
等
支
援
助
成
金
は
、
人
材
確
保
等
支
援
助
成
コ
ー
ス
助
成
金
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
等
普
及
促
進
コ
ー
ス
助
成
金
、
建
設
分
野
若
年
者
及
び
女
性
に
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
事
業
コ
ー
ス
助
成

金
及
び
建
設
分
野
作
業
員
宿
舎
等
設
置
助
成
コ
ー
ス
助
成
金
と
す
る
。

２
　
人
材
確
保
等
支
援
助
成
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
認
定
組
合
等
又
は
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二

号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
認
定
組
合
等
又
は
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
認
定
組
合
等
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
中
小
企
業
労
働
力
確
保
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
改
善
事
業
で
あ
つ
て
、
次
の
（
ｉ
）
及
び
（
ｉ

ｉ
）
に
掲
げ
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
中
小
企
業
労
働
環
境
向
上
事
業
」
と
い
う
。
）
を
行
う

認
定
組
合
等
で
あ
る
こ
と
。

（ｉ）
　
そ
の
構
成
員
で
あ
る
中
小
企
業
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
構
成
中
小
企
業
者
」
と
い
う
。
）
に

お
け
る
労
働
力
の
確
保
及
び
職
場
へ
の
定
着
に
資
す
る
雇
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
事
業

（ｉｉ）
　
（
ｉ
）
の
事
業
の
実
施
に
よ
る
構
成
中
小
企
業
者
に
お
け
る
雇
用
管
理
の
改
善
の
状
況
に
関
す
る
調

査
及
び
当
該
構
成
中
小
企
業
者
に
対
す
る
当
該
調
査
に
基
づ
く
指
導
そ
の
他
の
援
助

（２）
　
中
小
企
業
労
働
環
境
向
上
事
業
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
都
道
府
県
労
働
局
長
の
認
定
を
受

け
た
認
定
組
合
等
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
次
の
（
１
）
か
ら
（
６
）
ま
で
（
（
７
）
に
規
定
す
る
介
護
事
業
主
に
あ
つ
て
は
（
７
）
を
含
む
。
）
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
措
置
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
雇
用
管
理
制
度
の
整
備
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
次
の
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｖ
）
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
も
の
を
実
施
し
、
か
つ
、
労
働
者
に
適
用
し
た
事
業
主
又
は
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
七
項
若
し

く
は
第
九
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
事
業
若
し
く
は
同
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業

務
を
目
的
と
す
る
事
業
を
営
む
事
業
主
（
以
下
「
保
育
事
業
主
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
次
の
（
ｖ
）

の
措
置
を
実
施
し
、
か
つ
、
労
働
者
に
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（ｉ）
　
労
働
者
の
体
系
的
な
処
遇
の
改
善
そ
の
他
の
雇
用
管
理
の
改
善
の
措
置

（ｉｉ）
　
労
働
者
の
能
力
の
開
発
及
び
向
上
を
図
る
た
め
の
措
置

（ｉｉｉ）
　
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
（
労
働
安
全
衛
生
法
第
六
十
六
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す

る
健
康
診
断
を
除
く
。
）
等
の
措
置

（ｉｖ）
　
キ
ャ
リ
ア
形
成
上
の
課
題
及
び
職
場
に
お
け
る
問
題
の
解
決
を
支
援
す
る
た
め
の
措
置

（ｖ）
　
短
時
間
正
社
員
（
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い
る
労
働
者
で
あ
つ
て
、
一
週
間
の

所
定
労
働
時
間
が
同
一
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
の
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
に
比
し

短
く
、
か
つ
、
通
常
の
労
働
者
と
同
等
の
待
遇
を
受
け
る
も
の
を
い
い
、
派
遣
労
働
者
を
除
く
。
次
条

及
び
第
百
二
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
制
度
を
導
入
す
る
た
め
の
措
置

（２）
　
雇
用
管
理
制
度
の
整
備
を
行
う
場
合
に
、
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
当
該
雇
用
管
理
制
度
の
整
備

に
係
る
計
画
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
雇
用
管
理
制
度
整
備
計
画
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
、

認
定
を
受
け
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
当
該
雇
用
管
理
制
度
の
整
備
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
雇
用
管
理
制
度
整
備
計

画
の
期
間
の
初
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
す
る
人
材
確
保

等
支
援
助
成
コ
ー
ス
助
成
金
（
雇
用
管
理
制
度
の
整
備
に
つ
い
て
の
助
成
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
受

給
に
つ
い
て
の
申
請
書
を
提
出
す
る
ま
で
の
間
（
以
下
こ
の
（
３
）
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）

に
離
職
し
た
も
の
の
う
ち
、
当
該
基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た

も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し
て
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（４）
　
当
該
雇
用
管
理
制
度
の
運
用
に
要
し
た
費
用
の
負
担
の
状
況
及
び
当
該
雇
用
管
理
制
度
の
整
備
に
係
る

事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（５）
　
雇
用
管
理
制
度
整
備
計
画
の
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
に

お
け
る
当
該
雇
用
管
理
制
度
の
整
備
に
係
る
事
業
所
に
お
け
る
離
職
者
の
数
を
当
該
雇
用
管
理
制
度
整
備

計
画
の
期
間
の
末
日
の
翌
日
に
お
け
る
当
該
事
業
所
の
労
働
者
数
で
除
し
て
得
た
割
合
が
、
当
該
事
業
所

の
労
働
者
数
に
応
じ
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
目
標
値
を
達
成
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。
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（６）
　
当
該
雇
用
管
理
制
度
の
整
備
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
雇
用
管
理
制
度
整
備
計

画
の
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
す
る
人
材
確
保
等
支
援
助
成
コ
ー
ス
助
成
金

（
こ
の
ロ
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
受
給
に
つ
い
て
の
申
請
書
を
提
出
す
る
ま
で
の
間
（
以
下
こ

の
（
６
）
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
離
職
し
た
も
の
の
う
ち
、
当
該
基
準
期
間
に
特
定
受

給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し
て
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行

つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（７）
　
介
護
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
六
十
三
号
。
以
下
「
介
護
労

働
者
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
関
係
業
務
を
行
う
事
業
主
（
以
下
「
介
護
事
業

主
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
へ
の
取
組
、
労
働
者
か
ら
の
相
談
へ
の
対

応
そ
の
他
の
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
事
項
を
管
理
す
る
者
を
雇
用
管
理
責
任
者
と
し
て

選
任
し
、
か
つ
、
当
該
選
任
に
つ
い
て
、
事
業
所
に
掲
示
等
の
周
知
を
行
つ
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ

と
。

ハ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
生
産
性
向
上
に
資
す
る
人
事
評
価
制
度
及
び
賃

金
制
度
と
し
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
人
事
評
価
制
度
等
」
と
い

う
。
）
の
整
備
を
行
つ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
当
該
人
事
評
価
制
度
等
の
適
用
を
受
け
る
労
働
者
が
生
じ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
、
当
該
人
事
評
価
制
度
等
の
整
備
に
関
す
る
計
画
を
提
出
し
、
認
定
を

受
け
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（４）
　
当
該
人
事
評
価
制
度
等
の
整
備
及
び
運
用
に
要
し
た
費
用
の
負
担
の
状
況
及
び
当
該
人
事
評
価
制
度
等

の
整
備
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ

る
こ
と
。

（５）
　
人
事
評
価
制
度
等
の
整
備
に
係
る
事
業
所
に
お
い
て
、
人
事
評
価
制
度
等
の
適
用
を
受
け
る
労
働
者
に

対
し
て
、
人
事
評
価
制
度
等
に
基
づ
く
最
初
の
賃
金
支
払
日
（
以
下
こ
の
（
５
）
に
お
い
て
「
実
施
日
」

と
い
う
。
）
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
総
額
が
、
実
施
日
の
属
す
る
月
の
前
月
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
総
額

と
比
べ
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
目
標
値
以
上
で
増
額
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（６）
　
人
事
評
価
制
度
等
の
適
用
開
始
日
（
以
下
こ
の
（
６
）
に
お
い
て
単
に
「
適
用
開
始
日
」
と
い
う
。
）

か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
人
事
評
価
制
度
等
の
整
備
に
係
る
事
業
所
に
お

け
る
離
職
者
の
数
を
適
用
開
始
日
に
お
け
る
当
該
事
業
所
の
労
働
者
数
で
除
し
て
得
た
割
合
が
、
当
該
事

業
所
の
労
働
者
数
に
応
じ
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
目
標
値
を
達
成
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
つ
い
て
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業

生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
で
あ
つ
て
雇
入
れ
に
係
る
も
の

（
（
１
）
に
お
い
て
「
外
国
人
雇
用
状
況
届
出
」
と
い
う
。
）
を
行
つ
て
い
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
次
の
（
ｉ
）
及
び
（
ｉ
ｉ
）
に
掲
げ
る
措
置
を
実
施
し
、
か
つ
、
外
国
人
労
働
者
（
現
に
当
該
事
業
主

に
雇
用
さ
れ
、
当
該
事
業
主
に
係
る
外
国
人
雇
用
状
況
届
出
の
対
象
と
な
つ
て
い
る
者
を
い
う
。
以
下
こ

の
ニ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
適
用
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉ）
　
外
国
人
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
所
ご
と
に
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
事
項

を
管
理
す
る
者
を
雇
用
労
務
責
任
者
と
し
て
選
任
し
、
か
つ
、
当
該
選
任
に
つ
い
て
、
事
業
所
に
掲
示

等
の
周
知
を
行
つ
て
い
る
こ
と

（ｉｉ）
　
労
働
協
約
、
就
業
規
則
そ
の
他
の
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
文
書
に
つ
い
て
、
そ
の
雇
用
す
る
外
国

人
労
働
者
の
母
国
語
そ
の
他
の
当
該
外
国
人
労
働
者
が
使
用
す
る
言
語
を
用
い
て
記
載
す
る
こ
と
等
の

措
置

（２）
　
次
の
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
ま
で
に
掲
げ
る
措
置
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
実
施

し
、
か
つ
、
外
国
人
労
働
者
に
適
用
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉ）
　
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
外
国
人
労
働
者
の
苦
情
又
は
相
談
に
応
ず
る

た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
（
事
業
主
が
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
特

定
技
能
の
項
の
下
欄
第
一
号
に
掲
げ
る
活
動
を
行
お
う
と
す
る
外
国
人
労
働
者
を
雇
用
す
る
場
合
及
び

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律

第
八
十
九
号
）
第
二
条
第
十
項
に
規
定
す
る
監
理
団
体
と
し
て
事
業
を
行
う
場
合
を
除
く
。
）

（ｉｉ）
　
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
外
国
人
労
働
者
が
一
時
帰
国
を
希
望
し
た
場

合
に
必
要
な
有
給
休
暇
（
労
働
基
準
法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
年
次
有
給
休
暇
と
し
て
与
え
ら
れ

る
も
の
を
除
く
。
）
を
取
得
さ
せ
る
た
め
の
措
置

（ｉｉｉ）
　
当
該
事
業
所
で
用
い
る
手
引
書
そ
の
他
の
職
務
の
遂
行
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
文
書
等
（
（
１
）

（
ｉ
ｉ
）
に
掲
げ
る
文
書
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
そ
の
雇
用
す
る
外
国
人
労
働
者
の
母
国
語
そ
の
他
の

当
該
外
国
人
労
働
者
が
使
用
す
る
言
語
を
用
い
て
記
載
す
る
こ
と
等
の
措
置

（３）
　
（
１
）
及
び
（
２
）
に
掲
げ
る
措
置
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
就
労
環
境
の
整
備
」
と
い
う
。
）
を
行

う
場
合
に
、
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
当
該
就
労
環
境
の
整
備
に
係
る
計
画
（
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
「
就
労
環
境
整
備
計
画
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
、
認
定
を
受
け
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（４）
　
就
労
環
境
整
備
計
画
の
期
間
の
初
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
就
労
環
境
整
備
計
画

の
期
間
の
末
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
計
画
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
を
解
雇
し
た
事
業
主
（
天
災

そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
に
帰
す

べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（５）
　
就
労
環
境
の
整
備
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
就
労
環
境
整
備
計
画
の
期
間
の
初

日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
す
る
人
材
確
保
等
支
援
助
成
コ

ー
ス
助
成
金
（
こ
の
ニ
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
受
給
に
つ
い
て
の
申
請
書
を
提
出
す
る
ま
で

の
間
（
以
下
こ
の
（
５
）
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
離
職
し
た
も
の
の
う
ち
、
当
該
基
準

期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し
て
、
適
正
な

雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（６）
　
就
労
環
境
の
整
備
に
要
し
た
費
用
の
負
担
の
状
況
及
び
当
該
就
労
環
境
の
整
備
に
係
る
事
業
所
の
労
働

者
の
離
職
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（７）
　
外
国
人
労
働
者
及
び
そ
れ
以
外
の
労
働
者
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
就
労
環
境
整
備
計
画
の
期
間
の
末

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
当
該
就
労
環
境
の
整
備
に
係
る
事

業
所
に
お
け
る
離
職
者
の
数
を
当
該
就
労
環
境
整
備
計
画
の
期
間
の
末
日
の
翌
日
に
お
け
る
当
該
事
業
所

の
労
働
者
数
で
除
し
て
得
た
割
合
が
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
目
標
値
を
達
成
し
て
い
る
事
業
主
で
あ

る
こ
と
。

ホ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
勤
務
に
関
す
る
制

度
と
し
て
雇
用
環
境
・
均
等
局
長
が
定
め
る
も
の
の
整
備
を
行
つ
た
事
業
主
で
あ
つ
て
、
情
報
通
信
技
術

を
活
用
し
た
勤
務
を
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
実
施
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
勤
務
の
実
施
に
係
る
計
画
（
以
下
こ
の

ホ
に
お
い
て
「
実
施
計
画
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
、
認
定
を
受
け
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
認
定
を
受
け
た
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
勤
務
を
可
能
と
す
る
措
置
（
雇
用

環
境
・
均
等
局
長
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
を
実
施
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。
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（４）
　
（
３
）
の
措
置
の
実
施
に
要
し
た
費
用
の
負
担
の
状
況
及
び
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
勤
務
の
対
象

者
と
し
て
事
業
主
が
指
定
し
た
労
働
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
労
働
者
」
と
い
う
。
）
の
属
す

る
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
記
録
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（５）
　
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（６）
　
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
勤
務
の
実
施
状
況
を
評
価
す
る
期
間
と
し
て
雇
用
環
境
・
均
等
局
長
が
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
事
業
主
が
設
定
し
た
期
間
（
次
項
に
お
い
て
「
評
価
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る

対
象
労
働
者
の
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
勤
務
の
実
施
状
況
が
、
雇
用
環
境
・
均
等
局
長
の
定
め
る
要

件
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

二
　
次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
認
定
組
合
等
又
は
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め

る
額

イ
　
前
号
イ
に
該
当
す
る
認
定
組
合
等
　
中
小
企
業
労
働
環
境
向
上
事
業
（
同
号
イ
（
２
）
の
計
画
に
基
づ
く

も
の
に
限
る
。
）
に
要
し
た
費
用
の
額
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
が
次
の
（
１
）
か
ら
（
３
）

ま
で
に
掲
げ
る
構
成
中
小
企
業
者
の
数
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
定
め
る
額
を
超

え
る
と
き
は
、
当
該
定
め
る
額
）
を
支
給
す
る
。

（１）
　
百
未
満
　
六
百
万
円

（２）
　
百
以
上
五
百
未
満
　
八
百
万
円

（３）
　
五
百
以
上
　
千
万
円

ロ
　
前
号
ロ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
五
十
七
万
円

ハ
　
前
号
ハ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
八
十
万
円

ニ
　
前
号
ニ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
就
労
環
境
の
整
備
に
要
し
た
費
用
の
額
の
二
分
の
一
（
そ
の
雇
用
す
る
労

働
者
に
係
る
賃
金
を
一
定
の
割
合
以
上
で
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
分
の
二
）
に
相
当
す
る
額

（
そ
の
額
が
五
十
七
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
五
十
七
万
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
一
定

の
割
合
以
上
で
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
が
七
十
二
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
七
十
二
万
円
）

）
ホ
　
前
号
ホ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
同
号
ホ
（
３
）
の
措
置
の
実
施
に
要
し
た
費
用
に
関
し
、
雇
用
環
境
・
均

等
局
長
が
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
算
定
し
た
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
が
、
対
象
労
働
者

の
数
に
二
十
万
円
を
乗
じ
て
得
た
額
又
は
百
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
い
ず
れ
か

低
い
額
）

３
　
前
項
第
一
号
ホ
に
規
定
す
る
事
業
主
が
、
同
号
ホ
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
材
確
保
等
支
援
助
成
コ
ー
ス

助
成
金
の
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
主
に
対

し
、
同
号
ホ
（
３
）
の
措
置
の
実
施
に
要
し
た
費
用
に
関
し
、
雇
用
環
境
・
均
等
局
長
が
定
め
る
基
準
に
従
つ
て

算
定
し
た
額
の
百
分
の
十
五
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
一
定
の
割
合
以
上
で
増
額
し
た
事
業
主
に

あ
つ
て
は
、
百
分
の
二
十
五
）
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
が
、
対
象
労
働
者
の
数
に
二
十
万
円
を
乗
じ
て
得
た
額

又
は
百
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
い
ず
れ
か
低
い
額
）
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
評
価
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
前
項
第
一
号
ホ
（
４
）

の
事
業
所
に
お
け
る
離
職
者
の
数
を
評
価
期
間
の
末
日
の
翌
日
に
お
け
る
当
該
事
業
所
の
労
働
者
数
で
除
し
て

得
た
割
合
が
、
事
業
所
の
労
働
者
数
に
応
じ
て
雇
用
環
境
・
均
等
局
長
が
定
め
る
目
標
値
を
達
成
し
て
い
る
事

業
主
で
あ
る
こ
と
。

二
　
評
価
期
間
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
た
日
か
ら
三
箇
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
に
お
け
る

前
項
第
一
号
ホ
（
４
）
の
事
業
所
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
勤
務
の
実
施
状
況
が
雇
用
環
境
・
均

等
局
長
の
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

４
　
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
等
普
及
促
進
コ
ー
ス
助
成
金
、
建
設
分
野
若
年
者
及
び
女
性
に
魅
力
あ
る
職

場
づ
く
り
事
業
コ
ー
ス
助
成
金
及
び
建
設
分
野
作
業
員
宿
舎
等
設
置
助
成
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

建
労
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
）

第
百
十
八
条
の
二
　
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
は
、
正
社
員
化
コ
ー
ス
助
成
金
、
賃
金
規
定
等
改
定
コ
ー
ス
助
成

金
、
賃
金
規
定
等
共
通
化
コ
ー
ス
助
成
金
、
賞
与
・
退
職
金
制
度
導
入
コ
ー
ス
助
成
金
、
短
時
間
労
働
者
労
働
時

間
延
長
コ
ー
ス
助
成
金
及
び
障
害
者
正
社
員
化
コ
ー
ス
助
成
金
と
す
る
。

２
　
正
社
員
化
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も

の
と
す
る
。

一
　
有
期
契
約
労
働
者
又
は
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
（
通
常
の
労
働
者
（
派
遣
労
働

者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
、
第
百
二
十
五
条
及
び
附
則
第
三
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
勤
務
地
限
定
正
社
員

（
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い
る
労
働
者
で
あ
つ
て
、
勤
務
地
が
同
一
の
事
業
所
に
雇
用
さ

れ
る
通
常
の
労
働
者
の
勤
務
地
に
比
し
限
定
さ
れ
、
か
つ
、
通
常
の
労
働
者
と
同
等
の
待
遇
を
受
け
る
も
の
を

い
い
、
派
遣
労
働
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
百
二
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
職
務
限
定
正
社
員
（
期

間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い
る
労
働
者
で
あ
つ
て
、
職
務
が
同
一
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
通

常
の
労
働
者
の
職
務
に
比
し
限
定
さ
れ
、
か
つ
、
通
常
の
労
働
者
と
同
等
の
待
遇
を
受
け
る
も
の
を
い
い
、
派

遣
労
働
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
百
二
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
短
時
間
正
社
員
を
除
く
。
以

下
こ
の
条
及
び
第
百
二
十
五
条
に
お
い
て
「
無
期
契
約
労
働
者
」
と
い
う
。
）
（
以
下
「
有
期
契
約
労
働
者
等
」

と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
（
職
務
経
験
又
は
職
業
訓
練
等
の
職
業
能
力
の
開
発
の
機
会

を
通
じ
、
職
業
能
力
の
向
上
並
び
に
こ
れ
に
よ
る
将
来
の
職
務
上
の
地
位
及
び
賃
金
を
は
じ
め
と
す
る
処
遇
の

改
善
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
図
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
次
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
。

イ
　
事
業
所
ご
と
に
、
有
期
契
約
労
働
者
等
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
関
す
る
事
項
を
管
理
す
る
者
を
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
管
理
者
と
し
て
配
置
し
、
か
つ
、
当
該
配
置
に
つ
い
て
、
事
業
所
に
掲
示
等
の
周
知
を
行
つ
て
い
る

事
業
主

ロ
　
当
該
事
業
主
の
事
業
所
の
労
働
組
合
等
の
意
見
を
聴
い
て
作
成
し
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
計
画
（
有
期
契
約

労
働
者
等
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
に
事
業
主
が
講
ず
る
措
置
等
を
記
載
し
た
計
画
を
い
う
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
、
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
提
出
し
、
認
定
を
受
け
た
事
業
主

ハ
　
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
制
度
に
基

づ
き
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
措
置
を
講
じ
た
事
業
主

（１）
　
そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
（
当
該
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
た
期
間
を
通
算
し
た
期
間
が
五
年
以
下

で
あ
る
者
に
限
る
。
）
の
通
常
の
労
働
者
、
勤
務
地
限
定
正
社
員
、
職
務
限
定
正
社
員
又
は
短
時
間
正
社

員
へ
の
転
換
（
当
該
労
働
者
に
係
る
転
換
後
の
賃
金
を
、
転
換
前
の
賃
金
と
比
べ
て
一
定
の
割
合
以
上
で

増
額
す
る
場
合
に
限
る
。
）

（２）
　
そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
（
当
該
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
た
期
間
を
通
算
し
た
期
間
が
五
年
を
超

え
る
者
に
限
る
。
）
の
通
常
の
労
働
者
、
勤
務
地
限
定
正
社
員
、
職
務
限
定
正
社
員
又
は
短
時
間
正
社
員

へ
の
転
換
（
当
該
労
働
者
に
係
る
転
換
後
の
賃
金
を
、
転
換
前
の
賃
金
と
比
べ
て
一
定
の
割
合
以
上
で
増

額
す
る
場
合
に
限
る
。
）

（３）
　
そ
の
雇
用
す
る
無
期
契
約
労
働
者
の
通
常
の
労
働
者
、
勤
務
地
限
定
正
社
員
、
職
務
限
定
正
社
員
又
は

短
時
間
正
社
員
へ
の
転
換
（
当
該
労
働
者
に
係
る
転
換
後
の
賃
金
を
、
転
換
前
の
賃
金
と
比
べ
て
一
定
の

割
合
以
上
で
増
額
す
る
場
合
に
限
る
。
）

（４）
　
そ
の
指
揮
命
令
の
下
に
労
働
さ
せ
る
派
遣
労
働
者
（
派
遣
元
事
業
主
と
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約

を
締
結
し
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
当
該
派
遣
元
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
た
期
間
を
通
算
し
た
期
間
が
五
年
以

下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
通
常
の
労
働
者
、
勤
務
地
限
定
正
社
員
、
職
務
限
定
正
社
員
又
は
短
時
間

正
社
員
と
し
て
の
雇
入
れ
（
当
該
労
働
者
に
係
る
雇
入
れ
後
の
賃
金
を
、
雇
入
れ
前
の
賃
金
と
比
べ
て
一

定
の
割
合
以
上
で
増
額
す
る
場
合
に
限
る
。
）

（５）
　
そ
の
指
揮
命
令
の
下
に
労
働
さ
せ
る
派
遣
労
働
者
（
派
遣
元
事
業
主
と
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約

を
締
結
し
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
当
該
派
遣
元
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
た
期
間
を
通
算
し
た
期
間
が
五
年
を

超
え
る
も
の
に
限
る
。
）
の
通
常
の
労
働
者
、
勤
務
地
限
定
正
社
員
、
職
務
限
定
正
社
員
又
は
短
時
間
正

社
員
と
し
て
の
雇
入
れ
（
当
該
労
働
者
に
係
る
雇
入
れ
後
の
賃
金
を
、
雇
入
れ
前
の
賃
金
と
比
べ
て
一
定

の
割
合
以
上
で
増
額
す
る
場
合
に
限
る
。
）

（６）
　
そ
の
指
揮
命
令
の
下
に
労
働
さ
せ
る
派
遣
労
働
者
（
派
遣
元
事
業
主
と
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約

を
締
結
し
て
い
る
者
に
限
る
。
）
の
通
常
の
労
働
者
、
勤
務
地
限
定
正
社
員
、
職
務
限
定
正
社
員
又
は
短
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時
間
正
社
員
と
し
て
の
雇
入
れ
（
当
該
労
働
者
に
係
る
雇
入
れ
後
の
賃
金
を
、
雇
入
れ
前
の
賃
金
と
比
べ

て
一
定
の
割
合
以
上
で
増
額
す
る
場
合
に
限
る
。
）

ニ
　
ハ
の
措
置
を
実
施
し
た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
日
ま
で
の
間

（
ホ
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
措
置
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
を
解
雇
し
た
事

業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の

責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
第
十
一
項
第
一
号
ニ
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外

の
事
業
主

ホ
　
ハ
の
措
置
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の
の
う
ち
、
当
該

基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し
て
、
適
正

な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主

ヘ
　
ハ
の
措
置
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
状
況
及
び
ハ
の
措
置
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状

況
等
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主

二
　
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額
（
一
の
事
業

所
に
つ
き
、
一
の
年
度
に
お
け
る
当
該
措
置
の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
数
が
二
十
人
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該

事
業
所
に
つ
き
二
十
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。
）

イ
　
前
号
ハ
（
１
）
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
　
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ

て
は
、
八
十
万
円
）

ロ
　
前
号
ハ
（
２
）
又
は
（
３
）
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
　
対
象
者
一
人
に
つ
き
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事

業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
十
万
円
）

ハ
　
前
号
ハ
（
４
）
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
　
対
象
者
一
人
に
つ
き
八
十
八
万
五
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主

に
あ
つ
て
は
、
百
八
万
五
千
円
）

ニ
　
前
号
ハ
（
５
）
又
は
（
６
）
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
　
対
象
者
一
人
に
つ
き
五
十
八
万
五
千
円
（
中
小

企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六
十
八
万
五
千
円
）

３
　
前
項
第
一
号
ハ
の
措
置
に
よ
り
転
換
し
、
又
は
雇
い
入
れ
ら
れ
た
者
が
母
子
家
庭
の
母
等
又
は
父
子
家
庭
の
父

に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
同
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
中
「
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十

万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
八
十
万
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
母
子
家
庭
の
母
等
又
は
父
子
家
庭
の
父

で
あ
る
労
働
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
母
子
家
庭
の
母
等
で
あ
る
労
働
者
」
と
い
う
。
）
一
人
に
つ
き
六
十

九
万
五
千
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
六
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等

で
あ
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
八
十
九
万
五
千
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
八
十
万
円
）
」
と
、
同
号
ロ
中

「
対
象
者
一
人
に
つ
き
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
十
万
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
母
子
家
庭
の

母
等
で
あ
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
三
十
四
万
七
千
五
百
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
三
十
万
円
（
中
小
企

業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
で
あ
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
四
十
四
万
七
千
五
百
円
、
そ
の
他
の
労

働
者
一
人
に
つ
き
四
十
万
円
）
」
と
、
同
号
ハ
中
「
対
象
者
一
人
に
つ
き
八
十
八
万
五
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主

に
あ
つ
て
は
、
百
八
万
五
千
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
母
子
家
庭
の
母
等
で
あ
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
九
十
八
万
円
、

そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
八
十
八
万
五
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
で
あ
る

労
働
者
一
人
に
つ
き
百
十
八
万
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
百
八
万
五
千
円
）
」
と
、
同
号
ニ
中
「
対
象

者
一
人
に
つ
き
五
十
八
万
五
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六
十
八
万
五
千
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
母

子
家
庭
の
母
等
で
あ
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
六
十
三
万
二
千
五
百
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
五
十
八
万

五
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
で
あ
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
七
十
三
万
二
千
五
百

円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
六
十
八
万
五
千
円
）
」
と
す
る
。

４
　
第
二
項
第
一
号
ハ
（
１
）
か
ら
（
６
）
ま
で
の
措
置
（
通
常
の
労
働
者
へ
の
転
換
に
限
る
。
）
が
、
労
働
協
約

又
は
就
業
規
則
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
等
の

通
常
の
労
働
者
へ
の
転
換
又
は
そ
の
指
揮
命
令
の
下
に
労
働
さ
せ
る
派
遣
労
働
者
の
通
常
の
労
働
者
と
し
て
の
雇

入
れ
を
実
施
す
る
た
め
の
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
同
項
第
二
号
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
中
「
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
八
十
万
円
）
」

と
あ
る
の
は
「
母
子
家
庭
の
母
等
又
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
対
象
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
母
子
家
庭
の

母
等
で
あ
る
対
象
者
」
と
い
う
。
）
一
人
に
つ
き
六
十
九
万
五
千
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十
万
円

及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の

母
等
で
あ
る
対
象
者
一
人
に
つ
き
八
十
九
万
五
千
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
八
十
万
円
及
び
当
該
措
置

が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
二
十
万
円
）
」
と
、
同
号
ロ
中
「
対
象
者
一
人
に
つ
き
三
十
万
円
（
中
小
企

業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
十
万
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
母
子
家
庭
の
母
等
で
あ
る
対
象
者
一
人
に
つ
き
三
十
四

万
七
千
五
百
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
三
十
万
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き

十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
で
あ
る
対
象
者
一
人
に
つ
き
四
十
四
万
七
千
五

百
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
四
十
万
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
二
十
万

円
）
」
と
、
同
号
ハ
中
「
対
象
者
一
人
に
つ
き
八
十
八
万
五
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
八
万
五

千
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
母
子
家
庭
の
母
等
で
あ
る
対
象
者
一
人
に
つ
き
九
十
八
万
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人

に
つ
き
八
十
八
万
五
千
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に

あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
で
あ
る
対
象
者
一
人
に
つ
き
百
十
八
万
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
百
八

万
五
千
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
二
十
万
円
）
」
と
、
同
号
ニ
中
「
対
象
者
一
人
に

つ
き
五
十
八
万
五
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六
十
八
万
五
千
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
母
子
家
庭
の

母
等
で
あ
る
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十
三
万
二
千
五
百
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
五
十
八
万
五
千
円
及

び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の
母

等
で
あ
る
対
象
者
一
人
に
つ
き
七
十
三
万
二
千
五
百
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十
八
万
五
千
円
及
び

当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
二
十
万
円
）
」
と
す
る
。

５
　
第
二
項
第
一
号
ハ
（
１
）
か
ら
（
６
）
ま
で
の
措
置
（
勤
務
地
限
定
正
社
員
、
職
務
限
定
正
社
員
又
は
短
時
間

正
社
員
へ
の
転
換
に
限
る
。
）
が
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
等
の
勤
務
地
限
定
正
社
員
、
職
務
限
定
正
社
員
若
し
く
は
短
時
間
正
社

員
へ
の
転
換
又
は
そ
の
指
揮
命
令
の
下
に
労
働
さ
せ
る
派
遣
労
働
者
の
勤
務
地
限
定
正
社
員
、
職
務
限
定
正
社
員

若
し
く
は
短
時
間
正
社
員
と
し
て
の
雇
入
れ
を
実
施
す
る
た
め
の
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
場

合
に
お
け
る
同
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
中
「
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十
万
円
（
中
小
企

業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
八
十
万
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
母
子
家
庭
の
母
等
又
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
対
象
者

（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
母
子
家
庭
の
母
等
で
あ
る
対
象
者
」
と
い
う
。
）
一
人
に
つ
き
六
十
九
万
五
千
円
、
そ

の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十
万
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
三
十
万
円
（
中
小
企

業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
で
あ
る
対
象
者
一
人
に
つ
き
八
十
九
万
五
千
円
、
そ
の
他
の
対
象
者

一
人
に
つ
き
八
十
万
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
四
十
万
円
）
」
と
、
同
号
ロ
中
「
対

象
者
一
人
に
つ
き
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
十
万
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
母
子
家
庭
の
母

等
で
あ
る
対
象
者
一
人
に
つ
き
三
十
四
万
七
千
五
百
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
三
十
万
円
及
び
当
該
措

置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
で
あ
る

対
象
者
一
人
に
つ
き
四
十
四
万
七
千
五
百
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
四
十
万
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施

さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
四
十
万
円
）
」
と
、
同
号
ハ
中
「
対
象
者
一
人
に
つ
き
八
十
八
万
五
千
円
（
中
小
企

業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
八
万
五
千
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
母
子
家
庭
の
母
等
で
あ
る
対
象
者
一
人
に
つ
き
九

十
八
万
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
八
十
八
万
五
千
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ

き
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
で
あ
る
対
象
者
一
人
に
つ
き
百
十
八
万
円
、

そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
百
八
万
五
千
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
四
十
万
円
）
」

と
、
同
号
ニ
中
「
対
象
者
一
人
に
つ
き
五
十
八
万
五
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六
十
八
万
五
千

円
）
」
と
あ
る
の
は
「
母
子
家
庭
の
母
等
で
あ
る
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十
三
万
二
千
五
百
円
、
そ
の
他
の
対
象

者
一
人
に
つ
き
五
十
八
万
五
千
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事

業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
で
あ
る
対
象
者
一
人
に
つ
き
七
十
三
万
二
千
五
百
円
、
そ
の
他
の
対
象
者

一
人
に
つ
き
六
十
八
万
五
千
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
四
十
万
円
）
」
と
す
る
。

６
　
賃
金
規
定
等
改
定
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給

す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
有
期
契
約
労
働
者
等
に
つ
い
て
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
事
業
主
で
あ
つ

て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
。
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イ
　
事
業
所
ご
と
に
、
有
期
契
約
労
働
者
等
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
関
す
る
事
項
を
管
理
す
る
者
を
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
管
理
者
と
し
て
配
置
し
、
か
つ
、
当
該
配
置
に
つ
い
て
、
事
業
所
に
掲
示
等
の
周
知
を
行
つ
て
い
る

事
業
主

ロ
　
当
該
事
業
主
の
事
業
所
の
労
働
組
合
等
の
意
見
を
聴
い
て
作
成
し
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
計
画
を
、
都
道
府

県
労
働
局
長
に
対
し
て
提
出
し
、
認
定
を
受
け
た
事
業
主

ハ
　
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
雇
用
す
る
全
て
の
又
は
合
理
的
に
区
分
さ
れ

た
有
期
契
約
労
働
者
等
に
つ
い
て
、
賃
金
を
一
定
の
割
合
以
上
で
増
額
す
る
措
置
を
講
じ
た
事
業
主

ニ
　
ハ
の
措
置
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
等
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主

二
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額
（
一
の
事
業
所
に
つ

き
、
一
の
年
度
に
お
け
る
前
号
ハ
の
措
置
の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
数
が
百
人
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該
事
業

所
に
つ
き
百
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。
）

イ
　
前
号
ハ
に
規
定
す
る
措
置
を
実
施
す
る
に
当
た
り
当
該
賃
金
を
三
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
五
パ
ー
セ
ン
ト
未
満

で
増
額
し
た
場
合
　
対
象
者
一
人
に
つ
き
三
万
三
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
万
円
）

ロ
　
前
号
ハ
に
規
定
す
る
措
置
を
実
施
す
る
に
当
た
り
当
該
賃
金
を
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
増
額
し
た
場
合
　

対
象
者
一
人
に
つ
き
四
万
三
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六
万
五
千
円
）

７
　
前
項
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
が
、
同
号
ハ
に
規
定
す
る
措
置
を
職
務
の
相
対
的
な
比
較
を
行
う
た
め
の
手

法
を
用
い
て
行
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
主
に
対
し
て
は
、
同
項
第
二
号
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
額
に
加

え
、
一
の
事
業
所
に
つ
き
十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
十
万
円
）
を
支
給
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
既
に
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
を
受
け
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

８
　
賃
金
規
定
等
共
通
化
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支

給
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
既
に
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
を
受
け
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り

で
は
な
い
。

一
　
有
期
契
約
労
働
者
等
に
つ
い
て
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
事
業
主
で
あ
つ

て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
。

イ
　
事
業
所
ご
と
に
、
有
期
契
約
労
働
者
等
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
関
す
る
事
項
を
管
理
す
る
者
を
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
管
理
者
と
し
て
配
置
し
、
か
つ
、
当
該
配
置
に
つ
い
て
、
事
業
所
に
掲
示
等
の
周
知
を
行
つ
て
い
る

事
業
主

ロ
　
当
該
事
業
主
の
事
業
所
の
労
働
組
合
等
の
意
見
を
聴
い
て
作
成
し
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
計
画
を
、
都
道
府

県
労
働
局
長
に
対
し
て
提
出
し
、
認
定
を
受
け
た
事
業
主

ハ
　
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
等
に
つ
い
て
、

そ
の
職
務
等
に
応
じ
て
賃
金
を
決
定
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
つ
て
、
通
常
の
労
働
者
と
共
通
の
も
の
を
整
備

す
る
措
置
を
講
じ
、
か
つ
、
当
該
制
度
に
基
づ
き
、
有
期
契
約
労
働
者
等
に
対
し
て
賃
金
を
支
払
つ
た
事

業
主

ニ
　
ハ
の
措
置
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
等
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主

二
　
一
の
事
業
所
に
つ
き
四
十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六
十
万
円
）

９
　
賞
与
・
退
職
金
制
度
導
入
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定
め
る
額

を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
既
に
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
を
受
け
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
こ
の

限
り
で
は
な
い
。

一
　
有
期
契
約
労
働
者
等
に
つ
い
て
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
事
業
主
で
あ
つ

て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
。

イ
　
事
業
所
ご
と
に
、
有
期
契
約
労
働
者
等
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
関
す
る
事
項
を
管
理
す
る
者
を
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
管
理
者
と
し
て
配
置
し
、
か
つ
、
当
該
配
置
に
つ
い
て
、
事
業
所
に
掲
示
等
の
周
知
を
行
つ
て
い
る

事
業
主

ロ
　
当
該
事
業
主
の
事
業
所
の
労
働
組
合
等
の
意
見
を
聴
い
て
作
成
し
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
計
画
を
、
都
道
府

県
労
働
局
長
に
対
し
て
提
出
し
、
認
定
を
受
け
た
事
業
主

ハ
　
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
等
に
つ
い
て
、

賞
与
若
し
く
は
退
職
金
制
度
又
は
そ
の
両
方
を
整
備
す
る
措
置
を
講
じ
、
か
つ
、
当
該
制
度
に
基
づ
き
、
有

期
契
約
労
働
者
等
に
対
し
て
賞
与
の
支
給
若
し
く
は
退
職
金
の
積
立
て
又
は
そ
の
両
方
の
措
置
を
講
じ
た
事

業
主

ニ
　
ハ
の
措
置
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
等
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主

二
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

イ
　
前
号
ハ
の
措
置
（
賞
与
又
は
退
職
金
制
度
の
い
ず
れ
か
に
係
る
も
の
）
を
講
じ
た
事
業
主
　
一
の
事
業
所

に
つ
き
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
十
万
円
）

ロ
　
前
号
ハ
の
措
置
（
賞
与
及
び
退
職
金
制
度
の
両
方
に
係
る
も
の
）
を
講
じ
た
事
業
主
　
一
の
事
業
所
に
つ

き
四
十
二
万
六
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
十
六
万
八
千
円
）

10
　
短
時
間
労
働
者
労
働
時
間
延
長
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定
め

る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
有
期
契
約
労
働
者
等
に
つ
い
て
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
事
業
主
で
あ
つ

て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
。

イ
　
事
業
所
ご
と
に
、
有
期
契
約
労
働
者
等
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
関
す
る
事
項
を
管
理
す
る
者
を
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
管
理
者
と
し
て
配
置
し
、
か
つ
、
当
該
配
置
に
つ
い
て
、
事
業
所
に
掲
示
等
の
周
知
を
行
つ
て
い
る

事
業
主

ロ
　
当
該
事
業
主
の
事
業
所
の
労
働
組
合
等
の
意
見
を
聴
い
て
作
成
し
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
計
画
を
、
都
道
府

県
労
働
局
長
に
対
し
て
提
出
し
、
認
定
を
受
け
た
事
業
主

ハ
　
そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
等
（
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
に
よ
る
健
康
保
険

の
被
保
険
者
又
は
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
に
よ
る
厚
生
年
金
保
険
の
被
保

険
者
（
以
下
こ
の
ハ
に
お
い
て
「
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
で
な
い
も
の
に
限
る
。
）
に
対
し
、
一
週
間
の
所

定
労
働
時
間
を
三
時
間
以
上
延
長
す
る
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
（
当
該
措
置
に
よ
り
当
該
有
期
契
約
労
働
者

等
が
被
保
険
者
と
な
る
場
合
に
限
る
。
）

ニ
　
ハ
の
措
置
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
等
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主

二
　
対
象
者
一
人
に
つ
き
七
万
五
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
万
円
）
（
一
の
事
業
所
に
つ
き
、

一
の
年
度
に
お
け
る
当
該
措
置
の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
数
が
十
人
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該
事
業
所
に
つ
き

十
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。
）

11
　
障
害
者
正
社
員
化
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給

す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
雇
用
す
る
障
害
者
（
障
害
者
雇
用
促
進
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
障
害
者
の
う
ち
、
身
体
障
害
者
、
知

的
障
害
者
若
し
く
は
精
神
障
害
者
又
は
発
達
障
害
者
、
高
次
脳
機
能
障
害
を
有
す
る
も
の
若
し
く
は
難
治
性
疾

患
を
有
す
る
も
の
（
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
又
は
精
神
障
害
者
を
除
く
。
）
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
職
場
へ
の
定
着
を
図
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
も
の
。

イ
　
事
業
所
ご
と
に
、
有
期
契
約
労
働
者
等
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
関
す
る
事
項
を
管
理
す
る
者
を
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
管
理
者
と
し
て
配
置
し
、
か
つ
、
当
該
配
置
に
つ
い
て
、
事
業
所
に
掲
示
等
の
周
知
を
行
つ
て
い
る

事
業
主

ロ
　
当
該
事
業
主
の
事
業
所
の
労
働
組
合
等
の
意
見
を
聴
い
て
作
成
し
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
計
画
を
、
都
道
府

県
労
働
局
長
に
対
し
て
提
出
し
、
認
定
を
受
け
た
事
業
主

ハ
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
措
置
を
講
じ
た
事
業
主

（１）
　
そ
の
雇
用
す
る
障
害
者
（
有
期
契
約
労
働
者
に
限
る
。
（
２
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
通
常
の
労
働
者
、

勤
務
地
限
定
正
社
員
、
職
務
限
定
正
社
員
又
は
短
時
間
正
社
員
へ
の
転
換

（２）
　
そ
の
雇
用
す
る
障
害
者
の
無
期
契
約
労
働
者
へ
の
転
換
（
当
該
労
働
者
に
係
る
転
換
後
の
一
週
間
の
所

定
労
働
時
間
が
二
十
時
間
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

（３）
　
そ
の
雇
用
す
る
障
害
者
（
無
期
契
約
労
働
者
に
限
る
。
）
の
通
常
の
労
働
者
、
勤
務
地
限
定
正
社
員
、

職
務
限
定
正
社
員
又
は
短
時
間
正
社
員
へ
の
転
換
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ニ
　
ハ
の
措
置
を
実
施
し
た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
日
ま
で
の
間

（
ホ
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
措
置
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
を
解
雇
し
た
事

業
主
以
外
の
事
業
主

ホ
　
ハ
の
措
置
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
、
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の
の
う
ち
、
当

該
基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し
て
、
適

切
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主

ヘ
　
ハ
の
措
置
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
状
況
及
び
当
該
措
置
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状

況
等
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主

二
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額
（
職
業
安
定
局
長

の
定
め
る
基
準
に
満
た
な
い
と
き
は
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

イ
　
前
号
ハ
（
１
）
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
　
対
象
者
一
人
に
つ
き
、
六
十
七
万
五
千
円
（
中
小
企
業
事
業

主
に
あ
つ
て
は
、
九
十
万
円
）

ロ
　
前
号
ハ
（
２
）
又
は
（
３
）
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
　
対
象
者
一
人
に
つ
き
、
三
十
三
万
円
（
中
小
企

業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
十
五
万
円
）

12
　
前
項
第
一
号
ハ
の
措
置
を
次
に
掲
げ
る
者
に
対
し
て
講
じ
た
場
合
に
お
け
る
同
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
号
イ
中
「
六
十
七
万
五
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
十
万
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
九

十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
二
十
万
円
）
」
と
、
同
号
ロ
中
「
三
十
三
万
円
（
中
小
企
業
事
業

主
に
あ
つ
て
は
、
四
十
五
万
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
四
十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六
十
万

円
）
」
と
す
る
。

一
　
重
度
身
体
障
害
者

二
　
重
度
知
的
障
害
者

三
　
精
神
障
害
者

第
百
十
九
条
　
削
除

（
国
等
に
対
す
る
不
支
給
）

第
百
二
十
条
　
第
百
二
条
の
三
第
一
項
、
第
百
二
条
の
三
の
三
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
百
二
条
の
五
第
二
項
、
第

七
項
、
第
十
項
及
び
第
十
一
項
、
第
百
四
条
、
第
百
十
条
第
二
項
、
第
七
項
、
第
九
項
及
び
第
十
項
、
第
百
十
条

の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
百
十
二
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
百
十
三
条
第
一
項
（
附
則
第
十
六
条
の
規
定

に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
十
四
条
第
一
項
（
附
則
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合

を
含
む
。
）
、
第
百
十
六
条
第
二
項
、
第
三
項
、
第
六
項
、
第
九
項
、
第
十
一
項
、
第
十
四
項
及
び
第
十
六
項
、
第

百
十
八
条
第
二
項
並
び
に
第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
（
次
条

に
お
い
て
「
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
」
と
い
う
。
）
に
か
か
わ
ら
ず
、
雇
用
調
整
助
成
金
、
産
業
雇
用
安
定

助
成
金
、
早
期
再
就
職
支
援
等
助
成
金
、
六
十
五
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
、
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
、
ト

ラ
イ
ア
ル
雇
用
助
成
金
、
地
域
雇
用
開
発
助
成
金
、
通
年
雇
用
助
成
金
、
両
立
支
援
等
助
成
金
、
人
材
確
保
等
支

援
助
成
コ
ー
ス
助
成
金
及
び
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
（
次
条
に
お
い
て
「
雇
用
関
係
助
成
金
」
と
い
う
。
）
は
、

国
、
地
方
公
共
団
体
（
地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
二
号
）
第
三
章
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
地
方
公
共
団
体
の
経
営
す
る
企
業
を
除
く
。
）
、
行
政
執
行
法
人
及
び
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
（
以
下

「
国
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
は
、
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

（
労
働
保
険
料
滞
納
事
業
主
等
に
対
す
る
不
支
給
）

第
百
二
十
条
の
二
　
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
雇
用
関
係
助
成
金
は
、
労
働
保
険
料
の
納
付
の

状
況
が
著
し
く
不
適
切
で
あ
る
、
又
は
過
去
五
年
以
内
に
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
雇
用
調
整
助
成
金

そ
の
他
の
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
若
し
く
は
受
け
よ
う
と
し
た
事
業
主

又
は
事
業
主
団
体
に
対
し
て
は
、
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

２
　
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
雇
用
関
係
助
成
金
は
、
過
去
五
年
以
内
に
偽
り
そ
の
他
不
正
の

行
為
に
よ
り
、
雇
用
調
整
助
成
金
そ
の
他
の
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又

は
受
け
よ
う
と
し
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
の
役
員
等
（
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為

に
関
与
し
た
者
に
限
る
。
）
が
、
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
の
役
員
等
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
事
業
主
又
は
事
業

主
団
体
に
対
し
て
は
、
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

３
　
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
過
去
五
年
以
内
に
雇
用
調
整
助
成
金
そ
の
他
の
法
第
四
章
の
規

定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
手
続
を
代
理
し
て
行
う
者
（
以
下
「
代
理
人
等
」
と
い
う
。
）

又
は
訓
練
を
行
つ
た
機
関
（
以
下
「
訓
練
機
関
」
と
い
う
。
）
が
偽
り
の
届
出
、
報
告
、
証
明
等
を
行
い
事
業
主

又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
が
当
該
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ

り
、
当
該
代
理
人
等
又
は
訓
練
機
関
が
雇
用
関
係
助
成
金
に
関
与
し
て
い
る
場
合
は
、
当
該
雇
用
関
係
助
成
金

は
、
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
対
し
て
は
、
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

第
二
節
　
能
力
開
発
事
業

（
法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
）

第
百
二
十
一
条
　
法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て
、
広
域
団
体
認
定
訓
練
助
成
金
及
び
認
定

訓
練
助
成
事
業
費
補
助
金
を
交
付
す
る
事
業
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
広
域
団
体
認
定
訓
練
助
成
金
）

第
百
二
十
二
条
　
広
域
団
体
認
定
訓
練
助
成
金
は
、
そ
の
構
成
員
又
は
連
合
団
体
を
構
成
す
る
団
体
の
構
成
員
で
あ

る
中
小
企
業
事
業
主
の
た
め
に
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
二
十
四
条
第
三
項
（
同
法
第
二
十
七
条
の
二
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
認
定
職
業
訓
練
（
以
下
「
認
定
訓
練
」
と
い
う
。
）
を
実
施
す
る

中
小
企
業
事
業
主
の
団
体
（
そ
の
構
成
員
が
二
以
上
の
都
道
府
県
に
わ
た
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
そ
の
連
合
団

体
で
あ
つ
て
、
認
定
訓
練
を
振
興
す
る
た
め
に
助
成
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
対
し

て
、
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
広
域
団
体
認
定
訓
練
助
成
金
の
額
は
、
前
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
事
業
主
の
団
体
又
は
そ
の
連
合
団
体
が
実

施
す
る
認
定
訓
練
の
運
営
に
要
す
る
経
費
に
関
し
、
職
業
訓
練
の
種
類
、
規
模
等
を
考
慮
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
基
準
に
従
つ
て
算
定
し
た
額
（
そ
の
額
が
当
該
経
費
に
つ
き
当
該
年
度
に
お
い
て
要
し
た
金
額
を
超
え
る

と
き
は
、
当
該
金
額
と
す
る
。
）
の
二
分
の
一
（
全
国
的
な
中
小
企
業
事
業
主
の
団
体
の
連
合
団
体
に
あ
つ
て
は
、

三
分
の
二
）
の
額
と
す
る
。

（
認
定
訓
練
助
成
事
業
費
補
助
金
）

第
百
二
十
三
条
　
認
定
訓
練
助
成
事
業
費
補
助
金
は
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
十
三
条
に
規
定
す
る
事
業
主
等

（
事
業
主
に
あ
つ
て
は
中
小
企
業
事
業
主
に
、
事
業
主
の
団
体
又
は
そ
の
連
合
団
体
に
あ
つ
て
は
中
小
企
業
事
業

主
の
団
体
又
は
そ
の
連
合
団
体
に
限
る
。
）
が
行
う
認
定
訓
練
を
振
興
す
る
た
め
に
必
要
な
助
成
又
は
援
助
を
行

う
都
道
府
県
に
対
し
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
経
費
に
関
し
、
そ
れ
ぞ
れ
職
業
訓
練
の
種
類
、
規
模
等
を
考
慮
し

て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
算
定
し
た
額
（
そ
の
額
が
当
該
経
費
に
つ
き
当
該
年
度
に
お
い
て
要

し
た
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
金
額
と
す
る
。
）
の
経
費
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
が
行
う
助
成
又
は
援
助
に

係
る
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
が
当
該
基
準
に
従
つ
て
算
定
し
た
額
（
そ
の
額
が
当
該
経
費
に
つ

き
当
該
年
度
に
お
い
て
要
し
た
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
金
額
と
す
る
。
）
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を

超
え
る
と
き
は
当
該
三
分
の
一
に
相
当
す
る
額
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
認
定
訓
練
の
運
営
に
要
す
る
経
費

二
　
認
定
訓
練
の
実
施
に
必
要
な
施
設
又
は
設
備
の
設
置
又
は
整
備
に
要
す
る
経
費

（
法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
四
号
、
第
五
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
事
業
）

第
百
二
十
四
条
　
法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
四
号
、
第
五
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て
、
人
材

開
発
支
援
助
成
金
（
人
材
開
発
支
援
助
成
金
の
う
ち
建
設
労
働
者
認
定
訓
練
コ
ー
ス
助
成
金
及
び
建
設
労
働
者
技

能
実
習
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
建
設
労
働
法
第
九
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
支
給
す
る
も
の
を
い
う
。
次
条
第
一

項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
人
材
開
発
支
援
助
成
金
）

第
百
二
十
五
条
　
人
材
開
発
支
援
助
成
金
は
、
人
材
育
成
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
、
建
設
労
働
者
認
定
訓
練
コ
ー
ス
助

成
金
及
び
建
設
労
働
者
技
能
実
習
コ
ー
ス
助
成
金
と
す
る
。

２
　
人
材
育
成
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
共
同
し
て
職
業

訓
練
等
を
実
施
す
る
二
以
上
の
事
業
主
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
事
業
主
団
体
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、

第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
等
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
等
で
あ
る
こ
と
。
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（１）
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉ）
　
当
該
事
業
主
の
事
業
所
の
労
働
組
合
等
の
意
見
を
聴
い
て
作
成
し
た
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
十
一

条
第
一
項
に
規
定
す
る
計
画
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
三
十
四
条
に
お
い
て
「
事
業
内
職
業
能
力
開

発
計
画
」
と
い
う
。
）
を
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
事
業
内
職

業
能
力
開
発
計
画
に
基
づ
き
職
業
訓
練
実
施
計
画
（
職
業
訓
練
等
そ
の
他
の
職
業
能
力
開
発
に
関
す
る

計
画
で
あ
つ
て
一
の
訓
練
ご
と
に
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
並
び
に
附
則
第
三
十
四
条
及
び

第
三
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
作
成
し
、
か
つ
、
そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
等
に
周
知
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（ｉｉ）
　
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
等
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
職
業
訓
練
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
人
材
育
成
訓
練
」
と
い
う
。
）
を
受
け
さ
せ
る
事
業
主
（
当

該
人
材
育
成
訓
練
の
期
間
、
当
該
有
期
契
約
労
働
者
等
に
対
し
所
定
労
働
時
間
労
働
し
た
場
合
に
支
払

わ
れ
る
通
常
の
賃
金
の
額
を
支
払
う
事
業
主
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
。

（イ）
　
職
務
に
関
連
し
た
専
門
的
な
知
識
又
は
技
能
を
追
加
し
て
習
得
さ
せ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
職
業

訓
練
等

（ロ）
　
新
た
な
職
業
に
必
要
な
知
識
又
は
技
能
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
職
業
訓
練
等

（ハ）
　
そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
の
通
常
の
労
働
者
、
勤
務
地
限
定
正
社
員
、
職
務
限
定
正
社
員

若
し
く
は
短
時
間
正
社
員
へ
の
転
換
又
は
そ
の
雇
用
す
る
無
期
契
約
労
働
者
の
通
常
の
労
働
者
、
勤

務
地
限
定
正
社
員
、
職
務
限
定
正
社
員
若
し
く
は
短
時
間
正
社
員
へ
の
転
換
並
び
に
将
来
の
職
務
上

の
地
位
及
び
賃
金
を
は
じ
め
と
す
る
処
遇
の
改
善
に
必
要
な
技
能
並
び
に
こ
れ
に
関
す
る
知
識
を
習

得
さ
せ
る
た
め
の
職
業
訓
練
等

（ｉｉｉ）
　
職
業
訓
練
実
施
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
提
出
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉｖ）
　
職
業
訓
練
実
施
計
画
を
提
出
し
た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
都
道
府
県
労
働
局

長
に
対
す
る
人
材
育
成
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
受
給
に
つ
い
て
の
申
請
書
の
提
出
日
ま
で
の
間
（
（
ｖ
）

に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
係
る
事
業
所
の
労
働

者
を
解
雇
し
た
事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ

た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主

で
あ
る
こ
と
。

（ｖ）
　
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の

の
う
ち
、
当
該
基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か

ら
判
断
し
て
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｖｉ）
　
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
状
況
及
び
当
該
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
係
る

者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
等
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｖｉｉ）
　
職
業
能
力
開
発
推
進
者
を
選
任
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｖｉｉｉ）
　
労
働
協
約
、
就
業
規
則
又
は
事
業
内
職
業
能
力
開
発
計
画
に
お
い
て
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
対

し
、
定
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
機
会
の
確
保
に
係
る
措
置
を
定
め
て
い
る
事
業
主
で

あ
る
こ
と
。

（２）
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉ）
　
当
該
事
業
主
の
事
業
所
の
労
働
組
合
等
の
意
見
を
聴
い
て
作
成
し
た
事
業
内
職
業
能
力
開
発
計
画
を

そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
事
業
内
職
業
能
力
開
発
計
画
に
基
づ

き
職
業
訓
練
実
施
計
画
を
作
成
し
、
か
つ
、
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
（
有
期
契
約
労
働
者
等
を
除

く
。
ロ
及
び
ニ
、
次
号
チ
並
び
に
第
五
項
を
除
き
、
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
周
知
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

（ｉｉ）
　
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
人
材
育
成
訓
練
（
（
１
）
（
ｉ
ｉ
）
（
ハ
）

の
職
業
訓
練
等
を
除
く
。
以
下
（
３
）
（
ｉ
ｉ
）
及
び
（
ｉ
ｖ
）
並
び
に
第
二
号
ロ
及
び
ハ
に
お
い
て

同
じ
。
）
を
受
け
さ
せ
る
事
業
主
（
当
該
人
材
育
成
訓
練
の
期
間
、
当
該
被
保
険
者
に
対
し
所
定
労
働

時
間
労
働
し
た
場
合
に
支
払
わ
れ
る
通
常
の
賃
金
の
額
を
支
払
う
事
業
主
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
。

（ｉｉｉ）
　
職
業
訓
練
実
施
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
提
出
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉｖ）
　
職
業
訓
練
実
施
計
画
を
提
出
し
た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
都
道
府
県
労
働
局

長
に
対
す
る
人
材
育
成
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
受
給
に
つ
い
て
の
申
請
書
の
提
出
日
ま
で
の
間
（
（
ｖ
）

に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
係
る
事
業
所
の
労
働

者
を
解
雇
し
た
事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ

た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主

で
あ
る
こ
と
。

（ｖ）
　
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の

の
う
ち
、
当
該
基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か

ら
判
断
し
て
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｖｉ）
　
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
状
況
及
び
当
該
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
係
る

者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
等
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｖｉｉ）
　
職
業
能
力
開
発
推
進
者
を
選
任
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｖｉｉｉ）
　
労
働
協
約
、
就
業
規
則
又
は
事
業
内
職
業
能
力
開
発
計
画
に
お
い
て
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
対

し
、
定
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
機
会
の
確
保
に
係
る
措
置
を
定
め
て
い
る
事
業
主
で

あ
る
こ
と
。

（３）
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
団
体
等
で
あ
る
こ
と
。

（ｉ）
　
訓
練
実
施
計
画
（
事
業
主
団
体
等
が
当
該
事
業
主
団
体
等
の
構
成
員
で
あ
る
事
業
主
（
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
「
構
成
事
業
主
」
と
い
う
。
）
の
雇
用
す
る
労
働
者
を
対
象
に
実
施
す
る
職
業
訓
練
等
に
関

す
る
計
画
で
あ
つ
て
、
一
の
訓
練
ご
と
に
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
（
３
）
及
び
次
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
作
成
す
る
事
業
主
団
体
等
で
あ
る
こ
と
。

（ｉｉ）
　
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
構
成
事
業
主
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
人
材
育
成
訓
練
を
受
け
さ
せ
る
事

業
主
団
体
等
（
共
同
し
て
人
材
育
成
訓
練
を
実
施
す
る
二
以
上
の
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
全
て
の

事
業
主
が
当
該
人
材
育
成
訓
練
の
期
間
、
当
該
労
働
者
に
対
し
所
定
労
働
時
間
労
働
し
た
場
合
に
支
払

わ
れ
る
通
常
の
賃
金
の
額
を
支
払
う
事
業
主
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
。

（ｉｉｉ）
　
訓
練
実
施
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
提
出
し
て
い
る
事
業
主
団
体
等
で
あ
る
こ
と
。

（ｉｖ）
　
共
同
し
て
人
材
育
成
訓
練
を
実
施
す
る
二
以
上
の
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
全
て
の
事
業
主
が
次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（イ）
　
訓
練
実
施
計
画
を
提
出
し
た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
都
道
府
県
労
働
局
長

に
対
す
る
人
材
育
成
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
受
給
に
つ
い
て
の
申
請
書
の
提
出
日
ま
で
の
間
（
（
ロ
）

に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
訓
練
実
施
計
画
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者

を
解
雇
し
た
事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ

た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業

主
で
あ
る
こ
と
。

（ロ）
　
訓
練
実
施
計
画
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の
の

う
ち
、
当
該
基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か

ら
判
断
し
て
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。
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（ハ）
　
訓
練
実
施
計
画
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
状
況
及
び
当
該
訓
練
実
施
計
画
に
係
る
者
に
対

す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
等
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ニ）
　
職
業
能
力
開
発
推
進
者
を
選
任
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ホ）
　
労
働
協
約
、
就
業
規
則
又
は
訓
練
実
施
計
画
に
お
い
て
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
対
し
、
定
期
的

な
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
機
会
の
確
保
に
係
る
措
置
を
定
め
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ

と
。

ロ
　
イ
（
１
）
（
ｉ
）
及
び
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
か
ら
（
ｖ
ｉ
ｉ
ｉ
）
ま
で
に
該
当
す
る
事
業
主
又
は
イ
（
２
）
（
ｉ
）

及
び
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
か
ら
（
ｖ
ｉ
ｉ
ｉ
）
ま
で
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
次
の
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
ま
で
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
者
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
雇
用
型
訓
練
対
象
者
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
掲
げ
る
職
業
訓
練

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
雇
用
型
訓
練
」
と
い
う
。
）
を
受
け
さ
せ
る
事
業
主
（
当
該
特
定
雇
用
型

訓
練
の
期
間
、
当
該
雇
用
型
訓
練
対
象
者
に
対
し
所
定
労
働
時
間
労
働
し
た
場
合
に
支
払
わ
れ
る
通
常
の

賃
金
の
額
を
支
払
う
事
業
主
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
。

（ｉ）
　
新
た
に
雇
い
入
れ
た
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
十
五
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満
の
も
の
　
職
業
能
力
開
発

促
進
法
第
二
十
六
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
（
以
下
こ
の
（
１
）
に
お
い

て
「
対
象
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
」
と
い
う
。
）

（ｉｉ）
　
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
二
十
六
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
認
定
を
受
け
る
前
か
ら
雇
用
す
る
十

五
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満
の
被
保
険
者
の
う
ち
、
新
た
に
通
常
の
労
働
者
へ
転
換
し
た
者
　
対
象
認
定

実
習
併
用
職
業
訓
練

（ｉｉｉ）
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
十
五
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満
の
も
の
　
対
象
認
定
実
習
併
用

職
業
訓
練

（２）
　
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
雇
用
型
訓
練
対
象
者
に
職
務
経
歴
等
記
録
書
に
よ
る
職
業
能
力
の
評

価
（
以
下
「
能
力
評
価
」
と
い
う
。
）
を
実
施
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉ）
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
職
業
訓
練
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
有
期
実
習
型
訓
練
」
と
い
う
。
）

の
訓
練
実
施
計
画
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
有
期
実
習
型
訓
練
実
施
計
画
」
と
い
う
。
）

に
基
づ
き
、
そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
等
の
う
ち
、
対
象
職
業
能
力
形
成
促
進
者
（
有
期
実
習

型
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
認
め
ら
れ
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で

あ
る
も
の
に
、
有
期
実
習
型
訓
練
を
受
け
さ
せ
る
事
業
主
（
当
該
有
期
実
習
型
訓
練
の
期
間
、
当
該
対

象
職
業
能
力
形
成
促
進
者
に
対
し
所
定
労
働
時
間
労
働
し
た
場
合
に
支
払
わ
れ
る
通
常
の
賃
金
の
額
を

支
払
う
事
業
主
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
。

（イ）
　
実
習
と
座
学
等
と
が
効
果
的
に
組
み
合
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
実
習
と
座
学
等
と
が
相

互
に
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（ロ）
　
職
業
訓
練
の
実
施
期
間
が
二
箇
月
以
上
で
あ
る
こ
と
。

（ハ）
　
職
業
訓
練
の
総
訓
練
時
間
数
を
六
箇
月
当
た
り
の
時
間
数
に
換
算
し
た
時
間
数
が
四
百
二
十
五
時

間
以
上
で
あ
る
こ
と
。

（ニ）
　
実
習
の
時
間
数
の
職
業
訓
練
の
総
訓
練
時
間
数
に
占
め
る
割
合
が
一
割
以
上
九
割
以
下
で
あ
る
こ

と
。

（ホ）
　
対
象
職
業
能
力
形
成
促
進
者
に
対
し
て
、
適
正
な
能
力
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
。

（ヘ）
　
職
業
訓
練
の
指
導
及
び
能
力
評
価
に
係
る
担
当
者
及
び
責
任
者
が
選
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（ト）
　
職
業
訓
練
を
修
了
し
た
対
象
職
業
能
力
形
成
促
進
者
の
労
働
契
約
の
更
新
等
の
取
扱
い
及
び
当
該

取
扱
い
に
係
る
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（ｉｉ）
　
派
遣
元
事
業
主
と
派
遣
先
の
事
業
主
（
労
働
者
派
遣
法
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
派
遣
先
の

事
業
主
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
が
共
同
し
て
作
成
す
る
有
期
実
習
型
訓
練
実
施

計
画
に
基
づ
き
、
当
該
派
遣
元
事
業
主
が
雇
用
す
る
紹
介
予
定
派
遣
（
労
働
者
派
遣
法
第
二
条
第
四
号

に
規
定
す
る
紹
介
予
定
派
遣
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
派
遣
労
働
者
の
う
ち
、

対
象
職
業
能
力
形
成
促
進
者
で
あ
る
も
の
に
、
有
期
実
習
型
訓
練
を
受
け
さ
せ
る
当
該
派
遣
元
事
業
主

（
当
該
有
期
実
習
型
訓
練
の
期
間
、
当
該
対
象
職
業
能
力
形
成
促
進
者
に
対
し
所
定
労
働
時
間
労
働
し

た
場
合
に
支
払
わ
れ
る
通
常
の
賃
金
の
額
を
支
払
う
事
業
主
に
限
る
。
）
又
は
当
該
派
遣
先
の
事
業
主

で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
（
１
）
の
有
期
実
習
型
訓
練
実
施
計
画
を
提
出
し
た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
都

道
府
県
労
働
局
長
に
対
す
る
人
材
育
成
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
受
給
に
つ
い
て
の
申
請
書
の
提
出
日
ま
で

の
間
（
（
３
）
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
有
期
実
習
型
訓
練
に
係
る
事
業
所

の
労
働
者
を
解
雇
し
た
事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と

な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業

主
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
（
１
）
の
有
期
実
習
型
訓
練
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た

も
の
の
う
ち
当
該
基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か

ら
判
断
し
て
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（４）
　
（
１
）
の
有
期
実
習
型
訓
練
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
状
況
及
び
当
該
有
期
実
習
型
訓
練
に
係

る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
等
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
職
業
能
力
開
発
推
進
者
を
選
任
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

（１）
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉ）
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
た
め
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
事
業
主
以
外
の
者
の
行
う
職
業
訓
練
等
、
職
業
能
力
検
定
（
職
業
に
必
要
な

労
働
者
の
技
能
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
知
識
に
つ
い
て
の
検
定
を
い
う
。
）
又
は
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
（
以
下
こ
の
ニ
に
お
い
て
「
自
発
的
職
業
能
力
開
発
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
有
給
休
暇
（
労
働
基
準
法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
年
次
有
給
休
暇
と
し
て
与
え
ら
れ
る
も
の
を

除
く
。
次
号
ニ
（
２
）
（
ｉ
ｉ
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
付
与
に
よ
る
自
発
的
職
業
能
力
開
発
を
受
け
る

機
会
の
確
保
等
を
通
じ
た
職
業
能
力
開
発
及
び
向
上
を
促
進
す
る
措
置
を
新
た
に
行
つ
た
事
業
主
で
あ

る
こ
と
。

（ｉｉ）
　
（
ｉ
）
の
措
置
の
適
用
を
受
け
る
一
定
数
の
被
保
険
者
が
生
じ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉｉｉ）
　
事
業
内
職
業
能
力
開
発
計
画
を
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
周
知
し
た
事
業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
事
業

内
職
業
能
力
開
発
計
画
に
基
づ
き
（
ｉ
）
の
措
置
に
係
る
計
画
（
以
下
こ
の
（
１
）
に
お
い
て
「
制
度

導
入
・
適
用
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
か
つ
、
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
周
知
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
。

（ｉｖ）
　
制
度
導
入
・
適
用
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
提
出
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｖ）
　
制
度
導
入
・
適
用
計
画
を
提
出
し
た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
都
道
府
県
労
働

局
長
に
対
す
る
人
材
開
発
支
援
助
成
金
の
受
給
に
つ
い
て
の
申
請
書
を
提
出
す
る
日
ま
で
の
間
（
（
ｖ

ｉ
）
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
制
度
導
入
・
適
用
計
画
に
係
る
事
業
所
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の
労
働
者
を
解
雇
し
た
事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能

と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の

事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｖｉ）
　
制
度
導
入
・
適
用
計
画
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も

の
の
う
ち
、
当
該
基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等

か
ら
判
断
し
て
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｖｉｉ）
　
当
該
制
度
導
入
・
適
用
計
画
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備

し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉ）
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
た
め
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
自
発
的
職
業
能
力
開
発
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
三
十
日
以
上
の
休
暇
（
労
働
基

準
法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
年
次
有
給
休
暇
と
し
て
与
え
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
付
与
に
よ

る
自
発
的
職
業
能
力
開
発
を
受
け
る
機
会
の
確
保
等
を
通
じ
た
職
業
能
力
開
発
及
び
向
上
を
促
進
す
る

措
置
を
新
た
に
行
つ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉｉ）
　
（
ｉ
）
の
措
置
の
適
用
を
受
け
る
一
定
数
の
被
保
険
者
が
生
じ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉｉｉ）
　
事
業
内
職
業
能
力
開
発
計
画
を
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
周
知
し
た
事
業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
事
業

内
職
業
能
力
開
発
計
画
に
基
づ
き
（
ｉ
）
の
措
置
に
係
る
計
画
（
以
下
こ
の
（
２
）
に
お
い
て
「
制
度

導
入
・
適
用
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
か
つ
、
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
周
知
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
。

（ｉｖ）
　
制
度
導
入
・
適
用
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
提
出
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｖ）
　
制
度
導
入
・
適
用
計
画
を
提
出
し
た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
都
道
府
県
労
働

局
長
に
対
す
る
人
材
開
発
支
援
助
成
金
の
受
給
に
つ
い
て
の
申
請
書
を
提
出
す
る
日
ま
で
の
間
（
（
ｖ

ｉ
）
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
制
度
導
入
・
適
用
計
画
に
係
る
事
業
所

の
労
働
者
を
解
雇
し
た
事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能

と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の

事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｖｉ）
　
制
度
導
入
・
適
用
計
画
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も

の
の
う
ち
、
当
該
基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等

か
ら
判
断
し
て
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｖｉｉ）
　
当
該
制
度
導
入
・
適
用
計
画
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備

し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉ）
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
た
め
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
被
保
険
者
の
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
に
よ
る
自
発
的
職
業
能
力
開
発
を
受
け

る
機
会
の
確
保
等
を
通
じ
た
職
業
能
力
開
発
及
び
向
上
を
促
進
す
る
措
置
を
新
た
に
行
つ
た
事
業
主
で

あ
る
こ
と
。

（ｉｉ）
　
（
ｉ
）
の
措
置
の
適
用
を
受
け
る
一
定
数
の
被
保
険
者
が
生
じ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉｉｉ）
　
事
業
内
職
業
能
力
開
発
計
画
を
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
周
知
し
た
事
業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
事
業

内
職
業
能
力
開
発
計
画
に
基
づ
き
（
ｉ
）
の
措
置
に
係
る
計
画
（
以
下
こ
の
（
３
）
に
お
い
て
「
制
度

導
入
・
適
用
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
か
つ
、
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
周
知
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
。

（ｉｖ）
　
制
度
導
入
・
適
用
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
提
出
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｖ）
　
制
度
導
入
・
適
用
計
画
を
提
出
し
た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
都
道
府
県
労
働

局
長
に
対
す
る
人
材
開
発
支
援
助
成
金
の
受
給
に
つ
い
て
の
申
請
書
を
提
出
す
る
日
ま
で
の
間
（
（
ｖ

ｉ
）
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
制
度
導
入
・
適
用
計
画
に
係
る
事
業
所

の
労
働
者
を
解
雇
し
た
事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能

と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の

事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｖｉ）
　
制
度
導
入
・
適
用
計
画
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も

の
の
う
ち
、
当
該
基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等

か
ら
判
断
し
て
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｖｉｉ）
　
当
該
制
度
導
入
・
適
用
計
画
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備

し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

二
　
次
の
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
等
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定

め
る
額

イ
　
前
号
イ
（
１
）
に
該
当
す
る
事
業
主
　
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

（１）
　
人
材
育
成
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
自
ら
運
営
す
る
座
学
等
に
限
る
。
）
の
運
営
に
要
し
た
経
費
並
び
に

人
材
育
成
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
教
育
訓
練
施
設
等
に
委
託
し
て
行
う
座
学
等
に
限
る
。
）
に
係
る
入
学

料
及
び
受
講
料
の
合
計
額
の
百
分
の
六
十
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
一
定
の
割
合
以
上
で

増
額
し
た
事
業
主
又
は
労
働
協
約
若
し
く
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
職
務
に
関
連
し
た
専

門
的
な
知
識
若
し
く
は
技
能
を
習
得
し
た
と
認
め
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
一
定
の
割
合
以
上
で
増
額
し

た
事
業
主
（
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
三
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
「
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃

金
を
増
額
し
た
事
業
主
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
七
十
五
）
の
額
（
そ
の
額
が
、
当
該
人
材

育
成
訓
練
を
受
け
た
有
期
契
約
労
働
者
等
一
人
に
つ
き
、
次
の
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
ま
で
に
掲
げ
る

一
の
人
材
育
成
訓
練
の
実
施
時
間
数
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
ま
で
に
定
め
る
額

を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
定
め
る
額
）

（ｉ）
　
十
時
間
以
上
百
時
間
未
満
　
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
五
万
円
）

（ｉｉ）
　
百
時
間
以
上
二
百
時
間
未
満
　
二
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）

（ｉｉｉ）
　
二
百
時
間
以
上
　
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
十
万
円
）

（２）
　
そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
等
に
対
し
て
、
人
材
育
成
訓
練
（
座
学
等
に
限
る
。
）
を
受
け
る
期

間
中
に
支
払
つ
た
賃
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
労
働
時
間
数
（
当
該
有
期
契
約
労
働
者
等
一
人
に

つ
き
、
千
二
百
時
間
（
当
該
有
期
契
約
労
働
者
等
に
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
受
け
さ
せ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
千
六
百
時
間
）
を
限
度
と
す
る
。
）
に
三
百
八
十
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額

し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
百
八
十
円
）
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
七
百
六
十
円
（
そ
の
雇

用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
百
六
十
円
）
）
を
乗
じ
て
得
た
額

ロ
　
前
号
イ
（
２
）
に
該
当
す
る
事
業
主
　
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

（１）
　
人
材
育
成
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
自
ら
運
営
す
る
座
学
等
に
限
る
。
）
の
運
営
に
要
し
た
経
費
並
び
に

人
材
育
成
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
教
育
訓
練
施
設
等
に
委
託
し
て
行
う
座
学
等
に
限
る
。
）
に
係
る
入
学

料
及
び
受
講
料
の
合
計
額
の
百
分
の
三
十
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に

あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
五
）
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
五
（
そ
の
雇
用
す
る
労

働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
六
十
）
）
の
額
（
そ
の
額
が
、
当
該
人
材

育
成
訓
練
を
受
け
た
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
、
次
の
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
ま
で
に
掲
げ
る
一
の
人
材

育
成
訓
練
の
実
施
時
間
数
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
ま
で
に
定
め
る
額
を
超
え
る

と
き
は
、
当
該
定
め
る
額
）

（ｉ）
　
十
時
間
以
上
百
時
間
未
満
　
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
五
万
円
）
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（ｉｉ）
　
百
時
間
以
上
二
百
時
間
未
満
　
二
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）

（ｉｉｉ）
　
二
百
時
間
以
上
　
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
十
万
円
）

（２）
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
対
し
て
、
人
材
育
成
訓
練
（
座
学
等
に
限
る
。
）
を
受
け
る
期
間
中
に
支

払
つ
た
賃
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
労
働
時
間
数
（
当
該
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
、
千
二
百
時
間

（
当
該
被
保
険
者
に
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
受
け
さ
せ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
千
六
百
時
間
）
を
限
度
と

す
る
。
）
に
三
百
八
十
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四

百
八
十
円
）
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
七
百
六
十
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を

増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
百
六
十
円
）
）
を
乗
じ
て
得
た
額

ハ
　
前
号
イ
（
３
）
に
該
当
す
る
事
業
主
団
体
等
　
人
材
育
成
訓
練
（
当
該
事
業
主
団
体
等
が
自
ら
運
営
す
る

座
学
等
に
限
る
。
）
の
運
営
に
要
し
た
経
費
並
び
に
人
材
育
成
訓
練
（
当
該
事
業
主
団
体
等
が
教
育
訓
練
施

設
等
に
委
託
し
て
行
う
座
学
等
に
限
る
。
）
に
係
る
入
学
料
及
び
受
講
料
の
合
計
額
の
百
分
の
四
十
五
（
有

期
契
約
労
働
者
等
を
対
象
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
六
十
）
の
額
（
そ
の
額
が
、
当
該
人
材
育
成

訓
練
を
受
け
た
労
働
者
一
人
に
つ
き
、
次
の
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
掲
げ
る
一
の
人
材
育
成
訓
練
の
実

施
時
間
数
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
定
め
る

額
）

（１）
　
十
時
間
以
上
百
時
間
未
満
　
十
五
万
円

（２）
　
百
時
間
以
上
二
百
時
間
未
満
　
三
十
万
円

（３）
　
二
百
時
間
以
上
　
五
十
万
円

ニ
　
前
号
ロ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

（１）
　
特
定
雇
用
型
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
自
ら
運
営
す
る
座
学
等
に
限
る
。
）
の
運
営
に
要
し
た
経
費
並
び

に
特
定
雇
用
型
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
教
育
訓
練
施
設
等
に
委
託
し
て
行
う
座
学
等
に
限
る
。
）
に
係
る

入
学
料
及
び
受
講
料
の
合
計
額
の
百
分
の
三
十
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業

主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
五
）
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
五
（
そ
の
雇
用
す

る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
六
十
）
）
の
額
（
そ
の
額
が
、
当
該

特
定
雇
用
型
訓
練
を
受
け
た
雇
用
型
訓
練
対
象
者
一
人
に
つ
き
、
次
の
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
ま
で
に

掲
げ
る
一
の
特
定
雇
用
型
訓
練
の
実
施
時
間
数
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
ま
で
に

定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
定
め
る
額
）

（ｉ）
　
十
時
間
以
上
百
時
間
未
満
　
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
五
万
円
）

（ｉｉ）
　
百
時
間
以
上
二
百
時
間
未
満
　
二
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）

（ｉｉｉ）
　
二
百
時
間
以
上
　
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
十
万
円
）

（２）
　
そ
の
雇
用
す
る
雇
用
型
訓
練
対
象
者
に
対
し
て
、
特
定
雇
用
型
訓
練
（
座
学
等
に
限
る
。
）
を
受
け
る

期
間
中
に
支
払
つ
た
賃
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
労
働
時
間
数
（
当
該
雇
用
型
訓
練
対
象
者
一
人

に
つ
き
、
千
二
百
時
間
を
限
度
と
す
る
。
）
に
三
百
八
十
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増

額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
百
八
十
円
）
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
七
百
六
十
円
（
そ
の

雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
百
六
十
円
）
）
を
乗
じ
て
得
た
額

（３）
　
特
定
雇
用
型
訓
練
（
座
学
等
を
除
く
。
）
を
受
け
た
雇
用
型
訓
練
対
象
者
の
一
人
に
つ
き
、
十
一
万
円

（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
円
）
（
中
小
企
業
事
業

主
に
あ
つ
て
は
、
二
十
万
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、

二
十
五
万
円
）
）

ホ
　
前
号
ハ
（
１
）
（
ｉ
）
に
該
当
す
る
事
業
主
　
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

（１）
　
有
期
実
習
型
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
自
ら
運
営
す
る
座
学
等
に
限
る
。
）
の
運
営
に
要
し
た
経
費
並
び

に
有
期
実
習
型
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
教
育
訓
練
施
設
等
に
委
託
し
て
行
う
座
学
等
に
限
る
。
）
に
係
る

入
学
料
及
び
受
講
料
の
合
計
額
の
百
分
の
六
十
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業

主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
七
十
五
）
の
額
（
そ
の
額
が
、
当
該
有
期
実
習
型
訓
練
を
受
け
た
対
象
職
業
能

力
形
成
促
進
者
一
人
に
つ
き
、
次
の
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
ま
で
に
掲
げ
る
一
の
有
期
実
習
型
訓
練
の

実
施
時
間
数
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
ま
で
に
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当

該
定
め
る
額
）

（ｉ）
　
十
時
間
以
上
百
時
間
未
満
　
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
五
万
円
）

（ｉｉ）
　
百
時
間
以
上
二
百
時
間
未
満
　
二
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）

（ｉｉｉ）
　
二
百
時
間
以
上
　
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
十
万
円
）

（２）
　
そ
の
雇
用
す
る
対
象
職
業
能
力
形
成
促
進
者
に
対
し
て
、
有
期
実
習
型
訓
練
（
座
学
等
に
限
る
。
）
を

受
け
る
期
間
中
に
支
払
つ
た
賃
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
労
働
時
間
数
に
三
百
八
十
円
（
そ
の
雇

用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
百
八
十
円
）
（
中
小
企
業
事
業
主
に

あ
つ
て
は
、
七
百
六
十
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九

百
六
十
円
）
）
を
乗
じ
て
得
た
額

（３）
　
有
期
実
習
型
訓
練
（
座
学
等
を
除
く
。
）
を
受
け
た
対
象
職
業
能
力
形
成
促
進
者
の
一
人
に
つ
き
、
九

万
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
二
万
円
）
（
中
小
企

業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
万
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て

は
、
十
三
万
円
）
）

ヘ
　
前
号
ハ
（
１
）
（
ｉ
ｉ
）
に
該
当
す
る
派
遣
元
事
業
主
又
は
派
遣
先
の
事
業
主
　
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

（１）
　
有
期
実
習
型
訓
練
（
当
該
派
遣
元
事
業
主
又
は
当
該
派
遣
先
の
事
業
主
が
自
ら
運
営
す
る
座
学
等
に
限

る
。
）
の
運
営
に
要
し
た
経
費
並
び
に
有
期
実
習
型
訓
練
（
当
該
派
遣
元
事
業
主
又
は
当
該
派
遣
先
の
事

業
主
が
教
育
訓
練
施
設
等
に
委
託
し
て
行
う
座
学
等
に
限
る
。
）
に
係
る
入
学
料
及
び
受
講
料
の
合
計
額

の
百
分
の
六
十
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
七
十

五
）
の
額
（
そ
の
額
が
、
当
該
有
期
実
習
型
訓
練
を
受
け
た
紹
介
予
定
派
遣
に
係
る
派
遣
労
働
者
一
人
に

つ
き
、
次
の
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
ま
で
に
掲
げ
る
一
の
有
期
実
習
型
訓
練
の
実
施
時
間
数
の
区
分
に

応
じ
、
当
該
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
ま
で
に
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
定
め
る
額
）

（ｉ）
　
十
時
間
以
上
百
時
間
未
満
　
十
万
円
（
当
該
派
遣
元
事
業
主
又
は
当
該
派
遣
先
の
事
業
主
が
中
小
企

業
事
業
主
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
五
万
円
）

（ｉｉ）
　
百
時
間
以
上
二
百
時
間
未
満
　
二
十
万
円
（
当
該
派
遣
元
事
業
主
又
は
当
該
派
遣
先
の
事
業
主
が
中

小
企
業
事
業
主
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）

（ｉｉｉ）
　
二
百
時
間
以
上
　
三
十
万
円
（
当
該
派
遣
元
事
業
主
又
は
当
該
派
遣
先
の
事
業
主
が
中
小
企
業
事
業

主
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
五
十
万
円
）

（２）
　
そ
の
雇
用
す
る
対
象
職
業
能
力
形
成
促
進
者
に
対
し
て
、
有
期
実
習
型
訓
練
（
当
該
派
遣
元
事
業
主
又

は
当
該
派
遣
先
の
事
業
主
が
受
け
さ
せ
る
座
学
等
に
限
る
。
）
を
受
け
る
期
間
中
に
支
払
つ
た
賃
金
の
額

の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
労
働
時
間
数
に
三
百
八
十
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し

た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
百
八
十
円
）
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
七
百
六
十
円
（
そ
の
雇
用

す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
百
六
十
円
）
）
を
乗
じ
て
得
た
額

ト
　
前
号
ハ
（
１
）
（
ｉ
ｉ
）
に
該
当
す
る
派
遣
先
の
事
業
主
　
有
期
実
習
型
訓
練
（
座
学
等
を
除
く
。
）
を
受

け
た
対
象
職
業
能
力
形
成
促
進
者
の
一
人
に
つ
き
、
九
万
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額

し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
二
万
円
）
（
当
該
派
遣
先
の
事
業
主
が
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
十
万
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
三
万
円
）
）

チ
　
前
号
ニ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
次
の
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
定
め
る
額
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（１）
　
前
号
ニ
（
１
）
に
該
当
す
る
事
業
主
　
三
十
万
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た

事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
十
六
万
円
）

（２）
　
前
号
ニ
（
２
）
に
該
当
す
る
事
業
主
　
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

（ｉ）
　
二
十
万
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
十
四
万
円
）

（ｉｉ）
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
与
え
た
有
給
休
暇
の
日
数
（
当
該
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
、
百
五
十
日

間
を
限
度
と
す
る
。
）
を
合
計
し
た
数
に
六
千
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た

事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
七
千
二
百
円
）
を
乗
じ
て
得
た
額
（
一
の
事
業
主
に
つ
き
、
当
該
措
置
の
対
象

と
な
る
被
保
険
者
の
数
が
一
人
以
上
の
場
合
は
、
当
該
事
業
主
に
つ
き
一
人
（
被
保
険
者
の
数
が
百
人

以
上
の
場
合
は
、
当
該
事
業
主
に
つ
き
二
人
）
ま
で
の
支
給
に
限
る
。
）

（３）
　
前
号
ニ
（
３
）
に
該
当
す
る
事
業
主
　
二
十
万
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た

事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
十
四
万
円
）

三
　
第
一
号
イ
（
１
）
に
定
め
る
事
業
主
が
、
人
材
育
成
訓
練
を
修
了
し
た
有
期
契
約
労
働
者
等
に
つ
い
て
、
そ

の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
の
通
常
の
労
働
者
、
勤
務
地
限
定
正
社
員
、
職
務
限
定
正
社
員
若
し
く
は
短
時

間
正
社
員
へ
の
転
換
措
置
、
そ
の
雇
用
す
る
無
期
契
約
労
働
者
の
通
常
の
労
働
者
、
勤
務
地
限
定
正
社
員
、
職

務
限
定
正
社
員
若
し
く
は
短
時
間
正
社
員
へ
の
転
換
措
置
又
は
有
期
契
約
労
働
者
の
無
期
契
約
労
働
者
へ
の
転

換
措
置
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
通
常
の
労
働
者
等
へ
の
転
換
措
置
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
措

置
を
講
じ
た
場
合
に
お
け
る
前
号
イ
（
１
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
（
１
）
中
「
百
分
の
六

十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
七
十
」
と
、
「
百
分
の
七
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
」
と
す
る
。

四
　
第
一
号
ハ
（
１
）
（
ｉ
）
に
定
め
る
事
業
主
が
、
有
期
実
習
型
訓
練
を
修
了
し
た
対
象
職
業
能
力
形
成
促
進

者
に
つ
い
て
、
通
常
の
労
働
者
等
へ
の
転
換
措
置
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
お
け
る
第
二
号

ホ
（
１
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
ホ
（
１
）
中
「
百
分
の
六
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
七
十
」

と
、
「
百
分
の
七
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
」
と
す
る
。

五
　
第
一
号
ハ
（
１
）
（
ｉ
ｉ
）
に
定
め
る
派
遣
先
の
事
業
主
が
、
有
期
実
習
型
訓
練
を
修
了
し
た
紹
介
予
定
派

遣
に
係
る
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
、
そ
の
指
揮
命
令
の
下
に
労
働
さ
せ
る
派
遣
労
働
者
（
派
遣
元
事
業
主
と
期

間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い
る
者
に
限
る
。
）
の
通
常
の
労
働
者
、
勤
務
地
限
定
正
社
員
、
職

務
限
定
正
社
員
若
し
く
は
短
時
間
正
社
員
と
し
て
の
雇
入
れ
措
置
、
そ
の
指
揮
命
令
の
下
に
労
働
さ
せ
る
派
遣

労
働
者
（
派
遣
元
事
業
主
と
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い
る
者
に
限
る
。
）
の
通
常
の
労
働

者
、
勤
務
地
限
定
正
社
員
、
職
務
限
定
正
社
員
若
し
く
は
短
時
間
正
社
員
と
し
て
の
雇
入
れ
措
置
又
は
派
遣
労

働
者
の
無
期
契
約
労
働
者
へ
の
雇
入
れ
措
置
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
お
け
る
第
二
号
ヘ

（
１
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
ヘ
（
１
）
中
「
百
分
の
六
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
七
十
」
と
、

「
百
分
の
七
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
」
と
す
る
。

３
　
一
の
年
度
に
お
い
て
、
職
業
訓
練
実
施
計
画
、
訓
練
実
施
計
画
又
は
有
期
実
習
型
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
く
一

の
事
業
所
又
は
事
業
主
団
体
等
に
係
る
人
材
育
成
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
額
が
一
千
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
前

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
千
万
円
を
当
該
事
業
所
に
係
る
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
等
に
対
し
て
支
給
す
る

も
の
と
す
る
。

４
　
建
設
労
働
者
認
定
訓
練
コ
ー
ス
助
成
金
及
び
建
設
労
働
者
技
能
実
習
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
建

労
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
事
業
）

第
百
二
十
五
条
の
二
　
法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て
、
事
業
主
、
労
働
者
等

に
対
し
て
、
労
働
者
の
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
に
関
す
る
情
報
及
び
資
料
の
提
供
並
び
に
助
言
及
び
指
導
そ

の
他
労
働
者
の
職
業
生
活
設
計
に
即
し
た
自
発
的
な
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
に
係
る
技
術
的
な
援
助
を
行
う

事
業
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
）

第
百
二
十
六
条
　
法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て
、
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
（
公
共
職
業

能
力
開
発
施
設
の
行
う
職
業
訓
練
を
受
け
る
者
の
た
め
の
宿
泊
施
設
を
含
む
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

及
び
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
（
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
の
行
う
指
導
員
訓
練
又
は
職
業
訓
練
を
受
け
る

者
の
た
め
の
宿
泊
施
設
を
含
む
。
第
百
二
十
八
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
設
置
及
び
運
営
並
び
に
職
業
能
力
開
発

促
進
法
第
十
五
条
の
七
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
業
訓
練
の
実
施
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
の
設
置
及
び
運
営
）

第
百
二
十
七
条
　
法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
設
置
し
、
又
は
運
営
す
る
公
共
職
業
能
力
開
発
施

設
は
、
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
、
職
業
能
力
開
発
大
学
校
及
び
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
と
す
る
。

２
　
前
項
の
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
の
設
置
又
は
運
営
の
基
準
は
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
そ
の
他
の
関
係
法
令

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
の
設
置
及
び
運
営
）

第
百
二
十
八
条
　
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
の
設
置
又
は
運
営
の
基
準
は
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
そ
の
他
の
関

係
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
）

第
百
二
十
九
条
　
法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て
、
職
場
適
応
訓
練
及
び
介
護
労
働
講
習
を

行
う
も
の
と
す
る
。

（
職
場
適
応
訓
練
）

第
百
三
十
条
　
職
場
適
応
訓
練
は
、
受
給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給
資
格
者
又
は
特
例
受
給
資
格
者
で
あ
つ
て
、
再
就

職
を
容
易
に
す
る
た
め
職
場
適
応
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
公
共
職
業
安
定
所
長
が
認
め
る
も
の
に

対
し
て
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
委
託
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
設
備
そ
の
他
に
つ
い
て
職
場
適
応
訓
練
を
行
う
た
め
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
公
共
職
業
安
定
所
長
が
認

め
る
事
業
所
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

二
　
職
場
適
応
訓
練
が
終
了
し
た
後
当
該
職
場
適
応
訓
練
を
受
け
た
者
を
雇
い
入
れ
る
見
込
み
が
あ
る
事
業
主
で

あ
る
こ
と
。

（
介
護
労
働
講
習
）

第
百
三
十
一
条
　
介
護
労
働
講
習
は
、
介
護
労
働
者
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
介
護
労
働
者
又
は
介
護
労
働
者

に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
、
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
さ
せ
る
た
め
行
う
も
の
と
す
る
。

第
百
三
十
二
条
　
削
除

第
百
三
十
三
条
　
削
除

（
法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
七
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
事
業
）

第
百
三
十
四
条
　
法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
七
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て
、
中
央
職
業
能
力

開
発
協
会
費
補
助
金
及
び
都
道
府
県
職
業
能
力
開
発
協
会
費
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
中
央
職
業
能
力
開
発
協
会
費
補
助
金
）

第
百
三
十
五
条
　
中
央
職
業
能
力
開
発
協
会
費
補
助
金
は
、
中
央
職
業
能
力
開
発
協
会
に
対
し
て
、
中
央
職
業
能
力

開
発
協
会
が
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
五
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
う
業
務
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
算
定
し
た
額
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
都
道
府
県
職
業
能
力
開
発
協
会
費
補
助
金
）

第
百
三
十
六
条
　
都
道
府
県
職
業
能
力
開
発
協
会
費
補
助
金
は
、
都
道
府
県
職
業
能
力
開
発
協
会
が
職
業
能
力
開
発

促
進
法
第
八
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
う
業
務
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
補
助
す
る
都
道
府
県
に
対
し
て
、

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
算
定
し
た
額
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
事
業
）

第
百
三
十
七
条
　
法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て
、
指
定
試
験
機
関
費
補
助
金
を
交
付
す
る

も
の
と
す
る
。

（
指
定
試
験
機
関
費
補
助
金
）

第
百
三
十
七
条
の
二
　
指
定
試
験
機
関
費
補
助
金
は
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

い
て
厚
生
労
働
大
臣
が
技
能
検
定
試
験
に
関
す
る
業
務
を
行
わ
せ
る
指
定
試
験
機
関
で
あ
つ
て
、
当
該
業
務
に
要

す
る
経
費
に
つ
い
て
補
助
を
行
う
こ
と
が
必
要
な
も
の
に
対
し
て
、
当
該
経
費
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
基
準
に
従
つ
て
算
定
し
た
額
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。
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（
法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
九
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
）

第
百
三
十
八
条
　
法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
九
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、
第
百
二
十
四
条
、
第
百
二

十
五
条
の
二
、
第
百
三
十
四
条
、
第
百
四
十
条
及
び
第
百
四
十
条
の
二
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

一
　
労
働
者
に
対
し
て
、
そ
の
職
業
の
安
定
を
図
る
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
講
習

を
行
い
、
及
び
当
該
講
習
に
係
る
受
講
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
。

二
　
労
働
者
に
対
し
て
、
職
業
訓
練
の
受
講
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
を
付
与
さ
せ
る
た
め
の
講
習
を
行

う
こ
と
。

三
　
都
道
府
県
に
対
し
て
、
職
業
訓
練
指
導
員
の
研
修
の
実
施
を
奨
励
す
る
こ
と
。

四
　
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
又
は
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
が
行
う
職
業
訓
練
又
は
指
導
員
訓
練
（
以
下
こ

の
号
に
お
い
て
「
職
業
訓
練
等
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
者
が
当
該
職
業
訓
練
等
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
保
証
を
行
う
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
に
対
し
て
、
当
該
保
証

に
要
す
る
経
費
の
一
部
補
助
を
行
う
こ
と
。

五
　
卓
越
し
た
技
能
者
の
表
彰
を
行
う
こ
と
。

六
　
技
能
労
働
者
及
び
職
業
訓
練
指
導
員
そ
の
他
の
職
業
訓
練
関
係
者
の
国
際
交
流
を
行
う
こ
と
。

七
　
雇
用
管
理
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
て
、
当
該
業
務
の
遂
行
に
必
要
な
能
力
の
開
発
及
び

向
上
を
図
る
た
め
の
研
修
を
行
う
こ
と
。

八
　
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
職
業
訓
練
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
て
、
当
該
業
務
の
遂
行
に

必
要
な
能
力
の
開
発
及
び
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修
並
び
に
助
言
及
び
指
導
を
行
う
こ
と
。

九
　
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
に
対
し
て
、
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
法
第

十
二
条
の
規
定
に
よ
り
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
が
行
う
内
外
の
労
働
に
関
す
る
事
情
及
び

労
働
政
策
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
調
査
及
び
研
究
等
の
業
務
に
つ
い
て
、
被
保
険
者
等
の
能
力
の
開
発
を
図
る

た
め
に
必
要
な
助
成
を
行
う
こ
と
。

十
　
船
員
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
国
土
交
通
大
臣
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
法
人
に
対
し
て
、
同
法
第
八
条
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
に
要
す

る
経
費
の
一
部
の
補
助
を
行
う
こ
と
。

十
一
　
法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
及
び
前
各
号
に
掲
げ
る
事
業
に
附
帯
す

る
事
業
を
行
う
こ
と
。

第
百
三
十
九
条
　
削
除

第
百
三
十
九
条
の
二
　
削
除

（
国
等
に
対
す
る
不
支
給
）

第
百
三
十
九
条
の
三
　
第
百
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
材
開
発
支
援
助
成
金
は
、
国
等
に
対
し

て
は
、
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

（
労
働
保
険
料
滞
納
事
業
主
等
に
対
す
る
不
支
給
）

第
百
三
十
九
条
の
四
　
第
百
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
百
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
雇

用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
」
と
い
う
。
）
に
か
か
わ
ら
ず
、
広
域
団
体
認
定
訓
練
助
成
金
及
び
人
材
開
発
支
援
助

成
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
雇
用
関
係
助
成
金
」
と
い
う
。
）
は
、
労
働
保
険
料
の
納
付
の
状
況
が
著
し
く

不
適
切
で
あ
る
、
又
は
過
去
五
年
以
内
に
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
雇
用
調
整
助
成
金
そ
の
他
の
法
第

四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
若
し
く
は
受
け
よ
う
と
し
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団

体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
に
対
し
て
は
、
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

２
　
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
雇
用
関
係
助
成
金
は
、
過
去
五
年
以
内
に
偽
り
そ
の
他
不
正
の

行
為
に
よ
り
、
雇
用
調
整
助
成
金
そ
の
他
の
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又

は
受
け
よ
う
と
し
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
の
役
員
等
（
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為

に
関
与
し
た
者
に
限
る
。
）
が
、
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
の
役
員
等
で
あ
る
場
合
は
、

当
該
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
に
対
し
て
は
、
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

３
　
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
過
去
五
年
以
内
に
雇
用
調
整
助
成
金
そ
の
他
の
法
第
四
章
の
規

定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
代
理
人
等
又
は
訓
練
機
関
が
偽
り
の
届
出
、
報
告
、
証
明
等
を

行
い
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
が
当
該
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し

た
こ
と
が
あ
り
、
当
該
代
理
人
等
又
は
訓
練
機
関
が
雇
用
関
係
助
成
金
に
関
与
し
て
い
る
場
合
は
、
当
該
雇
用
関

係
助
成
金
は
、
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
に
対
し
て
は
、
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

第
三
節
　
地
域
雇
用
活
性
化
推
進
事
業
及
び
地
域
活
性
化
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
地
域
雇
用
活
性
化
推
進
事
業
）

第
百
四
十
条
　
法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
六
号
又
は
第
六
十
三
条
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て
、
次
の
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
地
域
雇
用
活
性
化
推
進
事
業
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
地
域
雇
用
開
発
促
進
法
第
六
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
か
ら
の
提
案
に
係
る
次

に
掲
げ
る
事
業
で
あ
つ
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
当
該
同
意
自
発
雇
用
創
造
地
域
（
同
法
第
十
条
第
一
項
に
規
定

す
る
同
意
自
発
雇
用
創
造
地
域
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る
雇
用
の
創
造
に
資
す
る

た
め
に
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
を
行
う
も
の
と
す
る
。

イ
　
同
意
自
発
雇
用
創
造
地
域
内
に
所
在
す
る
事
業
所
の
事
業
主
で
あ
つ
て
新
た
な
事
業
の
分
野
へ
の
進
出
、

事
業
の
開
始
又
は
事
業
の
改
善
に
伴
い
当
該
同
意
自
発
雇
用
創
造
地
域
内
に
居
住
す
る
求
職
者
を
雇
い
入
れ

よ
う
と
す
る
も
の
の
相
談
に
応
じ
、
助
言
、
指
導
、
講
習
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
事
業

ロ
　
同
意
自
発
雇
用
創
造
地
域
内
に
居
住
す
る
求
職
者
又
は
当
該
同
意
自
発
雇
用
創
造
地
域
内
に
所
在
す
る
事

業
所
に
被
保
険
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
者
（
当
該
同
意
自
発
雇
用
創
造
地
域
内
に
居
住

し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
（
ハ
に
お
い
て
「
求
職
者
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
就
職
又
は
職
業
に
必
要

な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
講
習
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
事
業

ハ
　
同
意
自
発
雇
用
創
造
地
域
内
に
所
在
す
る
事
業
所
の
事
業
の
概
要
、
当
該
事
業
所
に
係
る
求
人
及
び
ロ
に

規
定
す
る
講
習
そ
の
他
の
援
助
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
及
び
求
職
者
等
に
対
し
提
供
し
、
並
び
に
当
該

求
職
者
等
の
相
談
に
応
じ
、
助
言
、
指
導
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
事
業

ニ
　
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
同
意
自
発
雇
用
創
造
地
域
に
お
け
る
雇
用
の
創
造
に
資
す
る

事
業

二
　
人
口
の
減
少
等
に
よ
り
雇
用
機
会
が
不
足
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
で
あ
つ
て
雇
用
機
会
を
特
に
増
大
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
地
域
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「
過
疎
等
雇
用
創
造
地
域
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
協
議
会
（
地
域
内
の
市
町
村
、
当
該
地
域
を
そ
の
区
域
に
含

む
都
道
府
県
、
当
該
地
域
の
事
業
主
団
体
そ
の
他
の
地
域
の
関
係
者
が
、
雇
用
の
創
造
の
方
策
に
つ
い
て
検
討

す
る
た
め
の
協
議
会
を
い
う
。
）
か
ら
の
提
案
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
業
で
あ
つ
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
当
該

過
疎
等
雇
用
創
造
地
域
に
お
け
る
雇
用
の
創
造
に
資
す
る
た
め
に
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
を
行
う
も
の
と

す
る
。

イ
　
過
疎
等
雇
用
創
造
地
域
内
に
所
在
す
る
事
業
所
の
事
業
主
で
あ
つ
て
新
た
な
事
業
の
分
野
へ
の
進
出
、
事

業
の
開
始
又
は
事
業
の
改
善
に
伴
い
求
職
者
を
雇
い
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
の
相
談
に
応
じ
、
助
言
、
指

導
、
講
習
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
事
業

ロ
　
求
職
者
又
は
過
疎
等
雇
用
創
造
地
域
内
に
所
在
す
る
事
業
所
に
被
保
険
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

つ
て
い
る
者
（
ハ
に
お
い
て
「
求
職
者
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
就
職
又
は
職
業
に
必
要
な
知
識
及
び

技
能
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
講
習
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
事
業

ハ
　
過
疎
等
雇
用
創
造
地
域
内
に
所
在
す
る
事
業
所
の
事
業
の
概
要
、
当
該
事
業
所
に
係
る
求
人
及
び
ロ
に
規

定
す
る
講
習
そ
の
他
の
援
助
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
及
び
求
職
者
等
に
対
し
提
供
し
、
並
び
に
当
該
求

職
者
等
の
相
談
に
応
じ
、
助
言
、
指
導
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
事
業

ニ
　
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
過
疎
等
雇
用
創
造
地
域
に
お
け
る
雇
用
の
創
造
に
資
す
る
事
業

（
地
域
活
性
化
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

第
百
四
十
条
の
二
　
法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
六
号
又
は
第
六
十
三
条
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て
、
都

道
府
県
か
ら
の
提
案
に
係
る
事
業
か
ら
構
成
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
つ
て
、
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
人
材

の
育
成
及
び
確
保
を
通
じ
た
雇
用
の
創
造
に
資
す
る
た
め
に
適
当
で
あ
る
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
も
の
（
次

項
に
お
い
て
「
地
域
活
性
化
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
都
道
府
県
が
実
施
す
る

事
業
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
と
す
る
。
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２
　
前
項
の
都
道
府
県
が
実
施
す
る
事
業
の
ほ
か
、
地
域
活
性
化
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
事
業
を
行
う
も

の
と
す
る
。

第
四
節
　
返
還
命
令
等
及
び
事
業
主
名
等
の
公
表

（
返
還
命
令
等
）

第
百
四
十
条
の
三
　
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
雇
用
調
整
助
成
金
そ
の
他
の
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給

さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
が
あ
る
場
合
に
は
、
都
道

府
県
労
働
局
長
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
、
支
給
し
た
給
付
金
の
全
部
又
は
一
部
を
返
還
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と

が
で
き
、
ま
た
、
当
該
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
支
給
を
受
け
た
第
百
二
十
条
に
規
定
す
る
雇
用
関
係
助

成
金
及
び
第
百
三
十
九
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
雇
用
関
係
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
当
該
返
還
を
命
ず
る
額
の

二
割
に
相
当
す
る
額
以
下
の
金
額
を
納
付
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
代
理
人
等
又
は
訓
練
機
関
が
偽
り
の
届
出
、
報
告
、
証
明
等
を
し
た
た
め
同
項
の
規

定
に
よ
る
雇
用
関
係
助
成
金
が
支
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
そ
の
代
理
人
等
又

は
訓
練
機
関
に
対
し
、
そ
の
支
給
を
受
け
た
者
と
連
帯
し
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
関
係
助
成
金
の
返
還
又

は
納
付
を
命
ぜ
ら
れ
た
金
額
の
納
付
を
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
業
主
名
等
の
公
表
）

第
百
四
十
条
の
四
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
場
合
は
、
次
項
各
号
に
定
め
る
事
項
を
公
表

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
が
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
雇
用
調
整
助
成

金
そ
の
他
の
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
場
合

二
　
代
理
人
等
が
偽
り
の
届
出
、
報
告
、
証
明
等
を
行
い
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
が

雇
用
調
整
助
成
金
そ
の
他
の
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う

と
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合

三
　
訓
練
機
関
が
偽
り
の
届
出
、
報
告
、
証
明
等
を
行
い
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
が

雇
用
調
整
助
成
金
そ
の
他
の
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う

と
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

一
　
前
項
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
　
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
を
行
つ
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
の
氏
名
並
び
に

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

ロ
　
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
を
行
つ
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
の
事
業
の
概
要

ハ
　
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
雇
用
調
整
助
成
金
そ
の
他
の
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る

給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
当
該
給
付
金
の
名
称
、
支
給
を
取
り
消
し
た
日
、
返
還
を

命
じ
た
額
及
び
当
該
返
還
の
状
況

ニ
　
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
の
内
容

二
　
前
項
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
　
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
偽
り
の
届
出
、
報
告
、
証
明
等
を
行
つ
た
代
理
人
等
の
氏
名
並
び
に
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

ロ
　
偽
り
の
届
出
、
報
告
、
証
明
等
を
行
い
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
が
雇
用
調
整

助
成
金
そ
の
他
の
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た

当
該
給
付
金
の
名
称
、
支
給
を
取
り
消
し
た
日
、
返
還
を
命
じ
た
額
及
び
当
該
返
還
の
状
況

ハ
　
偽
り
の
届
出
、
報
告
、
証
明
等
の
内
容

三
　
前
項
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
　
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
偽
り
の
届
出
、
報
告
、
証
明
等
を
行
つ
た
訓
練
機
関
の
氏
名
並
び
に
訓
練
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地

ロ
　
偽
り
の
届
出
、
報
告
、
証
明
等
を
行
い
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
が
雇
用
調
整

助
成
金
そ
の
他
の
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た

当
該
給
付
金
の
名
称
、
支
給
を
取
り
消
し
た
日
、
返
還
を
命
じ
た
額
及
び
当
該
返
還
の
状
況

ハ
　
偽
り
の
届
出
、
報
告
、
証
明
等
の
内
容

第
五
章
　
雑
則

（
事
業
所
の
設
置
等
の
届
出
）

第
百
四
十
一
条
　
事
業
主
は
、
事
業
所
を
設
置
し
た
と
き
、
又
は
事
業
所
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
に
登
記
事
項
証
明
書
、
賃
金
台
帳
、
労
働
者
名
簿
そ
の
他
の
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項

を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
て
そ
の
設
置
又
は
廃
止
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
、
事

業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

二
　
事
業
の
種
類

三
　
被
保
険
者
数

四
　
事
業
所
を
設
置
し
、
又
は
廃
止
し
た
理
由

五
　
事
業
所
を
設
置
し
、
又
は
廃
止
し
た
年
月
日

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
す
る
届
書
は
、
年
金

事
務
所
を
経
由
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
す
る
届
書
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
届
書
と
併
せ
て
提
出
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
業
所
の
所

在
地
を
管
轄
す
る
労
働
基
準
監
督
署
長
又
は
年
金
事
務
所
を
経
由
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
所
を
設
置
し
た
と
き
に
提
出
す
る
届
書
　
健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
大
正
十
五

年
内
務
省
令
第
三
十
六
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
書
及
び
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和

二
十
九
年
厚
生
省
令
第
三
十
七
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
書
又
は
徴
収
法
第
四
条
の
二
第
一
項

に
よ
る
届
書
（
同
法
第
七
条
第
二
号
に
規
定
す
る
有
期
事
業
、
同
法
第
三
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
労
働
保

険
事
務
組
合
に
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
労
働
保
険
事
務
の
処
理
が
委
託
さ
れ
て
い
る
事
業
及
び
同
法
第
三
十

九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

二
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
所
を
廃
止
し
た
と
き
に
提
出
す
る
届
書
　
健
康
保
険
法
施
行
規
則
第
二
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
届
書
及
び
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
第
十
三
条
の
二
第
一
項
に
よ
る
届
書

第
百
四
十
二
条
　
事
業
主
は
、
そ
の
氏
名
若
し
く
は
住
所
又
は
前
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
に
掲
げ
る
事

項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
が
あ
つ
た
事
項
及
び
変
更
の
年
月
日
を
記
載
し
た
届
書
に
登
記
事
項
証

明
書
、
賃
金
台
帳
、
労
働
者
名
簿
そ
の
他
の
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と

が
で
き
る
書
類
を
添
え
て
、
そ
の
変
更
が
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
、
そ
の
事
業
所
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
す
る
届
書
は
、
年
金

事
務
所
を
経
由
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
事
業
主
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
に
定
め
る
書

類
を
添
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

（
書
類
の
保
管
義
務
）

第
百
四
十
三
条
　
事
業
主
及
び
労
働
保
険
事
務
組
合
は
、
雇
用
保
険
に
関
す
る
書
類
（
雇
用
安
定
事
業
又
は
能
力
開

発
事
業
に
関
す
る
書
類
及
び
徴
収
法
又
は
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
に
よ
る
書
類

を
除
く
。
）
を
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
（
被
保
険
者
に
関
す
る
書
類
に
あ
つ
て
は
、
四
年
間
）
保
管
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
雇
用
安
定
事
業
又
は
能
力
開
発
事
業
に
係
る
書
類
の
提
出
）

第
百
四
十
三
条
の
二
　
事
業
主
は
、
雇
用
調
整
助
成
金
そ
の
他
の
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の

支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
登
記
事
項
証
明
書
そ
の
他
の
申
請
に
必
要
な
書
類
を
提
出
す
る
も
の
と
す

る
。

（
報
告
等
）

第
百
四
十
三
条
の
三
　
法
第
七
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
は
、
文
書
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と

す
る
。

（
立
入
検
査
の
為
の
証
明
書
）

第
百
四
十
四
条
　
法
第
七
十
九
条
第
二
項
の
証
明
書
は
、
様
式
第
三
十
四
号
に
よ
る
。
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（
船
員
に
関
す
る
特
例
）

第
百
四
十
四
条
の
二
　
被
保
険
者
又
は
被
保
険
者
で
あ
つ
た
者
が
法
第
六
条
第
五
号
に
規
定
す
る
船
員
（
以
下
「
船

員
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
七
条
の
二
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
十
七
条
の
三
並
び
に
第

十
七
条
の
四
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
百
一
条
の
二
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
一
条
第
一

項
、
第
二
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
八
条
の
三
第
二
号
、
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
十
七
条
第

一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
十
条
第
三
項
、
第
五
十
四
条
、
第
五
十
七
条
第
一
項
、
第
七
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
三

項
ま
で
、
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
七
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
八
十
一
条
第
二
項
、
第
八
十
一
条
の
二

第
二
項
、
第
八
十
二
条
の
二
、
第
八
十
四
条
第
一
項
、
第
九
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
九
十
五
条
第
二

項
、
第
九
十
六
条
、
第
九
十
七
条
第
二
項
、
第
九
十
八
条
第
二
項
、
第
九
十
九
条
第
一
項
、
第
百
条
の
二
並
び
に

第
百
三
十
条
中
「
公
共
職
業
安
定
所
の
長
」
、
「
公
共
職
業
安
定
所
長
」
又
は
「
公
共
職
業
安
定
所
」
と
あ
る
の
は

「
公
共
職
業
安
定
所
又
は
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指

定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
）
の
長
」
、
「
公
共
職
業

安
定
所
長
又
は
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運

輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
）
の
長
」
又
は
「
公
共
職
業
安
定

所
又
は
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局

及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
）
」
と
、
第
十
八
条
中
「
管
轄
公
共
職
業
安

定
所
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
又
は
第
一
条
第
五
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
務
に
つ
い
て
そ
の

対
象
と
な
る
者
の
住
所
又
は
居
所
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
（
以
下
「
管
轄
地
方
運
輸
局
」
と
い
う
。
）
（
運
輸
監

理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理

部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
）
の
長
」
と
、
第
十
九
条
、
第
二
十
条
第
二
項
、
第
二
十
一
条
第
一
項
及

び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
五
条
第
一
項
、
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第

二
十
七
条
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
六
項
及

び
第
七
項
、
第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
一
条
の
四
第
三
号
、
第
三
十
一
条
の
五
第
二
号
、

第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
三
十
八
条
、
第
三
十
八
条
の
六
、
第
四
十
一
条
、
第
四
十

二
条
、
第
四
十
三
条
第
二
項
、
第
四
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十

六
条
第
一
項
、
第
四
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
十
条
第
一
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
、
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
五
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
六
十
一
条
第
二
項
、
第
六
十
三
条
第

二
項
、
第
六
十
四
条
、
第
六
十
五
条
の
四
、
第
六
十
八
条
、
第
七
十
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
七
十
六
条
第
三

項
及
び
第
四
項
、
第
七
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
八
十
一
条
第

三
項
、
第
八
十
一
条
の
二
第
三
項
、
第
八
十
二
条
の
五
第
一
項
、
第
八
十
二
条
の
六
、
第
八
十
二
条
の
七
第
一

項
、
第
八
十
三
条
、
第
八
十
三
条
の
四
第
一
項
、
第
八
十
三
条
の
五
、
第
八
十
四
条
第
一
項
、
第
八
十
五
条
、
第

八
十
六
条
、
第
九
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
九
十
三
条
、
第
九
十
七
条
第
二
項
、
第
九
十
九
条
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
、
第
百
条
、
第
百
条
の
四
第
一
項
、
第
百
条
の
五
、
第
百
条
の
八
第
一
項
並
び
に
附
則
第
二
十
三

条
中
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
」
又
は
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所

又
は
管
轄
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支

局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
）
」
又
は
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
又
は

管
轄
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及

び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
）
の
長
」
と
、
第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
管

轄
公
共
職
業
安
定
所
に
」
と
あ
る
の
は
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
又
は
管
轄
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に

厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸

支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
）
に
」
と
、
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
が
」
と
あ
る
の
は
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所

若
し
く
は
管
轄
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運

輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
）
の
長
が
」
と
、
第
三
十
一
条
の

二
中
「
六
十
歳
」
と
あ
る
の
は
「
五
十
歳
」
と
、
第
三
十
五
条
第
二
号
中
「
事
業
所
に
お
い
て
、
労
働
施
策
の
総

合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第

百
三
十
二
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
離
職
に
係
る
大
量
の
雇
用
変
動
の
届
出
が
さ
れ
た
た
め
離
職

し
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
船
舶
所
有
者
の
都
合
に
よ
り
離
職
す
る
被
保
険
者
の
数
が
一
月
以
内
の
期
間
に
三
十
人

以
上
と
な
つ
た
こ
と
に
よ
り
離
職
し
た
者
」
と
、
「
離
職
し
た
た
め
離
職
し
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
離
職
し
た
た

め
離
職
し
た
者
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
理
由
と
し
て
公
共
職
業
安
定
所
又
は
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び

に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運

輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
）
の
長
が
認
め
る
も
の
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
離
職
し
た
者
」
と
、
同
条
第
四
号
中

「
事
業
所
の
移
転
」
と
あ
る
の
は
「
船
舶
に
乗
船
す
べ
き
場
所
の
変
更
」
と
、
第
三
十
六
条
中
「
理
由
は
、
」
と
あ

る
の
は
「
理
由
は
、
被
保
険
者
が
乗
船
す
る
船
舶
の
国
籍
喪
失
に
伴
い
離
職
し
た
こ
と
又
は
」
と
、
同
条
第
五
号

イ
中
「
労
働
基
準
法
第
三
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
限
度
時
間
に
相
当
す
る
時
間
数
（
当
該
受
給
資
格
者
が
、

育
児
・
介
護
休
業
法
第
十
七
条
第
一
項
の
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
労
働
者
で
あ
つ

て
同
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
項
、
育
児
・
介
護
休
業
法
第
十
八
条

第
一
項
の
要
介
護
状
態
に
あ
る
対
象
家
族
を
介
護
す
る
労
働
者
で
あ
つ
て
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
育
児
・
介
護

休
業
法
第
十
七
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
項
に
規
定
す
る
制

限
時
間
に
相
当
す
る
時
間
数
）
」
と
あ
る
の
は
「
船
員
法
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
の
協
定
で
定
め
る
労
働
時
間

の
延
長
の
限
度
等
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
一
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
九
十
四
号
）
に
規
定
す
る
時
間
数

に
相
当
す
る
時
間
数
」
と
、
同
条
第
十
号
中
「
事
業
所
に
お
い
て
使
用
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
行
わ

れ
た
休
業
」
と
あ
る
の
は
「
船
員
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
予
備
船
員
（
以
下
「
予
備
船
員
」
と
い
う
。
）

で
あ
る
期
間
（
休
日
を
除
く
。
）
」
と
、
第
七
十
五
条
第
四
項
中
「
公
共
職
業
安
定
所
長
が
」
と
あ
る
の
は
「
公
共

職
業
安
定
所
長
若
し
く
は
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指

定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
）
の
長
が
」
と
、
第
八

十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
公
共
職
業
安
定
所
の
長
又
は
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
」

と
あ
る
の
は
「
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大

臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
）
の

長
又
は
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
管
轄
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通

大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
）

の
長
」
と
、
第
八
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
公
共
職
業
安
定
所
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
公
共
職
業
安
定
所

若
し
く
は
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支

局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
）
又
は
」
と
、
同
条
第
一
項
中
「
を
い

う
。
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
船
員
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
号
）
第
六
条
第
四
項
に
規
定
す

る
無
料
船
員
職
業
紹
介
事
業
者
を
い
う
。
」
と
、
第
八
十
六
条
中
「
公
共
職
業
安
定
所
、
特
定
地
方
公
共
団
体
」

と
あ
る
の
は
「
公
共
職
業
安
定
所
、
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協

議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
）
、
特
定
地
方

公
共
団
体
」
と
、
第
八
十
六
条
及
び
第
九
十
五
条
第
一
項
中
「
公
共
職
業
安
定
所
長
の
」
と
あ
る
の
は
「
公
共
職

業
安
定
所
長
若
し
く
は
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定

す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
）
の
長
の
」
と
、
第
九
十

五
条
第
一
項
中
「
、
公
共
職
業
安
定
所
」
と
あ
る
の
は
「
、
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監

理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理

部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
）
」
と
、
「
公
共
職
業
安
定
所
長
に
」
と
あ
る
の
は
「
公
共
職
業
安
定
所
長

又
は
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及

び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
）
の
長
に
」
と
、
第
百
一
条
の
十
六
第
三
号

ロ
中
「
労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
船
員
法
第
八
十
七
条
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
」
と
す
る
。

２
　
船
員
を
継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
事
業
主
若
し
く
は
期
間
を
定
め
て
雇
用
す
る
労
働
者

と
し
て
雇
い
入
れ
る
事
業
主
又
は
船
員
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
号
）
第
六
条
第
十
二
項
に

規
定
す
る
派
遣
船
員
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
措
置
を
実
施
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
第
百
十
条
第

二
項
第
一
号
イ
及
び
第
七
項
第
一
号
イ
並
び
に
第
百
十
二
条
第
二
項
第
一
号
ハ
、
第
二
号
ハ
及
び
第
三
号
イ
（
３
）

中
「
公
共
職
業
安
定
所
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
公
共
職
業
安
定
所
、
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労

働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の

事
務
所
を
含
む
。
）
又
は
」
と
、
第
百
十
条
第
二
項
第
一
号
イ
中
「
公
共
職
業
安
定
所
の
」
と
あ
る
の
は
「
公
共
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職
業
安
定
所
、
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運

輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
）
の
」
と
、
同
条
第
九
項
第
一
号

イ
及
び
第
十
項
第
一
号
イ
並
び
に
第
百
十
条
の
三
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
項
第
一
号
中
「
公
共
職
業
安
定
所
」

と
あ
る
の
は
「
公
共
職
業
安
定
所
、
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協

議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
）
」
と
、
第
百

十
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
１
５
）
中
「
公
共
職
業
安
定
所
長
」
と
あ
る
の
は
「
公
共
職
業
安
定
所
長
又
は
地
方
運

輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸

局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
）
の
長
」
と
、
第
百
十
二
条
第
二
項
第
二
号
ハ
中
「
規
定

す
る
派
遣
労
働
者
」
と
あ
る
の
は
「
規
定
す
る
派
遣
労
働
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
派
遣
船
員
（
船
員
職

業
安
定
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
号
）
第
六
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
派
遣
船
員
」
と
、
第
百
十
八
条

第
二
項
第
一
号
ロ
（
ｖ
）
並
び
に
第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
派
遣
労
働
者
」
と
あ
る

の
は
「
派
遣
労
働
者
又
は
派
遣
船
員
」
と
、
同
条
第
二
項
第
一
号
ハ
（
４
）
中
「
（
派
遣
元
事
業
主
」
と
あ
る
の

は
「
（
派
遣
元
事
業
主
又
は
船
員
派
遣
元
事
業
主
（
船
員
職
業
安
定
法
第
六
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
船
員
派
遣

元
事
業
主
を
い
う
。
（
５
）
及
び
（
６
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
「
当
該
派
遣
元
事
業
主
」
と
あ
る
の
は
「
当
該

派
遣
元
事
業
主
又
は
船
員
派
遣
元
事
業
主
」
と
、
同
号
ハ
（
５
）
及
び
（
６
）
中
「
派
遣
元
事
業
主
」
と
あ
る
の

は
「
派
遣
元
事
業
主
又
は
船
員
派
遣
元
事
業
主
」
と
す
る
。

（
代
理
人
）

第
百
四
十
五
条
　
事
業
主
は
、
あ
ら
か
じ
め
代
理
人
を
選
任
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
事
業
主
が

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
を
、
そ
の
代
理
人
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
事
業
主
は
、
前
項
の
代
理
人
を
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届

書
を
、
当
該
代
理
人
の
選
任
又
は
解
任
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
代
理
人
の
職
名
、
氏
名
及
び
生
年
月
日

二
　
代
理
事
項

三
　
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
年
月
日

四
　
選
任
又
は
解
任
に
係
る
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

３
　
事
業
主
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
届
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
で
あ
つ
て
代
理
人
の
選
任
に
係
る
も
の

に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
当
該
代
理
人
の
選
任
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
す
る
届
書
は
、
年

金
事
務
所
を
経
由
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
届
書
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
労
務
士
又
は
社
会
保
険
労
務
士
法

人
（
以
下
「
社
会
保
険
労
務
士
等
」
と
い
う
。
）
が
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
。
以
下
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
社
会
保
険
労
務
士
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
八
十

九
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
届
書
の
提
出
に
関
す
る
手
続
を
事
業
主
に
代
わ
っ
て

行
う
場
合
に
は
、
当
該
社
会
保
険
労
務
士
等
が
当
該
事
業
主
の
職
務
を
代
行
す
る
契
約
を
締
結
し
て
い
る
こ
と
に

つ
き
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
電
磁
的
記
録
（
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
三
条
第
七
号
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録

を
い
う
。
）
を
当
該
届
書
の
提
出
と
併
せ
て
送
信
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
に
係
る

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十

号
）
第
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
電
子
署
名
を
行
い
、
同
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
電

子
証
明
書
を
当
該
届
書
の
提
出
と
併
せ
て
送
信
す
る
こ
と
又
は
識
別
番
号
及
び
暗
証
番
号
を
入
力
し
て
当
該
届
書

の
提
出
を
行
う
こ
と
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
光
デ
ィ
ス
ク
等
に
よ
る
手
続
）

第
百
四
十
六
条
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
届
書
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
届
書
に
記
載
す
べ
き
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
記
録
し
た
光
デ
ィ
ス
ク
（
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
し

て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
を
含
む
。
以
下
「
光
デ
ィ
ス
ク
等
」
と
い
う
。
）
及
び
当
該
各
号
に
掲
げ
る
届
書
の
区

分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
も
つ
て
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
届
書
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
資
格
取
得
届
　
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
光
デ
ィ
ス
ク
等
提
出
用
総
括
票
（
様
式
第
三
十
五
号
）

二
　
資
格
喪
失
届
　
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
光
デ
ィ
ス
ク
等
提
出
用
総
括
票
（
様
式
第
三
十
六
号
）

三
　
転
勤
届
　
雇
用
保
険
被
保
険
者
転
勤
届
光
デ
ィ
ス
ク
等
提
出
用
総
括
票
（
様
式
第
三
十
七
号
）

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
各
号
に
掲
げ
る
届
書
に
代
え
て
光
デ
ィ
ス
ク
等
及
び
同
項
各
号
に
定
め
る
書
類
が
提

出
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
光
デ
ィ
ス
ク
等
及
び
当
該
書
類
は
当
該
届
書
と
み
な
す
。

別
表
第
一
　
削
除

別
表
第
二
（
第
百
十
条
関
係
）

一
　
視
力
の
良
い
方
の
眼
の
視
力
（
万
国
式
試
視
力
表
に
よ
つ
て
測
つ
た
も
の
を
い
い
、
屈
折
異
常
が
あ
る
者
に
つ

い
て
は
、
矯
正
視
力
に
つ
い
て
測
つ
た
も
の
を
い
う
。
）
が
〇
・
〇
七
以
下
の
も
の
又
は
視
力
の
良
い
方
の
眼
の
視

力
が
〇
・
〇
八
か
つ
他
方
の
眼
の
視
力
が
手
動
弁
以
下
の
も
の

二
　
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
九
〇
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
も
の

三
　
平
衡
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

四
　
そ
し
や
く
機
能
を
欠
く
も
の

五
　
音
声
又
は
言
語
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

六
　
両
上
し
の
お
や
指
及
び
ひ
と
さ
し
指
又
は
中
指
を
欠
く
も
の

七
　
両
上
し
の
お
や
指
及
び
ひ
と
さ
し
指
又
は
中
指
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

八
　
一
上
し
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

九
　
一
上
し
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く
も
の

一
〇
　
一
上
し
の
す
べ
て
の
指
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

一
一
　
両
下
し
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く
も
の

一
二
　
一
下
し
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

一
三
　
一
下
し
を
足
関
節
以
上
で
欠
く
も
の

一
四
　
体
幹
の
機
能
に
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
障
害
を
有
す
る
も
の

一
五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
身
体
の
機
能
に
、
日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
加
え
る
こ
と
を
必
要
と
す

る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
も
の

一
六
　
精
神
又
は
神
経
系
統
に
、
日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
加
え
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る

も
の

一
七
　
傷
病
が
な
お
ら
な
い
で
、
身
体
の
機
能
又
は
精
神
若
し
く
は
神
経
系
統
に
、
日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
加

え
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
も
の

附
　
則

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

第
一
条
の
二
　
基
本
手
当
に
関
す
る
事
務
を
就
職
を
希
望
す
る
地
域
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
長
（
管
轄
公
共

職
業
安
定
所
の
長
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
行
う
こ
と
を
希
望
す
る
者
に
対
す
る
第
五
十
四
条
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
条
中
「
受
給
資
格
者
の
申
出
」
と
あ
る
の
は
「
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
受
給
資
格
者
の
申
出
」
と
、
「
他
の
公
共
職
業
安
定
所
長
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
者
が
就
職
を
希
望
す

る
地
域
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
長
で
あ
つ
て
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
」
と
、

「
こ
の
款
の
規
定
（
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
の
規
定
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
款
の
規
定
」
と
、
「
委
嘱

を
受
け
た
公
共
職
業
安
定
所
長
」
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
五
十

四
条
の
規
定
に
よ
り
委
嘱
を
受
け
た
公
共
職
業
安
定
所
長
」
」
と
、
「
委
嘱
を
受
け
た
公
共
職
業
安
定
所
」
」
と
あ

る
の
は
「
附
則
第
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
五
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
委
嘱
を
受
け
た
公
共

職
業
安
定
所
」
」
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
に
対
す
る
第
六
十
二
条
、
第
六
十
五
条
、
第
六
十
五
条
の
五
、
第
六
十
九

条
、
第
百
一
条
の
二
、
第
百
一
条
の
二
の
十
五
、
第
百
四
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
附
則
第
三
十
二
条
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
第
六
十
二
条
、
第
百
一
条
の
二
、
第
百
一
条
の
二
の
十
五
及
び
附
則
第
三
十
二
条
中
「
及
び

第
五
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
五
十
四
条
及
び
附
則
第
一
条
の
二
」
と
、
第
六
十
五
条
、
第
六
十
五
条
の
五

及
び
第
六
十
九
条
中
「
並
び
に
第
五
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
五
十
四
条
並
び
に
附
則
第
一
条
の
二
」
と
、
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第
百
四
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
第
百
三
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
三
十
条
、
附
則
第
一
条
の
二
」
と
、
「
第

百
条
の
八
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
条
の
八
第
一
項
、
附
則
第
一
条
の
二
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
の
届
出
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
一
条
の
三
　
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
以
後
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
届
出
又
は
支
給
申
請
手
続
を
行
つ
た
事
業
主

又
は
被
保
険
者
は
、
当
該
届
出
又
は
支
給
申
請
手
続
に
係
る
被
保
険
者
の
個
人
番
号
に
つ
い
て
、
当
分
の
間
、
当

該
各
号
に
規
定
す
る
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
番
号
登
録
届
を
そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業

安
定
所
の
長
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
の
届
出

二
　
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
こ
と
の
届
出

三
　
第
百
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
の
支
給
申
請
手
続

四
　
第
百
一
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
の
支
給
申
請
手
続

五
　
第
百
一
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
休
業
給
付
金
の
支
給
申
請
手
続

六
　
第
百
一
条
の
三
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
申
請
手
続

七
　
第
百
一
条
の
三
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
申
請
手
続

２
　
事
業
主
は
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
に
行
つ
た
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
と
な

つ
た
こ
と
の
届
出
に
係
る
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
当
該
事
業
主
に
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
関
す
る
次

の
各
号
に
掲
げ
る
届
出
を
行
う
と
き
（
公
共
職
業
安
定
所
長
が
当
該
被
保
険
者
の
個
人
番
号
を
把
握
し
て
い
る
場

合
と
し
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
当
分
の
間
、
個
人
番
号
登
録
届
を
そ
の
事
業
所
の
所

在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
併
せ
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
第
十
二
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
雇
用
継
続
交
流
採
用
職
員
に
関
す
る
届
出

二
　
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
の
転
勤
の
届
出

（
特
定
受
給
資
格
者
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
一
条
の
四
　
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
が
令
和
二
年
五
月
一
日
か
ら
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
日
ま
で
の
間
で

あ
る
者
に
係
る
第
三
十
六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
次
の
と
お
り
」
と
あ
る
の
は
「
本
人
又
は

同
居
の
親
族
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
そ
の
者
と
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含

む
。
）
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和

二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た

に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
の
病
原
体
に
感
染
し
た
場
合
に
重
症
化
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
疾
患
を
有
す
る
こ
と
そ
の
他
の
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
理
由
の
ほ
か
、
次
の
と
お
り
」
と
す

る
。

（
通
所
手
当
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
二
条
　
第
五
十
九
条
の
通
所
手
当
と
し
て
、
同
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
分
の
間
、
受
給
資
格
者
の
住
所

又
は
居
所
か
ら
訓
練
等
施
設
ま
で
の
距
離
が
相
当
程
度
長
い
た
め
、
訓
練
等
施
設
に
近
接
す
る
宿
泊
施
設
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
宿
泊
施
設
」
と
い
う
。
）
に
一
時
的
に
宿
泊
し
、
宿
泊
施
設
か
ら
訓
練
等
施
設
へ
通
所
す
る

者
（
宿
泊
施
設
を
利
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
対
し
て
支
給
す

る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
者
に
対
す
る
通
所
手
当
の
月
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
額
の
合
計
額
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
一
時
的
宿
泊
の
場
合
の
費
用
合
計
額
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
は
、

公
共
職
業
訓
練
等
を
受
け
る
期
間
を
通
じ
て
一
往
復
分
を
限
度
と
し
て
支
給
し
、
一
時
的
宿
泊
の
場
合
の
費
用
合

計
額
が
四
万
二
千
五
百
円
を
超
え
る
と
き
は
、
四
万
二
千
五
百
円
と
す
る
。

一
　
受
給
資
格
者
の
住
所
又
は
居
所
か
ら
宿
泊
施
設
へ
の
移
動
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
宿
泊
施
設
へ
の
移

動
」
と
い
う
。
）
に
要
す
る
費
用
の
額
で
あ
つ
て
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
宿
泊
施
設
へ
の
移
動
の
た
め
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
そ
の
運
賃
等
を
負
担
す
る
場
合
（
交
通
機
関
等
を

利
用
し
な
け
れ
ば
当
該
移
動
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
以
外
の
場
合
で
あ
つ
て
、
交
通
機
関
等
を
利
用
し

な
い
で
徒
歩
に
よ
り
移
動
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
当
該
移
動
の
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ

る
場
合
及
び
ハ
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
当
該
交
通
機
関
等
の
利
用
区
間
に
つ
い
て
の
運
賃
等
の
額
で

あ
つ
て
、
最
も
低
廉
と
な
る
も
の
（
ハ
に
お
い
て
「
最
低
運
賃
等
額
」
と
い
う
。
）

ロ
　
宿
泊
施
設
へ
の
移
動
の
た
め
自
動
車
等
を
使
用
す
る
場
合
（
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
当
該
移
動
が

著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
以
外
の
場
合
で
あ
つ
て
、
自
動
車
等
を
使
用
し
な
い
で
徒
歩
に
よ
り
移
動
す
る
も

の
と
し
た
場
合
の
当
該
移
動
の
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場
合
及
び
ハ
に
該
当
す
る
場
合

を
除
く
。
）
　
自
動
車
等
を
使
用
す
る
距
離
が
片
道
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
三
千
六

百
九
十
円
、
そ
の
他
の
場
合
に
あ
つ
て
は
五
千
八
百
五
十
円
（
指
定
地
域
に
居
住
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
自

動
車
等
を
使
用
す
る
距
離
が
片
道
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
八
千
十
円
）
を
当
該

移
動
の
あ
る
日
の
月
の
現
日
数
で
除
し
て
得
た
額

ハ
　
宿
泊
施
設
へ
の
移
動
の
た
め
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
そ
の
運
賃
等
を
負
担
し
、
か
つ
、
自
動
車
等
を
使

用
す
る
場
合
（
交
通
機
関
等
を
利
用
し
、
又
は
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
当
該
移
動
が
著
し
く
困
難
で

あ
る
場
合
以
外
の
場
合
で
あ
つ
て
、
交
通
機
関
等
を
利
用
せ
ず
、
か
つ
、
自
動
車
等
を
利
用
し
な
い
で
徒
歩

に
よ
り
移
動
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
当
該
移
動
の
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場
合
を
除

く
。
）
　
イ
に
掲
げ
る
額
と
ロ
に
掲
げ
る
額
と
の
合
計
額
（
交
通
機
関
等
を
利
用
し
な
け
れ
ば
移
動
す
る
こ
と

が
著
し
く
困
難
な
場
合
以
外
の
場
合
で
あ
つ
て
、
通
常
徒
歩
に
よ
る
こ
と
が
例
で
あ
る
距
離
内
に
お
い
て
の

み
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
い
る
場
合
又
は
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
移
動
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難

な
場
合
以
外
の
場
合
で
あ
つ
て
、
自
動
車
等
を
使
用
す
る
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
最
低
運
賃
等
額
が
ロ
に
掲
げ
る
額
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
イ
に
掲
げ
る
額
、
最
低
運
賃
等
額

が
ロ
に
掲
げ
る
額
未
満
で
あ
る
場
合
に
は
ロ
に
掲
げ
る
額
）

二
　
宿
泊
施
設
か
ら
訓
練
等
施
設
へ
の
通
所
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
訓
練
等
施
設
へ
の
通
所
」
と
い
う
。
）

に
要
す
る
費
用
の
額
で
あ
つ
て
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で

に
掲
げ
る
額

イ
　
訓
練
等
施
設
へ
の
通
所
の
た
め
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
そ
の
運
賃
等
を
負
担
す
る
場
合
（
交
通
機
関
等

を
利
用
し
な
け
れ
ば
当
該
通
所
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
以
外
の
場
合
で
あ
つ
て
、
交
通
機
関
等
を
利
用

し
な
い
で
徒
歩
に
よ
り
通
所
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
当
該
通
所
の
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で

あ
る
場
合
及
び
ハ
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
当
該
交
通
機
関
等
の
利
用
区
間
に
つ
い
て
の
一
箇
月
の
運

賃
等
の
額
に
相
当
す
る
額
（
ハ
に
お
い
て
「
宿
泊
施
設
か
ら
訓
練
等
施
設
へ
通
所
す
る
場
合
の
運
賃
等
相
当

額
」
と
い
う
。
）

ロ
　
訓
練
等
施
設
へ
の
通
所
の
た
め
自
動
車
等
を
使
用
す
る
場
合
（
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
当
該
通
所

が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
以
外
の
場
合
で
あ
つ
て
、
自
動
車
等
を
使
用
し
な
い
で
徒
歩
に
よ
り
通
所
す
る

も
の
と
し
た
場
合
の
当
該
通
所
の
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場
合
及
び
ハ
に
該
当
す
る
場

合
を
除
く
。
）
　
自
動
車
等
を
使
用
す
る
距
離
が
片
道
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
三
千

六
百
九
十
円
、
そ
の
他
の
場
合
に
あ
つ
て
は
五
千
八
百
五
十
円

ハ
　
訓
練
等
施
設
へ
の
通
所
の
た
め
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
そ
の
運
賃
等
を
負
担
し
、
か
つ
、
自
動
車
等
を

使
用
す
る
場
合
（
交
通
機
関
等
を
利
用
し
、
又
は
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
当
該
通
所
が
著
し
く
困
難

で
あ
る
場
合
以
外
の
場
合
で
あ
つ
て
、
交
通
機
関
等
を
利
用
せ
ず
、
か
つ
、
自
動
車
等
を
利
用
し
な
い
で
徒

歩
に
よ
り
通
所
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
当
該
通
所
の
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場
合
を

除
く
。
）
　
イ
に
掲
げ
る
額
と
ロ
に
掲
げ
る
額
と
の
合
計
額
（
交
通
機
関
等
を
利
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ

と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
以
外
の
場
合
で
あ
つ
て
、
通
常
徒
歩
に
よ
る
こ
と
が
例
で
あ
る
距
離
内
に
お
い
て

の
み
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
い
る
場
合
又
は
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
通
所
す
る
こ
と
が
著
し
く
困

難
な
場
合
以
外
の
場
合
で
あ
つ
て
、
自
動
車
等
を
使
用
す
る
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
宿
泊
施
設
か
ら
訓
練
等
施
設
へ
通
所
す
る
場
合
の
運
賃
等
相
当
額
が
ロ
に
掲
げ
る
額
以
上

で
あ
る
場
合
に
は
イ
に
掲
げ
る
額
、
宿
泊
施
設
か
ら
訓
練
等
施
設
へ
通
所
す
る
場
合
の
運
賃
等
相
当
額
が
ロ

に
掲
げ
る
額
未
満
で
あ
る
場
合
に
は
ロ
に
掲
げ
る
額
）

３
　
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
算
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
五
十
九
条
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
運
賃
等
相
当
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
二
条
第
二
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
最

低
運
賃
等
額
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４
　
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
算
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
五
十
九
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定

を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
運
賃
等
相
当
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
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第
二
条
第
二
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
宿
泊
施
設
か
ら
訓
練
等
施
設
へ
通
所
す
る
場
合
の
運
賃
等
相
当
額
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
常
用
就
職
支
度
手
当
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
三
条
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
職
業
に
就
い
た
者
に
係

る
第
八
十
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
次
の
と
お
り
」
と
あ
る
の
は
「
安
定
し
た

職
業
に
就
く
こ
と
が
著
し
く
困
難
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
つ
て
、
前
項
に
規
定
す
る
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
日

に
お
い
て
四
十
歳
未
満
で
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
と
お
り
」
と
す
る
。

第
四
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
　
削
除

（
雇
用
調
整
助
成
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
五
条
　
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
六
号
。
以
下
「
令
和
六
年
改
正
省
令
」
と
い
う
。
）
に
よ

る
改
正
前
の
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
（
１
）
の
対
象
期
間
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
十
五
条
の
三
に

お
い
て
「
対
象
期
間
」
と
い
う
。
）
の
初
日
が
令
和
二
年
一
月
二
十
四
日
か
ら
令
和
四
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の

間
に
あ
り
、
か
つ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
経
済
上
の
理
由
に
よ
り
、
急
激
に
事
業
活
動
の
縮
小

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
（
以
下
こ
の
条
か
ら
附
則
第
十
五
条
の
四
ま
で
に
お
い
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
関
係
事
業
主
」
と
い
う
。
）
に
係
る
対
象
期
間
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
十
五
条
の
三
に
お
い
て
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
例
対
象
期
間
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
百
二
条
の
三
第
三
項
た
だ
し
書
の
規

定
は
、
適
用
し
な
い
。

２
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
例
対
象
期
間
中
に
実
施
さ
れ
た
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す

る
休
業
等
（
当
該
休
業
等
に
つ
い
て
雇
用
調
整
助
成
金
が
支
給
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
か
ら
附
則
第

十
五
条
の
四
ま
で
に
お
い
て
単
に
「
休
業
等
」
と
い
う
。
）
の
日
数
は
、
第
百
二
条
の
三
第
三
項
た
だ
し
書
に
規

定
す
る
基
準
雇
調
金
の
対
象
期
間
の
開
始
の
日
以
後
の
支
給
日
数
に
含
め
な
い
。

３
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
事
業
主
に
係
る
令
和
六
年
改
正
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
第
百
二
条
の
三
第

一
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
中
「
当
該
事
業
主
が
指
定
し
た
日
（
前
号
イ

に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
過
去
に
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
当
該

指
定
し
た
日
が
当
該
事
業
主
の
直
前
の
対
象
期
間
の
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
て
い
る
も
の

に
限
る
。
）
か
ら
起
算
し
て
一
年
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
事
業
主
が
指
定
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
（
当
該
事

業
主
が
指
定
し
た
日
が
令
和
二
年
一
月
二
十
四
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
場
合
は
、
当

該
事
業
主
が
指
定
し
た
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
）
」
と
す
る
。

４
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
事
業
主
が
行
う
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
百
二
条
の

三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
対
象
被
保
険
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
の

休
業
等
に
係
る
第
百
二
条
の
三
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
本
文
中
「
百
日
」
と
あ
る
の
は
、
「
百

日
に
令
和
二
年
一
月
二
十
四
日
か
ら
令
和
四
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
あ
る

休
業
等
（
当
該
休
業
等
に
つ
い
て
雇
用
調
整
助
成
金
が
支
給
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
実
施
日
数
を
加
え
た
日

数
」
と
す
る
。

５
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
事
業
主
が
行
う
対
象
被
保
険
者
の
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
四

月
三
十
日
ま
で
の
期
間
中
に
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
（
５
）
に
規
定
す
る
判
定
基
礎
期
間
（
以
下
こ
の

条
、
次
条
及
び
附
則
第
十
五
条
の
四
に
お
い
て
「
判
定
基
礎
期
間
」
と
い
う
。
）
の
初
日
が
あ
る
休
業
等
に
つ
い

て
は
、
令
和
六
年
改
正
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
第
百
二
条
の
三
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
休

業
等
に
係
る
同
号
の
規
定
に
よ
り
対
象
被
保
険
者
に
支
払
つ
た
手
当
又
は
賃
金
の
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
算
定

し
た
額
の
三
分
の
二
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
分
の
四
）
の
額
（
そ
の
額
を
当
該
手
当
の
支
払
の
基

礎
と
な
つ
た
日
数
で
除
し
て
得
た
額
が
一
万
五
千
円
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
額
に
当
該
日
数
を
乗
じ
て
得
た

額
）
に
同
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
し
た
日
数
に
応
じ
た
訓
練
費
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
訓
練
費
」
と
い
う
。
）
を
加
算
し
た
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

６
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
事
業
主
が
行
う
対
象
被
保
険
者
の
令
和
三
年
五
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
十

一
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
あ
る
休
業
等
に
つ
い
て
は
、
令
和
六
年
改
正
省
令
に
よ

る
改
正
前
の
第
百
二
条
の
三
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
休
業
等
の
区
分
に
応

じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
令
和
三
年
五
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
あ
る
休
業

等
　
当
該
休
業
等
に
係
る
令
和
六
年
改
正
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
第
百
二
条
の
三
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ

り
対
象
被
保
険
者
に
支
払
つ
た
手
当
又
は
賃
金
の
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
算
定
し
た
額
の
三
分
の
二
（
中
小

企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
分
の
四
）
の
額
（
そ
の
額
を
当
該
手
当
の
支
払
の
基
礎
と
な
つ
た
日
数
で
除
し

て
得
た
額
が
一
万
三
千
五
百
円
を
超
え
る
と
き
は
、
一
万
三
千
五
百
円
に
当
該
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
訓

練
費
を
加
算
し
た
額

二
　
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
の
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
あ
る
休
業
等
　

当
該
休
業
等
に
係
る
令
和
六
年
改
正
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
第
百
二
条
の
三
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
対

象
被
保
険
者
に
支
払
つ
た
手
当
又
は
賃
金
の
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
算
定
し
た
額
の
三
分
の
二
（
中
小
企
業

事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
分
の
四
）
の
額
（
そ
の
額
を
当
該
手
当
の
支
払
の
基
礎
と
な
つ
た
日
数
で
除
し
て
得

た
額
が
一
万
一
千
円
を
超
え
る
と
き
は
、
一
万
一
千
円
に
当
該
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
訓
練
費
を
加
算
し

た
額

三
　
令
和
四
年
三
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
あ
る
休
業
等
　
当

該
休
業
等
に
係
る
令
和
六
年
改
正
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
第
百
二
条
の
三
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
対
象

被
保
険
者
に
支
払
つ
た
手
当
又
は
賃
金
の
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
算
定
し
た
額
の
三
分
の
二
（
中
小
企
業
事

業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
分
の
四
）
の
額
（
そ
の
額
を
当
該
手
当
の
支
払
の
基
礎
と
な
つ
た
日
数
で
除
し
て
得
た

額
が
九
千
円
を
超
え
る
と
き
は
、
九
千
円
に
当
該
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
訓
練
費
を
加
算
し
た
額

四
　
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
あ
る
休
業
等
　

当
該
休
業
等
に
係
る
令
和
六
年
改
正
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
第
百
二
条
の
三
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
対

象
被
保
険
者
に
支
払
つ
た
手
当
又
は
賃
金
の
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
算
定
し
た
額
の
三
分
の
二
（
中
小
企
業

事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
分
の
四
）
の
額
（
そ
の
額
を
当
該
手
当
の
支
払
の
基
礎
と
な
つ
た
日
数
で
除
し
て
得

た
額
が
基
本
手
当
日
額
の
最
高
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
額
に
当
該
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
訓
練
費
を

加
算
し
た
額

７
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
事
業
主
で
あ
つ
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
対
す
る
第

五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
三
分
の
二
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
分
の
四
）
」
と

あ
る
の
は
、
「
四
分
の
三
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
分
の
十
）
」
と
す
る
。

一
　
令
和
二
年
一
月
二
十
四
日
か
ら
判
定
基
礎
期
間
の
末
日
ま
で
の
間
（
次
号
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
、
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
の
事
業
所
の
労
働
者
（
日
雇
労
働
者
を
除
く
。
）
を
解
雇

し
た
事
業
主
（
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主
で
あ

る
こ
と
。

二
　
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
の
事
業
所
に
お
い
て
役
務
の
提
供
を
行
つ
て
い
た
派
遣
労
働
者
又
は
期
間

の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
内
に
離
職
し
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し

て
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

８
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
事
業
主
で
あ
つ
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
対
す
る
第

六
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
三
分
の
二
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
分
の
四
）
」
と

あ
る
の
は
、
「
四
分
の
三
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
分
の
九
）
」
と
す
る
。

一
　
令
和
三
年
一
月
八
日
（
当
該
事
業
主
が
行
つ
た
休
業
等
が
第
六
項
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
は
、
令
和
二
年

一
月
二
十
四
日
）
か
ら
判
定
基
礎
期
間
の
末
日
ま
で
の
間
（
次
号
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お

い
て
、
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
の
事
業
所
の
労
働
者
（
日
雇
労
働
者
を
除
く
。
）
を
解
雇
し
た
事
業

主
（
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

二
　
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
の
事
業
所
に
お
い
て
役
務
の
提
供
を
行
つ
て
い
た
派
遣
労
働
者
又
は
期
間

の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
内
に
離
職
し
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し

て
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

９
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
事
業
主
の
う
ち
中
小
企
業
事
業
主
が
行
う
対
象
被
保
険
者
の
令
和
三
年
一

月
八
日
か
ら
同
年
四
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
あ
る
休
業
等
に
つ
い
て
は
、
令
和
六

年
改
正
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
第
百
二
条
の
三
第
二
項
第
一
号
並
び
に
こ
の
条
第
五
項
、
第
十
一
項
、
第
十
四
項

及
び
第
十
七
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
休
業
等
に
係
る
同
号
の
規
定
に
よ
り
対
象
被
保
険
者
に
支
払
つ
た
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手
当
又
は
賃
金
の
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
算
定
し
た
額
の
五
分
の
四
の
額
（
そ
の
額
を
当
該
手
当
の
支
払
の
基

礎
と
な
つ
た
日
数
で
除
し
て
得
た
額
が
一
万
五
千
円
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
額
に
当
該
日
数
を
乗
じ
て
得
た

額
）
に
訓
練
費
を
加
算
し
た
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

10
　
前
項
の
事
業
主
で
あ
つ
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
対
す
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
項
中
「
五
分
の
四
」
と
あ
る
の
は
、
「
十
分
の
十
」
と
す
る
。

一
　
令
和
三
年
一
月
八
日
か
ら
判
定
基
礎
期
間
の
末
日
ま
で
の
間
（
次
号
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
、
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
の
事
業
所
の
労
働
者
（
日
雇
労
働
者
を
除
く
。
）
を
解
雇
し
た

事
業
主
（
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ

と
。

二
　
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
の
事
業
所
に
お
い
て
役
務
の
提
供
を
行
つ
て
い
た
派
遣
労
働
者
又
は
期
間

の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
内
に
離
職
し
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し

て
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

11
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
特
措
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
に
係
る
同
項

第
二
号
に
掲
げ
る
区
域
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
対
象
区
域
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
都
道
府
県
の

知
事
が
対
象
区
域
に
つ
い
て
特
措
法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
期
間
に
特
措
法
第
十
八
条
第
一
項
に

規
定
す
る
基
本
的
対
処
方
針
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
基
本
的
対
処
方
針
」
と
い
う
。
）
に
沿
つ
て
行
う
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
百
二
十
二
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
特
措
法
施
行
令
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
に
お
け
る
休
業
、
営
業
時
間
の
変
更
、
当
該

施
設
の
収
容
率
若
し
く
は
当
該
施
設
を
利
用
で
き
る
人
数
の
制
限
又
は
飲
食
物
の
提
供
を
控
え
る
こ
と
そ
の
他
職

業
安
定
局
長
が
定
め
る
措
置
の
実
施
の
要
請
を
受
け
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
事
業
主
が
行
つ
た

対
象
被
保
険
者
の
当
該
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
あ
る
休
業
等
（
令
和
三
年
一
月
八
日
か
ら
令
和
四
年

九
月
三
十
日
ま
で
に
行
つ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
対
象
区
域
に
あ
る
施
設
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
及
び
当
該
休
業
等
を
行
つ
た
事
業
主
が
行
つ
た
対
象
被
保
険
者
の
当
該
期
間
の
末
日
の
翌
日
か

ら
当
該
期
間
の
末
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日
ま
で
の
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
あ
る
当
該
要
請
を

受
け
た
施
設
に
お
け
る
休
業
等
に
対
す
る
第
六
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号

中
「
三
分
の
二
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
分
の
四
）
」
と
あ
る
の
は
「
五
分
の
四
」
と
、
「
一
万
三
千

五
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千
円
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
三
分
の
二
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、

五
分
の
四
）
」
と
あ
る
の
は
「
五
分
の
四
」
と
、
「
一
万
一
千
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千
円
」
と
、
同
項
第
三

号
中
「
三
分
の
二
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
分
の
四
）
」
と
あ
る
の
は
「
五
分
の
四
」
と
、
「
九
千

円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千
円
」
と
す
る
。

12
　
対
象
区
域
の
属
す
る
都
道
府
県
の
知
事
が
対
象
区
域
に
つ
い
て
特
措
法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る

期
間
に
基
本
的
対
処
方
針
に
沿
つ
て
行
う
特
措
法
施
行
令
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
に
お
け
る
休
業
、

営
業
時
間
の
変
更
、
当
該
施
設
の
収
容
率
若
し
く
は
当
該
施
設
を
利
用
で
き
る
人
数
の
制
限
又
は
飲
食
物
の
提
供

を
控
え
る
こ
と
そ
の
他
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
措
置
の
実
施
の
要
請
を
受
け
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
関
係
事
業
主
が
行
つ
た
対
象
被
保
険
者
の
当
該
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
あ
る
休
業
等
（
令
和
四
年

十
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
行
つ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
対
象
区
域
に
あ
る
施
設
に
お
け
る
も
の
に

限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
当
該
休
業
等
を
行
つ
た
事
業
主
が
行
つ
た
対
象
被
保
険
者
の
当
該

期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
当
該
期
間
の
末
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日
ま
で
の
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初

日
が
あ
る
当
該
要
請
を
受
け
た
施
設
に
お
け
る
休
業
等
に
対
す
る
第
六
項
第
四
号
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中

「
三
分
の
二
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
分
の
四
）
」
と
あ
る
の
は
「
五
分
の
四
」
と
、
「
基
本
手
当
日

額
の
最
高
額
」
及
び
「
当
該
額
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
二
千
円
」
と
す
る
。

13
　
前
二
項
の
事
業
主
で
あ
つ
て
第
十
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
対
す
る
前
二
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
「
五
分
の
四
」
」
と
あ
る
の
は
、
「
「
十
分
の
十
」
」
と
す
る
。

14
　
特
措
法
第
三
十
一
条
の
四
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
区
域
の
う
ち
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
区
域
（
以
下
こ
の

項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
重
点
区
域
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
都
道
府
県
の
知
事
が
特
措
法
第
三
十
一
条
の
六
第

一
項
に
基
づ
き
定
め
る
期
間
及
び
区
域
（
重
点
区
域
に
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
お
い
て
基
本
的
対
処
方
針
に
沿

つ
て
行
う
特
措
法
施
行
令
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
に
お
け
る
営
業
時
間
の
変
更
、
当
該
施
設
の
収
容

率
若
し
く
は
当
該
施
設
を
利
用
で
き
る
人
数
の
制
限
又
は
飲
食
物
の
提
供
を
控
え
る
こ
と
そ
の
他
職
業
安
定
局
長

が
定
め
る
措
置
の
実
施
の
要
請
を
受
け
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
事
業
主
が
行
つ
た
対
象
被
保
険

者
の
当
該
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
あ
る
休
業
等
（
令
和
四
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
行
つ
た
も
の
で
あ

つ
て
、
重
点
区
域
に
あ
る
施
設
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
当
該
休
業
等
を

行
つ
た
事
業
主
が
行
つ
た
対
象
被
保
険
者
の
当
該
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
当
該
期
間
の
末
日
の
属
す
る
月
の
翌

月
の
末
日
ま
で
の
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
あ
る
当
該
要
請
を
受
け
た
施
設
に
お
け
る
休
業
等
に
対
す

る
第
六
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
三
分
の
二
（
中
小
企
業
事
業
主
に

あ
つ
て
は
、
五
分
の
四
）
」
と
あ
る
の
は
「
五
分
の
四
」
と
、
「
一
万
三
千
五
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千

円
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
三
分
の
二
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
分
の
四
）
」
と
あ
る
の
は
「
五
分

の
四
」
と
、
「
一
万
一
千
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千
円
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
三
分
の
二
（
中
小
企
業
事

業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
分
の
四
）
」
と
あ
る
の
は
「
五
分
の
四
」
と
、
「
九
千
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千
円
」

と
す
る
。

15
　
重
点
区
域
の
属
す
る
都
道
府
県
の
知
事
が
特
措
法
第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
に
基
づ
き
定
め
る
期
間
及
び
区
域

（
重
点
区
域
に
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
お
い
て
基
本
的
対
処
方
針
に
沿
つ
て
行
う
特
措
法
施
行
令
第
十
一
条
第
一

項
に
規
定
す
る
施
設
に
お
け
る
営
業
時
間
の
変
更
、
当
該
施
設
の
収
容
率
若
し
く
は
当
該
施
設
を
利
用
で
き
る
人

数
の
制
限
又
は
飲
食
物
の
提
供
を
控
え
る
こ
と
そ
の
他
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
措
置
の
実
施
の
要
請
を
受
け

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
事
業
主
が
行
つ
た
対
象
被
保
険
者
の
当
該
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の

初
日
が
あ
る
休
業
等
（
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
行
つ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
重
点
区

域
に
あ
る
施
設
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
当
該
休
業
等
を
行
つ
た
事
業
主

が
行
つ
た
対
象
被
保
険
者
の
当
該
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
当
該
期
間
の
末
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日
ま
で

の
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
あ
る
当
該
要
請
を
受
け
た
施
設
に
お
け
る
休
業
等
に
対
す
る
第
六
項
第
四

号
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
三
分
の
二
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
分
の
四
）
」
と
あ
る
の
は

「
五
分
の
四
」
と
、
「
基
本
手
当
日
額
の
最
高
額
」
及
び
「
当
該
額
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
二
千
円
」
と
す
る
。

16
　
前
二
項
の
事
業
主
で
あ
つ
て
第
十
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
対
す
る
前
二
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
「
五
分
の
四
」
」
と
あ
る
の
は
、
「
「
十
分
の
十
」
」
と
す
る
。

17
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
事
業
主
で
あ
つ
て
、
特
に
業
況
が
悪
化
し
て
い
る
も
の
と
し
て
職
業
安
定

局
長
が
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
が
行
う
対
象
被
保
険
者
の
令
和
三
年
一
月
八
日
か
ら
令
和
四
年
九
月
三
十

日
ま
で
の
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
あ
る
休
業
等
に
対
す
る
第
六
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
三
分
の
二
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
分
の
四
）
」
と
あ
る
の
は
「
五

分
の
四
」
と
、
「
一
万
三
千
五
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千
円
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
三
分
の
二
（
中
小

企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
分
の
四
）
」
と
あ
る
の
は
「
五
分
の
四
」
と
、
「
一
万
一
千
円
」
と
あ
る
の
は
「
一

万
五
千
円
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
三
分
の
二
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
分
の
四
）
」
と
あ
る
の
は

「
五
分
の
四
」
と
、
「
九
千
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千
円
」
と
す
る
。

18
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
事
業
主
で
あ
つ
て
、
特
に
業
況
が
悪
化
し
て
い
る
も
の
と
し
て
職
業
安
定

局
長
が
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
が
行
う
対
象
被
保
険
者
の
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
日

ま
で
の
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
あ
る
休
業
等
に
対
す
る
第
六
項
第
四
号
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号

中
「
三
分
の
二
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
分
の
四
）
」
と
あ
る
の
は
「
五
分
の
四
」
と
、
「
基
本
手
当

日
額
の
最
高
額
」
及
び
「
当
該
額
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
二
千
円
」
と
す
る
。

19
　
前
二
項
の
事
業
主
で
あ
つ
て
第
十
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
対
す
る
前
二
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
「
五
分
の
四
」
」
と
あ
る
の
は
、
「
「
十
分
の
十
」
」
と
す
る
。

20
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
事
業
主
が
行
う
対
象
被
保
険
者
の
令
和
四
年
十
二
月
一
日
か
ら
令
和
五
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
あ
る
休
業
等
に
つ
い
て
は
、
令
和
六
年
改
正
省
令
に

よ
る
改
正
前
の
第
百
二
条
の
三
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
休
業
等
に
係
る
同
号
の
規
定
に
よ

り
対
象
被
保
険
者
に
支
払
つ
た
手
当
又
は
賃
金
の
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
算
定
し
た
額
の
二
分
の
一
（
中
小
企

業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
分
の
二
）
の
額
（
そ
の
額
を
当
該
手
当
の
支
払
の
基
礎
と
な
つ
た
日
数
で
除
し
て
得

70



た
額
が
基
本
手
当
日
額
の
最
高
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
額
に
当
該
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
訓
練
費
を
加

算
し
た
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

21
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
事
業
主
で
あ
つ
て
、
特
に
業
況
が
悪
化
し
て
い
る
も
の
と
し
て
職
業
安
定

局
長
が
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
が
行
う
対
象
被
保
険
者
の
令
和
四
年
十
二
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
一
月
三

十
一
日
ま
で
の
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
あ
る
休
業
等
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
項
中
「
基
本
手
当
日
額
の
最
高
額
」
及
び
「
当
該
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
九
千
円
」
と
す
る
。

22
　
前
項
の
事
業
主
で
あ
つ
て
第
十
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
対
す
る
第
二
十
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
項
中
「
二
分
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
三
分
の
二
」
と
、
「
三
分
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
十
分
の
九
」

と
す
る
。

23
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
事
業
主
が
行
う
対
象
被
保
険
者
の
令
和
二
年
一
月
二
十
四
日
か
ら
令
和
五

年
六
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
あ
る
休
業
等
に
係
る
令
和
六
年
改
正
省
令
に
よ
る
改

正
前
の
第
百
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
」
と
あ
る
の

は
、
「
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
の
い
ず
れ
に
も
」
と
す
る
。

24
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
事
業
主
が
行
う
対
象
被
保
険
者
の
令
和
二
年
一
月
二
十
四
日
か
ら
令
和
五

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
あ
る
休
業
等
に
係
る
令
和
六
年
改
正
省
令
に
よ
る

改
正
前
の
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
中
「
（
５
）
に
規
定
す
る
判
定

基
礎
期
間
の
初
日
の
前
日
に
お
い
て
当
該
事
業
主
に
被
保
険
者
と
し
て
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
た
期
間
が
六
箇
月
未

満
で
あ
る
被
保
険
者
、
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
等
」
と
あ
る
の
は
「
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
等
」

と
、
同
号
イ
（
２
）
（
ｉ
）
中
「
行
わ
れ
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
行
わ
れ
る
も
の
若
し
く
は
労
働
者
の
雇
用
の

安
定
を
図
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の
」
と
、
同
号
イ
（
５
）
中
「
十
五
分
の

一
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
分
の
一
」
と
、
「
二
十
分
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
四
十
分
の
一
」
と
、
「
以
上
と
な
る
も

の
」
と
あ
る
の
は
「
以
上
と
な
る
も
の
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
要
件
に
該
当

す
る
も
の
」
と
、
同
号
ロ
中
「
出
向
を
し
た
日
の
前
日
に
お
い
て
当
該
事
業
所
の
事
業
主
に
被
保
険
者
と
し
て
継

続
し
て
雇
用
さ
れ
た
期
間
が
六
箇
月
未
満
で
あ
る
被
保
険
者
、
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
等
」
と
あ
る
の
は

「
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
等
」
と
す
る
。

25
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
事
業
主
が
行
う
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
令
和
六
年

改
正
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
出
向
対
象
被
保
険
者
の
令
和
二
年
四

月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
中
の
出
向
に
係
る
同
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号

ロ
（
２
）
中
「
三
箇
月
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
箇
月
」
と
す
る
。

26
　
前
各
項
の
規
定
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
例
対
象
期
間
内
に
、
別
の
対
象
期
間
の
初
日
が
あ
る
場

合
に
は
、
当
該
別
の
対
象
期
間
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
十
五
条
の
二
　
令
和
四
年
十
二
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初
日

が
あ
る
休
業
等
を
行
う
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
伴
う
経
済
上
の
理
由
に
よ
り
、
急
激
に
事
業
活
動
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
事
業
主
を
除
く
。
）
に
係
る
令
和
六
年
改
正
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
第
百
二
条
の
三
第
一

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
休
業
等
に
限
り
、
同
項
中
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
」
と
あ
る
の
は
、

「
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
の
い
ず
れ
に
も
」
と
す
る
。

第
十
五
条
の
三
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
例
対
象
期
間
中
に
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
に
該
当
す

る
も
の
と
し
て
支
給
さ
れ
る
休
業
等
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
関
係
事
業
主
で
あ
つ
て
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
同
号
イ

に
該
当
す
る
場
合
に
支
給
さ
れ
る
休
業
等
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
例
対
象
期
間
と
は
異
な
る
対
象
期

間
に
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
を
新
た
に
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
に
対
す
る

令
和
六
年
改
正
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ

（
１
）
（
ｉ
）
中
「
対
象
期
間
の
満
了
の
日
」
と
あ
る
の
は
、
「
判
定
基
礎
期
間
（
（
５
）
に
規
定
す
る
判
定
基
礎
期

間
で
あ
つ
て
、
当
該
判
定
基
礎
期
間
内
の
休
業
等
に
つ
い
て
雇
用
調
整
助
成
金
が
支
給
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

の
末
日
」
と
す
る
。

第
十
五
条
の
四
　
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
あ
る
休

業
等
を
行
う
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
事
業
主
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
事
業

主
を
除
く
。
）
に
係
る
令
和
六
年
改
正
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
第
百
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
当
該
休
業
等
に
限
り
、
同
項
中
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第

四
号
の
い
ず
れ
に
も
」
と
す
る
。

第
十
五
条
の
四
の
二
　
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
令
和
六
年
改
正
省
令
に

よ
る
改
正
前
の
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
（
１
）
の
対
象
期
間
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
単

に
「
対
象
期
間
」
と
い
う
。
）
の
初
日
が
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に

あ
り
、
か
つ
、
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
伴
う
経
済
上
の
理
由
に
よ
り
、
急
激
に
事
業
活
動
の
縮
小
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
被
災
関
係
事
業
主
」
と
い
う
。
）
に
係
る
対
象
期
間
（
第
二
項
及
び

第
七
項
に
お
い
て
「
特
例
対
象
期
間
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
百
二
条
の
三
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、

適
用
し
な
い
。

２
　
特
例
対
象
期
間
中
に
実
施
さ
れ
た
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
（
当
該
休
業
等
に
つ

い
て
雇
用
調
整
助
成
金
が
支
給
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
第
四
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
単
に
「
休
業
等
」
と
い

う
。
）
の
日
数
は
、
同
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
基
準
雇
調
金
の
対
象
期
間
の
開
始
の
日
以
後
の
支
給
日

数
に
含
め
な
い
。

３
　
被
災
関
係
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
規
定
を
適
用
せ
ず
、
令
和
六
年
改
正
省
令

に
よ
る
改
正
前
の
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
（
５
）
に
規
定
す
る
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
の
前
日
に

お
い
て
当
該
事
業
主
に
被
保
険
者
と
し
て
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
た
期
間
が
六
箇
月
未
満
で
あ
る
被
保
険
者
、
解
雇

を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
等
」
と
あ
る
の
は
「
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
等
」
と
、
「
当
該
事
業
主
が
指
定

し
た
日
（
前
号
イ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
過
去
に
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
事
業
主
に

あ
つ
て
は
、
当
該
指
定
し
た
日
が
当
該
事
業
主
の
直
前
の
対
象
期
間
の
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を

超
え
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
事
業
主
が
指
定
し
た
日
」
と
、
同
号
ロ
中
「
出
向
を
し
た
日

の
前
日
に
お
い
て
当
該
事
業
所
の
事
業
主
に
被
保
険
者
と
し
て
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
た
期
間
が
六
箇
月
未
満
で
あ

る
被
保
険
者
、
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
等
」
と
あ
る
の
は
「
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
等
」
と
し

て
、
同
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

４
　
被
災
関
係
事
業
主
が
行
う
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
際
し
新
潟
県
、
富
山
県
、
石
川
県
又
は
福
井
県
の
区
域

内
に
所
在
す
る
事
業
所
に
お
け
る
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
対
象
被
保
険
者
の
休
業
等
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
休
業
等
に
係
る
同
号
の
規
定
に
よ
り
対
象
被
保
険

者
に
支
払
つ
た
手
当
又
は
賃
金
の
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
額

の
三
分
の
二
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
分
の
四
）
の
額
（
そ
の
額
を
当
該
手
当
の
支
払
の
基
礎
と
な

つ
た
日
数
で
除
し
て
得
た
額
が
基
本
手
当
日
額
の
最
高
額
を
超
え
る
と
き
は
、
基
本
手
当
日
額
の
最
高
額
に
当
該

日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
同
号
イ
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
し
た
日
数
に
応
じ
た
訓
練
費
を
加
算
し
た
額

を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

５
　
被
災
関
係
事
業
主
が
行
う
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
際
し
新
潟
県
、
富
山
県
、
石
川
県
又
は
福
井
県
の
区
域

内
に
所
在
す
る
事
業
所
に
お
け
る
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
出
向
対
象
被
保
険
者
の
出
向
に

つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
一
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
出
向
を
し
た
者

に
係
る
出
向
期
間
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
支
給
対
象
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
賃
金
に
つ
い
て
同
号
ロ

の
契
約
に
基
づ
い
て
負
担
し
た
額
（
そ
の
額
が
当
該
出
向
を
し
た
者
の
出
向
前
に
お
け
る
通
常
賃
金
の
額
に
百
六

十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
に
支
給
対
象
期
間
の
日
数
を
三
百
六
十
五
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
超
え
る

と
き
は
、
当
該
通
常
賃
金
の
額
に
百
六
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
に
支
給
対
象
期
間
の
日
数
を
三
百
六
十
五
で
除
し

て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
）
の
三
分
の
二
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
分
の
四
）
の
額
（
そ
の
額
が

基
本
手
当
日
額
の
最
高
額
に
三
百
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
に
支
給
対
象
期
間
の
日
数
を
三
百
六
十
五
で
除
し
て
得

た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
超
え
る
と
き
は
、
基
本
手
当
日
額
の
最
高
額
に
三
百
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
に
支
給
対

象
期
間
の
日
数
を
三
百
六
十
五
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

６
　
被
災
関
係
事
業
主
が
行
う
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
際
し
新
潟
県
、
富
山
県
、
石
川
県
又
は
福
井
県
の
区
域

内
に
所
在
す
る
事
業
所
に
お
け
る
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
対
象
被
保
険
者
の
休
業
等
に
係

る
令
和
六
年
改
正
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
及
び
第
百
二
条
の
三
第
三
項
本
文
の
規
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定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
（
５
）
中
「
十
五
分
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
分
の
一
」
と
、
「
二
十
分
の

一
」
と
あ
る
の
は
「
四
十
分
の
一
」
と
、
同
項
本
文
中
「
百
日
」
と
あ
る
の
は
「
三
百
日
」
と
す
る
。

７
　
前
各
項
の
規
定
は
、
特
例
対
象
期
間
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
の
期
間
内
に
、
別
の
対
象
期
間
の
初
日
が

あ
る
場
合
に
は
、
当
該
別
の
対
象
期
間
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
十
五
条
の
四
の
三
か
ら
第
十
五
条
の
四
の
六
ま
で
　
削
除

（
法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
五
条
の
四
の
七
　
法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て
、
第
百
二
条
の
四
、
第
百
三
条
及
び

第
百
九
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
日
に
お
け
る
次
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に

よ
る
措
置
に
つ
い
て
、
高
年
齢
労
働
者
処
遇
改
善
促
進
助
成
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
高
年
齢
労
働
者
処
遇
改
善
促
進
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を

支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
そ
の
雇
用
す
る
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
対
象
被
保

険
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
そ
の
処
遇
の
改
善
を
図
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
、
そ
の
雇
用
す
る
対
象
被
保
険
者
の
処
遇
改
善
を
図
る
た
め
に
事
業
主
が

講
ず
る
措
置
等
に
係
る
計
画
を
提
出
し
、
認
定
を
受
け
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
雇
用
す
る
対
象
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
賃
金

を
一
定
の
割
合
以
上
で
増
額
す
る
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
ロ
の
措
置
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
等
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主

で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
そ
の
雇
用
す
る
対
象
被
保
険
者
（
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
ニ
に
お
い
て
「
算
定

対
象
労
働
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
ロ
の
措
置
に
基
づ
く
最
初
の
賃
金
支
払
日
（
以
下
こ
の
ニ
に
お
い

て
「
実
施
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
月
又
は
当
該
措
置
を
講
じ
て
い
る
期
間
（
当
該
実
施
日
か
ら
起
算
し

て
二
年
間
に
限
る
。
）
に
お
い
て
六
箇
月
ご
と
に
そ
の
日
に
応
当
し
、
か
つ
当
該
措
置
を
講
じ
て
い
る
期
間

内
に
あ
る
日
（
そ
の
日
に
応
当
す
る
日
が
な
い
月
に
お
い
て
は
、
そ
の
月
の
末
日
）
の
属
す
る
月
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
六
箇
月
間
に
算
定
対
象
労
働
者
に
支
給
し
た
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
の
総
額
（
次
号
に
お
い
て

「
支
給
対
象
額
」
と
い
う
。
）
が
、
当
該
実
施
日
の
属
す
る
月
前
六
箇
月
間
に
算
定
対
象
労
働
者
に
支
給
し
た

高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
の
総
額
（
次
号
に
お
い
て
「
算
定
対
象
額
」
と
い
う
。
）
よ
り
減
少
し
た
事

業
主
で
あ
る
こ
と
。

二
　
算
定
対
象
額
と
支
給
対
象
額
と
の
差
額
に
二
分
の
一
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
三
分
の
二
）
を
乗
じ

て
得
た
額

３
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
高
年
齢
労
働
者
処
遇
改
善
促
進
助
成
金
は
、
国
等
に
対
し
て
は
、
支
給
し
な
い

も
の
と
す
る
。

４
　
第
百
二
十
条
の
二
及
び
第
百
四
十
条
の
三
の
規
定
は
、
高
年
齢
労
働
者
処
遇
改
善
促
進
助
成
金
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
二
十
条
の
二
第
一
項
中
「
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
附

則
第
十
五
条
の
四
の
七
第
二
項
の
規
定
」
と
、
「
雇
用
関
係
助
成
金
は
」
と
あ
る
の
は
「
高
年
齢
労
働
者
処
遇
改

善
促
進
助
成
金
は
」
と
、
「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
雇
用

関
係
助
成
金
関
係
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
五
条
の
四
の
七
第
二
項
の
規
定
」
と
、
「
雇
用
関
係
助
成
金

は
」
と
あ
る
の
は
「
高
年
齢
労
働
者
処
遇
改
善
促
進
助
成
金
は
」
と
、
「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
の
」
と
あ
る

の
は
「
事
業
主
の
」
と
、
「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
に
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
雇

用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
五
条
の
四
の
七
第
二
項
の
規
定
」
と
、
「
と
い
う
。
）
又
は

訓
練
を
行
つ
た
機
関
（
以
下
「
訓
練
機
関
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
と
い
う
。
）
」
と
、
「
代
理
人
等
又
は
訓

練
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
代
理
人
等
」
と
、
「
雇
用
関
係
助
成
金
に
」
と
あ
る
の
は
「
高
年
齢
労
働
者
処
遇
改
善

促
進
助
成
金
に
」
と
、
「
雇
用
関
係
助
成
金
は
」
と
あ
る
の
は
「
高
年
齢
労
働
者
処
遇
改
善
促
進
助
成
金
は
」
と
、

「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
に
」
と
、
第
百
四
十
条
の
三
第
一
項
中
「
第
百
二
十
条

に
規
定
す
る
雇
用
関
係
助
成
金
及
び
第
百
三
十
九
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
雇
用
関
係
助
成
金
」
と
あ
る
の
は

「
高
年
齢
労
働
者
処
遇
改
善
促
進
助
成
金
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
代
理
人
等
又
は
訓
練
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
代

理
人
等
」
と
、
「
雇
用
関
係
助
成
金
」
と
あ
る
の
は
「
高
年
齢
労
働
者
処
遇
改
善
促
進
助
成
金
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

（
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
五
条
の
五
　
第
百
十
条
の
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
と
し
て
、
同
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
分
の

間
、
成
長
分
野
等
人
材
確
保
・
育
成
コ
ー
ス
助
成
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
成
長
分
野
等
人
材
確
保
・
育
成
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第

三
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
（
次
号
に
該
当
す
る
事
業
主
を
除
く
。
）
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
つ
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
者
を
雇
い
入

れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
第
百
十
条
第
二
項
第
一
号
イ
の
雇
入
れ
を
行
つ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
第
百
十
条
第
七
項
第
一
号
イ
の
雇
入
れ
を
行
つ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
第
百
十
条
第
九
項
第
一
号
イ
の
雇
入
れ
を
行
つ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（４）
　
第
百
十
条
第
十
項
第
一
号
イ
の
雇
入
れ
を
行
つ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
資
本
金
、
資
金
、
人
事
、
取
引
等
の
状
況
か
ら
み
て
対
象
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
た
事
業
主
と
密
接
な
関

係
に
あ
る
他
の
事
業
主
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
イ
の
雇
入
れ
の
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
日
ま
で
の
間
（
ニ
に
お

い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
を
解
雇
し
た
事
業
主

（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め

に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
当
該
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の
の
う
ち
当
該

基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し
て
、
適
正

な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
当
該
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
状
況
及
び
イ
の
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
を
明
ら

か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ヘ
　
イ
の
雇
入
れ
に
係
る
者
の
雇
用
管
理
に
関
す
る
事
項
の
把
握
を
行
つ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

二
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
前
号
イ
（
１
）
か
ら
（
４
）
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
つ
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る

要
件
に
該
当
す
る
者
を
雇
い
入
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
前
号
ロ
か
ら
ヘ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
イ
の
雇
入
れ
に
係
る
者
の
賃
金
を
、
当
該
雇
入
れ
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
た
日
ま
で
の
間
に

お
い
て
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
日
の
賃
金
と
比
べ
て
一
定

の
割
合
以
上
で
増
額
し
た
事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
又
は
当
該
雇
い
入
れ
ら
れ
た
者
の
責

め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
当
該
割
合
以
上
で
増
額
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
事
業
主
を
含
み
、
当
該

増
額
後
や
む
を
得
な
い
理
由
又
は
当
該
雇
い
入
れ
ら
れ
た
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
以
外
の
理
由
に
よ

り
、
賃
金
の
引
下
げ
を
行
つ
た
事
業
主
を
除
く
。
）
で
あ
る
こ
と
。

三
　
次
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

イ
　
第
一
号
イ
（
１
）
に
該
当
す
る
雇
入
れ
を
行
つ
た
事
業
主
　
当
該
雇
入
れ
に
係
る
者
一
人
に
つ
き
、
七
十

五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
十
万
円
）
（
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
基
準
に
満
た
な
い
と

き
は
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

ロ
　
第
一
号
イ
（
２
）
に
該
当
す
る
雇
入
れ
を
行
つ
た
事
業
主
　
当
該
雇
入
れ
に
係
る
者
一
人
に
つ
き
、
七
十

五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
十
万
円
）
（
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
基
準
に
満
た
な
い
と

き
は
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
額
）
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ハ
　
第
一
号
イ
（
３
）
に
該
当
す
る
雇
入
れ
を
行
つ
た
事
業
主
　
当
該
雇
入
れ
に
係
る
者
一
人
に
つ
き
、
七
十

五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
十
万
円
）
（
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
基
準
に
満
た
な
い
と

き
は
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

ニ
　
第
一
号
イ
（
４
）
に
該
当
す
る
雇
入
れ
を
行
つ
た
事
業
主
　
当
該
雇
入
れ
に
係
る
者
一
人
に
つ
き
、
七
十

五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
八
十
万
円
）
（
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
基
準
に
満
た
な
い

と
き
は
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

３
　
前
項
第
一
号
イ
（
１
）
に
該
当
す
る
雇
入
れ
で
あ
つ
て
、
短
時
間
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
場
合
（
次
項
各

号
に
掲
げ
る
者
を
雇
い
入
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
け
る
前
項
第
三
号
イ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号

イ
中
「
七
十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
十
万
円
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
四
十
五
万
円
（
中
小
企

業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六
十
万
円
）
」
と
す
る
。

４
　
第
二
項
第
一
号
イ
（
１
）
に
該
当
す
る
雇
入
れ
で
あ
つ
て
、
短
時
間
労
働
者
と
し
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
を

雇
い
入
れ
る
場
合
に
お
け
る
同
項
第
三
号
イ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
中
「
七
十
五
万
円
（
中
小
企

業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
十
万
円
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
四
十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
二

十
万
円
）
」
と
す
る
。

一
　
身
体
障
害
者

二
　
知
的
障
害
者

三
　
精
神
障
害
者

５
　
第
二
項
第
一
号
イ
（
１
）
に
該
当
す
る
雇
入
れ
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
を
雇
い
入
れ
る
場
合
（
短

時
間
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
場
合
及
び
次
項
各
号
に
掲
げ
る
者
を
雇
い
入
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
け
る

第
二
項
第
三
号
イ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
中
「
九
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
八
十
万
円
」
と

す
る
。

一
　
身
体
障
害
者

二
　
知
的
障
害
者

６
　
第
二
項
第
一
号
イ
（
１
）
に
該
当
す
る
雇
入
れ
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
を
雇
い
入
れ
る
場
合
（
短

時
間
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
け
る
同
項
第
三
号
イ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

号
イ
中
「
七
十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
十
万
円
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
五
十
万
円
（
中
小

企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
百
六
十
万
円
）
」
と
す
る
。

一
　
重
度
身
体
障
害
者

二
　
重
度
知
的
障
害
者

三
　
四
十
五
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
（
第
一
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

四
　
四
十
五
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
（
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

五
　
精
神
障
害
者

７
　
第
二
項
第
一
号
イ
（
２
）
に
該
当
す
る
雇
入
れ
で
あ
つ
て
、
短
時
間
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
場
合
に
お
け

る
同
項
第
三
号
ハ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
ハ
中
「
七
十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、

九
十
万
円
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
四
十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六
十
万
円
）
」
と
す
る
。

８
　
第
二
項
第
一
号
イ
（
４
）
に
該
当
す
る
雇
入
れ
で
あ
つ
て
、
短
時
間
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
場
合
に
お
け

る
同
項
第
三
号
ホ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
ホ
中
「
七
十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、

百
八
十
万
円
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
四
十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
二
十
万
円
）
」
と
す
る
。

９
　
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
成
長
分
野
等
人
材
確
保
・
育
成
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
国
等
に
対
し
て
は
、
支

給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

10
　
第
百
二
十
条
の
二
及
び
第
百
四
十
条
の
三
の
規
定
は
、
成
長
分
野
等
人
材
確
保
・
育
成
コ
ー
ス
助
成
金
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
二
十
条
の
二
第
一
項
中
「
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
」
と
あ
る
の

は
「
附
則
第
十
五
条
の
五
第
二
項
の
規
定
」
と
、
「
雇
用
関
係
助
成
金
は
」
と
あ
る
の
は
「
成
長
分
野
等
人
材
確

保
・
育
成
コ
ー
ス
助
成
金
は
」
と
、
「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
」
と
、
第
百
二
十
条

の
二
第
二
項
中
「
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
五
条
の
五
第
二
項
の
規
定
」
と
、
「
雇

用
関
係
助
成
金
は
」
と
あ
る
の
は
「
成
長
分
野
等
人
材
確
保
・
育
成
コ
ー
ス
助
成
金
は
」
と
、
「
事
業
主
又
は
事

業
主
団
体
の
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
の
」
と
、
「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
に
」

と
、
第
百
二
十
条
の
二
第
三
項
中
「
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
五
条
の
五
第
二
項

の
規
定
」
と
、
「
と
い
う
。
）
又
は
訓
練
を
行
つ
た
機
関
（
以
下
「
訓
練
機
関
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
と
い

う
。
）
」
と
、
「
代
理
人
等
又
は
訓
練
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
代
理
人
等
」
と
、
「
雇
用
関
係
助
成
金
に
」
と
あ
る
の

は
「
成
長
分
野
等
人
材
確
保
・
育
成
コ
ー
ス
助
成
金
に
」
と
、
「
雇
用
関
係
助
成
金
は
」
と
あ
る
の
は
「
成
長
分

野
等
人
材
確
保
・
育
成
コ
ー
ス
助
成
金
は
」
と
、
「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
に
」

と
、
第
百
四
十
条
の
三
第
一
項
中
「
第
百
二
十
条
に
規
定
す
る
雇
用
関
係
助
成
金
及
び
第
百
三
十
九
条
の
四
第
一

項
に
規
定
す
る
雇
用
関
係
助
成
金
」
と
あ
る
の
は
「
成
長
分
野
等
人
材
確
保
・
育
成
コ
ー
ス
助
成
金
」
と
、
第
百

四
十
条
の
三
第
二
項
中
「
代
理
人
等
又
は
訓
練
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
代
理
人
等
」
と
、
「
雇
用
関
係
助
成
金
」

と
あ
る
の
は
「
成
長
分
野
等
人
材
確
保
・
育
成
コ
ー
ス
助
成
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
の
六
　
第
百
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
条
第
二
項
第
一
号
イ
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
紛
争
に
よ
つ
て
日
本
に
避
難
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
住
民

そ
の
他
の
者
で
あ
つ
て
、
安
定
し
た
職
業
に
就
く
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
者
と
し
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め

る
六
十
五
歳
未
満
の
者
又
は
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
六
十
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
補
完
的
保
護

対
象
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
六
十
五
歳
未
満
の
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
求
職
者
を
、
公
共
職
業
安
定
所
、

地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地

方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
）
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
等
（
職
業
安
定
局
長
が

定
め
る
基
準
を
満
た
す
者
に
限
る
。
）
の
紹
介
に
よ
り
、
継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
事
業

主
は
、
同
号
イ
に
該
当
す
る
雇
入
れ
を
行
う
事
業
主
と
み
な
す
。

（
通
年
雇
用
助
成
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
六
条
　
第
百
十
一
条
の
通
年
雇
用
助
成
金
と
し
て
、
第
百
十
三
条
第
一
項
及
び
第
百
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
も
の
の
ほ
か
、
第
百
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
主
が
同
項
の
労
働
者
に
つ
い
て
年
間
を
通
じ
た
雇
用
を

行
う
た
め
、
令
和
七
年
三
月
十
五
日
ま
で
の
間
に
対
象
期
間
に
つ
い
て
当
該
労
働
者
の
住
所
又
は
居
所
の
変
更
を

要
す
る
地
域
に
お
い
て
当
該
労
働
者
を
業
務
に
従
事
さ
せ
、
か
つ
、
当
該
変
更
に
要
す
る
費
用
を
負
担
す
る
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
事
業
主
に
対
し
て
、
当
該
負
担
す
る
費
用
の
額
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
が
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
定
め
る
額
）
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
七
条
　
第
百
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
年
雇
用
助
成
金
の
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
主
が
令
和
七
年
四
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
当
該
支
給
に
係
る
年
間
を
通
じ
た
雇
用

に
係
る
労
働
者
を
一
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
休
業
さ
せ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
休
業
さ
せ
た

労
働
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
休
業
労
働
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
該
休
業
労
働
者
に
対
し
て
当

該
休
業
さ
せ
た
期
間
（
次
項
に
お
い
て
「
休
業
期
間
」
と
い
う
。
）
に
支
払
わ
れ
た
手
当
の
額
及
び
対
象
期
間
に

支
払
わ
れ
た
賃
金
の
額
の
合
計
額
の
一
部
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
通
年
雇
用
助
成
金
の
額
は
、
当
該
休
業
労
働
者
に
対
し
て
休
業
期
間
に
支
払
わ

れ
た
手
当
（
六
十
日
分
を
限
度
と
す
る
。
）
の
額
及
び
対
象
期
間
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
額
の
合
計
額
の
三
分
の

一
（
年
間
を
通
じ
た
雇
用
に
係
る
労
働
者
と
な
つ
た
日
以
後
の
最
初
の
休
業
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
分
の
一
）

の
額
（
そ
の
額
が
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
定
め
る
額
）
と
す
る
。

第
十
七
条
の
二
　
第
百
十
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
同
条
第
二
項

中
「
三
分
の
一
」
と
あ
る
の
は
、
「
二
分
の
一
」
と
す
る
。

第
十
七
条
の
二
の
二
　
削
除

（
両
立
支
援
等
助
成
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
七
条
の
二
の
三
　
第
百
十
六
条
第
十
一
項
第
一
号
イ
（
１
）
、
ロ
（
１
）
、
ハ
（
１
）
、
ニ
（
１
）
及
び
ホ
（
１
）

に
規
定
す
る
措
置
の
実
施
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
つ
て
、
同
号

イ
（
１
）
及
び
ハ
（
１
）
に
規
定
す
る
育
児
休
業
を
終
了
し
た
被
保
険
者
が
最
初
に
生
じ
た
日
、
同
号
ロ
（
１
）

及
び
ニ
（
１
）
に
規
定
す
る
原
職
等
復
帰
措
置
に
よ
り
原
職
等
に
復
帰
し
た
被
保
険
者
が
最
初
に
生
じ
た
日
又
は

同
号
ホ
（
１
）
に
規
定
す
る
所
定
労
働
時
間
短
縮
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
被
保
険
者
に
係
る
当
該
所
定
労
働
時
間
短

縮
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
期
間
が
終
了
し
た
日
若
し
く
は
当
該
所
定
労
働
時
間
短
縮
措
置
が
最
初
に
講
じ
ら
れ
た
日

か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
の
前
日
ま
で
に
次
世
代
法
第
十
三
条
の
規
定
に

基
づ
く
認
定
を
受
け
た
も
の
に
対
す
る
同
号
及
び
同
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
イ
か
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ら
ホ
ま
で
中
「
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
（
中
小
企
業
事
業
主
が
認
定
中
小
企
業
事
業
主
で

あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
（
１
）
及
び
（
２
）
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
）
」
と
あ
る
の
は
「
次
の
（
１
）
に

該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
（
一
の
年
度
に
お
い
て
、
前
号
イ
（
１
）
、
ロ
（
１
）
、
ハ

（
１
）
、
ニ
（
１
）
又
は
ホ
（
１
）
に
該
当
す
る
被
保
険
者
の
数
の
合
計
が
十
人
を
超
え
る
場
合
の
同
号
イ
か
ら
ホ

ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
支
給
に
つ
い
て
は
、
合
計
し
て
十
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
（
育
休
中

等
業
務
代
替
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
の
対
象
と
な
る
被
保
険
者
が
最
初
に
生
じ
た
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
当
該
被
保
険
者
の
数
が
五
十
人
を
超
え
る
場
合
は
、
五
十
人
ま
で
の
支
給
に
限

る
。
）
」
と
す
る
。

第
十
七
条
の
二
の
四
か
ら
第
十
七
条
の
二
の
六
ま
で
　
削
除

（
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
七
条
の
二
の
七
　
第
百
十
八
条
の
二
第
十
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

る
字
句
と
す
る
。

第

十

項

各

号

列

記

以

外

の

部
分

短
時
間
労
働
者
労
働
時
間
延
長
コ
ー
ス
助

成
金

社
会
保
険
適
用
時
処
遇
改
善
コ
ー
ス
助
成
金

定
め
る
額

定
め
る
額
（
一
の
事
業
所
に
お
い
て
、
対
象
者
一
人
に
つ
き
、
同

号
に
掲
げ
る
額
の
い
ず
れ
か
の
額
に
限
る
。
）

第

十

項

第

一

号

ハ

ハ
　
そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
等

（
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十

号
）
に
よ
る
健
康
保
険
の
被
保
険
者
又
は

厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律

第
百
十
五
号
）
に
よ
る
厚
生
年
金
保
険
の

被
保
険
者
（
以
下
こ
の
ハ
に
お
い
て
「
被

保
険
者
」
と
い
う
。
）
で
な
い
も
の
に
限

る
。
）
に
対
し
、
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間

を
三
時
間
以
上
延
長
す
る
措
置
を
講
じ
た

事
業
主
（
当
該
措
置
に
よ
り
当
該
有
期
契

約
労
働
者
等
が
被
保
険
者
と
な
る
場
合
に

限
る
。
）

ハ
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
そ
の
雇
用

す
る
有
期
契
約
労
働
者
等
に
つ
い
て
処
遇
の
改
善
を
図
つ
た
も
の

（
１
）
　
そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
等
で
あ
つ
て
健
康
保

険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
に
よ
る
健
康
保
険
の
被
保

険
者
又
は
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五

号
）
に
よ
る
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
（
以
下
こ
の
ハ
に
お
い

て
「
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
で
な
い
も
の
が
新
た
に
被
保
険
者

と
な
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
有
期
契
約
労
働
者
等
に
つ
い
て
、

次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
じ
た
も
の
。

（
ｉ
）
　
賃
金
を
お
お
む
ね
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
額
す
る
措
置

（
ｉ
ｉ
）
　
賃
金
を
お
お
む
ね
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
額
す
る

措
置

（
ｉ
ｉ
ｉ
）
　
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
を
四
時
間
以
上
延
長
す

る
措
置

（
ｉ
ｖ
）
　
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
を
三
時
間
以
上
四
時
間
未

満
延
長
す
る
と
と
も
に
、
賃
金
を
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
額
す
る

措
置

（
ｖ
）
　
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
を
二
時
間
以
上
三
時
間
未
満

延
長
す
る
と
と
も
に
、
賃
金
を
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
額
す
る

措
置

（
ｖ
ｉ
）
　
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
を
一
時
間
以
上
二
時
間
未

満
延
長
す
る
と
と
も
に
、
賃
金
を
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
額
す

る
措
置

（
２
）
　
そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
等
で
あ
つ
て
被
保
険

者
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
（
１
）
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
か
ら
（
ｖ
ｉ
）
ま

で
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
（
当
該
有
期
契

約
労
働
者
等
が
当
該
措
置
に
よ
り
被
保
険
者
と
な
つ
た
場
合
に
限

る
。
）

第

十

項

第

二
号

二
　
対
象
者
一
人
に
つ
き
七
万
五
千
円

（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
万

円
）
（
一
の
事
業
所
に
つ
き
、
一
の
年
度
に

お
け
る
当
該
措
置
の
対
象
と
な
る
労
働
者

の
数
が
十
人
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該
事

業
所
に
つ
き
十
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。
）

二
　
次
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規

定
に
定
め
る
額

イ
　
前
号
ハ
（
１
）
（
ｉ
）
の
措
置
を
一
年
間
継
続
し
た
事
業
主

　
十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
十
万
円
）

ロ
　
前
号
ハ
（
１
）
（
ｉ
）
の
措
置
を
二
年
間
継
続
し
、
か
つ
、

当
該
措
置
の
開
始
か
ら
二
年
を
経
過
し
た
後
、
同
号
ハ
（
１
）

（
ｉ
ｉ
）
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
就
業
規
則
そ
の
他
の
書
類
に

よ
り
確
認
で
き
る
事
業
主
　
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ

つ
て
は
、
四
十
万
円
）

ハ
　
前
号
ハ
（
１
）
（
ｉ
）
の
措
置
を
一
年
間
継
続
し
た
後
、
同

号
ハ
（
１
）
（
ｉ
ｉ
）
の
措
置
を
六
箇
月
間
継
続
し
た
事
業
主
　

三
十
七
万
五
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
十
万

円
）

ニ
　
前
号
ハ
（
１
）
（
ｉ
）
の
措
置
を
二
年
間
継
続
し
た
後
、
同

号
ハ
（
１
）
（
ｉ
ｉ
）
の
措
置
を
六
箇
月
間
継
続
し
た
事
業
主
　

三
十
七
万
五
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
十
万

円
）

ホ
　
前
号
ハ
（
１
）
（
ｉ
）
の
措
置
を
一
年
間
継
続
し
た
後
、
同

号
ハ
（
１
）
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
か
ら
（
ｖ
ｉ
）
ま
で
に
掲
げ
る
い
ず
れ

か
の
措
置
を
六
箇
月
間
継
続
し
た
事
業
主
　
三
十
七
万
五
千
円

（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
十
万
円
）

ヘ
　
前
号
ハ
（
１
）
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
か
ら
（
ｖ
ｉ
）
ま
で
に
掲
げ
る

い
ず
れ
か
の
措
置
を
六
箇
月
間
継
続
し
た
事
業
主
　
二
十
二
万
五

千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）

第
十
七
条
の
二
の
八
　
第
百
二
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
人
材
育
成
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
対
象
と
な
る
訓
練

（
同
項
第
一
号
イ
（
１
）
（
ｉ
ｉ
）
に
規
定
す
る
人
材
育
成
訓
練
（
同
号
イ
に
該
当
す
る
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体

等
が
同
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
に
規
定
す
る
職
業
訓
練
実
施
計
画
（
以
下
単
に
「
職
業
訓
練
実
施
計
画
」
と
い
う
。
）

又
は
同
号
イ
（
３
）
（
ｉ
）
に
規
定
す
る
訓
練
実
施
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
、
当
該
職
業
訓
練
実

施
計
画
又
は
当
該
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
開
始
し
た
も
の
に
限
る
。
）
、
同
号
ロ
（
１
）
（
ｉ
）
に
規
定
す
る
対

象
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
（
同
号
ロ
に
該
当
す
る
事
業
主
が
職
業
訓
練
実
施
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提

出
し
、
当
該
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
開
始
し
た
も
の
に
限
る
。
）
又
は
同
号
ハ
（
１
）
（
ｉ
）
に
規
定
す
る

有
期
実
習
型
訓
練
（
同
号
ハ
に
該
当
す
る
事
業
主
が
同
号
ハ
（
１
）
（
ｉ
）
に
規
定
す
る
有
期
実
習
型
訓
練
実
施

計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
、
当
該
有
期
実
習
型
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
開
始
し
た
も
の
に
限
る
。
）

を
い
う
。
）
を
修
了
し
た
者
、
同
号
ニ
（
１
）
（
ｉ
）
に
規
定
す
る
自
発
的
職
業
能
力
開
発
（
同
号
ニ
に
該
当
す
る

事
業
主
が
同
号
ニ
（
１
）
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
に
規
定
す
る
制
度
導
入
・
適
用
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
、

当
該
制
度
導
入
・
適
用
計
画
に
基
づ
く
措
置
を
利
用
し
て
受
け
た
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
た
者
、
附
則
第
三
十

四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
人
へ
の
投
資
促
進
コ
ー
ス
助
成
金
の
対
象
と
な
る
訓
練
（
同
条
第
二
項
第
一
号
ハ
（
１
）

に
規
定
す
る
高
度
デ
ジ
タ
ル
人
材
訓
練
、
同
号
ニ
に
規
定
す
る
成
長
分
野
等
人
材
訓
練
又
は
同
号
ホ
（
１
）
に
規

定
す
る
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
に
限
り
、
同
号
ハ
か
ら
ホ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業

主
が
職
業
訓
練
実
施
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
、
当
該
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
開
始
し
た
も

の
に
限
る
。
）
を
修
了
し
た
者
、
附
則
第
三
十
四
条
第
二
項
第
一
号
ヘ
（
１
）
（
ｉ
）
に
規
定
す
る
自
発
的
職
業
能

力
開
発
（
同
号
ヘ
に
該
当
す
る
事
業
主
が
同
号
ヘ
（
１
）
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
に
規
定
す
る
休
暇
制
度
導
入
・
適
用
計
画

又
は
同
号
ヘ
（
２
）
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
等
制
度
導
入
・
適
用
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に

提
出
し
、
当
該
休
暇
制
度
導
入
・
適
用
計
画
又
は
当
該
短
時
間
勤
務
等
制
度
導
入
・
適
用
計
画
に
基
づ
く
措
置
を

利
用
し
て
受
け
た
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
た
者
若
し
く
は
附
則
第
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
展
開
等
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リ
ス
キ
リ
ン
グ
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
対
象
と
な
る
訓
練
（
同
条
第
二
項
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
が
職
業
訓

練
実
施
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
、
当
該
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
開
始
し
た
も
の
に
限
る
。
）

を
修
了
し
た
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
訓
練
修
了
者
」
と
い
う
。
）
又
は
附
則
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定

す
る
人
へ
の
投
資
促
進
コ
ー
ス
助
成
金
の
対
象
と
な
る
訓
練
（
同
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
２
）
に
規
定
す
る
定
額

制
訓
練
又
は
同
号
ロ
（
１
）
に
規
定
す
る
自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練
に
限
り
、
同
号
イ
又
は
ロ
に
該
当
す
る
事

業
主
が
職
業
訓
練
実
施
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
、
当
該
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
開
始
し
た

も
の
に
限
る
。
）
を
修
了
し
た
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
訓
練
修
了
者
」
と
い
う
。
）
を
第
百
十
八
条
の

二
第
二
項
第
一
号
ハ
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
措
置
に
よ
り
転
換
し
た
場
合
又
は
同
号
ハ
（
４
）

か
ら
（
６
）
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
措
置
に
よ
り
雇
い
入
れ
た
場
合
に
お
け
る
同
項
の
正
社
員
化
コ
ー
ス
助
成
金

は
、
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主

（
訓
練
修
了
者
又
は
特
定
訓
練
修
了
者
で
あ
つ
て
同
項
第
一
号
ハ
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
措
置

に
よ
り
転
換
し
た
又
は
同
号
ハ
（
４
）
か
ら
（
６
）
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
措
置
に
よ
り
雇
い
入
れ
た
も
の
に
係
る

人
材
開
発
支
援
助
成
金
（
第
百
二
十
五
条
第
二
項
、
附
則
第
三
十
四
条
第
一
項
又
は
附
則
第
三
十
五
条
第
一
項
に

規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
支
給
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。
）
に
対
し
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分

に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
一
の
事
業
所
に
つ
き
、
一
の
年
度
に
お
け
る
当
該
措
置
の
対
象

と
な
る
労
働
者
の
数
が
二
十
人
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該
事
業
所
に
つ
き
二
十
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。
）
を
支

給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
ハ
（
１
）
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
　
訓
練
修
了
者
で
あ
り
、
か
つ
、
母

子
家
庭
の
母
等
若
し
く
は
父
子
家
庭
の
父
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
母
子
家
庭
等
の
母
等
」
と
い
う
。
）
で

な
い
対
象
者
又
は
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
り
、
か
つ
、
訓
練
修
了
者
若
し
く
は
特
定
訓
練
修
了
者
で
な
い
対

象
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
訓
練
修
了
者
等
対
象
者
」
と
い
う
。
）
一
人
に
つ
き
六
十
九
万
五
千
円
、
特

定
訓
練
修
了
者
で
あ
り
、
か
つ
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
な
い
対
象
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
訓
練

修
了
対
象
者
」
と
い
う
。
）
一
人
に
つ
き
七
十
一
万
円
、
訓
練
修
了
者
で
あ
り
、
か
つ
、
母
子
家
庭
等
の
母
等

で
あ
る
対
象
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
訓
練
修
了
対
象
者
」
と
い
う
。
）
一

人
に
つ
き
七
十
九
万
円
、
特
定
訓
練
修
了
者
で
あ
り
、
か
つ
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
対
象
者
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
」
と
い
う
。
）
一
人
に
つ
き
八
十
万
五

千
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
訓
練
修
了
者
等
対
象
者

一
人
に
つ
き
八
十
九
万
五
千
円
、
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
九
十
一
万
円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で

あ
る
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
九
十
九
万
円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人

に
つ
き
百
万
五
千
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
八
十
万
円
）

二
　
第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
ハ
（
２
）
又
は
（
３
）
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
　
訓
練
修
了
者
等
対
象

者
一
人
に
つ
き
三
十
四
万
七
千
五
百
円
、
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
三
十
五
万
五
千
円
、
母
子
家
庭

等
の
母
等
で
あ
る
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
三
十
九
万
五
千
円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
特
定
訓
練

修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
四
十
万
二
千
五
百
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業

主
に
あ
つ
て
は
、
訓
練
修
了
者
等
対
象
者
一
人
に
つ
き
四
十
四
万
七
千
五
百
円
、
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人

に
つ
き
四
十
五
万
五
千
円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
四
十
九
万
五
千
円
、

母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
五
十
万
二
千
五
百
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一

人
に
つ
き
四
十
万
円
）

三
　
第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
ハ
（
４
）
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
　
訓
練
修
了
者
等
対
象
者
一
人
に
つ

き
九
十
八
万
円
、
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
九
十
九
万
五
千
円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
訓
練

修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
百
七
万
五
千
円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き

百
九
万
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
八
十
八
万
五
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
訓
練
修
了

者
等
対
象
者
一
人
に
つ
き
百
十
八
万
円
、
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
百
十
九
万
五
千
円
、
母
子
家
庭

等
の
母
等
で
あ
る
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
百
二
十
七
万
五
千
円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
特
定
訓

練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
百
二
十
九
万
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
百
八
万
五
千
円
）

四
　
第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
ハ
（
５
）
又
は
（
６
）
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
　
訓
練
修
了
者
等
対
象

者
一
人
に
つ
き
六
十
三
万
二
千
五
百
円
、
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十
四
万
円
、
母
子
家
庭
等
の

母
等
で
あ
る
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十
八
万
円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
特
定
訓
練
修
了
対
象

者
一
人
に
つ
き
六
十
八
万
七
千
五
百
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
五
十
八
万
五
千
円
（
中
小
企
業
事
業

主
に
あ
つ
て
は
、
訓
練
修
了
者
等
対
象
者
一
人
に
つ
き
七
十
三
万
二
千
五
百
円
、
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人

に
つ
き
七
十
四
万
円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
七
十
八
万
円
、
母
子
家
庭

等
の
母
等
で
あ
る
特
定
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
七
十
八
万
七
千
五
百
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ

き
六
十
八
万
五
千
円
）

２
　
第
百
十
八
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
か
ら

第
四
号
ま
で
の
規
定
中
「
円
（
中
小
企
業
事
業
主
」
と
あ
る
の
は
「
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業

所
に
つ
き
十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
」
と
、
「
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の

事
業
所
に
つ
き
二
十
万
円
）
」
と
し
、
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
中
「
円
（
中
小
企
業
事
業
主
」
と
あ
る
の
は
「
円
及
び
当
該
措
置
が

実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
」
と
、
「
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
円
及
び
当
該
措

置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
四
十
万
円
）
」
と
す
る
。

第
十
七
条
の
三
　
第
百
十
八
条
の
二
第
十
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
十
七
条
の
二
の
七
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
除
き
、
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
第
百

十
八
条
の
二
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第十項第一号ハ

そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
等
（
健
康

保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
に

よ
る
健
康
保
険
の
被
保
険
者
又
は
厚
生
年
金

保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）

に
よ
る
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
（
以
下

こ
の
ハ
に
お
い
て
「
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）

で
な
い
も
の
に
限
る
。
）
に
対
し
、
一
週
間
の

所
定
労
働
時
間
を
三
時
間
以
上
延
長
す
る
措

置
を
講
じ
た
事
業
主
（
当
該
措
置
に
よ
り
当

該
有
期
契
約
労
働
者
等
が
被
保
険
者
と
な
る

場
合
に
限
る
。
）

そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
等
（
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一

年
法
律
第
七
十
号
）
に
よ
る
健
康
保
険
の
被
保
険
者
又
は
厚
生
年

金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
に
よ
る
厚
生
年

金
保
険
の
被
保
険
者
（
以
下
こ
の
ハ
に
お
い
て
「
被
保
険
者
」
と

い
う
。
）
で
な
い
も
の
に
限
る
。
）
に
対
し
、
一
週
間
の
所
定
労
働

時
間
を
三
時
間
以
上
延
長
す
る
措
置
を
講
じ
た
、
又
は
一
時
間
以

上
三
時
間
未
満
延
長
す
る
と
と
も
に
賃
金
を
一
定
の
割
合
以
上
で

増
額
す
る
措
置
を
講
じ
、
当
該
有
期
契
約
労
働
者
等
の
処
遇
の
改

善
を
図
つ
た
事
業
主
（
当
該
措
置
に
よ
り
当
該
有
期
契
約
労
働
者

等
が
被
保
険
者
と
な
る
場
合
に
限
る
。
）

第十項第二号

対
象
者
一
人
に
つ
き
七
万
五
千
円
（
中
小
企

業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
万
円
）
（
一
の
事

業
所
に
つ
き
、
一
の
年
度
に
お
け
る
当
該
措

置
の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
数
が
十
人
を
超

え
る
場
合
は
、
当
該
事
業
所
に
つ
き
十
人
ま

で
の
支
給
に
限
る
。
）

対
象
者
一
人
に
つ
き
、
延
長
し
た
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
の
区

分
に
応
じ
て
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額
（
一
の
事
業
所

に
つ
き
、
一
の
年
度
に
お
け
る
当
該
措
置
の
対
象
と
な
る
労
働
者

の
数
が
四
十
五
人
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該
事
業
所
に
つ
き
四
十

五
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。
）

イ
　
一
時
間
以
上
二
時
間
未
満
　
四
万
三
千
円
（
中
小
企
業
事
業

主
に
あ
つ
て
は
、
五
万
八
千
円
）

ロ
　
二
時
間
以
上
三
時
間
未
満
　
八
万
八
千
円
（
中
小
企
業
事
業

主
に
あ
つ
て
は
、
十
一
万
七
千
円
）

ハ
　
三
時
間
以
上
　
十
七
万
八
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ

て
は
、
二
十
三
万
七
千
円
）

第
十
七
条
の
四
　
削
除

（
雇
用
安
定
事
業
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
七
条
の
五
　
法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、
第
百
二
条
の
三
の
二
、
百

二
条
の
四
、
第
百
九
条
、
第
百
十
五
条
、
第
百
四
十
条
及
び
第
百
四
十
条
の
二
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
分

の
間
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
法
を
廃
止
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
二
十
六
号
。
第
十
七

条
の
七
に
お
い
て
「
廃
止
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
勤
労
者
財
産
形
成
促
進

法
第
十
条
の
三
に
定
め
る
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
（
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
が
平
成
二
十
三
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年
十
月
一
日
前
に
同
条
の
規
定
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
貸
付
け
の
申
込
み
を
受
理
し
た
も
の
に
限
る
。
）
を
行
う

こ
と
。

二
　
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
又
は
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
第
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
共
済
組
合
等
に
対

し
て
、
同
法
第
十
条
第
二
項
本
文
の
貸
付
け
又
は
同
法
第
十
五
条
第
二
項
の
貸
付
け
に
必
要
な
資
金
を
貸
し
付

け
る
こ
と
。

三
　
地
域
に
お
い
て
、
求
職
者
等
を
雇
い
入
れ
て
行
う
雇
用
機
会
を
創
出
す
る
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
地
域
の

雇
用
機
会
の
創
出
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
交
付
金
を
都
道
府
県
に
対
し
て
交
付
す
る
こ
と
。

（
労
働
保
険
料
滞
納
事
業
主
等
に
対
す
る
不
支
給
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
七
条
の
五
の
二
　
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初

日
が
あ
る
休
業
等
を
行
つ
た
事
業
主
に
対
す
る
第
百
二
条
の
三
第
一
項
の
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
、

附
則
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
支
給
を
受
け
る
場
合
に
お
け
る
第
百
二
十
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
支
給
し
な
い

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間

の
初
日
が
あ
る
休
業
等
に
つ
い
て
、
職
業
安
定
局
長
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
別
段
の
定
め
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
す
る
。

（
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
係
る
認
定
訓
練
助
成
事
業
費
補
助
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
七
条
の
五
の
三
　
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
際
し
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
の
区
域
内
に
お
い
て

第
百
二
十
三
条
に
規
定
す
る
事
業
主
等
が
行
う
認
定
訓
練
の
実
施
に
必
要
な
施
設
又
は
設
備
で
あ
つ
て
、
令
和
六

年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
け
た
も
の
の
災
害
復
旧
に
要
す
る
経
費
に
関
す
る
認
定
訓
練
助
成
事

業
費
補
助
金
の
交
付
に
係
る
同
条
の
規
定
の
令
和
五
年
度
及
び
令
和
六
年
度
に
お
け
る
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条

中
「
二
分
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
三
分
の
二
」
と
、
「
三
分
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
二
分
の
一
」
と
、
同
条
第
二

号
中
「
施
設
又
は
設
備
の
設
置
又
は
整
備
に
要
す
る
経
費
」
と
あ
る
の
は
「
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
著

し
い
被
害
を
受
け
た
施
設
又
は
設
備
の
災
害
復
旧
に
要
す
る
経
費
」
と
す
る
。

（
返
還
命
令
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
七
条
の
六
　
附
則
第
十
七
条
の
五
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
附
則
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
支
給
を
受
け
る
場
合

に
お
け
る
第
百
四
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
二
割
」
と
あ
る
の
は
、
「
二
倍
」

と
す
る
。

（
能
力
開
発
事
業
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
七
条
の
七
　
法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
及
び
同
項
第
九
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事

業
は
、
第
百
二
十
一
条
、
第
百
二
十
四
条
、
第
百
二
十
五
条
の
二
、
第
百
三
十
四
条
、
第
百
三
十
八
条
、
第
百
四

十
条
及
び
第
百
四
十
条
の
二
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
当
分
の
間
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
十
三
条
に
規
定
す
る
事
業
主
等
の
行
う
職
業
訓
練
の
援
助
を
行
う
た

め
の
施
設
を
設
置
し
、
及
び
運
営
す
る
と
と
も
に
、
当
該
施
設
を
設
置
し
、
及
び
運
営
す
る
地
方
公
共
団
体
そ

の
他
の
者
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
に
要
す
る
経
費
の
全
部
又
は
一
部
の
補
助
を
行
う
こ
と
。

二
　
廃
止
法
に
よ
る
廃
止
前
の
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第

十
一
条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
に
よ
り
貸
し
付
け
ら
れ
た
資
金
に
係
る
債
権
の
回
収
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
、

当
該
債
権
の
管
理
及
び
回
収
を
行
う
こ
と
。

（
法
附
則
第
四
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
十
八
条
　
法
附
則
第
四
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
第
十
九
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
理
由
に
よ
り
離

職
し
た
者
と
す
る
。

（
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
十
九
条
　
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
第
十
九
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
理
由
に

よ
り
離
職
し
た
者
と
す
る
。

第
二
十
条
　
削
除

（
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
二
十
一
条
　
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

こ
と
と
す
る
。

一
　
四
半
期
ご
と
に
公
表
さ
れ
る
労
働
力
調
査
の
直
近
の
結
果
に
よ
る
そ
の
地
域
に
係
る
労
働
力
人
口
に
対
す
る

最
近
一
箇
月
に
お
け
る
当
該
地
域
内
に
居
住
す
る
求
職
者
（
次
号
に
お
い
て
「
地
域
求
職
者
」
と
い
う
。
）
の

数
の
割
合
が
、
当
該
労
働
力
調
査
の
平
成
二
十
一
年
一
月
時
点
の
結
果
に
よ
る
全
国
の
労
働
力
人
口
に
対
す
る

同
月
時
点
に
お
け
る
全
国
の
求
職
者
の
数
の
割
合
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二
　
最
近
一
箇
月
に
お
け
る
地
域
求
職
者
の
数
に
対
す
る
そ
の
地
域
内
に
所
在
す
る
事
業
所
に
係
る
求
人
の
数
の

比
率
が
平
成
二
十
一
年
一
月
時
点
に
お
け
る
全
国
の
求
職
者
の
数
に
対
す
る
同
月
時
点
に
お
け
る
全
国
に
所
在

す
る
事
業
所
に
係
る
求
人
の
数
の
比
率
以
下
で
あ
る
こ
と
。

三
　
最
近
一
箇
月
に
お
け
る
そ
の
地
域
に
お
い
て
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
た
受
給
資
格
者
の
数
を
、
当
該
受
給

資
格
者
の
数
に
当
該
各
月
の
末
日
に
お
け
る
被
保
険
者
（
高
年
齢
被
保
険
者
、
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
及
び

日
雇
労
働
被
保
険
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
数
を
加
え
た
数
で
除
し
て
得
た
率
が
、
平

成
二
十
一
年
一
月
時
点
に
お
け
る
全
国
に
お
け
る
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
た
受
給
資
格
者
の
数
を
、
当
該
受

給
資
格
者
の
数
に
同
月
の
末
日
に
お
け
る
被
保
険
者
の
数
を
加
え
た
数
で
除
し
て
得
た
率
の
平
均
以
上
で
あ
る

こ
と
。

四
　
最
近
一
箇
月
に
お
い
て
、
そ
の
地
域
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
に
お
い
て
求
職
の
登
録
を
し
た
者
で
あ

つ
て
就
職
し
た
も
の
（
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
し
た
職
業
に
就
い
た
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「
求
職
登
録
就
職
者
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
就
職
し
た
者
の
割
合
が
百
分
の
五
十
に
満
た

な
い
地
域
に
あ
つ
て
は
、
当
該
地
域
以
外
の
地
域
で
あ
つ
て
、
求
職
登
録
就
職
者
の
数
が
最
も
多
い
も
の
が
前

三
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

（
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
適
用
に
係
る
法
第
三
十
三
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
受
給
期
間
に
つ
い

て
の
調
整
等
）

第
二
十
二
条
　
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
及
び
第
八

十
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
「
並
び
に
法
第
二
十
七
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に

法
第
二
十
七
条
第
三
項
並
び
に
法
附
則
第
五
条
第
三
項
」
と
、
「
及
び
法
第
二
十
七
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
及

び
法
第
二
十
七
条
第
三
項
並
び
に
法
附
則
第
五
条
第
三
項
」
と
す
る
。

（
法
附
則
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
付
日
数
の
延
長
の
通
知
）

第
二
十
三
条
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
受
給
資
格
者
に
対
し
て
基

本
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
当
該
受
給
資
格
者
に
対
し
て
そ
の
旨
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
必
要

な
事
項
を
受
給
資
格
者
証
（
当
該
受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
受
給
資

格
通
知
）
に
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

（
法
附
則
第
十
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
二
十
三
条
の
二
　
法
附
則
第
十
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
第
十
九
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る

理
由
に
よ
り
離
職
し
た
者
と
す
る
。

（
教
育
訓
練
給
付
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
二
十
四
条
　
法
附
則
第
十
一
条
の
適
用
を
受
け
る
者
（
雇
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年

法
律
第
十
三
号
）
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
附
則
第
十
一
条
に
規
定
す
る
者
と
み
な
さ
れ
た
者
を
含

む
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
百
一
条
の
二
の
七
第
一
号
及
び
第
一
号
の
二
並
び
に
第
百
一
条
の
二
の
十
一
の
二
第
二

項
中
「
三
年
」
と
あ
る
の
は
「
一
年
」
と
し
、
第
百
一
条
の
二
の
七
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
三
年
」
と
あ
る
の

は
「
二
年
」
と
す
る
。

（
法
附
則
第
十
一
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
二
十
五
条
　
法
附
則
第
十
一
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

ら
れ
た
第
百
一
条
の
二
の
七
第
二
号
に
掲
げ
る
者
（
第
百
一
条
の
二
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
加
算
さ
れ
た
期

間
が
四
年
を
超
え
る
者
及
び
夜
間
に
お
い
て
教
育
訓
練
を
行
う
教
育
訓
練
講
座
そ
の
他
の
就
業
を
継
続
し
て
教
育

訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
教
育
訓
練
講
座
の
教
育
訓
練
を
受
け
、
修
了
し
た
者
（
当
該
教
育
訓
練
を
受
け
て

い
る
者
を
含
む
。
）
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
準
日
前
に
法
附
則

第
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
（
以
下
「
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
」
と
い
う
。
）
の

支
給
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
者
（
専
門
実
践
教
育
訓
練
の
修
了
が
見
込
ま
れ
な
い
者
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
者
を
除
く
。
）
と
す
る
。
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（
法
附
則
第
十
一
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
教
育
訓
練
）

第
二
十
六
条
　
法
附
則
第
十
一
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
教
育
訓
練
は
、
第
百
一
条
の
二
の
七
第

二
号
に
規
定
す
る
専
門
実
践
教
育
訓
練
と
す
る
。

（
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
の
受
給
資
格
の
決
定
）

第
二
十
七
条
　
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
受
給
予
定

者
」
と
い
う
。
）
は
、
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
開
始
す
る
日
の
十
四
日
前
ま
で
（
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
開

始
す
る
日
の
一
箇
月
前
の
日
後
に
一
般
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
受
給
予
定
者
に
あ
つ
て

は
、
一
般
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
）
に
、
管
轄
公
共
職
業
安
定
所

に
出
頭
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
及
び
運
転
免
許
証
そ
の
他
の
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
受
給
予
定
者
本
人
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
て
又
は
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
添
付
に
併
せ
て
個
人
番

号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
教
育
訓
練
給
付
金
及
び
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
受
給
資
格
確
認
票
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
　
離
職
票
（
基
本
手
当
の
受
給
資
格
の
決
定
を
受
け
て
い
な
い
者
に
限
る
。
そ
の
者
が
二
枚
以
上
の
離
職
票
を

保
管
す
る
と
き
、
又
は
第
三
十
一
条
第
六
項
、
第
三
十
一
条
の
三
第
三
項
若
し
く
は
第
三
十
一
条
の
六
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
受
給
期
間
延
長
等
通
知
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
併
せ
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
）
（
基
本
手
当
の
受
給
資
格
の
決
定
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
場
合
（
当
該
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を

受
け
た
場
合
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
受
給
資
格
者
証
）

二
　
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
書
類

２
　
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
受
給
予
定
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の
を
添
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
教
育
訓
練
給
付
金
及
び
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
受
給
資
格
確
認
票
を
提
出
し

た
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
受
給
予
定
者
が
、
法
附
則
第
十
一
条
の
二
第
一
項
前
段
の
規
定
に
該
当
す
る
と
認
め
た

と
き
は
、
支
給
単
位
期
間
（
既
に
行
つ
た
支
給
申
請
に
係
る
支
給
単
位
期
間
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
当
該
教
育
訓

練
支
援
給
付
金
の
支
給
に
係
る
失
業
の
認
定
を
受
け
る
べ
き
日
を
定
め
、
当
該
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
受
給
予
定

者
に
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
教
育
訓
練
給
付
金
及
び
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
受
給
資
格
者
証
（
個
人
番
号
カ
ー
ド

を
提
示
し
て
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
提
出
を
し
た
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
受
給
予
定
者
で
あ
つ
て
、
教
育
訓
練
受

給
資
格
通
知
の
交
付
を
希
望
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
教
育
訓
練
受
給
資
格
通
知
）
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た

上
、
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
こ
の
条
及
び
附
則
第
三
十
条
に
お
い
て
「
支
給
単
位
期
間
」
と
は
、
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
受
け
て
い
る
期
間

を
、
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
開
始
し
た
日
（
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
開
始
す
る
日
の
一
箇
月
前
の
日
後

に
一
般
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
を
受
け
る
資
格
を
有
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
前
項
に
よ

り
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
に
係
る
受
給
資
格
を
決
定
し
た
日
）
か
ら
起
算
し
て
二
箇
月
を
経
過
し
た
日
又
は
当
該

専
門
実
践
教
育
訓
練
を
受
講
し
て
い
る
期
間
に
お
い
て
二
箇
月
ご
と
に
そ
の
日
に
応
当
し
、
か
つ
、
当
該
専
門
実

践
教
育
訓
練
を
受
け
て
い
る
期
間
内
に
あ
る
日
（
そ
の
日
に
応
当
す
る
日
が
な
い
月
に
お
い
て
は
、
そ
の
月
の
末

日
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
訓
練
開
始
応
当
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
二
箇
月
後
の
訓
練
開
始
応
当
日

の
前
日
（
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
終
了
し
た
日
の
属
す
る
月
に
あ
つ
て
は
、
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
終

了
し
た
日
）
ま
で
の
各
期
間
に
区
分
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
区
分
に
よ
る
一
の
期
間
を
い
う
。

５
　
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
の
額
は
、
一
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
、
法
附
則
第
十
一
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
算
定
し
た
額
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
支
給
単
位
期
間
の
区
分
に
応
じ
て
当
該
各
号
に
定
め
る
日
数
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
支
給
日
数
」
と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一
　
次
号
に
掲
げ
る
支
給
単
位
期
間
以
外
の
支
給
単
位
期
間
　
当
該
支
給
単
位
期
間
に
お
い
て
教
育
訓
練
支
援
給

付
金
の
支
給
に
係
る
失
業
の
認
定
を
受
け
た
日
数

二
　
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
日
の
属
す
る
支
給
単
位
期
間
　
当
該
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
専
門
実
践

教
育
訓
練
を
開
始
し
た
日
又
は
訓
練
開
始
応
当
日
か
ら
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
修
了
等
し
た
日
ま
で
の
期

間
に
お
い
て
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
の
支
給
に
係
る
失
業
の
認
定
を
受
け
た
日
数

６
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
第
三
項
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
の
支
給
に
係
る
失
業
の
認
定
を

受
け
る
べ
き
日
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
一
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
、
当
該
支
給
単
位
期
間
の
末
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
一
箇
月
を
超
え
な
い
範
囲
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長

が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
法
附
則
第
十
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
失
業
の
認
定
）

第
二
十
八
条
　
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
を
受
け
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
の
支
給
に
係
る
失

業
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
の
支
給
に
係
る
失
業
の
認
定
を
受
け
る
べ

き
日
に
、
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
に
出
頭
し
、
教
育
訓
練
給
付
金
及
び
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
受
給
資
格
者
証

（
基
本
手
当
の
受
給
資
格
の
決
定
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
場
合
（
当
該
者
が
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た

場
合
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
併
せ
て
受
給
資
格
者
証
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
添
え
て
（
当
該
者

が
教
育
訓
練
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
）
教
育
訓
練

支
援
給
付
金
受
講
証
明
書
（
様
式
第
三
十
三
号
の
二
の
七
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
教
育
訓

練
給
付
金
及
び
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
受
給
資
格
者
証
を
添
え
て
（
当
該
者
が
教
育
訓
練
受
給
資
格
通
知
の
交
付

を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
）
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
正

当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
教
育
訓
練
給
付
金
及
び
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
受
給
資
格
者
証
を
添
え
な
い
（
当
該

者
が
教
育
訓
練
受
給
資
格
通
知
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
し
な
い
）
こ
と

が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
の
支
給
に
係
る
失
業
の
認
定
は
、
前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
当
該

教
育
訓
練
支
援
給
付
金
の
支
給
に
係
る
失
業
の
認
定
を
受
け
る
べ
き
日
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
天

災
そ
の
他
当
該
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
の
支
給
に
係
る
失
業
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
こ
と
に
つ

い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
第
三
十
一
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
け
る
失
業
の
認
定
に
つ
い
て
準
用

す
る
。

（
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
の
支
給
日
の
決
定
及
び
通
知
）

第
二
十
九
条
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
を
受
け
る
資
格
を
有
す
る
者
が
法
附
則
第

十
一
条
の
二
第
五
項
で
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
期
間
を
満
了
し
た
後
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
に

出
頭
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
つ
い
て
支
給
日
を
定
め
、
そ
の
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
の
支
給
手
続
）

第
三
十
条
　
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
を
受
け
る
資
格
を
有
す
る
者
に
対
し
て
失
業

の
認
定
を
行
つ
た
と
き
は
、
そ
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
七
日
以
内
に
、
当
該
失
業
の
認
定
に
係
る
支
給
単
位

期
間
に
つ
い
て
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
法
附
則
第
十
一
条
の
二
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
率
）

第
三
十
一
条
　
法
附
則
第
十
一
条
の
二
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
率
は
、
第
二
十
八
条
の
三
に
定
め
る
率

と
す
る
。

（
準
用
）

第
三
十
二
条
　
第
二
十
条
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
、
第
二
十
八
条
の
四
、
第
四
十
四
条
か
ら
第
四
十
七
条
ま

で
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
条
及
び
第
五
十
四
条
の
規
定
は
、
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
、
「
受
給
資
格
者
」
と
あ
る
の
は
「
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
者
」
と
、
「
法
第
十
五
条
第
四
項
第
一
号
に
該
当
す
る
受
給
資
格
者
」
と
あ
る
の
は
「
法
第

十
五
条
第
四
項
第
一
号
に
該
当
す
る
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
」
と
、
「
受
給
資
格
者

証
」
と
あ
る
の
は
「
教
育
訓
練
給
付
金
及
び
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
受
給
資
格
者
証
」
と
、
「
受
給
資
格
通
知
」

と
あ
る
の
は
「
第
百
一
条
の
二
の
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
受
給
資
格
通
知
」
と
、
「
法
第
十
五
条
第

四
項
第
二
号
に
該
当
す
る
受
給
資
格
者
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
五
条
第
四
項
第
二
号
に
該
当
す
る
教
育
訓
練
支

援
給
付
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
」
と
、
「
口
座
振
込
受
給
資
格
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
第
一
項

に
規
定
す
る
方
法
に
よ
つ
て
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
者
」
と
、
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
と
あ

る
の
は
「
附
則
第
十
一
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
一
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

第
三
十
二
条
の
二
　
削
除
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（
令
附
則
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
助
成
）

第
三
十
二
条
の
三
　
令
附
則
第
七
条
第
一
項
第
二
号
（
令
附
則
第
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
助
成
は
、
休
業
に
係
る
助
成
及
び
教
育
訓
練
に
係
る
助
成
（
訓
練
費
を
除
く
。
）
と
す
る
。

（
再
集
計
等
に
お
け
る
平
均
定
期
給
与
額
）

第
三
十
三
条
　
平
成
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
令
和
元
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
失
業
等
給
付
の
算
定
に

係
る
法
第
十
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
、
法
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
控
除
額
及

び
法
第
六
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
支
給
限
度
額
（
以
下
「
自
動
変
更
対
象
額
等
」
と
い
う
。
）
の
変

更
に
あ
つ
て
は
、
第
二
十
八
条
の
四
の
平
均
定
期
給
与
額
は
、
平
成
三
十
一
年
一
月
に
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
再

集
計
し
た
労
働
者
一
人
当
た
り
の
給
与
の
額
（
以
下
「
再
集
計
し
た
額
」
と
い
う
。
）
又
は
同
月
前
に
公
表
し
た

毎
月
勤
労
統
計
に
お
け
る
労
働
者
の
平
均
定
期
給
与
額
及
び
再
集
計
し
た
額
か
ら
推
計
し
た
労
働
者
一
人
当
た
り

の
給
与
の
額
を
い
う
。

２
　
令
和
元
年
八
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
失
業
等
給
付
の
算
定
に
係
る
自
動
変

更
対
象
額
等
の
変
更
に
あ
つ
て
は
、
第
二
十
八
条
の
四
の
平
均
定
期
給
与
額
は
、
再
集
計
し
た
額
又
は
厚
生
労
働

省
に
お
い
て
再
集
計
し
た
額
と
同
様
の
統
計
的
手
法
に
よ
り
再
集
計
し
た
額
に
係
る
毎
月
勤
労
統
計
の
値
を
基
に

作
成
し
た
毎
月
勤
労
統
計
に
お
け
る
労
働
者
一
人
当
た
り
の
給
与
の
額
を
い
う
。

３
　
令
和
三
年
八
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
失
業
等
給
付
の
算
定
に
係
る
自
動
変

更
対
象
額
等
の
変
更
に
あ
つ
て
は
、
第
二
十
八
条
の
四
の
平
均
定
期
給
与
額
は
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
再
集
計

し
た
額
と
同
様
の
統
計
的
手
法
に
よ
り
再
集
計
し
た
額
に
係
る
毎
月
勤
労
統
計
の
値
を
基
に
作
成
し
た
毎
月
勤
労

統
計
に
お
け
る
労
働
者
一
人
当
た
り
の
給
与
の
額
を
い
う
。

（
人
材
開
発
支
援
助
成
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
三
十
四
条
　
第
百
二
十
五
条
の
人
材
開
発
支
援
助
成
金
と
し
て
、
同
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
令
和
四
年
四

月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
人
へ
の
投
資
促
進
コ
ー
ス
助
成
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
当
該
期
間
、
同
条
第
二
項
第
一
号
ニ
（
２
）
及
び
（
３
）
並
び
に
同
項
第
二
号
チ
（
２
）
及
び

（
３
）
の
規
定
に
基
づ
く
同
項
の
人
材
育
成
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
支
給
し
な
い
。

２
　
人
へ
の
投
資
促
進
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給

す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
当
該
事
業
主
の
事
業
所
の
労
働
組
合
等
の
意
見
を
聴
い
て
作
成
し
た
事
業
内
職
業
能
力
開
発
計
画
を
そ

の
雇
用
す
る
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
事
業
内
職
業
能
力
開
発
計
画
に
基
づ
き
職

業
訓
練
実
施
計
画
を
作
成
し
、
か
つ
、
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
周
知
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
受
け
さ
せ
る
計
画
的
な
定
額
制
の
職
業

訓
練
等
（
職
務
に
関
連
し
た
専
門
的
な
知
識
若
し
く
は
技
能
を
追
加
し
て
習
得
さ
せ
る
こ
と
を
内
容
と
す

る
職
業
訓
練
等
又
は
新
た
な
職
業
に
必
要
な
知
識
若
し
く
は
技
能
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
職

業
訓
練
等
で
あ
つ
て
、
一
定
期
間
当
た
り
定
額
で
受
講
回
数
を
定
め
な
い
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
定
額
制
訓
練
」
と
い
う
。
）
を
受
け
さ
せ
る
事
業
主
（
当
該
定
額
制
訓
練
の
期
間
、
当
該
被
保

険
者
に
対
し
所
定
労
働
時
間
労
働
し
た
場
合
に
支
払
わ
れ
る
通
常
の
賃
金
の
額
を
支
払
う
事
業
主
に
限

る
。
）
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
職
業
訓
練
実
施
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
提
出
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（４）
　
職
業
訓
練
実
施
計
画
を
提
出
し
た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
都
道
府
県
労
働
局
長

に
対
す
る
人
へ
の
投
資
促
進
コ
ー
ス
助
成
金
の
受
給
に
つ
い
て
の
申
請
書
の
提
出
日
ま
で
の
間
（
（
５
）

に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者

を
解
雇
し
た
事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ

と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主
で
あ
る

こ
と
。

（５）
　
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の
の

う
ち
、
当
該
基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判

断
し
て
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（６）
　
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
状
況
及
び
当
該
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
係
る
者

に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
等
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（７）
　
職
業
能
力
開
発
推
進
者
を
選
任
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
イ
（
１
）
、
（
３
）
か
ら
（
５
）
ま
で
及
び
（
７
）
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
が
自
発
的
な
職
業
能
力
開
発
を
受
け
る
た

め
に
当
該
事
業
主
以
外
の
者
が
行
う
職
業
訓
練
等
（
専
門
的
な
知
識
若
し
く
は
技
能
を
追
加
し
て
習
得
さ

せ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
職
業
訓
練
等
又
は
新
た
な
職
業
に
必
要
な
知
識
若
し
く
は
技
能
を
習
得
さ
せ
る

こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓

練
」
と
い
う
。
）
を
受
け
、
（
２
）
の
制
度
に
基
づ
き
、
被
保
険
者
が
負
担
し
た
当
該
自
発
的
職
業
能
力
開

発
訓
練
の
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
補
助
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練
に
要
す
る
経
費
を

負
担
す
る
制
度
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る

事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
イ
（
１
）
、
（
３
）
か
ら
（
７
）
ま
で
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業

主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
高
度
な
情
報
技
術
の
利
用
の
た
め
の
能

力
及
び
知
識
を
向
上
さ
せ
る
職
業
訓
練
等
（
職
務
に
関
連
し
た
専
門
的
な
知
識
若
し
く
は
技
能
を
追
加
し

て
習
得
さ
せ
る
こ
と
又
は
新
た
な
職
業
に
必
要
な
知
識
若
し
く
は
技
能
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
を
内
容
と
す

る
も
の
（
学
校
教
育
法
第
九
十
七
条
に
規
定
す
る
大
学
院
（
こ
れ
に
相
当
す
る
外
国
の
大
学
院
を
含
む
。
）

に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
高
度
デ
ジ
タ
ル
人
材
訓
練
」

と
い
う
。
）
を
受
け
さ
せ
る
事
業
主
（
当
該
高
度
デ
ジ
タ
ル
人
材
訓
練
の
期
間
、
当
該
被
保
険
者
に
対
し

所
定
労
働
時
間
労
働
し
た
場
合
に
支
払
わ
れ
る
通
常
の
賃
金
の
額
を
支
払
う
事
業
主
に
限
る
。
）
で
あ
る

こ
と
。

（２）
　
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉ）
　
情
報
通
信
業
（
統
計
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
二
条
第
九
項
に
規
定
す
る
統
計
基
準

で
あ
る
日
本
標
準
産
業
分
類
に
掲
げ
る
大
分
類
Ｇ―

情
報
通
信
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
主
た
る

事
業
と
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉｉ）
　
産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
二
十
一
条
の
十
五
に
基
づ
く
事
業
適

応
計
画
（
情
報
技
術
適
応
）
の
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

（ｉｉｉ）
　
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
九
十
号
）
第
三
十
一
条
の
認
定
を
受
け

た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉｖ）
　
（
ｉ
）
及
び
（
ｉ
ｉ
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
最
新
の
情
報
処
理
技
術
の
変
化
に
よ
る
影
響
を
踏

ま
え
た
観
点
か
ら
、
企
業
経
営
の
方
向
性
及
び
情
報
処
理
技
術
の
活
用
の
方
向
性
の
検
討
を
行
い
、
そ

の
結
果
に
基
づ
い
て
事
業
内
職
業
能
力
開
発
計
画
を
作
成
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
イ
（
１
）
、
（
３
）
か
ら
（
７
）
ま
で
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
、

そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
将
来
に
お
い
て
成
長
発
展
が
期
待
さ
れ
る
分
野
等
に
関
連
す
る
職
業
訓
練
等

（
職
務
に
関
連
し
た
専
門
的
な
知
識
若
し
く
は
技
能
を
追
加
し
て
習
得
さ
せ
る
こ
と
又
は
新
た
な
職
業
に
必
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要
な
知
識
若
し
く
は
技
能
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
学
校
教
育
法
第
九
十
七
条

に
規
定
す
る
大
学
院
（
こ
れ
に
相
当
す
る
外
国
の
大
学
院
を
含
む
。
）
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
に
限
る
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
成
長
分
野
等
人
材
訓
練
」
と
い
う
。
）
を
受
け
さ
せ
る
事
業
主
（
当
該
成
長
分
野

等
人
材
訓
練
の
期
間
、
当
該
被
保
険
者
に
対
し
所
定
労
働
時
間
労
働
し
た
場
合
に
支
払
わ
れ
る
通
常
の
賃
金

の
額
を
支
払
う
事
業
主
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
イ
（
１
）
、
（
３
）
か
ら
（
７
）
ま
で
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業

主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
次
の
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
ま
で
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
者
（
情

報
技
術
の
利
用
の
た
め
の
能
力
又
は
知
識
経
験
が
十
分
で
な
い
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
情

報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
対
象
者
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
掲
げ
る
職
業
訓

練
（
情
報
技
術
の
利
用
の
た
め
の
能
力
又
は
知
識
経
験
を
向
上
さ
せ
る
職
業
訓
練
に
限
る
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
」
と
い
う
。
）
を
受
け
さ
せ
る
事
業
主
（
当
該
情

報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
の
期
間
、
当
該
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
対
象
者

に
対
し
所
定
労
働
時
間
労
働
し
た
場
合
に
支
払
わ
れ
る
通
常
の
賃
金
の
額
を
支
払
う
事
業
主
に
限
る
。
）

で
あ
る
こ
と
。

（ｉ）
　
新
た
に
雇
い
入
れ
た
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
十
五
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満
の
も
の
　
職
業
能
力
開
発

促
進
法
第
二
十
六
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
（
以
下
こ
の
（
１
）
に
お
い

て
「
対
象
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
」
と
い
う
。
）

（ｉｉ）
　
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
二
十
六
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
認
定
を
受
け
る
前
か
ら
雇
用
す
る
十

五
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満
の
被
保
険
者
の
う
ち
、
新
た
に
通
常
の
労
働
者
へ
転
換
し
た
者
　
対
象
認
定

実
習
併
用
職
業
訓
練

（ｉｉｉ）
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
十
五
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満
の
も
の
　
対
象
認
定
実
習
併
用

職
業
訓
練

（２）
　
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
対
象
者
に
職
務
経
歴
等
記

録
書
に
よ
る
職
業
能
力
の
評
価
を
実
施
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉ）
　
情
報
通
信
業
を
主
た
る
事
業
と
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉｉ）
　
（
ｉ
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
人
材
開
発
統
括
官
の
定
め
る
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険

者
に
当
該
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
被
保
険
者
が

職
務
に
関
連
す
る
実
践
的
な
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ヘ
　
職
業
能
力
開
発
推
進
者
を
選
任
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ

る
こ
と
。

（１）
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉ）
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
た
め
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
事
業
主
以
外
の
者
の
行
う
職
業
訓
練
等
、
職
業
能
力
検
定
（
職
業
に
必
要
な

労
働
者
の
技
能
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
知
識
に
つ
い
て
の
検
定
を
い
う
。
）
又
は
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
（
以
下
こ
の
（
ｉ
）
及
び
（
２
）
（
ｉ
）
に
お
い
て
「
自
発
的
職
業
能
力
開
発
」
と
い
う
。
）

を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
三
十
日
以
上
の
休
暇
（
労
働
基
準
法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
年
次
有
給

休
暇
と
し
て
与
え
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
次
号
ヘ
（
１
）
（
ｉ
ｉ
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
付
与
に
よ
る

自
発
的
職
業
能
力
開
発
を
受
け
る
機
会
の
確
保
等
を
通
じ
た
職
業
能
力
開
発
及
び
向
上
を
促
進
す
る
措

置
を
新
た
に
行
つ
た
又
は
既
に
行
つ
た
も
の
の
う
ち
一
定
の
要
件
を
満
た
す
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉｉ）
　
（
ｉ
）
の
措
置
の
適
用
を
受
け
る
一
定
数
の
被
保
険
者
が
生
じ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉｉｉ）
　
事
業
内
職
業
能
力
開
発
計
画
を
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
周
知
し
た
事
業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
事
業

内
職
業
能
力
開
発
計
画
に
基
づ
き
（
ｉ
）
の
措
置
に
係
る
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
休
暇
制
度

導
入
・
適
用
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
か
つ
、
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
周
知
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
。

（ｉｖ）
　
休
暇
制
度
導
入
・
適
用
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
提
出
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｖ）
　
休
暇
制
度
導
入
・
適
用
計
画
を
提
出
し
た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
都
道
府
県

労
働
局
長
に
対
す
る
人
へ
の
投
資
促
進
コ
ー
ス
助
成
金
の
受
給
に
つ
い
て
の
申
請
書
を
提
出
す
る
日
ま

で
の
間
（
（
ｖ
ｉ
）
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
休
暇
制
度
導
入
・
適
用
計

画
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
を
解
雇
し
た
事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業

の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を

除
く
。
）
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｖｉ）
　
休
暇
制
度
導
入
・
適
用
計
画
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し

た
も
の
の
う
ち
、
当
該
基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の

数
等
か
ら
判
断
し
て
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｖｉｉ）
　
当
該
休
暇
制
度
導
入
・
適
用
計
画
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を

整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉ）
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
た
め
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
被
保
険
者
の
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
及
び
所
定
外
労
働
時
間
の
免
除
に
よ
る

自
発
的
職
業
能
力
開
発
を
受
け
る
機
会
の
確
保
等
を
通
じ
た
職
業
能
力
開
発
及
び
向
上
を
促
進
す
る
措

置
を
新
た
に
行
つ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉｉ）
　
（
ｉ
）
の
措
置
の
適
用
を
受
け
る
一
定
数
の
被
保
険
者
が
生
じ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｉｉｉ）
　
事
業
内
職
業
能
力
開
発
計
画
を
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
周
知
し
た
事
業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
事
業

内
職
業
能
力
開
発
計
画
に
基
づ
き
（
ｉ
）
の
措
置
に
係
る
計
画
（
以
下
こ
の
（
２
）
に
お
い
て
「
短
時

間
勤
務
等
制
度
導
入
・
適
用
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
か
つ
、
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
周

知
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（ｉｖ）
　
短
時
間
勤
務
等
制
度
導
入
・
適
用
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
提
出
し
た
事
業
主
で
あ
る

こ
と
。

（ｖ）
　
短
時
間
勤
務
等
制
度
導
入
・
適
用
計
画
を
提
出
し
た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら

都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
す
る
人
へ
の
投
資
促
進
コ
ー
ス
助
成
金
の
受
給
に
つ
い
て
の
申
請
書
を
提
出

す
る
日
ま
で
の
間
（
（
ｖ
ｉ
）
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
短
時
間
勤
務
等

制
度
導
入
・
適
用
計
画
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
を
解
雇
し
た
事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い

理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り

解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（ｖｉ）
　
短
時
間
勤
務
等
制
度
導
入
・
適
用
計
画
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
基
準
期
間

に
離
職
し
た
も
の
の
う
ち
、
当
該
基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ

た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し
て
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ

と
。

（ｖｉｉ）
　
当
該
短
時
間
勤
務
等
制
度
導
入
・
適
用
計
画
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
状
況
を
明
ら
か
に
す

る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

二
　
次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

イ
　
前
号
イ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
定
額
制
訓
練
（
当
該
訓
練
を
十
時
間
以
上
実
施
し
た
も
の
を
い
う
。
）
（
当

該
事
業
主
が
教
育
訓
練
施
設
等
に
委
託
し
て
行
う
座
学
等
に
限
る
。
）
に
係
る
入
学
料
及
び
受
講
料
の
合
計

額
の
百
分
の
四
十
五
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
六
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十
）
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
六
十
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た

事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
七
十
五
）
）
の
額

ロ
　
前
号
ロ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
次
の
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
定
め
る
額

（１）
　
自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練
（
学
校
教
育
法
第
八
十
三
条
に
規
定
す
る
大
学
及
び
同
法
第
九
十
七
条
に

規
定
す
る
大
学
院
（
こ
れ
に
相
当
す
る
外
国
の
大
学
院
を
含
む
。
）
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
を
除
く
。

以
下
こ
の
（
１
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
入
学
料
及
び
受
講
料
（
事
業
主
が
前
号
ロ
（
２
）
の
制
度

に
基
づ
き
負
担
し
た
額
に
限
る
。
（
２
）
及
び
（
３
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
合
計
額
の
百
分
の
四
十
五

（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
六
十
）
の
額
（
そ
の

額
が
、
当
該
自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練
を
受
け
た
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
、
次
の
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｉ

ｉ
）
ま
で
に
掲
げ
る
一
の
自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練
の
実
施
時
間
数
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
（
ｉ
）
か

ら
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
ま
で
に
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
定
め
る
額
）

（ｉ）
　
十
時
間
以
上
百
時
間
未
満
　
七
万
円

（ｉｉ）
　
百
時
間
以
上
二
百
時
間
未
満
　
十
五
万
円

（ｉｉｉ）
　
二
百
時
間
以
上
　
二
十
万
円

（２）
　
自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練
（
学
校
教
育
法
第
八
十
三
条
に
規
定
す
る
大
学
及
び
同
法
第
九
十
七
条
に

規
定
す
る
大
学
院
（
こ
れ
に
相
当
す
る
外
国
の
大
学
院
を
除
く
。
）
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
に
限
る
。

以
下
こ
の
（
２
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
入
学
料
及
び
受
講
料
の
合
計
額
の
百
分
の
四
十
五
（
そ
の

雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
六
十
）
の
額
（
そ
の
額
が
、

一
の
年
度
に
お
け
る
当
該
自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練
を
受
け
た
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
六
十
万
円
を
超

え
る
と
き
は
、
六
十
万
円
）

（３）
　
自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練
（
学
校
教
育
法
第
九
十
七
条
に
規
定
す
る
大
学
院
に
相
当
す
る
外
国
の
大

学
院
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
（
３
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
入
学
料
及
び
受

講
料
の
合
計
額
の
百
分
の
四
十
五
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て

は
、
百
分
の
六
十
）
の
額
（
そ
の
額
が
、
一
の
年
度
に
お
け
る
当
該
自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練
を
受
け

た
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
二
百
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
二
百
万
円
）

ハ
　
前
号
ハ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
次
の
（
１
）
又
は
（
２
）
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
（
１
）
又
は
（
２
）
に
定
め
る
額

（１）
　
高
度
デ
ジ
タ
ル
人
材
訓
練
（
学
校
教
育
法
第
八
十
三
条
に
規
定
す
る
大
学
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
を

除
く
。
以
下
こ
の
（
１
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
さ
せ
る
事
業
主
　
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

（ｉ）
　
高
度
デ
ジ
タ
ル
人
材
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
自
ら
運
営
す
る
座
学
等
に
限
る
。
）
の
運
営
に
要
し
た

経
費
及
び
資
格
試
験
の
受
験
手
数
料
並
び
に
高
度
デ
ジ
タ
ル
人
材
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
教
育
訓
練
施

設
等
に
委
託
し
て
行
う
座
学
等
に
限
る
。
）
に
係
る
入
学
料
、
受
講
料
及
び
資
格
試
験
の
受
験
手
数
料

の
合
計
額
の
百
分
の
六
十
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
七
十
五
）
の
額
（
そ
の
額
が
、

当
該
高
度
デ
ジ
タ
ル
人
材
訓
練
を
受
け
た
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
、
次
の
（
イ
）
か
ら
（
ハ
）
ま
で
に

掲
げ
る
一
の
高
度
デ
ジ
タ
ル
人
材
訓
練
の
実
施
時
間
数
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
（
イ
）
か
ら
（
ハ
）
ま

で
に
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
定
め
る
額
）

（イ）
　
十
時
間
以
上
百
時
間
未
満
　
二
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）

（ロ）
　
百
時
間
以
上
二
百
時
間
未
満
　
二
十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
十
万
円
）

（ハ）
　
二
百
時
間
以
上
　
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
十
万
円
）

（ｉｉ）
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
対
し
て
、
高
度
デ
ジ
タ
ル
人
材
訓
練
（
座
学
等
に
限
る
。
）
を
受
け
る

期
間
中
に
支
払
つ
た
賃
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
労
働
時
間
数
（
当
該
被
保
険
者
一
人
に
つ

き
、
千
二
百
時
間
を
限
度
と
す
る
。
）
に
四
百
八
十
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
百
六
十

円
）
を
乗
じ
て
得
た
額

（２）
　
高
度
デ
ジ
タ
ル
人
材
訓
練
（
学
校
教
育
法
第
八
十
三
条
に
規
定
す
る
大
学
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
に

限
る
。
以
下
こ
の
（
２
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
さ
せ
る
事
業
主
　
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

（ｉ）
　
高
度
デ
ジ
タ
ル
人
材
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
教
育
訓
練
施
設
等
に
委
託
し
て
行
う
座
学
等
に
限
る
。
）

に
係
る
入
学
料
、
受
講
料
及
び
資
格
試
験
の
受
験
手
数
料
の
合
計
額
の
百
分
の
六
十
（
中
小
企
業
事
業

主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
七
十
五
）
の
額
（
そ
の
額
が
、
一
の
年
度
に
お
け
る
当
該
高
度
デ
ジ
タ
ル
人

材
訓
練
を
受
け
た
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
、
百
万
円
を
超
え
る
と
き
は
百
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に

あ
つ
て
は
、
百
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
百
五
十
万
円
）
）

（ｉｉ）
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
対
し
て
、
高
度
デ
ジ
タ
ル
人
材
訓
練
（
座
学
等
に
限
る
。
）
を
受
け
る

期
間
中
に
支
払
つ
た
賃
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
労
働
時
間
数
（
当
該
被
保
険
者
一
人
に
つ

き
、
千
二
百
時
間
（
当
該
被
保
険
者
に
学
校
教
育
法
第
八
十
三
条
に
規
定
す
る
大
学
に
お
い
て
実
施
さ

れ
る
訓
練
等
又
は
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
受
け
さ
せ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
千
六
百
時
間
）
を
限
度
と

す
る
。
）
に
四
百
八
十
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
百
六
十
円
）
を
乗
じ
て
得
た
額

ニ
　
前
号
ニ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
次
の
（
１
）
又
は
（
２
）
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
（
１
）
又
は
（
２
）
に
定
め
る
額

（１）
　
成
長
分
野
等
人
材
訓
練
（
学
校
教
育
法
第
九
十
七
条
に
規
定
す
る
大
学
院
（
こ
れ
に
相
当
す
る
外
国
の

大
学
院
を
除
く
。
）
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
（
１
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
さ

せ
る
事
業
主
　
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

（ｉ）
　
成
長
分
野
等
人
材
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
教
育
訓
練
施
設
等
に
委
託
し
て
行
う
座
学
等
に
限
る
。
）

に
係
る
入
学
料
、
受
講
料
及
び
資
格
試
験
の
受
験
手
数
料
の
合
計
額
の
百
分
の
七
十
五
の
額
（
そ
の
額

が
、
一
の
年
度
に
お
け
る
当
該
成
長
分
野
等
人
材
訓
練
を
受
け
た
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
百
五
十
万
円

を
超
え
る
と
き
は
、
百
五
十
万
円
）

（ｉｉ）
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
対
し
て
、
成
長
分
野
等
人
材
訓
練
（
座
学
等
に
限
る
。
）
を
受
け
る
期

間
中
に
支
払
つ
た
賃
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
労
働
時
間
数
（
当
該
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
、

千
六
百
時
間
を
限
度
と
す
る
。
）
に
九
百
六
十
円
を
乗
じ
て
得
た
額

（２）
　
成
長
分
野
等
人
材
訓
練
（
学
校
教
育
法
第
九
十
七
条
に
規
定
す
る
大
学
院
に
相
当
す
る
外
国
の
大
学
院

に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
（
２
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
さ
せ
る
事
業
主
　
成

長
分
野
等
人
材
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
教
育
訓
練
施
設
等
に
委
託
し
て
行
う
座
学
等
に
限
る
。
）
に
係
る

入
学
料
、
受
講
料
及
び
資
格
試
験
の
受
験
手
数
料
の
合
計
額
の
百
分
の
七
十
五
の
額
（
そ
の
額
が
、
一
の

年
度
に
お
け
る
当
該
成
長
分
野
等
人
材
訓
練
を
受
け
た
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
五
百
万
円
を
超
え
る
と
き

は
、
五
百
万
円
）

ホ
　
前
号
ホ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

（１）
　
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
自
ら
運
営
す
る
座
学
等
に
限
る
。
）
の
運

営
に
要
し
た
経
費
及
び
資
格
試
験
の
受
験
手
数
料
並
び
に
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
（
当

該
事
業
主
が
教
育
訓
練
施
設
等
に
委
託
し
て
行
う
座
学
等
に
限
る
。
）
に
係
る
入
学
料
、
受
講
料
及
び
資

格
試
験
の
受
験
手
数
料
の
合
計
額
の
百
分
の
四
十
五
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た

事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
六
十
）
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
六
十
（
そ
の
雇
用
す

る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
七
十
五
）
）
の
額
（
そ
の
額
が
、
当

該
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
を
受
け
た
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
対
象
者

一
人
に
つ
き
、
次
の
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
ま
で
に
掲
げ
る
一
の
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業

訓
練
の
実
施
時
間
数
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
ま
で
に
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き

は
、
当
該
定
め
る
額
）

（ｉ）
　
十
時
間
以
上
百
時
間
未
満
　
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
五
万
円
）

（ｉｉ）
　
百
時
間
以
上
二
百
時
間
未
満
　
二
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）

80



（ｉｉｉ）
　
二
百
時
間
以
上
　
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
十
万
円
）

（２）
　
そ
の
雇
用
す
る
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
対
象
者
に
対
し
て
、
情
報
技
術
分
野
認
定
実

習
併
用
職
業
訓
練
（
座
学
等
に
限
る
。
）
を
受
け
る
期
間
中
に
支
払
つ
た
賃
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な

つ
た
労
働
時
間
数
（
当
該
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
対
象
者
一
人
に
つ
き
、
千
二
百
時
間

を
限
度
と
す
る
。
）
に
三
百
八
十
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ

て
は
、
四
百
八
十
円
）
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
七
百
六
十
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係

る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
百
六
十
円
）
）
を
乗
じ
て
得
た
額

（３）
　
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
（
座
学
等
を
除
く
。
）
を
受
け
た
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習

併
用
職
業
訓
練
対
象
者
の
一
人
に
つ
き
、
十
一
万
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た

事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
円
）
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
十
万
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労

働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
十
五
万
円
）
）

ヘ
　
前
号
ヘ
に
該
当
す
る
事
業
主
　
次
の
（
１
）
又
は
（
２
）
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
（
１
）
又
は
（
２
）
に
定
め
る
額

（１）
　
前
号
ヘ
（
１
）
に
該
当
す
る
事
業
主
　
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

（ｉ）
　
二
十
万
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
十
四
万

円
）
（
前
号
ヘ
（
１
）
（
ｉ
）
の
措
置
を
新
た
に
行
つ
た
事
業
主
に
限
る
。
）

（ｉｉ）
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
与
え
た
有
給
休
暇
の
時
間
数
（
当
該
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
、
千
二
百

時
間
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
千
六
百
時
間
）
を
限
度
と
す
る
。
）
を
合
計
し
た
数
に
七
百

六
十
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
又
は
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て

は
、
九
百
六
十
円
）
を
乗
じ
て
得
た
額

（２）
　
前
号
ヘ
（
２
）
に
該
当
す
る
事
業
主
　
二
十
万
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た

事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
十
四
万
円
）

３
　
一
の
年
度
に
お
い
て
、
前
項
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
の
一
の
事
業
所
（
職
業
訓
練
実
施
計
画
又
は
休
暇
制

度
導
入
・
適
用
計
画
に
基
づ
く
一
の
事
業
所
を
い
う
。
）
に
係
る
人
へ
の
投
資
促
進
コ
ー
ス
助
成
金
（
成
長
分
野

等
人
材
訓
練
を
除
く
。
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
額
が
二
千
五
百
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
二
千
五
百
万
円
を
当
該
事
業
所
の
事
業
主
に
対
し
て
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
人
へ
の

投
資
促
進
コ
ー
ス
助
成
金
の
う
ち
自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練
に
つ
い
て
は
、
当
該
自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練

の
同
助
成
金
の
額
が
三
百
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練
の
同
助
成
金
の
額
は
三
百

万
円
と
す
る
。

４
　
一
の
年
度
に
お
い
て
、
第
二
項
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
の
一
の
事
業
所
（
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
く

一
の
事
業
所
を
い
う
。
）
に
係
る
人
へ
の
投
資
促
進
コ
ー
ス
助
成
金
（
成
長
分
野
等
人
材
訓
練
に
限
る
。
）
の
額
が

一
千
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
千
万
円
を
当
該
事
業
所
の
事
業
主
に
対
し
て
支

給
す
る
も
の
と
す
る
。

５
　
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
へ
の
投
資
促
進
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
国
等
に
対
し
て
は
、

支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

６
　
第
百
三
十
九
条
の
四
及
び
第
百
四
十
条
の
三
の
規
定
は
、
人
へ
の
投
資
促
進
コ
ー
ス
助
成
金
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
三
十
九
条
の
四
第
一
項
中
「
第
百
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
百
二
十
五
条
第
二

項
の
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
三
十

四
条
第
二
項
の
規
定
」
と
、
「
広
域
団
体
認
定
訓
練
助
成
金
及
び
人
材
開
発
支
援
助
成
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
雇
用
関
係
助
成
金
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
人
へ
の
投
資
促
進
コ
ー
ス
助
成
金
」
と
、
「
事
業
主
又
は

事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
雇
用
関
係
助
成
金
関

係
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
」
と
、
「
雇
用
関
係
助
成
金
は
」
と
あ
る
の
は
「
人

へ
の
投
資
促
進
コ
ー
ス
助
成
金
は
」
と
、
「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
の
役
員
等
」
と

あ
る
の
は
「
事
業
主
」
と
、
「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
」

と
、
同
条
第
三
項
中
「
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
」
と
、

「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
」
と
、
「
雇
用
関
係
助
成
金
に
」

と
あ
る
の
は
「
人
へ
の
投
資
促
進
コ
ー
ス
助
成
金
に
」
と
、
「
雇
用
関
係
助
成
金
は
」
と
あ
る
の
は
「
人
へ
の
投

資
促
進
コ
ー
ス
助
成
金
は
」
と
、
第
百
四
十
条
の
三
第
一
項
中
「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合

団
体
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
」
と
、
「
第
百
二
十
条
に
規
定
す
る
雇
用
関
係
助
成
金
及
び
第
百
三
十
九
条
の
四

第
一
項
に
規
定
す
る
雇
用
関
係
助
成
金
」
と
あ
る
の
は
「
人
へ
の
投
資
促
進
コ
ー
ス
助
成
金
」
と
、
同
条
第
二
項

中
「
雇
用
関
係
助
成
金
」
と
あ
る
の
は
「
人
へ
の
投
資
促
進
コ
ー
ス
助
成
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
五
条
　
第
百
二
十
五
条
の
人
材
開
発
支
援
助
成
金
と
し
て
、
同
条
及
び
前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
令

和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
事
業
展
開
等
リ
ス
キ
リ
ン
グ
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す

る
。

２
　
事
業
展
開
等
リ
ス
キ
リ
ン
グ
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定

め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
前
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
１
）
、
（
３
）
及
び
（
７
）
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
新
た
な
事
業
の
創
出
そ
の
他
の
事
業
の
展
開
又
は
将
来
に
お
い
て
成
長

発
展
が
期
待
さ
れ
る
分
野
の
業
務
に
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
を
従
事
さ
せ
る
こ
と
に
伴
い
、
当
該
被
保
険

者
に
必
要
な
職
業
訓
練
等
（
職
務
に
関
連
し
た
専
門
的
な
知
識
若
し
く
は
技
能
を
追
加
し
て
習
得
さ
せ
る
こ

と
を
内
容
と
す
る
職
業
訓
練
等
又
は
新
た
な
職
業
に
必
要
な
知
識
若
し
く
は
技
能
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
を
内

容
と
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
事
業
展
開
等
に
伴
う
訓
練
」
と
い
う
。
）
を
受
講
さ
せ

る
事
業
主
（
当
該
事
業
展
開
等
に
伴
う
訓
練
の
期
間
、
当
該
被
保
険
者
に
対
し
所
定
労
働
時
間
労
働
し
た
場

合
に
支
払
わ
れ
る
通
常
の
賃
金
の
額
を
支
払
う
事
業
主
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
等
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い

る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

二
　
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

イ
　
事
業
展
開
等
に
伴
う
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
自
ら
運
営
す
る
座
学
等
に
限
る
。
）
の
運
営
に
要
し
た
経
費

及
び
資
格
試
験
の
受
験
手
数
料
並
び
に
事
業
展
開
等
に
伴
う
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
教
育
訓
練
施
設
等
に
委

託
し
て
行
う
座
学
等
に
限
る
。
）
に
係
る
入
学
料
、
受
講
料
及
び
資
格
試
験
の
受
験
手
数
料
の
合
計
額
の
百

分
の
六
十
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
七
十
五
）
の
額
（
そ
の
額
が
、
当
該
事
業
展
開
等
に

伴
う
訓
練
を
受
け
た
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
、
次
の
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
掲
げ
る
一
の
事
業
展
開
等

に
伴
う
訓
練
の
実
施
時
間
数
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き

は
、
当
該
定
め
る
額
）

（１）
　
十
時
間
以
上
百
時
間
未
満
　
二
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）

（２）
　
百
時
間
以
上
二
百
時
間
未
満
　
二
十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
十
万
円
）

（３）
　
二
百
時
間
以
上
　
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
十
万
円
）

ロ
　
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
対
し
て
、
事
業
展
開
等
に
伴
う
訓
練
（
座
学
等
に
限
る
。
）
を
受
け
る
期
間

中
に
支
払
つ
た
賃
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
労
働
時
間
数
（
当
該
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
、
千
二
百

時
間
（
当
該
被
保
険
者
に
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
受
け
さ
せ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
千
六
百
時
間
）
を
限
度

と
す
る
。
）
に
四
百
八
十
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
百
六
十
円
）
を
乗
じ
て
得
た
額

３
　
一
の
年
度
に
お
い
て
、
前
項
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
の
一
の
事
業
所
（
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
く
一

の
事
業
所
を
い
う
。
）
に
係
る
事
業
展
開
等
リ
ス
キ
リ
ン
グ
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
額
が
一
億
円
を
超
え
る
と
き

は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
億
円
を
当
該
事
業
所
の
事
業
主
に
対
し
て
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
展
開
等
リ
ス
キ
リ
ン
グ
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
国
等
に
対
し
て
は
、

支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

５
　
第
百
三
十
九
条
の
四
及
び
第
百
四
十
条
の
三
の
規
定
は
、
事
業
展
開
等
リ
ス
キ
リ
ン
グ
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
三
十
九
条
の
四
第
一
項
中
「
第
百
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
百
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二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は

「
附
則
第
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
」
と
、
「
広
域
団
体
認
定
訓
練
助
成
金
及
び
人
材
開
発
支
援
助
成
金
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
雇
用
関
係
助
成
金
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
展
開
等
リ
ス
キ
リ
ン
グ
支
援
コ
ー
ス
助

成
金
」
と
、
「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
」
と
、
同
条
第
二

項
中
「
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
」
と
、
「
雇
用
関
係
助

成
金
は
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
展
開
等
リ
ス
キ
リ
ン
グ
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
は
」
と
、
「
事
業
主
又
は
事
業
主
団

体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
の
役
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
」
と
、
「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は

そ
の
連
合
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
」
と
あ
る
の
は

「
附
則
第
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
」
と
、
「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
」
と
あ
る
の
は

「
事
業
主
」
と
、
「
雇
用
関
係
助
成
金
に
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
展
開
等
リ
ス
キ
リ
ン
グ
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
に
」

と
、
「
雇
用
関
係
助
成
金
は
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
展
開
等
リ
ス
キ
リ
ン
グ
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
は
」
と
、
第
百

四
十
条
の
三
第
一
項
中
「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
」
と
、

「
第
百
二
十
条
に
規
定
す
る
雇
用
関
係
助
成
金
及
び
第
百
三
十
九
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
雇
用
関
係
助
成
金
」

と
あ
る
の
は
「
事
業
展
開
等
リ
ス
キ
リ
ン
グ
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
雇
用
関
係
助
成
金
」

と
あ
る
の
は
「
事
業
展
開
等
リ
ス
キ
リ
ン
グ
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
一
〇
月
一
四
日
労
働
省
令
第
二
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
三
月
二
七
日
労
働
省
令
第
六
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
五
月
一
〇
日
労
働
省
令
第
一
六
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
六
条
の
規
定
は
、
昭
和
五
十
一
年

五
月
八
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
九
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
三
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
及
び
中
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
三
十
六
号
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
一
年
十
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
一
二
月
一
四
日
労
働
省
令
第
四
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
二
年
二
月
一
日
労
働
省
令
第
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
昭
和
五
十
三
年
一
月
三
十
一
日
に
お
い
て
、
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
六
条
の
規
定
に
該
当

す
る
こ
と
に
よ
り
雇
用
保
険
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
は
、
同

日
以
後
の
日
に
つ
い
て
な
お
引
き
続
き
同
項
の
規
定
に
よ
る
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
二
年
三
月
二
四
日
労
働
省
令
第
四
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
二
年
四
月
一
八
日
労
働
省
令
第
一
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
主
以
外
の
事
業
主
で
あ
つ
て
、
こ
の
省
令
の

施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
五
条
第
一
項
の
心
身
障
害
者
雇
用
奨
励
金
の
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
支
給
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
、
当
該
心
身
障
害
者
雇
用
奨
励
金
を
支
給
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
二
年
六
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
二
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
二
年
九
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
二
八
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定

に
基
づ
き
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
業
種
及
び
同
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
業
種
ご
と
に
労
働
大
臣
が
定
め

た
期
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
三
第
一

項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
業
種
及
び
同
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
業
種
ご
と
に

労
働
大
臣
が
定
め
た
期
間
と
み
な
す
。

２
　
新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と

い
う
。
）
前
に
行
わ
れ
た
休
業
で
あ
つ
て
、
旧
規
則
第
百
十
二
条
の
雇
用
調
整
給
付
金
（
以
下
「
旧
雇
用
調
整
給

付
金
」
と
い
う
。
）
が
支
給
さ
れ
る
も
の
は
、
新
規
則
第
百
二
条
の
二
の
雇
用
調
整
給
付
金
（
以
下
「
新
雇
用
調

整
給
付
金
」
と
い
う
。
）
が
支
給
さ
れ
る
休
業
と
み
な
す
。

３
　
新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
四
項
（
新
規
則
第
百
二
条
の
五
第
三
項
及
び
第
百
二
条
の
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
旧
雇
用
調
整
給
付
金
の

支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
事
業
主
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
新
雇
用
調
整
給
付
金
の
支

給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
事
業
主
と
み
な
す
。

４
　
施
行
日
の
属
す
る
判
定
基
礎
期
間
に
お
け
る
休
業
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　
当
該
休
業
の
う
ち
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
休
業
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
以
後
に
行
わ
れ
た
休
業
と
み
な
し

て
、
新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
ホ
の
規
定
を
適
用
す
る
。

二
　
旧
規
則
第
百
十
三
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
三
号
の
規

定
に
よ
る
届
出
と
み
な
す
。

５
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
休
業
（
前
項
の
休
業
を
除
く
。
）
に
係
る
旧
雇
用
調
整
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
積
雪
寒
冷
地
冬
期
雇
用
促
進
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
な
つ
た
事
業
主
に
対
し
て
は
、
新
規
則
附
則
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
同
年
四
月
一

日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
積
雪
寒
冷
地
冬
期
雇
用
促
進
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
二
年
一
二
月
二
六
日
労
働
省
令
第
三
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
一
月
四
日
労
働
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
一
月
二
五
日
労
働
省
令
第
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）

第
八
十
二
条
第
五
項
の
規
定
は
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
二
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
新
規
則
第
八
十
二
条
第
五
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
て
、
雇
用
保
険
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
安
定
し
た

職
業
に
就
い
た
日
が
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
で
あ
る
も
の
に
対
す
る
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
八
十
四
条
第
二

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
日
の
翌
日
」
と

あ
る
の
は
、
「
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
」
と
す
る
。

３
　
昭
和
五
十
四
年
一
月
三
十
一
日
に
お
い
て
、
新
規
則
附
則
第
十
六
条
の
規
定
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
雇
用
保

険
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
は
、
同
日
以
後
の
日
に
つ
い
て
な

お
引
き
続
き
同
項
の
規
定
に
よ
る
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
三
月
二
五
日
労
働
省
令
第
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
の
日
に
係
る
受
講
手
当
の
日
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
昭
和
五
十
三
年
三
月
以
前
の
月
分
に
係
る
通
所
手
当
の
月
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
失
業

認
定
申
告
書
、
新
規
則
第
六
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
規
則
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特

例
受
給
資
格
者
失
業
認
定
申
告
書
及
び
新
規
則
第
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
日
雇
労
働
被
保
険
者
手
帳

は
、
当
分
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
従
前
の
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
四
月
五
日
労
働
省
令
第
一
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
次
条
第
二
項
に
お
い
て

「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
並
び
に
次
条
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定
は
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
適
用

す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
条

の
七
第
一
号
の
高
年
齢
者
雇
用
安
定
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
新
規
則
第
百
二
条
の
八
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
前
項
の
高
年

齢
者
雇
用
安
定
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
事
業
主
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り

新
規
則
第
百
二
条
の
七
第
一
号
の
中
高
年
齢
者
雇
用
開
発
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
事
業

主
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
九
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
三
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
景
気
変
動
等
雇
用
調
整
事
業
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
労
働
大
臣
が
指
定
し

た
業
種
及
び
同
項
第
二
号
イ
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
業
種
ご
と
に
労
働
大
臣
が
定
め
た
期
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正

後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
三
第
一

項
第
一
号
イ
の
規
定
に
基
づ
き
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
業
種
及
び
同
項
第
二
号
イ
（
１
）
の
規
定
に
基
づ
き
当
該

業
種
ご
と
に
労
働
大
臣
が
定
め
た
期
間
と
み
な
す
。

２
　
新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
ホ
及
び
第
二
項
並
び
に
第
百
二
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ホ
及
び
ト
並
び

に
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
施
行

日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
判
定
基
礎
期
間
（
新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
ホ
に
規
定
す
る
判
定
基
礎

期
間
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る
休
業
又
は
教
育
訓
練
の
う
ち
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
休
業
又

は
教
育
訓
練
は
、
施
行
日
以
後
に
行
わ
れ
た
休
業
又
は
教
育
訓
練
と
み
な
す
。

３
　
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
休
業
（
前
項
の
休
業
を
除
く
。
）
に
係
る
雇
用
調
整
給
付
金
及
び
教
育
訓
練
（
同
項
の

教
育
訓
練
を
除
く
。
）
に
係
る
訓
練
調
整
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
中
高
年
齢
者
雇
用
開
発
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

（
事
業
転
換
等
雇
用
調
整
事
業
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
新
規
則
第
百
二
条
の
十
第
一
項
第
三
号
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
の
属
す

る
判
定
基
礎
期
間
に
お
け
る
教
育
訓
練
の
う
ち
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
教
育
訓
練
は
、
施
行
日
以
後
に
行
わ
れ
た

教
育
訓
練
と
み
な
す
。

２
　
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
教
育
訓
練
（
前
項
の
教
育
訓
練
を
除
く
。
）
に
係
る
事
業
転
換
等
訓
練
給
付
金
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
新
規
則
第
百
二
条
の
十
三
第
一
項
第
二
号
ハ
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
の
属
す

る
判
定
基
礎
期
間
に
お
け
る
休
業
の
う
ち
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
休
業
は
、
施
行
日
以
後
に
行
わ
れ
た
休
業
と
み

な
す
。

４
　
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
休
業
（
前
項
の
休
業
を
除
く
。
）
に
係
る
事
業
転
換
等
休
業
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
出
向
に
係
る
事
業
転
換
等
出
向
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

６
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
事
業
転
換
等
離
職
者
訓
練
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
九
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
三
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当

該
各
号
に
掲
げ
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
三
十
一
条
、
第
六
十
三
条
、
第
六
十
六
条
及
び
第
七
十
三
条
の
改
正
規
定
、
同
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る

改
正
規
定
、
第
七
十
四
条
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
七
十
六
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規

定
、
第
七
十
九
条
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
六
条
の
規
定
及
び
附
則
第
九
条
の
規
定
（
雇
用
保
険
法
施
行
規

則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
）
第
百
三
十
五
条
か
ら
第
百
三
十
七
条
ま
で
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
十

七
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）
　
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
条
　
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
公
共
職
業
訓
練
等
受

講
届
は
、
当
分
の
間
、
従
前
の
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
九
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
三
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
一
〇
月
二
六
日
労
働
省
令
第
四
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
は
、
当
分

の
間
、
な
お
従
前
の
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
一
一
月
二
〇
日
労
働
省
令
第
四
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
一
月
三
一
日
労
働
省
令
第
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
中
高
年
齢
者
雇
用
開
発
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
昭
和
五
十
六
年
一
月
三
十
一
日
に
お
い
て
、
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
六
条
の
規
定
に
該
当

す
る
こ
と
に
よ
り
雇
用
保
険
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
は
、
同

日
以
後
の
日
に
つ
い
て
な
お
引
き
続
き
同
項
の
規
定
に
よ
る
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
四
月
四
日
労
働
省
令
第
一
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
前
の
日
に
係
る
受
講
手
当
の
日
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
昭
和
五
十
四
年
三
月
以
前
の
月
分
に
係
る
通
所
手
当
の
月
額
及
び
寄
宿
手
当
の
月
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
四
月
二
〇
日
労
働
省
令
第
一
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
六
月
八
日
労
働
省
令
第
二
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
三
第

一
項
第
二
号
ホ
、
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ト
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
判
定
基
礎
期
間
（
新
規
則
第
百

二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
ホ
に
規
定
す
る
判
定
基
礎
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る

休
業
又
は
教
育
訓
練
の
う
ち
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
休
業
又
は
教
育
訓
練
は
、
施
行
日
以
後
に
行
わ
れ
た
休
業
又

は
教
育
訓
練
と
み
な
す
。

２
　
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
休
業
（
前
項
の
休
業
を
除
く
。
）
に
係
る
雇
用
調
整
給
付
金
並
び
に
施
行
日
前
に
行
わ

れ
た
教
育
訓
練
（
前
項
の
教
育
訓
練
を
除
く
。
）
に
係
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
四
の
訓
練
調
整
給
付
金
及
び
訓
練
調
整
費
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
旧
規
則
第
百

二
条
の
四
の
訓
練
調
整
費
助
成
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
事
業
主
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行

83



為
に
よ
り
新
規
則
第
百
二
条
の
四
の
訓
練
調
整
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
事
業
主
と
み
な

す
。

４
　
旧
規
則
第
百
二
条
の
十
第
一
項
第
一
号
イ
の
規
定
に
基
づ
き
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
業
種
及
び
同
項
第
二
号
イ

の
規
定
に
基
づ
き
当
該
業
種
ご
と
に
労
働
大
臣
が
定
め
た
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
新
規
則
第
百
二
条
の
八
第
一
項
第
一

号
イ
の
規
定
に
基
づ
き
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
業
種
及
び
同
項
第
二
号
イ
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
業
種
ご
と
に
労

働
大
臣
が
定
め
た
期
間
と
、
旧
規
則
第
百
二
条
の
十
第
一
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
労
働
大
臣
が
指
定
し
た

事
業
主
及
び
同
項
第
二
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
事
業
主
ご
と
に
労
働
大
臣
が
定
め
た
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
新
規

則
第
百
二
条
の
八
第
一
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
事
業
主
及
び
同
項
第
二
号
ロ
の
規

定
に
基
づ
き
当
該
事
業
主
ご
と
に
労
働
大
臣
が
定
め
た
期
間
と
み
な
す
。

５
　
新
規
則
第
百
二
条
の
八
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二
条
の
十
第
一
項
第
二
号
ハ
及
び
第
二
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
の
属
す
る
判
定
基
礎
期
間
に
お
け
る
教
育
訓
練
又
は
休
業
の
う
ち
施
行
日
前
に
行
わ

れ
た
教
育
訓
練
又
は
休
業
は
、
施
行
日
以
後
に
行
わ
れ
た
教
育
訓
練
又
は
休
業
と
み
な
す
。

６
　
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
教
育
訓
練
（
前
項
の
教
育
訓
練
を
除
く
。
）
に
係
る
旧
規
則
第
百
二
条
の
九
の
事
業
転

換
等
訓
練
給
付
金
及
び
事
業
転
換
等
訓
練
費
助
成
金
並
び
に
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
休
業
（
前
項
の
休
業
を
除

く
。
）
に
係
る
事
業
転
換
等
休
業
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
新
規
則
第
百
二
条
の
八
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
旧
規
則
第
百

二
条
の
九
の
事
業
転
換
等
訓
練
費
助
成
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
事
業
主
は
、
偽
り
そ
の
他
不

正
の
行
為
に
よ
り
新
規
則
第
百
二
条
の
七
の
事
業
転
換
等
訓
練
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た

事
業
主
と
み
な
す
。

８
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
旧
規
則
第
百
二
条
の
七
第
一
号
の
中
高
年
齢
者
雇
用
開
発
給
付
金
、

旧
規
則
第
百
二
条
の
十
一
第
一
号
の
事
業
転
換
等
離
職
者
雇
用
促
進
助
成
金
、
旧
規
則
第
百
三
条
の
高
年
齢
者
雇

用
奨
励
金
、
旧
規
則
第
百
六
条
の
特
定
広
域
紹
介
対
象
者
雇
用
奨
励
金
、
旧
規
則
第
百
十
条
の
特
定
産
業
離
職
者

雇
用
奨
励
金
並
び
に
旧
規
則
第
百
十
四
条
第
一
号
の
心
身
障
害
者
雇
用
奨
励
金
、
同
和
対
策
対
象
地
域
住
民
雇
用

奨
励
金
及
び
寡
婦
等
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
工
場
の
移
転
に
係
る
旧
規
則
第
百
六
条
の
工
業
再
配
置
移
転
給
付
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
九
月
二
一
日
労
働
省
令
第
二
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
四
月
五
日
労
働
省
令
第
一
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
（
以
下
「
適
用
日
」
と
い
う
。
）
前
の
日
に
係
る
受
講
手
当
の
日
額
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
昭
和
五
十
五
年
三
月
以
前
の
月
分
に
係
る
通
所
手
当
の
月
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
適
用
日
前
に
開
始
し
た
移
転
に
係
る
移
転
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
適
用
日
前
に
開
始
し
た
広
域
求
職
活
動
に
係
る
広
域
求
職
活
動
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

５
　
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
三
第
一
項

第
一
号
イ
又
は
第
百
二
条
の
八
第
一
項
第
一
号
イ
の
規
定
に
基
づ
き
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
業
種
及
び
旧
規
則
第

百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
（
１
）
又
は
第
百
二
条
の
八
第
一
項
第
二
号
イ
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
業
種
ご
と

に
労
働
大
臣
が
定
め
た
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
規

則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
ハ
の
規
定
に
基
づ
き
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
業
種
及
び

同
項
第
二
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
又
は
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
業
種
ご
と
に
労
働
大
臣
が
定
め
た
期
間

と
、
旧
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ロ
又
は
第
百
二
条
の
八
第
一
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
労
働
大

臣
が
指
定
し
た
事
業
主
及
び
旧
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
（
２
）
又
は
第
百
二
条
の
八
第
一
項
第
二

号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
事
業
主
ご
と
に
労
働
大
臣
が
定
め
た
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一

項
第
一
号
ロ
又
は
ニ
の
規
定
に
基
づ
き
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
事
業
主
及
び
同
項
第
二
号
イ
（
１
）
（
ｉ
ｉ
）
又

は
（
ｉ
ｖ
）
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
事
業
主
ご
と
に
労
働
大
臣
が
定
め
た
期
間
と
、
旧
規
則
第
百
二
条
の
八
第
一

項
第
一
号
ハ
に
該
当
す
る
事
業
主
及
び
同
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
新
規
則
第
百
二
条
の
三
第

一
項
第
一
号
ホ
に
該
当
す
る
事
業
主
及
び
同
項
第
二
号
イ
（
１
）
（
ｖ
）
に
規
定
す
る
期
間
と
み
な
す
。

６
　
新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
（
５
）
、
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
適
用

日
の
属
す
る
判
定
基
礎
期
間
（
新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
（
５
）
に
規
定
す
る
判
定
基
礎
期
間
を

い
う
。
）
に
お
け
る
休
業
又
は
教
育
訓
練
の
う
ち
適
用
日
前
に
行
わ
れ
た
休
業
又
は
教
育
訓
練
は
、
適
用
日
以
後

に
行
わ
れ
た
休
業
又
は
教
育
訓
練
と
み
な
す
。

７
　
適
用
日
前
に
行
わ
れ
た
休
業
（
前
項
の
休
業
を
除
く
。
）
に
係
る
旧
規
則
第
百
二
条
の
二
の
雇
用
調
整
給
付
金

又
は
適
用
日
前
に
行
わ
れ
た
教
育
訓
練
（
前
項
の
教
育
訓
練
を
除
く
。
）
に
係
る
旧
規
則
第
百
二
条
の
四
の
訓
練

調
整
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
旧
規
則
第
百
二
条
の
八
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
い
て
事
業
転
換
等
の
実
施

に
係
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
の
認
定
を
受
け
、
又
は
当
該
認
定
に
係
る
申
請
を
行
つ
た
事
業
主
に
対
す
る
旧
規

則
第
百
二
条
の
七
の
事
業
転
換
等
訓
練
給
付
金
、
旧
規
則
第
百
二
条
の
九
の
事
業
転
換
等
休
業
給
付
金
及
び
旧
規

則
第
百
二
条
の
十
一
第
一
号
の
事
業
転
換
等
出
向
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９
　
新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
五
項
（
新
規
則
第
百
二
条
の
五
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
旧
規
則
の
給
付
金
の
支
給

を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
事
業
主
は
、
そ
れ
ぞ
れ
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

る
新
規
則
の
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
事
業
主
と
み
な
す
。

旧
規
則
第
百
二
条
の
二
の
雇
用
調
整
給
付
金
又
は
旧

規
則
第
百
二
条
の
四
の
訓
練
調
整
給
付
金

新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
該
当
す

る
事
業
主
に
係
る
新
規
則
第
百
二
条
の
二
の
雇
用
調
整
給
付
金

旧
規
則
第
百
二
条
の
七
の
事
業
転
換
等
訓
練
給
付
金
、

旧
規
則
第
百
二
条
の
九
の
事
業
転
換
等
休
業
給
付
金

又
は
旧
規
則
第
百
二
条
の
十
一
第
一
号
の
事
業
転
換

等
出
向
給
付
金

新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ハ
か
ら
ホ
ま
で
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
主
に
係
る
新
規
則
第
百
二
条
の
二

の
雇
用
調
整
給
付
金
又
は
新
規
則
第
百
二
条
の
四
第
一
号
の

出
向
給
付
金

10
　
適
用
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
旧
規
則
第
百
二
条
の
十
三
の
中
高
年
齢
者
雇
用
開
発
給
付
金
及
び
旧

規
則
第
百
二
条
の
十
五
第
一
号
の
雇
用
保
険
受
給
者
等
雇
用
開
発
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

11
　
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
積
雪
寒
冷
地
冬
期
雇
用
促
進
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
な
つ
た
事
業
主
に
対
し
て
は
、
新
規
則
附
則
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
同
年
四
月
一

日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
積
雪
寒
冷
地
冬
期
雇
用
促
進
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
一
月
三
一
日
労
働
省
令
第
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
昭
和
五
十
七
年
一
月
三
十
一
日
に
お
い
て
、
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
六
条
の
規
定
に
該
当

す
る
こ
と
に
よ
り
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
基
本

手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
は
、
同
日
以
後
の
日
に
つ
い
て
な
お
引
き
続
き
同
項
の
規
定
に
よ
る
基
本
手
当
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
四
月
三
日
労
働
省
令
第
一
六
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
前
の
日
に
係
る
受
講
手
当
の
日
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
昭
和
五
十
六
年
三
月
以
前
の
月
分
に
係
る
通
所
手
当
の
月
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
四
月
一
五
日
労
働
省
令
第
一
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
六
年
七
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下

「
旧
雇
用
保
険
規
則
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
、
旧
雇
用
保
険
規

則
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
、
旧
雇
用
保
険
規
則
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

受
給
資
格
者
証
及
び
旧
雇
用
保
険
規
則
第
六
十
八
条
第
一
項
の
特
例
受
給
資
格
者
証
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
省
令
に
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よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
用
保
険
規
則
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
、
新
雇
用
保
険
規
則
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
、
新

雇
用
保
険
規
則
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
受
給
資
格
者
証
及
び
新
雇
用
保
険
規
則
第
六
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
特
例
受
給
資
格
者
証
と
み
な
す
。

３
　
新
雇
用
保
険
規
則
第
十
三
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
転
出
届
及
び
雇
用
保
険
被
保
険
者
転
入
届
、
新
雇

用
保
険
規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
の
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
届
及
び
公
共
職
業
訓
練
等
通
所
届
、
新
雇
用
保
険
規

則
第
二
十
七
条
の
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
証
明
書
、
新
雇
用
保
険
規
則
第
三
十
一
条
第
一
項
の
受
給
期
間
延
長
申

請
書
、
新
雇
用
保
険
規
則
第
四
十
五
条
第
二
項
の
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定
届
、
同
条
第
三
項
の
払
渡
希
望
金
融

機
関
変
更
届
、
新
雇
用
保
険
規
則
第
四
十
九
条
第
一
項
の
受
給
資
格
者
氏
名
変
更
届
及
び
受
給
資
格
者
住
所
変
更

届
、
新
雇
用
保
険
規
則
第
六
十
三
条
第
二
項
の
傷
病
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
用
保
険
規
則
第
八
十
四
条
第
一
項

の
常
用
就
職
支
度
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
用
保
険
規
則
第
九
十
二
条
第
一
項
の
移
転
費
支
給
申
請
書
並
び
に
新
雇

用
保
険
規
則
第
九
十
九
条
第
一
項
の
広
域
求
職
活
動
費
支
給
申
請
書
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
雇
用
保
険
規
則
の

相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
五
月
二
八
日
労
働
省
令
第
二
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
雇
用
に
係
る
給
付
金
等
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
整
備
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
六
年
六
月
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条

中
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
は
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
規
則
」
と
い

う
。
）
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
ハ
の
規
定
に
基
づ
き
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
業
種
及
び
同
項
第
二

号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
又
は
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
業
種
ご
と
に
労
働
大
臣
が
定
め
た
期
間
は
そ
れ
ぞ

れ
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）

第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
の
規
定
に
基
づ
き
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
業
種
及
び
同
項
第
二
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）

の
規
定
に
基
づ
き
当
該
業
種
ご
と
に
労
働
大
臣
が
定
め
た
期
間
と
、
旧
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ロ
又

は
ニ
の
規
定
に
基
づ
き
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
事
業
主
及
び
同
項
第
二
号
イ
（
１
）
（
ｉ
ｉ
）
又
は
（
ｉ
ｖ
）
の

規
定
に
基
づ
き
当
該
事
業
主
ご
と
に
労
働
大
臣
が
定
め
た
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一

号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
事
業
主
及
び
同
項
第
二
号
イ
（
１
）
（
ｉ
ｉ
）
の
規
定
に
基
づ
き

当
該
事
業
主
ご
と
に
労
働
大
臣
が
定
め
た
期
間
と
、
旧
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ホ
に
該
当
す
る
事
業

主
及
び
同
項
第
二
号
イ
（
１
）
（
ｖ
）
に
規
定
す
る
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ハ

に
該
当
す
る
事
業
主
及
び
同
項
第
二
号
イ
（
１
）
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
に
規
定
す
る
期
間
と
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以

下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
判
定
基
礎
期
間
（
同
号
イ
（
５
）
に
規
定
す
る
判
定
基
礎
期
間
を
い
う
。
）

に
お
け
る
休
業
及
び
教
育
訓
練
並
び
に
施
行
日
の
属
す
る
判
定
基
礎
期
間
（
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特

定
不
況
地
域
離
職
者
臨
時
措
置
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
旧
不
況
地
域
則
」
と
い
う
。
）

第
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
（
４
）
に
規
定
す
る
判
定
基
礎
期
間
を
い
う
。
）
に
お
け
る
休
業
及
び
教
育
訓
練
の
う

ち
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
休
業
又
は
教
育
訓
練
は
施
行
日
以
後
に
行
わ
れ
た
休
業
又
は
教
育
訓
練
と
、
一
の
指
定

期
間
（
旧
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
（
１
）
に
規
定
す
る
指
定
期
間
を
い
う
。
）
に
係
る
同
条
第
三

項
の
累
計
日
数
又
は
一
の
支
給
対
象
期
（
旧
不
況
地
域
則
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
支
給
対
象
期
を
い
う
。
）

に
係
る
同
項
の
累
計
日
数
は
新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
三
項
の
累
計
日
数
と
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
事
業
主
は
、
そ
れ
ぞ
れ
偽
り
そ
の
他

不
正
の
行
為
に
よ
り
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
新
規
則
の
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
事
業
主

と
み
な
し
て
、
同
条
を
適
用
す
る
。

旧
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
ハ
に
該
当
す
る
事

業
主
に
係
る
旧
規
則
第
百
二
条
の
二
の
雇
用
調
整
給
付
金
（
以
下

「
雇
用
調
整
給
付
金
」
と
い
う
。
）
又
は
旧
規
則
第
百
二
条
の
四
第

一
号
の
出
向
給
付
金
（
以
下
「
出
向
給
付
金
」
と
い
う
。
）

新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
に
該
当

す
る
事
業
主
に
係
る
新
規
則
第
百
二
条
の
二
の
雇

用
調
整
助
成
金
（
以
下
「
雇
用
調
整
助
成
金
」
と

い
う
。
）

旧
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ロ
又
は
ニ
に
該
当
す
る
事

業
主
に
係
る
雇
用
調
整
給
付
金
又
は
出
向
給
付
金

新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ロ
に
該
当

す
る
事
業
主
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金

旧
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ホ
に
該
当
す
る
事
業
主
に

係
る
雇
用
調
整
給
付
金
又
は
出
向
給
付
金

新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ハ
に
該
当

す
る
事
業
主
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金

旧
不
況
地
域
則
第
二
条
第
一
号
の
特
定
不
況
地
域
雇
用
調
整
給
付

金
又
は
特
定
不
況
地
域
出
向
給
付
金

新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ニ
に
該
当

す
る
事
業
主
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金

２
　
新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
中
「
支
給
の
対
象
と
な
る

者
」
と
あ
る
の
は
、
「
支
給
の
対
象
と
な
る
者
（
雇
用
に
係
る
給
付
金
等
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
労
働
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
六
年
労
働
省
令

第
二
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
中
高
年
齢
者
雇
用
開

発
給
付
金
、
同
令
附
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
特
定
不
況
地
域
中

高
年
齢
者
雇
用
開
発
給
付
金
若
し
く
は
特
定
不
況
地
域
特
定
不
況
業
種
離
職
者
雇
用
開
発
給
付
金
又
は
同
令
附
則

第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
令
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
六
条
の
三
に
規
定
す
る
中
高
年
齢
者
雇
用
開
発
給
付
金
の
支
給
の
対
象
と
な
る
者
を
含

む
。
）
」
と
す
る
。

３
　
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
休
業
又
は
教
育
訓
練
（
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
施
行
日
以
後
に
行
わ
れ
た
休
業
及
び
教

育
訓
練
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
旧
規
則
第
百
二
条
の
二
の
雇
用
調
整
給
付
金
及
び
施
行
日
前
に

行
わ
れ
た
出
向
（
旧
規
則
第
百
二
条
の
五
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
出
向
を
い
う
。
）
に
係
る
旧
規
則
第
百
二

条
の
四
第
一
号
の
出
向
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
旧
規
則
第
百
二
条
の
六
の
中
高
年
齢
者
雇
用
開
発
給
付
金
及
び
旧
規

則
第
百
十
一
条
の
特
定
求
職
者
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
一
一
月
一
二
日
労
働
省
令
第
三
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
一
二
月
一
五
日
労
働
省
令
第
四
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
一
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
昭
和
五
十
八
年
一
月
三
十
一
日
に
お
い
て
、
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
六
条
の
規
定
に
該
当

す
る
こ
と
に
よ
り
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
基
本

手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
は
、
同
日
以
後
の
日
に
つ
い
て
な
お
引
き
続
き
同
項
の
規
定
に
よ
る
基
本
手
当
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
の
日
に
係
る
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二

条
の
五
第
一
項
の
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
及
び
同
規
則
第
百
十
条
の
同
和
対
策
対
象
地
域
雇
用
促
進
給
付

金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
四
月
六
日
労
働
省
令
第
一
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
（
以
下
「
適
用
日
」
と
い
う
。
）
前
の
日
に
係
る
受
講
手
当
の
日
額
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
昭
和
五
十
七
年
三
月
以
前
の
月
分
に
係
る
通
所
手
当
及
び
寄
宿
手
当
の
月
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。
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３
　
適
用
日
前
に
開
始
し
た
移
転
に
係
る
移
転
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
適
用
日
前
に
お
い
て
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
三
十
条
第
二
項

第
三
号
及
び
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
教
育
訓
練
に
つ
い
て
は
、
第
百
二
十
五
条
第
三
項
第

一
号
イ
（
４
）
及
び
（
５
）
の
規
定
に
よ
る
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
教
育
訓
練
と
み
な
す
。

５
　
適
用
日
前
に
係
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
旧
規
則
第
百
三
十
条
の
有
給
教
育
訓
練
休
暇
奨
励
給
付
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
適
用
日
前
に
係
る
職
業
訓
練
（
職
業
講
習
を
含
む
。
）
に
関
す
る
旧
規
則
第
百
三
十
二
条
の
職
業
訓
練
等
受
講

給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
適
用
日
前
に
係
る
職
業
訓
練
に
関
す
る
旧
規
則
第
百
三
十
四
条
の
職
業
訓
練
派
遣
奨
励
等
給
付
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
五
月
二
八
日
労
働
省
令
第
二
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
九
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
三
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
障
害
に
関
す
る
用
語
の
整
理
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
施
行
の

日
（
昭
和
五
十
七
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
一
月
二
九
日
労
働
省
令
第
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
昭
和
五
十
九
年
一
月
三
十
一
日
に
お
い
て
、
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
六
条
の
規
定
に
該
当

す
る
こ
と
に
よ
り
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
基
本

手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
は
、
同
日
以
後
の
日
に
つ
い
て
な
お
引
き
続
き
同
項
の
規
定
に
よ
る
基
本
手
当
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
二
月
二
六
日
労
働
省
令
第
六
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
定
年
を
六
十
歳
以
上
の
年
齢
に
引
き
上
げ
た
事
業
所
の
事
業
主
に
対
す
る
改
正
前

の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
条
、
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
昭
和
五
十

四
年
労
働
省
令
第
十
六
号
）
附
則
第
二
項
又
は
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
昭

和
五
十
六
年
労
働
省
令
第
四
十
一
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
定
年
延
長
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
昭

和
六
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
五
条
に
規
定
す
る
高
年
齢
者
雇
用
確
保
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
事
業
主
が
、
同
一
の
事
由
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
定
年
延
長
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
に
は
、
当
該
事
由
に
よ
つ
て
は
、
高
年
齢
者
雇
用
確
保
助
成
金
は
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
四
月
五
日
労
働
省
令
第
一
三
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
様
式
第

七
号
の
改
正
規
定
は
、
同
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
適
用
の
日
（
以
下
「
適
用
日
」
と
い
う
。
）
前
の
日
に
係
る
受
講
手
当
の
日
額
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
適
用
日
前
に
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第

八
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
例
受
給
資
格
者
に
対
す
る
常
用
就
職
支
度
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

第
三
条
　
適
用
日
前
に
旧
規
則
第
百
九
条
の
規
定
に
よ
り
通
年
雇
用
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
な
つ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
通
年
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
適
用
日
前
に
旧
規
則
第
百
九
条
の
規
定
に
よ
り
通
年
雇
用
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な

り
、
か
つ
、
適
用
日
以
後
旧
規
則
第
百
九
条
の
規
定
が
な
お
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
当
該
通
年
雇
用

奨
励
金
の
支
給
に
係
る
労
働
者
に
関
し
当
該
規
定
に
よ
り
通
年
雇
用
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
な
る
事
業
主
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
支
給
対
象
事
業
主
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
改
正
後
の
雇
用
保
険
法

施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
九
条
に
規
定
す
る
事
業
主
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
も
の
に
対
し

て
は
、
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
旧
規
則
第
百
九
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
当
該
労
働
者
に
関
し
通
年
雇
用
奨

励
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
旧
支
給
対
象
事
業
主
で
あ
つ
て
、
新
規
則
第
百
九
条
に
規
定
す
る
事
業
主
で
あ
る
も
の
に
関
す
る
同
条
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
ほ
か
、
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算

定
し
た
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
」
と
す
る
。

第
四
条
　
昭
和
六
十
一
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
冬
期
雇
用
安
定
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
な
つ
た
事
業
主
に
対
し
て
は
、
新
規
則
附
則
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
六
月
一
日
以

後
に
お
い
て
も
当
該
冬
期
雇
用
安
定
奨
励
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
　
昭
和
六
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
冬
期
職
業
講
習
助
成
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
な
つ
た
事
業
主
若
し
く
は
事
業
主
の
団
体
又
は
労
働
者
に
対
し
て
は
、
新
規
則
附
則
第
十
七
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
四
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
冬
期
職
業
講
習
助
成
給
付
金
を
支
給
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
　
昭
和
五
十
八
年
八
月
一
日
に
お
い
て
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
規
則
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用

保
険
被
保
険
者
証
は
、
新
規
則
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
と
み
な
す
。

２
　
新
規
則
第
七
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
、
新
規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
の
公
共
職
業
訓
練

等
受
講
届
及
び
公
共
職
業
訓
練
等
通
所
届
、
新
規
則
第
二
十
二
条
第
一
項
の
失
業
認
定
申
告
書
、
新
規
則
第
二
十

七
条
の
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
証
明
書
並
び
に
新
規
則
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す

る
新
規
則
第
二
十
二
条
第
一
項
の
特
例
受
給
資
格
者
失
業
認
定
申
告
書
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
規
則
の
相
当
様

式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
六
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
二
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ニ
に
規
定
す
る
事
業
主
が
こ
の
省
令
の

施
行
の
日
前
に
行
つ
た
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
休
業
、
教
育
訓
練
又
は
出
向
に
係
る
同
項
の
雇
用
調
整
助
成
金

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
お
け
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ヌ
又
は

ル
に
掲
げ
る
者
の
雇
入
れ
に
係
る
同
項
の
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
四
月
一
一
日
労
働
省
令
第
一
〇
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
昭
和
五
十
九
年
三
月
以
前
の
月
分
に
係
る
通
所
手
当
の
月
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
七
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
一
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
に
お
い
て
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
、
旧
規
則
第

十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
、
旧
規
則
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
受
給
資
格
者
証

及
び
旧
規
則
第
三
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
受
給
期
間
延
長
通
知
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
後
の
雇
用
保
険
法

施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険

者
離
職
票
、
新
規
則
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
、
新
規
則
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
及
び
新
規
則
第
三
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
受
給
期
間
延
長
通
知
書
と
み

な
す
。

２
　
新
規
則
第
七
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
証
明
書
、
新
規
則
第
七
条
第
二
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
（
改
正
後
の
様
式
第
六
号
（
２
）
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
新
規
則
第
三
十
一
条
第
一
項
の
受
給
期
間
延
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長
申
請
書
並
び
に
新
規
則
第
四
十
九
条
の
受
給
資
格
者
氏
名
変
更
届
及
び
受
給
資
格
者
住
所
変
更
届
は
、
当
分
の

間
、
な
お
旧
規
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
使
用
し
て
い
る
旧
規
則
第
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
日
雇
労
働
被
保
険
者

手
帳
は
、
当
分
の
間
、
必
要
な
改
定
を
し
た
上
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
一
二
月
五
日
労
働
省
令
第
二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
三
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
四
月
六
日
労
働
省
令
第
一
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
昭
和
六
十
年
三
月
以
前
の
月
分
に
係
る
通
所
手
当
及
び
寄
宿
手
当
の
月
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

３
　
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
以
後
に
係
る
職

業
訓
練
に
関
し
て
適
用
し
、
同
日
前
に
係
る
職
業
訓
練
に
関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
八
月
二
〇
日
労
働
省
令
第
二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
九
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
二
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
一
月
二
七
日
労
働
省
令
第
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
三
月
三
日
労
働
省
令
第
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
六
十
一
年
二
月
二
十
五
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
適
用
の
日
前
に
お
い
て
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一

項
第
一
号
ハ
に
該
当
し
た
事
業
主
で
あ
つ
て
、
当
該
事
業
主
に
係
る
同
項
第
二
号
イ
（
１
）
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
の
実
施

期
間
が
こ
の
省
令
の
適
用
の
日
以
後
に
お
い
て
終
了
す
る
も
の
に
係
る
同
条
の
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
当
該
実
施
期
間
の
終
了
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
四
月
五
日
労
働
省
令
第
一
八
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
昭
和
六
十
一
年
三
月
以
前
の
月
分
に
係
る
通
所
手
当
の
月
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
七
条
の
規
定
に
該
当
す
る
事
業
主

の
う
ち
、
最
初
に
当
該
再
雇
用
特
別
措
置
に
基
づ
き
女
子
を
再
雇
用
し
た
日
（
以
下
単
に
「
再
雇
用
し
た
日
」
と

い
う
。
）
が
こ
の
省
令
の
適
用
の
日
（
以
下
「
適
用
日
」
と
い
う
。
）
前
で
あ
つ
て
、
再
雇
用
し
た
日
か
ら
起
算
し

て
三
年
を
経
過
す
る
日
が
適
用
日
以
後
の
日
で
あ
る
も
の
に
対
す
る
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
「
最
初

に
当
該
再
雇
用
特
別
措
置
に
基
づ
き
女
子
を
再
雇
用
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
の
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
雇
用

保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
昭
和
六
十
一
年
労
働
省
令
第
十
八
号
）
の
適
用
の
日
か
ら
最
初
に

当
該
再
雇
用
特
別
措
置
に
基
づ
き
女
子
を
再
雇
用
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
」
と

す
る
。

３
　
新
規
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
適
用
日
以
後
に
係
る
職
業
訓
練
か
ら
適
用
し
、
適
用

日
前
に
係
る
職
業
訓
練
に
関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
昭
和
六
十
四
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
冬
期
雇
用
安
定
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

な
つ
た
事
業
主
に
対
し
て
は
、
新
規
則
附
則
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
六
月
一
日
以
後
に

お
い
て
も
当
該
冬
期
雇
用
安
定
奨
励
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
昭
和
六
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
冬
期
職
業
講
習
助
成
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
な
つ
た
事
業
主
若
し
く
は
事
業
主
の
団
体
又
は
労
働
者
に
対
し
て
は
、
新
規
則
附
則
第
十
七
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
四
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
冬
期
職
業
講
習
助
成
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
四
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
二
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
六
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
九
月
二
〇
日
労
働
省
令
第
三
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
高
年
齢
者
多
数
雇
用
報
奨
金
の
支
給
に
係
る
初
年
度
の
特
例
）

第
三
条
　
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
六
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
高
年
齢
者
多
数
雇
用
報
奨
金
の
支
給
に
係
る
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
条
中
「
毎
年
、
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
六
十
一
年
十
月
か
ら
同
年
十
二
月
ま
で
」
と
、

「
そ
の
数
が
六
十
を
下
回
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
六
十
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
数
が
十
五
を
下
回
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
十
五
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
一
〇
月
一
八
日
労
働
省
令
第
三
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
十
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
条
の
三
第
二
項
第
三
号
の
規
定
は
、
同
条
第
一
項
第
二
号
ハ
に
規
定

す
る
出
向
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
す
る
日
が
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い

う
。
）
以
後
で
あ
る
出
向
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
同
号
ハ
に
規
定
す

る
出
向
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
出
向
に
係
る
同
条
第
二
項
第

三
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
二
年
間
。
」
と
あ
る
の
は
「
二
年
間
と
し
、
当
該
出
向
を
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
か
ら
昭
和
六
十
一
年
十
月
十
九
日
ま
で
の
期
間
を
除
く
。
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
一
一
月
二
六
日
労
働
省
令
第
三
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
一
二
月
五
日
労
働
省
令
第
三
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
三
月
二
七
日
労
働
省
令
第
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
三
月
二
七
日
労
働
省
令
第
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
施
行
日
前
に
お
け
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百

二
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ニ
に
掲
げ
る
者
の
雇
入
れ
に
係
る
同
項
の
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
十
条
に
規
定
す
る
新
設
又
は
増
設
に
着
手
し
た
事
業
主
で
あ
つ
て
、
昭
和
六
十
二
年

六
月
三
十
日
以
前
の
日
に
当
該
新
設
又
は
増
設
に
係
る
事
業
を
行
う
こ
と
と
な
つ
た
も
の
に
対
す
る
当
該
新
設
又

は
増
設
に
係
る
同
条
の
地
域
改
善
対
策
対
象
地
域
雇
用
促
進
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第
一
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
規
則
」
と
い

う
。
）
第
三
十
四
条
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
同
条
第
一
号
ロ
に
該
当
す
る
者
で
あ
つ
て
、
雇
用
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保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
個
別
延
長
給
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
が
当
該
個
別
延
長
給
付
を
受
け
終
わ
る
ま
で
の
間
、
な
お
そ
の
効
力
を
有

す
る
。

２
　
旧
規
則
第
百
二
条
の
三
、
第
百
二
条
の
五
及
び
第
百
七
条
の
規
定
（
特
定
不
況
地
域
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

は
、
旧
特
定
不
況
地
域
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
三
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
旧
特
定
不
況
地
域
に
つ
い
て
昭
和
六
十
三
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
な
お
そ
の
効
力
を
有

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
旧
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百

二
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
第
二
号
イ
（
５
）
中
「
十
二
分
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
十

五
分
の
一
」
と
、
「
十
五
分
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
二
十
分
の
一
」
と
、
同
号
ハ
（
２
）
中
「
設
置
後
三
箇
月
を

経
過
し
て
い
る
事
業
所
に
限
る
。
以
下
」
と
あ
る
の
は
「
以
下
」
と
、
「
六
箇
月
」
と
あ
る
の
は
「
三
箇
月
」
と
、

同
条
第
八
項
中
「
六
箇
月
」
と
あ
る
の
は
「
三
箇
月
」
と
す
る
。

４
　
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
旧
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
該
当
す
る
事
業
主
が
、
同
号
イ
に
規
定

す
る
休
業
を
昭
和
六
十
一
年
十
月
二
十
日
か
ら
昭
和
六
十
三
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
行
つ
た
場
合
に
お
け
る

同
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
休
業
」
と
あ
る
の
は
「
休
業
（
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
助
成
対
象
休
業
」
と
い
う
。
）
」
と
、
「
二
分
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
三
分
の
二
」
と
、
「
三
分
の
二
）
の

額
」
と
あ
る
の
は
「
四
分
の
三
）
の
額
（
助
成
対
象
休
業
に
昭
和
六
十
一
年
十
月
二
十
日
か
ら
昭
和
六
十
三
年
六

月
三
十
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
休
業
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
増
額
対
象
休
業
」
と
い
う
。
）
及
び
そ
れ
以

外
の
休
業
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
増
額
対
象
休
業
に
係
る
対
象
被
保
険
者
に
支
払
つ
た
手
当
の
額
の
三
分
の
二

（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
分
の
三
）
の
額
に
増
額
対
象
休
業
以
外
の
助
成
対
象
休
業
に
係
る
対
象
被

保
険
者
に
支
払
つ
た
手
当
の
額
の
二
分
の
一
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
分
の
二
）
の
額
を
加
え
た

額
）
」
と
す
る
。

５
　
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
旧
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
ロ
に
該
当
す
る
事
業
主
が
、
同
号
ロ
に
規
定

す
る
教
育
訓
練
を
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
六
十
三
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
行
つ
た
場
合
に
お
け

る
同
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
前
号
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
雇
用
開
発
等
促
進

法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
労
働
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
附
則
第
三
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す

る
前
号
」
と
、
「
「
手
当
の
額
」
」
と
あ
る
の
は
「
「
助
成
対
象
休
業
」
と
あ
る
の
は
「
助
成
対
象
教
育
訓
練
」
と
、

「
手
当
の
額
」
」
と
、
「
「
当
該
手
当
」
」
と
あ
る
の
は
「
「
昭
和
六
十
一
年
十
月
二
十
日
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
六
十

二
年
四
月
一
日
」
と
、
「
増
額
対
象
休
業
」
と
あ
る
の
は
「
増
額
対
象
教
育
訓
練
」
と
、
「
当
該
手
当
」
」
と
す
る
。

６
　
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
六
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
の
い
ず
れ
か
の
日
が
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
旧
規
則
第
百
二
条
の
三
第
二
項
第
三
号
の
支
給
対
象
期
間
に
属
す
る
場
合
に
お
け
る
同
号
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
「
お
け
る
通
常
賃
金
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
お
け
る
通
常
賃
金
の
額
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「
通
常
賃
金
額
」
と
い
う
。
）
」
と
、
「
当
該
通
常
賃
金
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
通
常
賃
金
額
」
と
、
「
二
分
の
一
」

と
あ
る
の
は
「
三
分
の
二
」
と
、
「
三
分
の
二
）
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
四
分
の
三
）
の
額
（
支
給
対
象
期
間
に

昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
六
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
の
日
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
増
額

対
象
期
間
」
と
い
う
。
）
以
外
の
日
を
含
む
場
合
は
、
増
額
対
象
期
間
内
の
支
給
対
象
期
間
に
お
け
る
賃
金
に
つ

い
て
同
号
ハ
の
契
約
に
基
づ
い
て
負
担
し
た
額
（
そ
の
額
が
通
常
賃
金
額
に
百
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
に
増
額
対

象
期
間
内
の
支
給
対
象
期
間
の
日
数
を
三
百
六
十
五
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
超
え
る
と
き
は
、
通

常
賃
金
額
に
百
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
に
増
額
対
象
期
間
内
の
支
給
対
象
期
間
の
日
数
を
三
百
六
十
五
で
除
し
て

得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
）
の
三
分
の
二
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
分
の
三
）
の
額
に
増
額
対
象
期

間
以
外
の
支
給
対
象
期
間
に
お
け
る
賃
金
に
つ
い
て
同
号
ハ
の
契
約
に
基
づ
い
て
負
担
し
た
額
（
そ
の
額
が
通
常

賃
金
に
百
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
に
増
額
対
象
期
間
以
外
の
支
給
対
象
期
間
の
日
数
を
三
百
六
十
五
で
除
し
て
得

た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
超
え
る
と
き
は
、
通
常
賃
金
額
に
百
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
に
増
額
対
象
期
間
以
外
の

支
給
対
象
期
間
の
日
数
を
三
百
六
十
五
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
）
の
二
分
の
一
（
中
小
企
業
事
業
主

に
あ
つ
て
は
、
三
分
の
二
）
の
額
を
加
え
た
額
）
」
と
す
る
。

７
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
の
属
す
る
判
定
基
礎
期
間
（
第
二
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
三

第
一
項
第
二
号
イ
（
５
）
に
規
定
す
る
判
定
基
礎
期
間
を
い
う
。
）
内
に
行
わ
れ
た
休
業
又
は
教
育
訓
練
の
う
ち

施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
休
業
又
は
教
育
訓
練
は
施
行
日
以
後
に
行
わ
れ
た
休
業
又
は
教
育
訓
練
と
み
な
し
て
、
同

条
を
適
用
す
る
。

一
　
施
行
日
の
前
日
に
地
域
雇
用
開
発
等
促
進
法
附
則
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
定
不
況
業
種
・
特
定

不
況
地
域
関
係
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
特
定
不
況

地
域
事
業
主
に
該
当
し
て
い
た
事
業
主
で
旧
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ト
に
該
当
し
て
い
た
も
の
の

う
ち
、
施
行
日
に
新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ト
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
も
の

二
　
施
行
日
の
前
日
に
旧
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ヘ
に
該
当
し
て
い
た
事
業
主
で
あ
つ
て
、
施
行
日

に
新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ト
又
は
チ
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
も
の

８
　
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
す
る
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
休
業
若
し
く
は
教
育
訓
練
（
前

項
の
規
定
に
よ
り
施
行
日
以
後
に
行
わ
れ
た
休
業
又
は
教
育
訓
練
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
又
は
出
向
（
旧

規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
ハ
に
該
当
す
る
出
向
を
い
う
。
）
に
係
る
同
条
の
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９
　
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
旧
規
則
第
百
二
条
の
五
第
一
項
第
一
号
の
雇
入
れ
の
日
が
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日

か
ら
昭
和
六
十
三
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
の
い
ず
れ
か
の
日
で
あ
る
者
に
係
る
同
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
項
中
「
四
分
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
二
分
の
一
」
と
、
「
三
分
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
三
分
の
二
」

と
す
る
。

10
　
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
旧
規
則
第
百
二
条
の
五
第
一
項
第
一
号
の
雇
入
れ
の
日
が
昭
和
六
十
二
年
七
月
一
日

か
ら
昭
和
六
十
三
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
の
い
ず
れ
か
の
日
で
あ
る
者
に
係
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
号
中
「
四
十
五
歳
」
と
あ
る
の
は
、
「
三
十
五
歳
」
と
す
る
。

11
　
施
行
日
前
の
旧
規
則
第
百
二
条
の
五
第
一
項
第
一
号
カ
又
は
ヨ
に
規
定
す
る
者
の
雇
入
れ
に
係
る
同
項
の
特
定

求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

12
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
七
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
新
設
又
は
増
設
に
着
手
し
た
事
業
主
で

あ
つ
て
、
昭
和
六
十
二
年
六
月
三
十
日
以
前
の
日
に
当
該
新
設
又
は
増
設
に
係
る
事
業
を
行
う
こ
と
と
な
つ
た
も

の
に
対
す
る
当
該
新
設
又
は
増
設
に
係
る
同
条
の
地
域
雇
用
促
進
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

13
　
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
旧
規
則
第
百
七
条
又
は
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
地
域
雇
用
促
進
給
付

金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
主
が
、
同
一
の
事
由
に
よ
り
、
新
規
則
第
百
七
条
の
地
域
雇
用
開
発
助

成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
当
該
支
給
事
由
に
よ
つ
て
は
、
当
該
地
域
雇
用
促
進
給
付
金

は
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第
一
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条

の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
に
係
る
同
項
の
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
の
旧
規
則
第
百
二
条
の
三
の
二
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
雇
入
れ
に
係
る
同
項
の
雇
用
調
整
助

成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
の
旧
規
則
第
百
二
条
の
五
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
雇
入
れ
に
係
る
同
項
の
特
定
求
職
者
雇
用
開

発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
五
月
二
一
日
労
働
省
令
第
一
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）

第
百
五
条
の
三
第
一
号
、
第
百
十
七
条
第
二
号
及
び
附
則
第
十
六
条
の
三
第
三
項
の
規
定
は
、
昭
和
六
十
二
年
四

月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
五
条
の
三

の
高
年
齢
者
短
時
間
雇
用
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
新
規
則
第
百
十
七
条
の
規
定
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
同
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
再
雇
用
の
申

出
を
行
つ
た
女
子
に
係
る
女
子
再
雇
用
促
進
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
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省
令
の
施
行
の
日
前
に
退
職
し
、
雇
用
保
険
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
共
職
業
安
定
所
長
に
引
き
続

き
三
十
日
以
上
職
業
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
い
旨
の
申
出
を
行
わ
な
か
つ
た
女
子
で
あ
つ
て
、
当
該
退
職
に
つ
い

て
同
法
に
規
定
す
る
失
業
給
付
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
も
の
に
対
す
る
新
規
則
第
百
十
七
条
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
条
第
二
号
中
「
当
該
退
職
に
係
る
基
本
手
当
の
受
給
に
つ
い
て
法
第
二
十
条
第
一
項
に
よ
り
公
共

職
業
安
定
所
長
に
引
き
続
き
三
十
日
以
上
職
業
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
い
旨
の
申
出
を
行
い
、
か
つ
、
そ
の
就
業

が
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
就
業
が
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
六
月
一
二
日
労
働
省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
六
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
七
月
一
日
労
働
省
令
第
二
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
七
月
二
八
日
労
働
省
令
第
二
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
四
月
八
日
労
働
省
令
第
一
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
昭
和
六
十
三
年
三
月
以
前
の
月
分
に
係
る
通
所
手
当
及
び
寄
宿
手
当
の
月
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

２
　
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
（
５
）

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
判
定
基
礎
期

間
（
新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
（
５
）
に
規
定
す
る
判
定
基
礎
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る
休
業
、
教
育
訓
練
又
は
職
業
訓
練
の
う
ち
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
休
業
、
教
育
訓
練
又

は
職
業
訓
練
は
、
施
行
日
後
に
行
わ
れ
た
休
業
、
教
育
訓
練
又
は
職
業
訓
練
と
み
な
す
。

３
　
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規

則
」
と
い
う
。
）
第
百
五
条
の
三
の
高
年
齢
者
短
時
間
雇
用
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

４
　
新
規
則
附
則
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
の
属
す
る
判
定
基
礎
期
間
以
前

の
判
定
基
礎
期
間
に
旧
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
該
当
す
る
事
業
主
が
行
つ
た
休
業

又
は
教
育
訓
練
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
新
規
則
附
則
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
の
属
す
る
支
給
対
象
期
間
（
新
規
則
第
百
二

条
の
三
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
支
給
対
象
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
前
の
支
給
対

象
期
間
に
旧
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
該
当
す
る
事
業
主
が
同
項
第
二
号
ハ
の
出
向

対
象
被
保
険
者
に
さ
せ
た
出
向
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
六
月
二
九
日
労
働
省
令
第
二
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
施
行
日
前
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
規

則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ニ
の
規
定
に
基
づ
い
て
事
業
活
動
の
縮
小
に
係
る
公
共
職
業
安

定
所
長
の
認
定
を
受
け
、
又
は
当
該
認
定
に
係
る
申
請
を
行
つ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
の
雇
用
調
整
助
成
金
の

支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
旧
規
則
第
百
二
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
職
業
訓
練
に
係
る
同
項

の
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
の
旧
規
則
第
百
二
条
の
三
の
二
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
雇
入
れ
に
係
る
同
項
の
雇
用
調
整
助

成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
七
月
二
六
日
労
働
省
令
第
二
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
一
二
月
二
三
日
労
働
省
令
第
三
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
三
月
二
二
日
労
働
省
令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
元
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
五
月
二
九
日
労
働
省
令
第
二
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
十
七
条
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
二
条
第

四
項
の
規
定
は
、
平
成
元
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
開
始
さ
れ
た
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行

規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
出
向
に
係
る
同
条
の
雇
用

調
整
助
成
金
及
び
施
行
日
前
の
同
令
第
百
二
条
の
三
の
二
第
二
項
第
一
号
ハ
（
１
）
に
規
定
す
る
雇
入
れ
に
係
る

同
項
の
産
業
雇
用
安
定
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
七
条
第
二
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
同
号
ロ
に
規
定
す
る
計
画
を
同
号
ロ
に
規

定
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
の
地
域
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
九
条
の
規
定
に
よ
り
通
年
雇
用
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な

っ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
通
年
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
平
成
四
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
冬
期
雇
用
安
定
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ

た
事
業
主
に
対
し
て
は
、
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同

年
六
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
冬
期
雇
用
安
定
奨
励
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
平
成
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
冬
期
技
能
講
習
助
成
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

な
っ
た
事
業
主
若
し
く
は
事
業
主
の
団
体
又
は
労
働
者
に
対
し
て
は
、
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第

十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
四
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
冬
期
技
能
講
習
助
成
給
付

金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
六
月
二
八
日
労
働
省
令
第
二
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
条
の
四
の

特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
七
月
一
二
日
労
働
省
令
第
二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
八
月
二
五
日
労
働
省
令
第
三
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
九
月
八
日
労
働
省
令
第
三
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
元
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
の
労
働
省
令
で
定
め
る
日
）

第
二
条
　
雇
用
保
険
法
及
び
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
次
条
第
一

項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
三
項
の
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
平
成
四

年
三
月
三
十
一
日
（
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
離
職
し
た
こ
と
に
よ
り
雇

用
保
険
法
第
十
四
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
受
給
資
格
、
同
法
第
三
十
七
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
高
年
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齢
受
給
資
格
又
は
同
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
受
給
資
格
を
取
得
し
、
か
つ
、
平
成
四
年
三
月
三

十
一
日
前
に
当
該
受
給
資
格
、
高
年
齢
受
給
資
格
又
は
特
例
受
給
資
格
に
基
づ
い
て
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行

規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
第
二
項
の
受
給
資
格
者
証
、
新
規
則
第
六
十
五
条
の
四
の
高
年

齢
受
給
資
格
者
証
又
は
新
規
則
第
六
十
八
条
の
特
例
受
給
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
交
付
を
受

け
た
日
）
と
す
る
。

（
経
過
措
置
適
用
の
申
出
）

第
三
条
　
改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
の
申
出
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
新
規
則
第
十

条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
を
添
え
て
、
当
該
申
出
に
係
る
者
が
施
行
日
に
お
い
て
雇
用
さ
れ
て
い
た
雇

用
保
険
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
適
用
事
業
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
（
第
三
項

に
お
い
て
「
申
出
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
」
と
い
う
。
）
の
長
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
出
に
係
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所

二
　
事
業
主
の
氏
名
並
び
に
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
申
出
に
係
る
者
及
び
当
該
適
用
事
業
に
雇
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
の
施
行
日
の
前
日
に
お
け
る
一
週
間
の

所
定
労
働
時
間
及
び
施
行
日
に
お
け
る
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間

四
　
改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
希
望
す
る
日

２
　
前
項
の
申
出
は
、
当
該
申
出
に
係
る
者
が
施
行
日
に
お
い
て
雇
用
さ
れ
て
い
た
事
業
主
を
通
じ
て
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

３
　
申
出
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
第
一
項
の
申
出
に
係
る
者
が
改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る

継
続
短
時
間
労
働
被
保
険
者
に
該
当
す
る
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
申
出
に
係
る
者
に
通
知
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
通
知
は
、
当
該
申
出
に
係
る
者
が
施
行
日
に
お
い
て
雇
用
さ
れ
て
い

た
事
業
主
を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条
　
施
行
日
前
に
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
五
条
に
規
定
す
る

雇
用
延
長
制
度
（
同
条
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
労
働
者
を
対
象
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
実
施
し
た
事
業
主

に
対
す
る
同
条
の
高
年
齢
者
雇
用
確
保
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
平
成
五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
お
け
る
旧
規
則
第
百
六
条
に
規
定
す
る
者
の
雇
入
れ
に
係
る
同
条
の
定
年
退
職
者
等
雇
用
促
進
助

成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
七
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
規
定
又
は
同
項
第
二
号
イ
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
項
第
一

号
イ
に
規
定
す
る
高
年
齢
者
職
場
改
善
計
画
又
は
同
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
高
年
齢
者
事
業
所
設
置
計
画
を
、

同
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
中
央
高
年
齢
者
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の

高
年
齢
者
雇
用
特
別
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
の
旧
規
則
第
百
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
号
に
規
定
す
る
再
就
職
援
助
の
促
進
に

関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
公
共
職
業
安
定
所
長
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の
定
年
退
職
予
定
者
等

再
就
職
援
助
促
進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
の
旧
規
則
第
百
十
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
雇
入
れ
に
係
る
同
項
の
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助

成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
十
二
条
第
二
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
同
号
ロ
に
規
定
す
る
計
画
を
同
号
ロ
に

規
定
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
の
地
域
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
十
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
同
号
に
規
定
す
る
雇
用
機
会
増
大
計
画
を

作
成
し
、
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の
大
規
模
雇
用
開
発
促
進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
十
八
条
に
規
定
す
る
再
雇
用
に
係
る
同
条
の
女
子
再
雇
用
促
進
給
付
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９
　
施
行
日
に
お
い
て
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
規
則
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

及
び
旧
規
則
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
規
則
第
七
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
及
び
新
規
則
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
と
み

な
す
。

10
　
新
規
則
第
七
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
証
明
書
及
び
新
規
則
第
七
条
第
二
項
の
雇
用
保
険
被
保
険

者
離
職
票
（
新
規
則
様
式
第
六
号
（
２
）
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
規
則
の
相
当
様
式

に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
一
二
月
二
八
日
労
働
省
令
第
三
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
様
式
第
二
十
七

号
（
表
紙
）
の
改
正
規
定
は
、
同
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
平
成
二
年
三
月
以
前
の
月
分
に
係
る
通
所
手
当
の
月
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
行
わ
れ
た
出
向
（
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行

規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
出
向
を
い
う
。
）
に
係
る
旧

規
則
第
百
二
条
の
二
の
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
旧
規
則
第
百
九
条
の
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
及
び
旧
規
則
第

百
十
二
条
第
一
項
の
地
域
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
旧
規
則
第
百
十
二
条
第
二
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
操
業
開
始
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
事
業
主
に
関
す
る
改
正

後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
二
条
第
二
項
第
一
号
ハ
（
２
）
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
ハ
（
２
）
中
「
六
箇
月
」
と
あ
る
の
は
「
一
年
」
と
す
る
。

５
　
旧
規
則
第
百
十
二
条
第
二
項
第
一
号
ハ
（
２
）
に
規
定
す
る
完
了
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
事
業
主
に
対
す
る
同

条
第
一
項
の
地
域
雇
用
特
別
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
以
後
旧
規
則
第
百
十
二
条
第
二
項
の
規
定
が
な
お
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
当
該
規
定
に
よ

り
地
域
雇
用
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
事
業
主
で
あ
っ
て
新
規
則
第
百
十
二
条
第
二

項
第
一
号
に
規
定
す
る
事
業
主
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
も
の
（
以
下
「
旧
資
格
対
象
事
業
主
」
と
い
う
。
）
が
、

同
号
ロ
に
規
定
す
る
対
象
事
業
所
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
対
象
事
業
所
」
と
い
う
。
）
の
設
置
又

は
整
備
に
伴
い
、
施
行
日
か
ら
平
成
二
年
六
月
三
十
日
（
特
に
雇
用
の
増
大
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
に

あ
っ
て
は
、
平
成
二
年
九
月
三
十
日
）
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
対
象
事
業
所
の
所
在
す
る
地
域
雇
用
開
発
等
促
進

法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
雇
用
開
発
促
進
地
域
又
は
当
該
雇

用
開
発
促
進
地
域
に
隣
接
す
る
同
号
に
規
定
す
る
雇
用
開
発
促
進
地
域
に
係
る
同
項
第
八
号
に
規
定
す
る
雇
用
開

発
促
進
地
域
求
職
者
（
六
十
五
歳
以
上
の
求
職
者
、
新
規
則
第
百
十
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
職
場
適
応
訓

練
受
講
求
職
者
及
び
就
職
が
容
易
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
除
く
。
）
を
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
に
よ
り
、

継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者
（
新
規
則
第
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
労
働
者
を
除
く
。
）
と
し
て

雇
い
入
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
旧
資
格
対
象
事
業
主
に
対
し
て
は
、
新
規
則
第
百
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
当
該
雇
入
れ
に
係
る
同
条
第
一
項
の
地
域
雇
用
奨
励
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
当
該
地
域
雇
用
奨
励
金
の
額
は
、
当
該
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
し
て
対
象
事
業
所
の
設
置
又
は
整
備
に
係
る

事
業
の
操
業
を
開
始
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
の
期
間
に
つ
い
て
支
払
っ
た
賃
金
の
額
の
八
分
の
一
（
新
規
則

第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
（
５
）
に
規
定
す
る
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
っ
て
は
、
六
分
の
一
）
の
額
（
そ

の
額
が
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
本
手
当
日
額
の
最
高
額
に
三
百
を
乗
じ
て
得
た
額
を
超
え
る
と
き

は
、
当
該
基
本
手
当
日
額
の
最
高
額
に
三
百
を
乗
じ
て
得
た
額
）
と
す
る
。

７
　
新
規
則
第
百
十
二
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
３
）
に
該
当
す
る
事
業
主
又
は
旧
資
格
対
象
事
業
主
で
あ
っ
て
同
条

第
一
項
の
地
域
雇
用
奨
励
金
の
支
給
の
対
象
と
な
る
も
の
の
う
ち
、
対
象
事
業
所
の
設
置
又
は
整
備
が
完
了
し
た

旨
の
届
を
当
該
対
象
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
す
る
日
（
当
該
届
を
平
成
二

年
六
月
三
十
日
（
特
に
雇
用
の
増
大
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
に
あ
っ
て
は
、
平
成
二
年
九
月
三
十
日
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
ま
で
の
間
に
提
出
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
平
成
二
年
六
月
三
十
日
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
完
了
日
」
と
い
う
。
）
が
施
行
日
以
後
で
あ
る
事
業
主
が
、
対
象
事
業
所
の
設
置
又
は
整
備
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に
伴
い
、
完
了
日
ま
で
の
間
に
、
当
該
地
域
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
係
る
労
働
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
支

給
対
象
労
働
者
」
と
い
う
。
）
を
五
人
（
新
規
則
第
百
二
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
小
規
模
企
業
事
業
主
に
あ

っ
て
は
、
三
人
）
以
上
雇
い
入
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
事
業
主
に
対
し
て
は
、
新
規
則
第
百
十
二
条
第
三
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
雇
い
入
れ
た
支
給
対
象
労
働
者
の
数
に
応
じ
、
当
該
支
給
対
象
労
働
者
の
雇
入
れ
に
係
る
費

用
の
額
を
限
度
と
し
て
、
同
条
第
一
項
の
地
域
雇
用
特
別
奨
励
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
地

域
雇
用
特
別
奨
励
金
の
支
給
の
対
象
と
な
る
事
業
主
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き

は
、
そ
の
と
き
以
後
、
当
該
地
域
雇
用
特
別
奨
励
金
は
支
給
し
な
い
。

一
　
完
了
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
ご
と
に
区
分
し
た
期
間
の
末
日
に
お
け
る
対
象
事
業
所
の
継
続
し
て
雇

用
す
る
労
働
者
の
数
が
完
了
日
に
お
け
る
対
象
事
業
所
の
継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
未
満
の
数
と
な
っ

た
と
き
。

二
　
完
了
日
後
に
お
い
て
、
対
象
事
業
所
で
支
給
対
象
労
働
者
を
雇
用
し
な
く
な
っ
た
と
き
（
当
該
雇
用
し
な
く

な
っ
た
と
き
以
後
速
や
か
に
、
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
に
よ
り
、
新
た
に
継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者
を
雇

い
入
れ
た
と
き
を
除
く
。
）
。

８
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
規
則
第
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
日
雇
労
働
被
保
険

者
手
帳
は
、
新
規
則
第
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
日
雇
労
働
被
保
険
者
手
帳
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
六
月
八
日
労
働
省
令
第
一
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定

等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
九
条
の
三
の
規
定
及
び
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規

則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
六
条
の
規
定
は
、
平
成
二
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保

険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
五
条
に
規
定
す
る
雇
用
延
長
制
度
を
実
施
し
た
事
業
主
に

対
す
る
旧
規
則
第
百
三
条
の
高
年
齢
者
雇
用
確
保
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
平
成
六
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
お
け
る
旧
規
則
第
百
六
条
に
規
定
す
る
者
の
雇
入
れ
に
係
る
旧
規
則
第
百
三
条
の
定
年
退
職
者
等

雇
用
促
進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
七
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
規
定
又
は
同
項
第
二
号
イ
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
項
第
一

号
イ
に
規
定
す
る
高
年
齢
者
職
場
改
善
計
画
又
は
同
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
高
年
齢
者
事
業
所
設
置
計
画
を
、

同
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
中
央
高
年
齢
者
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
旧
規
則

第
百
三
条
の
高
年
齢
者
雇
用
特
別
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
中
小
企
業
団
体
能
力
開
発
推
進
事
業
助
成
金
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
中
小
企
業
事
業
主
の
団
体
又
は
そ
の
連
合
団
体
に
対
す
る
旧
規
則
第
百
二
十

一
条
第
一
号
の
中
小
企
業
団
体
能
力
開
発
推
進
事
業
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
三
十
九
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
教
育
訓
練
に
つ
い
て
は
、
新

規
則
第
百
三
十
九
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
教
育
訓
練
と
み
な
す
。

６
　
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
旧
規
則
第
百
三
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
に
係
る
旧
規
則
第
百
三
十
八
条

第
三
号
の
高
年
齢
労
働
者
等
受
講
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
新
規
則
第
百
四
十
条
第
十
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
四
十
条
第
十
号
に
規
定

す
る
事
業
主
団
体
又
は
そ
の
連
合
団
体
が
行
っ
た
同
号
に
規
定
す
る
労
働
者
の
募
集
、
雇
入
れ
、
配
置
そ
の
他
の

雇
用
に
関
す
る
事
項
の
管
理
の
改
善
に
つ
い
て
の
助
言
、
指
導
そ
の
他
の
援
助
は
、
施
行
日
以
後
に
新
規
則
第
百

四
十
条
第
十
号
に
規
定
す
る
中
小
企
業
事
業
主
の
団
体
又
は
そ
の
連
合
団
体
が
行
っ
た
同
号
に
規
定
す
る
労
働
者

の
募
集
、
雇
入
れ
、
配
置
そ
の
他
の
雇
用
に
関
す
る
事
項
の
管
理
の
改
善
に
つ
い
て
の
助
言
、
指
導
そ
の
他
の
援

助
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
一
一
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
二
八
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
二
条
第
二
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に

基
づ
き
同
号
ロ
に
規
定
す
る
計
画
を
同
号
ロ
に
規
定
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
た
事
業
主
（
以
下

「
旧
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
平
成
三
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の

日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
同
条
第
一
項
の
地
域
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
旧
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
で
あ
っ
て
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
二
条

第
二
項
第
一
号
ハ
（
２
）
に
規
定
す
る
完
了
日
が
平
成
三
年
三
月
三
十
一
日
以
前
で
あ
る
も
の
に
対
す
る
同
条
第

一
項
の
地
域
雇
用
特
別
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
三
月
二
七
日
労
働
省
令
第
四
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
平
成
三
年
三
月
以
前
の
月
分
に
係
る
寄
宿
手
当
の
月
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
開
始
し
た
移
転
に
係
る
移
転
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
開
始
し
た
広
域
求
職
活
動
に
係
る
広
域
求
職
活
動
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
四
月
一
二
日
労
働
省
令
第
一
三
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
八
条
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」

と
い
う
。
）
以
後
雇
用
さ
れ
た
女
子
に
係
る
女
子
再
雇
用
促
進
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に

再
雇
用
さ
れ
た
女
子
に
係
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
五
条
第

一
号
の
女
子
再
雇
用
促
進
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
中
小
企
業
人
材
育
成
事
業
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
中
小
企
業
事
業
主
の
団
体
又
は
そ
の
連
合
団
体
に
対
す
る
旧
規
則
第
百
二
十
一
条
第
一

号
の
中
小
企
業
人
材
育
成
事
業
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
旧
規
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
二
号
イ
の
対
象
職
業
訓
練
に
係
る
同
条
第
一
項
の

能
力
開
発
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
七
月
三
一
日
労
働
省
令
第
一
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
等
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
地
域
雇
用
開
発
等
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
雇
用
開
発
促
進
地
域
又
は
み
な
し
地
域
（
以
下
「
雇
用
開
発
促
進
地
域
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ

て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
雇
用
開
発
促
進
地
域
等
に
係
る
同
項
に
規
定
す

る
み
な
し
指
定
期
間
（
当
該
期
間
が
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
地
域
雇
用
開
発
等
促
進
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い

う
。
）
第
二
条
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
、
又
は
短
縮
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
延
長
さ
れ
、

又
は
短
縮
さ
れ
た
期
間
。
次
項
に
お
い
て
「
み
な
し
指
定
期
間
」
と
い
う
。
）
の
末
日
ま
で
の
間
、
第
二
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、

適
用
し
な
い
。

一
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と

い
う
。
）
第
百
十
二
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
１
）
に
規
定
す
る
構
造
改
善
促
進
地
域
に
該
当
し
て
い
た
地
域
以

外
の
地
域
で
あ
る
こ
と
。

二
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
旧
規
則
第
百
十
二
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
２
）
に
規
定
す
る
労
働
大
臣
が
指
定
す

る
区
域
に
該
当
し
て
い
た
地
域
以
外
の
地
域
で
あ
る
こ
と
。
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２
　
前
項
第
一
号
に
該
当
す
る
雇
用
開
発
促
進
地
域
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
雇
用
開
発
促
進
地
域
等
に
係
る
み
な
し

指
定
期
間
の
末
日
ま
で
の
間
、
新
規
則
第
百
十
二
条
第
三
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３
　
前
二
項
の
規
定
は
、
新
規
則
第
百
十
二
条
第
二
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
特
定
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
適
用
し

な
い
。

第
三
条
　
地
域
雇
用
開
発
等
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令

（
平
成
三
年
政
令
第
二
百
四
十
二
号
。
以
下
「
整
備
令
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
際
現
に
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の

地
域
雇
用
開
発
等
促
進
法
第
十
七
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百

十
六
号
）
第
二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
個
別
延
長
給
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
整
備
令
附
則
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
み
な
し
指
定
期
間
を
短
縮
し
た
地
域
に
係
る
も
の
（
当

該
地
域
を
当
該
短
縮
後
の
期
間
の
末
日
（
以
下
「
満
了
日
」
と
い
う
。
）
の
翌
日
か
ら
整
備
令
の
施
行
の
日
の
前

日
か
ら
起
算
し
て
九
十
日
を
経
過
し
た
日
（
以
下
「
経
過
日
」
と
い
う
。
）
ま
で
の
間
に
つ
い
て
新
法
第
二
条
第

一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
雇
用
機
会
増
大
促
進
地
域
と
み
な
し
て
新
法
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
お

い
て
、
同
項
第
九
号
に
規
定
す
る
特
定
雇
用
機
会
増
大
促
進
地
域
離
職
者
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
者
に
限
る
。
）

に
つ
い
て
は
、
満
了
日
の
翌
日
か
ら
経
過
日
ま
で
の
間
、
新
法
第
二
条
第
一
項
第
九
号
に
規
定
す
る
特
定
雇
用
機

会
増
大
促
進
地
域
離
職
者
と
み
な
し
て
新
法
第
十
七
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
七
月
三
一
日
労
働
省
令
第
一
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条
第
十
三
号
の
規
定
に
よ
り
中
小
企

業
人
材
確
保
推
進
事
業
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
中
小
企
業
事
業
主
の
団
体
又
は

そ
の
連
合
団
体
に
対
す
る
同
号
の
中
小
企
業
人
材
確
保
推
進
事
業
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
八
月
一
日
労
働
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
九
月
二
六
日
労
働
省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
三
月
二
六
日
労
働
省
令
第
四
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
平
成
四
年
三
月
以
前
の
月
分
に
係
る
通
所
手
当
の
月
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
ま
で
に
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以

下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
育
児
休
業
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
育
児
休
業
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
の
前
日
ま
で
に
旧
規
則
第
百
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
職
種
育
児
休
業
利
用
助
成
給
付
金
の
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
特
定
職
種
育
児
休
業
利
用
助
成
給
付
金
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資

格
取
得
届
、
新
規
則
第
七
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
、
新
規
則
第
十
三
条
第
一
項
の
雇
用
保

険
被
保
険
者
転
出
届
及
び
新
規
則
第
十
四
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
氏
名
変
更
届
は
、
当
分
の
間
、
な
お

旧
規
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
四
月
一
〇
日
労
働
省
令
第
一
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」

と
い
う
。
）
第
百
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
百
三
十
三
条
第
二
項
、
第
百
三
十
九
条
の
四
並
び
に
附
則

第
十
七
条
の
三
の
規
定
は
、
平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
し
、
附
則
第
十
七
条
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
四
項

の
規
定
は
、
平
成
四
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
五
条
第

一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
号
に
規
定
す
る
計
画
を
作
成
し
、
公
共
職
業
安
定
所
長
の
認
定
を
受
け
た
事

業
主
に
対
す
る
旧
規
則
第
百
三
条
の
定
年
退
職
予
定
者
等
再
就
職
援
助
促
進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
平
成
七
年
三
月
十
五
日
ま
で
の
間
に
新
規
則
附
則
第
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
年
雇
用
奨
励
金
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
し
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
月
十
六

日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
通
年
雇
用
奨
励
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
平
成
七
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
規
則
附
則
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
冬
期
雇
用
安
定
奨
励
金

の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
し
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
年
六
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
冬
期
雇
用
安
定
奨
励
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
平
成
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
規
則
附
則
第
十
七
条
の
二
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
冬
期

技
能
講
習
助
成
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
若
し
く
は
事
業
主
の
団
体
又
は

労
働
者
に
対
し
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
四
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
冬
期
技
能

講
習
助
成
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
　
平
成
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
規
則
附
則
第
十
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
中
小
企
業
事

業
主
育
児
休
業
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
し
て
は
、
同
条
第
一
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
四
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
特
定
中
小
企
業
事
業
主
育
児
休
業
奨
励
金
を
支
給

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
四
月
一
〇
日
労
働
省
令
第
一
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
六
月
二
九
日
労
働
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
介
護
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
四
年
七
月
一
日
）
か

ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
六
月
二
九
日
労
働
省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
九
月
一
四
日
労
働
省
令
第
二
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
定
年
に
達
し
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
十

四
条
の
二
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
受
給
資
格
者
に
対
す
る
再
就
職
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
一
〇
月
二
一
日
労
働
省
令
第
三
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
看
護
婦
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
四
年
十
一
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
二
月
一
二
日
労
働
省
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
五
条
　
施
行
日
前
に
係
る
職
業
訓
練
に
関
す
る
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第

五
十
八
条
の
特
定
職
種
受
講
手
当
、
同
令
第
百
二
条
の
四
の
産
業
雇
用
安
定
助
成
金
、
同
令
第
百
五
条
の
継
続
雇

用
移
行
準
備
奨
励
金
、
同
令
第
百
二
十
五
条
の
生
涯
能
力
開
発
給
付
金
及
び
同
令
第
百
二
十
五
条
の
二
の
中
小
企

業
事
業
転
換
等
能
力
開
発
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
五
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第
一
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
二
条
第
四
項
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施

行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
行
わ
れ
た
事
業
所
の
設
置
又
は
整
備
に
係
る
地
域
雇
用
移
転
給
付
金
の
支
給
に
つ
い

て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
事
業
所
の
設
置
若
し
く
は
整
備
又
は
工
場
の
移
転
に
係
る
地
域
雇
用
移
転
給

付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条
　
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
八
条
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
再
雇
用
特
別
措
置
等
に
基
づ
き

雇
用
さ
れ
た
女
子
に
係
る
女
子
再
雇
用
促
進
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
再
雇
用
特
別
措
置

等
に
基
づ
き
雇
用
さ
れ
た
女
子
に
係
る
女
子
再
雇
用
促
進
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
四
月
七
日
労
働
省
令
第
一
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
五
十
九
条
第
二
項
第
二
号
の
規

定
は
、
平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
平
成
五
年
三
月
以
前
の
月
分
に
係
る
通
所
手
当
の
月
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
六
月
一
一
日
労
働
省
令
第
二
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧

規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
三
十
九
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
教
育
訓
練
に
つ
い
て
は
、
改
正

後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
三
十
九
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
教
育
訓
練
と
み
な
す
。

３
　
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
旧
規
則
第
百
三
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
に
係
る
旧
規
則
第
百
三
十
八
条

第
三
号
の
中
高
年
齢
労
働
者
受
講
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
九
月
一
〇
日
労
働
省
令
第
三
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
一
二
月
二
八
日
労
働
省
令
第
三
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
十
五
条
の
二
の

規
定
は
、
平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
行
わ
れ
た
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
ロ
に

規
定
す
る
教
育
訓
練
に
係
る
同
条
の
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
二
月
九
日
労
働
省
令
第
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
二
条

第
二
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
同
号
ロ
に
規
定
す
る
計
画
を
同
号
ロ
に
規
定
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に

提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
の
地
域
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
旧
規
則
第
百
十
九
条
第
七
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
旧
規
則
第
百
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
雇

用
奨
励
金
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
地
域
雇
用
奨
励
金
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
地
域
雇
用
開
発
等
促
進
法
（
昭

和
六
十
二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
法
人
に
該
当
す
る
事
業
主
（
以
下
「
特
定
事
業

主
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
主
が
、
同
一
の
事
由
に
よ
り
、
改
正
後
の

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
九
条
の
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
、
改
正
後

の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
又
は
炭
鉱
離
職
者
に

係
る
職
業
転
換
給
付
金
の
支
給
基
準
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
六
年
通
商
産
業
省
・
労
働
省
令
第
二
号
）
第
五

条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成

金
」
と
い
う
。
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
令
第
三
十
八
号
）

第
十
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
（
以
下
「
重
度
障
害
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
事
業
主
が
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に

旧
規
則
第
百
十
二
条
第
二
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
同
号
ロ
に
規
定
す
る
計
画
を
同
号
ロ
に
規
定
す
る
公
共

職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
、
か
つ
、
当
該
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
に
係

る
雇
入
れ
の
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
雇
入
日
」
と
い
う
。
）
が
新
規
則
第
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
緊

急
雇
用
対
策
期
間
の
い
ず
れ
か
の
日
で
あ
る
と
き
に
は
、
当
該
支
給
事
由
に
よ
つ
て
は
、
地
域
雇
用
奨
励
金
は
支

給
し
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
事
業
主
が
旧
規
則
第
百
十
二
条
第
二
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
対
象
特

定
雇
用
機
会
増
大
促
進
地
域
事
業
主
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
中
欄
に
掲
げ
る
日
か
ら
起
算
し
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
に
つ
い
て
地
域
雇
用
奨
励
金
を
支
給
す
る
も

の
と
す
る
。

雇
入
日
が
旧
規
則
第
百
十
二
条
第
二
項
第
一
号
ロ

に
規
定
す
る
操
業
開
始
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
操
業
開
始
日
」
と
い
う
。
）
以
前
の
と
き
。

雇
入
日
か
ら
起
算
し
て
一
年

六
箇
月
を
経
過
し
た
日

一
年
六
箇
月
の
期
間

雇
入
日
が
操
業
開
始
日
後
の
と
き
。

雇
入
日
か
ら
起
算
し
て
一
年

六
箇
月
を
経
過
し
た
日

一
年
六
箇
月
の
期
間
か
ら
操
業
開

始
日
か
ら
雇
入
日
ま
で
の
期
間
に

相
当
す
る
期
間
を
減
じ
た
期
間

４
　
新
規
則
第
百
十
九
条
第
八
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
規
則
第
百
九
条
に
規
定
す
る
特
定
求
職
者
雇
用

開
発
助
成
金
又
は
改
正
後
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助

成
金
（
以
下
「
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
重
度
障
害
者
の
雇
入
れ
に
係
る
も
の
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
主
が
、
同
一
の
事
由
に
よ
り
、
新
規
則
第
百
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地

域
雇
用
奨
励
金
（
特
定
事
業
主
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当

該
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
雇
用
奨
励
金
に
係
る
同
条
第
二
項
第
一
号
ハ
（
１
）
に
掲
げ
る
日
が
新
規

則
附
則
第
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
緊
急
雇
用
対
策
期
間
の
い
ず
れ
か
の
日
で
あ
り
、
か
つ
、
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
に
係
る
雇
入
れ
の
日
が
平
成
七
年
四
月
一
日
以
後
で
あ
る
と
き
に

は
、
当
該
支
給
事
由
に
よ
つ
て
は
、
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
は
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当

該
事
業
主
が
新
規
則
第
百
十
二
条
第
二
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
対
象
特
定
雇
用
機
会
増
大
促
進
地
域
事
業
主
で

あ
り
、
か
つ
、
同
号
ロ
（
２
）
に
規
定
す
る
特
定
雇
用
機
会
増
大
促
進
地
域
離
職
者
を
雇
い
入
れ
た
場
合
以
外
の

場
合
に
は
、
同
項
第
一
号
ハ
（
２
）
に
規
定
す
る
完
了
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
六

箇
月
の
期
間
に
つ
い
て
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
平
成
六
年
三
月
以
前
の
月
分
に
係
る
寄
宿
手

当
の
月
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
五
月
二
日
労
働
省
令
第
二
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
条
の
三
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
は
、
当
該
休
業
又
は
教

育
訓
練
が
行
わ
れ
る
日
の
属
す
る
判
定
基
礎
期
間
（
同
条
第
一
項
第
二
号
イ
（
５
）
に
規
定
す
る
判
定
基
礎
期
間

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
初
日
が
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
で
あ
る
休
業
又

は
教
育
訓
練
に
つ
い
て
適
用
し
、
当
該
休
業
又
は
教
育
訓
練
が
行
わ
れ
る
日
の
属
す
る
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が

施
行
日
前
で
あ
る
休
業
又
は
教
育
訓
練
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
六
月
二
四
日
労
働
省
令
第
三
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以

下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
六
条
の
規
定
及
び
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安

定
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
九
条
の
三
の
規
定
は
、
平
成
六
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
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（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保

険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
項
第
二
号
の
運
用
計

画
を
同
号
に
規
定
す
る
公
共
職
業
安
定
所
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
の
継
続
雇
用
移
行
準
備
奨
励
金
の

支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
平
成
六
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
旧
規
則
第
百
六
条
第
二
項
第
一
号
イ
に

規
定
す
る
高
年
齢
者
雇
用
延
数
又
は
同
号
ロ
に
規
定
す
る
短
時
間
労
働
高
年
齢
者
雇
用
延
数
に
係
る
同
項
の
高
年

齢
者
多
数
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
旧
規
則
第
百
六
条
第
二
項
の
高
年
齢
者
多
数
雇
用
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
た
事
業
主
に

対
し
て
は
、
前
項
の
期
間
に
お
け
る
新
規
則
第
百
六
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
高
年
齢
者
雇
用
延
数
又
は
同
号
ロ

に
規
定
す
る
短
時
間
労
働
高
年
齢
者
雇
用
延
数
に
係
る
同
条
の
高
年
齢
者
多
数
雇
用
奨
励
金
は
支
給
し
な
い
も
の

と
す
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
六
条
第
三
項
第
一
号
イ
の
規
定
に
基
づ
き
、
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す

る
法
律
第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
中
央
高
年
齢
者
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
、
旧
規
則
第
百
六
条
第

三
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
高
年
齢
者
職
場
改
善
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の
高
年
齢
者
多
数
雇

用
特
別
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
六
月
二
九
日
労
働
省
令
第
三
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
中
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
様
式
第
十
号
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
は
平
成
六
年
七
月
一
日

か
ら
、
第
一
条
中
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
様
式
第
二
十
七
号
（
表
紙
）
（
甲
）
の
改
正
規
定
、
同
様
式
（
表
紙
）

（
乙
）
の
改
正
規
定
、
同
様
式
（
第
１
頁
（
表
紙
の
裏
）
か
ら
第
２
３
頁
ま
で
の
奇
数
の
頁
）
の
改
正
規
定
、
同

様
式
（
第
２
頁
か
ら
第
２
４
頁
ま
で
の
偶
数
の
頁
）
の
改
正
規
定
、
同
様
式
（
第
２
５
頁
）
の
改
正
規
定
、
同
様

式
（
第
２
６
頁
）
の
改
正
規
定
、
同
様
式
（
裏
面
）
の
改
正
規
定
及
び
第
二
条
の
規
定
（
労
働
保
険
の
保
険
料
の

徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
様
式
第
十
号
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
は
同
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
一
条
第
三
項
第
一
号
に

規
定
す
る
受
給
資
格
者
に
対
す
る
再
就
職
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
平
成
六
年
八
月
一
日
に
お
い
て
現
に
使
用
し
て
い
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
七
十
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
日
雇
労
働
被
保
険
者
手
帳
は
、
当
分
の
間
、
必
要
な
改
定
を
し
た
上
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
九
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
四
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
一
月
二
三
日
労
働
省
令
第
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離

職
票
、
旧
規
則
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
、
旧
規
則
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
旧
規
則
第
三
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
受
給
期
間
延
長
通
知
書
、
旧
規
則
第

六
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
保
険
高
年
齢
受
給
資
格
者
証
、
旧
規
則
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者
証
及
び
旧
規
則
第
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
日
雇
労
働
被
保
険
者
手

帳
は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
、
新
規
則
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
、
新
規
則
第

十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
新
規
則
第
三
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
受

給
期
間
延
長
通
知
書
、
新
規
則
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
保
険
高
年
齢
受
給
資
格
者
証
、
新
規

則
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者
証
及
び
新
規
則
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
日
雇
労
働
被
保
険
者
手
帳
と
み
な
す
。

２
　
新
規
則
第
五
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
適
用
除
外
申
請
書
、
新
規
則
第
七
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格

喪
失
届
、
新
規
則
第
十
条
第
三
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
再
交
付
申
請
書
、
新
規
則
第
十
三
条
第
一
項
の
雇
用

保
険
被
保
険
者
転
出
届
、
新
規
則
第
十
四
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
氏
名
変
更
届
、
新
規
則
第
二
十
二
条

第
一
項
の
失
業
認
定
申
告
書
、
新
規
則
第
二
十
七
条
の
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
証
明
書
、
新
規
則
第
四
十
五
条
第

二
項
の
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定
届
、
新
規
則
第
四
十
五
条
第
三
項
の
払
渡
希
望
金
融
機
関
変
更
届
、
新
規
則
第

六
十
九
条
第
一
項
の
特
例
受
給
資
格
者
失
業
認
定
申
告
書
、
新
規
則
第
七
十
一
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
日
雇
労
働

被
保
険
者
任
意
加
入
申
請
書
、
新
規
則
第
七
十
二
条
第
一
項
の
日
雇
労
働
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
新
規
則
第
七

十
四
条
第
一
項
の
日
雇
労
働
被
保
険
者
資
格
継
続
認
可
申
請
書
、
新
規
則
第
八
十
二
条
の
四
第
一
項
の
再
就
職
手

当
支
給
申
請
書
、
新
規
則
第
九
十
三
条
の
移
転
費
支
給
決
定
書
及
び
新
規
則
第
九
十
四
条
第
二
項
の
移
転
証
明
書

は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
規
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
施
行
日
前
に
六
十
歳
に
達
し
た
被
保
険
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
対
す
る
新
規
則
第
十
四
条
の
二
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
雇
用
す
る
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
施
行
日
前
の
日
か
ら
引
き
続
き
施
行

日
後
の
日
に
お
い
て
雇
用
す
る
六
十
歳
以
上
の
被
保
険
者
」
と
、
「
が
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
当
該
事
実
の

あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
、
」
と
あ
る
の
は
「
に
つ
い
て
、
平
成
七
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

に
当
該
被
保
険
者
に
係
る
施
行
日
前
の
賃
金
を
基
礎
と
し
て
作
成
し
た
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
当
該
被
保
険
者

が
法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
支
給
対
象
月
に
お
い
て
六
十
歳
に
達
し
た
日
に
応
当
す
る
日
（
そ
の
日
に

応
当
す
る
日
が
な
い
月
に
お
い
て
は
、
そ
の
月
の
末
日
）
」
と
あ
る
の
は
「
施
行
日
後
の
日
」
と
、
「
前
項
の
規
定

に
よ
る
」
と
あ
る
の
は
「
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
七
年
労
働
省
令
第
一
号
）
附
則
第
二

条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
前
項
の
規
定
」
と
、
「
当
該
被
保
険
者
が
六
十
歳
に
達
し
た
日
」
と

あ
る
の
は
「
施
行
日
」
と
、
「
六
十
歳
に
達
し
た
日
に
お
い
て
」
と
あ
る
の
は
「
施
行
日
に
お
い
て
」
と
す
る
。

４
　
施
行
日
前
に
法
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業
を
開
始
し
た
被
保
険
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
対

す
る
新
規
則
第
十
四
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
当
該
休
業
を
開
始
し
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
」
と
あ
る
の
は
、
「
平
成
七
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
」
と
す
る
。

５
　
新
規
則
第
百
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
行
わ
れ
た
休
業
、
教
育
訓
練
又
は
出
向
に
係
る
雇

用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
休
業
、
教
育
訓
練
又
は
出
向
に
係
る
雇
用
調

整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
旧
規
則
第
百
二
条
の
四
第
二
項
第
一
号
イ
（
２
）
の
職
業
訓
練
、
施
行
日
前
に
行
わ

れ
た
同
号
ロ
（
２
）
の
事
業
転
換
に
伴
う
配
置
転
換
及
び
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
同
号
ハ
（
１
）
の
出
向
又
は

再
就
職
の
あ
つ
せ
ん
に
よ
る
雇
入
れ
に
係
る
同
項
の
産
業
雇
用
安
定
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

７
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
旧
規
則
第
百
十
条
の
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
施
行
日
前
の
日
に
お
い
て
旧
規
則
第
百
十
二
条
第
二
項
第
一
号
ロ
の
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
係
る
同
項
の

地
域
雇
用
奨
励
金
の
支
給
及
び
施
行
日
前
の
日
に
お
い
て
同
条
第
五
項
第
一
号
ロ
の
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に

係
る
同
項
の
地
域
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９
　
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
旧
規
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
イ
の
対
象
職
業
訓
練
に
係
る
同
項
の
能
力
開

発
給
付
金
及
び
同
条
第
三
項
第
一
号
イ
の
有
給
教
育
訓
練
休
暇
に
係
る
同
項
の
自
己
啓
発
助
成
給
付
金
の
支
給
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10
　
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
旧
規
則
第
百
二
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
の
対
象
職
業
訓
練
及
び
同
項
第
二
号

イ
の
有
給
教
育
訓
練
休
暇
に
係
る
同
項
の
中
小
企
業
事
業
転
換
等
能
力
開
発
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

11
　
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
旧
規
則
第
百
三
十
三
条
第
一
項
の
認
定
訓
練
に
係
る
同
項
の
認
定
訓
練
派
遣
等
給
付

金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

12
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
改
正
前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
六
条
の
二
第
一
項
の
特
定
求
職

者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条
　
新
規
則
第
百
一
条
の
五
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
（
第
百
一
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
か
ら
平
成
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
高
年
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齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
の
提
出
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
支
給
対
象
月
（
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
の
支
給

申
請
に
係
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
の
提
出
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
再
就
職
後
の
支
給
対
象
月
）
の

区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
天
災
そ
の
他
提
出
し
な
か
つ
た

こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
平
成
七
年
四
月
か
ら
同
年
七
月
ま
で
　
同
年
八
月
一
日
か
ら
同
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

二
　
平
成
七
年
八
月
か
ら
同
年
十
月
ま
で
　
同
年
十
一
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

三
　
平
成
七
年
十
一
月
か
ら
平
成
八
年
一
月
ま
で
　
同
年
二
月
一
日
か
ら
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

２
　
第
十
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
け
る
提
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
は
、
育
児
休
業
基
本
給
付
金
の
支
給
手
続
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一

項
中
「
第
百
一
条
の
五
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
（
第
百
一
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
一
条
の
十
三
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
」
と
、
「
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付

支
給
申
請
書
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
」
と
、
「
支
給
対
象
月
（
高
年
齢
再
就
職
給

付
金
の
支
給
申
請
に
係
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
の
提
出
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
再
就
職
後
の
支
給

対
象
月
）
」
と
あ
る
の
は
「
支
給
単
位
期
間
の
初
日
の
属
す
る
月
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４
　
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
雇
用
継
続
給
付
の
支
給
が
決
定
さ
れ
た
被
保
険
者

に
対
す
る
第
百
一
条
の
六
第
一
項
の
規
定
（
第
百
一
条
の
七
第
二
項
及
び
第
百
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
そ
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
七
日

以
内
に
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
被
保
険
者
に
つ
い
て
定
め
た
支
給
期
限
ま
で
に
」
と
す
る
。

（
改
正
法
附
則
第
四
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
四
条
　
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
五
十
七
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）

附
則
第
四
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
受
給
資
格
者
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と

す
る
。

一
　
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
に
お
い
て
五
十
五
歳
以
上
六
十
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

二
　
特
に
職
業
指
導
そ
の
他
再
就
職
の
援
助
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
（
当
該
受
給
資
格
に
係
る

離
職
後
最
初
に
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
の
申
込
み
を
し
た
日
以
後
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
公
共
職
業
安
定

所
の
紹
介
す
る
職
業
に
就
く
こ
と
、
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指
示
し
た
公
共
職
業
訓
練
等
を
受
け
る
こ
と
又
は

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
公
共
職
業
安
定
所
が
行
う
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
職
業

指
導
を
受
け
る
こ
と
を
拒
ん
だ
こ
と
の
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
。

（
改
正
法
附
則
第
四
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
数
）

第
五
条
　
改
正
法
附
則
第
四
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
定
め
る
日
数
と
す
る
。

一
　
改
正
法
附
則
第
四
条
第
二
項
第
二
号
イ
に
該
当
す
る
者
　
三
十
日

二
　
改
正
法
附
則
第
四
条
第
二
項
第
二
号
ロ
に
該
当
す
る
者
　
六
十
日

（
改
正
法
附
則
第
四
条
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
六
条
　
改
正
法
附
則
第
四
条
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定

す
る
所
定
給
付
日
数
に
相
当
す
る
日
数
分
の
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
終
わ
る
日
ま
で
に
職
業
に
就
く
こ
と
が
で

き
る
見
込
み
が
な
い
こ
と
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
一
月
二
三
日
労
働
省
令
第
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
九
条
の
特
定
求
職
者
雇

用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
一
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
二
月
二
四
日
労
働
省
令
第
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
三
月
一
日
労
働
省
令
第
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
三
月
三
日
労
働
省
令
第
一
〇
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
八
条
の
二
の
規
定
は
、
平
成
六
年
度
及
び
平
成
七
年
度
の
予
算
に

係
る
国
の
補
助
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
二
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
改
正

規
定
並
び
に
附
則
第
四
項
の
規
定
は
、
平
成
七
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
年
雇
用

奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
通
年
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
平
成
十
年
三
月
十
五
日
ま
で
の
間
に
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
附
則

第
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
年
雇
用
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業

主
に
対
し
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
月
十
六
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
通
年
雇
用
奨
励
金
を
支
給

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
平
成
十
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
規
則
附
則
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
冬
期
雇
用
安
定
奨
励
金

の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
し
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
年
六
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
冬
期
雇
用
安
定
奨
励
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
規
則
附
則
第
十
七
条
の
二
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
冬
期

技
能
講
習
助
成
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
若
し
く
は
事
業
主
の
団
体
又
は

労
働
者
に
対
し
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
四
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
冬
期
技
能

講
習
助
成
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
二
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
六
月
一
二
日
労
働
省
令
第
二
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
六
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
三
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
条
の
四
第
二
項
第
一
号
イ
（
２
）
の

職
業
訓
練
、
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
同
号
ロ
（
２
）
の
事
業
転
換
に
伴
う
配
置
転
換
等
及
び
施
行
日
前
の
日
に
お

け
る
同
号
ハ
（
１
）
の
出
向
又
は
再
就
職
あ
つ
せ
ん
に
よ
る
雇
入
れ
に
係
る
同
条
の
産
業
雇
用
安
定
助
成
金
の
支

給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
六
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
三
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
九
月
二
九
日
労
働
省
令
第
三
九
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
の
前
に
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
女
子
再
雇
用
促

進
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
女
子
再
雇
用
促
進
給
付
金
の

支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
の
前
に
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
特
定
中

小
企
業
事
業
主
育
児
休
業
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
特
定

中
小
企
業
事
業
主
育
児
休
業
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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４
　
平
成
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
七
条
の
三
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
介
護
休
業
制
度
導
入
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
し
て
は
、

同
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
四
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
介
護
休
業
制
度
導
入
奨
励
金
を
支

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
一
一
月
一
日
労
働
省
令
第
四
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規

則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
中
小
企
業
人
材
育
成
事
業
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
な
っ
た
中
小
企
業
事
業
主
の
団
体
又
は
そ
の
連
合
団
体
に
対
す
る
旧
規
則
第
百
二
十
一
条
第
一
号
の

中
小
企
業
人
材
育
成
事
業
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
旧
規
則
第
百
四
十
条
第
十
三
号
の
規
定
に
よ
り
中
小
企
業
人
材
確
保
推
進
事
業
助

成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
の
た
め
の
雇
用
管
理

の
改
善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
組
合
等
（
以

下
「
認
定
組
合
等
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
同
号
の
中
小
企
業
人
材
確
保
推
進
事
業
助
成
金
又
は
旧
規
則
第
百
四

十
条
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
中
小
企
業
雇
用
環
境
整
備
特
別
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

な
っ
た
認
定
組
合
等
の
構
成
員
た
る
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
に
対
す
る
同
号
の
中
小
企
業

雇
用
環
境
整
備
特
別
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
一
月
二
三
日
労
働
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
三
月
二
五
日
労
働
省
令
第
一
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
施
行
日
前
に
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下

「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
八
十
三
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
日
雇
受
給
資
格
者
に
対
す
る
常
用
就
職
支
度
金

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
に
お
い
て
現
に
使
用
し
て
い
る
旧
雇
保
則
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
日
雇
労
働
被
保
険
者

手
帳
は
、
当
分
の
間
、
必
要
な
改
定
を
し
た
上
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
三
月
二
九
日
労
働
省
令
第
一
六
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
開
始
さ
れ
た
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則

（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
イ
の
対
象
職
業
訓
練
に
係
る
同
条
第
一
項
の
能
力

開
発
給
付
金
並
び
に
同
条
第
三
項
第
一
号
イ
の
有
給
教
育
訓
練
休
暇
及
び
同
号
ロ
の
対
象
職
業
訓
練
に
係
る
同
条

第
一
項
の
自
己
啓
発
助
成
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
旧
規
則
第
百
二
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
の
対
象
職
業
訓
練
及
び
同
項
第
二
号

イ
の
有
給
教
育
訓
練
休
暇
に
係
る
旧
規
則
第
百
二
十
四
条
の
中
小
企
業
事
業
転
換
等
能
力
開
発
給
付
金
の
支
給
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
旧
規
則
第
百
二
十
五
条
の
四
第
四
項
第
一
号
ロ
（
２
）
（
ｉ
）
の
有
給
教
育
訓
練
休

暇
に
係
る
同
条
第
一
項
の
人
材
高
度
化
能
力
開
発
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第
一
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
対
象
者
で
あ
っ
て
、
施
行
日
前
に
そ
の
者
の
職
業
の
あ
っ
せ
ん
に
関
し
保
護
観
察
所
長
か
ら
公
共
職
業
安

定
所
長
に
連
絡
が
あ
っ
た
も
の
に
係
る
所
定
給
付
日
数
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
五
月
一
一
日
労
働
省
令
第
二
三
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
八
十
二
条
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
職
業
に
就
き
、
又

は
事
業
を
開
始
し
た
受
給
資
格
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

３
　
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
八
十
二
条
の
四
第
一
項
の
再
就
職
手
当
支
給
申
請
書
は
、
当
分
の
間
、
な

お
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
六
月
二
八
日
労
働
省
令
第
三
〇
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
十
五
条
の
二
（
同
令
附
則
第
十
八
条
の

三
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
十
八
条
の
四
第
四
項
及
び
第
五
項
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。
以
下
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
中
小
企
業
事
業
転
換
等
能
力
開
発
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
な
っ
た
中
小
企
業
事
業
主
に
対
す
る
同
令
第
百
二
十
五
条
の
二
の
中
小
企
業
事
業
転
換
等
能
力
開
発
給
付

金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
一
〇
月
一
日
労
働
省
令
第
三
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
一
月
二
三
日
労
働
省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
二
月
二
八
日
労
働
省
令
第
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
二
七
日
労
働
省
令
第
一
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
平
成
九
年
三
月
以
前
の
月
分
に
係
る
寄
宿
手

当
の
月
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第
二
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下

「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
六
第
二
項
第
一
号
イ
の
事
業
再
構
築
等
に
伴
う
雇
用
安
定
計
画
の
認
定
を
受

け
た
事
業
主
に
お
け
る
旧
規
則
第
百
二
条
の
五
の
雇
用
高
度
化
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

２
　
平
成
九
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
旧
規
則
第
百
六
条
第
二
号
イ
に
規
定
す

る
高
年
齢
者
雇
用
延
数
又
は
同
号
ロ
に
規
定
す
る
短
時
間
労
働
高
年
齢
者
雇
用
延
数
に
係
る
同
条
の
高
年
齢
者
多

数
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
旧
規
則
第
百
六
条
の
高
年
齢
者
多
数
雇
用
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
た
事
業
主
に
対
し
て

は
、
前
項
の
期
間
に
お
け
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
四
条
第
三

項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
高
年
齢
者
雇
用
延
数
又
は
同
号
ロ
に
規
定
す
る
短
時
間
労
働
雇
用
延
数
に
係
る
同
条
の

多
数
継
続
雇
用
助
成
金
は
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
十
四
条
又
は
附
則
第
十
六
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
通
年
雇
用
奨
励
金
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
通
年
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
育
児
・
介
護
費
用
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
の
育
児
・
介
護
費
用
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。
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６
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
育
児
、
介
護
等
退
職
者
再
雇
用
促
進
給
付
金
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
の
育
児
、
介
護
等
退
職
者
再
雇
用
促
進
給
付
金
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
中
小
企
業
人
材
育
成
事
業
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
中
小
企
業
事
業
主
の
団
体
又
は
そ
の
連
合
団
体
で
あ
っ
て
、
同
条
第
一
項
第
一
号
の
計

画
に
基
づ
く
認
定
訓
練
の
実
施
に
必
要
な
設
備
の
設
置
又
は
整
備
を
行
う
も
の
に
対
す
る
旧
規
則
第
百
二
十
一
条

の
中
小
企
業
人
材
育
成
訓
練
設
備
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
新
規
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
（
旧
規
則
附
則
第
十
八
条
の
三
及
び
第
十
八
条
の
四
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
開
始
さ
れ
る
同
条
第
二
項

第
二
号
イ
の
対
象
職
業
訓
練
に
係
る
同
条
第
一
項
の
能
力
開
発
給
付
金
及
び
同
条
第
三
項
第
一
号
イ
の
有
給
教
育

訓
練
休
暇
に
係
る
同
条
第
一
項
の
自
己
啓
発
助
成
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

９
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
二
号
イ
の
対
象
職
業
訓
練
を
開
始
し
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際

現
に
行
っ
て
い
る
事
業
主
に
対
す
る
同
条
第
一
項
の
能
力
開
発
給
付
金
支
給
に
つ
い
て
の
新
規
則
第
百
二
十
五
条

第
二
項
第
二
号
イ
（
同
号
ロ
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
の
属
す
る
年
度
に
お
い
て
当
該
事
業
主
が
最
初
に
作
成
し
た
事
業

内
職
業
能
力
開
発
計
画
に
基
づ
き
最
初
の
職
業
訓
練
が
開
始
さ
れ
た
日
に
応
当
す
る
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
応
当
日
」
と
い
う
。
）
が
当
該
職
業
訓
練
が
開
始
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
で
あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
当
該
応
当
日
を
同
条
第
二
項
第
二
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
の
最
初
の
職
業
訓
練
が
開
始
さ
れ
た
日
か
ら
起

算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
及
び
同
号
イ
（
２
）
（
ｉ
）
の
一
年
経
過
日
と
み
な
し
、
応
当
日
が
最
初
の
職
業
訓

練
が
開
始
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
る
期
間
経
過
す
る
日
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
応
当
日
を

同
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
の
同
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
す
る
日
及
び
同
号
イ
（
２
）
（
ｉ
）
の
二
年
経
過
日
と

み
な
し
、
か
つ
、
同
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
中
「
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
一
年

経
過
日
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
り
、
及
び
同
号
イ
（
２
）
（
ｉ
）
中
「
一
年
経
過
日
」
と
あ
る
の
は
「
施
行
日
前
」

と
し
、
同
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
及
び
（
２
）
（
ｉ
）
中
「
一
年
経
過
日
の
翌
日
」
と
あ
る
の
は
「
施
行
日
」
と
す

る
。

10
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
技
能
評
価
促
進
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
者
に
対
す
る
同
項
の
技
能
評
価
促
進
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

11
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
三
十
九
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
教
育
訓
練
に
つ
い
て
は
、
新

規
則
第
百
三
十
九
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
教
育
訓
練
と
み
な
す
。

12
　
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
旧
規
則
第
百
三
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
に
係
る
旧
規
則
第
百
三
十
八
条

第
三
号
の
中
高
年
齢
労
働
者
等
受
講
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

13
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
四
十
条
第
十
三
号
の
規
定
に
よ
り
介
護
労
働
者
雇
用
管
理
研
修
助
成
金
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
号
の
介
護
労
働
者
雇
用
管
理
研
修
助
成
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

14
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
四
十
条
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
介
護
労
働
者
福
祉
施
設
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
号
の
介
護
労
働
者
福
祉
施
設
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

15
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
四
十
条
第
十
六
号
の
規
定
に
よ
り
事
業
所
内
託
児
施
設
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
号
の
事
業
所
内
託
児
施
設
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

16
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
四
十
条
第
十
七
号
の
規
定
に
よ
り
中
小
企
業
短
時
間
労
働
者
雇
用
管
理
改
善
等
助
成

金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
号
の
中
小
企
業
短
時
間
労
働
者
雇
用
管

理
改
善
等
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

17
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
四
十
条
第
十
八
号
の
規
定
に
よ
り
事
業
主
団
体
短
時
間
労
働
者
雇
用
管
理
改
善
等
助

成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
団
体
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
百
四
十
条
第
十
四

号
ロ
の
規
定
に
よ
り
短
時
間
労
働
者
雇
用
管
理
改
善
等
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た

事
業
主
団
体
と
み
な
す
。

18
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
冬
期
技
能
講
習
助
成
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
等
に
対
す
る
冬
期
技
能
講
習
助
成
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

19
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
附
則
第
十
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
休
業
制
度
導
入
奨
励
金
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の
介
護
休
業
制
度
導
入
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
六
月
二
〇
日
労
働
省
令
第
二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
地
域
雇
用
開
発
等
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
九
年
六
月
二
十
三

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
七
月
一
日
労
働
省
令
第
二
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
九
月
二
五
日
労
働
省
令
第
三
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
の
た
め
の
労
働
省
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
九
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
三
月
二
三
日
労
働
省
令
第
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
三
月
二
五
日
労
働
省
令
第
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
一
八
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下

「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
、
介
護
等
退
職
者
再
雇
用
促
進
給
付
金
の
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
育
児
、
介
護
等
退
職
者
再
雇
用
促
進
給
付
金
の

支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
四
十
条
第
十
五
号
の
規
定
に
よ
り
介
護
福
祉
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
な
っ
た
職
業
紹
介
事
業
者
の
団
体
に
対
す
る
当
該
介
護
福
祉
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
四
月
九
日
労
働
省
令
第
二
〇
号
）

（
施
行
期
日
等
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
七
条

第
一
項
及
び
第
三
項
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
第
二
項
の
規
定
は
、
平
成
十
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
六
条
第
三

項
、
第
百
二
十
二
条
の
二
及
び
第
百
三
十
九
条
の
六
の
規
定
並
び
に
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
育
児
休
業

等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
十
五
条
第
五
項
の
規
定
は
、
平
成

十
年
四
月
一
日
か
ら
、
新
規
則
附
則
第
十
七
条
の
五
の
規
定
及
び
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
高
年
齢
者
等

の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
附
則
第
八
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
は
、
平
成
十
年
一
月
一
日
か

ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
平
成
十
三
年
三
月
十
五
日
ま
で
の
間
に
新
規
則
附
則
第
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
年
雇
用
安

定
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
し
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
同
月
十
六
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
通
年
雇
用
安
定
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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２
　
平
成
十
三
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
規
則
附
則
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
冬
期
雇
用
安
定
奨
励

金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
し
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
同
年
六
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
冬
期
雇
用
安
定
奨
励
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
規
則
附
則
第
十
七
条
の
二
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
冬

期
技
能
講
習
助
成
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
若
し
く
は
事
業
主
の
団
体
又

は
労
働
者
に
対
し
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
四
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
冬
期
技

能
講
習
助
成
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
平
成
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
規
則
附
則
第
十
七
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
高
年
齢
者
多
数

雇
用
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
し
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
平
成
十
一
年
一
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
高
年
齢
者
多
数
雇
用
奨
励
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

５
　
平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
規
則
附
則
第
十
九
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
特
別
介
護
福
祉
助
成
金

の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
職
業
紹
介
事
業
者
に
対
し
て
は
、
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
同
年
四
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
特
別
介
護
福
祉
助
成
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
四
月
二
七
日
労
働
省
令
第
二
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
六
月
一
九
日
労
働
省
令
第
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
十
年
六
月
十
八
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
九
月
一
日
労
働
省
令
第
三
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
特
定
介
護

労
働
者
雇
用
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
の
特
定
介
護
労
働

者
雇
用
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
九
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
未
就
職
卒

業
者
職
場
実
習
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
の
未
就
職
卒
業

者
職
場
実
習
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
一
〇
月
二
九
日
労
働
省
令
第
三
五
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
未
支
給
失

業
等
給
付
請
求
書
、
新
規
則
第
百
一
条
の
五
第
一
項
及
び
第
百
一
条
の
七
の
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請

書
、
新
規
則
第
百
一
条
の
十
三
第
一
項
の
育
児
休
業
給
付
支
給
申
請
書
並
び
に
新
規
則
第
百
一
条
の
十
四
第
一
項

の
育
児
休
業
者
職
場
復
帰
給
付
金
支
給
申
請
書
は
、
当
分
の
間
、
な
お
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下

「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
条
　
新
規
則
第
百
一
条
の
二
の
七
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
十
一
年

二
月
二
十
八
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
の
提
出
は
、
同
年
三
月
一
日
か
ら
同
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
天
災
そ
の
他
提
出
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
や
む

を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
四
条
　
平
成
十
年
十
二
月
一
日
前
に
開
始
さ
れ
た
旧
規
則
第
百
三
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
に
係
る
旧

規
則
第
百
三
十
八
条
第
四
号
の
中
高
年
齢
労
働
者
等
受
講
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
一
二
月
二
一
日
労
働
省
令
第
四
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
平
成
十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
次
項
に
お

い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
七
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
中
高
年
労
働
移
動
支
援
特
別
助
成
金
の
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
し
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
十

月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
中
高
年
労
働
移
動
支
援
特
別
助
成
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
規
則
附
則
第
十
七
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
緊
急
日
雇
労
働

者
多
数
雇
用
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
し
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
四
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
緊
急
日
雇
労
働
者
多
数
雇
用
奨
励
金
を
支
給
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
一
二
月
二
五
日
労
働
省
令
第
四
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
の
た
め
の
雇
用
管
理
の
改
善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
一
年
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
月
一
一
日
労
働
省
令
第
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
五
条
　
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い

う
。
）
第
五
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
適
用
除
外
申
請
書
、
新
規
則
第
六
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取

得
届
、
新
規
則
第
七
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
及
び
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
証
明
書
、
新

規
則
第
十
条
第
三
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
再
交
付
申
請
書
、
新
規
則
第
十
二
条
の
二
の
雇
用
保
険
被
保
険
者

区
分
変
更
届
、
新
規
則
第
十
三
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
転
入
届
、
新
規
則
第
十
三
条
第
一
項
の
雇
用
保

険
被
保
険
者
転
出
届
、
新
規
則
第
十
四
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
氏
名
変
更
届
、
新
規
則
第
十
四
条
の
二

第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
六
十
歳
到
達
時
等
賃
金
証
明
書
、
新
規
則
第
十
四
条
の
三
第
一
項
の
雇
用
保
険
被

保
険
者
休
業
開
始
時
賃
金
証
明
書
、
新
規
則
第
十
七
条
の
二
の
未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
、
新
規
則
第
二
十
一

条
第
一
項
の
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
届
及
び
公
共
職
業
訓
練
等
通
所
届
、
新
規
則
第
二
十
二
条
第
一
項
の
失
業
認

定
申
告
書
、
新
規
則
第
二
十
七
条
の
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
証
明
書
、
新
規
則
第
三
十
一
条
第
一
項
の
受
講
期
間

延
長
申
請
書
、
新
規
則
第
四
十
五
条
第
二
項
の
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定
届
及
び
同
条
第
三
項
の
払
渡
希
望
金
融

機
関
変
更
届
、
新
規
則
第
四
十
九
条
第
一
項
の
受
給
資
格
者
氏
名
変
更
届
及
び
受
給
資
格
者
住
所
変
更
届
、
新
規

則
第
六
十
三
条
第
二
項
の
傷
病
手
当
支
給
申
請
書
、
新
規
則
第
六
十
五
条
の
五
の
高
年
齢
受
給
資
格
者
失
業
認
定

申
告
書
、
新
規
則
第
六
十
九
条
の
特
例
受
給
資
格
者
失
業
認
定
申
告
書
、
新
規
則
第
七
十
一
条
第
一
項
の
日
雇
労

働
被
保
険
者
任
意
加
入
申
請
書
、
新
規
則
第
七
十
二
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
日
雇
労
働
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、

新
規
則
第
七
十
四
条
第
一
項
の
日
雇
労
働
被
保
険
者
資
格
継
続
認
可
申
請
書
、
新
規
則
第
八
十
二
条
の
四
第
一
項

の
再
就
職
手
当
支
給
申
請
書
、
新
規
則
第
八
十
四
条
第
一
項
の
常
用
就
職
支
度
金
支
給
申
請
書
、
新
規
則
第
九
十

二
条
第
一
項
の
移
転
費
支
給
申
請
書
、
新
規
則
第
九
十
九
条
第
一
項
の
広
域
求
職
活
動
費
支
給
申
請
書
、
新
規
則

第
百
一
条
の
二
の
七
第
一
項
の
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
規
則
第
百
一
条
の
五
第
一
項
の
高
年
齢
雇
用

継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
新
規
則
第
百
一
条
の
十
三
第
一
項
の
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
並
び
に
新
規

則
第
百
一
条
の
十
四
第
一
項
の
育
児
休
業
者
職
場
復
帰
給
付
金
支
給
申
請
書
は
、
当
分
の
間
、
な
お
第
四
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
二
月
二
四
日
労
働
省
令
第
一
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧

規
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
団
体
が
同
項
に
規
定
す
る
活
動
を
行
っ
た
場
合
に
お
け

る
同
条
第
二
項
の
推
進
団
体
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
附
則
第
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
承
認
事
業
者
が
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
業
務
を
行

っ
た
場
合
に
お
け
る
同
条
第
二
項
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
人
材
育
成
事
業
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。
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４
　
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
旧
規
則
附
則
第
十
八
条
第
五
項
に
規
定
す
る
職
業
訓
練
を
受
け
さ
せ
る
事
業
主
に
対

す
る
同
条
第
二
項
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
人
材
育
成
事
業
派
遣
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
二
月
二
六
日
労
働
省
令
第
一
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
未
支
給
失

業
等
給
付
請
求
書
、
新
規
則
第
四
十
五
条
第
二
項
の
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定
届
及
び
同
条
第
三
項
の
払
渡
希
望

金
融
機
関
変
更
届
は
、
当
分
の
間
、
な
お
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

２
　
新
規
則
第
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
以
後
に
雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
の
四
第

一
項
に
規
定
す
る
休
業
を
開
始
し
た
被
保
険
者
に
係
る
新
規
則
第
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
保
険

被
保
険
者
休
業
開
始
時
賃
金
証
明
書
の
提
出
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

３
　
被
保
険
者
が
平
成
十
一
年
四
月
一
日
前
に
雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業
を
開
始
し

た
場
合
に
お
け
る
新
規
則
第
十
四
条
の
三
（
新
規
則
第
十
四
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
十
四
条
の
三
第
一
項
中
「
当
該
休
業
を
開
始
し
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
」
と
あ
る
の
は
、
「
平
成
十
一
年
六
月
三
十
日
ま
で
」
と
す
る
。

４
　
新
規
則
第
百
一
条
の
十
九
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
六
月
三
十
日
ま

で
の
間
に
お
け
る
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
の
提
出
は
、
同
年
七
月
一
日
か
ら
同
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
天
災
そ
の
他
提
出
し
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が

あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５
　
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
け
る
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
の
提
出
は
、
当
該
理
由
が
や
ん
だ
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
七
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
二
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
平
成
十
一
年
四
月
一
日
前
の
日
に
係
る
受
講
手
当
の
日
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
平
成
十
一
年
三
月
以
前
の
月
分
に
係
る
寄
宿
手
当
の
月
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
平
成
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第

十
七
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
高
年
齢
者
多
数
雇
用
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ

た
事
業
主
に
対
し
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
二
年
一
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該

高
年
齢
者
多
数
雇
用
奨
励
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
二
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
七
月
二
二
日
労
働
省
令
第
三
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
七
条
の
四
の

規
定
に
よ
り
中
高
年
労
働
移
動
支
援
特
別
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対

す
る
当
該
中
高
年
労
働
移
動
支
援
特
別
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
平
成
十
二
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
七

条
の
四
の
規
定
に
よ
り
人
材
移
動
特
別
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
し

て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
十
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
人
材
移
動
特
別
助
成
金
を

支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
九
月
一
七
日
労
働
省
令
第
三
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
に
係
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　

２
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下

「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
条
の
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

（
特
定
不
況
業
種
等
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
経
過
措
置
）

第
三
条
　
施
行
日
の
前
日
に
旧
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ホ
に
該
当
し
て
い
た
事
業
主
が
実
施
す
る
休

業
、
教
育
訓
練
又
は
出
向
で
あ
っ
て
当
該
特
定
不
況
業
種
に
つ
い
て
特
定
不
況
業
種
等
関
係
労
働
者
の
雇
用
の
安

定
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
三
十
九
号
。
以
下
「
業
種
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項

前
段
の
規
定
に
よ
り
付
さ
れ
た
期
間
（
施
行
日
以
後
に
お
い
て
当
該
期
間
が
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ

た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
延
長
前
の
期
間
に
限
る
。
）
内
に
行
わ
れ
る
も
の
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
の
前
日
に
旧
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ヘ
に
該
当
し
て
い
た
事
業
主
が
実
施
す
る
休
業
、
教

育
訓
練
又
は
出
向
で
あ
っ
て
当
該
特
定
雇
用
調
整
業
種
に
つ
い
て
業
種
法
第
二
条
第
三
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
付

さ
れ
た
期
間
（
施
行
日
以
後
に
お
い
て
当
該
期
間
が
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、

当
該
延
長
前
の
期
間
に
限
る
。
）
内
に
行
わ
れ
る
も
の
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
の
前
日
に
旧
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ト
に
該
当
し
て
い
た
事
業
主
が
実
施
す
る
休
業
、
教

育
訓
練
又
は
出
向
で
あ
っ
て
当
該
特
例
事
業
所
に
係
る
業
種
法
第
二
条
第
一
項
第
六
号
の
認
定
に
係
る
事
業
規
模

の
縮
小
等
に
伴
い
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
つ
い
て
失
業
の
予
防
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
期
間
（
当

該
期
間
が
同
号
の
認
定
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
る
と
き
は
、
同
号
の
認
定
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て

二
年
）
内
に
行
わ
れ
る
も
の
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
前
三
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
旧
規
則
附
則
第
十
五
条
第
五
項
か
ら
第
八
項

ま
で
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
特
定
雇
用
機
会
増
大
促
進
地
域
等
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
経
過
措
置
）

第
四
条
　
施
行
日
の
前
日
に
旧
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
チ
に
該
当
し
て
い
た
事
業
主
が
実
施
す
る
休
業

又
は
教
育
訓
練
で
あ
っ
て
当
該
特
定
雇
用
機
会
増
大
促
進
地
域
に
つ
い
て
地
域
雇
用
開
発
等
促
進
法
（
昭
和
六
十

二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
第
二
条
第
三
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
付
さ
れ
た
期
間
（
施
行
日
以
後
に
お
い
て
当
該
期

間
が
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
当
該
延
長
前
の
期
間
に
、
当
該
期
間
が
同
項
後
段

の
規
定
に
よ
り
短
縮
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
当
該
短
縮
さ
れ
た
期
間
に
限
る
。
）
内
に
行
わ
れ
る
も
の
に
係
る

雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
の
前
日
に
旧
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
リ
に
該
当
し
て
い
た
事
業
主
が
実
施
す
る
休
業
又
は

教
育
訓
練
で
あ
っ
て
当
該
緊
急
雇
用
安
定
地
域
に
つ
い
て
地
域
雇
用
開
発
等
促
進
法
第
二
条
第
六
項
前
段
の
規
定

に
よ
り
付
さ
れ
た
期
間
（
施
行
日
以
後
に
お
い
て
当
該
期
間
が
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
場
合
に
お

い
て
は
、
当
該
延
長
前
の
期
間
に
限
る
。
）
内
に
行
わ
れ
る
も
の
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
そ
の
他
の
雇
用
調
整
助
成
金
に
係
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
前
二
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
休
業
、
教
育
訓
練
又
は
出
向
に
係
る
雇
用
調

整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
九
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
三
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
規
定
は
、
法
の

一
部
の
施
行
の
日
（
平
成
十
一
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
〇
月
五
日
労
働
省
令
第
四
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
十
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以

下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
九
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
区
分
変
更
届
及
び
旧
規
則
様
式
第
十
号
に

よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
転
入
届
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下

「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
九
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
区
分
変
更
届
及
び
新
規
則
様
式
第
十
号
に
よ
る

雇
用
保
険
被
保
険
者
転
勤
届
と
み
な
す
。

２
　
新
規
則
第
十
二
条
の
二
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
区
分
変
更
届
及
び
新
規
則
第
十
三
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保

険
者
転
勤
届
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
規
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
三
日
労
働
省
令
第
四
八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
月
三
一
日
労
働
省
令
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
処
分
、
申
請
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
地
方
分
権
推
進
整
備

法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
（
こ
れ
ら
の

規
定
を
準
用
す
る
他
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
都
道
府
県
労
働

基
準
局
長
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
が
行
つ
た
許
可
等
の
処
分
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
「
処
分
等
の
行
為
」
と
い

う
。
）
又
は
地
方
分
権
推
進
整
備
法
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
政

令
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
基
準
局
長
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
許
可
等
の
申
請
そ

の
他
の
行
為
（
以
下
「
申
請
等
の
行
為
」
と
い
う
。
）
で
、
地
方
分
権
推
進
整
備
法
の
施
行
の
日
に
お
い
て
こ
れ

ら
の
行
為
に
係
る
行
政
事
務
を
地
方
分
権
推
進
整
備
法
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く

労
働
省
令
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
他
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
規
定
を
含
む
。
以

下
同
じ
。
）
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
局
長
が
行
う
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
地
方
分
権
推
進
整
備
法
の
施
行
の
日
以

後
に
お
け
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
そ
れ

ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
局
長
が
し
た
処
分
等
の
行
為
又

は
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
さ
れ
た
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
等
の
行
為
又
は
こ
の
省

令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
申
請
等
の
行
為
で
、
こ
の
省
令
の

施
行
の
日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
に
係
る
行
政
事
務
を
行
う
べ
き
者
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
こ
の
省

令
の
施
行
の
日
以
後
に
お
け
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令

の
相
当
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
等
の
行
為
又
は
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
又
は

職
員
に
対
し
て
報
告
、
届
出
、
提
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日

前
に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
相
当
規
定
に
よ
り

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
相
当
の
機
関
又
は
職
員
に
対
し
て
報
告
、
届
出
、
提
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項

に
つ
い
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規

定
を
適
用
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
証
票
、
第
十
二
条

に
よ
る
改
正
前
の
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
証
票
、

第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
九
十
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
証
票
、
第
二
十
二
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
産
業
安
全
専
門
官
及
び
労
働
衛
生
専
門
官
規
程
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
証
票
並
び
に
第

二
十
四
条
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
十
七
条
の
七
及
び
第
百
四
十
四
条
の
証
明
書
は
、
当
分
の

間
、
そ
れ
ぞ
れ
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
証
票
、

第
十
二
条
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ

る
証
票
、
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
九
十
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
証
票
、
第

二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
産
業
安
全
専
門
官
及
び
労
働
衛
生
専
門
官
規
程
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
証
票

並
び
に
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
十
七
条
の
七
及
び
第
百
四
十
四
条
の
規

定
に
よ
る
証
明
書
と
み
な
す
。

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の

省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
相
当
様
式

に
よ
る
申
請
書
等
と
み
な
す
。

第
七
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
様
式
に

よ
る
申
請
書
等
の
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
必
要
な
改
定
を
し
た
上
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
二
日
労
働
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
一
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
平
成
十
二
年
三
月
以
前
の
月
分
に
係
る
通
所
手
当
の
月
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法

施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
継
続
雇
用
制
度
奨
励
金
の
支
給

に
係
る
申
請
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
の
継
続
雇
用
制
度
奨
励
金
及
び
多
数
継
続
雇
用
助
成
金
の
支
給
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
運
用
計
画
に
つ
い
て
当
該
事
業
所
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
長
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
に
係
る
同
条
の
高
齢
期
就
業
準
備
奨
励
金
の
支
給
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
の
日
に
係
る
育
児
・
介
護
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十

七
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
新
規
・
成
長
分
野
就
職
促
進
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た

事
業
主
に
対
し
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
四
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
新
規
・
成

長
分
野
就
職
促
進
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
四
月
一
四
日
労
働
省
令
第
二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
四
月
二
一
日
労
働
省
令
第
二
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
五
月
一
二
日
労
働
省
令
第
二
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
五
月
二
六
日
労
働
省
令
第
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
一
日
労
働
省
令
第
二
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
行
わ
れ
た
休
業
、
教
育
訓
練
又
は
出
向
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
七
月
四
日
労
働
省
令
第
三
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
八
月
二
五
日
労
働
省
令
第
三
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
九
月
八
日
労
働
省
令
第
三
六
号
）
　
抄

100



（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以

下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
条
の
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
の
日
に
お
い
て
旧
規
則
第
百
十
二
条
第
二
項
第
一
号
ロ
の
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
係
る
同
項
の

地
域
雇
用
奨
励
金
の
支
給
及
び
施
行
日
前
の
日
に
お
い
て
同
条
第
五
項
第
一
号
ロ
の
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に

係
る
同
項
の
地
域
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
の
日
に
お
い
て
旧
規
則
第
百
十
四
条
の
三
第
二
項
第
一
号
ロ
の
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
係
る
同

項
の
沖
縄
若
年
者
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十

七
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
人
材
移
動
特
別
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対

し
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
四
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
人
材
移
動
特
別
助
成
金

を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十

七
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
緊
急
日
雇
労
働
者
多
数
雇
用
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た

事
業
主
に
対
し
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
四
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
緊
急
日
雇

労
働
者
多
数
雇
用
奨
励
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
　
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
旧
規
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
職
業
訓
練
又
は
同
条
第
三
項

第
一
号
イ
（
１
）
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
に
係
る
生
涯
能
力
開
発
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
九
月
八
日
労
働
省
令
第
三
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
十
二
年
八
月
二
十
九
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
三
一
日
労
働
省
令
第
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
証
票
、
第
三
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
、
第
八
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法
施
行
規
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
証
票
、
第
二
十
六

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
第
七
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
証
票
、
第
三
十
一
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
る

証
票
、
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
九
十
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
証
票
、
第

五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
、
第
七
十
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
女
性
労
働
基
準
規
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
証
票
、
第
七
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
及
び
第
七
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
港
湾
労
働
法
施
行
規
則
第
四

十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
は
、
当
分
の
間
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
基
準
法
施
行
規

則
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
証
票
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
第
三
十
三
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
、
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法
施

行
規
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
証
票
、
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則

第
七
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
証
票
、
第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
証
票
、
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
安
全
衛
生

規
則
第
九
十
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
証
票
、
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第

百
四
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
、
第
七
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
女
性
労
働
基
準
規
則
第
四
条
の
規
定

に
よ
る
証
票
、
第
七
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働

者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
及
び
第
七
十
四
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
港
湾
労
働
法
施
行
規
則
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
と
み
な
す
。

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の

省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
相
当
様
式

に
よ
る
申
請
書
等
と
み
な
す
。

第
七
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ

る
申
請
書
等
の
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
必
要
な
改
定
を
し
た
上
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
二
月
二
〇
日
労
働
省
令
第
四
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
平
成
十
三
年
一
月
一
日
前
に
開
始
さ
れ
た
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
一
条
の
二
の
二
に
規
定
す
る
教
育

訓
練
に
係
る
同
令
第
百
一
条
の
二
の
五
に
規
定
す
る
労
働
省
令
で
定
め
る
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
二
月
二
六
日
労
働
省
令
第
四
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
二
月
二
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
八
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
が
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
で
あ
る
受
給
資
格
者
、
特
例
受
給
資
格
者
又
は

日
雇
受
給
資
格
者
に
対
す
る
常
用
就
職
支
度
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以

下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
証
明
書
及
び
旧
規
則
様
式
第
六
号
（
２
）

に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以

下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
証
明
書
及
び
新
規
則
第
六
号
（
２
）

に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
と
み
な
す
。

２
　
新
規
則
第
七
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
証
明
書
及
び
同
条
第
二
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

（
新
規
則
様
式
第
六
号
（
２
）
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
規
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と

が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下

「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
十
五
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
人
材
高
度
化
事
業
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
の
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
又
は
同
項
に
規
定
す
る
認
定
組
合
等
に

対
す
る
同
項
の
人
材
高
度
化
事
業
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
前
項
に
該
当
す
る
事
業
主
の
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
又
は
認
定
組
合
等
に
対
す
る
旧
規
則
第
百
二
十
五

条
の
四
第
三
項
の
職
業
訓
練
の
実
施
に
係
る
同
項
の
人
材
高
度
化
訓
練
運
営
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
第
一
項
に
該
当
す
る
事
業
主
の
団
体
又
は
そ
の
連
合
団
体
を
構
成
す
る
団
体
の
構
成
員
で
あ
る
事
業
主
に
対
す

る
旧
規
則
第
百
二
十
五
条
の
四
第
四
項
第
二
号
の
人
材
高
度
化
措
置
の
実
施
に
係
る
同
項
の
人
材
高
度
化
能
力
開

発
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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第
三
条
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
三
十
九
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
受
講
環
境
整
備
奨
励
金
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
第
三
号
の
援
助
の
実
施
に
係
る
同
項
の
受
講
環
境
整
備

奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
六
月
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
六
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
特
定
不
況
業
種
等
関
係
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
に
関
す
る
特
別
措
置
法

施
行
規
則
（
以
下
「
旧
特
定
不
況
業
種
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
章
か
ら
第
五
章
ま
で
（
特
定
不
況
業
種

離
職
者
（
経
済
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
円
滑
な
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
の
雇
用
対
策
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
等
の
法
律
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
特
定
不
況
業
種
等
関
係
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
に
関
す
る
特
別
措

置
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
三
十
九
号
。
以
下
「
旧
特
定
不
況
業
種
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
第
五
号

に
規
定
す
る
特
定
不
況
業
種
離
職
者
を
い
う
。
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
か
ら
第
三
条
ま
で
、
第
五
条
及
び
第
六
条
の
規
定
並
び
に
第
六
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
八
十
三
条
第
四
項
及
び
第
百
十
条

の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
旧
特
定
不
況
業
種
法
第
十
三
条
第
一

項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
又
は
旧
特
定
不
況
業
種
法
施
行
規
則
第
十
一
条
の
規
定

に
該
当
し
た
者
に
関
し
て
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
者
が
そ
れ
ぞ
れ
発
給
を
受
け
た
手
帳
（
旧
特
定
不
況
業
種
法
第
十

三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
手
帳
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
そ
の
効
力
を
有
す
る
間
に
お
い
て
の
み
、

そ
の
効
力
を
有
す
る
。

３
　
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
休
業
、
教
育
訓
練
又
は
出
向
に
係
る
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
三
の
雇
用
調
整
助
成
金
の

支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
八
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
八
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
九
月
一
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
八
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
主
が
実
施
す
る
休
業
、
教
育
訓
練
又
は
出
向
で
あ
っ
て
当
該
各
号
に
定
め
る
期

間
内
に
行
わ
れ
る
も
の
に
係
る
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」

と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
三
の
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

一
　
施
行
日
の
前
日
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
に
該
当
し
て
い
た
事
業
主
　
同
日
に
お
い
て

当
該
指
定
業
種
に
つ
い
て
同
項
第
二
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
た
期
間

二
　
施
行
日
の
前
日
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ロ
又
は
ハ
に
該
当
し
て
い
た
事
業
主
　
同
日
に

お
い
て
当
該
指
定
事
業
主
に
つ
い
て
同
項
第
二
号
イ
（
１
）
（
ｉ
ｉ
）
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
た
期
間

三
　
施
行
日
の
前
日
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ニ
に
該
当
し
て
い
た
事
業
主
　
当
該
事
業
主
に

係
る
同
号
ニ
の
認
定
の
日
か
ら
二
年

四
　
施
行
日
の
前
日
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ホ
に
該
当
し
て
い
た
事
業
主
　
同
日
に
お
い
て

当
該
特
定
雇
用
機
会
増
大
促
進
地
域
に
つ
い
て
経
済
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
円
滑
な
再
就
職
を
促
進
す
る
た

め
の
雇
用
対
策
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
以
下
「
平
成
十
三
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
に

よ
る
改
正
前
の
地
域
雇
用
開
発
等
促
進
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
二
十
三
号
。
以
下
「
旧
地
域
法
」
と
い

う
。
）
第
二
条
第
三
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
付
さ
れ
て
い
た
期
間

五
　
施
行
日
の
前
日
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ヘ
に
該
当
し
て
い
た
事
業
主
　
同
日
に
お
い
て

当
該
緊
急
雇
用
安
定
地
域
に
つ
い
て
旧
地
域
法
第
二
条
第
六
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
付
さ
れ
て
い
た
期
間

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
休
業
、
教
育
訓
練
又
は
出
向
に
係
る
雇
用
調
整
助
成

金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
施
行
日
以
後
の
日
に
お
い
て
雇
い
入
れ
る
者
に
係
る
第
六
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
条
第
二
項
第
一
号
イ
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
中
「
の
求
職
者
」
と
あ
る
の
は
、
「
の
求
職
者
又
は
経
済
社
会
の
変
化
に
対
応

す
る
円
滑
な
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
の
雇
用
対
策
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
厚

生
労
働
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
八
十
九
号
）
附
則
第
三
条
第
四
項
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
」
と
す
る
。

一
　
施
行
日
の
前
日
に
旧
地
域
法
第
二
条
第
一
項
第
三
号
の
特
定
雇
用
機
会
増
大
促
進
地
域
に
該
当
し
て
い
た
地

域
に
係
る
同
項
第
八
号
の
特
定
雇
用
機
会
増
大
促
進
地
域
離
職
者
に
相
当
す
る
者
（
同
日
に
お
い
て
当
該
特
定

雇
用
機
会
増
大
促
進
地
域
に
つ
い
て
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
付
さ
れ
て
い
た
期
間
内
に
雇
い
入
れ
ら
れ
る

場
合
に
限
る
。
）

二
　
施
行
日
の
前
日
に
旧
地
域
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
の
緊
急
雇
用
安
定
地
域
に
該
当
し
て
い
た
地
域
に
係
る

同
項
第
十
一
号
の
緊
急
雇
用
安
定
地
域
離
職
者
に
相
当
す
る
者
（
同
日
に
お
い
て
当
該
緊
急
雇
用
安
定
地
域
に

つ
い
て
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
付
さ
れ
て
い
た
期
間
内
に
雇
い
入
れ
ら
れ
る
場
合
に
限
る
。
）

三
　
特
定
不
況
業
種
等
関
係
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
等
の
省
令

（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
九
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
（
同
項
の
規
定
に
よ
り

効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
期
間
内
に
雇
い
入
れ
ら
れ
る
場
合
に
限
る
。
）

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
二
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
同
号
ロ
に
規
定
す
る
計
画
を
同
号
ロ

に
規
定
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
た
事
業
主
及
び
施
行
日
前
の
日
に
お
い
て
同
条
第
五
項
第
一
号
ロ

の
規
定
に
基
づ
き
同
号
ロ
に
規
定
す
る
計
画
を
同
号
に
規
定
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に

対
す
る
同
条
の
地
域
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
同
号
に
規
定
す
る
雇
用
機
会
増
大
計
画

を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の
大
規
模
雇
用
開
発
促
進
助
成
金
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
イ
の
規
定
に
基
づ
き
同
号
に
規
定
す
る
農
山
村
雇
用

開
発
計
画
を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
の
農
山
村
雇
用
開
発
助
成
金
の

支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
平
成
十
三
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
地
域
雇
用
開
発
促
進
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
二

十
三
号
。
以
下
「
新
地
域
法
」
と
い
う
。
）
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
同
意
雇
用
機
会
増
大
促
進
地
域
と
み
な

さ
れ
た
地
域
に
お
い
て
事
業
所
の
設
置
又
は
整
備
を
行
う
事
業
主
に
係
る
新
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
二
項
第
一
号

イ
（
１
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
（
１
）
中
「
以
下
」
と
あ
る
の
は
「
経
済
社
会
の
変
化
に
対
応

す
る
円
滑
な
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
の
雇
用
対
策
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第

三
十
五
号
。
以
下
「
平
成
十
三
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
さ
れ
る
地
域

を
含
む
。
以
下
」
と
、
「
同
法
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
雇
用
開
発
促
進
法
」
と
、
「
計
画
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
計

画
期
間
（
平
成
十
三
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
さ
れ
る
計
画
期
間
を
含
む
。
）
」
と
す

る
。

９
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
四
条
の
三
第
二
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
同
号
ロ
に
規
定
す
る
計
画
を
作

成
し
、
同
号
ロ
に
規
定
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
の
沖
縄
若
年
者
雇

用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
人
材
高
度
化
能
力
開
発
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
の
人
材
高
度
化
能
力
開
発
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

11
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
九
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
長
期
教
育
訓
練
休
暇
制
度
導
入
奨
励
金
の
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
の
長
期
教
育
訓
練
休
暇
制
度
導
入
奨
励
金
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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12
　
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り

雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
雇
用
調
整
助
成
金
の

支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

13
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

14
　
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
求
職
者
雇
用

開
発
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助

成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

15
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
六
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

16
　
平
成
十
三
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
六
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
求
職
者
雇
用

開
発
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助

成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

17
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
六
条
の
二
の
二
の
規
定
に
よ
り
地
域
雇
用
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
地
域
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

18
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
六
条
の
二
の
三
の
規
定
に
よ
り
沖
縄
若
年
者
雇
用
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
沖
縄
若
年
者
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

19
　
平
成
十
六
年
三
月
十
五
日
ま
で
の
間
に
新
雇
保
則
附
則
第
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
年
雇
用
安
定

給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
し
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
月
十
六
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
通
年
雇
用
安
定
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

20
　
平
成
十
六
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
冬
期
雇
用
安
定
奨

励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
し
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
同
年
六
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
冬
期
雇
用
安
定
奨
励
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

21
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

冬
期
技
能
講
習
助
成
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
若
し
く
は
事
業
主
の
団
体

又
は
労
働
者
に
対
し
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
四
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
冬
期

技
能
講
習
助
成
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
一
一
月
一
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
一
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
一
一
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
二
月
二
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
四
年
三
月
一
日
）

か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
三
月
一
四
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
三
月
二
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
九
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
炭
鉱
労
働
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
施
行
規
則

（
以
下
「
旧
炭
鉱
労
働
者
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
章
の
二
及
び
第
二
章
の
規
定
並
び
に
第
四
章
（
炭
鉱
離

職
者
（
石
炭
鉱
業
の
構
造
調
整
の
完
了
等
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
整
備
法
」
と
い

う
。
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
炭
鉱
労
働
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
（
昭
和
三
十

四
年
法
律
第
百
九
十
九
号
。
以
下
「
旧
炭
鉱
労
働
者
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
炭
鉱
離
職
者

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
対
策
法
施
行

規
則
第
一
条
第
一
項
第
三
号
、
第
二
項
、
第
八
項
及
び
第
十
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
、
第
二
条
第
二
項
第
六
号
及

び
第
八
号
、
第
三
項
並
び
に
第
五
項
、
第
三
条
第
一
項
第
五
号
並
び
に
第
七
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規

定
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
七
条
第
二
項

第
四
号
の
規
定
並
び
に
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
八
十
三
条
第
四
項
第
二
号
、

第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
、
第
百
六
条
第
五
項
第
一
号
、
第
百
十
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
８
）
、
第
百
十

九
条
第
十
二
項
（
炭
鉱
離
職
者
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
十
四
項
並
び
に
附
則
第
十
六
条
の
規
定
は
、
こ

の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
旧
炭
鉱
労
働
者
法
第
八
条
第
一
項
、
第
九
条
第
一
項
又
は
第
九
条
の
二
第
一
項
若
し
く

は
第
二
項
の
規
定
に
該
当
し
た
者
に
関
し
て
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
者
が
そ
れ
ぞ
れ
発
給
を
受
け
た
手
帳
（
旧
炭
鉱

労
働
者
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
手
帳
を
い
う
。
）
が
そ
の
効
力
を
有
す
る
間
に
お
い
て
の
み
、
そ
の
効
力

を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
五
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
六
条
第
一
項
第
二
号
の
規

定
、
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
七
条
第
二
項
第
五
号
の
規
定
並
び
に
雇
用
保
険

法
施
行
規
則
第
八
十
三
条
第
四
項
第
二
号
及
び
第
百
十
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
８
）
の
規
定
は
、
失
効
前
の
沖
縄

振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
沖
縄
失
業

者
求
職
手
帳
の
発
給
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
三
十
五
条
第
五
号
イ
の
規
定
は
、
平
成
十
四

年
四
月
以
後
の
月
に
係
る
時
間
外
労
働
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
年
同
月
前
の
月
に
係
る
時
間
外
労
働
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法

施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
五
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
高
年
齢
者
職
場
改
善
計

画
又
は
同
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
高
年
齢
者
事
業
所
設
置
計
画
を
中
央
高
年
齢
者
等
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
に
提

出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
の
高
年
齢
者
雇
用
環
境
整
備
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
所
内
託
児
施
設
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
第
一
項
の
事
業
所
内
託
児
施
設
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
・
介
護
費
用
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
第
一
項
の
育
児
・
介
護
費
用
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
・
介
護
雇
用
環
境
整
備
助
成
金
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
第
一
項
の
育
児
・
介
護
雇
用
環
境
整
備
助
成
金
の
支

給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
旧
雇
保
則
第
百
十
七
条
の
介
護
人
材
確
保
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
施
行
日
前
に
実
施
さ
れ
た
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
イ
の
対
象
職
業
訓
練
に
係
る
同
条
第
一
項

の
能
力
開
発
給
付
金
並
び
に
同
条
第
三
項
第
一
号
イ
の
有
給
教
育
訓
練
休
暇
及
び
同
号
ロ
の
対
象
訓
練
に
係
る
同

条
第
一
項
の
自
己
啓
発
助
成
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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８
　
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
の
二
第
二
項
の
介
護
能
力
開
発
措
置
に
係
る
同
条
の
介
護

能
力
開
発
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９
　
施
行
日
前
に
実
施
さ
れ
た
旧
雇
保
則
第
百
三
十
三
条
第
一
項
の
認
定
訓
練
に
係
る
同
項
の
認
定
訓
練
派
遣
等
給

付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
継
続
雇
用
制
度
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
第
一
項
の
継
続
雇
用
制
度
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
五
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
九
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
五
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
九
月
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
九
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以

下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
十
四
号
に
よ
る
失
業
認
定
申
告
書
、
旧
規
則
様
式
第
二
十
二
号
の
三
に
よ
る

高
年
齢
受
給
資
格
者
失
業
認
定
申
告
書
及
び
旧
規
則
様
式
第
二
十
四
号
に
よ
る
特
例
受
給
資
格
者
失
業
認
定
申
告

書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
様
式

第
十
四
号
に
よ
る
失
業
認
定
申
告
書
、
新
規
則
様
式
第
二
十
二
号
の
三
に
よ
る
高
年
齢
受
給
資
格
者
失
業
認
定
申

告
書
及
び
新
規
則
様
式
第
二
十
四
号
に
よ
る
特
例
受
給
資
格
者
失
業
認
定
申
告
書
と
み
な
す
。

２
　
新
規
則
第
二
十
二
条
第
一
項
の
失
業
認
定
申
告
書
、
新
規
則
第
六
十
五
条
の
五
の
高
年
齢
受
給
資
格
者
失
業
認

定
申
告
書
及
び
新
規
則
第
六
十
九
条
の
特
例
受
給
資
格
者
失
業
認
定
申
告
書
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
規
則
の
相

当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
一
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
雇
用
対
策
法
（
昭
和
四

十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
又
は
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
再
就
職
援
助
計
画
を

作
成
し
、
同
法
第
二
十
四
条
第
三
項
又
は
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
共
職
業
安
定
所
長
の
認
定
を
受

け
た
事
業
主
に
対
す
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧

雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
五
第
三
項
の
再
就
職
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

２
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
五
項
の
定
着
講
習
支
援
給
付
金
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
六
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
同
号
に
規
定
す
る
再
就
職
援
助
基
本
計
画

書
を
同
号
に
規
定
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の
再
就
職
支
援
会
社
活
用
給

付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
旧
雇
保
則
第
百
六
条
第
五
項
の
在
職
求
職
高
年
齢
者
等
受
入
給
付
金

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
七
条
の
規
定
は
、
平
成
十
四
年
十
月
一
日
以
後

に
、
同
条
の
高
年
齢
者
等
共
同
就
業
機
会
創
出
助
成
金
の
支
給
に
係
る
法
人
の
設
立
の
登
記
を
し
た
事
業
主
に
つ

い
て
適
用
す
る
。

６
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
五
第
二
項
の
建
設
業
労
働
移
動
支
援
助

成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
二
月
一
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
二
月
二
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
二
月
二
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
二
月
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
二
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
七
条

の
四
第
二
項
第
一
号
イ
の
改
正
規
定
及
び
第
二
条
中
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
七
条
の
四
に
た
だ
し
書
を
加
え
る

改
正
規
定
は
、
産
業
活
力
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
施

行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
に
該
当

し
て
い
た
事
業
主
が
実
施
す
る
休
業
又
は
教
育
訓
練
で
あ
っ
て
、
同
日
に
お
い
て
同
項
第
二
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）

の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
た
期
間
内
に
行
わ
れ
る
も
の
に
係
る
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
三
の
雇
用
調
整
助
成

金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
休
業
又
は
教
育
訓
練
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
支

給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
条
の
三
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
同
項
に
規
定
す
る
基
準
雇
調

金
の
対
象
期
間
の
開
始
の
日
が
平
成
十
五
年
四
月
一
日
以
後
で
あ
る
事
業
主
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
継
続
雇
用
制
度
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
第
四
項
の
定
年
延
長
等
職
業
適
応
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
地
域
職
業
訓
練
推
進
事
業
助
成
金
の
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
の
団
体
又
は
そ
の
連
合
団
体
に
対
す
る
同
項
の
地
域
職
業
訓
練

推
進
事
業
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
二
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
情
報
関
連
人
材
育
成
事
業
派
遣
奨
励
金
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の
情
報
関
連
人
材
育
成
事
業
派
遣
奨
励
金

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
一
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
再
就
職
促
進
講
習
奨
励
給
付
金
の
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
、
事
業
主
の
団
体
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
団
体
に
対

す
る
同
項
の
再
就
職
促
進
講
習
奨
励
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
一
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
再
就
職
促
進
講
習
受
講
給
付
金
の
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
受
給
資
格
者
に
対
す
る
同
項
の
再
就
職
促
進
講
習
受
講
給
付
金
の
支
給
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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９
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
八
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
受
講
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
な
っ
た
労
働
者
に
対
す
る
同
号
の
受
講
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
十
条
第
十
三
号
の
規
定
に
よ
り
派
遣
労
働
者
雇
用
管
理
研
修
助
成
金
の
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
派
遣
元
事
業
主
に
対
す
る
同
号
の
派
遣
労
働
者
雇
用
管
理
研
修
助
成
金
の

支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
四
月
一
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第

百
三
十
九
条
第
三
項
及
び
第
五
項
の
改
正
規
定
、
第
三
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
二
条
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規

定
は
、
平
成
十
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
二
条
第
二
項
第
三
号
イ
の
規
定
に
基
づ
き

同
号
イ
に
規
定
す
る
計
画
を
同
号
イ
に
規
定
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の

地
域
雇
用
促
進
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
四
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
同
号
に
規
定
す
る
計
画
を
同
号
に
規
定

す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の
地
域
雇
用
促
進
環
境
整
備
奨
励
金
の
支
給
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
介
護
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
改
善
計
画
を
都

道
府
県
知
事
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
旧
雇
保
則
第
百
十
七
条
の
介
護
人
材
確
保
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
当
該
介
護
人
材
確
保
助
成
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
は
、
都
道
府
県
労

働
局
長
が
行
う
も
の
と
す
る
。

４
　
施
行
日
前
に
介
護
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
改
善
計
画
を
都

道
府
県
知
事
に
提
出
し
、
認
定
を
受
け
た
事
業
主
に
対
す
る
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
一
項
の
介
護
雇
用
環

境
整
備
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
九
条
第
三
項
第
一
号
に
該
当
す
る
育
児
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
を
開
始
し
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
第
一
項
の
育
児
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
奨
励
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
九
条
第
五
項
第
一
号
に
該
当
す
る
介
護
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
を
開
始
し
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
第
一
項
の
介
護
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
奨
励
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
四
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
三
十
一
号
）
の
施
行
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

（
休
業
又
は
勤
務
時
間
短
縮
開
始
時
の
賃
金
の
届
出
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
の

五
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業

を
開
始
し
た
被
保
険
者
又
は
施
行
日
以
後
に
開
始
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
短
縮
の
対
象
と
な
る
被

保
険
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
技
能
習
得
手
当
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
施
行
日
前
の
日
に
係
る
受
講
手
当
の
日
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
の
日
に
係
る
特
定
職
種
受
講
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
常
用
就
職
支
度
手
当
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
経
済
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
円
滑
な
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
の
雇
用
対
策
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

等
の
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
特
定
不
況
業
種
等
関
係
労
働
者

の
雇
用
の
安
定
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二

項
若
し
く
は
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
又
は
特
定
不
況
業
種
等
関
係
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
に
関
す
る
特
別
措
置

法
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
等
の
省
令
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
九
号
）
第
一
条
に
よ
る
廃
止
前
の

特
定
不
況
業
種
等
関
係
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
労
働
省
令
第

二
十
号
）
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
特
定
不
況
業
種
離
職
者
求
職
手
帳
の
発
給
を
受
け
た
者
は
、
発
給
を
受
け
た

特
定
不
況
業
種
離
職
者
求
職
手
帳
が
そ
の
効
力
を
有
す
る
間
に
お
い
て
の
み
、
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
第
二

号
の
身
体
障
害
者
そ
の
他
の
就
職
が
困
難
な
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
に
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
も
の
と
す

る
。

２
　
石
炭
鉱
業
の
構
造
調
整
の
完
了
等
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
六

号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
炭
鉱
労
働
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
（
昭
和
三
十
四

年
法
律
第
百
九
十
九
号
）
第
八
条
第
一
項
、
第
九
条
第
一
項
又
は
第
九
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
炭
鉱
離
職
者
求
職
手
帳
の
発
給
を
受
け
た
者
は
、
発
給
を
受
け
た
炭
鉱
離
職
者
求
職
手
帳
が
そ
の
効
力
を

有
す
る
間
に
お
い
て
の
み
、
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
身
体
障
害
者
そ
の
他
の
就
職
が
困
難
な
者
と

し
て
厚
生
労
働
省
令
に
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
失
効
前
の

同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
沖
縄
失
業
者
求
職
手
帳
の
発
給
を
受
け
た
者
は
、
発
給
を
受
け
た
沖
縄

失
業
者
求
職
手
帳
が
そ
の
効
力
を
有
す
る
間
に
お
い
て
の
み
、
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
身
体
障
害

者
そ
の
他
の
就
職
が
困
難
な
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
に
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

（
教
育
訓
練
給
付
の
期
間
延
長
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
新
規
則
第
百
一
条
の
二
の
三
の
規
定
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
係
る
引
き
続
き
三
十
日
以
上
雇
用

保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
六
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
を
開
始
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
期
間
が
施
行
日
以
後
に
開
始
す
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
特
別
給
付
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
施
行
日
前
に
職
業
に
就
い
た
者
に
対
す
る
新
規
則
附
則
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
十
一
条
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二
号
中
「
基
本
手
当
日
額
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
六
条
の
二
第
三
項
第
一
号
に
規

定
す
る
基
本
手
当
の
日
額
」
と
、
同
条
中
「
四
分
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
基
本
手
当
日
額
を
法
第
五
十
六
条
の
二

第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
本
手
当
の
日
額
で
除
し
て
得
た
数
に
六
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
数
」
と
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条
　
新
規
則
第
十
四
条
の
三
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
休
業
開
始
時
賃
金
証
明
書
、
新
規
則
第
十
七
条
の

二
第
一
項
の
未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
、
新
規
則
第
二
十
二
条
第
一
項
の
失
業
認
定
申
告
書
、
新
規
則
第
二
十

七
条
の
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
証
明
書
、
新
規
則
第
四
十
五
条
第
二
項
の
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定
届
、
新
規
則

第
四
十
五
条
第
三
項
の
払
渡
金
融
機
関
変
更
届
、
新
規
則
第
六
十
三
条
第
二
項
の
傷
病
手
当
支
給
申
請
書
、
新
規

則
第
六
十
五
条
の
五
の
高
年
齢
受
給
資
格
者
失
業
認
定
申
告
書
、
新
規
則
第
六
十
九
条
の
特
例
受
給
資
格
者
失
業

認
定
申
告
書
及
び
新
規
則
第
百
一
条
の
二
の
八
第
一
項
の
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
は
、
当
分
の
間
、
な
お

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定
は
、
平
成

十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
〇
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
六
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
一
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
様
式
第

三
十
三
号
の
二
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
四
項
の
規
定
（
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

は
、
平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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２
　
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
基
本
手
当
の
受
給
資
格
者
に
係
る
雇
用
保
険
法
第
二
十
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
所
定
給
付
日
数
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
六
十
歳
到
達
時
等
賃
金
証
明
書
が
公
共
職
業
安
定
所
長
に
提
出
さ
れ
て
い
る
場

合
に
お
け
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
一
条
の

五
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
に
雇
用
保
険
被
保
険
者
六
十
歳
到
達
時
等
賃
金
証
明
書
（
様

式
第
三
十
三
号
の
四
。
以
下
「
六
十
歳
到
達
時
等
賃
金
証
明
書
」
と
い
う
。
）
を
添
え
て
そ
の
事
業
所
」
と
あ
る

の
は
「
を
そ
の
事
業
所
」
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
新
規
則
第
百
一
条
の
五
第
三
項
の
規
定
は
適
用
し
な

い
。

４
　
新
規
則
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
休
業
開
始
時
賃
金
証
明
書
、
同
条
第
二
項
の
雇
用
保
険

被
保
険
者
休
業
開
始
時
賃
金
証
明
票
、
第
十
四
条
の
四
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
休
業
・
勤
務
時
間
短
縮
開

始
時
賃
金
証
明
書
、
同
条
第
二
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
休
業
・
勤
務
時
間
短
縮
開
始
時
賃
金
証
明
票
、
第
十
七

条
の
二
第
一
項
の
未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
、
第
百
一
条
の
二
の
八
第
一
項
の
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請

書
、
第
百
一
条
の
五
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
六
十
歳
到
達
時
等
賃
金
証
明
書
、
第
百
一
条
の
十
三
第
一
項

の
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
、
第
百
一
条
の
十
四
第
一
項
の
育
児
休
業
者
職
場
復
帰
給
付
金
支
給
申
請

書
及
び
第
百
一
条
の
十
九
第
一
項
の
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
規
則
の
相
当
様
式

に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
七
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
七
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
三
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
規
定
、
第
五
条
中
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第

四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
の
規
定
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
の
二
の

雇
用
保
険
被
保
険
者
区
分
変
更
届
並
び
に
新
規
則
第
四
十
九
条
第
一
項
の
受
給
資
格
者
氏
名
変
更
届
及
び
受
給
資

格
者
住
所
変
更
届
は
、
当
分
の
間
、
な
お
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
相
当
様
式
に
よ

る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附

則
第
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
改
正
規
定
は
、
平
成
十
六
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
雇
用
対
策
法
第
二
十
四

条
第
一
項
又
は
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
再
就
職
援
助
計
画
を
作
成
し
、
同
法
第
二
十
四
条
第
三
項
又
は

第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
共
職
業
安
定
所
長
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
に
対
す
る
第
一
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
五
第

二
項
の
求
職
活
動
等
支
援
給
付
金
又
は
同
条
第
三
項
の
再
就
職
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
と
な
っ
た
中
小
企
業
事

業
主
の
団
体
又
は
そ
の
連
合
団
体
に
対
す
る
同
項
の
労
働
移
動
支
援
体
制
整
備
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
五
項
の
定
着
講
習
支
援
給
付
金
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
六
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
再
就
職
援
助
基
本
計
画
書
を
公
共
職
業

安
定
所
の
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
（
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
求
職
活
動
支
援
給
付
金
又
は
同
条
第
七
項
（
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
六
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
再
就
職
支
援
会
社
活
用
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
と
な
っ
た
中
小
企
業
事

業
主
の
団
体
又
は
そ
の
連
合
団
体
に
対
す
る
同
項
の
再
就
職
支
援
体
制
整
備
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
九
項
（
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
七

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
在
職
求
職
高
年
齢
者
等
受
入
給
付
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
施
行
日
前
に
看
護
休
暇
制
度
導
入
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
け
る
当

該
看
護
休
暇
制
度
導
入
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
年
雇
用
安
定
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の
通
年
雇
用
安
定
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

９
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
新
事
業
支
援
機
関
が
情
報
処
理
に
関
す
る
職

業
訓
練
（
情
報
関
連
人
材
育
成
事
業
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
実
施
し
た
場
合
に
お
け
る
同
条
第
三
項
の

情
報
関
連
人
材
育
成
事
業
推
進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10
　
平
成
十
九
年
三
月
十
五
日
ま
で
の
間
に
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
附

則
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
年
雇
用
安
定
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事

業
主
に
対
し
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
月
十
六
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
通
年
雇
用
安
定
給
付
金

を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

11
　
平
成
十
九
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
規
則
附
則
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
冬
期
雇
用
安
定
奨
励

金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
し
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
同
年
六
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
冬
期
雇
用
安
定
奨
励
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

12
　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
規
則
附
則
第
十
七
条
の
二
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
冬

期
技
能
講
習
助
成
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
若
し
く
は
事
業
主
の
団
体
又

は
労
働
者
に
対
し
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
四
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
冬
期
技

能
講
習
助
成
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
八
月
二
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
九
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
一
月
四
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
施
行
日
前
に
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
八
十
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
受

給
資
格
者
で
あ
つ
て
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い

う
。
）
第
八
十
二
条
の
三
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
同
令
第
百
二
条
の
五
第
二
項
第
二
号
イ
及
び
ロ
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
事
業
主
が
作
成
し
た
同
号
イ
に
規
定
す
る
再
就
職
援
助
計
画
等
の
対
象
と
な
る
者
に
対
す
る
常
用
就

職
支
度
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
二
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
再
就
職
援
助
基
本
計
画
書
を
公
共
職
業

安
定
所
の
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
（
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
求
職
活
動
等
支
援
給
付
金
又
は
同
条
第
三
項
（
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
五
第
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二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
再
就
職
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
四
項
（
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
六

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
定
着
講
習
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
旧
雇
保
則
第
百
十
条
第
三
項
の
緊
急
就
職
支
援
者
雇
用
開
発
助
成
金

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
一
月
一
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
九
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
が
あ
っ
た
場
合
の
取
扱
い
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
後
に
新
潟
県
中
越
地
域
の
市
町
村
の
廃
置
分
合

又
は
境
界
変
更
が
あ
っ
た
場
合
（
新
潟
県
中
越
地
域
の
市
町
村
と
そ
の
他
の
市
町
村
と
の
間
に
廃
置
分
合
又
は
境

界
変
更
が
あ
っ
た
場
合
を
含
む
。
）
に
は
、
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
に
よ
り
新
た
に
設
置
さ
れ
、
又
は
境

界
が
変
更
さ
れ
た
市
町
村
の
区
域
の
う
ち
施
行
日
に
お
い
て
新
潟
県
中
越
地
域
で
あ
っ
た
区
域
を
新
潟
県
中
越
地

域
と
み
な
し
て
、
こ
の
省
令
の
規
定
を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
一
月
二
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
十
一
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下

「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
三
十
三
号
の
三
に
よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
及
び
旧
規
則
様
式
第

三
十
三
号
の
五
に
よ
る
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用

保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
三
十
三
号
の
三
に
よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給

資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
又
は
様
式
第
三
十
三
号
の
三
の
二
に
よ
る
高
年
齢

雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
及
び
様
式
第
三
十
三
号
の
五
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）

育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
又
は
様
式
第
三
十
三
号
の
五
の
二
に
よ
る
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請

書
と
み
な
す
。

３
　
新
規
則
第
百
一
条
の
五
第
一
項
の
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給

付
支
給
申
請
書
及
び
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
並
び
に
新
規
則
第
百
一
条
の
十
三
第
一
項
の
育
児
休
業

給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
及
び
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請

書
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
規
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
二
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
八
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
一
月
二
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
二
月
一
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下

「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
十
号
の
二
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
休
業
開
始
時
賃
金
証
明
書
、
旧
規
則
様
式

第
十
号
の
三
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
休
業
開
始
時
賃
金
証
明
票
、
旧
規
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
に
よ
る
育

児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
、
旧
規
則
様
式
第
三
十
三
号
の

五
の
二
に
よ
る
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
及
び
旧
規
則
様
式
第
三
十
三
号
の
六
に
よ
る
介
護
休
業
給
付

金
支
給
申
請
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い

う
。
）
様
式
第
十
号
の
二
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
休
業
開
始
時
賃
金
証
明
書
、
新
規
則
第
十
号
の
三
に
よ
る

雇
用
保
険
被
保
険
者
休
業
開
始
時
賃
金
証
明
票
、
新
規
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
受
給
資

格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
規
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
の
二
に
よ
る
育
児

休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
及
び
新
規
則
様
式
第
三
十
三
号
の
六
に
よ
る
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
と
み

な
す
。

３
　
新
規
則
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
休
業
開
始
時
賃
金
証
明
書
、
新
規
則
第
十
四
条
の
二
第

二
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
休
業
開
始
時
賃
金
証
明
票
、
新
規
則
第
百
一
条
の
十
三
第
一
項
の
育
児
休
業
給
付
受

給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
及
び
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
並
び

に
新
規
則
第
百
一
条
の
十
九
第
一
項
の
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
規
則
の
相
当
様

式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
不
動
産
登
記
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
三
月
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
雇
用
保
険
法
施
行
規
則

第
八
十
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
受
給
資
格
者
で
あ
っ
て
、
第
一
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
八
十
二
条
の
三
第
二
項
第
七
号
に
規

定
す
る
者
に
対
す
る
常
用
就
職
支
度
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
旧
雇
保
則
第
百
十
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
１
４
）
に
規
定
す
る
者
の
雇
入
れ
に
係
る

同
項
の
特
定
就
職
困
難
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
地
域
雇
用
促
進
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
地
域
雇
用
促
進
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
地
域
雇
用
促
進
特
別
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
地
域
雇
用
促
進
特
別
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
沖
縄
若
年
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
沖
縄
若
年
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
所
内
託
児
施
設
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
事
業
所
内
託
児
施
設
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

７
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
・
介
護
費
用
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
育
児
・
介
護
費
用
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

８
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
代
替
要
員
確
保
等
助
成
金
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
育
児
休
業
代
替
要
員
確
保
等
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
両
立
支
援
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
育
児
両
立
支
援
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

10
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
看
護
休
暇
制
度
導
入
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
看
護
休
暇
制
度
導
入
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

11
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
届
出
を
行
っ
た
事
業
主
で
あ
っ
て
、
当
該

届
出
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
育
児
休
業
の
取
得
の
促
進
を
図
る
た
め
、
同
項
各
号
に
掲
げ
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る
措
置
の
す
べ
て
を
実
施
し
、
か
つ
、
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
の
う
ち
育
児
休
業
を
し
た
男
性
被
保
険
者
及
び

女
性
被
保
険
者
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
以
上
い
る
も
の
に
対
す
る
同
項
の
育
児
休
業
取
得
促
進
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

12
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
奨
励

金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
対
す
る
育
児
休
業
者
職
場
復
帰

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

13
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
奨
励

金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
対
す
る
介
護
休
業
者
職
場
復
帰

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

14
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

15
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
三
の
移
動
高
年
齢
者
等
雇
用
安
定
助
成

金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

16
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
求
職
活
動
等
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
求
職
活
動
等
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

17
　
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
三
第
二
項
第
二
号
イ
の
長
期
休
業
に
係
る
同
条
の
退
職

前
長
期
休
業
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

18
　
施
行
日
前
に
経
済
社
会
の
急
速
な
変
化
に
対
応
し
て
行
う
中
高
年
齢
者
の
円
滑
な
再
就
職
の
促
進
、
雇
用
の
機

会
の
創
出
等
を
図
る
た
め
の
雇
用
保
険
法
等
の
臨
時
の
特
例
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
五
十

八
号
。
以
下
、
「
臨
時
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
中
小
企
業

に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
及
び
良
好
な
雇
用
の
機
会
の
創
出
の
た
め
の
雇
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
法
律
（
平
成

三
年
法
律
第
五
十
七
号
。
以
下
「
中
小
企
業
労
働
力
確
保
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
係
る
改
善

計
画
の
認
定
を
申
請
し
た
中
小
企
業
者
に
対
す
る
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
さ
れ
る
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
八
条
第
三
項
の
中
小
企
業
基
盤
人
材
確
保
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

19
　
施
行
日
前
に
臨
時
特
例
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
中
小
企
業
労
働
力
確
保
法

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
係
る
改
善
計
画
の
認
定
を
申
請
し
た
中
小
企
業
者
に
対
す
る
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条

の
五
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
十
五
条
第
八
項
の
中
小
企
業
雇
用

創
出
等
能
力
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

20
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
十
七
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
建
設
業
労
働
移
動
円
滑
化
支
援
助
成
金
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
中
小
建
設
業
事
業
主
又
は
中
小
建
設
業
事
業
主
の
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団

体
に
対
す
る
建
設
業
労
働
移
動
円
滑
化
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
四
月
一
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
八
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
中
小
企
業
経
営
革
新
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ロ
に
該
当

す
る
事
業
主
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
七
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
平
成
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以

下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
二
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
旧
規
則
様
式
第
五
号
に
よ

る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
証
明
書
、
旧
規
則
様
式
第
九
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
区
分
変
更
届
及
び
旧
規

則
様
式
第
三
十
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
（
新
規
）
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
用
総
括

票
並
び
に
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
規
則
様
式
第
六
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
及
び
旧
規
則
様
式
第
七
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用

保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
二
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
新

規
則
様
式
第
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
証
明
書
、
新
規
則
様
式
第
九
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者

区
分
変
更
届
及
び
新
規
則
様
式
第
三
十
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
（
新
規
）
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

デ
ィ
ス
ク
提
出
用
総
括
票
並
び
に
新
規
則
様
式
第
六
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
及
び
新
規
則
様
式
第

七
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
と
み
な
す
。

２
　
新
規
則
第
六
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
新
規
則
第
七
条
第
一
項
第
一
号
の
雇
用
保
険
被

保
険
者
離
職
証
明
書
、
新
規
則
第
七
条
第
二
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
、
新
規
則
第
十
条
第
一
項
の
雇
用

保
険
被
保
険
者
証
、
新
規
則
第
十
二
条
の
二
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
区
分
変
更
届
及
び
新
規
則
第
百
四
十
六
条
第

一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
（
新
規
）
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
用
総
括
票
は
、
当
分
の
間
、

な
お
旧
規
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条
　
施
行
日
前
に
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条
第
九
号
の
規
定
に
よ
り

給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
号
の
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以

下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
一
号
に
よ
る
雇
用
保
険
適
用
除
外
承
認
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
号

に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
四
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
及

び
雇
用
保
険
被
保
険
者
氏
名
変
更
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
八
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
再
交
付
申
請
書
、

旧
雇
保
則
様
式
第
九
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
区
分
変
更
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被

保
険
者
転
勤
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
に
よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）

高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
の
二
に
よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支

給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業

基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
の
二
に
よ
る
育
児
休
業
基
本
給
付
金
・
育
児
休
業

者
職
場
復
帰
給
付
金
支
給
申
請
書
並
び
に
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
六
に
よ
る
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請

書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
様

式
第
二
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
四
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格

喪
失
届
及
び
雇
用
保
険
被
保
険
者
氏
名
変
更
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
八
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
再
交
付

申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
九
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
区
分
変
更
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
号
に
よ
る
雇

用
保
険
被
保
険
者
転
勤
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
に
よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認

票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
の
二
に
よ
る
高
年
齢
雇

用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初

回
）
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
の
二
に
よ
る
育
児
休
業
基
本
給
付

金
・
育
児
休
業
者
職
場
復
帰
給
付
金
支
給
申
請
書
並
び
に
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
六
に
よ
る
介
護
休
業
給

付
金
支
給
申
請
書
と
み
な
す
。
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２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
雇
保
則
様
式
第
七
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
、
旧
雇

保
則
様
式
第
十
一
号
の
四
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
手
帳
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
新
雇
保
則
様
式
第
七
号
に
よ
る
雇

用
保
険
被
保
険
者
証
及
び
新
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
の
四
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
手
帳
と
み
な
す
。

３
　
新
雇
保
則
第
六
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
新
雇
保
則
第
七
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保

険
者
資
格
喪
失
届
、
新
雇
保
則
第
十
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
、
新
雇
保
則
第
十
条
第
三
項
の
雇
用
保

険
被
保
険
者
証
再
交
付
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
十
二
条
の
二
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
区
分
変
更
届
、
新
雇
保
則
第

十
三
条
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
転
勤
届
、
新
雇
保
則
第
十
四
条
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
氏
名
変
更
届
、
新
雇
保
則

第
十
七
条
の
二
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
手
帳
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
五
第
一
項
の
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給

資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
及
び
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
新
雇

保
則
第
百
一
条
の
十
三
第
一
項
の
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申

請
書
及
び
育
児
休
業
基
本
給
付
金
・
育
児
休
業
者
職
場
復
帰
給
付
金
支
給
申
請
書
並
び
に
新
雇
保
則
第
百
一
条
の

十
九
第
一
項
の
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
雇
保
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で

き
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
求
職
活
動
等
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
求
職
活
動
等
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
再
就
職
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
再
就
職
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
着
講
習
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
定
着
講
習
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

７
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
二
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る

同
項
の
継
続
雇
用
制
度
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
と
す
る
。

８
　
新
雇
保
則
第
百
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
多
数
継
続
雇
用
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ

り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
継
続
雇
用
制
度
奨
励
金
の
支
給
を
新
雇
保
則
第
百
四
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
継
続
雇
用
制
度
奨
励
金
の
支
給
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
第
三
号
の

確
保
措
置
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働

省
令
第
七
十
一
号
）
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
継
続
雇
用
制
度
奨
励
金

が
支
給
さ
れ
る
期
間
」
と
、
同
項
第
一
号
ロ
中
「
確
保
措
置
を
講
じ
た
」
と
あ
る
の
は
「
雇
用
保
険
法
施
行
規
則

等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
継
続
雇
用
制
度
を
設
け
た
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

９
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
受
給
資
格
者
創
業
支
援
助
成
金
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
受
給
資
格
者
創
業
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

10
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
地
域
雇
用
促
進
特
別
奨
励
金
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
地
域
雇
用
促
進
特
別
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

11
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
所
内
託
児
施
設
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
対
す
る
事
業
所
内
託
児
施
設
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

12
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
・
介
護
費
用
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
育
児
・
介
護
費
用
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

13
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
代
替
要
員
確
保
等
助
成
金
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
育
児
休
業
代
替
要
員
確
保
等
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

14
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
両
立
支
援
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
育
児
両
立
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

15
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
男
性
労
働
者
育
児
参
加
促
進
給
付
金
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
男
性
労
働
者
育
児
参
加
促
進
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

16
　
施
行
日
前
に
介
護
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
六
十
三
号
。
以
下
「
介

護
労
働
者
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
係
る
改
善
計
画
の
認
定
を
申
請
し
た
事
業
主
に
対
す
る
旧

雇
保
則
第
百
十
七
条
第
二
項
の
介
護
基
盤
人
材
確
保
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

17
　
施
行
日
前
に
介
護
労
働
者
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
係
る
改
善
計
画
の
認
定
を
申
請
し
た
事
業
主
に
対
す
る

旧
雇
保
則
第
百
十
七
条
第
三
項
の
介
護
雇
用
管
理
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

18
　
施
行
日
前
に
中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
及
び
良
好
な
雇
用
の
機
会
の
創
出
の
た
め
の
雇
用
管
理
の
改

善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
五
十
七
号
。
以
下
「
中
小
企
業
労
働
力
確
保
法
」
と
い
う
。
）
第

四
条
第
一
項
の
規
定
に
係
る
改
善
計
画
の
認
定
を
申
請
し
た
事
業
協
同
組
合
等
の
構
成
員
た
る
中
小
企
業
者
又
は

中
小
企
業
者
に
対
す
る
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
二
項
の
中
小
企
業
雇
用
管
理
改
善
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

19
　
施
行
日
前
に
中
小
企
業
労
働
力
確
保
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
係
る
改
善
計
画
の
認
定
を
申
請
し
た
中
小
企

業
者
に
対
す
る
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
三
項
の
中
小
企
業
基
盤
人
材
確
保
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

20
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

21
　
施
行
日
前
に
介
護
労
働
者
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
係
る
改
善
計
画
の
認
定
を
申
請
し
た
事
業
主
に
対
す
る

旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
の
二
の
介
護
能
力
開
発
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

22
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
奨
励

金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
対
す
る
育
児
休
業
者
職
場
復
帰

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

23
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
奨
励

金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
対
す
る
介
護
休
業
者
職
場
復
帰

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

24
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
十
条
第
十
八
号
及
び
改
正
前
の
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
第
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
短
時
間
労
働
者
雇
用
管
理
改
善
等
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
中
小
企
業
事
業
主
及
び
中
小
企
業
事
業
主
の
団
体
に
対
す
る
短
時
間
労
働
者
雇
用
管
理

改
善
等
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

25
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
六
第
四
項
、
第
六
項
又
は
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
建
設
業
労
働
移
動

円
滑
化
支
援
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
中
小
建
設
事
業
主
又
は
中
小
建
設
事
業
主

の
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
に
対
す
る
建
設
業
労
働
移
動
円
滑
化
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
四
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
五
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以

下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
八
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
再
交
付
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第

十
二
号
に
よ
る
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
届
及
び
公
共
職
業
訓
練
等
通
所
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
六
号
に
よ
る
受

給
期
間
延
長
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
に
よ
る
就
業
手
当
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
九

号
の
二
に
よ
る
再
就
職
手
当
支
給
申
請
書
並
び
に
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
二
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
金
支
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給
申
請
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い

う
。
）
様
式
第
八
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
再
交
付
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
二
号
に
よ
る
公
共
職

業
訓
練
等
受
講
届
及
び
公
共
職
業
訓
練
等
通
所
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
六
号
に
よ
る
受
給
期
間
延
長
申
請
書
、

新
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
に
よ
る
就
業
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
二
に
よ
る
再
就
職

手
当
支
給
申
請
書
並
び
に
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
二
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
と
み
な
す
。

２
　
新
雇
保
則
第
十
条
第
三
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
再
交
付
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
二
十
一
条
第
一
項
の
公
共

職
業
訓
練
等
受
講
届
及
び
公
共
職
業
訓
練
等
通
所
届
、
新
雇
保
則
第
三
十
一
条
第
一
項
の
受
給
期
間
延
長
申
請

書
、
新
雇
保
則
第
八
十
二
条
の
五
第
一
項
の
就
業
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
八
十
二
条
の
七
第
一
項
の
再

就
職
手
当
支
給
申
請
書
並
び
に
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
二
の
八
第
一
項
の
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
は
、
当

分
の
間
、
な
お
旧
雇
保
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
九
月
一
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
九
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
九
月
二
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法

施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
試
行
雇
用
奨
励
金
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
試
行
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
及
び
良
好
な
雇
用
の
機
会
の
創
出
の
た
め
の
雇
用
管
理
の
改

善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
係
る
改
善
計
画
（
以
下

「
改
善
計
画
」
と
い
う
。
）
の
認
定
を
申
請
し
た
事
業
協
同
組
合
等
の
構
成
員
で
あ
る
中
小
企
業
者
又
は
改
善
計
画

の
認
定
を
申
請
し
た
中
小
企
業
者
に
対
す
る
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
七
項
の
中
小
企
業
雇
用
創
出
等
能
力
開

発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
九
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
九
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
四
月
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
四
月
二
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
一
条
中
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
三
条
、
第
百
十
四
条
、
附
則
第
十
六
条
及
び
附
則
第
十
七
条
の
改

正
規
定
並
び
に
附
則
第
八
条
第
八
項
の
規
定
　
平
成
十
九
年
六
月
一
日

二
　
第
一
条
中
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
一
条
の
二
の
五
か
ら
第
百
一
条
の
二
の
七
ま
で
の
改
正
規
定
及
び
第

二
条
中
船
員
保
険
法
施
行
規
則
第
四
十
八
条
ノ
十
四
ノ
七
か
ら
第
四
十
八
条
ノ
十
四
ノ
九
ま
で
の
改
正
規
定
並

び
に
附
則
第
六
条
及
び
第
九
条
の
規
定
　
平
成
十
九
年
十
月
一
日

（
暫
定
雇
用
福
祉
事
業
）

第
二
条
　
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）

附
則
第
六
条
第
一
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
同
項
第
四

号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る

期
間
と
す
る
。

一
　
改
正
法
附
則
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
改
正
法
附
則
第
八

十
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
九
十
二
号
。
以
下
「
旧

財
形
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
の
二
第
一
号
の
助
成
金
の
支
給
を
行
う
こ
と
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

二
　
改
正
法
附
則
第
八
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
財
形
法
第
八
条

の
二
第
三
号
の
助
成
金
の
支
給
を
行
う
こ
と
　
施
行
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

三
　
改
正
法
附
則
第
八
十
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
財
形
法
第
十
四

条
の
三
の
助
成
を
行
う
こ
と
　
施
行
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

四
　
改
正
法
附
則
第
百
六
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
改
正
法
附
則
第
百
五
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
及
び
良
好
な
雇
用
の
機
会
の
創
出
の
た
め
の
雇
用
管

理
の
改
善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
第
一
号
の
助
成
を
行
う
こ

と
　
施
行
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

五
　
改
正
法
附
則
第
百
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
改
正
法
附
則
第
百
十
一
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
五
年
法
律
第
七
十
六

号
）
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
給
付
金
の
支
給
を
行
う
こ
と
　
施
行
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
間

六
　
改
正
法
附
則
第
八
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
財
形
法
第
八
条

の
二
第
二
号
の
奨
励
金
の
支
給
を
行
う
こ
と
　
施
行
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

七
　
改
正
法
附
則
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
に
行
わ
せ
る
も
の
と

さ
れ
た
改
正
法
附
則
第
百
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
四
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
三
十
二
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
　
施
行
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間

八
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
九

条
に
規
定
す
る
事
業
　
施
行
日
か
ら
当
該
事
業
が
終
了
す
る
ま
で
の
間

九
　
旧
雇
保
則
附
則
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
事
業
　
施
行
日
か
ら
当
該
事
業
が
終
了
す
る
ま
で
の
間

十
　
旧
雇
保
則
第
百
四
十
条
第
七
号
に
定
め
る
事
業
の
う
ち
、
施
行
日
前
に
同
号
の
規
定
に
よ
り
補
助
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
市
町
村
に
対
し
て
補
助
を
行
う
こ
と
　
施
行
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間

十
一
　
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働

省
令
第
百
五
十
三
号
）
附
則
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
給
付
金
の
支
給
を

行
う
こ
と
　
施
行
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

十
二
　
旧
雇
保
則
第
百
四
十
条
第
三
号
に
定
め
る
事
業
　
施
行
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

十
三
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
事
業
（
改
正
法
附
則
第
六
条
第
一
項
第
一
号

か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
前
各
号
に
掲
げ
る
事
業
に
附
帯
す
る
事
業
を
含
む
。
）
　
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
期
間

（
教
育
訓
練
給
付
金
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
一
条

の
二
の
五
及
び
第
百
一
条
の
二
の
六
の
規
定
は
、
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
以
後
に
雇
用

保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
六
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
を
開
始
し
た
者
か

ら
適
用
し
、
同
日
前
に
同
項
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
を
開
始
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
雇
用
安
定
事
業
等
に
関
す
る
経
過
措
置
等
）

第
七
条
　
第
一
条
中
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
条
の
五
、
第
百
三
条
、
第
百
四
条
、
第
百
十
条
の
二
、
第
百
十

条
の
三
、
第
百
十
二
条
、
第
百
十
六
条
、
第
百
十
七
条
、
第
百
十
八
条
第
一
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
、
第
百
十

九
条
か
ら
第
百
二
十
条
の
二
ま
で
並
び
に
第
百
二
十
五
条
並
び
に
附
則
第
十
五
条
の
六
か
ら
第
十
五
条
の
八
ま
で

の
改
正
規
定
、
同
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
同
令
附
則
第
十
七
条
の
二
か
ら
第
十
七
条
の
六
ま

で
の
改
正
規
定
、
第
十
一
条
の
規
定
並
び
に
第
十
四
条
中
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
の
業
務
運
営
並

び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
第
二
十
一
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
八
項
か
ら
第
十
項
ま
で
並
び
に
附
則

第
三
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
（
次
条
に
お
い
て
「
適
用
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
適
用
す
る
。
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第
八
条
　
適
用
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
求
職
活
動
等
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
求
職
活
動
等
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

２
　
適
用
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
再
就
職
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
再
就
職
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
適
用
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
着
講
習
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
定
着
講
習
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

４
　
適
用
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
二
項
第
一
号
イ
及
び
ニ
又
は
同
項
第
二
号
ロ
及
び
ニ
に
該
当
す
る
こ
と
と

な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
継
続
雇
用
制
度
奨
励
金
及
び
多
数
継
続
雇
用
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

５
　
適
用
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
六
項
第
一
号
イ
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
に
対
す
る
雇
用
確
保
措
置
導
入

支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
適
用
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
法
人
の
設
立
の
登
記
を
し
た
事
業
主
に
対
す
る
高
年

齢
者
等
共
同
就
業
機
会
創
出
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
適
用
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
三
第
一
項
第
一
号
の
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の
試
行
雇

用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
通
年
雇
用
安
定

給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
通
年
雇
用
安
定
給
付
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９
　
適
用
日
前
に
介
護
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
係
る
改
善
計
画
の

認
定
を
申
請
し
た
事
業
主
に
対
す
る
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
六
項
の
介
護
基
盤
人
材
確
保
助
成
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10
　
適
用
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
助
成
金
の
支

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

11
　
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
三
項
第
二
号
ハ
か
ら
ヘ
ま
で
に
規
定
す
る
期
間
の
初
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
事
業

主
で
あ
っ
て
、
当
該
期
間
内
に
同
項
第
一
号
に
該
当
す
る
も
の
に
対
す
る
同
項
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
助
成
金
の

支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

12
　
適
用
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
建
設
業
労
働
移
動
円
滑
化
支
援
助
成
金
の
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
又
は
認
定
団
体
に
対
す
る
建
設
業
労
働
移
動
円
滑
化
支
援
助
成
金

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
条
　
旧
雇
保
則
様
式
第
四
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
及
び
雇
用
保
険
被
保
険
者
氏
名
変
更
届

は
、
新
雇
保
則
様
式
第
四
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
及
び
雇
用
保
険
被
保
険
者
氏
名
変
更
届
と

み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
雇
保
則
様
式
第
六
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

は
、
新
雇
保
則
様
式
第
六
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
と
み
な
す
。

３
　
新
雇
保
則
第
十
七
条
の
七
の
雇
用
保
険
返
納
金
等
滞
納
者
財
産
差
押
証
明
書
及
び
新
雇
保
則
第
百
四
十
四
条
の

雇
用
保
険
検
査
証
明
書
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
雇
保
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
六
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
七
月
二
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
が
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
で
あ
る
場
合

に
お
け
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
十
二

条
の
二
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
受
給
資
格
者
に
係
る
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第

百
十
六
号
）
第
二
十
三
条
第
二
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

３
　
施
行
日
前
に
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
八
十
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
受
給
資

格
者
等
で
あ
っ
て
、
旧
雇
保
則
第
八
十
二
条
の
三
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
者
に
対
す
る
常
用
就
職
支
度
手
当

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
求
職
活
動
等
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
求
職
活
動
等
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
就
職
困
難
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
特
定
就
職
困
難
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
緊
急
就
職
支
援
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
緊
急
就
職
支
援
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
中
小
企
業
基
盤
人
材
確
保
助
成
金
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
認
定
中
小
企
業
者
に
対
す
る
中
小
企
業
基
盤
人
材
確
保
助
成
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
旧
雇
保
則
様
式
第
二
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
四
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
及
び
雇
用
保
険
被
保
険
者
氏
名
変
更
届
、

旧
雇
保
則
様
式
第
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
証
明
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
九
号
の
二
に
よ
る
雇
用
継

続
交
流
採
用
終
了
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
転
勤
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
六
号

に
よ
る
受
給
期
間
延
長
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
八
号
に
よ
る
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定
届
及
び
払
渡
希
望

金
融
機
関
変
更
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
二
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式

第
三
十
三
号
の
三
に
よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申

請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
四
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
六
十
歳
到
達
時
等
賃
金
証
明
書
、
旧
雇
保

則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申

請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
六
に
よ
る
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
並
び
に
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十

五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
（
新
規
）
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
用
総
括
票
は
、
そ
れ
ぞ

れ
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
二
号

に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
四
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
及

び
雇
用
保
険
被
保
険
者
氏
名
変
更
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
証
明
書
、
新
雇

保
則
様
式
第
九
号
の
二
に
よ
る
雇
用
継
続
交
流
採
用
終
了
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険

者
転
勤
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
六
号
に
よ
る
受
給
期
間
延
長
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
八
号
に
よ
る
払
渡

希
望
金
融
機
関
指
定
届
及
び
払
渡
希
望
金
融
機
関
変
更
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
二
に
よ
る
教
育
訓
練

給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
に
よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初

回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
四
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
六
十

歳
到
達
時
等
賃
金
証
明
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初

回
）
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
六
に
よ
る
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申

請
書
並
び
に
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
（
新
規
）
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ

ィ
ス
ク
提
出
用
総
括
票
と
み
な
す
。

９
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
雇
保
則
様
式
第
六
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
、

旧
雇
保
則
様
式
第
六
号
の
二
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
確
認
通
知
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
六
号
の
三

に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
確
認
通
知
書
及
び
旧
雇
保
則
様
式
第
七
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
新
雇
保
則
様
式
第
六
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
、
新
雇
保
則
様
式
第
六
号
の
二
に

よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
確
認
通
知
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
六
号
の
三
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資

格
喪
失
確
認
通
知
書
及
び
新
雇
保
則
様
式
第
七
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
と
み
な
す
。
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新
雇
保
則
第
六
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
新
雇
保
則
第
七
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保

険
者
資
格
喪
失
届
、
新
雇
保
則
第
七
条
第
一
項
第
一
号
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
証
明
書
、
新
雇
保
則
第
七
条

第
二
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
、
新
雇
保
則
第
九
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
確
認
通
知

書
及
び
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
確
認
通
知
書
、
新
雇
保
則
第
十
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
、
新

雇
保
則
第
十
二
条
の
二
の
雇
用
継
続
交
流
採
用
終
了
届
、
新
雇
保
則
第
十
三
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
転

勤
届
、
新
雇
保
則
第
十
四
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
氏
名
変
更
届
、
新
雇
保
則
第
三
十
一
条
第
一
項
の
受

給
期
間
延
長
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
四
十
五
条
第
二
項
の
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定
届
、
新
雇
保
則
第
四
十
五
条

第
三
項
の
払
渡
希
望
金
融
機
関
変
更
届
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
二
の
八
第
一
項
の
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請

書
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
五
第
一
項
の
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継

続
給
付
支
給
申
請
書
及
び
雇
用
保
険
被
保
険
者
六
十
歳
到
達
時
等
賃
金
証
明
書
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
十
三
第

一
項
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第

百
一
条
の
十
九
第
一
項
の
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
並
び
に
新
雇
保
則
第
百
四
十
六
条
第
一
項
の
雇
用
保
険

被
保
険
者
資
格
取
得
届
（
新
規
）
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
用
総
括
票
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
雇
保
則
の

相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
八
月
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
雇
用
対
策
法
及
び
地
域
雇
用
開
発
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律

第
七
十
九
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
八
月
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
第
一
条
の
規
定
、
第
二
条
中
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
を
第
一
条
の
四
と
し
、
同
条
の
前
に
三
条
を
加

え
る
改
正
規
定
（
第
一
条
の
二
及
び
第
一
条
の
三
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
令
第
八
条
の
改
正
規
定
、
同
令

第
九
条
の
改
正
規
定
及
び
同
条
の
次
に
六
条
を
加
え
る
改
正
規
定
（
第
十
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
に
係
る
部
分
に

限
る
。
）
、
第
五
条
の
規
定
並
び
に
第
六
条
の
規
定
並
び
に
次
条
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定
は
、
平
成
十
九
年
十
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条
　
改
正
法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
意
雇
用
開
発
促
進
地
域
（
改
正
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
地
域
雇
用
開
発
促
進
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
二
十
三
号
。
以
下
「
新
地
域
法
」
と
い
う
。
）
第
七

条
に
規
定
す
る
同
意
雇
用
開
発
促
進
地
域
を
い
う
。
）
と
み
な
さ
れ
る
地
域
（
次
項
に
お
い
て
「
み
な
し
地
域
」

と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
二
条
第
二
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に

基
づ
き
同
号
ロ
に
規
定
す
る
計
画
（
同
号
イ
（
１
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
同
号
ロ
に
規
定
す
る
都
道
府
県

労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
又
は
同
項
第
二
号
イ
（
１
）
の
規
定
に
基
づ
き
同
号
イ
（
１
）
に
規
定
す
る
大
規

模
雇
用
開
発
計
画
を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
の
地
域
雇
用
促
進
特
別

奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
当
該
地
域
に
係
る
改
正
法
附
則
第
三
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
新
地
域
法
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
を
得
た
地
域
雇
用
開
発
計
画
（
同
条
第
一
項
に

規
定
す
る
地
域
雇
用
開
発
計
画
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
み
な
さ
れ
る
同
意
地
域
雇
用
機
会

増
大
計
画
（
改
正
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
域
雇
用
開
発
促
進
法
（
以
下
「
旧
地
域
法
」
と
い
う
。
）

第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
を
得
て
い
た
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
雇
用
機
会
増
大
計
画
を
い
う
。
）

の
計
画
期
間
の
末
日
ま
で
の
間
に
、
都
道
府
県
が
当
該
地
域
に
係
る
地
域
雇
用
開
発
計
画
を
策
定
し
、
新
地
域
法

第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
を
得
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
計
画
期
間
の
末
日
後
に
旧
雇
保
則
第

百
十
二
条
第
二
項
第
一
号
ハ
（
２
）
に
規
定
す
る
届
を
提
出
す
る
と
き
又
は
同
項
第
二
号
イ
（
３
）
の
規
定
に
基

づ
き
雇
い
入
れ
を
行
う
と
き
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
み
な
し
地
域
に
お
い
て
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」

と
い
う
。
）
第
百
十
二
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
及
び
第
百
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。

３
　
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
２
）
に
規
定
す
る
過
疎
雇
用
改
善
地
域
に
該
当
す
る
地
域
に
お
い

て
、
施
行
日
前
に
同
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
同
号
ロ
に
規
定
す
る
計
画
（
同
号
イ
（
２
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

を
同
号
ロ
に
規
定
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
の
地
域
雇
用
促
進
特
別
奨
励
金

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
旧
地
域
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
同
意
高
度
技
能
活
用
雇
用
安
定
地
域
で
あ
っ

た
地
域
に
お
け
る
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
一
項
の
地
域
高
度
人
材
確
保
奨
励
金
及
び
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条

第
一
項
の
地
域
人
材
高
度
化
能
力
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
地
域
に
係
る
旧
地
域
法
第
八
条
第
一

項
に
規
定
す
る
地
域
高
度
技
能
活
用
雇
用
安
定
計
画
の
計
画
期
間
の
末
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
沖
縄
若
年
者
雇
用
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
沖
縄
若
年
者
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

６
　
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
地
域
高
度
人
材
確
保
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
主

が
、
同
一
の
事
由
に
よ
り
、
新
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
一
項
の
中
核
人
材
活
用
奨
励
金
又
は
新
雇
保
則
第
百
二
十

五
条
第
一
項
の
地
域
雇
用
開
発
能
力
開
発
助
成
金
の
支
給
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
支
給
事
由
に
よ
っ
て
は
、

地
域
高
度
人
材
確
保
奨
励
金
は
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

７
　
中
核
人
材
活
用
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
主
が
、
同
一
の
事
由
に
よ
り
、
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
支
給
さ
れ
る
地
域
高
度
人
材
確
保
奨
励
金
又
は
地
域
人
材
高
度
化
能
力
開
発
助
成
金
の
支
給
を
受
け
た
場

合
に
は
、
当
該
支
給
事
由
に
よ
っ
て
は
、
中
核
人
材
活
用
奨
励
金
は
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

８
　
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
地
域
人
材
高
度
化
能
力
開
発
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事

業
主
が
、
同
一
の
事
由
に
よ
り
、
中
核
人
材
活
用
奨
励
金
又
は
地
域
雇
用
開
発
能
力
開
発
助
成
金
の
支
給
を
受
け

た
場
合
に
は
、
当
該
支
給
事
由
に
よ
っ
て
は
、
地
域
人
材
高
度
化
能
力
開
発
助
成
金
は
支
給
し
な
い
も
の
と
す

る
。

９
　
地
域
雇
用
開
発
能
力
開
発
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
主
が
、
同
一
の
事
由
に
よ
り
、
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
地
域
高
度
人
材
確
保
奨
励
金
又
は
地
域
人
材
高
度
化
能
力
開
発
助
成
金
の
支
給
を

受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
支
給
事
由
に
よ
っ
て
は
、
地
域
雇
用
開
発
能
力
開
発
助
成
金
は
支
給
し
な
い
も
の
と
す

る
。

10
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
旧
地
域
法
第
七
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
地
域
就
職
援
助
団
体
等
に
委
託
し
て

行
っ
て
い
る
旧
雇
保
則
第
百
四
十
条
各
号
に
掲
げ
る
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
九
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
月
一
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下

「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
証
明
書
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
証
明
書

と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
規
則
様
式
第
六
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
は
、

新
規
則
様
式
第
六
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
と
み
な
す
。

４
　
新
規
則
第
七
条
第
一
項
第
一
号
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
証
明
書
及
び
同
条
第
二
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
規
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
通
所
手
当
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
平
成
二
十
年
三
月
以
前
の
月
分
に
係
る
通
所
手
当
の
月
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
雇
用
安
定
事
業
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法

施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
五
第
三
項
第
一
号
ニ
又
は
第
二
号
ホ
に
規
定
す
る
再

就
職
が
実
現
し
た
事
業
主
に
対
す
る
再
就
職
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
二
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
中
小
企
業

定
年
引
上
げ
等
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
三
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
雇
用
環
境

整
備
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
沖
縄
若
年
者
雇
用
促
進
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
沖
縄
若
年
者
雇
用
促
進
奨
励
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
二
号
及
び
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
育
児
・
介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
育
児
・
介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
中
小
企
業
職
業
相
談
委
託
助
成
金
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
中
小
企
業
職
業
相
談
委
託
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
八
第
二
項
第
一
号
イ
（
１
）
の
規
定
に
よ
り
法
人
等
を
設
立
す
る
旨

を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
た
事
業
主
に
対
す
る
子
育
て
女
性
起
業
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
若
年
者
雇
用
促
進
特
別
奨
励
金
の
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
若
年
者
雇
用
促
進
特
別
奨
励
金
の
支
給
（
同
項
第
一
号

に
規
定
す
る
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
を
経
過
し
た
日
が
施
行
日
前

で
あ
る
労
働
者
に
つ
い
て
の
当
該
期
間
に
係
る
支
給
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９
　
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
子
育
て
女
性
起
業
支
援
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
主

が
、
同
一
の
事
由
に
よ
り
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い

う
。
）
第
百
四
条
第
三
項
の
七
十
歳
定
年
引
上
げ
等
モ
デ
ル
企
業
助
成
金
（
次
項
に
お
い
て
「
七
十
歳
定
年
引
上

げ
等
モ
デ
ル
企
業
助
成
金
」
と
い
う
。
）
、
第
百
十
二
条
第
八
項
の
地
方
再
生
中
小
企
業
創
業
助
成
金
（
次
項
に
お

い
て
「
地
方
再
生
中
小
企
業
創
業
助
成
金
」
と
い
う
。
）
又
は
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
独
立
行
政
法
人
雇
用
・

能
力
開
発
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
第
二
十
一
条
第
一
項
の
建
設
事
業
主
雇
用
改

善
推
進
助
成
金
（
次
項
に
お
い
て
「
建
設
事
業
主
雇
用
改
善
推
進
助
成
金
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
場
合
に
は
、

当
該
支
給
事
由
に
よ
っ
て
は
、
子
育
て
女
性
起
業
支
援
助
成
金
は
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

10
　
七
十
歳
定
年
引
上
げ
等
モ
デ
ル
企
業
助
成
金
、
地
方
再
生
中
小
企
業
創
業
助
成
金
又
は
建
設
事
業
主
雇
用
改
善

推
進
助
成
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
主
が
、
同
一
の
事
由
に
よ
り
、
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る

子
育
て
女
性
起
業
支
援
助
成
金
の
支
給
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
支
給
事
由
に
よ
っ
て
は
、
七
十
歳
定
年
引
上

げ
等
モ
デ
ル
企
業
助
成
金
、
地
方
再
生
中
小
企
業
創
業
助
成
金
又
は
建
設
事
業
主
雇
用
改
善
推
進
助
成
金
は
支
給

し
な
い
も
の
と
す
る
。

11
　
施
行
日
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及

び
会
計
に
関
す
る
省
令
第
二
十
一
条
第
六
項
か
ら
第
十
項
ま
で
又
は
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
第
一
種
雇
用

管
理
研
修
等
助
成
金
、
第
二
種
雇
用
管
理
研
修
等
助
成
金
、
福
利
厚
生
助
成
金
、
第
一
種
雇
用
改
善
推
進
事
業
助

成
金
、
第
二
種
雇
用
改
善
推
進
事
業
助
成
金
又
は
建
設
業
需
給
調
整
機
能
強
化
促
進
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
中
小
建
設
事
業
主
等
、
元
方
事
業
主
、
総
合
工
事
業
を
行
う
者
、
中
小
建
設
事
業

主
、
建
設
業
の
事
業
主
団
体
又
は
そ
の
連
合
団
体
に
対
す
る
当
該
第
一
種
雇
用
管
理
研
修
等
助
成
金
、
第
二
種
雇

用
管
理
研
修
等
助
成
金
、
福
利
厚
生
助
成
金
、
第
一
種
雇
用
改
善
推
進
事
業
助
成
金
、
第
二
種
雇
用
改
善
推
進
事

業
助
成
金
又
は
建
設
業
需
給
調
整
機
能
強
化
促
進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
旧
雇
保
則
第
百
一
条
の
二
の
三
第
二
項
の
申
請
書
は
、
新

雇
保
則
様
式
第
十
六
号
の
教
育
訓
練
給
付
適
用
対
象
期
間
延
長
申
請
書
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
旧
雇
保
則
様
式
第
二
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
二
号
に
よ
る
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
届
及
び
公
共
職
業
訓
練
等
通
所
届
、
旧
雇
保
則
様

式
第
十
六
号
に
よ
る
受
給
期
間
延
長
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
二
に
よ
る
再
就
職
手
当
支
給
申
請

書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
三
に
よ
る
常
用
就
職
支
度
手
当
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号

の
二
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
に
よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付

受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
の
二
に

よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格

確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
の
二
に
よ
る
育
児

休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
及
び
育
児
休
業
者
職
場
復
帰
給
付
金
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号

の
六
に
よ
る
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
並
び
に
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資

格
取
得
届
（
新
規
）
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
用
総
括
票
は
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被

保
険
者
資
格
取
得
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
二
号
に
よ
る
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
届
及
び
公
共
職
業
訓
練
等
通
所

届
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
六
号
に
よ
る
受
給
期
間
延
長
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
二
に
よ
る
再
就

職
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
三
に
よ
る
常
用
就
職
支
度
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則

様
式
第
三
十
三
号
の
二
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
に
よ
る
高
年

齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十

三
号
の
三
の
二
に
よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
に
よ
る
育
児
休

業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五

の
二
に
よ
る
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
及
び
育
児
休
業
者
職
場
復
帰
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則

様
式
第
三
十
三
号
の
六
に
よ
る
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
並
び
に
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
五
号
に
よ
る
雇
用

保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
（
新
規
）
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
用
総
括
票
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
雇
保
則
様
式
第
十
五
号
に
よ
る
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
証
明

書
及
び
旧
雇
保
則
様
式
第
十
七
号
に
よ
る
受
給
期
間
延
長
通
知
書
は
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
五
号
に
よ
る
公
共
職

業
訓
練
等
受
講
証
明
書
及
び
新
雇
保
則
様
式
第
十
七
号
に
よ
る
受
給
期
間
延
長
通
知
書
と
み
な
す
。

４
　
新
雇
保
則
様
式
第
二
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
二
号
に
よ
る
公
共
職

業
訓
練
等
受
講
届
及
び
公
共
職
業
訓
練
等
通
所
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
五
号
に
よ
る
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
証

明
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
六
号
に
よ
る
受
給
期
間
延
長
申
請
書
及
び
教
育
訓
練
給
付
適
用
対
象
期
間
延
長
申
請

書
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
七
号
に
よ
る
受
給
期
間
延
長
通
知
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
二
に
よ
る
再
就

職
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
三
に
よ
る
常
用
就
職
支
度
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則

様
式
第
三
十
三
号
の
二
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
に
よ
る
高
年

齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十

三
号
の
三
の
二
に
よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
に
よ
る
育
児
休

業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五

の
二
に
よ
る
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
及
び
育
児
休
業
者
職
場
復
帰
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則

様
式
第
三
十
三
号
の
六
に
よ
る
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
並
び
に
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
五
号
に
よ
る
雇
用

保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
（
新
規
）
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
用
総
括
票
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
雇
保

則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
四
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
改
正
後
の
規
定
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
〇
年
四
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
最
低
賃
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
。
以
下
「
改

正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
六
月
二
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条
　
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
様
式
は
、
当
分
の
間
、
同
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
七
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
訓
練
等
支
援
給
付
金
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
七
条
の
七
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
訓
練
等
支
援
給
付
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
訓
練
等
支

援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
一
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
十
二
月

一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
一
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
五
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
安
定
事
業
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法

施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
条
の
規
定
又
は
改
正
前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
六
条

の
二
の
規
定
に
よ
り
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に

対
す
る
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
八
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
地
方
再

生
中
小
企
業
創
業
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
休
業
等
又
は
出
向
の
実
施
に
つ
い
て
の
届

出
を
行
っ
た
事
業
主
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）

附
則
第
十
五
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
休
業
等
又
は
出
向
の
実
施
に
つ
い
て
の
届
出
を
行
っ
た
も
の
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
そ
の
際
の
新
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
第
二
項
第
二
号
イ
（
１
）
に
定
め
る
期
間
は
、

施
行
日
か
ら
当
該
届
出
の
際
に
当
該
事
業
主
が
指
定
し
た
日
か
ら
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
と
す
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
若
年
者
雇
用
促
進
特
別
奨
励
金
の
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
若
年
者
雇
用
促
進
特
別
奨
励
金
の
支
給
（
同
項
第
一
号

に
規
定
す
る
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
又
は
十
二
箇
月
を
経
過
し
た

日
が
施
行
日
前
で
あ
る
労
働
者
に
つ
い
て
の
当
該
期
間
に
係
る
支
給
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

５
　
新
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
九
第
二
項
第
一
号
ロ
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
開
始
さ
れ
た
有
期
実
習
型
訓
練

に
つ
い
て
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
二
月
二
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
八
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
規
定
は
、
平

成
二
十
年
十
二
月
九
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
平
成
二
十
年
十
二
月
九
日
か
ら
こ
の
省
令
の
公
布
の
日
ま
で
の
間
に
、
被
保
険
者
と
し
て
継
続
し
て
雇
用
さ
れ

た
期
間
が
六
箇
月
未
満
で
あ
る
被
保
険
者
に
係
る
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
又
は
附
則
第
十
五
条
第
二
項
第

二
号
に
規
定
す
る
休
業
等
又
は
出
向
を
実
施
し
た
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
三
号
及
び
附

則
第
十
五
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
業
主
は
、
当
該
休
業
等
又

は
出
向
の
実
施
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
一
月
一
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
規
定
は
、
平

成
二
十
年
十
二
月
九
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
平
成
二
十
年
十
二
月
九
日
か
ら
こ
の
省
令
の
公
布
の
日
ま
で
の
間
に
、
雇
用
さ
れ
た
期
間
が
六
箇
月
以
上
で
あ

る
者
（
被
保
険
者
で
な
い
者
で
あ
っ
て
、
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
二
十
時
間
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

に
係
る
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
又
は
附
則
第
十
五
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
休
業
等
又
は
出
向
を
実

施
し
た
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
三
号
及
び
附
則
第
十
五
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
を
適

用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
業
主
は
、
当
該
休
業
等
又
は
出
向
の
実
施
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省

職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
二
月
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規

則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
八
条
第
八
項
の
規
定
は
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
、
新
雇
保

則
附
則
第
十
五
条
の
六
の
規
定
は
平
成
二
十
年
同
月
九
日
か
ら
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
育
児
休
業
、
介
護

休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
附
則
第
三
条
の
規
定
は
平
成
二
十

一
年
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
雇
用
安
定
事
業
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法

施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
条
又
は
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規

則
第
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た

事
業
主
に
対
す
る
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

４
　
平
成
二
十
年
十
二
月
九
日
か
ら
施
行
日
か
ら
二
箇
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
新
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の

六
に
規
定
す
る
住
居
の
提
供
又
は
費
用
の
負
担
を
内
容
と
す
る
雇
用
対
策
法
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
再

就
職
援
助
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
七
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
の
三
第

一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
当
該
再
就
職
援
助
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働

省
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
九
の
規
定
に
よ
り
若
年
者
等
雇
用
促
進
特
別
奨
励
金
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
若
年
者
等
雇
用
促
進
特
別
奨
励
金
の
支
給
（
同
項
第
一
号
イ

及
び
ロ
に
規
定
す
る
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
し
た
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
労
働
者
に
つ
い
て
の
支

給
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
中
小
企
業
子
育
て
支
援
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
中
小
企
業
子
育
て
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

７
　
平
成
二
十
一
年
二
月
一
日
前
に
お
い
て
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家

族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
三
十
八
条
の
表
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
二
号
に
規
定

す
る
事
業
所
の
事
業
主
で
あ
っ
て
、
同
号
に
規
定
す
る
措
置
の
実
施
に
要
す
る
費
用
の
負
担
の
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
も
の
の
項
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
育
児
・
介
護
雇
用
安
定
等

助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
訓
練
等
支
援
給
付
金
に
関
す
る
取
扱
い
）

第
三
条
　
新
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
イ
及
び
附
則
第
十
七
条
の
七
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
開
始

さ
れ
た
対
象
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
及
び
対
象
有
期
実
習
型
訓
練
に
係
る
訓
練
等
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い

て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
イ
及
び
附
則
第
十
七
条
の
七
の
規
定
に
よ
り

114



開
始
さ
れ
た
対
象
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
及
び
対
象
有
期
実
習
型
訓
練
に
係
る
訓
練
等
支
援
給
付
金
の
支
給
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
三
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
が
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
で
あ
る
基
本

手
当
の
受
給
資
格
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
の
日
に
係
る
受
講
手
当
の
日
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
開
始
し
た
移
転
に
係
る
移
転
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
開
始
し
た
広
域
求
職
活
動
に
係
る
広
域
求
職
活
動
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

５
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下

「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
二
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
五
号
に
よ

る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
証
明
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
に
よ
る
就
業
手
当
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則

様
式
第
二
十
九
号
の
二
に
よ
る
再
就
職
手
当
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
三
に
よ
る
常
用
就
職

支
度
手
当
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
号
に
よ
る
移
転
費
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号

に
よ
る
広
域
求
職
活
動
費
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
に
よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給

資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
の
二
に
よ
る
高
年

齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・

（
初
回
）
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
の
二
に
よ
る
育
児
休
業
基
本

給
付
金
支
給
申
請
書
／
育
児
休
業
者
職
場
復
帰
給
付
金
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
六
に
よ
る

介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
及
び
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
（
新

規
）
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
用
総
括
票
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規

則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
二
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
新
雇
保
則
様
式

第
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
証
明
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
に
よ
る
就
業
手
当
支
給
申
請

書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
二
に
よ
る
再
就
職
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
三
に

よ
る
常
用
就
職
支
度
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
号
に
よ
る
移
転
費
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様

式
第
三
十
三
号
に
よ
る
広
域
求
職
活
動
費
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
に
よ
る
高
年
齢
雇
用

継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の

三
の
二
に
よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
に
よ
る
育
児
休
業
給
付

受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
の
二
に

よ
る
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
／
育
児
休
業
者
職
場
復
帰
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三

十
三
号
の
六
に
よ
る
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
及
び
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険

者
資
格
取
得
届
（
新
規
）
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
用
総
括
票
と
み
な
す
。

６
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
雇
保
則
様
式
第
六
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
及

び
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
一
号
に
よ
る
移
転
費
支
給
決
定
書
は
、
新
雇
保
則
様
式
第
六
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
及
び
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
一
号
に
よ
る
移
転
費
支
給
決
定
書
と
み
な
す
。

７
　
新
雇
保
則
第
六
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
新
雇
保
則
第
七
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
証
明
書
、
新
雇
保
則
第
七
条
第
二
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
、
新
雇
保
則
第
八
十
二
条
の
五
の

就
業
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
八
十
二
条
の
七
の
再
就
職
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
八
十
四
条
の

常
用
就
職
支
度
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
九
十
二
条
の
移
転
費
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
九
十
三
条
の

移
転
費
支
給
決
定
書
、
新
雇
保
則
第
九
十
九
条
の
広
域
求
職
活
動
費
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
五
の

高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
申
請
書
及
び
高
年
齢
雇
用
継
続
給

付
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
十
三
の
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
基
本

給
付
金
支
給
申
請
書
及
び
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
十
四
の
育
児
休
業
者
職

場
復
帰
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
十
九
の
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
並
び
に
新
雇
保
則

第
百
四
十
六
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
（
新
規
）
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
用
総
括
票

は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
雇
保
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
九
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用

保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
附
則
第
三
条
第
七
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
適

用
す
る
。

（
雇
用
安
定
等
助
成
金
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法

施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
三
号
の
届
出
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す

る
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
二
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
中
小
企
業

定
年
引
上
げ
等
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
三
項
第
一
号
イ
の
規
定
に
基
づ
く
職
域
拡
大
等
計
画
を
作
成
し
た
事
業
主

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
法
人
の
設
立
の
登
記
を
し
た
事
業
主
に
対
す
る
高
年

齢
者
等
共
同
就
業
機
会
創
出
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
三
第
一
号
ロ
の
規
定
に
よ
り
試
行
雇
用
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
試
行
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
二
項
第
一
号
ロ
の
計
画
若
し
く
は
同
項
第
二
号
ロ
の
計
画
を
都
道
府
県

労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
又
は
同
項
第
三
号
イ
（
１
）
の
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
に
対
す

る
同
項
の
雇
用
開
発
奨
励
金
の
支
給
及
び
施
行
日
前
に
同
条
第
四
項
第
一
号
イ
の
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に

提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の
中
核
人
材
活
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
施
行
日
前
に
育
児
・
介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金
（
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
一
号
の
対
象
託
児
施
設
の
設
置
又

は
整
備
に
つ
い
て
の
助
成
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て
、
対
象
託
児
施
設
の
運
営
に
要
し
た
費
用
に
係
る
も
の
に
限

る
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
十
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体

（
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
対
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
七
条
第
三
項
第
二
号
（
２
）
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
ハ
（
２
）
中
「
経
過
す
る
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、
「
経
過
す
る
日
後
、
支
給
申

請
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
」
と
す
る
。

８
　
新
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
一
号
、
同
条
第
四
号
、
第
百
十
七
条
第
三
項
第
一
号
及
び
附
則
第
十
七
条
の
三
第
二

項
第
一
号
の
規
定
に
係
る
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
公
表
及
び
同
計
画
の
労
働
者
へ
周
知
の
規
定
は
、
施
行
日
以

後
に
策
定
し
、
又
は
変
更
し
た
一
般
事
業
主
行
動
計
画
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

９
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
中
小
企
業
基
盤
人
材
確
保
助
成
金
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
中
小
企
業
基
盤
人
材
確
保
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
中
小
企
業
雇
用
安
定
化
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
中
小
企
業
雇
用
安
定
化
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

11
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
訓
練
等
支
援
給
付
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
訓
練
等
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

12
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
第
二
項
第
三
号
の
届
出
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
中
小
企
業
緊
急
雇

用
安
定
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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13
　
平
成
二
十
一
年
四
月
五
日
ま
で
の
間
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
六
第
二
項
第
一
号
ロ
の
対
象
労
働
者
に
係

る
再
就
職
援
助
計
画
を
公
共
職
業
安
定
所
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
離
職
者
住
居
支
援
給
付
金
の
支
給
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

14
　
平
成
十
六
年
一
月
二
日
以
降
の
日
に
運
営
を
開
始
し
て
、
施
行
日
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
育
児
休

業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
三
年
労
働
省
令

第
二
十
五
号
）
第
三
十
八
条
の
表
中
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
一
号
に
規
定
す
る
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
で
あ
っ

て
、
同
号
に
規
定
す
る
対
象
託
児
施
設
の
設
置
又
は
整
備
に
要
し
た
費
用
、
当
該
施
設
の
遊
具
の
購
入
に
要
し
た

費
用
及
び
当
該
施
設
の
運
営
に
要
し
た
費
用
の
額
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
も
の
の
項
の
規
定
及

び
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
育
児
・
介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
事
業
主
又
は
事
業
主

団
体
に
対
す
る
当
該
対
象
託
児
施
設
の
運
営
を
開
始
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
係
る
育

児
・
介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
前
の
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第

三
十
七
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

15
　
施
行
日
前
に
介
護
労
働
者
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
係
る
改
善
計
画
の
認
定
を
申
請
し
た
事
業
主
に
対
す
る

旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
六
項
の
介
護
基
盤
人
材
確
保
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

16
　
施
行
日
前
に
介
護
労
働
者
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
係
る
改
善
計
画
の
認
定
を
申
請
し
た
事
業
主
に
対
す
る

旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
七
項
の
介
護
雇
用
管
理
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
六
月
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
五
条

の
九
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
一
年
七
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
五
条
の
三

第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
附
則
第
二
条
第
六
項
の
規
定

は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
雇
用
安
定
事
業
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法

施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
三
号
の
届
出
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す

る
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
育
児
・
介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
号
の
育
児
・
介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
第
二
項
第
三
号
の
届
出
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
中
小
企
業
緊
急
雇

用
安
定
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
訓
練
等
支
援
給
付
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
訓
練
等
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
の
四
に
よ
る
日
雇
労
働
被
保
険

者
手
帳
は
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
の
四
に
よ
る
日
雇
労
働
被
保
険
者
手
帳
と
み
な
す
。

２
　
新
雇
保
則
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
四
号
の
日
雇
労
働
被
保
険
者
手
帳
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
雇
保
則
の
相

当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
一
一
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
一
二
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以

下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
三
十
三
号
の
五
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児

休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
及
び
様
式
第
三
十
三
号
の
五
の
二
に
よ
る
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
／

育
児
休
業
者
職
場
復
帰
給
付
金
支
給
申
請
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則

（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
三
十
三
号
の
五
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）

育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
及
び
様
式
第
三
十
三
号
の
五
の
二
に
よ
る
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請

書
／
育
児
休
業
者
職
場
復
帰
給
付
金
支
給
申
請
書
と
み
な
す
。

２
　
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
十
三
第
一
項
の
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
基
本
給
付
金

支
給
申
請
書
及
び
育
児
休
業
基
本
給
付
金
支
給
申
請
書
並
び
に
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
十
四
第
一
項
の
育
児
休
業

者
職
場
復
帰
給
付
金
支
給
申
請
書
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
雇
保
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
一
二
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
一
条
の
十
三
第
一
項
の
育
児
休
業
給
付
受
給
資

格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
及
び
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
は
、
当
分
の
間
、
な

お
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
一
二
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
及

び
雇
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
五
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）

の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則

（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
十
号
の
二
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
休
業
・
勤
務
時
間
短
縮
開
始
時

賃
金
証
明
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休

業
給
付
金
支
給
申
請
書
並
び
に
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
の
二
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）

様
式
第
十
号
の
二
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
休
業
・
所
定
労
働
時
間
短
縮
開
始
時
賃
金
証
明
書
、
新
雇
保
則
様

式
第
三
十
三
号
の
五
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
並
び

に
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
の
二
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
雇
保
則
様
式
第
十
号
の
三
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
休

業
・
勤
務
時
間
短
縮
開
始
時
賃
金
証
明
票
は
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
号
の
三
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
休
業
・

所
定
労
働
時
間
短
縮
開
始
時
賃
金
証
明
票
と
み
な
す
。

３
　
新
雇
保
則
第
十
四
条
の
四
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
休
業
・
所
定
労
働
時
間
短
縮
開
始
時
賃
金
証
明
書
、

同
条
第
三
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
休
業
・
所
定
労
働
時
間
短
縮
開
始
時
賃
金
証
明
票
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の

十
三
の
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
及
び
育
児
休
業
給
付
金
支

給
申
請
書
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
雇
保
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
一
二
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
条
　
昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
船
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
も
の
に
対
す
る
第
七
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
こ
と
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
五
十
九
歳
」
と
あ
る
の
は
「
五
十

四
歳
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
船
員
保
険
法
施
行
規
則
第
四
十
条
ノ
二
第
一
項
に
規
定
す
る

船
員
失
業
保
険
証
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
船
員
で
あ
る
者
が
施
行
日
以
後
初
め
て
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
第
十
九
条
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
を
添
え
て
」
と
あ
る
の
は
、
「
及
び
改
正
前
の
船
員
保
険
法
施
行
規
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則
（
昭
和
十
五
年
厚
生
省
令
第
五
号
）
第
四
十
八
条
ノ
二
第
一
項
に
規
定
す
る
船
員
失
業
保
険
証
を
添
え
て
」
と

す
る
。

４
　
船
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
者
に
対
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保

則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
条
第
九
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
新
雇
保

則
第
百
十
条
第
九
項
第
一
号
イ
中
「
六
十
五
歳
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

六
十
歳

昭
和
二
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者

六
十
一
歳

昭
和
二
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者

六
十
二
歳

昭
和
二
十
七
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者

六
十
三
歳

昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者

六
十
四
歳

５
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下

「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
二
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
四
号
に
よ

る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
及
び
雇
用
保
険
被
保
険
者
氏
名
変
更
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
号
の
四
に
よ

る
未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
二
号
に
よ
る
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
届
及
び
公
共
職
業
訓

練
等
通
所
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
四
号
に
よ
る
失
業
認
定
申
告
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
五
号
に
よ
る
公
共
職

業
訓
練
等
受
講
証
明
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
六
号
に
よ
る
受
給
期
間
延
長
申
請
書
及
び
教
育
訓
練
給
付
適
用
対

象
期
間
延
長
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
八
号
に
よ
る
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定
届
及
び
払
渡
希
望
金
融
機
関

変
更
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
号
に
よ
る
受
給
資
格
者
氏
名
変
更
届
及
び
受
給
資
格
者
住
所
変
更
届
、
旧
雇
保

則
様
式
第
二
十
二
号
に
よ
る
傷
病
手
当
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
二
号
の
三
に
よ
る
高
年
齢
受
給
資

格
者
失
業
認
定
申
告
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
四
号
に
よ
る
特
例
受
給
資
格
者
失
業
認
定
申
告
書
、
旧
雇
保
則

様
式
第
二
十
九
号
に
よ
る
就
業
手
当
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
二
に
よ
る
再
就
職
手
当
支
給

申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
三
に
よ
る
常
用
就
職
支
度
手
当
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十

号
に
よ
る
移
転
費
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
二
号
に
よ
る
移
転
証
明
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三

号
に
よ
る
広
域
求
職
活
動
費
支
給
申
請
書
及
び
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取

得
届
（
新
規
）
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
用
総
括
票
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険

法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
二
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
新
雇

保
則
様
式
第
四
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
及
び
雇
用
保
険
被
保
険
者
氏
名
変
更
届
、
新
雇
保
則

様
式
第
十
号
の
四
に
よ
る
未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
二
号
に
よ
る
公
共
職
業
訓
練
等
受

講
届
及
び
公
共
職
業
訓
練
等
通
所
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
四
号
に
よ
る
失
業
認
定
申
告
書
、
新
雇
保
則
様
式
第

十
五
号
に
よ
る
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
証
明
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
六
号
に
よ
る
受
給
期
間
延
長
申
請
書
及
び

教
育
訓
練
給
付
適
用
対
象
期
間
延
長
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
八
号
に
よ
る
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定
届
及

び
払
渡
希
望
金
融
機
関
変
更
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
号
に
よ
る
受
給
資
格
者
氏
名
変
更
届
及
び
受
給
資
格
者

住
所
変
更
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
二
号
に
よ
る
傷
病
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
二
号
の
三

に
よ
る
高
年
齢
受
給
資
格
者
失
業
認
定
申
告
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
四
号
に
よ
る
特
例
受
給
資
格
者
失
業
認

定
申
告
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
に
よ
る
就
業
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
二
に

よ
る
再
就
職
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
三
に
よ
る
常
用
就
職
支
度
手
当
支
給
申
請
書
、

新
雇
保
則
様
式
第
三
十
号
に
よ
る
移
転
費
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
二
号
に
よ
る
移
転
証
明
書
、
新

雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
に
よ
る
広
域
求
職
活
動
費
支
給
申
請
書
並
び
に
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
五
号
に
よ
る
雇

用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
（
新
規
）
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
用
総
括
票
と
み
な
す
。

６
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
雇
保
則
様
式
第
六
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
、

旧
雇
保
則
様
式
第
七
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
に
よ
る
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
の
二
に
よ
る
雇
用
保
険
高
年
齢
受
給
資
格
者
証
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
の

三
に
よ
る
雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者
証
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
の
四
に
よ
る
日
雇
労
働
被
保
険
者
手
帳
及

び
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
一
号
に
よ
る
移
転
費
支
給
決
定
書
は
、
新
雇
保
則
様
式
第
六
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
、
新
雇
保
則
様
式
第
七
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
に
よ
る
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
の
二
に
よ
る
雇
用
保
険
高
年
齢
受
給
資
格
者
証
、
新
雇
保
則
様

式
第
十
一
号
の
三
に
よ
る
雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者
証
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
の
四
に
よ
る
日
雇
労
働
被

保
険
者
手
帳
及
び
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
一
号
に
よ
る
移
転
費
支
給
決
定
書
と
み
な
す
。

７
　
新
雇
保
則
第
六
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
新
雇
保
則
第
七
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保

険
者
資
格
喪
失
届
、
新
雇
保
則
第
七
条
第
二
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
、
新
雇
保
則
第
十
条
第
一
項
の
雇

用
保
険
被
保
険
者
証
、
新
雇
保
則
第
十
四
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
氏
名
変
更
届
、
新
雇
保
則
第
十
七
条

の
二
の
未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
、
新
雇
保
則
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、

新
雇
保
則
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
雇
用
保
険
高
年
齢
受
給
資
格
者
証
、
新
雇
保
則
第
十
七
条
の
二
第
一

項
第
三
号
の
雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者
証
、
新
雇
保
則
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
四
号
の
日
雇
労
働
被
保
険
者

手
帳
、
新
雇
保
則
第
二
十
一
条
第
一
項
の
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
届
及
び
公
共
職
業
訓
練
等
通
所
届
、
新
雇
保
則

第
二
十
二
条
第
一
項
の
失
業
認
定
申
告
書
、
新
雇
保
則
第
二
十
七
条
の
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
証
明
書
、
新
雇
保

則
第
三
十
一
条
第
一
項
の
受
給
期
間
延
長
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
四
十
五
条
第
二
項
の
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定

届
、
新
雇
保
則
第
四
十
五
条
第
三
項
の
払
渡
希
望
金
融
機
関
変
更
届
、
新
雇
保
則
第
四
十
九
条
第
一
項
の
受
給
資

格
者
氏
名
変
更
届
及
び
受
給
資
格
者
住
所
変
更
届
、
新
雇
保
則
第
六
十
三
条
第
二
項
の
傷
病
手
当
支
給
申
請
書
、

新
雇
保
則
第
六
十
五
条
の
五
の
高
年
齢
受
給
資
格
者
失
業
認
定
申
告
書
、
新
雇
保
則
第
六
十
九
条
の
特
例
受
給
資

格
者
失
業
認
定
申
告
書
、
新
雇
保
則
第
八
十
二
条
の
五
の
就
業
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
八
十
二
条
の
七

の
再
就
職
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
八
十
四
条
の
常
用
就
職
支
度
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
九
十

二
条
の
移
転
費
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
九
十
三
条
の
移
転
費
支
給
決
定
書
、
新
雇
保
則
第
九
十
四
条
第
二
項

の
移
転
証
明
書
、
新
雇
保
則
第
九
十
九
条
第
一
項
の
広
域
求
職
活
動
費
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
二

の
三
第
二
項
の
教
育
訓
練
給
付
適
用
対
象
期
間
延
長
申
請
書
及
び
新
雇
保
則
第
百
四
十
六
条
第
一
項
の
雇
用
保
険

被
保
険
者
資
格
取
得
届
（
新
規
）
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
用
総
括
票
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
雇
保
則
の

相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
二
月
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
二
月
一
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
七
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下

「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
一
号
に
よ
る
雇
用
保
険
適
用
除
外
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
号
に
よ
る
雇

用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
四
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
及
び
雇
用
保

険
被
保
険
者
氏
名
変
更
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
八
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
再
交
付
申
請
書
、
旧
雇
保
則

様
式
第
九
号
の
二
に
よ
る
雇
用
継
続
交
流
採
用
終
了
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
転

勤
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
号
の
四
に
よ
る
未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
二
号
に
よ
る
公

共
職
業
訓
練
等
受
講
届
及
び
公
共
職
業
訓
練
等
通
所
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
四
号
に
よ
る
失
業
認
定
申
告
書
、

旧
雇
保
則
様
式
第
十
八
号
に
よ
る
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定
届
及
び
払
渡
希
望
金
融
機
関
変
更
届
、
旧
雇
保
則
様

式
第
二
十
号
に
よ
る
受
給
資
格
者
氏
名
変
更
届
及
び
受
給
資
格
者
住
所
変
更
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
二
号
に

よ
る
傷
病
手
当
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
二
号
の
三
に
よ
る
高
年
齢
受
給
資
格
者
失
業
認
定
申
告

書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
四
号
に
よ
る
特
例
受
給
資
格
者
失
業
認
定
申
告
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
五
号
に

よ
る
日
雇
労
働
被
保
険
者
任
意
加
入
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
八
号
に
よ
る
日
雇
労
働
被
保
険
者
資
格
継

続
認
可
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
に
よ
る
就
業
手
当
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の

二
に
よ
る
再
就
職
手
当
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
三
に
よ
る
常
用
就
職
支
度
手
当
支
給
申
請

書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
号
に
よ
る
移
転
費
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
二
号
に
よ
る
移
転
証
明

書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
に
よ
る
広
域
求
職
活
動
費
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
二
に

よ
る
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
に
よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資

格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
の
二
に
よ
る
高

年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
六
に
よ
る
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
並

び
に
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
（
新
規
）
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
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提
出
用
総
括
票
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い

う
。
）
様
式
第
一
号
に
よ
る
雇
用
保
険
適
用
除
外
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者

資
格
取
得
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
四
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
及
び
雇
用
保
険
被
保
険
者
氏
名

変
更
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
八
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
再
交
付
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
九
号
の
二

に
よ
る
雇
用
継
続
交
流
採
用
終
了
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
転
勤
届
、
新
雇
保
則

様
式
第
十
号
の
四
に
よ
る
未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
二
号
に
よ
る
公
共
職
業
訓
練
等
受

講
届
及
び
公
共
職
業
訓
練
等
通
所
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
四
号
に
よ
る
失
業
認
定
申
告
書
、
新
雇
保
則
様
式
第

十
八
号
に
よ
る
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定
届
及
び
払
渡
希
望
金
融
機
関
変
更
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
号
に
よ

る
受
給
資
格
者
氏
名
変
更
届
及
び
受
給
資
格
者
住
所
変
更
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
二
号
に
よ
る
傷
病
手
当
支

給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
二
号
の
三
に
よ
る
高
年
齢
受
給
資
格
者
失
業
認
定
申
告
書
、
新
雇
保
則
様
式

第
二
十
四
号
に
よ
る
特
例
受
給
資
格
者
失
業
認
定
申
告
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
五
号
に
よ
る
日
雇
労
働
被
保

険
者
任
意
加
入
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
八
号
に
よ
る
日
雇
労
働
被
保
険
者
資
格
継
続
認
可
申
請
書
、
新

雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
に
よ
る
就
業
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
二
に
よ
る
再
就
職
手

当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
三
に
よ
る
常
用
就
職
支
度
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式

第
三
十
号
に
よ
る
移
転
費
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
二
号
に
よ
る
移
転
証
明
書
、
新
雇
保
則
様
式
第

三
十
三
号
に
よ
る
広
域
求
職
活
動
費
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
二
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
金

支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
に
よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）

高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
の
二
に
よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支

給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
六
に
よ
る
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
並
び
に
新
雇
保
則
様
式
第

三
十
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
（
新
規
）
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
用
総
括
票
と
み
な

す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
雇
保
則
様
式
第
六
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
、

旧
雇
保
則
様
式
第
六
号
の
二
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
確
認
通
知
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
六
号
の
三

に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
確
認
通
知
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
七
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
、

旧
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
に
よ
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
の
二
に
よ
る
雇
用
保
険

高
年
齢
受
給
資
格
者
証
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
の
三
に
よ
る
雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者
証
、
旧
雇
保
則
様

式
第
十
五
号
に
よ
る
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
証
明
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
七
号
に
よ
る
受
給
期
間
延
長
通
知
書

及
び
教
育
訓
練
給
付
適
用
対
象
期
間
延
長
通
知
書
並
び
に
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
一
号
に
よ
る
移
転
費
支
給
決
定

書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
雇
保
則
様
式
第
六
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
、
新
雇
保
則
様
式
第
六
号
の
二
に

よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
確
認
通
知
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
六
号
の
三
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資

格
喪
失
確
認
通
知
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
七
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
に
よ

る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
の
二
に
よ
る
雇
用
保
険
高
年
齢
受
給
資
格
者
証
、
新
雇

保
則
様
式
第
十
一
号
の
三
に
よ
る
雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者
証
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
五
号
に
よ
る
公
共
職
業

訓
練
等
受
講
証
明
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
七
号
に
よ
る
受
給
期
間
延
長
通
知
書
及
び
教
育
訓
練
給
付
適
用
対
象

期
間
延
長
通
知
書
並
び
に
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
一
号
に
よ
る
移
転
費
支
給
決
定
書
と
み
な
す
。

４
　
新
雇
保
則
第
五
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
適
用
除
外
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
六
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者

資
格
取
得
届
、
新
雇
保
則
第
七
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
、
新
雇
保
則
第
七
条
第
二
項
の
雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
、
新
雇
保
則
第
九
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
確
認
通
知
書
及
び
雇
用

保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
確
認
通
知
書
、
新
雇
保
則
第
十
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
、
新
雇
保
則
第
十

条
第
三
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
再
交
付
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
十
二
条
の
二
の
雇
用
継
続
交
流
採
用
終
了

届
、
新
雇
保
則
第
十
三
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
転
勤
届
、
新
雇
保
則
第
十
四
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被

保
険
者
氏
名
変
更
届
、
新
雇
保
則
第
十
七
条
の
二
の
未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
、
新
雇
保
則
第
十
七
条
の
二
第

一
項
第
一
号
の
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
新
雇
保
則
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
雇
用
保
険
高
年
齢
受
給

資
格
者
証
、
新
雇
保
則
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者
証
、
新
雇
保
則
第
二
十
一

条
第
一
項
の
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
届
及
び
公
共
職
業
訓
練
等
通
所
届
、
新
雇
保
則
第
二
十
二
条
第
一
項
の
失
業

認
定
申
告
書
、
新
雇
保
則
第
二
十
七
条
第
一
項
の
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
証
明
書
、
新
雇
保
則
第
三
十
一
条
第
四

項
の
受
給
期
間
延
長
通
知
書
、
新
雇
保
則
第
四
十
五
条
第
二
項
の
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定
届
、
新
雇
保
則
第
四

十
五
条
第
三
項
の
払
渡
希
望
金
融
機
関
変
更
届
、
新
雇
保
則
第
四
十
九
条
第
一
項
の
受
給
資
格
者
氏
名
変
更
届
及

び
受
給
資
格
者
住
所
変
更
届
、
新
雇
保
則
第
六
十
三
条
第
二
項
の
傷
病
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
六
十
五

条
の
五
の
高
年
齢
受
給
資
格
者
失
業
認
定
申
告
書
、
新
雇
保
則
第
六
十
九
条
の
特
例
受
給
資
格
者
失
業
認
定
申
告

書
、
新
雇
保
則
第
七
十
一
条
第
一
項
の
日
雇
労
働
被
保
険
者
任
意
加
入
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
七
十
四
条
第
一
項

の
日
雇
労
働
被
保
険
者
資
格
継
続
認
可
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
八
十
二
条
の
五
第
一
項
の
就
業
手
当
支
給
申
請

書
、
新
雇
保
則
第
八
十
二
条
の
七
第
一
項
の
再
就
職
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
八
十
四
条
第
一
項
の
常
用

就
職
支
度
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
九
十
二
条
第
一
項
の
移
転
費
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
九
十
三
条

の
移
転
費
支
給
決
定
書
、
新
雇
保
則
第
九
十
四
条
第
二
項
の
移
転
証
明
書
、
新
雇
保
則
第
九
十
九
条
第
一
項
の
広

域
求
職
活
動
費
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
二
の
三
第
三
項
の
教
育
訓
練
給
付
適
用
対
象
期
間
延
長
通

知
書
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
二
の
八
第
一
項
の
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
五
第

一
項
の
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
及
び
高
年
齢

雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
十
九
第
一
項
の
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
並
び
に
新

雇
保
則
第
百
四
十
六
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
（
新
規
）
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
用

総
括
票
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
雇
保
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
三
月
一
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
規
定
（
雇
用
保
険
法
施

行
規
則
附
則
第
十
七
条
の
四
の
四
及
び
附
則
第
十
七
条
の
四
の
五
第
一
項
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
及
び
附
則
第

三
条
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
安
定
事
業
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法

施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
ハ
又
は
第
二
号
ハ
の
休
暇
を
与
え

た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
第
一
項
の
求
職
活
動
等
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
三
項
第
一
号
ハ
又
は
第
二
号
ニ
に
規
定
す
る
再
就
職
に
係
る
支
援
の

委
託
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
第
一
項
の
再
就
職
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
二
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の
中

小
企
業
定
年
引
上
げ
等
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
五
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
く
確
保
措
置
導
入
等
計
画
を
作
成
し
た
事

業
主
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
法
人
の
設
立
の
登
記
を
し
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項

の
高
年
齢
者
等
共
同
就
業
機
会
創
出
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
二
第
三
項
第
一
号
イ
の
届
出
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
第
一
項
の

受
給
資
格
者
創
業
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
施
行
日
ま
で
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ロ
（
１
）
（
ｉ
ｉ
）
又
は
（
２
）
に
規
定
す
る
雇
入

れ
を
実
施
し
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の
試
行
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
（
４
）
に
掲
げ
る
者
を
期
間
を
定
め
て
雇
い
入
れ
た

事
業
主
に
対
す
る
旧
雇
保
則
第
百
十
四
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
三
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
す
る
同
条
の
育
児
・
介
護
雇
用
安
定
等

助
成
金
（
同
号
イ
及
び
ロ
の
短
時
間
勤
務
制
度
の
実
施
に
つ
い
て
の
助
成
金
に
限
る
。
）
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10
　
施
行
日
前
に
中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
及
び
良
好
な
雇
用
の
機
会
の
創
出
の
た
め
の
雇
用
管
理
の
改

善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
四
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
を
行
っ
た
事
業
主
に

対
す
る
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
一
項
の
中
小
企
業
人
材
能
力
発
揮
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。
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11
　
施
行
日
前
に
前
項
の
認
定
の
申
請
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
一
項
の
中
小
企
業
基

盤
人
材
確
保
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

12
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
十
一
項
第
一
号
イ
（
１
）
に
規
定
す
る
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
に
対

す
る
同
条
第
一
項
の
中
小
企
業
雇
用
安
定
化
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、

当
該
事
業
主
が
施
行
日
後
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
八
条
第
十
項
第
一
号
イ

（
１
）
に
規
定
す
る
雇
入
れ
を
行
っ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
雇
入
れ
に
係
る
中
小
企
業
雇
用
安
定
化
奨
励
金
の
支

給
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

13
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
十
一
項
第
一
号
ロ
（
１
）
に
規
定
す
る
通
常
の
労
働
者
と
共
通
の
処
遇

制
度
の
有
期
契
約
労
働
者
へ
の
適
用
又
は
同
号
ハ
（
１
）
に
規
定
す
る
通
常
の
労
働
者
と
共
通
の
教
育
訓
練
制
度

の
有
期
契
約
労
働
者
へ
の
適
用
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
第
一
項
の
中
小
企
業
雇
用
安
定
化
奨
励
金
の
支

給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

14
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
四
第
二
項
第
三
号
の
届
出
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
第
一
項

の
残
業
削
減
雇
用
維
持
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

15
　
施
行
日
前
に
雇
用
対
策
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
再
就
職
援
助
計
画
を
作
成
し
、
公
共
職
業
安
定

所
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
六
第
一
項
の
離
職
者
住
居
支
援
給
付
金
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

16
　
施
行
日
前
に
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
通
年
雇
用
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
通
年
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

17
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
三
第
二
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
す
る
同
条
第
一
項
の

中
小
企
業
子
育
て
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

18
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
旧
雇
保
則
第
百
二

十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
訓
練
等
支
援
給
付
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る

訓
練
等
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

19
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
七
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
中
小
企
業
雇
用
創
出
等
能
力
開
発
助
成
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
中
小
企
業
雇
用
創
出
等
能
力
開
発
助
成
金
の
支
給
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条
　
第
一
条
中
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
十
七
条
の
四
の
五
の
改
正
規
定
の
施
行
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七

条
の
四
の
五
の
規
定
に
よ
り
特
例
子
会
社
等
設
立
促
進
助
成
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主

に
対
す
る
特
例
子
会
社
等
設
立
促
進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
被
保
険
者
と
な
つ
た
者
に
係
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施

行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
く
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
の
届
出
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
旧
雇
保
則
様
式
第
二
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
五
号
に
よ
る
日
雇
労
働
被
保
険
者
任
意
加
入
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
六
号

に
よ
る
日
雇
労
働
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
八
号
に
よ
る
日
雇
労
働
被
保
険
者
資
格
継
続

認
可
申
請
書
及
び
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
（
新
規
）
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
用
総
括
票
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇

保
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
二
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
六
号
に
よ

る
日
雇
労
働
被
保
険
者
任
意
加
入
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
五
号
に
よ
る
日
雇
労
働
被
保
険
者
資
格
取
得

届
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
八
号
に
よ
る
日
雇
労
働
被
保
険
者
資
格
継
続
認
可
申
請
書
及
び
新
雇
保
則
様
式
第
三

十
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
（
新
規
）
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
用
総
括
票
と
み
な

す
。

３
　
新
雇
保
則
第
六
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
新
雇
保
則
第
七
十
一
条
第
一
項
の
日
雇
労
働

被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
新
雇
保
則
第
七
十
二
条
第
一
項
の
日
雇
労
働
被
保
険
者
任
意
加
入
申
請
書
、
新
雇
保
則

第
七
十
四
条
第
一
項
の
日
雇
労
働
被
保
険
者
資
格
継
続
認
可
申
請
書
及
び
新
雇
保
則
第
百
四
十
六
条
第
一
項
の
雇

用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
（
新
規
）
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
用
総
括
票
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
雇

保
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
六
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下

「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
二
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後

の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
二
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取

得
届
と
み
な
す
。

３
　
新
雇
保
則
第
六
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
雇
保
則
の
相
当
様
式

に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
九
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
二
年
十
月
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
一
〇
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
発
達
障
害
者
を
雇
い
入
れ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
発
達
障
害
者
に
係
る
発
達
障

害
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
一
二
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
労
働
者
を
三
箇
月
以
内
の
期
間
を
定
め
て
雇
い
入
れ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
雇

入
れ
に
係
る
若
年
者
等
正
規
雇
用
化
特
別
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
一
二
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下

「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
二
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
四
号
に
よ

る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
及
び
雇
用
保
険
被
保
険
者
氏
名
変
更
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
八
号
に
よ
る
雇

用
保
険
被
保
険
者
証
再
交
付
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
転
勤
届
、
旧
雇
保
則

様
式
第
十
号
の
四
に
よ
る
未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
二
号
に
よ
る
公
共
職
業
訓
練
等
受

講
届
及
び
公
共
職
業
訓
練
等
通
所
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
四
号
に
よ
る
失
業
認
定
申
告
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第

十
八
号
に
よ
る
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定
届
及
び
払
渡
希
望
金
融
機
関
変
更
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
号
に
よ

る
受
給
資
格
者
氏
名
変
更
届
及
び
受
給
資
格
者
住
所
変
更
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
二
号
に
よ
る
傷
病
手
当
支

給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
に
よ
る
就
業
手
当
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
二
に

よ
る
再
就
職
手
当
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
三
に
よ
る
常
用
就
職
支
度
手
当
支
給
申
請
書
、

旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
二
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
に

よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
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式
第
三
十
三
号
の
三
の
二
に
よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
に
よ

る
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号

の
五
の
二
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
六
に
よ
る
介
護
休
業
給
付
金

支
給
申
請
書
並
び
に
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
（
新
規
）
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
用
総
括
票
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新

雇
保
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
二
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
四
号
に
よ
る

雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
及
び
雇
用
保
険
被
保
険
者
氏
名
変
更
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
八
号
に
よ
る
雇
用

保
険
被
保
険
者
証
再
交
付
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
転
勤
届
、
新
雇
保
則
様

式
第
十
号
の
四
に
よ
る
未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
二
号
に
よ
る
公
共
職
業
訓
練
等
受
講

届
及
び
公
共
職
業
訓
練
等
通
所
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
四
号
に
よ
る
失
業
認
定
申
告
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
十

八
号
に
よ
る
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定
届
及
び
払
渡
希
望
金
融
機
関
変
更
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
号
に
よ
る

受
給
資
格
者
氏
名
変
更
届
及
び
受
給
資
格
者
住
所
変
更
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
二
号
に
よ
る
傷
病
手
当
支
給

申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
に
よ
る
就
業
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
二
に
よ

る
再
就
職
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
三
に
よ
る
常
用
就
職
支
度
手
当
支
給
申
請
書
、
新

雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
二
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
に
よ

る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式

第
三
十
三
号
の
三
の
二
に
よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
に
よ
る

育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の

五
の
二
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
六
に
よ
る
介
護
休
業
給
付
金
支

給
申
請
書
並
び
に
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
光
デ
ィ
ス
ク
等
提
出
用

総
括
票
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
雇
保
則
様
式
第
六
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
、

旧
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
に
よ
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
の
二
に
よ
る
雇
用
保
険

高
年
齢
受
給
資
格
者
証
及
び
旧
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
の
三
に
よ
る
雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者
証
は
、
そ
れ
ぞ

れ
新
雇
保
則
様
式
第
六
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
に
よ
る
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
の
二
に
よ
る
雇
用
保
険
高
年
齢
受
給
資
格
者
証
並
び
に
新
雇
保
則
様
式

第
十
一
号
の
三
に
よ
る
雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者
証
と
み
な
す
。

４
　
新
雇
保
則
第
六
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
新
雇
保
則
第
七
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保

険
者
資
格
喪
失
届
、
新
雇
保
則
第
十
条
第
三
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
再
交
付
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
十
三
条

第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
転
勤
届
、
新
雇
保
則
第
十
四
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
氏
名
変
更
届
、
新

雇
保
則
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
、
同
項
第
一
号
の
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
同

項
第
二
号
の
雇
用
保
険
高
年
齢
受
給
資
格
者
証
、
同
項
第
三
号
の
雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者
証
、
新
雇
保
則
第

二
十
一
条
第
一
項
の
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
届
及
び
公
共
職
業
訓
練
等
通
所
届
、
新
雇
保
則
第
二
十
二
条
第
一
項

の
失
業
認
定
申
告
書
、
新
雇
保
則
第
二
十
七
条
第
一
項
の
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
証
明
書
、
新
雇
保
則
第
四
十
五

条
第
二
項
の
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定
届
、
同
条
第
三
項
の
払
渡
希
望
金
融
機
関
変
更
届
、
新
雇
保
則
第
四
十
九

条
第
一
項
の
受
給
資
格
者
氏
名
変
更
届
及
び
受
給
資
格
者
住
所
変
更
届
、
新
雇
保
則
第
六
十
三
条
第
二
項
の
傷
病

手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
八
十
二
条
の
五
第
一
項
の
就
業
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
八
十
二
条
の

七
第
一
項
の
再
就
職
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
八
十
四
条
第
一
項
の
常
用
就
職
支
度
手
当
支
給
申
請
書
、

新
雇
保
則
第
百
一
条
の
二
の
八
第
一
項
の
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
五
第
一
項
の

高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
及
び
高
年
齢
雇
用
継

続
給
付
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
十
三
第
一
項
の
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育

児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
及
び
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
十
九
第
一
項
の
介
護

休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
並
び
に
新
雇
保
則
第
百
四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届

光
デ
ィ
ス
ク
等
提
出
用
総
括
票
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
雇
保
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当

該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
二
条
並
び
に
次
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
　
平
成
二
十
三
年
六
月
一
日

二
　
第
三
条
並
び
に
第
七
条
及
び
第
十
四
条
並
び
に
次
条
第
一
項
、
第
五
項
及
び
第
三
十
六
項
の
規
定
　
平
成
二

十
三
年
七
月
一
日

三
　
第
四
条
及
び
第
九
条
並
び
に
次
条
第
十
二
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で
、
第
三
十
二
項
か
ら
第
三
十
五
項
ま
で
及

び
第
三
十
八
項
の
規
定
　
平
成
二
十
三
年
九
月
一
日

（
雇
用
安
定
事
業
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
（
５
）
の
判

定
基
礎
期
間
の
初
日
又
は
同
号
ロ
（
３
）
の
出
向
期
間
の
初
日
が
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に

属
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
判
定
基
礎
期
間
に
行
わ
れ
た
休
業
等
又
は
当
該
出
向
期
間
に
行
わ
れ
た
出
向
に

係
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
離
職
し
た
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇

用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
計
画
対

象
被
保
険
者
に
係
る
求
職
活
動
等
支
援
給
付
金
及
び
再
就
職
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
措
置

を
講
じ
た
事
業
主
に
対
す
る
中
小
企
業
定
年
引
上
げ
等
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
四
項
第
一
号
イ
の
規
定
に
基
づ
く
職
域
拡
大
等
計
画
を
作
成
し
た
事
業
主

に
対
す
る
高
年
齢
者
雇
用
モ
デ
ル
企
業
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
施
行
規
則
第
百
十

条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
法
人
の
設
立
の
登
記
を
し
た
事
業
主
に
対
す
る
高
年
齢
者
等
共
同
就
業
機
会
創
出
等
助

成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
地
域
求
職
者
雇
用
奨
励
金
（
同
項
第
五
号
に
係
る

も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対

す
る
地
域
求
職
者
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百

十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
地
域
再
生
中
小
企
業
創
業
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ

た
事
業
主
に
対
す
る
地
域
再
生
中
小
企
業
創
業
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
新
た
に
法
人
等
を
設
立
を
し
た
事
業
主
で
あ
っ
て
、
当
該
法
人

等
に
係
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
二
条
第
五
項
の
地
域
再
生
中
小
企
業

創
業
助
成
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

９
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
雇
用
創
造
先
導
的
創
業
等
奨
励
金
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
雇
用
創
造
先
導
的
創
業
等
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10
　
施
行
日
前
に
地
域
雇
用
開
発
促
進
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
第
六
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す

る
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
が
作
成
し
、
職
業
安
定
局
長
の
指
定
を
受
け
た
事
業
に
係
る
計
画
に
基
づ
い
て
当
該
事

業
を
実
施
す
る
事
業
主
に
対
す
る
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
九
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

11
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
地
域
貢
献
活
動
雇
用
拡
大
助
成
金
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
地
域
貢
献
活
動
雇
用
拡
大
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

12
　
前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百

十
六
条
第
一
号
及
び
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労

働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
育
介
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
八
条
の
表
中
雇
保
則
第
百
十

六
条
第
一
号
に
規
定
す
る
事
業
所
の
事
業
主
で
あ
っ
て
、
同
号
に
規
定
す
る
措
置
の
実
施
に
要
す
る
費
用
の
負
担

の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
も
の
の
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
・
介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
育
児
・
介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金
（
第
四
条
の
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規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
六
条
第
一
号
の
子
の
養
育
又
は
介
護
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
に
つ
い
て
の
助
成
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

13
　
前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百

十
六
条
第
二
号
及
び
旧
育
介
則
第
三
十
八
条
の
表
中
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
二
号
に
規
定
す
る
事
業
所
の
事
業
主

で
あ
っ
て
、
同
号
に
規
定
す
る
措
置
の
実
施
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
も
の
（
同
号
に
規

定
す
る
原
職
等
復
帰
措
置
に
基
づ
き
最
初
に
原
職
等
に
復
帰
す
る
者
が
生
じ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
の
期
間
を

経
過
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。
）
の
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
・
介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
育
児
・
介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金
（
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
六
条
第
二
号
の
原
職
等
復
帰
措
置
に
つ
い
て
の
助
成
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

14
　
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
六
条
に
規
定
す
る
育
児
・
介
護
雇
用
安
定
等

助
成
金
（
同
条
第
二
号
の
原
職
等
復
帰
措
置
に
つ
い
て
の
助
成
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
支
給
を
受
け
た
事
業

主
に
対
す
る
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
七
条
第
一
号
イ
（
２
）
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
（
２
）
の
規
定
中
「
中
小
企
業
両
立
支
援
助
成
金
（
（
１
）
に
規
定
す
る
原
職
等
復

帰
措
置
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成

二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
八
号
）
第
四
条
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
六
条
に
規
定

す
る
育
児
・
介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金
（
同
条
第
二
号
の
原
職
等
復
帰
措
置
に
つ
い
て
の
助
成
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
」
と
す
る
。

15
　
前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百

十
六
条
第
三
号
及
び
旧
育
介
則
第
三
十
八
条
の
表
中
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
三
号
に
規
定
す
る
事
業
所
の
事
業
主

（
当
該
制
度
を
最
初
に
利
用
し
た
労
働
者
が
生
じ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
の
期
間
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
に

限
る
。
）
の
項
の
規
定
に
よ
り
、
育
児
・
介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な

っ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
育
児
・
介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金
（
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法

施
行
規
則
第
百
十
六
条
第
三
号
の
短
時
間
勤
務
に
つ
い
て
の
助
成
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

16
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
百
十
七
条
第

二
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
が
育
児
休
業
又
は
短
時
間
勤
務
を
す
る
期
間
中
に
お
い
て
、
自
ら
定
め
た
額
の
給
付

金
を
支
給
す
る
事
業
主
に
対
す
る
育
児
休
業
取
得
促
進
等
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
被
保
険
者
に
係
る

支
給
に
限
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

17
　
施
行
日
前
に
中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
及
び
良
好
な
雇
用
の
機
会
の
創
出
の
た
め
の
雇
用
管
理
の
改

善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
五
十
七
号
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
二
十
一
項
に
お
い
て
「
中
小
企

業
労
働
力
確
保
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
の
計
画
の
提
出
を
行
っ
た
中
小
企
業
者
に
対
す
る
中
小
企
業
基

盤
人
材
確
保
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

18
　
施
行
日
前
に
介
護
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
八
条
第

一
項
の
規
定
に
係
る
改
善
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
五
項
の
介
護
基
盤
人
材

確
保
等
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

19
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
六
項
第
一
号
の
介
護
雇
用
管
理
制
度
等
導
入
奨
励
金
の
申
請
計
画
の
認

定
を
申
請
し
た
事
業
主
に
対
す
る
介
護
雇
用
管
理
制
度
等
導
入
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

20
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
未
経
験
者
確
保
等
助
成
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
介
護
未
経
験
者
確
保
等
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

21
　
施
行
日
前
に
中
小
企
業
労
働
力
確
保
法
第
四
条
第
一
項
の
計
画
の
提
出
を
行
っ
た
組
合
等
に
対
す
る
中
小
企
業

人
材
確
保
推
進
事
業
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

22
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
十
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
中
小

企
業
雇
用
安
定
化
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
前
に
同
条
第
十
項
第
一
号
イ
の
規
定
に
よ
り
雇
い
入
れ

ら
れ
た
労
働
者
に
係
る
支
給
に
限
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

23
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
十
項
第
一
号
ロ
（
１
）
に
規
定
す
る
通
常
の
労
働
者
と
共
通
の
処
遇
制

度
の
有
期
契
約
労
働
者
へ
の
適
用
又
は
同
号
ハ
（
１
）
に
規
定
す
る
通
常
の
労
働
者
と
共
通
の
教
育
訓
練
制
度
の

有
期
契
約
労
働
者
へ
の
適
用
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
中
小
企
業
雇
用
安
定
化
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

24
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
ロ
又
は
ハ
の
規
定
に
よ
り
訓
練
等
支
援
給
付
金
の
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
訓
練
等
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

25
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
旧
雇
保
則
第
百

二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
３
）
の
規
定
に
よ
る
対
象
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
（
以
下
「
対
象
認
定
実
習
併

用
職
業
訓
練
」
と
い
う
。
）
を
開
始
し
た
事
業
主
に
対
す
る
訓
練
等
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

26
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
七
第
二
項
第
一
号
イ
の
規
定
に
よ
る
対
象
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練

を
開
始
し
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
訓
練
等
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

27
　
施
行
日
前
に
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
二
十
六
条
の
三
第
三
項
に
基
づ
き
実
習
併
用
職
業
訓
練
の
実
施
計
画
の

認
定
を
受
け
た
事
業
主
で
あ
っ
て
、
施
行
日
以
後
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
３
）
に
規
定

す
る
新
た
に
雇
い
入
れ
た
被
保
険
者
等
（
同
イ
（
２
）
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
に
規
定
す
る
対
象
短
時
間
等
労
働
者
（
第
三

十
六
項
に
お
い
て
「
対
象
短
時
間
等
労
働
者
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
に
対
象
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
を
受
け

さ
せ
た
事
業
主
に
対
す
る
訓
練
等
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
主
を
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
ロ
（
２
）
（
ｉ
）
に
該
当
す
る
事
業
主
と
み
な
し
て
、
同

項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

28
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
職
業
能
力
評
価
推
進
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
職
業
能
力
評
価
推
進
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

29
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
七
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
旧
雇
保
則
第
百

二
十
五
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
対
象
職
業
訓
練
を
開
始
し
た
事
業
主
に
対
す
る
地
域
雇
用
開
発
能
力
開
発

助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

30
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
七
第
二
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
対
象
有
期
実
習
型
訓
練
（
次
項
に

お
い
て
「
対
象
有
期
実
習
型
訓
練
」
と
い
う
。
）
を
開
始
し
た
事
業
主
に
対
す
る
訓
練
等
支
援
給
付
金
の
支
給
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

31
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
対
象
有
期
実
習
型
訓
練
に
係
る
訓
練
等
支

援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
で
あ
っ
て
、
施
行
日
以
後
に
旧
雇
保
則
第
百

二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
３
）
に
規
定
す
る
新
た
に
雇
い
入
れ
た
被
保
険
者
等
（
対
象
短
時
間
等
労
働
者
を

除
く
。
）
に
当
該
対
象
有
期
実
習
型
訓
練
を
受
け
さ
せ
た
事
業
主
に
対
す
る
訓
練
等
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
当
該
事
業
主
を
新
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
ロ
（
２
）
（
ｉ
ｉ
）
に
該
当
す
る
事
業
主
と
み

な
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

32
　
前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百

三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
及
び
旧
育
介
則
第
三
十
八
条
の
表
中
雇
保
則
第
百
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す

る
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
で
あ
っ
て
、
育
児
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
措
置

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
実
施
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
も
の
（
一
の
事
業
主
又
は
事

業
主
団
体
に
お
け
る
育
児
・
介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金
（
育
児
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
の
支
給
の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
数
が
百
人
を
超
え
な
い
も
の
に
限
る
。
）
の
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
・
介

護
雇
用
安
定
等
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
対
す
る
育

児
・
介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金
（
同
条
第
二
項
の
育
児
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
助
成
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

33
　
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
・
介
護
雇

用
安
定
等
助
成
金
（
育
児
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
措
置
を
い
う
。
）
に
係
る
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も
の
に
限
る
。
）
の
支
給
を
受
け
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
対
す
る
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用

保
険
法
施
行
規
則
第
百
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
（
４
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
（
４
）
の
規

定
中
「
中
小
企
業
両
立
支
援
助
成
金
（
育
児
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
と
あ
る
の

は
、
「
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
八
号
）
第

四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
・
介
護
雇
用
安

定
等
助
成
金
（
育
児
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
措
置
を
い
う
。
）
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）
」
と
す
る
。

34
　
前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百

三
十
九
条
第
一
項
第
二
号
及
び
旧
育
介
則
第
三
十
八
条
の
表
中
雇
保
則
第
百
三
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す

る
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
で
あ
っ
て
、
介
護
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
実
施
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
も
の
（
一
の
事
業
主
又
は
事

業
主
団
体
に
お
け
る
育
児
・
介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金
（
介
護
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
の
支
給
の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
数
が
百
人
を
超
え
な
い
も
の
に
限
る
。
）
の
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
・
介

護
雇
用
安
定
等
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
対
す
る
育

児
・
介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金
（
同
条
第
三
項
の
介
護
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
助
成
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

35
　
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
・
介
護
雇

用
安
定
等
助
成
金
（
介
護
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
い
う
。
）
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）
の
支
給
を
受
け
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
対
す
る
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用

保
険
法
施
行
規
則
第
百
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
ロ
（
４
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
ロ
（
４
）
の
規

定
中
「
中
小
企
業
両
立
支
援
助
成
金
（
介
護
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
と
あ
る
の

は
、
「
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
八
号
）
第

四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
・
介
護
雇
用
安

定
等
助
成
金
（
介
護
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
い
う
。
）
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）
」
と
す
る
。

36
　
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
五
条
第
二
項
第
二
号
イ
（
５
）
判
定
基
礎

期
間
の
初
日
又
は
同
号
ロ
（
３
）
の
出
向
期
間
の
初
日
が
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
属
し
て

い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
判
定
基
礎
期
間
に
行
わ
れ
た
休
業
等
又
は
当
該
出
向
期
間
に
行
わ
れ
た
出
向
に
係
る
中

小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

37
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
三
に
規
定
す
る
中
小
企
業
子
育
て
支
援
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
中
小
企
業
子
育
て
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

39
　
施
行
日
前
に
育
児
・
介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金
（
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
三
号
の
短
時
間
勤
務
の
実
施
に
つ

い
て
の
助
成
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
第
八

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
第
三
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

40
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
、
第
五
条
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
第

二
十
六
条
又
は
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
短
時
間
労
働
者
均
衡
待
遇
推
進
等
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
短
時
間
労
働
者
均
衡
待
遇
推
進
等
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

41
　
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
雇
用
安
定
化
奨
励
金
（
同
条
第
十
項
第
一
号
イ
に
該
当

す
る
中
小
企
業
事
業
主
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
給
を
受
け
た
事
業
主
に
対

す
る
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十

三
条
に
規
定
す
る
均
衡
待
遇
・
正
社
員
化
推
進
奨
励
金
（
同
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
係
る
も
の

に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
雇
用
安
定
化
奨
励
金
の
支
給
を
均

衡
待
遇
・
正
社
員
化
推
進
奨
励
金
の
支
給
と
み
な
し
て
、
同
条
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
規
定
を
適
用
す

る
。

42
　
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
雇
用
安
定
化
奨
励
金
（
同
条
第
十
項
第
一
号
イ
に
該
当

す
る
中
小
企
業
事
業
主
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
三
条
に
規
定
す
る
短
時
間
労
働

者
均
衡
待
遇
推
進
等
助
成
金
（
同
条
第
二
項
第
三
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
支
給
を
受
け
た
事
業
主
に
対
す
る
改
正
後
の
同
条
に
規
定
す
る
均
衡
待
遇
・
正
社
員
化
推
進

奨
励
金
（
同
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

支
給
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
雇
用
安
定
化
奨
励
金
又
は
短
時
間
労
働
者
均
衡
待
遇
推
進
等
助
成
金
の
支
給
を
均

衡
待
遇
・
正
社
員
化
推
進
奨
励
金
の
支
給
と
み
な
し
て
、
同
条
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
規
定
を
適
用
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
五
月
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
三
年
七
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
六
月
一
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
八
条
第
六

項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
の
長
の
認
定
を
受
け
た
同
号
の
中
小
企
業
人
材

確
保
推
進
事
業
の
実
施
に
関
す
る
計
画
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
八
条
第

六
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
労
働
局
長
の
認
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

第
四
条
　
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
一
号
）
附
則

第
二
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
中
小
企
業
雇
用
管
理
改
善
助
成
金
の
支

給
に
係
る
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
八
条
第
二
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一

号
中
「
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県

労
働
局
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
九
十
七
号
）
附
則
第
二

条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
中
小
企
業
基
盤
人
材
確
保
助
成
金
の
支
給
に
係

る
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
八
条
第
三
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中

「
機
構
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
六
号
）
附
則
第
三

条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
中
小
企
業
職
業
相
談
委
託
助
成
金
の
支
給
に
係

る
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
八
条
第
二
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中

「
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
（
以
下
こ
の
項
、
次
項
及
び
第
八
項
に
お
い
て
「
機
構
」
と
い
う
。
）
の

長
」
及
び
「
機
構
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４
　
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
令
第
九
十
九
号
）
附
則
第

二
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
中
小
企
業
基
盤
人
材
確
保
助
成
金
の
支
給
に

係
る
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
八
条
第
三
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中

「
機
構
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５
　
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
二
年
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
三
号
）
附
則
第

二
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
中
小
企
業
人
材
能
力
発
揮
奨
励
金
の
支
給
に

係
る
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
八
条
第
二
項
及
び
同
令
附
則
第
二
条
第
十
一
項
の
規

定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
中
小
企
業
基
盤
人
材
確
保
助
成
金
の
支
給
に
係
る
同
令
に
よ
る

改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
八
条
第
三
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険

法
施
行
規
則
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
中
「
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
（
以
下
こ
の
項
、
次
項
及

び
第
九
項
に
お
い
て
「
機
構
」
と
い
う
。
）
の
長
」
及
び
「
機
構
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
労
働
局
長
」

と
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
機
構
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。
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６
　
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
八
号
）
附
則
第

二
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
中
小
企
業
基
盤
人
材
確
保
助
成
金
の
支
給

に
係
る
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
八
条
第
二
項
及
び
同
令
附
則
第
二
条
第
二
十
一
項

の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
中
小
企
業
人
材
確
保
推
進
事
業
助
成
金
の
支
給
に
係
る
同

令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
八
条
第
九
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
令
に
よ
る
改
正
前
の

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
中
「
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
（
以
下
こ
の
項

及
び
第
九
項
に
お
い
て
「
機
構
」
と
い
う
。
）
の
長
」
及
び
「
機
構
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
労
働
局
長
」

と
、
同
条
第
九
項
第
二
号
中
「
機
構
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
六
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
八
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
一
月
二
四
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
八
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
安
定
事
業
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
五
条
の

十
第
二
項
第
一
号
に
該
当
す
る
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険

法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
五
条
の
十
一
第
二
項
の
正
規
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
八
号
）
附
則
第

二
条
第
二
十
七
項
又
は
第
三
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
同
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則

第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
ロ
（
２
）
（
ｉ
）
又
は
（
ｉ
ｉ
）
に
該
当
す
る
事
業
主
と
み
な
し
て
、
当
該
事
業

主
に
支
給
さ
れ
る
訓
練
等
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
八
の
規
定
は
適
用
し

な
い
。附

　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
一
月
二
四
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
九
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以

下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
四
号
、
旧
雇
保
則
様
式
第
五
号
又
は
旧
雇
保
則
様
式
第
十
号
の
二
は
、
そ

れ
ぞ
れ
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
四
号
、

新
雇
保
則
様
式
第
五
号
又
は
新
雇
保
則
様
式
第
十
号
の
二
と
み
な
す
。

２
　
新
雇
保
則
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
様
式
第
四
号
、
様
式
第
五
号
並
び
に
新
雇
保
則
第
十
四
条
の
二
及
び
第

十
四
条
の
四
に
規
定
す
る
様
式
第
十
号
の
二
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
雇
保
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
一
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
五
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
五
十
七
条
第

一
項
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
開
始
さ
れ
た
公
共
職
業
訓
練

等
を
受
け
る
受
給
資
格
者
に
対
し
て
支
給
す
る
受
講
手
当
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
公
共
職

業
訓
練
等
を
施
行
日
以
後
も
受
け
る
受
給
資
格
者
に
対
し
て
支
給
す
る
受
講
手
当
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

２
　
新
雇
保
則
附
則
第
二
十
二
条
の
規
定
は
、
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
が
施
行
日
以
後
で
あ
る
者
に
つ
い
て
適

用
し
、
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
者
に
係
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施

行
規
則
附
則
第
二
十
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り

使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
七
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
四

年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
八
十
二
条
の
三

第
一
項
に
規
定
す
る
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
受
給
資
格
者
等
で
あ
っ
て
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇

用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
八
十
二
条
の
三
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
者
に
対

す
る
常
用
就
職
支
度
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
離
職
し
た
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い

う
。
）
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
等
（
旧
雇
保
則
第
百
二
条

の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
を
除
く
。
）
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
支

給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
新
雇
保
則
第
百
二
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当

該
判
定
基
礎
期
間
内
に
行
わ
れ
た
同
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
離
職
し
た
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
計
画
対
象
被
保
険
者
及
び
同

項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
支
援
書
等
対
象
被
保
険
者
に
係
る
求
職
活
動
等
支
援
給
付
金
又
は
再
就
職
支
援
給
付
金

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
二
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
（
次
項
の
事
業
主
を

除
く
。
）
に
対
す
る
中
小
企
業
定
年
引
上
げ
等
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
よ
り
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
二
項
第
一

号
イ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
措
置
を
新
た
に
講
じ
た
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
は
、
当
該
措
置
を
講

じ
た
後
六
箇
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
一
号
イ
中

「
あ
る
こ
と
（
当
該
措
置
を
講
じ
た
後
六
箇
月
を
経
過
し
た
場
合
に
限
る
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
あ
る
こ
と
」
と
す

る
。

７
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
四
項
第
一
号
ハ
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
高
年
齢
者

職
域
拡
大
等
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
高
年
齢
者
雇
用
確
保
充
実
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
団
体
に
対
す
る
高
年
齢
者
雇
用
確
保
充
実
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
四
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た

事
業
主
に
対
す
る
沖
縄
若
年
者
雇
用
促
進
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
地
域
再
生
中
小
企
業
創
業
助
成
金
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
地
域
再
生
中
小
企
業
創
業
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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11
　
施
行
日
前
に
新
た
に
法
人
等
を
設
立
し
た
事
業
主
で
あ
っ
て
、
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
五
項
第

一
号
ロ
に
規
定
す
る
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
も
の
に
対
す
る
地
域
再
生
中
小
企
業
創
業
助
成
金

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

12
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
子
育
て
期
短
時
間
勤
務
支
援
助
成
金
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
子
育
て
期
短
時
間
勤
務
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

13
　
第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
前
に
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
六
条
第
二
項

第
一
号
ハ
（
１
）
の
短
時
間
勤
務
の
制
度
を
利
用
し
た
三
歳
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
被
保
険
者
が
い
る

事
業
主
に
対
す
る
子
育
て
期
短
時
間
勤
務
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
被
保
険
者
に
係
る
支
給
に
限

り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

14
　
施
行
日
前
に
離
職
し
た
新
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
第
二
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険

者
等
（
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
第
二
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
を
除
く
。
）
に

係
る
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

15
　
新
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当

該
判
定
基
礎
期
間
内
に
行
わ
れ
た
同
条
第
二
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
に
係
る
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定

助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

16
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
若
年
者
等
正
規
雇
用
化
特
別
奨
励
金
の
支

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
若
年
者
等
正
規
雇
用
化
特
別
奨
励
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

17
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
十
第
二
項
第
一
号
に
該
当
す
る
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る

実
習
型
試
行
雇
用
奨
励
金
又
は
正
規
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

18
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
四
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
例
子
会
社
等
設
立
促
進
助
成
金
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
特
例
子
会
社
等
設
立
促
進
助
成
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

19
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
四
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

設
立
準
備
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

20
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
五
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
建
設
労
働
者
緊
急
雇
用

確
保
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
建
設
労
働
者
緊
急
雇
用
確
保
助

成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
四
月
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
五
号
）

（
施
行
期
日
等
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
七
条
の
六
の
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
四

月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保

険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
計
画
対
象
被

保
険
者
及
び
同
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
支
援
書
等
対
象
被
保
険
者
に
係
る
再
就
職
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
の
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
試
行

雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
四
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た

事
業
主
に
対
す
る
沖
縄
若
年
者
雇
用
促
進
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
五
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
介
護

労
働
者
設
備
等
導
入
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
六
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
雇
保
則
」
と

い
う
。
）
第
七
十
一
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
中
長
期
在
留
者
が
所
持
す
る
登
録
証
明
書
は
在
留

カ
ー
ド
と
み
な
し
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る

特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
に
定
め
る
特
別
永
住
者
が
所
持
す
る
登
録
証
明
書
は
特
別
永
住
者
証
明

書
（
同
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
証
明
書
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
み
な
す
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
証
明
書
が
在
留
カ
ー
ド
と
み
な
さ
れ
る
期
間
は
入
管
法
等
改
正
法
附
則
第
十
五
条
第

二
項
各
号
に
定
め
る
期
間
と
し
、
特
別
永
住
者
証
明
書
と
み
な
さ
れ
る
期
間
は
入
管
法
等
改
正
法
附
則
第
二
十
八

条
第
二
項
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。

３
　
後
日
交
付
中
長
期
在
留
者
に
対
す
る
新
雇
保
則
第
七
十
一
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中

「
又
は
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
在
留
カ
ー
ド
若
し
く
は
日
本
国
と
の
平
和
条

約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）

第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
証
明
書
」
と
あ
る
の
は
、
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
日
本

国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す

る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
附
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
後
日
在
留
カ
ー
ド
を
交

付
す
る
旨
の
記
載
を
受
け
た
旅
券
そ
の
他
の
身
分
を
証
す
る
書
類
の
写
し
」
と
す
る
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則

（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
二
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取

得
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
四
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
及
び
雇
用
保
険
被
保
険
者
氏
名
変
更

届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
光
デ
ィ
ス
ク
等
提
出
用
総
括
票
並
び

に
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
六
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
光
デ
ィ
ス
ク
等
提
出
用
総
括
票
は
、
そ

れ
ぞ
れ
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
四
号
に
よ
る
雇

用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
及
び
雇
用
保
険
被
保
険
者
氏
名
変
更
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
五
号
に
よ
る
雇

用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
光
デ
ィ
ス
ク
等
提
出
用
総
括
票
並
び
に
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
六
号
に
よ
る
雇
用

保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
光
デ
ィ
ス
ク
等
提
出
用
総
括
票
と
み
な
す
。

５
　
新
雇
保
則
第
六
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
新
雇
保
則
第
七
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保

険
者
資
格
喪
失
届
、
新
雇
保
則
第
十
四
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
氏
名
変
更
届
、
新
雇
保
則
第
百
四
十
六

条
第
一
項
第
一
号
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
光
デ
ィ
ス
ク
等
提
出
用
総
括
票
及
び
同
項
第
二
号
の
雇
用

保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
光
デ
ィ
ス
ク
等
提
出
用
総
括
票
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
雇
保
則
の
相
当
様
式
に
よ

る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
七
月
二
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
七
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
五
条
の
五
第
二
項

第
一
号
イ
に
規
定
す
る
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
被
災
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
同

日
前
に
同
号
イ
の
規
定
に
よ
り
雇
い
入
れ
ら
れ
た
労
働
者
に
係
る
支
給
に
限
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
八
月
一
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
八
月
一
四
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
五
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
五

年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
雇
保
則
」
と
い

う
。
）
第
百
二
条
の
三
第
三
項
本
文
の
規
定
は
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
対

象
期
間
（
以
下
「
対
象
期
間
」
と
い
う
。
）
の
開
始
の
日
が
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う

。
）
以
後
で
あ
る
事
業
主
（
岩
手
県
、
宮
城
県
及
び
福
島
県
の
区
域
内
に
所
在
す
る
事
業
所
の
事
業
主
（
以
下
「
被

災
地
事
業
主
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
適
用
し
、
対
象
期
間
の
開
始
の
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
事
業
主

（
被
災
地
事
業
主
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
新
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
第
四
項
本
文
の
規
定
は
、
対
象
期
間
の
開
始
の
日
が
施
行
日
以
後
で
あ
る
事
業
主

（
被
災
地
事
業
主
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
適
用
し
、
対
象
期
間
の
開
始
の
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
事
業
主
（
被
災
地

事
業
主
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
被
災
地
事
業
主
で
あ
っ
て
、
対
象
期
間
の
開
始
の
日
が
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
前
で
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、

新
雇
保
則
第
百
二
条
の
三
第
三
項
本
文
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施

行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
三
第
三
項
本
文
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
。

４
　
被
災
地
事
業
主
で
あ
っ
て
、
対
象
期
間
の
開
始
の
日
が
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
前
で
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、

新
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
第
四
項
本
文
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
第
四
項
本
文
の
規
定

は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

第
三
条
　
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
雇
保
則
」
と
い

う
。
）
第
百
二
条
の
三
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
対
象
期
間
の
開
始
の
日
が
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定

す
る
規
定
の
施
行
の
日
以
後
で
あ
る
事
業
主
（
被
災
地
事
業
主
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
適
用
し
、
対
象
期
間
の
開

始
の
日
が
同
日
前
で
あ
る
事
業
主
（
被
災
地
事
業
主
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
被
災
地
事
業
主
で
あ
っ
て
、
対
象
期
間
の
開
始
の
日
が
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
前
で
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、

新
雇
保
則
第
百
二
条
の
三
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険

法
施
行
規
則
第
百
二
条
の
三
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
八
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
中
小
企
業
の
海
外
に
お
け
る
商
品
の
需
要
の
開
拓
の
促
進
等
の
た
め
の
中
小
企
業
の
新
た
な
事

業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
四
号
）
の
施
行
の
日

（
平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
一
〇
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
六
条
第
三
項
の

事
業
所
内
保
育
施
設
設
置
・
運
営
等
支
援
助
成
金
の
支
給
に
係
る
申
請
を
行
っ
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
対

す
る
事
業
所
内
保
育
施
設
設
置
・
運
営
等
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
三
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
離
職
し
た
者
で
あ
っ
て
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規

則
第
百
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
計
画
対
象
被
保
険
者
及
び
同
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
支
援
書

等
対
象
被
保
険
者
に
係
る
再
就
職
支
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条

の
三
第
一
項
第
二
号
イ
（
５
）
の
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
又
は
同
号
ロ
（
３
）
の
出
向
期
間
の
初
日
が
こ
の
省
令

の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
属
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
判
定
基
礎
期
間
に
行
わ
れ

た
休
業
等
又
は
当
該
出
向
期
間
に
行
わ
れ
た
出
向
に
係
る
同
条
（
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
第
八
項
、
第
十
五
条

の
二
第
二
項
並
び
に
第
十
五
条
の
三
第
一
項
、
第
二
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
二
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
中
小
企
業

定
年
引
上
げ
等
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
四
項
第
一
号
イ
の
職
域
拡
大
等
計
画
を
作
成
し
た
事
業
主
に
対
す
る
高
年

齢
者
職
域
拡
大
等
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
二
第
一
号
イ
（
１
）
の
届
出
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
受
給
資
格
者
創

業
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
四
項
第
一
号
ロ
（
１
）
の
育
児
休
業
を
終
了
し
た
被
保
険
者
が
い
る
事

業
主
に
対
す
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
両
立
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
被
保
険
者
に

係
る
支
給
に
限
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
及
び
良
好
な
雇
用
の
機
会
の
創
出
の
た
め
の
雇
用
管
理
の
改

善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
四
条
第
一
項
の
計
画
を
提
出
し
た
中
小
企
業
者
に

対
す
る
中
小
企
業
基
盤
人
材
確
保
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
六
項
第
三
号
の
計
画
を
提
出
し
た
認
定
組
合
等
に
対
す
る
中
小
企
業
人

材
確
保
推
進
事
業
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
、
第
二
条
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
第

二
十
六
条
又
は
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
均
衡
待
遇
・
正
社
員
化
推
進
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ

た
事
業
主
に
対
す
る
均
衡
待
遇
・
正
社
員
化
推
進
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
第
二
項
第
三
号
の
休
業
等
又
は
出
向
の
実
施
に
係
る
届
出
を
行
っ
た
事

業
主
（
次
項
に
お
い
て
「
特
定
事
業
主
」
と
い
う
。
）
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行

規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
三
号
の
休
業
等
又
は
出
向
の
実
施
に
係
る
届

出
を
行
っ
た
も
の
（
同
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
と
み
な
し
て
、
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

た
だ
し
、
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
第
二
項
第
二
号
イ
（
５
）
の
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
又
は
同
号
ロ
（
３
）
の

出
向
期
間
の
初
日
が
施
行
日
前
に
属
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
判
定
基
礎
期
間
に
行
わ
れ
た
休
業
等
又
は
当

該
出
向
期
間
に
行
わ
れ
た
出
向
に
係
る
同
条
（
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
二
第
三
項
並
び
に
第
十
五
条
の
三
第

三
項
、
第
四
項
、
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10
　
前
項
本
文
の
場
合
に
お
い
て
、
特
定
事
業
主
に
係
る
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
第
二
項
第
二
号
イ
の
対
象
期
間

及
び
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
（
休
業
等
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
支
給
日
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
新
雇

保
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
（
１
）
の
対
象
期
間
及
び
雇
用
調
整
助
成
金
（
休
業
等
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
の
支
給
日
数
と
み
な
す
。

11
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
十
第
二
項
第
一
号
に
該
当
す
る
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る

実
習
型
試
行
雇
用
奨
励
金
又
は
正
規
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

12
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
四
の
二
第
二
項
第
二
号
に
該
当
す
る
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
に
対

す
る
派
遣
労
働
者
雇
用
安
定
化
特
別
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

13
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
四
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
者
初
回
雇
用
奨
励
金
の
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
障
害
者
初
回
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

14
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
四
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
例
子
会
社
等
設
立
促
進
助
成
金
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
特
例
子
会
社
等
設
立
促
進
助
成
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

15
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に

よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。
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16
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
五
月
一
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
等
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
及
び
次
条
第
二
十
一
項
の
規
定
は
、
平
成

二
十
五
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
七
条

の
六
の
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保

険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
高
年
齢
者
労
働
移
動
受
入

企
業
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
高
年
齢
者
労
働
移
動
受
入
企
業

助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
二
項
第
一
号
ロ
の
計
画
若
し
く
は
同
項
第
二
号
ロ
の
計
画
を
都
道
府
県

労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
又
は
同
項
第
三
号
イ
（
１
）
の
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
に
対
す

る
地
域
求
職
者
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
六
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
地
域
再

生
中
小
企
業
創
業
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
新
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
二
項
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
っ
て
、
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
百
人

以
下
の
も
の
（
中
小
企
業
事
業
主
（
新
雇
保
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
（
５
）
に
規
定
す
る
中
小
企
業
事

業
主
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
除
く
。
）
に
対
す
る
新
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
二
項
第
二
号
ロ
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
同
号
ロ
（
１
）
中
「
三
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
十

万
円
」
と
し
、
同
号
ロ
（
２
）
中
「
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
十
万
円
（
当
該
被
保
険
者
が
二
番
目
か
ら
五
番
目

ま
で
に
生
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
十
五
万
円
）
」
と
す
る
。

５
　
新
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
二
項
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
っ
て
、
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
百
人

を
超
え
る
も
の
（
中
小
企
業
事
業
主
に
限
る
。
）
に
対
す
る
同
項
第
二
号
イ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
同
号
イ
（
２
）
中
「
五
番
目
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
十
番
目
ま
で
」
と
、

「
十
五
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
十
五
万
円
（
当
該
被
保
険
者
が
六
番
目
か
ら
十
番
目
ま
で
に
生
じ
た
場
合
に
あ
つ

て
は
、
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
十
万
円
）
」
と
す
る
。

６
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
三
項
の
事
業
所
内
保
育
施
設
設
置
・
運
営
等
支
援
助
成
金
の
支
給
に
係

る
申
請
を
行
っ
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
対
す
る
事
業
所
内
保
育
施
設
設
置
・
運
営
等
支
援
助
成
金
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
以
下
の
事
業
主
（
中
小
企
業
事
業
主
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
当
該
事
業
主
を
中
小
企
業
事
業
主
と
み
な
し
て
、
新
雇
保
則
第
百
十
六

条
第
四
項
第
一
号
イ
及
び
第
百
三
十
九
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
を
適
用
す
る
。

８
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
２
）
の
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
又
は
同
号
ロ
（
２
）

の
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
介
護
労
働
環
境
向
上
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

９
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
発
達
障
害
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
発
達
障
害
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
難
治
性
疾
患
患
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
難
治
性
疾
患
患
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

11
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
精
神
障
害
者
雇
用
安
定
奨
励
金
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
精
神
障
害
者
雇
用
安
定
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

12
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
三
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
職
場
支
援
従
事
者
配
置
助
成
金
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
職
場
支
援
従
事
者
配
置
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

13
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
対
象
職
業
訓
練
、
対
象
短
時
間
等
職
業
訓

練
、
対
象
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
及
び
対
象
有
期
実
習
型
訓
練
を
実
施
す
る
事
業
主
並
び
に
自
発
的
職
業
能
力

開
発
経
費
を
負
担
す
る
事
業
主
又
は
職
業
能
力
開
発
休
暇
を
与
え
る
事
業
主
に
対
す
る
訓
練
等
支
援
給
付
金
の
支

給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

14
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
対
象
高
度
化
職
業
訓
練
、
対
象
新
分
野
職

業
訓
練
及
び
対
象
実
践
的
職
業
訓
練
を
実
施
す
る
事
業
主
並
び
に
自
発
的
職
業
能
力
開
発
経
費
を
負
担
す
る
事
業

主
又
は
職
業
能
力
開
発
休
暇
を
与
え
る
事
業
主
に
対
す
る
中
小
企
業
雇
用
創
出
等
能
力
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

15
　
主
と
し
て
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
以
下
の
事
業
主
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
事
業
主
団
体
（
主
と
し

て
中
小
企
業
事
業
主
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
は
、
当
該
事
業
主
団
体
を
主
と
し
て
中
小
企
業
事
業
主
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
事
業
主
団
体
と
み
な
し
て
、
新

雇
保
則
第
百
三
十
九
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
六
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
十
五
条
の
五
の
改
正
規
定

は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
三
第
一

項
第
二
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
に
規
定
す
る
対
象
期
間
の
開
始
の
日
が
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」

と
い
う
。
）
前
に
属
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新

雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
「
当
該
事

業
主
が
指
定
し
た
日
（
前
号
イ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
過
去
に
雇
用
調
整
助
成
金
又
は
雇
用
保
険
法
施
行
規
則

等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
五
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

附
則
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
事
業
主
に

あ
つ
て
は
、
当
該
指
定
し
た
日
が
当
該
事
業
主
の
直
前
の
対
象
期
間
の
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を

超
え
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
事
業
主
が
指
定
し
た
日
」
と
す
る
。

３
　
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
（
５
）
に
規
定
す
る
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
施
行
日
前
に
属
し

て
い
る
場
合
に
お
け
る
新
雇
保
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
（
２
）

（
ｉ
）
中
「
行
わ
れ
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
行
わ
れ
る
も
の
若
し
く
は
所
定
労
働
日
に
お
い
て
所
定
労
働
時
間

内
に
当
該
事
業
所
に
お
け
る
対
象
被
保
険
者
に
つ
い
て
一
時
間
以
上
行
わ
れ
る
も
の
（
当
該
対
象
被
保
険
者
全
員

に
つ
い
て
一
斉
に
行
わ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
」
と
、
同
号
イ
（
２
）
（
ｉ
ｉ
）
中
「
所
定
労
働
時
間
内
に
行
わ
れ

る
も
の
で
あ
つ
て
そ
の
受
講
日
に
お
い
て
当
該
対
象
被
保
険
者
を
業
務
に
就
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
」
と

あ
る
の
は
「
所
定
労
働
時
間
内
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
」
と
し
、
同
号
イ
（
５
）
の
規
定
は
、
適
用
し

な
い
。

４
　
附
則
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
五
第
二
項
第
一
号
イ

に
規
定
す
る
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
被
災
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
同
日
前
に
同

号
イ
の
規
定
に
よ
り
雇
い
入
れ
ら
れ
た
労
働
者
に
係
る
支
給
に
限
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
二
月
二
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
七
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
条
の
三
第
一
項
第
一

号
の
規
定
に
よ
り
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
を
受
け
た
事
業
主
に
対
す
る
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
二
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
条
の
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法

施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
イ
の
再
就
職
援
助
計
画
又
は
同
項

第
二
号
ロ
の
求
職
活
動
支
援
基
本
計
画
書
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
再
就
職
支
援
奨

励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ハ
（
１
）
（
ｉ
）
又
は
（
ｉ
ｉ
）
の
措
置
を
講
じ
た

事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
一
般
型
訓
練
、
若
年
人
材
育
成
型
訓
練
、

成
長
分
野
等
人
材
育
成
型
訓
練
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
型
訓
練
、
熟
練
技
能
育
成
継
承
型
訓
練
、
対
象
認
定
実

習
併
用
職
業
訓
練
を
実
施
す
る
事
業
主
又
は
自
発
的
職
業
能
力
開
発
経
費
を
負
担
す
る
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ

ア
形
成
促
進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
一
般
職
業
訓
練
又
は
有
期
実
習
型
訓
練

を
実
施
す
る
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険

法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
四
条
第
一
項
第
一
号
イ
（
１
）
の
環
境
整
備
計
画
を
提
出

し
た
事
業
主
又
は
同
号
ロ
（
１
）
の
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
高
年
齢
者
雇
用
安
定
助
成
金
の
支
給
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
ロ
（
２
）
の
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
中
小
企

業
労
働
環
境
向
上
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
三
第
四
項
第
七
号
の
規
定
に
よ
り
精
神
障
害
者
等
雇
用
安
定
奨
励
金
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
精
神
障
害
者
等
雇
用
安
定
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
九
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
２
）
又
は
ロ
（
２
）
の
育
児
休
業
又
は
介
護
休
業

を
開
始
し
、
平
成
二
十
六
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
同
号
イ
（
３
）
又
は
ロ
（
３
）
の
育
児
休
業
又
は
介
護
休

業
を
終
了
し
た
被
保
険
者
が
い
る
中
小
企
業
事
業
主
又
は
中
小
企
業
事
業
主
団
体
に
対
す
る
同
条
第
一
項
に
規
定

す
る
中
小
企
業
両
立
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
被
保
険
者
に
係
る
支
給
に
限
り
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
九
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
促

進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
八
十
五
条
の
三
及
び
第
八
十
五
条
の
四
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
条
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条

の
改
正
規
定
　
公
布
の
日

二
　
附
則
第
一
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
（
第
百
一
条
の
二
の
十
五
及
び
附
則
第
三
十
二
条
に
係
る
部

分
を
除
く
。
）
、
様
式
第
六
号
（
１
）
の
改
正
規
定
、
様
式
第
十
号
の
四
の
改
正
規
定
（
「
死
亡
し
た
受
給
資
格

者
等
」
を
「
原
則
と
し
て
死
亡
し
た
受
給
資
格
者
等
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
、
様
式
第
十
一
号
、
様
式
第

十
一
号
の
二
及
び
様
式
第
十
一
号
の
三
の
改
正
規
定
（
「
添
え
て
」
の
下
に
「
原
則
と
し
て
」
を
加
え
る
部
分

に
限
る
。
）
並
び
に
様
式
第
十
二
号
の
改
正
規
定
、
様
式
第
十
六
号
（
１
）
の
改
正
規
定
（
「
申
請
書
は
、
」
の

下
に
「
原
則
と
し
て
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
様
式
第
二
十
二
号
、
様
式
第
二
十
九
号
の
二
、
様

式
第
二
十
九
号
の
三
及
び
様
式
第
三
十
号
の
改
正
規
定
　
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日

三
　
第
百
一
条
の
二
の
二
か
ら
第
百
一
条
の
二
の
十
五
ま
で
の
改
正
規
定
、
第
百
一
条
の
十
一
の
改
正
規
定
、
附

則
第
一
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
（
第
百
一
条
の
二
の
十
五
及
び
附
則
第
三
十
二
条
に
係
る
部
分
に

限
る
。
）
、
附
則
第
二
十
三
条
の
次
に
九
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
様
式
第
十
六
号
（
１
）
の
改
正
規
定
（
「
申

請
書
は
、
」
の
下
に
「
原
則
と
し
て
」
を
加
え
る
部
分
を
除
く
。
）
、
様
式
第
十
七
号
の
改
正
規
定
、
様
式
第
十

八
号
の
改
正
規
定
及
び
様
式
第
三
十
三
号
の
二
の
次
に
六
様
式
を
加
え
る
改
正
規
定
、
様
式
第
三
十
三
号
の
五

の
改
正
規
定
並
び
に
様
式
第
三
十
三
号
の
五
の
二
の
改
正
規
定
　
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条
の
二

の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
失
業
等
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
係
る
未
支
給

給
付
請
求
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
失
業
等
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
死
亡
し
た
場

合
に
係
る
未
支
給
給
付
請
求
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
新
雇
保
則
第
三
十
六
条
の
規
定
は
、
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
が
施
行
日
以
後
で
あ
る
者
に
つ
い
て
適
用

し
、
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
厚
生
労
働
大
臣
、
都
道
府
県
労
働
局
長
及
び
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の

施
行
の
日
（
以
下
「
第
三
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
お
い
て
も
、
雇
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に

よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
六
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
教
育
訓
練
給

付
金
及
び
新
法
附
則
第
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
に
必
要
な
準
備
行
為
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

４
　
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
二
の
十
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
号
施
行
日
前
に
雇
用
保
険
法
第
六
十
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
の
法
第
六
十
条
の
二
第
五
項
の
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
零
年
と
す
る
。

５
　
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
十
一
の
規
定
は
、
第
三
号
施
行
日
以
後
に
開
始
す
る
新
法
第
六
十
一
条
の
四
第
三
項
に

規
定
す
る
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
適
用
し
、
第
三
号
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
支
給
単
位
期

間
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
新
雇
保
則
附
則
第
一
条
の
二
の
規
定
は
、
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
第
二
号

施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
新
雇
保
則
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
受
給
資
格
の
決
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に

つ
い
て
適
用
し
、
第
二
号
施
行
日
前
に
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第

十
九
条
の
規
定
に
よ
り
受
給
資
格
の
決
定
を
受
け
た
者
又
は
同
条
の
規
定
に
よ
り
受
給
資
格
の
決
定
に
係
る
申
請

を
行
つ
た
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
新
雇
保
則
附
則
第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条
の
規
定
は
、
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
が
附
則
第
一
条
第
一
号

に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
第
一
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
で
あ
る
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
受
給

資
格
に
係
る
離
職
の
日
が
第
一
号
施
行
日
前
で
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
旧
雇
保
則
様
式
第
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
証
明

書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
号
の
四
に
よ
る
未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
二
号
に
よ
る
公
共

職
業
訓
練
等
受
講
届
及
び
公
共
職
業
訓
練
等
通
所
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
六
号
に
よ
る
受
給
期
間
延
長
申
請
書

及
び
教
育
訓
練
給
付
適
用
対
象
期
間
延
長
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
八
号
に
よ
る
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定

届
及
び
払
渡
希
望
金
融
機
関
変
更
届
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
二
号
に
よ
る
傷
病
手
当
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則

様
式
第
二
十
九
号
の
二
に
よ
る
再
就
職
手
当
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
三
に
よ
る
常
用
就
職

支
度
手
当
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
号
に
よ
る
移
転
費
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号

の
二
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
に
よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付

受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
の
二
に

よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格

確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
の
二
に
よ
る
育
児
休
業

給
付
金
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
光
デ
ィ
ス
ク
等
提
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出
用
総
括
票
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
六
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
光
デ
ィ
ス
ク
等
提
出
用
総

括
票
並
び
に
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
七
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
転
勤
届
光
デ
ィ
ス
ク
等
提
出
用
総
括
票

は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
新
雇
保
則
様
式
第
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
証
明
書
、

新
雇
保
則
様
式
第
十
号
の
四
に
よ
る
未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
二
号
に
よ
る
公
共
職
業

訓
練
等
受
講
届
及
び
公
共
職
業
訓
練
等
通
所
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
六
号
に
よ
る
受
給
期
間
延
長
申
請
書
及
び

教
育
訓
練
給
付
適
用
対
象
期
間
延
長
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
八
号
に
よ
る
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定
届
及

び
払
渡
希
望
金
融
機
関
変
更
届
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
二
号
に
よ
る
傷
病
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式

第
二
十
九
号
の
二
に
よ
る
再
就
職
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
三
に
よ
る
常
用
就
職
支
度

手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
号
に
よ
る
移
転
費
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
二

に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
に
よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給

資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
の
二
に
よ
る

高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認

票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
の
二
に
よ
る
育
児
休
業
給
付

金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
五
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
光
デ
ィ
ス
ク
等
提
出
用

総
括
票
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
六
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
光
デ
ィ
ス
ク
等
提
出
用
総
括
票

並
び
に
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
七
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
転
勤
届
光
デ
ィ
ス
ク
等
提
出
用
総
括
票
と
み
な

す
。

９
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
雇
保
則
様
式
第
六
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
、

旧
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
に
よ
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
の
二
に
よ
る
雇
用
保
険

高
年
齢
受
給
資
格
者
証
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
の
三
に
よ
る
雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者
証
並
び
に
旧
雇
保

則
様
式
第
十
七
号
に
よ
る
受
給
期
間
延
長
通
知
書
及
び
教
育
訓
練
給
付
適
用
対
象
期
間
延
長
通
知
書
は
、
そ
れ
ぞ

れ
新
雇
保
則
様
式
第
六
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
に
よ
る
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
の
二
に
よ
る
雇
用
保
険
高
年
齢
受
給
資
格
者
証
、
新
雇
保
則
様
式
第
十

一
号
の
三
に
よ
る
雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者
証
並
び
に
新
雇
保
則
様
式
第
十
七
号
に
よ
る
受
給
期
間
延
長
通
知

書
及
び
教
育
訓
練
給
付
適
用
対
象
期
間
延
長
通
知
書
と
み
な
す
。

10
　
新
雇
保
則
第
七
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
証
明
書
及
び
同
条
第
二
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
、
新
雇
保
則
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
、
同
条
同
項
第
一
号
の
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
、
同
条
同
項
第
二
号
の
雇
用
保
険
高
年
齢
受
給
資
格
者
証
及
び
同
条
同
項
第
三
号
の
雇
用
保
険
特
例
受
給

資
格
者
証
、
新
雇
保
則
第
二
十
一
条
の
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
届
及
び
公
共
職
業
訓
練
等
通
所
届
、
新
雇
保
則
第

三
十
一
条
第
一
項
の
受
給
期
間
延
長
申
請
書
及
び
同
条
第
四
項
の
受
給
期
間
延
長
通
知
書
、
新
雇
保
則
第
四
十
四

条
第
二
項
の
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定
届
及
び
同
条
第
三
項
の
払
渡
希
望
金
融
機
関
変
更
届
、
新
雇
保
則
第
六
十

三
条
第
二
項
の
傷
病
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
八
十
二
条
の
七
第
一
項
の
再
就
職
手
当
支
給
申
請
書
、
新

雇
保
則
第
八
十
四
条
第
一
項
の
常
用
就
職
支
度
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
九
十
二
条
第
一
項
の
移
転
費
支

給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
二
の
五
第
二
項
の
教
育
訓
練
給
付
適
用
対
象
期
間
延
長
申
請
書
及
び
同
条
第

三
項
の
教
育
訓
練
給
付
適
用
対
象
期
間
延
長
通
知
書
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
二
の
十
一
第
一
項
の
教
育
訓
練
給

付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
五
第
一
項
の
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）

高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
及
び
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
十
三
第

一
項
の
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
及
び
育
児
休
業
給
付
金
支

給
申
請
書
並
び
に
新
雇
保
則
第
百
四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
光
デ
ィ
ス
ク
等

提
出
用
総
括
票
、
同
条
同
項
第
二
号
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
光
デ
ィ
ス
ク
等
提
出
用
総
括
票
及
び
同

条
同
項
第
第
三
号
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
転
勤
届
光
デ
ィ
ス
ク
等
提
出
用
総
括
票
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
雇
保

則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
五
月
一
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
五
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法

施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
一
般
型
訓
練
、
若
年

人
材
育
成
型
訓
練
、
成
長
分
野
等
人
材
育
成
型
訓
練
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
型
訓
練
、
熟
練
技
能
育
成
継
承
型

訓
練
、
対
象
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
、
育
休
中
・
復
職
後
等
能
力
向
上
型
訓
練
を
実
施
す
る
事
業
主
又
は
自
発

的
職
業
能
力
開
発
経
費
を
負
担
す
る
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
一
般
職
業
訓
練
又
は
有
期
実
習
型
訓
練

を
実
施
す
る
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
六
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
様
式
第
十
号
の
四
の
改

正
規
定
及
び
様
式
第
三
十
三
号
の
二
の
改
正
規
定
（
「
申
請
者
本
人
が
」
の
下
に
「
、
原
則
と
し
て
」
を
加
え
る

部
分
を
除
く
。
）
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
雇
保
則
」
と
い

う
。
）
様
式
第
十
号
の
四
に
よ
る
未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
に
よ
る
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
八
号
に
よ
る
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定
届
及
び
払
渡
希
望
金
融
機
関
変
更

届
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
二
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の

五
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
並
び
に
新
雇
保
則
様
式

第
三
十
七
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
転
勤
届
光
デ
ィ
ス
ク
等
提
出
用
総
括
票
は
、
当
分
の
間
、
な
お
同
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
九
月
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
二
月
二
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
二
月
二
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
七
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
六
条
の
二
又
は
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧

雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
条
の
規
定
に
よ
り
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
三
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
発
達
障
害
者
・
難
治
性
疾
患
患

者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
発
達
障
害
者
・
難
治
性

疾
患
患
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
五
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
被
災
者
雇
用
開
発
助
成
金
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
被
災
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
十
号
の
四
に
よ
る
未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
、
旧
雇

保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
二
に
よ
る
再
就
職
手
当
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
二
の
二
に
よ
る

就
業
促
進
定
着
手
当
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
三
に
よ
る
常
用
就
職
支
度
手
当
支
給
申
請

書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
号
に
よ
る
移
転
費
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
に
よ
る
広
域
求
職
活

動
費
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
二
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式

第
三
十
三
号
の
二
の
二
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
金
（
第
百
一
条
の
二
の
七
第
二
号
関
係
）
及
び
教
育
訓
練
支
援
給

付
金
受
給
資
格
確
認
票
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
二
の
四
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
金
（
第
百
一
条
の
二
の

七
第
二
号
関
係
）
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
二
の
五
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
金
（
第
百
一
条

の
二
の
七
第
三
号
関
係
）
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
二
の
七
に
よ
る
教
育
訓
練
支
援
給
付
金

受
講
証
明
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
に
よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）

高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
の
二
に
よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支

給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業

給
付
金
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
の
二
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
並
び
に
旧

雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
六
に
よ
る
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後

の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
十
号
の
四
に
よ
る
未
支

給
失
業
等
給
付
請
求
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
二
に
よ
る
再
就
職
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式

第
二
十
九
号
の
二
の
二
に
よ
る
就
業
促
進
定
着
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
二
十
九
号
の
三
に
よ
る
常

用
就
職
支
度
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
号
に
よ
る
移
転
費
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三

十
三
号
に
よ
る
広
域
求
職
活
動
費
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
二
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
金
支

給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
二
の
二
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
金
（
第
百
一
条
の
二
の
七
第
二
号
関

係
）
及
び
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
受
給
資
格
確
認
票
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
二
の
四
に
よ
る
教
育
訓
練

給
付
金
（
第
百
一
条
の
二
の
七
第
二
号
関
係
）
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
二
の
五
に
よ
る
教

育
訓
練
給
付
金
（
第
百
一
条
の
二
の
七
第
三
号
関
係
）
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
二
の
七
に

よ
る
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
受
講
証
明
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
に
よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受

給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
三
の
二
に
よ

る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確

認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
五
の
二
に
よ
る
育
児
休
業
給

付
金
支
給
申
請
書
並
び
に
新
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
六
に
よ
る
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
雇
保
則
様
式
第
十
七
号
に
よ
る
受
給
期
間
延
長
通
知
書
及
び

教
育
訓
練
給
付
適
用
対
象
期
間
延
長
通
知
書
は
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
七
号
に
よ
る
受
給
期
間
延
長
通
知
書
及
び

教
育
訓
練
給
付
適
用
対
象
期
間
延
長
通
知
書
と
み
な
す
。

３
　
新
雇
保
則
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
、
新
雇
保
則
第
三
十
一
条
第
四
項
及
び
第
百

一
条
の
二
の
五
第
三
項
の
受
給
期
間
延
長
通
知
書
及
び
教
育
訓
練
給
付
適
用
対
象
期
間
延
長
通
知
書
、
新
雇
保
則

第
八
十
二
条
の
七
第
一
項
の
再
就
職
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
八
十
三
条
の
四
第
一
項
の
就
業
促
進
定
着

手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
八
十
四
条
第
一
項
の
常
用
就
職
支
度
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
九
十
二

条
第
一
項
の
移
転
費
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
九
十
九
条
第
一
項
の
広
域
求
職
活
動
費
支
給
申
請
書
、
新
雇
保

則
第
百
一
条
の
二
の
十
一
第
一
項
並
び
に
第
百
一
条
の
二
の
十
二
第
五
項
及
び
第
六
項
の
教
育
訓
練
給
付
金
支
給

申
請
書
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
五
第
一
項
の
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
高
年
齢
雇

用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
及
び
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
十
三
第
一
項
の
育

児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
及
び
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
、

新
雇
保
則
第
百
一
条
の
十
九
第
一
項
の
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
並
び
に
新
雇
保
則
附
則
第
二
十
八
条
第
一

項
の
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
受
講
証
明
書
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
雇
保
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
四
条
第
一
項
第
一
号
ロ

（
１
）
の
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
高
年
齢
者
雇
用
安
定
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
三
第
四
項
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
精
神
障
害
者
等
雇

用
安
定
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
精
神
障
害
者
等
雇
用
安
定
奨

励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
九
条
第
二
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
目
標
値
を
公
表
し
た
事
業
主
に
対
す
る

同
条
第
一
項
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
能
力
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
四
月
一
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
等
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
七
条
の
六
及
び
第
十
七
条
の
八
の
規
定

は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
四
条
第
一
号
イ
の
環
境
整
備
計
画
を

提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
高
年
齢
者
雇
用
安
定
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
三
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
事
業
主
に
対
す

る
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
二
項
第
一
号
ハ
の
短
時
間
勤
務
の
制
度
を
利
用
し
、
平
成
二
十
七
年
十

一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
当
該
制
度
を
六
箇
月
以
上
利
用
し
た
被
保
険
者
が
い
る
事
業
主
に
対
す
る
子
育
て
期
短

時
間
勤
務
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
被
保
険
者
に
係
る
支
給
に
限
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
三
項
の
事
業
所
内
保
育
施
設
設
置
・
運
営
等
支
援
助
成
金
の
支
給
に
係

る
申
請
を
行
っ
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
対
す
る
事
業
所
内
保
育
施
設
設
置
・
運
営
等
支
援
助
成
金
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
四
項
第
一
号
イ
（
１
）
の
原
職
等
復
帰
措
置
に
よ
り
原
職
等
に
復
帰
し

た
被
保
険
者
が
い
る
中
小
企
業
事
業
主
に
対
す
る
中
小
企
業
両
立
支
援
助
成
金
（
当
該
原
職
等
復
帰
措
置
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
被
保
険
者
に
係
る
支
給
に
限
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
四
項
第
一
号
ロ
（
１
）
の
育
児
休
業
後
六
箇
月
以
上
継
続
し
て
雇
用
し

た
期
間
を
定
め
て
雇
用
す
る
被
保
険
者
が
い
る
中
小
企
業
事
業
主
に
対
す
る
中
小
企
業
両
立
支
援
助
成
金
（
同
号

ロ
（
１
）
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
被
保
険
者
に
係

る
支
給
に
限
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
ロ
（
２
）
の
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
中
小
企

業
労
働
環
境
向
上
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ハ
（
１
）
（
ｉ
）
若
し
く
は
（
ｉ
ｉ
）
又
は
（
２
）

の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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９
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
三
第
四
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る

精
神
障
害
者
等
雇
用
安
定
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
前
に
同
号
の
規
定
に
よ
り
雇
い
入
れ
ら
れ
た
労

働
者
に
係
る
支
給
に
限
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
若
年
人
材
育
成
型
訓
練
、
熟
練
技
能
育
成

継
承
型
訓
練
、
対
象
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
、
育
休
中
・
復
職
後
等
能
力
向
上
型
訓
練
を
実
施
す
る
事
業
主
又

は
団
体
等
実
施
型
訓
練
を
実
施
す
る
事
業
主
団
体
等
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

11
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
一
般
職
業
訓
練
又
は
有
期
実
習
型
訓
練

を
実
施
す
る
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
九
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
九
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
番
号
利
用
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
十
月
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
六
条
、
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
、
第
十
七
条
、
第
十
九
条
か
ら

第
二
十
九
条
ま
で
及
び
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
の
規
定
　
番
号
利
用
法
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲

げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
）

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
一
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用

保
険
法
施
行
規
則
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
同
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
〇
月
一
四
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
二
月
二
四
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
七
三
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法

施
行
規
則
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
二
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
七
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
勤
労
青
少
年
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
七
十
二
号
。

以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
）

か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
一
月
一
四
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
二
月
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
二
月
一
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法

施
行
規
則
第
百
十
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ハ
（
１
）
（
ｉ
）
又
は
（
ｉ
ｉ
）
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
及
び
同

令
第
百
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
有
期
実
習
型
訓
練
を
実
施
す
る
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則

（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ハ
（
１
）
（
ｉ
）
又
は
（
ｉ
ｉ
）
の
措
置
を
講

じ
た
事
業
主
に
係
る
新
規
則
附
則
第
十
七
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
表
第
一
項
第
二
号
イ
の

項
中
「
同
号
ハ
（
１
）
（
ｉ
）
（
ハ
）
の
転
換
に
限
る
。
）
を
講
じ
た
場
合
　
対
象
者
一
人
に
つ
き
二
十
二
万
五
千

円
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
ハ
（
１
）
（
ｉ
）
（
ハ
）
の
転
換
に
限
る
。
）
を
講
じ
た
場
合
　
対
象
者
一
人
に
つ
き
二

十
五
万
円
」
と
、
「
五
十
二
万
五
千
円
」
と
あ
る
の
は
「
五
十
五
万
円
」
と
、
同
表
第
一
項
第
二
号
ロ
の
項
中
「
七

万
五
千
円
（
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超
え
な
い
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
万
円
）
」
と
あ
る
の

は
「
二
十
五
万
円
（
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超
え
な
い
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）
」

と
、
「
二
十
二
万
五
千
円
（
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超
え
な
い
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
十
五

万
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
四
十
万
円
（
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超
え
な
い
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、

四
十
五
万
円
）
」
と
、
同
表
第
二
項
の
項
中
「
同
号
イ
（
２
）
及
び
（
３
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
イ
（
２
）
」
と
、

「
同
号
イ
（
４
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
イ
（
３
）
中
「
対
象
者
一
人
に
つ
き
二
十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に

あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
母
子
家
庭
の
母
等
若
し
く
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
又
は
青

少
年
雇
用
促
進
法
第
十
五
条
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
が
転
換
し
、
若
し
く
は
雇
い
入
れ
た
三
十
五
歳
未
満
の
者

一
人
に
つ
き
三
十
万
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
二
十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子

家
庭
の
母
等
若
し
く
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
又
は
同
条
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
が
転
換
し
、
若
し
く

は
雇
い
入
れ
た
三
十
五
歳
未
満
の
者
一
人
に
つ
き
三
十
五
万
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
三
十
万
円
）
」

と
、
同
号
イ
（
４
）
」
と
、
「
同
号
イ
（
５
）
中
「
対
象
者
一
人
に
つ
き
五
十
二
万
五
千
円
」
と
あ
る
の
は
「
同
号

イ
（
５
）
中
「
対
象
者
一
人
に
つ
き
五
十
五
万
円
」
と
、
「
五
十
七
万
五
千
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き

五
十
二
万
五
千
円
」
と
あ
る
の
は
「
六
十
万
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
五
十
五
万
円
」
と
、
「
対
象
者

一
人
に
つ
き
七
万
五
千
円
（
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超
え
な
い
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
万

円
）
」
と
あ
る
の
は
「
母
子
家
庭
の
母
等
又
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
十
二
万
五
千
円
、
そ

の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
七
万
五
千
円
（
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超
え
な
い
事
業
主
に
あ
つ

て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
若
し
く
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
又
は
青
少
年
雇
用
促
進
法
第
十
五
条
の
認
定

を
受
け
た
事
業
主
が
転
換
し
、
若
し
く
は
雇
い
入
れ
た
三
十
五
歳
未
満
の
者
一
人
に
つ
き
十
五
万
円
、
そ
の
他
の

労
働
者
一
人
に
つ
き
十
万
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
対
象
者
一
人
に
つ
き
二
十
五
万
円
（
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の

数
が
三
百
人
を
超
え
な
い
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
母
子
家
庭
の
母
等
又
は
父
子
家

庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
三
十
五
万
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
二
十
五
万
円
（
常
時
雇
用
す

る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超
え
な
い
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
若
し
く
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ

る
労
働
者
又
は
青
少
年
雇
用
促
進
法
第
十
五
条
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
が
転
換
し
、
若
し
く
は
雇
い
入
れ
た
三

十
五
歳
未
満
の
者
一
人
に
つ
き
四
十
万
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
三
十
万
円
）
」
と
、
「
対
象
者
一
人
に

つ
き
二
十
二
万
五
千
円
（
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超
え
な
い
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
十
五
万

円
）
」
と
あ
る
の
は
「
母
子
家
庭
の
母
等
又
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
二
十
七
万
五
千
円
、

そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
二
十
二
万
五
千
円
（
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超
え
な
い
事
業
主

に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
若
し
く
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
又
は
青
少
年
雇
用
促
進
法
第
十
五
条

の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
が
転
換
し
、
若
し
く
は
雇
い
入
れ
た
三
十
五
歳
未
満
の
者
一
人
に
つ
き
三
十
万
円
、
そ
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の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
二
十
五
万
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
対
象
者
一
人
に
つ
き
四
十
万
円
（
常
時
雇
用
す
る

労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超
え
な
い
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
十
五
万
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
母
子
家
庭
の
母
等

又
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
五
十
万
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
四
十
万
円
（
常
時

雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超
え
な
い
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
若
し
く
は
父
子
家
庭
の

父
で
あ
る
労
働
者
又
は
青
少
年
雇
用
促
進
法
第
十
五
条
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
が
転
換
し
、
若
し
く
は
雇
い
入

れ
た
三
十
五
歳
未
満
の
者
一
人
に
つ
き
五
十
五
万
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
四
十
五
万
円
）
」
と
、
同

表
第
三
項
の
項
中
「
対
象
者
一
人
に
つ
き
七
万
五
千
円
（
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超
え
な
い
事

業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
万
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
母
子
家
庭
の
母
等
又
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
一
人
に

つ
き
十
二
万
五
千
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
七
万
五
千
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所

に
つ
き
七
万
五
千
円
（
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超
え
な
い
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の

母
等
若
し
く
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
又
は
青
少
年
雇
用
促
進
法
第
十
五
条
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
が

転
換
し
、
若
し
く
は
雇
い
入
れ
た
三
十
五
歳
未
満
の
者
一
人
に
つ
き
十
五
万
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き

十
万
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
十
万
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
対
象
者
一
人
に
つ
き
二

十
五
万
円
（
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超
え
な
い
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）
」
と
あ
る

の
は
「
母
子
家
庭
の
母
等
又
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
三
十
二
万
五
千
円
、
そ
の
他
の
労
働

者
一
人
に
つ
き
二
十
二
万
五
千
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
七
万
五
千
円
（
常
時
雇
用

す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超
え
な
い
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
若
し
く
は
父
子
家
庭
の
父
で

あ
る
労
働
者
又
は
青
少
年
雇
用
促
進
法
第
十
五
条
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
が
転
換
し
、
若
し
く
は
雇
い
入
れ
た

三
十
五
歳
未
満
の
者
一
人
に
つ
き
四
十
万
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
三
十
万
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施

さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
十
万
円
）
」
と
、
「
対
象
者
一
人
に
つ
き
二
十
二
万
五
千
円
（
常
時
雇
用
す
る
労
働
者

の
数
が
三
百
人
を
超
え
な
い
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
十
五
万
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
母
子
家
庭
の
母
等
又
は
父

子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
二
十
七
万
五
千
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
二
十
二
万
五
千
円

及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
七
万
五
千
円
（
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超

え
な
い
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
若
し
く
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
又
は
青
少
年
雇
用
促

進
法
第
十
五
条
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
が
転
換
し
、
若
し
く
は
雇
い
入
れ
た
三
十
五
歳
未
満
の
者
一
人
に
つ
き

三
十
万
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
二
十
五
万
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
十

万
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
対
象
者
一
人
に
つ
き
四
十
万
円
（
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超
え
な
い

事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
十
五
万
円
）
」
と
あ
る
の
は
「
母
子
家
庭
の
母
等
又
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者

一
人
に
つ
き
四
十
七
万
五
千
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
三
十
七
万
五
千
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ

た
一
の
事
業
所
に
つ
き
七
万
五
千
円
（
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超
え
な
い
事
業
主
に
あ
つ
て

は
、
母
子
家
庭
の
母
等
若
し
く
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
又
は
青
少
年
雇
用
促
進
法
第
十
五
条
の
認
定
を

受
け
た
事
業
主
が
転
換
し
、
若
し
く
は
雇
い
入
れ
た
三
十
五
歳
未
満
の
者
一
人
に
つ
き
五
十
五
万
円
、
そ
の
他
の

労
働
者
一
人
に
つ
き
四
十
五
万
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
十
万
円
）
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
二
月
一
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
個
人
番
号
の
変
更
の
届
出
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
次
条
第
一
項
及
び
附
則
第
四
条
に
お
い
て
「
新
雇

保
則
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
の
二
の
規
定
は
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
事
業
主
に
よ
り
個
人
番

号
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法

律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
を
い
う
。
）
の
届
出
が
行
わ
れ
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
、

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
個
人
番
号
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
適
用
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険

法
施
行
規
則
（
次
条
に
お
い
て
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に

よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
新
雇
保
則
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
申
請
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
旧
雇
保
則
第
百
一
条
の
五
第
一
項
若
し
く
は
第
六
項
（
第
百
一
条
の
七
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
一
条
の
七
第
一
項
、
第
百
一
条
の
十
三
第
一
項
若
し
く
は
第
五
項
又
は

第
百
一
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
、
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
、
育

児
休
業
給
付
金
又
は
介
護
休
業
給
付
金
の
支
給
の
申
請
（
旧
雇
保
則
第
百
一
条
の
八
（
第
百
一
条
の
十
五
及
び
第

百
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
事
業
主
が
行
う
場
合
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
新

雇
保
則
第
百
一
条
の
五
第
一
項
若
し
く
は
第
六
項
（
第
百
一
条
の
七
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

、
第
百
一
条
の
七
第
一
項
、
第
百
一
条
の
十
三
第
一
項
若
し
く
は
第
五
項
又
は
第
百
一
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
三
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
イ
の
再
就

職
援
助
計
画
又
は
同
項
第
二
号
イ
の
求
職
活
動
支
援
書
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
再
就
職
支
援
奨
励
金
の
支

給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
六
項
第
一
号
イ
の
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
又
は
同
項
第
二
号
ロ
の

職
業
訓
練
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
受
入
れ
人
材
育
成
支
援
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
一
号
イ
の
環
境
整
備
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
高
年
齢
者
雇
用

安
定
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
第
七
項
第
一
号
イ
の
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
高
年
齢
者
雇
用
開

発
特
別
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
四
項
第
一
号
ロ
の
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
沖
縄
若
年
者
雇

用
促
進
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
二
項
の
事
業
所
内
保
育
施
設
設
置
・
運
営
等
支
援
助
成
金
の
支
給
に
係

る
申
請
を
行
っ
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
対
す
る
事
業
所
内
保
育
施
設
設
置
・
運
営
等
支
援
助
成
金
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
以
後
に
事
業
所
内
保
育
施
設

設
置
・
運
営
等
支
援
助
成
金
の
支
給
に
係
る
申
請
を
行
っ
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
対
す
る
運
営
に
要
し
た

費
用
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
対
象
保
育
施
設
の
運
営
を
開
始
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
支

給
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
施
設
の
運
営
を
開
始
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
年
か
ら
十
年

を
経
過
す
る
日
ま
で
の
当
該
施
設
の
運
営
に
要
し
た
費
用
の
支
給
額
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
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後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
の
例
に
よ

り
支
給
額
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

７
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
三
項
第
一
号
イ
（
１
）
の
原
職
等
復
帰
措
置
に
よ
り
原
職
等
に
復
帰
し

た
被
保
険
者
が
い
る
中
小
企
業
事
業
主
に
対
す
る
中
小
企
業
両
立
支
援
助
成
金
（
当
該
原
職
等
復
帰
措
置
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
被
保
険
者
に
係
る
支
給
に
限
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
三
項
第
一
号
ロ
（
１
）
の
育
児
休
業
を
終
了
し
た
被
保
険
者
が
い
る
中

小
企
業
事
業
主
に
対
す
る
中
小
企
業
両
立
支
援
助
成
金
（
同
号
ロ
（
１
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９
　
施
行
日
前
に
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
雇
用
管
理
に
関
す
る
業
務
に
つ
い
て
知
識
を
有
す
る
者
の

支
援
を
受
け
て
育
休
復
帰
支
援
計
画
（
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
三
項
第
一
号
ハ
（
１
）
に
規
定
す
る
育
休
復
帰

支
援
計
画
を
い
う
。
）
を
作
成
し
、
か
つ
、
当
該
育
休
復
帰
支
援
計
画
に
基
づ
く
措
置
を
講
じ
た
中
小
企
業
事
業

主
で
あ
っ
て
、
当
該
被
保
険
者
の
育
児
休
業
を
し
た
期
間
が
三
箇
月
以
上
（
当
該
被
保
険
者
に
労
働
基
準
法
第
六

十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
休
業
し
た
期
間
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
期
間
の
満
了
後
引
き
続
き
育
児
休
業
を

し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
期
間
及
び
当
該
育
児
休
業
を
し
た
期
間
を
通
算
し
た
期
間
が
三
箇
月
以
上
）
で
あ

っ
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
二
十
号
。
以
下
「
次
世
代

法
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
た
旨
を
届
け
出
て
、
同
計
画

を
公
表
し
、
同
計
画
を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
に
対
す
る
中
小
企
業
両
立
支
援

助
成
金
（
同
号
ハ
（
１
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
主
を
新
雇
保
則
第
百
十
六

条
第
五
項
第
一
号
ロ
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
し
て
、
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

10
　
第
六
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
世
代
法
第
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
事
業

主
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
次
世
代
法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
し

た
旨
を
届
け
出
て
、
同
計
画
を
公
表
し
、
同
計
画
を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
要
し

な
い
も
の
と
す
る
。

11
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
ロ
（
２
）
の
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
職
場
定

着
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

12
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ハ
（
１
）
か
ら
（
４
）
ま
で
の
措
置
を
講
じ
た
事
業

主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

13
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
三
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
事
業
主
に
対
す

る
障
害
者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

14
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
訓
練
を
実
施
す
る
事
業
主
又
は
事
業
主
団

体
等
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

15
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
の
四
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
対
す
る

企
業
内
人
材
育
成
推
進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

16
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
九
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
す
る
同
条
の
両
立
支
援

等
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
五
月
一
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
規
定
は
、
平

成
二
十
八
年
四
月
十
四
日
以
降
に
開
始
し
た
同
令
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
に
つ
い

て
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
六
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法

施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
イ
の
再
就
職
援
助
計
画
又
は
同
項

第
二
号
イ
の
求
職
活
動
支
援
基
本
計
画
書
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
再
就
職
援
助
計
画
又
は
当
該
求
職

活
動
支
援
基
本
計
画
書
に
係
る
再
就
職
支
援
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
六
項
第
一
号
イ
の
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
雇
入
れ

に
係
る
受
入
れ
人
材
育
成
支
援
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
後
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
雇
入
れ
に
係
る
受
入

れ
人
材
育
成
支
援
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

一
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
イ
の
認
定
を
受
け
た
再
就
職
援
助
計
画
の
対
象
と
な

る
者

二
　
施
行
日
前
に
作
成
さ
れ
た
求
職
活
動
支
援
書
の
対
象
と
な
る
者

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
七
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険

法
施
行
規
則
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
七
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
八
月
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
六
十
五
歳
に
達
し
た
日
以
後
に
雇
用
さ
れ
た
者
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」

と
い
う
。
）
前
か
ら
引
き
続
い
て
雇
用
さ
れ
、
施
行
日
に
お
い
て
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六

号
）
第
三
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
高
年
齢
被
保
険
者
と
な
っ
た
も
の
に
関
す
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後

の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

項
中
「
当
該
事
実
の
あ
つ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
十
日
」
と
あ
る
の
は
、
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」

と
す
る
。

２
　
新
雇
保
則
第
十
四
条
の
四
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業
を
開
始
し
た
者
及
び
施

行
日
以
後
に
開
始
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
が
行
わ
れ
た
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日

前
に
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る

休
業
を
開
始
し
た
者
及
び
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
が
行
わ
れ
た
者
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
新
雇
保
則
第
三
十
六
条
の
規
定
は
、
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
が
施
行
日
以
後
で
あ
る
者
に
つ
い
て
適
用

し
、
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
開
始
し
た
移
転
に
係
る
移
転
費
（
着
後
手
当
に
限
る
。
）
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
に
広
域
求
職
活
動
費
支
給
申
請
書
を
提
出
し
た
広
域
求
職
活
動
に
係
る
広
域
求
職
活
動
費
の
支
給
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
二
の
六
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
受
け
た
同
号

に
規
定
す
る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
受
け
た
同
号
に
規
定
す
る
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

７
　
新
雇
保
則
百
一
条
の
十
一
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業
を
開
始
し
た
者
に
つ
い

て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
一
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業
を
開
始
し
た
者
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

132



８
　
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
十
六
及
び
第
百
一
条
の
十
七
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
第
百
一
条
の
十
六
第
一
項
に

規
定
す
る
休
業
を
開
始
し
た
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
一
条
の
十
六
第
一
項
に
規
定
す

る
休
業
を
開
始
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
イ
の
再
就
職
援
助
計
画
又
は
同
項
第
二
号
イ
の
求
職
活

動
支
援
基
本
計
画
書
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
再
就
職
援
助
計
画
又
は
当
該
求
職
活
動
支
援
基
本
計
画

書
に
係
る
再
就
職
支
援
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
六
項
第
一
号
イ
の
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
又
は
同
項
第
二
号
ロ
の

職
業
訓
練
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
雇
入
れ
又
は
当
該
職
業
訓
練
計
画
に
係
る
受
入
れ
人
材
育
成

支
援
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

11
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
八
項
第
二
号
イ
の
職
業
訓
練
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
当

該
職
業
訓
練
計
画
に
係
る
キ
ャ
リ
ア
希
望
実
現
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

12
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
一
号
イ
の
環
境
整
備
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
環
境
整
備

計
画
に
係
る
高
年
齢
者
雇
用
安
定
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

13
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
第
七
項
第
一
号
イ
の
求
職
者
の
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
雇

入
れ
に
係
る
高
年
齢
者
雇
用
開
発
特
別
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

14
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
三
第
一
項
第
一
号
の
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
雇
入
れ
に

係
る
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

15
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
二
項
第
一
号
ロ
の
計
画
若
し
く
は
同
項
第
二
号
ロ
の
計
画
を
都
道
府
県

労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
又
は
同
項
第
三
号
イ
（
１
）
の
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
に
対
す

る
地
域
雇
用
開
発
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

16
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
通
年
雇
用
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
通
年
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

17
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
三
第
四
項
第
一
号
イ
の
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
雇
入

れ
に
係
る
障
害
者
雇
用
安
定
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

18
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
三
第
四
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
計
画
に
基
づ
く
援
助
を
開

始
し
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
援
助
に
係
る
障
害
者
雇
用
安
定
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

19
　
施
行
日
前
に
行
っ
た
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
三
第
八
項
第
一
号
ロ
の
雇
入
れ
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
に
対
す

る
当
該
雇
入
れ
に
係
る
中
小
企
業
障
害
者
多
数
雇
用
施
設
設
置
等
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

20
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
リ
に
規
定
す
る
中
高
年
齢
者
雇
用
型
訓
練
を
実
施
す
る

事
業
主
に
対
す
る
当
該
訓
練
に
係
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

21
　
新
雇
保
則
第
百
三
十
八
条
の
三
第
一
号
の
規
定
は
、
同
号
に
規
定
す
る
障
害
者
職
業
能
力
開
発
訓
練
の
受
講
を

開
始
す
る
日
が
施
行
日
以
後
で
あ
る
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
障
害
者
職
業
能
力
開
発
訓
練
の
受
講
を
開
始
す
る
日

が
施
行
日
前
で
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

22
　
施
行
日
前
に
行
っ
た
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
四
の
四
第
一
項
第
一
号
の
雇
入
れ
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
に

対
す
る
当
該
雇
入
れ
に
係
る
障
害
者
初
回
雇
用
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

23
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
雇
保
則
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様

式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
新
雇
保
則
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

24
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
八
月
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
規
定
は
、
平

成
二
十
八
年
四
月
十
四
日
以
降
に
開
始
し
た
同
令
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
に
つ
い

て
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
八
月
一
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用

保
険
法
施
行
規
則
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
同
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
六
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
日
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）

第
百
十
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ハ
（
２
）
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
の
措
置
（
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施

行
規
則
第
百
十
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ハ
（
２
）
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
の
措
置
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
講
じ
た

事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ハ
（
２
）
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
の
措
置
を
講
じ

た
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
一
〇
月
一
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施

行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
八
条
の
二
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
平
成
二
十
八

年
八
月
二
十
四
日
か
ら
、
新
雇
保
則
附
則
第
十
六
条
の
規
定
は
平
成
二
十
八
年
四
月
十
四
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保

険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
イ
の
再
就
職
援
助
計
画
又
は

同
項
第
二
号
イ
の
求
職
活
動
支
援
基
本
計
画
書
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
再
就
職
援
助
計
画
又
は
当
該

求
職
活
動
支
援
基
本
計
画
書
に
係
る
再
就
職
支
援
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
六
項
第
一
号
イ
の
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
又
は
同
項
第
二
号
ロ
の

職
業
訓
練
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
雇
入
れ
又
は
当
該
職
業
訓
練
計
画
に
係
る
受
入
れ
人
材
育
成

支
援
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
都
道
府
県
、
市
（
特
別
区
を
含
む
。
）
又
は
福
祉
事
務
所
を
設
置
す
る
町
村
が
、
新
雇
保
則
第
百

十
条
第
九
項
第
一
号
イ
（
１
）
に
該
当
す
る
者
の
就
労
の
支
援
に
関
し
て
都
道
府
県
労
働
局
又
は
公
共
職
業
安
定

所
と
締
結
し
た
協
定
に
基
づ
き
、
公
共
職
業
安
定
所
に
対
し
職
業
紹
介
、
職
業
指
導
等
を
行
う
こ
と
を
要
請
し
た

者
で
あ
っ
て
、
施
行
の
際
現
に
公
共
職
業
安
定
所
が
職
業
紹
介
、
職
業
指
導
等
を
行
っ
て
い
る
も
の
（
六
十
五
歳

未
満
の
求
職
者
で
あ
っ
て
、
職
場
適
応
訓
練
受
講
求
職
者
で
は
な
い
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
（
２
）

に
規
定
す
る
期
間
を
定
め
職
業
紹
介
、
職
業
指
導
等
を
行
う
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
者
と
み
な
す
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
対
象
事
業
所
の
設
置
又
は
整
備
及
び
当
該
設
置

又
は
整
備
に
伴
う
労
働
者
の
雇
入
れ
に
関
す
る
計
画
に
係
る
対
象
事
業
所
の
設
置
又
は
整
備
が
完
了
し
た
旨
の
届

を
都
道
府
県
労
働
局
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
計
画
に
係
る
地
域
雇
用
開
発
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
新
雇
保
則
附
則
第
十
六
条
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
四
項
第
一
号
の
要
件
を
満
た
し
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
第
一
項
の
介

護
支
援
取
組
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
四
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
雇
用
保
険
法
施
行
規
則

第
二
十
八
条
の
三
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
項
の
改
正
規
定
、
第
二
十
八
条
の
四
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規

定
並
び
に
第
三
十
六
条
第
一
項
第
四
号
イ
の
改
正
規
定
並
び
に
第
三
条
の
規
定
は
、
同
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
雇
保
則
」
と
い

う
。
）
第
百
条
の
二
の
規
定
は
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
九
十
五
条
の
二
第
二
号
に
規
定
す
る
短
期
訓
練
受
講

費
に
係
る
教
育
訓
練
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
教
育
訓
練
」
と
い
う
。
）
を
開
始
し
た
日
が
こ
の
省
令
の
施
行

の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
で
あ
る
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
教
育
訓
練
を
開
始

し
た
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
者
に
係
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
新
雇
保
則
第
百
条
の
六
の
規
定
は
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
九
十
五
条
の
二
第
三
号
に
規
定
す
る
求
職
活
動

関
係
役
務
利
用
費
に
係
る
同
令
第
百
条
の
六
に
規
定
す
る
保
育
等
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
保
育
等

サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
を
利
用
し
た
日
が
施
行
日
以
後
で
あ
る
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
保
育
等
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
者
に
係
る
旧
雇
保
則
第
百
条
の
六
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

３
　
受
給
資
格
（
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
資
格

を
い
う
。
）
に
係
る
離
職
の
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
者
に
係
る
旧
雇
保
則
附
則
第
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九

年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
雇
保
則
」
と
い

う
。
）
第
三
十
一
条
第
三
項
の
規
定
は
、
雇
用
保
険
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
準
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
四
年
を
経
過
す
る
日
が
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）

以
後
に
あ
る
者
か
ら
の
申
出
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
号
に
規
定
す
る
基
準
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
四
年
を
経
過

す
る
日
が
施
行
日
前
に
あ
る
者
か
ら
の
申
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
新
雇
保
則
第
八
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
移
転
を
開
始
し
た
者
に
つ
い
て
適
用
し
、

移
転
を
開
始
し
た
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
者
に
係
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
八
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
二
の
五
の
規
定
は
、
一
般
被
保
険
者
（
被
保
険
者
の
う
ち
、
雇
用
保
険
法
第
三
十
七
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
被
保
険
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
短
期
雇
用
特
例
被
保

険
者
及
び
日
雇
労
働
被
保
険
者
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
高
年
齢

被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
四
年
を
経
過
す
る
日
が
施
行
日
以
後
に
あ
る
者
か
ら
の
申
出
に
つ
い

て
適
用
し
、
一
般
被
保
険
者
又
は
高
年
齢
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
四
年
を
経
過
す
る
日
が
施

行
日
前
に
あ
る
者
か
ら
の
申
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
旧
雇
保
則
第
百
一
条
の
二
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
の
期
間
が
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
既
に
経
過
し
て

い
る
者
で
あ
っ
て
、
一
般
被
保
険
者
又
は
高
年
齢
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
四
年
を
経
過
す
る

日
が
施
行
日
以
後
に
あ
る
も
の
に
対
す
る
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
一
条
の
二
の
十
二
第
一
項
及
び
同
令
附
則

第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
令
第
百
一
条
の
二
の
十
二
第
一
項
及
び
同
令
附
則
第
二
十

七
条
第
一
項
中
「
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
開
始
す
る
日
の
一
箇
月
前
」
と
あ
る
の
は
、
「
専
門
実
践
教
育
訓
練
を

開
始
す
る
日
の
前
日
」
と
す
る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
イ
の
再
就
職
援
助
計
画
又
は
同
項
第
二
号
イ
の
求
職
活

動
支
援
基
本
計
画
書
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
再
就
職
援
助
計
画
等
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対

す
る
当
該
再
就
職
援
助
計
画
等
に
係
る
再
就
職
支
援
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
六
項
第
一
号
イ
の
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
又
は
同
項
第
二
号
ロ
の

職
業
訓
練
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
雇
入
れ
又
は
当
該
職
業
訓
練
計
画
に
係
る
受
入
れ
人
材
育
成

支
援
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
八
項
第
一
号
イ
の
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
又
は
同
項
第
二
号
ロ
の

職
業
訓
練
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
雇
入
れ
又
は
当
該
職
業
訓
練
計
画
に
係
る
キ
ャ
リ
ア
希
望
実

現
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
新
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
八
項
及
び
第
十
項
の
規
定
は
、
当
該
事
業
主
が
再
就
職
援
助
計
画
等
を
提
出
し
た

日
が
施
行
日
以
後
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

９
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
一
号
イ
の
環
境
整
備
計
画
又
は
同
号
ロ
の
無
期
雇
用
転
換
計
画
を
提
出
し

た
事
業
主
に
対
す
る
高
年
齢
者
雇
用
安
定
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
の
二
第
一
号
イ
の
措
置
を
実
施
し
支
給
申
請
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
六

十
五
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

11
　
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
一
号
イ
（
２
）
（
ｖ
）
又
は
第
百
四
条
の
二
第
一
号
イ
の
規
定
に
よ
る
支
給
を
受
け
た

事
業
主
に
つ
い
て
は
、
新
雇
保
則
第
百
四
条
第
一
号
イ
の
規
定
に
よ
る
支
給
を
受
け
た
事
業
主
と
み
な
す
。

12
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
三
項
第
一
号
イ
の
取
組
を
行
い
、
か
つ
、
そ
の
雇
用
す
る
男
性
被
保
険

者
に
育
児
休
業
を
取
得
さ
せ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
男
性
被
保
険
者
に
係
る
出
生
時
両
立
支
援
助
成
金
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

13
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
四
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
介
護
支
援
計
画
に
基
づ
く
措
置
を
講
じ
た

事
業
主
に
対
す
る
介
護
離
職
防
止
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
介
護
支
援
計
画
に
係
る
支
給
に
限

り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

14
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
五
項
第
一
号
イ
（
１
）
の
原
職
等
復
帰
措
置
に
よ
り
原
職
等
に
復
帰
し

た
被
保
険
者
が
生
じ
た
中
小
企
業
事
業
主
に
対
す
る
当
該
被
保
険
者
に
係
る
中
小
企
業
両
立
支
援
助
成
金
（
旧
雇

保
則
第
百
十
六
条
第
六
項
及
び
第
七
項
を
含
む
。
）
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

15
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
五
項
第
一
号
ロ
（
１
）
に
規
定
す
る
育
休
復
帰
支
援
計
画
に
基
づ
く
措

置
を
講
じ
た
中
小
企
業
事
業
主
に
対
す
る
中
小
企
業
両
立
支
援
助
成
金
（
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
八
項
を
含

む
。
）
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
育
休
復
帰
支
援
計
画
に
係
る
支
給
に
限
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

16
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
ロ
（
２
）
の
雇
用
管
理
制
度
整
備
計
画
、
同
号
ハ
（
２
）

の
導
入
・
運
用
計
画
、
同
号
ニ
（
２
）
の
賃
金
制
度
整
備
計
画
又
は
附
則
第
十
七
条
の
二
の
四
第
一
項
第
二
号
の

賃
金
制
度
整
備
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
職
場
定
着
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

17
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
及
び
附
則
第
十
七
条
の
三
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

18
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
三
第
四
項
第
一
号
ロ
の
配
置
、
委
嘱
又
は
委
託
を
行
っ
た
事
業
主
に
対

す
る
当
該
配
置
、
委
嘱
又
は
委
託
に
係
る
障
害
者
雇
用
安
定
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

19
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
三
第
八
項
第
一
号
イ
の
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
計
画

に
係
る
中
小
企
業
障
害
者
多
数
雇
用
施
設
設
置
等
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

20
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
三
第
十
一
項
第
一
号
ロ
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
措
置

に
係
る
障
害
者
職
場
復
帰
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

21
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
九
条
第
一
項
第
一
号
ロ
（
１
）
の
雇
用
創
出
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す

る
生
涯
現
役
起
業
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

22
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
イ
（
１
）
に
規
定
す
る
年
間
職
業
能
力
開
発
計
画
、
同

号
ヌ
（
３
）
に
規
定
す
る
制
度
導
入
・
適
用
計
画
、
同
号
ル
に
規
定
す
る
訓
練
実
施
計
画
又
は
同
号
ワ
に
規
定
す
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る
検
定
実
施
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
等
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
助
成
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

23
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ハ
（
１
）
に
規
定
す
る
一
般
職
業
訓
練
実
施
計
画
又
は

（
４
）
に
規
定
す
る
有
期
実
習
型
訓
練
実
施
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支

給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

24
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
八
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
等
に
対
す
る
当
該
認

定
に
係
る
障
害
者
職
業
能
力
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

25
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
九
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
す
る
両
立
支
援
等
助
成

金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

26
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
雇
保
則
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様

式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
新
雇
保
則
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

27
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

28
　
第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
前
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
条
第
一
号

イ
の
措
置
を
実
施
し
支
給
申
請
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
六
十
五
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

29
　
第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
前
の
雇
入
れ
に
係
る
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附

則
第
十
七
条
の
二
の
三
の
三
年
以
内
既
卒
者
等
採
用
定
着
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
四
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
さ
れ
た
日
雇
労
働
被
保
険
者
資
格
継
続
の
認
可
申
請
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保

険
法
施
行
規
則
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
六
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
様
式
第
二
号
、
様
式
第
十

号
の
四
、
様
式
第
三
十
三
号
の
六
及
び
様
式
第
三
十
五
号
の
改
正
規
定
は
平
成
二
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
、
第
一

条
中
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
一
条
の
十
一
及
び
第
百
一
条
の
十
一
の
二
の
三
の
改
正
規
定
、
第
百
一
条
の
十

一
の
二
の
三
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
様
式
第
三
十
三
号
の
五
及
び
様
式
第
三
十
三
号
の
五
の
二

の
改
正
規
定
、
第
二
条
中
職
業
安
定
法
施
行
規
則
第
二
十
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定
並
び
に
第
三
条
の
規
定
は
、

平
成
二
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
等
）

第
二
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
八
十
六

条
の
規
定
は
、
職
業
に
就
い
た
日
又
は
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指
示
し
た
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第

百
十
六
号
）
第
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
共
職
業
訓
練
等
を
受
け
始
め
た
日
が
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以

下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
で
あ
る
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２
　
新
雇
保
則
第
九
十
六
条
の
規
定
は
、
求
職
活
動
に
伴
い
施
行
日
以
後
に
同
条
に
規
定
す
る
広
域
求
職
活
動
を
し

た
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

３
　
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
二
の
五
の
規
定
は
、
一
般
被
保
険
者
（
被
保
険
者
の
う
ち
、
雇
用
保
険
法
第
三
十
七
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
被
保
険
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
短
期
雇
用
特
例
被

保
険
者
及
び
日
雇
労
働
被
保
険
者
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
高

年
齢
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
年
を
経
過
す
る
日
が
施
行
日
以
後
に
あ
る
者
か
ら
の
申
出

に
つ
い
て
適
用
し
、
一
般
被
保
険
者
又
は
高
年
齢
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
年
を
経
過
す

る
日
が
施
行
日
前
に
あ
る
者
か
ら
の
申
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
二
の
五
の
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て

も
、
当
該
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
一
条
の
二
の
五

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
の
期
間
が
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
既
に
経
過
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
一
般
被
保
険

者
又
は
高
年
齢
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
年
を
経
過
す
る
日
が
施
行
日
以
後
に
あ
る
も
の

に
対
す
る
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
一
条
の
二
の
十
二
第
一
項
及
び
同
令
附
則
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
令
第
百
一
条
の
二
の
十
二
第
一
項
及
び
同
令
附
則
第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
専
門
実
践
教

育
訓
練
を
開
始
す
る
日
の
十
四
日
前
」
と
あ
る
の
は
、
「
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
開
始
す
る
日
の
前
日
」
と
す
る
。

６
　
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
二
の
七
及
び
第
百
一
条
の
二
の
八
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
雇
用
保
険
法
第
六
十
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
教
育
訓
練
」
と
い
う
。
）
を
開
始
し

た
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
教
育
訓
練
を
開
始
し
た
者
に
対
す
る
旧
雇
保
則
第
百
一
条
の
二
の
七
及
び

第
百
一
条
の
二
の
八
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
施
行
日
前
に
開
始
し
た

教
育
訓
練
に
つ
い
て
雇
用
保
険
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
の
教
育
訓
練
給
付
金
（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
一

条
の
二
の
七
第
二
号
に
規
定
す
る
専
門
実
践
教
育
訓
練
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
教
育
訓

練
給
付
金
」
と
い
う
。
）
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
施
行
日
以
後
に
教
育
訓
練
を
開
始
し
た

者
に
つ
い
て
は
、
当
該
教
育
訓
練
給
付
金
に
係
る
教
育
訓
練
を
開
始
し
た
日
を
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
二
の
八
第

二
項
の
基
準
日
と
み
な
し
て
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

７
　
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
二
の
十
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
教
育
訓
練
を
開
始
し
た
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
施

行
日
前
に
教
育
訓
練
を
開
始
し
た
者
に
対
す
る
旧
雇
保
則
第
百
一
条
の
二
の
十
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
雇
保
則
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様

式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

９
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
検
討
）

第
七
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
二
の
七
で
定
め
る
率
及
び
第
百
一
条

の
二
の
八
で
定
め
る
額
の
水
準
に
つ
い
て
、
旧
雇
保
則
で
定
め
る
水
準
と
す
る
こ
と
を
含
め
て
検
討
を
加
え
、
そ

の
結
果
に
基
づ
い
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
五
年
以
内
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
七
月
一
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
厚
生
労
働
省
組
織
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
九
年
政
令
第
百
八
十
五

号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
九
年
七
月
十
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
七
月
一
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
七
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
九
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
三
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険

法
施
行
規
則
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
一
〇
月
一
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
三
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
八
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
一
条
の
二
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規

定
（
附
則
第
一
条
の
三
第
一
項
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
は
平
成
三
十
年
五
月
一
日
か
ら
、
様
式
第
十
号
の
二
の

二
、
様
式
第
三
十
三
号
の
三
、
様
式
第
三
十
三
号
の
三
の
二
、
様
式
第
三
十
三
号
の
四
、
様
式
第
三
十
三
号
の

五
、
様
式
第
三
十
三
号
の
五
の
二
及
び
様
式
第
三
十
三
号
の
六
の
改
正
規
定
は
同
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険

法
施
行
規
則
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保

険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
イ
の
再
就
職
援
助
計
画
又
は

同
項
第
二
号
イ
の
求
職
活
動
支
援
基
本
計
画
書
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
再
就
職
援
助
計
画
又
は
当
該

求
職
活
動
支
援
基
本
計
画
書
に
係
る
再
就
職
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

２
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
五

第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
は
、
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
七
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る

雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
が
、
施
行
日
後
に
新
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
九
項
第
一
号
イ
の
職
業
訓
練
計
画
を
提

出
し
た
場
合
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
九
項
第
一
号
ロ
の
職
業
訓
練
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
当

該
職
業
訓
練
計
画
に
係
る
人
材
育
成
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
十
二
項
第
一
号
ロ
の
職
業
訓
練
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る

当
該
職
業
訓
練
計
画
に
係
る
移
籍
人
材
育
成
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
十
六
項
第
一
号
イ
の
中
途
採
用
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る

当
該
中
途
採
用
計
画
に
係
る
中
途
採
用
拡
大
コ
ー
ス
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
一
号
イ
の
措
置
を
実
施
し
支
給
申
請
を
行
っ
た
事
業
主
又
は
同
号
ロ
の
雇

用
環
境
整
備
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
六
十
五
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

７
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
三
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
事
業
主
に
対
す
る

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
三
項
第
一
号
イ
の
取
組
を
行
い
、
か
つ
、
そ
の
雇
用
す
る
男
性
被
保
険

者
に
育
児
休
業
を
取
得
さ
せ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
男
性
被
保
険
者
に
係
る
出
生
時
両
立
支
援
コ
ー
ス
助
成
金

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
四
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
の
介
護
支
援
計
画
に
基
づ
く
措
置
を
講
じ
た
事

業
主
に
対
す
る
介
護
離
職
防
止
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
介
護
支
援
計
画
に
係
る
支
給
に

限
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
ロ
（
２
）
の
雇
用
管
理
制
度
整
備
計
画
、
同
号
ハ
（
２
）

の
導
入
・
運
用
計
画
、
同
号
ニ
（
２
）
の
賃
金
制
度
整
備
計
画
又
は
附
則
第
十
七
条
の
二
の
四
第
一
項
第
二
号
の

賃
金
制
度
整
備
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
職
場
定
着
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

11
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
ハ
、
第
九
項
第
一
号
ハ
、
第
十
項
第
一
号
ハ
及
び
第

十
一
項
第
一
号
ハ
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

12
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
、
施
行
日
後
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条

の
二
第
二
項
第
一
号
ハ
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
（
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ハ

（
１
）
の
一
般
職
業
訓
練
実
施
計
画
又
は
同
号
ハ
（
４
）
の
有
期
実
習
型
訓
練
実
施
計
画
を
提
出
し
た
も
の
に
限

る
。
）
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

一
　
当
該
一
般
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
く
一
般
職
業
訓
練
を
受
け
た
者

二
　
当
該
有
期
実
習
型
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
く
有
期
実
習
型
訓
練
を
受
け
た
者

13
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
三
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
計
画
を
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障

害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
が
作
成
し
、
又
は
承
認
し
た
事
業
主
に
対
す
る
障
害
者
雇
用
安
定
助
成
金
の
支
給
に

つ
い
て
は
、
当
該
計
画
に
係
る
支
給
に
限
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

14
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
三
第
二
項
第
四
号
イ
の
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
障
害
者
雇

用
安
定
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
計
画
に
係
る
支
給
に
限
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

15
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
三
第
七
項
第
一
号
イ
の
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
計
画

に
係
る
中
小
企
業
障
害
者
多
数
雇
用
施
設
設
置
等
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

16
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ハ
の
人
事
評
価
制
度
等
の
整
備
に
関
す
る
計
画
を
提

出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
人
事
評
価
改
善
等
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

17
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
ニ
（
４
）
の
制
度
導
入
・
適
用
計
画
を
提
出
し
た
事
業

主
又
は
同
号
ホ
（
１
）
の
検
定
実
施
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
人
材
開
発
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

18
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ハ
（
１
）
の
一
般
職
業
訓
練
実
施
計
画
又
は
同
号
ハ

（
４
）
の
有
期
実
習
型
訓
練
実
施
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

19
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
八
条
の
三
第
一
号
イ
の
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
等
に
対
す
る
障
害
者
職
業

能
力
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

20
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
計
画
を
熊
本
労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す

る
地
域
雇
用
開
発
コ
ー
ス
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

21
　
特
定
被
災
区
域
内
に
所
在
す
る
事
業
所
の
事
業
主
で
あ
っ
て
、
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
一
項

第
一
号
イ
（
１
）
の
年
間
職
業
能
力
開
発
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
八
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
の
人
材
開
発
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
四
月
二
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条
　
施
行
日
前
に
行
っ
た
雇
入
れ
に
係
る
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
条
の
規
定
に
よ
る
特
定
求
職
者
雇
用

開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
七
月
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
三
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七

十
一
号
）
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

136



附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
七
月
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
産
業
競
争
力
強
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
二
十
六
号
。
次
項
に

お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
三
十
年
七
月
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
七
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
規
定
は
、
平

成
三
十
年
七
月
五
日
以
降
に
開
始
し
た
同
令
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
に
つ
い
て
適

用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
九
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
九
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
三
月
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
九
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当

該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
百
一
条
の
二
の
八
の
改
正
規
定
（
同
条
第
一
項
第
一
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
部
分
を
除
く
。
）
、
附
則
第

二
十
五
条
の
改
正
規
定
及
び
様
式
第
三
十
三
号
の
二
の
五
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
及
び
附
則
第
三
条
　
平
成

三
十
一
年
四
月
一
日

二
　
第
十
四
条
を
削
り
、
第
十
四
条
の
二
を
第
十
四
条
と
し
、
第
十
四
条
の
三
を
第
十
四
条
の
二
と
し
、
第
十
四

条
の
四
を
第
十
四
条
の
三
と
す
る
改
正
規
定
、
様
式
第
四
号
の
改
正
規
定
、
様
式
第
九
号
の
二
の
改
正
規
定
、

様
式
第
十
号
の
改
正
規
定
、
様
式
第
十
号
の
二
の
改
正
規
定
、
様
式
第
三
十
三
号
の
三
の
改
正
規
定
、
様
式
第

三
十
三
号
の
三
の
二
の
改
正
規
定
、
様
式
第
三
十
三
号
の
五
の
改
正
規
定
、
様
式
第
三
十
三
号
の
五
の
二
の
改

正
規
定
、
様
式
第
三
十
三
号
の
六
の
改
正
規
定
及
び
様
式
第
三
十
七
号
の
改
正
規
定
　
平
成
三
十
二
年
一
月

一
日

三
　
第
六
条
の
改
正
規
定
、
第
七
条
の
改
正
規
定
、
第
十
三
条
の
改
正
規
定
、
第
百
一
条
の
五
の
改
正
規
定
及
び

第
百
一
条
の
十
三
の
改
正
規
定
（
同
条
第
六
項
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
　
平
成
三
十
二
年
四
月
一
日

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。
）
第
百
一
条
の
二
の
八

及
び
附
則
第
二
十
五
条
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十

六
号
）
第
六
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
教
育
訓
練
（
以
下
「
教
育
訓
練
」
と
い
う
。
）
を
開
始
し
た
者
に

つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
教
育
訓
練
を
開
始
し
た
者
に
対
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施

行
規
則
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
百
一
条
の
二
の
八
及
び
附
則
第
二
十
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
令
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」

と
い
う
。
）
に
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
新
令
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
条
　
厚
生
労
働
大
臣
、
都
道
府
県
労
働
局
長
及
び
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
お
い

て
も
、
新
令
第
百
一
条
の
二
の
七
第
一
号
の
二
に
規
定
す
る
特
定
一
般
教
育
訓
練
及
び
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る

専
門
実
践
教
育
訓
練
に
係
る
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
の
た
め
に
必
要
な
準
備
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
三
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保

険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
五
第
十
二
項
第
一
号
イ
の
計
画
を
提
出
し
た
事

業
主
に
対
す
る
中
途
採
用
拡
大
コ
ー
ス
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
雇
用
環
境
整
備
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る

六
十
五
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
第
九
項
第
一
号
イ
（
１
）
及
び
（
２
）
に
該
当
す
る
者
を
雇
い
入
れ
た
事
業

主
に
対
す
る
生
活
保
護
受
給
者
等
雇
用
開
発
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
第
十
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
求
職
者
を
雇
い
入
れ
た
事
業
主
に
対
す
る

長
期
不
安
定
雇
用
者
雇
用
開
発
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
に
な
さ
れ
た
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
三
第
二
項
第
一
号
イ
の
紹
介
に
よ
り
同
号
の
労
働
契
約
を
締
結

し
た
事
業
主
に
対
す
る
一
般
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
二
項
第
二
号
ロ
の
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
地
域
雇
用
開
発

コ
ー
ス
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
四
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
介
護
支
援
計
画
に
基
づ
く
措
置
を
講
じ
た

事
業
主
に
対
す
る
介
護
離
職
防
止
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
介
護
支
援
計
画
に
係
る
支
給

に
限
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
五
項
第
一
号
ハ
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
三
第
九
項
第
一
号
イ
の
障
害
・
治
療
と
仕
事
と
の
両
立
支
援
計
画
を
提

出
し
た
事
業
主
又
は
同
項
第
二
号
イ
の
両
立
支
援
計
画
を
作
成
し
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
計
画
に
係
る
障
害
や

傷
病
治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
三
第
十
項
第
一
号
イ
の
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
計
画

に
係
る
中
小
企
業
障
害
者
多
数
雇
用
施
設
設
置
等
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

11
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
ロ
（
１
）
に
規
定
す
る
雇
用
創
出
計
画
を
提
出
し
た
事

業
主
に
対
す
る
生
涯
現
役
起
業
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

12
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
十
条
の

二
第
一
項
（
新
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
五
第
五
項
、
第
八
項
及
び
第
十
二
項
、
第
十
六
条
第
四
項
、
第
十
七
条

の
二
の
四
第
五
項
並
び
に
第
十
七
条
の
二
の
五
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
施
行

日
以
後
に
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
雇
用
調
整
助
成
金
そ
の
他
の
雇
用
保
険
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り

支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
不
正
受
給
を
行
う
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
」
と
い
う
。
）
に
適
用
し
、
施
行
日
前
に
不
正
受
給
を
行
う
事

業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

13
　
新
雇
保
則
第
百
二
十
条
の
二
第
二
項
（
新
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
五
第
五
項
、
第
八
項
及
び
第
十
二
項
、
第

十
六
条
第
四
項
、
第
十
七
条
の
二
の
四
第
五
項
並
び
に
第
十
七
条
の
二
の
五
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
雇
用
調
整
助
成
金
そ
の
他
の
雇
用
保

険
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
事
業
主
又
は
事
業
主

団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
の
役
員
等
（
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
関
与
し
た
者
に
限
る
。
）
が
、
事
業
主

又
は
事
業
主
団
体
の
役
員
等
で
あ
る
場
合
に
適
用
す
る
。

14
　
新
雇
保
則
第
百
二
十
条
の
二
第
三
項
（
新
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
五
第
五
項
、
第
八
項
及
び
第
十
二
項
、
第

十
六
条
第
四
項
、
第
十
七
条
の
二
の
四
第
五
項
並
び
に
第
十
七
条
の
二
の
五
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
代
理
人
等
又
は
訓
練
機
関
が
偽
り
の
届
出
、
報
告
、
証
明
等
を
行
い
事
業

主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
が
雇
用
調
整
助
成
金
そ
の
他
の
雇
用
保
険
法
第
四
章
の
規
定
に
よ

り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
り
、
当
該
代
理
人
等
又
は
訓
練
機
関

が
雇
用
関
係
助
成
金
に
関
与
し
て
い
る
場
合
に
適
用
す
る
。

15
　
岩
手
県
、
宮
城
県
及
び
福
島
県
に
所
在
す
る
事
業
所
の
事
業
主
で
あ
っ
て
、
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十

五
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
の
年
間
職
業
能
力
開
発
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
旧
雇
保
則
附
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則
第
十
七
条
の
八
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
の
人
材
開
発
支
援
助
成
金
の

支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

16
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
す
る
両
立
支
援
等
助
成

金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

17
　
新
雇
保
則
第
百
三
十
九
条
の
四
第
一
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
雇
用

調
整
助
成
金
そ
の
他
の
雇
用
保
険
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ

う
と
し
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
不
正
受
給
を
行
う
事

業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
」
と
い
う
。
）
に
適
用
し
、
施
行
日
前
に
不
正
受
給
を
行
う
事

業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

18
　
新
雇
保
則
第
百
三
十
九
条
の
四
第
二
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
雇
用

調
整
助
成
金
そ
の
他
の
雇
用
保
険
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ

う
と
し
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
の
役
員
等
（
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
関
与
し

た
者
に
限
る
。
）
が
、
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
の
役
員
等
で
あ
る
場
合
に
適
用
す
る
。

19
　
新
雇
保
則
第
百
三
十
九
条
の
四
第
三
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
代
理
人
等
又
は
訓
練
機
関
が
偽
り
の
届

出
、
報
告
、
証
明
等
を
行
い
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
が
雇
用
調
整
助
成
金
そ
の
他
の

雇
用
保
険
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ

り
、
当
該
代
理
人
等
又
は
訓
練
機
関
が
雇
用
関
係
助
成
金
に
関
与
し
て
い
る
場
合
に
適
用
す
る
。

20
　
旧
雇
保
則
第
百
四
十
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
戦
略
産
業
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
事
業
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
平
成
三
十
六
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

21
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
計
画
を
熊
本
労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す

る
地
域
雇
用
開
発
コ
ー
ス
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

22
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
二
項
第
一
号
ハ
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

23
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の

二
第
十
五
項
第
一
号
ハ
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
平
成
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
十
七
日
ま
で
の
間
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て

「
変
更
対
象
期
間
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
と
し
て
そ
の
額
を
算
定
さ
れ
た
失
業
等
給
付
を
受
給
し
た
者
に
係
る

当
該
失
業
等
給
付
の
額
（
変
更
対
象
期
間
に
二
以
上
の
失
業
等
給
付
を
受
給
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
二
以

上
の
失
業
等
給
付
ご
と
の
額
）
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
そ
の

額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
第
一
号
に
掲

げ
る
額
に
加
算
し
た
額
と
す
る
。

一
　
平
成
三
十
一
年
三
月
十
八
日
以
後
に
変
更
さ
れ
た
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
十

八
条
第
一
項
の
年
度
の
平
均
給
与
額
の
上
昇
し
、
又
は
低
下
し
た
比
率
に
応
じ
て
変
更
さ
れ
た
同
条
第
四
項
に

規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
、
同
法
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
控
除
額
及
び
同
法
第
六
十
一
条
第

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
支
給
限
度
額
（
以
下
「
新
自
動
変
更
対
象
額
等
」
と
い
う
。
）
を
適
用
し
算
定
し
た

変
更
対
象
期
間
に
係
る
失
業
等
給
付
の
額

二
　
変
更
対
象
期
間
に
係
る
も
の
と
し
て
算
定
さ
れ
た
失
業
等
給
付
の
額

第
三
条
　
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
。
以
下
「
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の

三
に
規
定
す
る
雇
用
調
整
助
成
金
（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
五
年
厚
生

労
働
省
令
第
五
十
五
号
）
附
則
第
二
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
中
小
企
業

緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
の
支
給
に
係
る
同
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
規
定
に

よ
る
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
対
象
期
間
（
雇

保
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
同
号
イ
（
５
）
に
規
定
す

る
判
定
基
礎
期
間
を
い
い
、
同
号
ロ
に
規
定
す
る
出
向
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す

る
支
給
対
象
期
間
を
い
う
。
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
初
日
が
変
更
対
象
期
間
に
属
し
、
平
成
三
十
一
年
三

月
十
七
日
ま
で
に
そ
の
額
が
算
定
さ
れ
た
雇
用
調
整
助
成
金
の
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ

る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率

を
乗
じ
て
得
た
額
を
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
加
算
し
た
額
と
す
る
。

一
　
新
自
動
変
更
対
象
額
等
を
適
用
し
算
定
し
た
変
更
対
象
期
間
に
お
け
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
額

二
　
対
象
期
間
の
初
日
が
変
更
対
象
期
間
に
属
し
、
平
成
三
十
一
年
三
月
十
七
日
ま
で
に
算
定
さ
れ
た
雇
用
調
整

助
成
金
の
額

第
四
条
　
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
一
号
。
以
下

こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
平
成
十
八
年
改
正
省
令
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
中
小
企
業
雇
用
管
理
改
善
助
成
金
の
支
給
に
係
る
平
成
十
八
年
改
正
省
令
第

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
２
）
に
規
定
す
る
職
業
相
談
者
配
置
事

業
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
職
業
相
談
者
配
置
事
業
」
と
い
う
。
）
に
係
る
中
小
企
業
雇
用
管
理
改
善
助
成
金

の
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に

は
、
零
と
す
る
。
）
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
加
算
し
た
額
と

す
る
。

一
　
新
自
動
変
更
対
象
額
等
を
適
用
し
算
定
し
た
職
業
相
談
者
配
置
事
業
に
係
る
中
小
企
業
雇
用
管
理
改
善
助
成

金
の
額

二
　
事
業
主
が
受
給
し
た
職
業
相
談
者
配
置
事
業
に
係
る
中
小
企
業
雇
用
管
理
改
善
助
成
金
の
額

第
五
条
　
平
成
十
八
年
改
正
省
令
附
則
第
二
条
第
二
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た

建
設
業
新
規
・
成
長
分
野
進
出
教
育
訓
練
助
成
金
の
支
給
に
係
る
平
成
十
八
年
改
正
省
令
第
五
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十

六
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
受
講
給
付
金
で
あ
っ
て
、
対
象

期
間
（
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
初
日
が
平
成
十
六
年
八
月

一
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
属
す
る
も
の
の
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号

に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
加
算
し
た
額
と
す
る
。

一
　
新
自
動
変
更
対
象
額
等
を
適
用
し
算
定
し
た
対
象
期
間
の
初
日
が
平
成
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
属
す
る
教
育
訓
練
受
講
給
付
金
の
額

二
　
対
象
期
間
の
初
日
が
平
成
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
属
す
る
建
設

事
業
主
が
受
給
し
た
教
育
訓
練
受
講
給
付
金
の
額

第
六
条
　
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
二
年
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
三
号
）
附

則
第
二
条
第
二
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
建
設
雇
用
改
善
助
成
金
の
支
給
に

係
る
同
令
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及

び
会
計
に
関
す
る
省
令
第
二
十
一
条
第
五
項
に
規
定
す
る
第
四
種
建
設
教
育
訓
練
助
成
金
の
額
は
、
第
一
号
に
掲

げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
に

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
加
算
し
た
額
と
す
る
。

一
　
新
自
動
変
更
対
象
額
等
を
適
用
し
算
定
し
た
第
四
種
建
設
教
育
訓
練
助
成
金
の
額

二
　
第
四
種
建
設
事
業
主
が
受
給
し
た
建
設
教
育
訓
練
助
成
金
の
額

第
七
条
　
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
八
号
）
附

則
第
二
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
育
児
休
業
取
得
促
進
等
助
成
金
の
支

給
に
係
る
同
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
保
則
（
以
下
「
平
成
二
十
三
年
改
正
前
雇
保
則
」
と
い
う
。
）

附
則
第
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
平
成
二
十
三
年
改
正
前
雇
保
則
第
百
十
七

条
第
二
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
取
得
促
進
等
助
成
金
の
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額

を
控
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
を
乗

じ
て
得
た
額
を
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
加
算
し
た
額
と
す
る
。
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一
　
新
自
動
変
更
対
象
額
等
を
適
用
し
算
定
し
た
育
児
休
業
取
得
促
進
等
助
成
金
の
額

二
　
事
業
主
が
受
給
し
た
育
児
休
業
取
得
促
進
等
助
成
金
の
額

第
八
条
　
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
係
る
支
給
の
実
施
の
た
め
に

必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
も
の

と
み
な
す
。

２
　
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕

っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
一
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
元
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険

法
施
行
規
則
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
七
月
一
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
中
小
企
業
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
た
め
の
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
七
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
九
月
二
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
条
中
厚
生
労
働
省
関
係
石
綿
に
よ

る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
十
七
条
の
改
正
規
定
、
第
六
条
中
失
業
保
険
法
及
び
労
働
者

災
害
補
償
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

労
働
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
の
規
定
は
、
公
布

の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
元
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
様
式
第
十
号
の
二
の
改
正
規
定
は
、
令

和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険

法
施
行
規
則
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
〇
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
規
定
は
、
令

和
元
年
十
月
十
二
日
以
降
に
開
始
し
た
同
令
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
に
つ
い
て
適

用
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
四
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
規
定
は
、
令

和
元
年
十
月
十
二
日
以
降
に
開
始
し
た
同
令
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
に
つ
い
て
適

用
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
一
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行

政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
十
六
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月
十
六
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
二
月
一
四
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
七
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
次
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
な
さ
れ
た
改
正
前
の
雇
用
保
険

法
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
条
の
三
第
二
項
第
一
号
イ
の
紹
介
に
よ
り
同

号
イ
の
労
働
契
約
を
締
結
し
た
事
業
主
に
対
す
る
一
般
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
七
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
一
般
職
業
訓
練
又
は
有
期
実
習
型
訓
練

を
実
施
す
る
事
業
主
に
対
す
る
人
材
開
発
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
一
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
規
定
は
、
令

和
二
年
一
月
二
十
四
日
以
降
に
開
始
し
た
同
令
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
に
つ
い
て

適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
一
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
七
条

の
二
の
三
の
規
定
は
、
令
和
二
年
二
月
二
十
七
日
以
降
に
取
得
し
た
同
条
第
二
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
の
有
給
休
暇

に
つ
い
て
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
第
百
三
十
九
条
第
二
項
第
三

号
の
改
正
規
定
は
、
同
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保

険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
四
条
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
雇
用
管
理
整
備
計
画
を
提

出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
六
十
五
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
四
第
二
項
第
一
号
イ
の
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
中
途
採
用
拡

大
コ
ー
ス
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
三
項
第
一
号
イ
の
取
組
を
行
い
、
か
つ
、
そ
の
雇
用
す
る
男
性
被
保
険

者
に
育
児
休
業
を
取
得
さ
せ
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
男
性
被
保
険
者
に
係
る
出
生
時
両
立
支
援
コ
ー
ス
助
成
金

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
四
項
第
一
号
イ
の
介
護
支
援
計
画
に
基
づ
く
措
置
を
講
じ
、
か
つ
、
そ

の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
介
護
休
業
を
取
得
さ
せ
た
事
業
主
及
び
同
号
ロ
の
介
護
支
援
計
画
に
基
づ
く
措
置
を
講

じ
、
か
つ
、
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
就
業
と
介
護
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
を
利
用
さ
せ
た
事
業
主
に
対
す

る
介
護
離
職
防
止
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
介
護
支
援
計
画
に
係
る
支
給
に
限
り
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
五
項
第
一
号
ハ
（
１
）
の
措
置
を
講
じ
、
か
つ
、
そ
の
雇
用
す
る
被
保

険
者
又
は
そ
の
雇
用
す
る
当
該
被
保
険
者
の
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
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様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
）
に
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
の
看
護
等
の
た
め
の
有
給
休
暇
を

取
得
さ
せ
た
中
小
企
業
事
業
主
に
対
す
る
育
児
休
業
等
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
五
項
第
一
号
、
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
二
項
第
一
号
及
び
附

則
第
十
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
読
替
え
後
の
第
百
十
八
条
の
二
第
十
五
項
第
一
号
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
に

対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
九
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
す
る
両
立
支
援
等

助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
計
画
を
熊
本
労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す

る
地
域
雇
用
開
発
コ
ー
ス
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
八
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険

法
施
行
規
則
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
四
月
一
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
以
降
に
開
始
し
た
新
雇
保
則
第
百
二
条

の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
休
業
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
適
用

す
る
。
た
だ
し
、
新
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
四
の
三
第
六
項
の
規
定
は
、
令
和
二
年
一
月
二
十
四
日
以
降
に
開

始
し
た
休
業
等
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２
　
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
行
っ
た
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
五
条

の
四
の
三
第
四
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
地
域
の
区
域
内
に
所
在
す
る
事
業
所
に
お
け
る
同
項
の
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
期
間
中
の
休
業
に
つ
い
て
の
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
四
月
一
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
四
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
七
条

の
二
の
三
の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
以
降
に
取
得
し
た
同
条
第
二
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
の
有
給
休
暇
に
つ

い
て
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
令
和
二
年
二
月
二
十
七
日
か
ら
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十

七
条
の
二
の
三
第
二
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
の
規
定
に
よ
り
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
対
し
て
有
給
休
暇
を
取
得

さ
せ
た
事
業
主
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
小
学
校
休
業
等
対
応
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
五
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
規
定
は
、
令

和
二
年
四
月
八
日
以
降
に
開
始
し
た
同
令
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
に
つ
い
て
適
用

す
る
。附

　
則
　
（
令
和
二
年
六
月
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
一
条
の

四
の
規
定
は
、
令
和
二
年
五
月
一
日
以
降
に
離
職
し
た
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
六
月
一
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇

保
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
七
条
の
二
の
二
の
規
定
は
令
和
二
年
四
月
一
日
以
降
に
取
得
し
た
同
条
第
一
項
第

一
号
の
有
給
休
暇
に
つ
い
て
、
新
雇
保
則
第
十
七
条
の
二
の
五
の
規
定
は
同
年
五
月
七
日
以
降
に
取
得
し
た
同
条

第
二
項
第
一
号
の
休
暇
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
六
月
一
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
六
月
一
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用

保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
新
雇

保
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
（
第
二
号
及
び
第
八
号
に
お
い
て
「
休
業
等
」
と
い

う
。
）
、
同
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
出
向
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
出
向
」
と
い
う
。
）
、
新
雇
保
則
附
則
第
十

七
条
の
二
の
二
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
四
第
二
項
第
一
号
イ
若
し
く
は
ロ
の

有
給
休
暇
又
は
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
二
項
第
一
号
の
休
暇
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
適
用
す
る
。

一
　
新
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
四
の
三
第
三
項
の
規
定
　
令
和
二
年
一
月
二
十
四
日
以
降
に
開
始
し
た
出
向

二
　
新
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
四
の
三
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
　
令
和
二
年
四
月
一
日
以
降
に
開
始
し
た

休
業
等

三
　
新
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
四
の
三
第
八
項
の
規
定
　
令
和
二
年
四
月
一
日
以
降
に
開
始
し
た
出
向

四
　
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
二
第
三
項
の
規
定
　
令
和
二
年
四
月
一
日
以
降
に
取
得
し
た
同
条
第
一
項

第
一
号
の
有
給
休
暇

五
　
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
四
第
三
項
の
規
定
　
令
和
二
年
四
月
一
日
以
降
に
取
得
し
た
同
条
第
二
項

第
一
号
イ
又
は
ロ
の
有
給
休
暇

六
　
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
四
第
五
項
の
規
定
　
令
和
二
年
二
月
二
十
七
日
以
降
に
取
得
し
た
同
条
第

二
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
の
有
給
休
暇

七
　
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
四
項
の
規
定
　
令
和
二
年
五
月
七
日
以
降
に
取
得
し
た
同
条
第
二
項

第
一
号
の
休
暇

八
　
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
五
の
二
及
び
第
十
七
条
の
六
の
四
の
規
定
　
令
和
二
年
四
月
一
日
以
降
に
開
始

し
た
休
業
等
及
び
出
向

附
　
則
　
（
令
和
二
年
七
月
一
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

５
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
七
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
八
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
規
定
は
、
令

和
二
年
七
月
四
日
以
降
に
開
始
し
た
同
令
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
に
つ
い
て
適
用

す
る
。附

　
則
　
（
令
和
二
年
九
月
二
四
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
中
小
企
業
の
事
業
承
継
の
促
進
の
た
め
の
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
五
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
十
月
一
日
）
か

ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
〇
月
一
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
七
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
漁
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
九
十
五
号
）
の
施
行
の
日

（
令
和
二
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
〇
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
八
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
十
一
月
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険

法
施
行
規
則
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
一
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
一
月
二
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
規
定
は
、
令

和
三
年
一
月
八
日
以
降
に
開
始
し
た
同
令
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
に
つ
い
て
適
用

す
る
。附

　
則
　
（
令
和
三
年
二
月
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
七
号
）

こ
の
省
令
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
五

条
の
四
の
五
の
規
定
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
以
降
の
出
向
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
二
月
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
五
条

の
四
の
三
第
六
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
は
、
令
和
三
年
一
月
八
日
以
降
に
開
始
し
た
同
令
第
百
二
条
の
三
第

一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
二
月
二
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用

保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
新
雇
保
則
附
則
第
十
五

条
の
四
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
事
業
主
（
第
一
号
に
お
い
て
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
事
業
主
」
と
い
う
。
）
又
は
新
雇
保
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る

休
業
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
休
業
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
適
用
す
る
。

一
　
新
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
四
の
三
第
四
項
の
規
定
　
令
和
二
年
一
月
二
十
四
日
以
降
に
休
業
等
を
行
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
事
業
主

二
　
新
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
四
の
三
第
七
項
の
規
定
　
令
和
三
年
一
月
八
日
以
降
に
開
始
し
た
休
業
等

三
　
新
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
四
の
三
第
十
一
項
の
規
定
　
令
和
三
年
二
月
十
三
日
以
降
に
開
始
し
た
休
業
等

附
　
則
　
（
令
和
三
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保

険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
四
条
第
一
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｖ
）
ま
で
の
い

ず
れ
か
の
措
置
を
講
じ
支
給
申
請
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
六
十
五
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
六
十
五
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
（
以
下

「
旧
助
成
金
」
と
い
う
。
）
の
支
給
を
受
け
た
事
業
主
に
対
す
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施

行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
四
条
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
支
給
す
る
六
十
五
歳

超
雇
用
推
進
助
成
金
の
額
は
、
同
条
第
二
号
イ
に
定
め
る
額
か
ら
当
該
事
業
主
が
支
給
を
受
け
た
旧
助
成
金
の
額

を
控
除
し
た
額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
と
す
る
。

３
　
施
行
日
前
に
な
さ
れ
た
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
三
第
二
項
第
一
号
イ
の
紹
介
に
よ
り
求
職
者
を
試
行
的
に
雇
用

す
る
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
た
事
業
主
に
対
す
る
一
般
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス
の
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
な
さ
れ
た
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
三
第
三
項
第
一
号
の
紹
介
に
よ
り
求
職
者
を
試
行
的
に
雇
用
す

る
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
た
事
業
主
に
対
す
る
障
害
者
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
四
第
二
項
第
一
号
イ
の
中
途
採
用
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し

た
事
業
主
に
対
す
る
中
途
採
用
拡
大
コ
ー
ス
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
十
項
及
び
第
十
一
項
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
す
る
両
立
支
援
等
助
成

金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
施
行
期
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
ハ
（
２
）
の
導
入
・
運
用
計
画
、
同
号
ニ
（
２
）
の
賃

金
制
度
整
備
計
画
、
同
号
ホ
（
３
）
の
計
画
、
同
号
ヘ
（
４
）
の
雇
用
管
理
改
善
計
画
若
し
く
は
同
号
チ
（
２
）

の
雇
用
管
理
改
善
計
画
（
働
き
方
改
革
支
援
コ
ー
ス
）
又
は
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
六
第
一
項
第
二
号

の
賃
金
制
度
整
備
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
人
材
確
保
等
支
援
コ
ー
ス
助
成
金

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
、
第
九
項
第
一
号
及
び
第
十
二
項
第
一
号
の
措
置
を

講
じ
た
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
三
第
二
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
職
場
定
着
支
援
計
画
を
都
道
府
県
労

働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
障
害
者
職
場
定
着
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

10
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
三
第
六
項
第
一
号
又
は
第
二
号
イ
の
計
画
を
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障

害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
が
作
成
し
、
又
は
承
認
し
た
事
業
主
に
対
す
る
障
害
者
職
場
適
応
援
助
コ
ー
ス
助
成

金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

11
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
の
年
間
職
業
能
力
開
発
計
画
を
都
道

府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
特
定
中
高
年
雇
用
型
訓
練
を
実
施
す
る
事
業
主
又
は
特
定
分
野
訓
練
を
実
施
す
る
事

業
主
若
し
く
は
事
業
主
団
体
等
に
対
す
る
人
材
開
発
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

12
　
青
少
年
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
十
五
条
の
認
定
を
受
け
た

事
業
主
で
あ
っ
て
、
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
の
年
間
職
業
能
力

開
発
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
人
材
開
発
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

13
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
ニ
（
２
）
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
の
制
度
導
入
・
適
用
計
画
を
都

道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
人
材
開
発
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

14
　
新
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
四
の
六
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
降
に
公
共
職
業
安
定
所
長
に
提
出

さ
れ
た
再
就
職
援
助
計
画
の
計
画
対
象
被
保
険
者
（
新
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
イ
（
２
）
に
規
定

す
る
計
画
対
象
被
保
険
者
を
い
う
。
）
又
は
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
さ
れ
た
求
職
活
動
基
本
計
画
書
の
対
象
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と
な
る
支
援
書
対
象
被
保
険
者
（
同
項
第
二
号
イ
（
２
）
に
規
定
す
る
支
援
書
対
象
被
保
険
者
を
い
う
。
）
を
雇

い
入
れ
た
事
業
主
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

15
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
五
第
六
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
求
職
者

を
雇
い
入
れ
た
事
業
主
に
対
す
る
障
害
者
初
回
雇
用
コ
ー
ス
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

16
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
の
二
の
二
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
す
る
両
立
支
援
等
助

成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

17
　
令
和
二
年
二
月
二
十
七
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
四
第

二
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
の
有
給
休
暇
を
取
得
さ
せ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
小
学
校
休
業
等
対
応
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

18
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
支
給
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
小
学
校
休
業
等
対
応
コ

ー
ス
助
成
金
に
関
す
る
旧
雇
保
則
附
則
第
三
十
二
条
の
二
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
同
条
中
「
附
則
第
十
七
条
の
二
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
雇
用
保
険
法
施
行
規
則

等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
八
十
一
号
）
附
則
第
二
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り

な
お
従
前
の
例
に
よ
り
支
給
す
る
」
と
す
る
。

19
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
二
項
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
母
性
健
康
管
理
措
置
に
よ
る
休
暇
取
得
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
二
項
第
二
号
の
規
定

に
よ
る
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
二
項
第

一
号
の
対
象
被
保
険
者
に
対
し
て
同
号
の
休
暇
を
五
日
以
上
取
得
さ
せ
た
事
業
主
が
、
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ

る
支
給
を
受
け
る
た
め
の
申
請
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
に
お
い
て
、
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
二
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
、
「
当
該
休
暇
」
と
あ
る
の
は
、
「
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令

和
四
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
当
該
休
暇
」
と
す
る
。

20
　
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
二
項
第
二
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
支
給
を
受
け
た
事
業
主
は
、
当
該
支
給

の
算
定
の
対
象
と
な
っ
た
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
対
象
被
保
険
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
被
保
険

者
」
と
い
う
。
）
を
、
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
の
算
定
の
対
象
と
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
対
象
被
保
険
者
が
、
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
二
項
第
二
号
ロ
の
規

定
に
よ
る
支
給
の
対
象
と
な
っ
た
妊
娠
と
別
の
妊
娠
を
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四

年
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
当
該
妊
娠
の
た
め
に
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
二
項
第
一
号
に
規
定

す
る
休
暇
を
合
計
し
て
二
十
日
以
上
取
得
さ
せ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

21
　
福
島
県
に
所
在
す
る
事
業
所
の
事
業
主
で
あ
っ
て
、
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
イ

（
１
）
（
ｉ
）
の
年
間
職
業
能
力
開
発
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
旧
雇
保
則
附
則

第
十
七
条
の
八
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
の
人
材
開
発
支
援
助
成
金
の
支

給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

22
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
雇
保
則
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様

式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
新
雇
保
則
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

23
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
四
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
五
条

の
四
の
三
第
十
三
項
の
規
定
は
、
令
和
三
年
四
月
五
日
以
降
に
開
始
し
た
同
令
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ

に
規
定
す
る
休
業
等
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
五
月
二
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
五
条

の
四
の
三
第
十
五
項
の
規
定
は
、
令
和
三
年
四
月
二
十
五
日
以
降
に
開
始
し
た
同
令
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二

号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
六
月
二
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
六
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
国
民
年
金
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
等
に
係
る
国
民
年
金
手
帳
の
使
用
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
国
民
年
金
手
帳
及
び
通
知
書
は
、
当
分
の
間
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
省
令
に
規
定
す
る
基
礎
年
金
番
号
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
七
月
二
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
及

び
雇
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
九
月
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項

に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ

る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
七
月
二
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
五
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項

に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ

る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
七
月
二
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
一
条
の
十
六
及
び
第
百
一
条
の
二
十
二
の
規
定

は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
以
降
に
開
始
し
た
雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業
又
は
同
法

第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
七
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
七
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
九
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
十
五
条
の
四
の
五
の
改
正
規
定
は
、
令
和
三
年

八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
五
条
の
四
の
五
の
規
定
は
令
和
三
年
八
月
一
日
以
降
に
開
始
す
る

出
向
に
係
る
産
業
雇
用
安
定
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
三
年
八
月
一
日
前
に
開
始
し
た
出
向
に
係

る
産
業
雇
用
安
定
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
九
月
一
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
九
月
二
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
〇
号
）
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（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
九
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お

い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も

の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
及

び
雇
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
五
十
八
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定

の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以

下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
十
号
の
四
に
よ
る
未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十

三
号
の
六
に
よ
る
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
七
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
受

給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
及
び
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
八
に
よ
る
育
児

休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
項

及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
十
号
の
四
に
よ
る
未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
、
新

雇
保
則
第
百
一
条
の
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
三
十
第

一
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
及
び
同
条
第
四

項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
雇
保
則
様
式
第
十
号
の
四
に
よ
る
未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
、
旧
雇
保

則
様
式
第
三
十
三
号
の
六
に
よ
る
介
護
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
、
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の
七
に
よ
る
育

児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・
（
初
回
）
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
及
び
旧
雇
保
則
様
式
第
三
十
三
号
の

八
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
一
条
の
三
十
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
被
保
険
者

が
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
当
該
通
知
に
係
る
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受

け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
通
知
は
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
三
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
と
み
な
し
て
、

同
条
第
四
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
七
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
新
雇
保
則
」
と
い

う
。
）
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
の
規
定
は
、
令
和
三
年
八
月
一
日
以
降
に
取
得
し
た
同
条
第
二
項
第
一
号
イ
又

は
ロ
の
有
給
休
暇
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２
　
令
和
三
年
八
月
一
日
か
ら
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
有
給
休
暇
に
つ
い
て
、
雇
用
保
険
法
施

行
規
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
等
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
を
受
け
た
事
業

主
に
対
し
て
は
、
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
小
学

校
休
業
等
対
応
コ
ー
ス
助
成
金
は
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

３
　
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
等
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
令
和
三
年
十

月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
同
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
の
有
給
休
暇
に
つ
い
て
は
、
支

給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
一
〇
月
一
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
七
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
一
一
月
二
四
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
八
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
一
二
月
二
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
九
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
一
二
月
二
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
九
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施

行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
八
条
の
二
の
規
定
（
賃
金
規
定
等
改
定
コ
ー
ス
助
成
金
に
関

す
る
も
の
に
限
る
。
）
は
令
和
三
年
八
月
十
九
日
（
以
下
「
適
用
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
適
用
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
適
用
日
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）

第
百
十
八
条
の
二
第
五
項
第
一
号
ハ
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
適
用
日
か
ら
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
ま
で
の
間
に
、
旧
雇
保
則
第
百

十
八
条
の
二
第
五
項
第
一
号
ハ
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
六
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
一
般
職
業
訓
練
又
は
有
期
実
習
型
訓
練

を
実
施
す
る
事
業
主
に
対
す
る
人
材
開
発
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
六
第
二
項
第
一
号
イ
の
紹
介
に
よ
り
同
号
の
労
働
契
約
を
締
結
し
た

事
業
主
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
一
二
月
二
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
九
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
同
年
三
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
令
和
三
年
八
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用

保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
二
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
の
有
給
休
暇
を
取
得
さ
せ
た
事
業
主
に
対

す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
小
学
校
休
業
等
対
応
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
の
間
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施

行
規
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
二
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
の
有
給
休
暇
を
取
得
さ
せ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
小
学
校
休
業
等
対
応
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
第
二
条
の
規
定
の
施
行
後
も
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
等
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
は
、

令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
同
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
の
有
給
休
暇
に
つ
い

て
は
、
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
一
月
一
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
三
月
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お

い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も

の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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附
　
則
　
（
令
和
四
年
一
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
三
月
二
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各

号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
一
条
中
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
十
九
条
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
一
条
の
三
か
ら
第
三
十
一
条
の
六
ま

で
、
第
百
四
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
附
則
第
二
十
七
条
の
改
正
規
定
並
び
に
様
式
第
十
二
号
、
様
式
第
十
六

号
及
び
様
式
第
十
七
号
の
改
正
規
定
並
び
に
第
五
条
及
び
第
八
条
の
規
定
　
令
和
四
年
七
月
一
日

二
　
第
一
条
中
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
六
条
第
三
項
第
一
号
の
改
正
規
定
（
「
（
育
児
・
介
護
休
業
法
第
九

条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
出
生
時
育
児
休
業
開
始
予
定
日
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
を
定
め
た

事
業
主
は
、
三
以
上
の
措
置
）
」
と
す
る
部
分
に
限
る
。
）
　
令
和
四
年
十
月
一
日

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
令
和
三
年
七
月
二
十
五
日
か
ら
同
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用

保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
四
条
第
一
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
か
ら
（
ｖ
ｉ
ｉ
）
ま
で

の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
で
あ
っ
て
、
当
該
措
置
の
実
施
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
箇
月
を
経
過

す
る
日
ま
で
の
間
に
当
該
措
置
の
実
施
に
要
し
た
費
用
（
人
件
費
を
除
く
。
）
の
全
部
を
負
担
し
た
事
業
主
に
対

す
る
六
十
五
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
主
を
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇

用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
四
条
第
一
号
イ
（
１
）
に
該
当
す
る
事
業
主
と
み

な
し
て
、
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
イ
（
３
）
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

２
　
令
和
三
年
四
月
一
日
前
に
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
三
年
厚
生
労
働
省
令
第

八
十
一
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
条
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
も
の
と

し
て
六
十
五
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
助
成
金
」
と
い
う
。
）
の
支
給
を
受
け
た
事

業
主
に
対
す
る
新
雇
保
則
第
百
四
条
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
支
給
す
る
六
十
五
歳
超
雇
用
推
進
助
成

金
の
額
は
、
同
条
第
二
号
イ
に
定
め
る
額
か
ら
当
該
事
業
主
が
支
給
を
受
け
た
旧
助
成
金
の
額
を
控
除
し
た
額

（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
と
す
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
四
第
六
項
第
一
号
ロ
に

規
定
す
る
雇
用
創
出
の
た
め
の
募
集
及
び
採
用
並
び
に
教
育
訓
練
に
関
す
る
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出

し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
に
対
す
る
生
涯
現
役
起
業
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
計

画
に
係
る
支
給
に
限
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
令
和
四
年
六
月
一
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
三
項
第
一
号
イ
（
１
）
に
規
定
す
る
育
児
休
業
及
び
同
号

ロ
（
１
）
に
規
定
す
る
育
児
に
関
す
る
目
的
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
休
暇
を
取
得
し
た
被
保
険
者
が

生
じ
た
事
業
主
で
あ
っ
て
、
同
項
に
該
当
す
る
も
の
に
対
す
る
両
立
支
援
等
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
施
行
日
又
は
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
三
項
に
該
当
す
る
事
業

主
に
対
す
る
両
立
支
援
等
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
し
、
施
行
日
前
に
同
条

第
四
項
及
び
第
九
項
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
す
る
両
立
支
援
等
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

６
　
新
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
十
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
対
象
被
保
険
者
に
同
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
い
ず

れ
か
の
制
度
の
利
用
を
開
始
さ
せ
た
中
小
企
業
事
業
主
に
対
す
る
不
妊
治
療
両
立
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に

つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
対
象
被
保
険
者
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
十
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か

の
制
度
の
利
用
を
開
始
さ
せ
た
中
小
企
業
事
業
主
に
対
す
る
不
妊
治
療
両
立
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
ロ
（
２
）
の
雇
用
管
理
制
度
整
備
計
画
又
は
同
号
ニ
（
３
）

の
人
事
評
価
制
度
等
の
整
備
に
関
す
る
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
人
材
確
保
等

支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
、
第
五
項
第
一
号
、
第
八
項
第
一
号
、
第
十
項
第
一

号
、
第
十
三
項
第
一
号
及
び
附
則
第
十
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
読
替
え
後
の
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
十

三
項
第
一
号
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

９
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
の
年
間
職
業
能
力
開
発
計
画
を
都
道

府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
特
定
訓
練
又
は
特
定
雇
用
型
訓
練
若
し
く
は
特
定
分
野
訓
練
を
実
施
す
る
事
業
主
又

は
事
業
主
団
体
等
に
対
す
る
人
材
開
発
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
ニ
（
１
）
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
及
び
同
号
ニ
（
２
）
（
ｉ
ｉ
ｉ
）

の
制
度
導
入
・
適
用
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
人
材
開
発
支
援
コ
ー
ス
助
成
金

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

11
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
六
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
一
般
職
業
訓
練
、
有
期
実
習
型
訓
練
又

は
中
小
企
業
等
担
い
手
育
成
訓
練
を
実
施
す
る
事
業
主
に
対
す
る
人
材
開
発
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

12
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
三
十
九
条
第
二
項
第
一
号
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
に
対
す
る
女
性
活
躍
加

速
化
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

13
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
六
第
二
項
第
一
号
イ
の
紹
介
に
よ
り
同
号
の
労
働
契
約
を
締
結
し
た

事
業
主
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

14
　
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
等
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
は
、

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
同
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
の
有
給
休
暇
に
つ
い
て

は
、
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
施
行
日
又
は
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
次
項
に
お
い
て
「
第
一
号
施
行
日
」
と

い
う
。
）
に
お
い
て
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い

て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の

と
み
な
す
。

２
　
施
行
日
又
は
第
一
号
施
行
日
に
お
い
て
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取

り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
五
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
六
月
一
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
六
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
六
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
等
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
は
、

令
和
四
年
七
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
同
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
の
有
給
休
暇
に
つ
い
て

は
、
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
九
月
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
次
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交

付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ

て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
施
行
日
に
お
い
て
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
九
月
一
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
八
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
令
和
四
年
三
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険

法
施
行
規
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
二
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
の
有
給
休
暇
を
取
得
さ
せ
た
事
業
主
に
対
す
る

同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
小
学
校
休
業
等
対
応
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
等
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
は
、

令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
同
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
の
有
給
休
暇
に
つ
い

て
は
、
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
三
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
十
五
条
の
四
の
五
の
改
正
規
定
は
、
令
和

四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
五
条
の

四
の
五
の
規
定
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
以
後
の
日
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
出
向
又
は
新
規
則
附
則
第
十
五
条
の
四

の
五
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
復
帰
後
訓
練
（
以
下
「
訓
練
」
と
い
う
。
）
に
適
用
し
、
次
条
の
規
定
に
よ
り

支
給
す
る
場
合
を
除
き
、
同
年
九
月
三
十
日
以
前
の
日
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
出
向
又
は
訓
練
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条
　
産
業
雇
用
安
定
助
成
金
は
、
令
和
四
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
ら
れ
た
出
向

計
画
に
定
め
る
出
向
期
間
で
あ
っ
て
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
五
条
の
四
の
五
第
二
項
第
一
号
イ
か
ら

ホ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
出
向
（
以
下
単
に
「
出
向
」
と
い
う
。
）
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
が
経

過
し
た
日
の
翌
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
出
向
期
間
に
つ
い
て
、
五
百
人
を
上
限
と
し
て
、
新
規
則
附
則

第
十
五
条
の
四
の
五
の
規
定
の
例
に
よ
り
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
同
年
九
月
三
十
日
以
前
に
出
向
が
終
了
し
た
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
四
条
　
新
規
則
附
則
第
十
五
条
の
四
の
五
第
十
項
の
規
定
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
以
後
に
都
道
府
県
労
働
局
長

に
届
け
出
ら
れ
た
出
向
計
画
に
基
づ
き
出
向
を
し
た
者
を
雇
い
入
れ
る
事
業
主
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
年
九
月
三

十
日
ま
で
に
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
ら
れ
た
出
向
計
画
に
基
づ
き
出
向
を
し
た
者
を
雇
い
入
れ
た
事
業
主

（
当
該
雇
入
れ
の
際
に
当
該
出
向
を
し
た
者
が
従
事
す
る
こ
と
と
な
る
自
己
の
事
業
所
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
第

百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
を
行
つ
て
い
た
事
業
主
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
一
一
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法

施
行
規
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
二
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
の
有
給
休
暇
を
取
得
さ
せ
た
事
業
主
に
対
す
る
同

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
小
学
校
休
業
等
対
応
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
等
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
は
、

令
和
四
年
十
二
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
同
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
の
有
給
休
暇

に
つ
い
て
は
、
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
一
一
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
一
二
月
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規

則
第
百
十
八
条
の
二
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
令
和
四
年
九
月
一
日
（
以
下
「
適
用
日
」
と
い
う
。
）
か
ら

適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
再
就
職
援
助
計
画
に
つ
い
て
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
イ
（
１
）

の
公
共
職
業
安
定
所
長
の
認
定
を
受
け
、
又
は
求
職
活
動
支
援
基
本
計
画
書
に
つ
い
て
同
項
第
二
号
イ
（
２
）
の

提
出
を
行
い
、
同
条
第
七
項
第
一
号
の
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
早
期
雇
入
れ
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
の

支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
四
第
二
項
第
一
号
イ
の
中
途
採
用
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
中

途
採
用
拡
大
コ
ー
ス
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
適
用
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
五
項
第
一
号
ハ
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
適
用
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
五
項
第
一
号
ハ
の
措
置

を
講
じ
た
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で

き
る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
助
成
金
の
支
給
（
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
三
十
四
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
定
額
制
訓
練
又
は
自
発
的
職
業
能
力
開

発
訓
練
を
実
施
し
た
事
業
主
に
対
す
る
人
材
開
発
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
（
２
）
の
規
定

は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
以
後
に
判
定
基
礎
期
間
（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
百

二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
（
５
）
に
規
定
す
る
判
定
基
礎
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
初
日
が
あ
る
休
業

等
（
同
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
判

定
基
礎
期
間
の
初
日
が
あ
る
休
業
等
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
五
条

の
四
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
等
被
災
関
係
事
業
主
が
同
項
に
規
定
す
る
令
和
元
年
台

風
第
十
九
号
等
特
例
対
象
期
間
中
に
行
っ
た
休
業
等
及
び
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
別
の
対
象
期
間
中
に
行
っ
た

休
業
等
に
対
す
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
四
条
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
事
業
主
（
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
四
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
事
業
主
を
い
う
。
）
が
行
う
対
象
被
保
険
者
（
雇
保
則
第
百
二
条
の
三
第
一

項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
対
象
被
保
険
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
あ
る
教
育
訓
練
（
同
号
イ
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
を
い
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う
。
）
に
係
る
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
四
の
三
第
二
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
旧
雇
保

則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
五
条
　
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
四
の
三
の
二
第
一
項
の
事
業
主
が
行
う
対
象
被
保
険
者
の
令
和
四
年
十
二
月

一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
中
に
判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
あ
る
休
業
等
に
係
る
同
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
六
条
　
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
四
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
令
和
二
年
七
月
豪
雨
被
災
関
係
事
業
主
が
同
項

に
規
定
す
る
令
和
二
年
七
月
豪
雨
特
例
対
象
期
間
中
に
行
っ
た
休
業
等
及
び
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
別
の
対
象

期
間
中
に
行
っ
た
休
業
等
に
対
す
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法

施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
五
第
七
項
第
一
号
の
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
で
あ

っ
て
、
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
四
の
六
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に
対
す
る
早
期
雇
入
れ
支
援
コ
ー
ス

奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
一
号
ロ
（
１
）
に
規
定
す
る
雇
用
管
理
整
備
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
及

び
同
号
ハ
（
１
）
に
規
定
す
る
無
期
雇
用
転
換
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
六
十
五
歳
超
雇
用
推
進
助
成

金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
第
七
項
第
一
号
イ
の
紹
介
に
よ
り
求
職
者
を
一
年
以
上
継
続
し
て
雇
用
す
る

労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
た
事
業
主
に
対
す
る
生
涯
現
役
コ
ー
ス
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
旧
雇
保
則
第
百
十
条
第
七
項
の
生
涯
現
役
コ
ー
ス
奨
励
金
の
支

給
を
受
け
た
事
業
主
に
対
す
る
旧
雇
保
則
第
百
四
十
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

５
　
施
行
日
前
に
な
さ
れ
た
旧
雇
保
則
第
百
十
条
第
十
一
項
第
一
号
イ
の
紹
介
に
よ
り
求
職
者
を
通
常
の
労
働
者
と

し
て
雇
い
入
れ
た
事
業
主
に
対
す
る
就
職
氷
河
期
世
代
安
定
雇
用
実
現
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
な
さ
れ
た
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
三
第
二
項
第
一
号
イ
の
紹
介
に
よ
り
同
号
イ
（
４
）
に
該
当
す

る
者
の
雇
入
れ
を
行
う
事
業
主
に
対
す
る
一
般
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

７
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
三
項
、
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
す
る
両
立

支
援
等
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
ロ
か
ら
ヘ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
主
（
施
行
日
前
に
同
号

ロ
（
２
）
に
規
定
す
る
雇
用
管
理
制
度
整
備
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
、
同
号
ハ
（
２
）

に
規
定
す
る
導
入
・
運
用
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
、
同
号
ニ
（
３
）
の
人
事
評
価
制
度

等
の
整
備
に
関
す
る
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
、
同
号
ホ
（
３
）
に
規
定
す
る
就
労
環
境

整
備
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
又
は
同
号
ヘ
（
２
）
に
規
定
す
る
実
施
計
画
を
都
道
府
県

労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
限
る
。
）
に
対
す
る
人
材
確
保
等
支
援
助
成
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
、
第
七
項
第
一
号
、
第
八
項
第
一
号
及
び
第
九
項
第

一
号
並
び
に
附
則
第
十
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
読
替
え
後
の
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
九
項
第
一
号
の
措

置
を
講
じ
た
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10
　
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
ロ
（
３
）
の
職
業
訓
練
等
の
う
ち
厚
生
労
働
省
雇
用
環
境
・
均
等
局

長
が
定
め
る
も
の
（
令
和
三
年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
同
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
に
規

定
す
る
年
間
職
業
能
力
開
発
計
画
又
は
同
号
イ
（
２
）
（
ｉ
）
に
規
定
す
る
訓
練
実
施
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局

長
に
提
出
し
、
当
該
年
間
職
業
能
力
開
発
計
画
又
は
当
該
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
開
始
し
た
も
の
に
限
る
。
）
、

同
条
第
五
項
第
一
号
イ
（
１
）
に
規
定
す
る
一
般
職
業
訓
練
（
令
和
三
年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
日
の
前
日

ま
で
の
間
に
同
号
イ
（
１
）
に
規
定
す
る
一
般
職
業
訓
練
実
施
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
、
当
該
一

般
職
業
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
開
始
し
た
も
の
に
限
る
。
）
又
は
同
号
イ
（
４
）
に
規
定
す
る
有
期
実
習
型
訓

練
（
令
和
三
年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
同
号
イ
（
４
）
に
規
定
す
る
有
期
実
習
型
訓

練
実
施
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
、
当
該
有
期
実
習
型
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
開
始
し
た
も
の
に

限
る
。
）
を
修
了
し
た
者
に
つ
い
て
、
施
行
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八

条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
（
旧
雇
保
則
附
則

第
十
七
条
の
二
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用

保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
七
条
の
二
の
八
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

11
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
の
年
間
職
業
能
力
開
発
計
画
を
都
道

府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
特
定
訓
練
、
一
般
訓
練
又
は
特
定
雇
用
型
訓
練
を
実
施
す
る
事
業
主
又
は
事
業
主
団

体
等
に
対
す
る
人
材
開
発
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

12
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
ニ
（
１
）
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
、
（
２
）
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
又
は
（
３
）

（
ｉ
ｉ
ｉ
）
の
制
度
導
入
・
適
用
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
人
材
開
発
支
援
コ

ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

13
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
五
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
一
般
職
業
訓
練
又
は
有
期
実
習
型
訓
練

を
実
施
す
る
事
業
主
に
対
す
る
人
材
開
発
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

14
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
の
年
間
職
業
能
力
開
発
計
画
を
都
道

府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
定
額
制
訓
練
、
自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練
、
高
度
デ
ジ
タ
ル
人
材
訓
練
、
成
長
分

野
等
人
材
訓
練
又
は
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
を
実
施
す
る
事
業
主
に
対
す
る
人
へ
の
投
資
促
進

コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

15
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
１
）
（
ｉ
）
の
年
間
職
業
能
力
開
発
計
画
を
都
道

府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
展
開
等
に
伴
う
訓
練
を
実
施
す
る
事
業
主
に
対
す
る
事
業
展
開
等
リ
ス
キ
リ
ン

グ
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

16
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
四
の
七
第
二
項
第
一
号
イ
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
に
対
す
る
高
年

齢
労
働
者
処
遇
改
善
促
進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

17
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
五
第
二
項
第
一
号
イ
の
紹
介
に
よ
り
求
職
者
を
継
続
し
て
雇
用
す
る

労
働
者
（
一
年
以
上
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
者
に
限
る
。
）
と
し
て
雇
い
入
れ
た
事
業
主
に
対
す
る
被

災
者
雇
用
開
発
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

18
　
施
行
日
前
に
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
五
第
二
項
の
被
災
者
雇
用
開
発
コ

ー
ス
助
成
金
の
支
給
を
受
け
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
旧
雇
保
則
第
百

四
十
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

19
　
施
行
日
前
に
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
五
第
六
項
の
三
年
以
内
既
卒
者
等

採
用
定
着
コ
ー
ス
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
第
九
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
旧

雇
保
則
第
百
四
十
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

20
　
施
行
日
前
に
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
五
第
十
項
の
安
定
雇
用
実
現
コ
ー

ス
助
成
金
の
支
給
を
受
け
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
第
十
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
旧
雇
保
則
第
百

四
十
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

21
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
第
七
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
の
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
及
び
旧
雇
保
則
附
則

第
十
五
条
の
五
第
二
項
第
一
号
イ
の
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
成
長
分
野
等
人
材
確
保
・
育
成
コ
ー
ス

助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

22
　
施
行
日
前
に
な
さ
れ
た
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
六
第
二
項
第
一
号
イ
の
紹
介
に
よ
り
求
職
者
を
試
行
的
に

雇
用
す
る
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
た
事
業
主
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー

ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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23
　
施
行
日
前
に
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
六
第
二
項
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
を
受
け
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替

え
て
準
用
す
る
旧
雇
保
則
第
百
四
十
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

24
　
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
四
第
一
項
第
一
号

イ
又
は
ロ
の
有
給
休
暇
を
取
得
さ
せ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
等
支
援
コ
ー
ス
助
成
金

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

25
　
令
和
四
年
十
二
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
二

項
第
一
号
イ
又
は
ロ
の
有
給
休
暇
を
取
得
さ
せ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
小
学
校
休
業
等
対
応
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

26
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
三
十
四
条
第
二
項
第
一
号
ヘ
（
１
）
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
の
休
暇
制
度
導
入
・
適
用
計

画
又
は
（
２
）
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
の
短
時
間
勤
務
等
制
度
導
入
・
適
用
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業

主
に
対
す
る
人
へ
の
投
資
促
進
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

27
　
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
九
十
六
号
）
附
則
第
二
条

第
一
項
及
び
第
二
項
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十

八
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
四
年
厚
生
労
働
省
令
第

百
六
十
号
）
附
則
第
二
項
並
び
に
第
二
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
支
給
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
小
学
校
休
業
等
対
応
コ
ー
ス
助
成
金
に
関
す
る
旧
雇
保
則
附
則
第
三
十
二
条
の
二
の
規
定
は
、
な

お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
」
と

あ
る
の
は
、
「
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
九
十
六
号
）

附
則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
四
年
厚
生
労
働
省

令
第
百
三
十
八
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
四
年
厚
生

労
働
省
令
第
百
六
十
号
）
附
則
第
二
項
並
び
に
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
五
年

厚
生
労
働
省
令
第
六
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
二
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
支
給
す
る
」
と

す
る
。

28
　
新
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
十
四
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
対
象
被
保
険
者
に
同
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
い

ず
れ
か
の
制
度
の
利
用
を
開
始
さ
せ
た
中
小
企
業
事
業
主
に
対
す
る
不
妊
治
療
両
立
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給

に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
対
象
被
保
険
者
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
十
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
い
ず
れ

か
の
制
度
の
利
用
を
開
始
さ
せ
た
中
小
企
業
事
業
主
に
対
す
る
不
妊
治
療
両
立
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

29
　
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
六
第
二
項
の
規
定
は
、
対
象
被
保
険
者
の
う
ち
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女

の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
三
号
）
第
十
二
条
及
び
第
十

三
条
第
一
項
に
基
づ
く
措
置
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
）
と
し
て
休
業
が
必
要

な
妊
娠
中
の
女
性
労
働
者
に
つ
い
て
、
施
行
日
以
後
に
同
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
休
暇
を
与
え
る
た
め
の
制
度

の
利
用
を
開
始
さ
せ
た
事
業
主
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
母
性
健
康
管
理
措
置
に
よ
る

休
暇
取
得
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
し
、
当
該
女
性
労
働
者
に
つ
い
て
、
施
行
日
前
に
旧
雇
保

則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
六
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
休
暇
を
与
え
る
た
め
の
制
度
の
利
用
を
開
始
さ
せ
た
事

業
主
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
母
性
健
康
管
理
措
置
に
よ
る
休
暇
取
得
支
援
コ
ー
ス
助

成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
四
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の

日
（
令
和
六
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

３
　
法
に
よ
る
改
正
前
の
売
春
防
止
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
護
観
察
に
付
さ
れ
た
者
で
あ
っ
て
、

施
行
日
前
に
そ
の
者
の
職
業
の
あ
っ
せ
ん
に
関
し
保
護
観
察
所
長
か
ら
公
共
職
業
安
定
所
長
に
連
絡
の
あ
っ
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
就
職
が

困
難
な
者
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
九
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
四
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お

い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も

の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
〇
月
二
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
〇
号
）

（
施
行
期
日
等
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規

則
（
次
条
に
お
い
て
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
八
条
の
二
第
九
項
第
一
号
ハ
、
附
則
第
十
七
条
の
二
の

七
及
び
附
則
第
十
七
条
の
三
の
表
の
規
定
並
び
に
次
条
第
二
項
の
規
定
は
令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
令
和
四
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
講
じ
た
措
置
に
よ
り
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則

（
次
項
に
お
い
て
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
七
条
の
二
の
七
第
二
項
第
一
号
に
該
当
し
た
事
業
主
に
対

す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら
こ
の
省
令
の
公
布
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
は
、
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
七

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
新
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
九
項
第
一
号
又
は
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七

条
の
三
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
九
項
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主

に
対
し
て
は
、
そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
等
（
新
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る

有
期
契
約
労
働
者
等
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
一
人
に
つ
き
、
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
七
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
新
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
九
項
に
規
定
す
る
社
会
保
険
適
用
時
処
遇
改

善
コ
ー
ス
助
成
金
（
次
項
に
お
い
て
単
に
「
社
会
保
険
適
用
時
処
遇
改
善
コ
ー
ス
助
成
金
」
と
い
う
。
）
又
は
旧

雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
九
項
に
規
定

す
る
短
時
間
労
働
者
労
働
時
間
延
長
コ
ー
ス
助
成
金
の
い
ず
れ
か
一
方
の
み
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
公
布
の
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
七
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
新
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
九
項
第
一
号
又
は
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条

の
三
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
新
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
九
項
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に

対
し
て
は
、
そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
等
一
人
に
つ
き
、
社
会
保
険
適
用
時
処
遇
改
善
コ
ー
ス
助
成
金
又

は
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
新
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
九
項
に

規
定
す
る
短
時
間
労
働
者
労
働
時
間
延
長
コ
ー
ス
助
成
金
の
い
ず
れ
か
一
方
の
み
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
〇
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
五
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
ら
れ
た
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法

施
行
規
則
附
則
第
十
五
条
の
四
の
五
第
二
項
第
一
号
ホ
に
規
定
す
る
出
向
計
画
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
出
向
又
は
同

項
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
職
業
訓
練
計
画
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
復
帰
後
訓
練
に
係
る
事
業
主
に
対
す
る
雇
用
維
持

支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
一
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
一
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
百
十
六
条
の
改
正
規
定
、
第
百
二
十
条
の
改
正

規
定
中
「
第
六
項
、
第
九
項
」
を
「
第
五
項
、
第
八
項
、
第
十
一
項
」
に
改
め
る
部
分
及
び
附
則
第
十
七
条
の
二

の
二
か
ら
第
十
七
条
の
二
の
四
ま
で
の
改
正
規
定
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
六
条
第
十
一
項
の
規
定
は
、
令
和
六
年
一
月

一
日
以
後
に
対
象
と
な
る
被
保
険
者
に
同
条
第
三
項
第
一
号
ロ
（
３
）
に
規
定
す
る
育
児
休
業
及
び
同
条
第
十
一

項
第
一
号
ホ
（
１
）
に
規
定
す
る
所
定
労
働
時
間
短
縮
措
置
の
利
用
を
開
始
さ
せ
た
事
業
主
に
対
す
る
育
休
中
等

業
務
代
替
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
対
象
と
な
る
被
保
険
者
に
こ
の
省
令
に
よ

る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
六
条
第
三
項
第
一
号
ロ
（
３
）

に
規
定
す
る
育
児
休
業
を
開
始
さ
せ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
に
規
定
す
る
出
生
時
両
立
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
及

び
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
等
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
該
当
す
る
事
業
主
及
び
附
則
第
十
七
条
の
二
の
八
第
一
項
各

号
に
掲
げ
る
事
業
主
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
四
の
五
第
二
項
第
一
号
イ
の
事
業
主
（
職
業
安
定
局

長
が
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
、
同
号
ロ
の
新
た
な
事
業
へ
の
進
出
等
を
行
う
た
め
に
職
業

安
定
局
長
の
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
労
働
者
と
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
し
、
一
週
間
の
所
定
労

働
時
間
が
同
一
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
の
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
と
同
一
の
労
働
者
と
し

て
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
雇
い
入
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
主
に
対
す
る
同
項
に
規
定
す

る
事
業
再
構
築
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
一
月
二
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
規
定
は
、
令

和
六
年
一
月
一
日
以
降
に
開
始
し
た
同
令
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
又
は
同
号
ロ
に

規
定
す
る
出
向
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
二
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
様
式
第
三
十
三
号
の
二
（
第
二
面
）
、
様
式

第
三
十
三
号
の
二
の
二
（
第
二
面
）
、
様
式
第
三
十
三
号
の
二
の
四
（
第
二
面
）
及
び
様
式
第
三
十
三
号
の
二
の

五
（
第
二
面
）
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
二
月
二
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
三
月
二
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項

に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ

る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
三
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
の
省
令

の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
対
象
期
間
（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
条
の
三
第
一

項
第
二
号
イ
（
１
）
に
規
定
す
る
対
象
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
初
日
が
あ
る
休
業
等

（
同
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
出
向
（
同
号
ロ
に
規
定
す
る
出
向

を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
対
象
期
間
の
初
日
が
あ
る
休
業
等

又
は
出
向
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第

百
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
再
就
職
援
助
計
画
（
次
項
に
お
い
て
単
に
「
再
就
職
援
助
計
画
」
と

い
う
。
）
を
公
共
職
業
安
定
所
長
に
提
出
し
た
事
業
主
又
は
同
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
求
職
活
動
支
援
基
本
計

画
書
（
次
項
に
お
い
て
単
に
「
求
職
活
動
支
援
基
本
計
画
書
」
と
い
う
。
）
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た

事
業
主
に
対
す
る
当
該
再
就
職
援
助
計
画
又
は
当
該
求
職
活
動
支
援
基
本
計
画
書
に
係
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
再

就
職
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
再
就
職
援
助
計
画
に
つ
い
て
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
イ
（
１
）
の
公
共
職
業
安

定
所
長
の
認
定
を
受
け
、
又
は
求
職
活
動
支
援
基
本
計
画
書
に
つ
い
て
同
項
第
二
号
イ
（
２
）
の
提
出
を
行
い
、

同
条
第
七
項
第
一
号
の
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
早
期
雇
入
れ
支
援
コ
ー
ス
奨
励

金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
四
条
第
一
号
ハ
（
１
）
に
規
定
す
る
無
期
雇
用
転
換
計
画
を
独
立
行
政
法
人
高

齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
理
事
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
無
期
雇
用
転
換
計
画
に
係
る
同

条
の
規
定
に
よ
る
六
十
五
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
四
第
二
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
中
途
採
用
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長

に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
中
途
採
用
計
画
に
係
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
中
途
採
用
拡
大
コ
ー
ス
奨
励
金

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
条
の
四
第
三
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
移
住
者
採
用
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局

長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
移
住
者
採
用
計
画
に
係
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
コ
ー
ス
奨

励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
施
行
日
前
に
対
象
と
な
る
男
性
被
保
険
者
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
三
項
第
一
号
イ
（
２
）
に
規
定
す
る
育

児
休
業
を
開
始
さ
せ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
出
生
時
両
立
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
施
行
日
前
に
開
始
し
た
当
該
育
児
休
業
に
つ
い
て
同
項
の
規
定
に
よ

る
出
生
時
両
立
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
を
受
け
た
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
っ
て
、
施
行
日
後
に
対
象
と
な
る

男
性
被
保
険
者
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
雇
保

則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
六
条
第
三
項
第
一
号
イ
（
２
）
に
規
定
す
る
育
児
休
業
を
開
始
さ
せ
た
も
の
に
対
す
る

同
項
の
規
定
に
よ
る
出
生
時
両
立
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六

条
第
三
項
第
一
号
イ
（
２
）
に
規
定
す
る
育
児
休
業
を
開
始
し
た
男
性
被
保
険
者
を
新
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
三

項
第
二
号
イ
（
１
）
の
規
定
に
よ
り
出
生
時
両
立
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
の
対
象
と
な
る
男
性
被
保
険
者
と

み
な
し
て
、
同
号
イ
（
２
）
及
び
（
３
）
の
規
定
を
適
用
す
る
。

８
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
八
項
第
一
号
ロ
（
１
）
又
は
ハ
（
１
）
に
規
定
す
る
育
児
休
業
か
ら
復

帰
し
た
被
保
険
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
等
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
ハ
（
２
）
に
規
定
す
る
導
入
・
運
用
計
画
、
同
号
ニ
（
３
）

の
人
事
評
価
制
度
等
の
整
備
に
関
す
る
計
画
又
は
同
号
ヘ
（
２
）
に
規
定
す
る
実
施
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長

に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
導
入
・
運
用
計
画
、
当
該
人
事
評
価
制
度
等
の
整
備
に
関
す
る
計
画
又
は
当

該
実
施
計
画
に
係
る
同
項
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
人
材
確
保
等
支
援
助
成
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
五
項
第
一
号
イ
の
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
提
出
し
た

事
業
主
等
に
対
す
る
当
該
計
画
に
係
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
障
害
者
職
業
能
力
開
発
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

11
　
施
行
日
前
に
そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
有

給
休
暇
を
合
計
し
て
五
日
（
同
項
第
二
号
ロ
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
日
）
以
上
取
得
さ

せ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
離
職
防
止
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

12
　
施
行
日
前
に
対
象
と
な
る
被
保
険
者
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
四
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
規
定

す
る
有
給
休
暇
を
取
得
さ
せ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
等
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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13
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
三
十
四
条
第
二
項
第
一
号
ロ
（
１
）
に
規
定
す
る
自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練

を
実
施
し
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
人
へ
の
投
資
促
進
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

14
　
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
三
十
四
条
第
二
項
第
一
号
ヘ
（
１
）
（
ｉ
）
に
規
定
す
る
措
置
の
適
用
を
受
け

る
一
定
数
の
被
保
険
者
が
生
じ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
人
へ
の
投
資
促
進
コ
ー
ス
助
成
金
の
支

給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

様
式
第
１
号
（
第
５
条
関
係
）

様式第1号(第5条関係) 

雇用保険適用除外申請書 

  1．公 署 の 名 称   

  2．所 在 地   

  3．雇用保険法を適用しない者

の種類別人数 

職 種 人 数 

    

  4．雇用保険法を適用しないこ

とについての申請をしな

い者の種類別人数 

職 種 人 数 

    

 雇用保険法施行規則第5条第1項の規定により上記のとおり雇用保険の適用除外について

の承認を申請します。 

 

  令和  年  月  日 

申請者の職氏名           

 

  厚 生 労 働 大 臣 

  都道府県労働局長 
殿 

注 意 

 1 この申請書は、本庁、各支庁、各地方事務所、各附属機関等の別に提出し、1欄には、

その名称を記載すること。 

 2 3欄には、都道府県においては、知事、副知事、会計管理者等、市町村においては、

市町村長、副市町村長、会計管理者等の理事者を除き、局部課長、主事、技師、嘱託、

主事補、技手等の別に雇用保険法を適用しないこととする者についてそれぞれ人数を記

載すること。 

 3 この申請書には、雇用保険法に規定する求職者給付及び就職促進給付の内容を超える

給与を支給することを規定した法令、条例、規則等を添えること。 

 4 本手続は電子申請による申請も可能であること。 

様
式
第
２
号
（
第
６
条
関
係
）

様式第2号(第6条関係) 

雇用保険被保険者資格取得届        
標準
字体 

 

(必ず第2面の注意事項を読んでから記載してください。) 

帳票種別 

 

1．個人番号 

 

  

 
(

こ
の
用
紙
は
、
こ
の
ま
ま
機
械
で
処
理
し
ま
す
の
で
、
汚
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。)

 

 

2．被保険者番号 

 

3．取得区分 
 

 
 

1 新規 

2 再取得 

4．被保険者氏名 

 

フリガナ(カタカナ) 

 

 
 

5．変更後の氏名 

 

フリガナ(カタカナ) 

 

 

6．性別 7．生年月日  

2 大正 

3 昭和 

4 平成 

5 令和 

8．事業所番号 

 
  

1 男 

2 女 

 

 

9．被保険者となったこと

の原因

 

10．賃金(支払の態様―賃金月額：単位千円) 11．資格取得年月日 

 

4 平成 

5 令和 
 

 

1 月給 2 週給 3 日給 

4 時間給 5 その他 

1 新規

雇用 

新規

学卒 

 

12．雇用形態 

 

13．職種 

 

14．就職経路 

 

15．1週間の所定労働時間 

2 新規

雇用 

(その他) 

 

1 日雇 2 派遣 

 

(01～11) 

第2面

参照 
 

1 安定所紹介 

2 自己就職 

3 民間紹介 

4 把握していない 
 

 
3 パートタイム 

4 
有期契約

労働者 3 日雇からの切替 

4 その他 

8 出向元への復帰等 

  (65歳以上) 

5 季節的雇用 

6 船員 7 その他 

16．契約期間の

定め  
 1 有 契約期間 

 

から 

 

まで  

  契約更新条項の有無 
 

1 有         (4 平成 5 令和) 

2 無 
 

 2 無 

 事業所名 備考 

  
17欄から23欄までは、被保険者が外国人の場合のみ記入してください。 

  

 

    

 17．被保険者氏名(ローマ字)(アルファベット大文字で記入してください。) 

  
  被保険者氏名〔続き(ローマ字)〕 

  

18．在留カードの番号(在留カードの右上に記載されている12桁の英数字) 

 
 

 19．在留

期間 

 

まで 
20．資格外活動

の許可の有無  

1 有 

2 無 

21．派遣・請負

就労区分  

1 派遣・請負労働者として

主として当該事業所以

外で就労する場合 

2 1に該当しない場合 

 

 22.国籍・地域 23.在留資格   

  

記

載

欄 

安

定

所 

公

共

職

業 

※ 

24．取得時被保険者種類 25．番号複数取得チェック不要 26．国籍・地域コード 27．在留資格コード 

 

 

1 一般 

2 短期常態 

3 季節 

11 高年齢被保険者(65歳以上) 

 

チェック・リストが

出力されたが、調査の

結果、同一人でなかった

場合に「1」を記入。 

 

22欄に対応

するコードを

記入 
 

23欄に対応

するコードを

記入 

雇用保険法施行規則第6条第1項の規定により上記のとおり届けます。 

    住 所 
 

事業主 氏 名 

令和    年   月   日   

 

  公共職業安定所長 殿 

    電話番号 ※ 

備

考 

 
 

 
 

  
社会保険

労 務 士

記 載 欄 

作成年月日・提出代行者・
事 務 代 理 者 の 表 示 

氏 名 電 話 番 号 

      

  
※ 所

長 

  次

長 

  課

長 

  係

長 

  
係 

  操
作
者 

    

  確認通知 令和  年  月  日 
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 注 意  

1 □□□□で表示された枠(以下「記入枠」という。)に記入する文字は、光学式文字読取装置(OCR)で直接読取を行うので、この用紙は汚したり、必

要以上に折り曲げたりしないこと。 

2 記載すべき事項のない欄又は記入枠は空欄のままとし、事項を選択する場合には該当番号を記入し、※印のついた欄又は記入枠には記載しないこ

と。 

3 記入枠の部分は、枠からはみださないように大きめのカタカナ及びアラビア数字の標準字体により明瞭に記載すること。 

  この場合、カタカナの濁点及び半濁点は、1文字として取り扱い(例：ガ→ 、パ→ )、また、「ヰ」及び「ヱ」は使用せず、それぞれ「イ」

及び「エ」を使用すること。 

4 1欄には、必ず番号確認と身元確認の本人確認を行った上で、個人番号(マイナンバー)を記載すること。 

5 2欄には、3欄で「2 再取得」を選択した場合にのみその被保険者証に記載されている被保険者番号を記載すること。 

  なお、被保険者番号が16桁(上下2段で表示されている。)で構成されている場合は、下段の10桁のみを記載すること。この場合、最初の4桁を最初

の4つの枠内に、残りの6桁を「 」に続く6つの枠内に記載し、最後の枠は空枠とすること。 

             (例： →  ) 

6 3欄には、次の区分に従い、該当するものの番号を記載すること。 

 (1) 次のイ及びロのいずれかに該当する者…………………………………………………………………………1 (新規) 

  イ 過去に被保険者になったことのないこと。 

  ロ 最後に被保険者でなくなった日から7年以上経過していること。 

 (2) 上記(1)に該当する者以外の者 …………………………………………………………………………………2 (再取得) 

7 4のフリガナ欄には、被保険者証の交付を受けている者については、その被保険者証に記載されているとおり、カタカナで記載し、姓と名の間は1

枠空けること。なお、5欄に記載した場合であっても必ず記載すること。 

8 5欄には、3欄で「2 再取得」を選択した場合で、被保険者証の氏名と現在の氏名が異なっているときに記載すること。 

9 6欄には、該当するものの番号を記載すること。 

10 7欄の元号は、該当するものの番号を記載し、年月日の年、月又は日が1桁の場合は、それぞれ10の位の部分に「0」を付加して2桁で記載すること。 

  (例：昭和51年5月6日→  ) 

11 8欄は、事業所番号が連続した10桁の構成である場合は、最初の4桁を最初の4つの枠内に、残りの6桁を「 」に続く6つの枠内にそれぞれ記載し、

最後の枠は空枠とすること。(例：1301000001→  ) 

12 9欄には、次の区分に従い、該当するものの番号を記載すること。 

 (1) 新規学校卒業者のうち、11欄が卒業年の3月1日から6月30日までの間である場合 ……………………………………………………………………1 

 (2) 中途採用者を雇入れた場合、取締役等委任関係であるとして被保険者から除外されていた者が、新たに明確な雇用関係に基づいて就労したよ

うな場合 …………………………………………………………………………………………………………………………………………………………2 

 (3) 日雇労働被保険者が2月の各月において18日以上又は継続して31日以上同一の事業主の適用事業に雇用された場合(資格継続の認可を受けた

場合を除く。) ……………………………………………………………………………………………………………………………………………………3 

 (4) 次に該当する場合等 …………………………………………………………………………………………………………………………………………4 

  イ その被保険者の雇用される事業が新たに適用事業となった場合 

  ロ 適用事業に雇用されていた被保険者が、在籍出向し、出向先で新たに被保険者資格を取得していた場合であって、出向元に復帰し、出向元

で再度被保険者資格を取得することとなったとき(在籍専従の場合も同様) 

  ハ 同一の事業主の下で、船員と陸上勤務を本務とする労働者(船員でない労働者)との間の異動があった場合 

 (5) 被保険者資格を取得した原因が2以上に該当する場合 ……………………………………………………………………………1、2又は3のいずれか 

 (6) 65歳以上の者が出向元に復帰した場合等 …………………………………………………………………………………………………………………8 

13 10欄には、11欄に記載した年月日現在における支払の態様及び賃金月額(臨時の賃金、1箇月を超える期間ごとに支払われる賃金及び超過勤務手当

を除く。)(単位千円……千円未満四捨五入)を記載すること。なお、支払の態様は、該当するものの番号を記載すること(日給月給は月給に含める。)。 

14 11欄は、試用期間、研修期間を含む雇入れの初日を記載すること。 

  また、年、月又は日が1桁の場合は、7欄の場合と同様に記載すること。 

15 12欄には、該当するものの番号を記載すること。届出に係る者が派遣労働者(いわゆる登録型の派遣労働者であり船員を除く。)に該当する場合に

は、「2」(派遣労働者)、短時間労働者(週所定労働時間が30時間未満の者(派遣労働者、船員に該当する者を除く。))に該当する場合には、「3」(パー

トタイム)、有期契約労働者(派遣労働者、パートタイム、船員に該当する者を除く。)に該当する場合には、「4」(有期契約労働者)と記載すること。 

16 13欄には、次の区分に従い、該当するものの番号を記載すること。 

  

 A 管理的職業………………………01 
 B 専門的・技術的職業……………02 
 C 事務的職業………………………03 
 D 販売の職業………………………04 

E サービスの職業…………………05 
F 保安の職業………………………06 
G 農林漁業の職業…………………07 
H 生産工程の職業…………………08 

I 輸送・機械運転の職業…………09 
J 建設・採掘の職業………………10 
K 運搬・清掃・包装等の職業……11 
 

17 14欄には該当するものの番号を記載すること。 

18 15欄には、4欄の者の11欄に記載した年月日現在における1週間の所定労働時間を記載すること。 

19 16欄は、契約期間の定めについて該当するものの番号を記載し、1を記載した場合には、その契約期間とともに、契約更新の条項の有無を記載す

ること。 

20 事業所名欄右の備考欄には、9欄の「4 その他」に該当する者についての具体的説明その他を記載すること。 

21 事業主の住所及び氏名欄には、事業主が法人の場合は、その主たる事務所の所在地及び法人の名称を記載するとともに、代表者の氏名を付記する

こと。 

22 外国人労働者(「外交」又は「公用」の在留資格の者及び特別永住者を除く。)の場合は、以上に加え17欄から23欄に、ローマ字氏名、在留カード

の番号(英字2桁―数字8桁―英字2桁)、在留期間、国籍・地域、在留資格等を記載し、労働施策の総合的な推進並びに労働者の雇用の安定及び職業生

活の充実等に関する法律第28条の外国人雇用状況の届出とすることができる。 

  なお、「家族滞在」の在留資格の者等、資格外活動の許可を得て就労する者については、当該許可の有無について20欄に記載のこと。また、派遣・

請負労働者として主として8欄以外の事業所で就労する者については21欄に1を記載し、該当しない場合は2を記載のこと。 

お願い 
1．雇用保険の資格取得年月日の属する月の翌月10日までに提出してください。 
2．賃金台帳、労働者名簿、出勤簿その他記載内容を確認できる書類を持参していただく場合があります。 
3．4欄の者が法人の取締役又は事業主と同居の親族の場合は、事業所名欄右の備考欄にその旨記載してください。 

 ※本手続は電子申請による届出も可能です。詳しくは管轄の公共職業安定所までお問い合わせください。 

  なお、本手続について、社会保険労務士が電子申請により本届書の提出に関する手続を事業主に代わって行う場合には、当該社会保険労務士が当

該事業主の提出代行者であることを証明することができるものを本届書の提出と併せて送信することをもって、当該事業主の電子署名に代えること

ができます。 

様
式
第
２
号
の
２
（
第
６
条
関
係
）

様式第2号の2(第6条関係) 

□雇用保険被保険者資格取得届 

  安定所控   
帳票種別     

 

 
(

こ
の
用
紙
は
、
こ
の
ま
ま
機
械
で
処
理
し
ま
す
の
で
、
汚
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。)

 

 

1．個人番号 

 

2．被保険者生年月日 3．性別 

 

 

35 昭和 

47 平成 

59 令和 
 

1 男 

2 女 

4．被保険者氏名 

 

フリガナ(カタカナ) 

 

 

5．変更後の氏名 

 

フリガナ(カタカナ) 

 

 

6．雇用保険被保険者番号 

 

7．雇用保険適用事業所番号 

 
 

8．雇用保険資格取得年月日 9．雇用保険資格取得区分 10．雇用保険被保険者となったことの原因 

 

 
 

1 新規 

2 再取得  

1 新規雇用(新規学卒) 4 その他 

2 新規雇用(その他)  8 出向元への復帰等 

3 日雇からの切替     (65歳以上) 

11．雇用形態 12．賃金(支払の態様―賃金月額：単位千円) 13．就職経路 

 
 

1 日雇 

2 派遣 

3 パートタイム 

4 有期契約労働者 

5 季節的雇用 

6 船員 

7 その他 
 

1 月給 2 週給 3 日給 

4 時間給 5 その他  

1 安定所紹介 

2 自己就職 

3 民間紹介 

4 把握していない 

14．契約期間の定め 

 
1 有 契約期間 

 

から 

 

まで  

  契約更新条項の有無 
 

1 有 

2 無 

 15．職種     16．1週間の所定労働時間 

 

 

(01～11) 

注意書き

参照    
2 無 

  

  被保険者が外国人の場合のみ記入してください。   

 

    
 28．被保険者氏名(ローマ字)(アルファベット大文字で記入してください。) 

  
   被保険者氏名(ローマ字)〔続き〕 

  

29．在留カードの番号(在留カードの右上に記載されている12桁の英数字) 

 
 

 30．在留

期間 

 

まで 
31．資格外活動

の許可の有無  

1 有 

2 無 

32．派遣・請負

就労区分  

1 派遣・請負労働者として

主として当該事業所以

外で就労する場合 

2 1に該当しない場合 

 

 

 33．国籍・地域 34．在留資格 
  

  

記

載

欄 

安

定

所 

公

共

職

業 

※ 39．取得時被保険者種類 40．番号複数取得チェック不要 41．国籍・地域コード 42．在留資格コード 

 
 

1 一般 

2 短期常態 

3 季節 

11 高年齢被保険者(65歳以上) 

 

チェック・リストが

出力されたが、調査の

結果、同一人でなかった

場合に「1」を記入。 

 

33欄に対応

するコード

を記入 
 

34欄に対応

するコード

を記入 

                                                           

 43．事業所名称     

備考 

 雇用保険法施行規則第6条第1項の規定により、上記のとおり届けます。 令和  年  月  日  

     住 所 〒 公共職業安定所長 殿 

 事 業 主 氏 名 
  

     電話番号     
窓口受付機関印 

 
  

社会保険

労 務 士

記 載 欄 

作成年月日・提出代行
者・事務代理者の表示 

氏 名 電 話 番 号   

      
  

※
備

考 

  

  
※ 所

長 

  次

長 

  課

長 

  係

長 

  
係 

  操
作
者 

    

確認通知 令和  年  月  日 
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様
式
第
３
号
　
削
除

様
式
第
４
号
（
第
７
条
関
係
）
（
第
１
面
）

 

様
式
第
４
号
（
第
７
条
関
係
）
（
第
２
面
）
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様
式
第
４
号
の
２
（
第
７
条
関
係
）

様式第4号の2(第7条関係) 

□雇用保険被保険者資格喪失届 

  安定所控   

※帳票種別 

 

1．個人番号 

 

  (

こ
の
用
紙
は
、
こ
の
ま
ま
機
械
で
処
理
し
ま
す
の
で
、

汚
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。)

 
 

2．雇用保険被保険者番号 

 

3．雇用保険適用事業所番号 

 
 

4．雇用保険資格取得年月日  5．雇用保険離職等年月日 6．雇用保険喪失原因 

 

 

35 昭和 

47 平成 

59 令和  
 

1 離職以外の理由 

2 3以外の離職 

3 事業主の都合による離職 

7．離職票交付希望 8．1週間の所定労働時間 9．補充採用予定の有無 

 
 

1 有 

2 無 

 

 

空白 無 

1   有 

10．被保険者氏名 

 

フリガナ(カタカナ) 

 

 

11．性 別 12． 生 年 月 日   

男 ・ 女 
大正 昭和 

平成 令和 
   年   月   日 

13． 

被 保 険 者 の

住 所 又 は 居 所 

  

  

14． 

被 保 険 者 で

な く な っ た

こ と の 原 因 

  

15．(フリガナ)   16． 

氏名変更

年月日 

令和 

 

年    月    日  
変 更 前 氏 名 

  

 

 

  被保険者が外国人の場合のみ記入してください。   

 

    
 26．被保険者氏名(ローマ字)(アルファベット大文字で記入してください。) 

  
   被保険者氏名(ローマ字)〔続き〕 

  

27．在留カードの番号(在留カードの右上に記載されている12桁の英数字) 

 
 

 28．在留期間 

  

まで

 

29．派遣・請負就労区分 

 
 

1 派遣・請負労働者として主として

当該事業所以外で就労していた場合 

2 1に該当しない場合 

  

 30．国籍・地域 31．在留資格 

  

  
記

載

欄 

公
共
職
業
安
定
所 

※ 32．喪失時被保険者種類 33．国籍・地域コード 34．在留資格コード   

 
 

(3季節) 
 

30欄に対応

するコードを

記入 
 

31欄に対応

するコードを

記入 

 

                                                           

 35．事業所名称     

 雇用保険法施行規則第7条第1項の規定により、上記のとおり届けます。 令和   年   月   日  

     住 所 〒 公共職業安定所長 殿 

 事 業 主 氏 名 
  

     電話番号     
窓口受付機関印 

 

  
社会保険

労 務 士

記 載 欄 

作成年月日・提出代行
者・事務代理者の表示 

氏 名 電 話 番 号   

      
  ※

備

考 

  

  
※ 所

長 

  次

長 

  課

長 

  係

長 

  

係 

  操
作
者 

    

確認通知 令和  年  月  日 

   

様
式
第
５
号
（
第
７
条
関
係
）

様式第5号(第7条関係) 
    ▲ 

                      雇用保険被保険者離職証明書(安定所提出用) 

  

① 
被 保 険 者 番 号         ―             ―   

③ 
フリガナ   ④ 

離 職

年月日 

令和 

年 月 日 

  

⑦離職理由欄…事業主の方は、離職者の主たる離職理由が該当する理由を1つ選択し、左の事業主記入欄の□の中に○印を記入の上、下
の具体的事情記載欄に具体的事情を記載してください。 

 
 【離職理由は所定給付日数・給付制限の有無に影響を与える場合があり、適正に記載してください。】 ② 

事 業 所 番 号         ―             ―   離職者氏名   

⑤ 
名 称 

事業所 所在地 

電話番号 

  

⑥ 
離 職 者 の

住所又は居所 

〒 
 
 
 電話番号(    )   ― 

事業主記入欄 離 職 理 由 ※離職区分 
 
 □ 
 □ 
 
 □ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 □ 

 
 

 

 

 
 
 □ 

 1 事業所の倒産等によるもの 
 (1) 倒産手続開始、手形取引停止による離職 
 (2) 事業所の廃止又は事業活動停止後事業再開の見込みがないため離職 
 2 定年によるもの 
 定年による離職(定年  歳) 

1A 
 
1B 
 
2A 
 
2B 
 
2C 
 
2D 
 
2E 
 
3A 
 
3B 
 
3C 
 
3D 
 
4D 
 
5E 

 この証明書の記載は、事実に相違ないことを証明します。 

    住所 

事業主 

    氏名 

※離職票交付 令和  年  月  日 

       (交付番号      番) 
   定年後の継続雇用 を希望していた(以下のaからcまでのいずれかを1つ選択してください) 

を希望していなかった 

   a 就業規則に定める解雇事由又は退職事由(年齢に係るものを除く。以下同じ。)に該当したため(解雇事由
又は退職事由と同一の事由として就業規則又は労使協定に定める「継続雇用しないことができる事由」に
該当して離職した場合も含む。) 

   b 平成25年3月31日以前に労使協定により定めた継続雇用制度の対象となる高年齢者に係る基準に該当し
なかったため 

   c その他(具体的理由：                                  ) 
 3 労働契約期間満了等によるもの 
 (1) 採用又は定年後の再雇用時等にあらかじめ定められた雇用期限到来による離職 
   (1回の契約期間   箇月、通算契約期間   箇月、契約更新回数   回) 
   (当初の契約締結後に契約期間や更新回数の上限を短縮し、その上限到来による離職に該当 する・しない) 
   (当初の契約締結後に契約期間や更新回数の上限を設け、その上限到来による離職に該当 する・しない) 
   (定年後の再雇用時にあらかじめ定められた雇用期限到来による離職で ある・ない) 
   (4年6箇月以上5年以下の通算契約期間の上限が定められ、この上限到来による離職で ある・ない) 
   →ある場合(同一事業所の有期雇用労働者に一様に4年6箇月以上5年以下の通算契約期間の上限が平成24年8

月10日前から定められて いた・いなかった) 
 (2) 労働契約期間満了による離職 
  ① 下記②以外の労働者 
   (1回の契約期間   箇月、通算契約期間   箇月、契約更新回数   回) 
   (契約を更新又は延長することの確約・合意の 有・無(更新又は延長しない旨の明示の 有・無)) 
   (直前の契約更新時に雇止め通知の 有 ・ 無 ) 
   (当初の契約締結後に不更新条項の追加が ある・ない) 

離 職 の 日 以 前 の 賃 金 支 払 状 況 等 

⑧ 被保険者期間算定対象期間 ⑨ 
⑧の期間
における
賃金支払
基礎日数 

⑩ 
 
賃 金 支 払 対 象 期 間 

⑪  
 
⑩の
基礎
日数 

⑫ 
賃 金 額 

⑬ 
 

備 考  A 一 般 被 保 険 者 等  B 短期

雇用特例

被保険者 離職日の翌日  月 日   A B 計 

月 日～ 離 職 日 離職月 日 月 日～ 離 職 日 日         

月 日～ 月 日 月 日 月 日～ 月 日 日         

月 日～ 月 日 月 日 月 日～ 月 日 日         

月 日～ 月 日 月 日 月 日～ 月 日 日         

月 日～ 月 日 月 日 月 日～ 月 日 日         

 
月 日～ 月 日 月 日 月 日～ 月 日 日         

月 日～ 月 日 月 日 月 日～ 月 日 日         
   労働者から契約の更新又は延長 

を希望する旨の申出があった 
を希望しない旨の申出があった 
の希望に関する申出はなかった 

  

 

月 日～ 月 日 月 日 月 日～ 月 日 日         
  ② 労働者派遣事業に雇用される派遣労働者のうち常時雇用される労働者以外の者 
   (1回の契約期間  箇月、通算契約期間  箇月、契約更新回数  回) 
   (契約を更新又は延長することの確約・合意の 有・無(更新又は延長しない旨の明示の 有・無)) 月 日～ 月 日 月 日 月 日～ 月 日 日         

月 日～ 月 日 月 日 月 日～ 月 日 日          

 

 

 

 

 □ 
 □ 
 
 □ 
 □ 
 
 □ 
 □ 

 
 
 □ 
 □ 
 
 □ 
 
 □ 
 □ 
 □ 
 □ 
 □ 
 
 
 □ 

   労働者から契約の更新又は延長 
を希望する旨の申出があった 
を希望しない旨の申出があった 
の希望に関する申出はなかった 

月 日～ 月 日 月 日 月 日～ 月 日 日            a 労働者が適用基準に該当する派遣就業の指示を拒否したことによる場合 
   b 事業主が適用基準に該当する派遣就業の指示を行わなかったことによる場合(指示した派遣就業が取り

やめになったことによる場合を含む。) 
   (aに該当する場合は、更に下記の5のうち、該当する主たる離職理由を更に1つ選択し、○印を記入してください

。該当するものがない場合は下記の6に○印を記入した上、具体的な理由を記載してください。) 

 (3) 早期退職優遇制度、選択定年制度等により離職 
 (4) 移籍出向 
 4 事業主からの働きかけによるもの 
 (1) 解雇(重責解雇を除く。) 
 (2) 重責解雇(労働者の責めに帰すべき重大な理由による解雇) 
 (3) 希望退職の募集又は退職勧奨 
  ① 事業の縮小又は一部休廃止に伴う人員整理を行うためのもの 
  ② その他(理由を具体的に                          ) 
 5 労働者の判断によるもの 
 (1) 職場における事情による離職 
  ① 労働条件に係る問題(賃金低下、賃金遅配、時間外労働、採用条件との相違等)があったと労働者が判断したため 
  ② 事業主又は他の労働者から就業環境が著しく害されるような言動(故意の排斥、嫌がらせ等)を受けたと労

働者が判断したため 
  ③ 妊娠、出産、育児休業、介護休業等に係る問題(休業等の申出拒否、妊娠、出産、休業等を理由とする不

利益取扱い)があったと労働者が判断したため 
  ④ 事業所での大規模な人員整理があったことを考慮した離職 
  ⑤ 職種転換等に適応することが困難であったため(教育訓練の有・無) 
  ⑥ 事業所移転により通勤困難となった(なる)ため(旧(新)所在地：        ) 
  ⑦ その他(理由を具体的に                          ) 
 (2) 労働者の個人的な事情による離職(一身上の都合、転職希望等) 
 
 
 6 その他(1―5のいずれにも該当しない場合) 
  (理由を具体的に                               ) 

 

月 日～ 月 日 月 日 月 日～ 月 日 日         

月 日～ 月 日 月 日 月 日～ 月 日 日         

  

⑭ 
 
賃 金 に
関 す る
特記事項 

  

⑮この証明書の記載内容(⑦欄を除く)は相違

ないと認めます。 
 

  
離職者
氏 名   

※
公
共
職
業
安
定
所
記
載
欄 

 ⑮欄の記載   有・無 

 ⑯欄の記載   有・無 

  資・聴 

  

  

  本手続きは電子申請による申請も可能です。本手続きについて、電子申請により行う場合には、被保険者が離職証明書の内容について確
認したことを証明することができるものを本離職証明書の提出と併せて送信することをもって、当該被保険者の電子署名に代えることがで
きます。 

  また、本手続きについて、社会保険労務士が電子申請による本届書の提出に関する手続を事業主に代わって行う場合には、当該社会保険
労務士が当該事業主の提出代行者であることを証明することができるものを本届書の提出と併せて送信することをもって、当該事業主の
電子署名に代えることができます。 

  

  

    
具体的事情記載欄(事業主用) 

  

※ 
※ 

所 長 次 長 課 長 係 長 係       

▼ 

  
社会保険

労 務 士

記 載 欄 

作成年月日・提出代行者・事務代理者の表示 氏 名 電 話 番 号 

            
⑯離職者本人の判断(○で囲むこと) 
 事業主が○を付けた離職理由に異議  有り・無し 

(離職者氏名) 
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様
式
第
６
号
（
第
７
条
関
係
）
（
１
）
（
第
１
面
）

様式第6号(第7条関係)(1)(第1面) 

 

    交付番号  (   ) 

  交付年月日  雇用保険被保険者 
離 職 票 ― 1   

 
 

 
 
(

こ
の
用
紙
は
、
こ
の
ま
ま
機
械
で
処
理
し
ま
す
の
で
、
汚
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。)

 

  

(

な
る
べ
く
折
り
曲
げ
な
い
よ
う
に
し
、
や
む
を
え
な
い
場
合
に
は
折
り
曲
げ
マ
ー
ク(

)

の
所
で
折
り
曲
げ
て
く
だ
さ
い
。) 

 
 

資格喪失確認通知書(被保険者通知用) 

 帳票種別 

  

1．被保険者番号 

 

2．資格取得年月日 

 

3．離職年月日 

 

4．被保険者種類 5．再交付表示 

 1又は9 一 般 

4又は5 高年齢 

2又は3 短 期 

11 高年齢(65歳以上) 

 (1 再交付)  

 離職者氏名 性別 生年月日(元号―年月日) 喪失原因 離職票交付希望   

   
1 男 

2 女 
 

2 大正 3 昭和 

4 平成 5 令和 
 

1 離職以外の理由 

2 3以外の離職 

3 事業主の都合による離職 

 
1 有 

2 無 

 事業所番号 

  

管轄区分 

 

事業所名略称 

 

産業分類 

 

 

 6．個人番号 

  

 7．番号複数取得チェック不要      8．住居所管轄安定所 

      

 

 
  

チェック・リストが出力されたが、

調査の結果、同一人でなかった

場合に「1」を記入。 

※9．求職申込年月日            受給資格等決定年月日 

  

10．認定日(一般) 

 

11．認定予定月日(高年齢・短期) 

 
 

 12．賃金日額(区分―日額又は総額) 区分(1 日額 2 総額) 15．求職番号 16．特殊表示区分又は激甚指定期限年月日  

 

  
    

特殊表示区分の場合は左から3桁目に記入。 

激甚指定期限年月日の場合は、元号―年月日の形式で記入。 

 13．所定給付日数の 14．離職理由 17．金融機関・店舗コード     口座番号 

   
決定に係る

対象者区分

(1～6) 

 
 

 18．支払区分 19．区分―氏名(カナ)  区分(空欄 分かち書き 1 氏名変更) 

 
  

0 抹消 
1 安定所現金払 
2 安定所送金払 
3 労働局送金払 

 

    

  
  

備

考 

    

  

  

   公共職業安定所長 

  

  
基本手当日額(            )円 

所定給付日数(            )日 

支給番号(              ) 

  
※ 

所
属
長 

  
次

長 

  
課

長 

  
係

長 

  

係 

  
操
作
者 

    

 

様
式
第
６
号
（
第
７
条
関
係
）
（
１
）
（
第
２
面
）

様式第6号(第7条関係)(1)(第2面) 

 注 意  

1 基本手当は受給資格者が、高年齢求職者給付金は高年齢受給資格者が、特例一時金は特

例受給資格者が、それぞれ労働の意思及び能力を有するにもかかわらず職業に就くことが

できないときに支給されるものであること。 

2 基本手当、高年齢求職者給付金又は特例一時金の支給を受けようとするときは、原則と

して住所又は居所を管轄する公共職業安定所又は地方運輸局に出頭し、求職の申込みをし

た上、この離職票―1及び離職票―2(別紙)を提出すること。 

3 基本手当の支給を受けることのできる期間は、原則として離職の日の翌日から1年間

(注)(これを受給期間といいます。)であること。その1年間に妊娠、出産、育児、疾病、

負傷、親族の看護等の理由で、引き続き30日以上職業に就くことができない者については、

所定の期限までに上記2の公共職業安定所又は地方運輸局に届け出ることにより、これら

の理由により職業に就くことができない日数を1年に加えた期間(最大限4年)となること。 

 (注) 所定給付日数が330日の場合「1年と30日」、360日の場合「1年と60日」となること。 

4 基本手当、高年齢求職者給付金又は特例一時金の支給を受けないときでも、後日必要な

場合があるから、少なくとも4年間は大切に保管すること。 

5 この離職票―1を滅失し、又は損傷したときは、交付を受けた公共職業安定所に申し出

ること。 
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様
式
第
６
号
（
２
）
（
第
７
条
関
係
）

様式第6号(2)(第7条関係) 
▲  

                雇 用 保 険 被 保 険 者 離 職 票 ― 2 

  

① 
被 保 険 者 番 号 

        ―             ―   
③ 

フリガナ   
④ 

離 職

年月日

 令和 

年 月 日 

  

⑦離職理由欄…離職者の方は、主たる離職理由が該当する理由を1つ選択し、左の離職者記入欄の□の中に○印を記入の上、下の具体的事情記載欄に具体的

事情を記載してください。 

 

 【離職理由は所定給付日数・給付制限の有無に影響を与える場合があり、適正に記載してください。】 

② 
事 業 所 番 号 

        ―             ―   離職者氏名   

⑤ 

名 称 

事業所 所在地 

電話番号 

  

⑥ 

離 職 者 の

住所又は居所 

〒 

 

 

 

 電話番号(     )     ― 

事業主
記入欄 

離職者
記入欄 

離 職 理 由 ※離職区分 

 
□ 
□ 
 
□ 
 
 
 
 
 
 
 

 
□ 
 
 
 
 
 
 
 
□ 

 
□ 
□ 
 
□ 
 
 
 
 
 
 
 

 
□ 
 
 
 
 
 
 
 
□ 

 1 事業所の倒産等によるもの 
 (1) 倒産手続開始、手形取引停止による離職 
 (2) 事業所の廃止又は事業活動停止後事業再開の見込みがないため離職 
 2 定年によるもの 
 定年による離職(定年  歳) 

1A 

 

1B 

 

2A 

 

2B 

 

2C 

 

2D 

 

2E 

 

3A 

 

3B 

 

3C 

 

3D 

 

4D 

 

5E 

    住所 
事業主 
    氏名 

 ※   令和  年  月  日付で交付した離職票―1 
      (交付番号       番)に係る賃金支払状況である。 
 

公共職業安定所長 印     

   定年後の継続雇用 
を希望していた(以下のaからcまでのいずれかを1つ選択してください) 
を希望していなかった 

   a 就業規則に定める解雇事由又は退職事由(年齢に係るものを除く。以下同じ。)に該当したため 
    (解雇事由又は退職事由と同一の事由として就業規則又は労使協定に定める「継続雇用しないことができる事由」に該当し

て離職した場合も含む。) 
   b 平成25年3月31日以前に労使協定により定めた継続雇用制度の対象となる高年齢者に係る基準に該当しなかったため 
   c その他(具体的理由：                                           ) 
 3 労働契約期間満了等によるもの 
 (1) 採用又は定年後の再雇用時等にあらかじめ定められた雇用期限到来による離職 
   (1回の契約期間  箇月、通算契約期間  箇月、契約更新回数  回) 
   (当初の契約締結後に契約期間や更新回数の上限を短縮し、その上限到来による離職に該当 する・しない) 
   (当初の契約締結後に契約期間や更新回数の上限を設け、その上限到来による離職に該当 する・しない) 
   (定年後の再雇用時にあらかじめ定められた雇用期限到来による離職で ある・ない) 
   (4年6箇月以上5年以下の通算契約期間の上限が定められ、この上限到来による離職で ある・ない) 
   →ある場合(同一事業所の有期雇用労働者に一様に4年6箇月以上5年以下の通算契約期間の上限が平成24年8月10日前から定

められて いた・いなかった) 
 (2) 労働契約期間満了による離職 
  ① 下記②以外の労働者 
   (1回の契約期間  箇月、通算契約期間  箇月、契約更新回数  回) 
   (契約を更新又は延長することの確約・合意の 有・無(更新又は延長しない旨の明示の 有・無)) 
   (直前の契約更新時に雇止め通知の 有 ・ 無 ) 
   (当初の契約締結後に不更新条項の追加が ある・ない) 

離 職 の 日 以 前 の 賃 金 支 払 状 況 等 

⑧ 被保険者期間算定対象期間 ⑨    
⑧の期間
における
賃金支払
基礎日数 

⑩ 

 

賃金支払対象期間 

⑪  
 
⑩の
基礎

日数 

⑫ 

賃 金 額 

⑬ 

 

備 考 
 A 一 般 被 保 険 者 等 B 短期

雇用特例
被保険者 離職日の翌日 月 日   A B 計 

月 日～ 離 職 日 離職月 日 月 日～ 離 職 日 日         

 

 

 

月 日～ 月 日 月 日 月 日～ 月 日 日         

月 日～ 月 日 月 日 月 日～ 月 日 日         

月 日～ 月 日 月 日 月 日～ 月 日 日         

月 日～ 月 日 月 日 月 日～ 月 日 日            労働者から契約の更新又は延長 
を希望する旨の申出があった 
を希望しない旨の申出があった 
の希望に関する申出はなかった 

月 日～ 月 日 月 日 月 日～ 月 日 日         【契約の更新又は延長の希望の 有 ・ 無】  
  ② 労働者派遣事業に雇用される派遣労働者のうち常時雇用される労働者以外の者 
   (1回の契約期間  箇月、通算契約期間  箇月、契約更新回数  回) 
   (契約を更新又は延長することの確約・合意の 有・無(更新又は延長しない旨の明示の 有・無 )) 月 日～ 月 日 月 日 月 日～ 月 日 日         

 
1A 

 

1B 

 

2A 

 

2B 

 

2C 

 

2D 

 

2E 

 

3A 

 

3B 

 

3C 

 

3D 

 

4D 

 

5E 

   労働者から契約の更新又は延長 
を希望する旨の申出があった 
を希望しない旨の申出があった 
の希望に関する申出はなかった 

月 日～ 月 日 月 日 月 日～ 月 日 日         

月 日～ 月 日 月 日 月 日～ 月 日 日         
   a 労働者が適用基準に該当する派遣就業の指示を拒否したことによる場合 
   b 事業主が適用基準に該当する派遣就業の指示を行わなかったことによる場合(指示した派遣就業が取りやめになったこと

による場合を含む。) 
   (aに該当する場合は、更に下記の5のうち、該当する主たる離職理由を更に1つ選択し、○印を記入してください。該当する

ものがない場合は下記の6に○印を記入した上、具体的な理由を記載してください。) 
【契約の更新又は延長の希望の 有 ・ 無】  

 (3) 早期退職優遇制度、選択定年制度等により離職 
 (4) 移籍出向 
 4 事業主からの働きかけによるもの 
 (1) 解雇(重責解雇を除く。) 
 (2) 重責解雇(労働者の責めに帰すべき重大な理由による解雇) 
 (3) 希望退職の募集又は退職勧奨 
  ① 事業の縮小又は一部休廃止に伴う人員整理を行うためのもの 
  ② その他(理由を具体的に                          ) 
 5 労働者の判断によるもの 
 (1) 職場における事情による離職 
  ① 労働条件に係る問題(賃金低下、賃金遅配、時間外労働、採用条件との相違等)があったと労働者が判断したため 
  ② 事業主又は他の労働者から就業環境が著しく害されるような言動(故意の排斥、嫌がらせ等)を受けたと労働者が判断したため 
  ③ 妊娠、出産、育児休業、介護休業等に係る問題(休業等の申出拒否、妊娠、出産、休業等を理由とする不利益取扱い)があっ

たと労働者が判断したため 
  ④ 事業所での大規模な人員整理があったことを考慮した離職 
  ⑤ 職種転換等に適応することが困難であったため(教育訓練の有・無) 
  ⑥ 事業所移転により通勤困難となった(なる)ため(旧(新)所在地：        ) 
  ⑦ その他(理由を具体的に                          ) 
 (2) 労働者の個人的な事情による離職(一身上の都合、転職希望等) 
  ① 職務に耐えられない体調不良、けが等があったため 
  ② 妊娠、出産、育児等のため 
  ③ 家庭の事情と急変(父母の扶養、親族の介護等)があったため 
  ④ 配偶者等との別居生活が継続困難となったため 
  ⑤ 転居等により通勤困難となったため(新住所：                ) 
  ⑥ その他(理由を具体的に                          ) 
 6 その他(1―5のいずれにも該当しない場合) 
  (理由を具体的に                               ) 

月 日～ 月 日 月 日 月 日～ 月 日 日         

月 日～ 月 日 月 日 月 日～ 月 日 日         □ 
□ 
 
□ 
□ 
 
□ 
□ 
 
 
□ 
□ 
□ 
 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
 
 
 
 
 
 
□ 

□ 
□ 
 
□ 
□ 
 
□ 
□ 
 
 
□ 
□ 
□ 
 
□ 
□ 
□ 
□ 
 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 

 

月 日～ 月 日 月 日 月 日～ 月 日 日         

月 日～ 月 日 月 日 月 日～ 月 日 日         

  

⑭    

賃 金 に

関 す る

特記事項 

  

  

  

□運転免許証   □個人番号カード 

□旅券      □住民票記載事項証明書 

□国民健康保険被保険者証(健康保険被保険者証) 

□その他(                ) 

  

※
公
共
職
業
安
定
所
記
載
欄 

 ⑮欄の記載   有・無 

 ⑯欄の記載   有・無 

  資・聴 

  
    

  写真欄 

 

 

 
3×2.4 

  

    
  

  

具体的事情記載欄(事業主用) 

  

  

 注 意 
 1．基本手当は受給資格者が、高年齢求職者給付金は高年齢受給資格者が、特例一時金は特例受給資格者が、それぞれ労働の意思及び能力を有する

にもかかわらず職業に就くことができないときに支給されるものであること。 
 2．基本手当、高年齢求職者給付金又は特例一時金の支給を受けようとするときは、住所又は居所を管轄する公共職業安定所又は地方運輸局に出頭

し、求職の申込みをした上、この離職票―2及び離職票―1(別紙)を提出すること。 
 3．基本手当、高年齢求職者給付金又は特例一時金の支給を受けないときでも、後日必要な場合があるから、少なくとも4年間は大切に保存すること。 
 4．この離職票―2を滅失し、又は損傷したときは、交付を受けた公共職業安定所に申し出ること。 
 ※基本手当、高年齢求職者給付金又は特例一時金の受給手続を取られる方は、裏面のⅡ「支給を受けるための手続等」をご覧ください。 

具体的事情記載欄(離職者用)事業主が記載した内容に異議がない場合は「同上」と記載してください。 

  
  

▼ 

⑯離職者本人の判断(○で囲むこと) 
 事業主が○を付けた離職理由に異議  有り・無し 

⑰ ⑦欄の自ら記載した事項に間違いがないことを認めます。 

  (離職者氏名)                 

  

 

 

様
式
第
６
号
の
２
（
第
９
条
関
係
）
（
１
）
（
第
１
面
）

様式第6号の2(第9条関係)(1)(第1面) 

 

雇用保険被保険者資格取得確認通知書(事業主通知用) 

確認(受理)通知年月日 

雇用保険被保険者資格取得届に基づき、下記のとおり確認(通知)します。 公共職業安定所長       

被保険者番号 事業所番号 管轄区分 資格取得年月日 
  

              

被保険者氏名 性別 生年月日(元号―年月日) 取得時被保険者種類 転勤の年月日 

       1 男 

 2 女 

       2 大正 3 昭和 

 4 平成 5 令和 

   1又は9  一 般 
 4又は5  高年齢 
 2又は3  短 期 
 11 高齢者(65歳以上) 

  

   

事業所名略称   
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様
式
第
６
号
の
２
（
第
９
条
関
係
）
（
１
）
（
第
２
面
）

様式第6号の2(第9条関係)(1)(第2面) 

 注 意  

1 労働保険事務組合は、この通知書の交付を受けたときは、第1面の事業主に提示しなけ

ればならない。 

2 被保険者となったことの確認に係る処分に不服のあるときは、処分のあったことを知っ

た日の翌日から起算して3箇月以内に処分を行った公共職業安定所の所在地を管轄する都

道府県労働局雇用保険審査官(以下「審査官」という。)に対して審査請求をすることがで

きる。 

3 審査請求に対する審査官の決定に不服がある場合には、決定書の謄本が送付された日の

翌日から起算して2箇月以内に労働保険審査会(以下「審査会」という。)に対して再審査

請求をすることができる。ただし、審査請求をした日から3箇月を経過しても決定がない

ときは、審査官が審査請求を棄却したものとみなすことができる。 

4 この処分に対する取消訴訟は、この処分についての審査請求に対する決定を経た後に、

国を被告として(訴訟において国を代表する者は法務大臣となる。)、審査官の決定があっ

たことを知った日の翌日から起算して6箇月以内に提起することができる(決定があった

日から1年を経過した場合を除く。)。また、審査会に対して再審査請求をした場合には、

この処分に対する取消訴訟は、この処分についての審査会の裁決を経る前又は審査会の裁

決があったことを知った日の翌日から起算して6箇月以内に提起することができる(裁決

があった日から1年を経過した場合を除く。)。ただし、(1)審査請求をした日から3箇月を

経過しても決定がないとき、(2)処分、処分の執行又は手続の続行により生じる著しい損

害を避けるため緊急の必要があるとき、(3)その他決定を経ないことにつき正当な理由が

あるとき、のいずれかに該当するときは、決定を経ないで取消訴訟を提起することができ

る。 

5 この通知書は、その被保険者を雇用している期間中及びその者が被保険者資格を喪失し

てから少なくとも4年間は、事業主において大切に保管すること。 

6 この通知書とともに交付された雇用保険被保険者証は速やかに本人に対し交付し、必ず

本人に保管させること。 

様
式
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６
号
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２
（
第
９
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（
２
）
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１
面
）

様式第6号の2(第9条関係)(2)(第1面) 

 

 

  
雇用保険被保険者資格取得確認通知書

(被保険者通知用) 

 

公共職業安定所長      

 

 

 

被保険者番号 
  

 

資格取得年月日 

取得時

被保険者種類 

               1又は9 一 般 

 4又は5 高年齢 

 2又は3 短 期 

 11 高年齢(65歳以上)               

 

 

被保険者氏名 

生年月日 

(元号―年月日) 

  

          
 2 大正 3 昭和 

 4 平成 5 令和 

 

事業所名略称 
転勤の年月日 
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様式第6号の2(第9条関係)(2)(第2面) 

 

 

 注 意  

1 この被保険者資格取得等確認通知書は、資格取得年月日等を通知するものである。 

2 被保険者となったことの確認に係る処分に不服のあるときは、この処分のあったことを

知った日の翌日から起算して3箇月以内にこの処分を行った公共職業安定所の所在地を管

轄する都道府県労働局雇用保険審査官(以下「審査官」という。)に対して審査請求をする

ことができる。 

3 審査請求に対する審査官の決定に不服がある場合には、決定書の謄本が送付された日の

翌日から起算して2箇月以内に労働保険審査会(以下「審査会」という。)に対して再審査

請求をすることができる。ただし、審査請求をした日から3箇月を経過しても決定がない

ときは、審査官が審査請求を棄却したものとみなすことができる。 

4 この処分に対する取消訴訟は、この処分についての審査請求に対する決定を経た後に、

国を被告として(訴訟において国を代表する者は法務大臣となる。)審査官の決定があった

ことを知った日の翌日から起算して6箇月以内に提起することができる(決定があった日

から1年を経過した場合を除く。)。また、審査会に対して再審査請求をした場合には、こ

の処分に対する取消訴訟は、この処分についての審査会の裁決を経る前又は審査会の裁決

があったことを知った日の翌日から起算して6箇月以内に提起することができる(裁決が

あった日から1年を経過した場合を除く。)。 

 ただし、(1)審査請求をした日から3箇月を経過しても決定がないとき、(2)処分、処分の

執行又は手続の続行により生じる著しい損害を避けるため緊急の必要があるとき、(3)そ

の他決定を経ないことにつき正当な理由があるとき、のいずれかに該当するときは、決定

を経ないで取消訴訟を提起することができる。 

様
式
第
６
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９
条
関
係
）
（
１
）
（
第
１
面
）

様式第6号の3(第9条関係)(1)(第1面) 

 

雇用保険被保険者資格喪失確認通知書(事業主通知用) 

 

確認通知年月日 雇用保険被保険者資格喪失届に基づき、下記のとおり確認します。 公共職業安定所長 
  

 

被保険者番号 資格取得年月日 離職等年月日 被保険者種類 離職票交付希望 

               1又は9 一 般 
 4又は5 高年齢 
 2又は3 短 期 

 11 高年齢(65歳以上) 

   1 有 

 2 無 

                
 

被保険者氏名 性別 生年月日(元号―年月日) 喪失原因 

       1 男 

 2 女 

       2 大正 3 昭和 

 4 平成 5 令和 

   1 離職以外の理由 2 3以外の離職 

 3 事業主の都合による離職 
 

事業所番号 管轄区分 事業所名略称 産業分類 
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様式第6号の3(第9条関係)(1)(第2面) 

 注 意  

1 労働保険事務組合は、この通知書の交付を受けたときは、第1面の事業主に提示しなけ

ればならない。 

2 この処分に不服のあるときは、この処分のあったことを知った日の翌日から起算して3

箇月以内にこの処分を行った公共職業安定所の所在地を管轄する都道府県労働局雇用保

険審査官(以下「審査官」という。)に対して審査請求をすることができる。 

3 審査請求に対する審査官の決定に不服がある場合には、決定書の謄本が送付された日の

翌日から起算して2箇月以内に労働保険審査会(以下「審査会」という。)に対して再審査

請求をすることができる。ただし、審査請求をした日から3箇月を経過しても決定がない

ときは、審査官が審査請求を棄却したものとみなすことができる。 

4 この処分に対する取消訴訟は、この処分についての審査請求に対する決定を経た後に、

国を被告として(訴訟において国を代表する者は法務大臣となる。)、審査官の決定があっ

たことを知った日の翌日から起算して6箇月以内に提起することができる(決定があった

日から1年を経過した場合を除く。)。また、審査会に対して再審査請求をした場合には、

この処分に対する取消訴訟は、この処分についての審査会の裁決を経る前又は審査会の裁

決があったことを知った日の翌日から起算して6箇月以内に提起することができる(裁決

があった日から1年を経過した場合を除く。)。ただし、(1)審査請求をした日から3箇月を

経過しても決定がないとき、(2)処分、処分の執行又は手続の続行により生じる著しい損

害を避けるため緊急の必要があるとき、(3)その他決定を経ないことにつき正当な理由が

あるとき、のいずれかに該当するときは、決定を経ないで取消訴訟を提起することができ

る。 

5 この通知書とともに交付された離職票(―1及び―2)は速やかに本人に交付すること。 

6 この通知書は、少なくとも4年間は大切に保管すること。なお、離職証明書(事業主控)

について、公共職業安定所から返付を受けた場合は、併せてわかるように保管すること。 
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様式第6号の3(第9条関係)(2)(第1面) 

雇用保険被保険者資格喪失確認通知書(被保険者通知用) 

 

交付年月日   

 

被保険者番号 資格取得年月日 離職年月日 被保険者種類 

              1又は9 一 般 
4又は5 高年齢 
2又は3 短 期 
11 高年齢(65歳以上) 

  

 

被保険者氏名 性別 生年月日(元号―年月日) 喪失原因 離職票交付希望 

      1 男 

2 女 
      2 大正 3 昭和 

4 平成 5 令和 
  1 離職以外の理由 

2 3以外の離職 

3 事業主の都合による離職 

  1 有 

2 無 
          

 

事業所番号 管轄区分 事業所名略称 

          

 

産業分類 

  公共職業安定所長         

 

備

考 
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様式第6号の3(第9条関係)(2)(第2面) 

 注 意  

1 この処分に不服のあるときは、この処分のあったことを知った日の翌日から起算して3

箇月以内にこの処分を行った公共職業安定所の所在地を管轄する都道府県労働局雇用保

険審査官(以下「審査官」という。)に対して審査請求をすることができる。 

2 審査請求に対する審査官の決定に不服がある場合には、決定書の謄本が送付された日の

翌日から起算して2箇月以内に労働保険審査会(以下「審査会」という。)に対して再審査

請求をすることができる。ただし、審査請求をした日から3箇月を経過しても決定がない

ときは、審査官が審査請求を棄却したものとみなすことができる。 

3 この処分に対する取消訴訟は、この処分についての審査請求に対する決定を経た後に、

国を被告として(訴訟において国を代表する者は法務大臣となる。)、審査官の決定があっ

たことを知った日の翌日から起算して6箇月以内に提起することができる(決定があった

日から1年を経過した場合を除く。)。また、審査会に対して再審査請求をした場合には、

この処分に対する取消訴訟は、この処分についての審査会の裁決を経る前又は審査会の裁

決があったことを知った日の翌日から起算して6箇月以内に提起することができる(裁決

があった日から1年を経過した場合を除く。)。ただし、(1)審査請求をした日から3箇月を

経過しても決定がないとき、(2)処分、処分の執行又は手続の続行により生じる著しい損

害を避けるため緊急の必要があるとき、(3)その他決定を経ないことにつき正当な理由が

あるとき、のいずれかに該当するときは、決定を経ないで取消訴訟を提起することができ

る。 

様
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様式第7号(第10条関係)(第1面) 

雇用保険被保険者証 

 

公共職業安定所長       

 

 

       被保険者番号 

    

 

 

      被保険者氏名 

生年月日 

(元号―年月日) 
             2 大正 3 昭和 

 4 平成 5 令和 
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 注 意  

1 この被保険者証は、新たに他の事業主に雇用され雇用保険の被保険者となったときは、

必ず新たに勤務することとなった事業所に提示しなければならないものであるから、大切

に保管すること。 

2 この被保険者証を滅失し、又は損傷したときは、公共職業安定所に申請して再交付を受

けること。 

3 被保険者証は、二重に交付を受けると、不利な扱いとなることもあるので、二重に交付

を受けることのないように注意すること。 

4 この被保険者証は、氏名を変更したときには、事業主(失業等給付を受けている期間中の

場合は公共職業安定所又は地方運輸局の長)に提出すること。 

5 失業して失業等給付を受けようとする場合(離職時においては妊娠、出産、育児、疾病、

負傷、親族の看護等の理由により一定期間職業に就くことができない場合及び60歳以上の

定年等による離職後一定期間求職申込みをしないことを希望する場合であって、その後に

失業等給付を受けようとするときを含む。)は、離職後速やかに事業主を通じて公共職業安

定所より離職票の交付を受けること。 

  失業等給付を受ける場合の具体的手続については、離職票の第2面を参照すること。 

様
式
第
８
号
（
第
１
０
条
関
係
）

様式第8号(第10条関係) 

※ 

 

 

雇用保険被保険者証再交付申請書 

所長 次長 課長 係長 係 

          

 

申 請 者 

1． フリガナ                       2． 
1 男 

 

2 女 

3． 大 

昭 

平 

令 

年  月  日 
生
年
月
日 

氏 名 
  性

別 

4．住 所 又

は 居 所  

  郵 便 番 号 

― 

現に被保

険者とし

て雇用さ

れている

事業所 

5．名 称  

  電 話 番 号 

  

6．所 在 地  

  郵 便 番 号 

― 

最後に被

保険者と

して雇用

されてい

た事業所 

7．名 称  

  電 話 番 号 

  

8．所 在 地  

  郵 便 番 号 

― 

9．取 得 年 月 日        年   月   日 

10．被 保 険 者 番 号  
        

― 
            

― 
  ※ 

安定所
確認印 

  

11．被保険者証の滅失

又 は 損 傷 の 理 由  

  

雇用保険法施行規則第10条第3項の規定により上記のとおり雇用保険被保険者証の再交付を申請します。 

    令和  年  月  日 

        公共職業安定所長 殿 

 

申 請 者 氏 名                 

※ 再 交 付

年 月 日 
令和  年  月  日 ※備考 

  

注意 

1 被保険者証を損傷したことにより再交付の申請をする者は、この申請書に損傷した被保険者証を添えること。 

2 1欄には、滅失又は損傷した被保険者証に記載されていたものと同一のものを明確に記載すること。 

3 5欄及び6欄には、申請者が現に被保険者として雇用されている者である場合に、その雇用されている事業所の名

称及び所在地をそれぞれ記載すること。 

4 7欄及び8欄には、申請者が現に被保険者として雇用されている者でない場合に、最後に被保険者として雇用され

ていた事業所の名称及び所在地をそれぞれ記載すること。 

5 9欄には、最後に被保険者となったことの原因となる事実のあった年月日を記載すること。 

6 ※印欄には、記載しないこと。 

7 なお、本手続は電子申請による届出も可能です。詳しくは公共職業安定所までお問い合わせください。 
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様式第9号の2(第12条の2関係)(第1面) 

 

雇用継続交流採用終了届 

(必ず第2面の注意事項を読んでから記載してください。)  

  
帳票種別 

 

 
 
 
(

こ
の
用
紙
は
、
こ
の
ま
ま
機
械
で
処
理
し
ま
す
の
で
、
汚
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。) 

 

1．事業所番号 

 
 

2．被保険者番号 

 
 

3．姓(漢字)            4．名(漢字) 

 

 

5．フリガナ(カタカナ) 

 
 

6．生年月日 7．資格取得年月日 

 

 

 2 大正 3 昭和 

 4 平成 5 令和 
 

 3 昭和 4 平成 

 5 令和 

8．雇用継続交流採用開始年月日 

 

(4 平成 5 令和) 

9．雇用継続交流採用終了年月日 

 

(4 平成 5 令和)  

10．出向先官署コード 

 

※ 11．交流採用記録取消 

   

  

 

 01…内閣官房  02…内閣法制局 

 03…人事院   04…内閣府(宮内庁及び国家公安委員会を除く) 

 05…宮内庁   06…国家公安委員会 

 07…防衛省   08…総務省 

 09…法務省   10…外務省 

 11…財務省   12…文部科学省 

 13…厚生労働省 14…農林水産省 

 15…経済産業省 16…国土交通省 

 17…環境省   18…会計検査院 

 99…その他 

  

 

  12．(フリガナ)   13．  令和 

変 更 前 氏 名 

  

氏名変更年月日 年     月     日 

 

  雇用保険法施行規則第12条の2の規定により、上記のとおり届けます。 

       令和   年   月   日 

 

        公共職業安定所長 殿 

 

事業所名(所在地) 

 

電話番号 

 

事業主氏名                     

 

  

備

考 

  

 

  
社会保険

労 務 士

記 載 欄 

作成年月日・提出代行者・事務代理者の表示 氏 名 電 話 番 号 

      

 
※ 

所

長 

  
次

長 

  
課

長 

  
係

長 

  

係 

  
操
作
者 
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様式第9号の2(第12条の2関係)(第2面) 

 注 意  

1 この届は、被保険者が国と民間企業との間の人事交流に関する法律第21条第1項に規定する雇用継続交流採

用職員でなくなったときに、これを雇用する事業主が、当該事実のあった日の翌日から起算して10日以内に、

事業所の所在地を管轄する公共職業安定所の長に提出してください。 

2 この届の提出にあたっては、当該被保険者が雇用継続交流採用職員でなくなったことの事実及び雇用継続

交流採用職員であった期間を証明することができる書類を添えてください。 

3 届の記載について 

 (1) □□□□ で表示された枠(以下「記入枠」という。)に記入する文字は、光学式文字読取装置(OCR)

で直接読取を行うので、この用紙を汚したり、必要以上に折り曲げたりしないでください。 

 (2) 記載すべき事項のない欄は空欄のままとし、事項を選択する場合には該当番号を記入し、※印の付い

た欄又は記入枠には記載しないでください。 

 (3) 枠からはみださないように大きめのカタカナ、漢字(3欄、4欄及び12欄に限る。)又はアラビア数字の

標準字体により明瞭に記載してください。 

   この場合、カタカナの濁点及び半濁点は、1文字として取り扱い(例： 、 )、また、

「ヰ」及び「ヱ」は使用せず、それぞれ「イ」及び「エ」を使用してください。 

 (4) 1欄は、事業所番号が連続した10桁の構成である場合は、最初の4桁を最初の4つの枠内に、残りの6桁

を「 」に続く6つの枠内にそれぞれ記載し、最後の枠は空枠としてください。 

   2欄には、雇用保険被保険者資格取得等確認通知書又は雇用保険被保険者証に記載されている被保険者

番号を記載してください。 

   なお、被保険者番号が16桁(上下段で表示されている。)で構成されている場合は、下段の10桁のみを記

載してください。 

 (5) 3～5欄について、被保険者に氏名変更があった場合は、新氏名を記載するとともに、12欄及び13欄を

記載してください。 

   5欄は、被保険者の氏名をカタカナで記載し、姓と名の間は1枠空けてください。 

 (6) 6欄の元号は、該当するものの番号を記載し、年月日の年、月又は日が1桁の場合は、それぞれ10の位

の部分に「0」を付加して2桁で記載してください。(例：昭和51年2月2日→ ) 

 (7) 7欄には、雇用保険被保険者資格取得等確認通知書又は雇用保険被保険者証に記載されている資格取得

年月日を、6欄の場合と同様に記載してください。 

 (8) 8欄には、被保険者が雇用継続交流採用を開始した日を、6欄の場合と同様に記載してください。 

 (9) 9欄には、被保険者が雇用継続交流採用を終了した日を、6欄の場合と同様に記載してください。 

 (10) 10欄の官署コードは、該当する官署の番号を記載してください。 

 (11) 事業主の住所及び氏名欄には、事業主が法人の場合は、その主たる事務所の所在地及び法人の名称を

記載するとともに、代表者の氏名を付記してください。 

 

※ 公 共 職 業 安 定 所 記 載 欄 

  

確認通知  令和   年   月   日  
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様
式
第
１
０
号
（
第
１
３
条
関
係
）
（
第
１
面
）

様式第10号(第13条関係)(第1面) 

 

雇用保険被保険者転勤届 

(必ず第2面の注意事項を読んでから記載してください。) 

  帳票種別 

 

(

こ
の
用
紙
は
、
こ
の
ま
ま
機
械
で
処
理
し
ま
す
の
で
、
汚
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。) 

 
 

  

1．被保険者番号 2．生年月日   

 
 

2 大正 3 昭和 

4 平成 5 令和 
 

 

3．被保険者氏名 

 

フリガナ(カタカナ) 

 
 

 4欄は、被保険者が外国人の場合のみ記入してください。 

4．被保険者氏名(ローマ字)(アルファベット大文字で記入してください。) 

 
  被保険者氏名〔続き(ローマ字)〕 

 

 

 

 

5．資格取得年月日 

 

3 昭和 4 平成 

5 令和  

6．事業所番号 

 

7．転勤前の事業所番号 

 
 

8．転勤年月日 

 (4 平成 5 令和)  

9．転 勤 前 事 業 所

名 称 ・ 所 在 地 

  

  

 
  10．(フリガナ)   11．  令和 

変更前氏名 
  

氏名変更年月日 年     月     日 

 

12． 

備

考 

    

 

  雇用保険法施行規則第13条第1項の規定により上記のとおり届けます。 

令和   年   月   日         

 

事業主 

住 所 

 

氏 名 

 

電話番号 

 

 

 

公共職業安定所長 殿 

  

 

 
 

  
社会保険

労 務 士

記 載 欄 

作成年月日・提出代行
者・事務代理者の表示 

氏 名 電 話 番 号 ※ 

備

考 

    

      

  

※ 
所

長 

  
次

長 

  
課

長 

  
係

長 

  

係 

  
操
作
者 

    

確認通知 令和  年  月  日  

様
式
第
１
０
号
（
第
１
３
条
関
係
）
（
第
２
面
）

様式第10号(第13条関係)(第2面) 
 

 注 意  

1 帳票の提出に際しては、第1面に記載する届出に係る被保険者の既交付の雇用保険被保険者証及び雇用保険被保

険者資格喪失届を添付すること。 

2 □□□□で表示された枠(以下「記入枠」という。)に記入する文字は、光学式文字読取装置(OCR)で直接読取を

行うので、この用紙は汚したり、必要以上に折り曲げたりしないこと。 

3 記載すべき事項のない欄又は記入枠は空欄のままとし、事項を選択する場合には該当番号を記入し、※印のつい

た欄又は記入枠には記載しないこと。 

4 記入枠の部分は、枠からはみ出さないように大きめのカタカナ及びアラビア数字の標準字体により明瞭に記載す

ること。 

  この場合、カタカナの濁点及び半濁点は、1文字として取り扱い、また、「ヰ」及び「ヱ」は使用せず、それぞ

れ「イ」及び「エ」を使用すること。 

5 事業主の住所及び氏名欄には、事業主が法人の場合は、主たる事務所の所在地及び法人の名称を記載するととも

に、代表者の氏名を付記すること。 

6 1欄には被保険者証に記載されている被保険者番号を記載すること。 

  なお、被保険者番号が16桁(上下2段で表示されている。)で構成されている場合は、下段の10桁のみを記載する

こと。この場合、最初の4桁を最初の4つの枠内に、残りの6桁を「 」に続く6つの枠内に記載し、最後の枠は空

枠とすること。 

  (例： 
 
→  ) 

7 2欄の元号は、該当するものの番号を記載し、年月日の年、月又は日が1桁の場合は、それぞれ10の位の部分に「0」

を付加して2桁で記載すること。 

  (例：昭和51年5月6日→  ) 

8 3欄のフリガナ欄には、その者の氏名をカタカナで記載し、姓と名の間は1枠空けること。 

  被保険者に氏名変更があった場合は、新氏名を記載するとともに、10欄及び11欄を記載すること。 

9 4欄には在留カードに記載されている順にローマ字氏名を記載すること。 

10 5欄には資格取得年月日を記載すること。なお、年、月又は日が1桁の場合は、それぞれ10の位の部分に「0」を

付加して2桁で記載すること。 

  (例：平成10年3月1日→  ) 

11 6欄については、当該被保険者が8欄の日に所属する、当該届出を行う事業所の事業所番号を記載すること。事

業所番号が10桁の構成である場合は、最初の4桁を最初の4つの枠内に、残りの6桁を「 」に続く6つの枠内にそれ

ぞれ記載し、最後の枠は空枠とすること。 

12 7欄は転勤前の事業所の事業所番号を記載すること。なお、事業所番号が10桁の構成である場合の記載について

は上記11と同様とすること。 

13 8欄は転勤の年月日を記載すること。なお、年、月又は日が1桁の場合は、上記10のなお書きと同様に記載する

こと。 

14 9欄には7欄に記載した事業所の事業所名称及び所在地を記載すること。 

15 本手続は電子申請による届出も可能であること。 

  なお、本手続について、社会保険労務士が電子申請により本届書の提出に関する手続を事業主に代わって行う

場合には、当該社会保険労務士が当該事業主の提出代行者であることを証明することができるものを本届書の提

出と併せて送信することをもって、当該事業主の電子署名に代えることができます。 
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様
式
第
１
０
号
の
２
（
第
１
４
条
、
第
６
５
条
の
６
、
第
６
５
条
の
１
１
、
附
則
第
１
条
の
３
関
係
）
（
第
１
面
）

様式第10号の2(第14条、第65条の6、第65条の11、附則第1条の3関係)(第1面) 

■ ■ 

                個人番号登録・変更届 
標準
字体  

(必ず第2面の注意事項を読んでから記載してください。) 
 

  帳票種別 

 

1．届出区分 

 
 
 
(

こ
の
用
紙
は
、
こ
の
ま
ま
機
械
で
処
理
し
ま
す
の
で
、
汚
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。) 

 
 

1 新規 
2 変更 

2．個人番号 

 

3．変更前個人番号 

 
 

4．被保険者番号 

 

日雇労働被保険者番号 

 
 

5．氏名(カタカナ) 6．性別 

 
  

1 男 
2 女 

 7欄は、被保険者が外国人の場合のみ記入してください。 

7．被保険者氏名(ローマ字)(アルファベット大文字で記入してください。) 

 
 

 被保険者氏名〔続き(ローマ字)〕 

 

 

8．生年月日 

 
 

2 大正 3 昭和 
4 平成 5 令和 

9．事業所名 

 

  

10．(フリガナ)   11． 

氏名変更年月日 

令和 

変 更 前 氏 名 
  

   年   月   日 

メモ欄 

    

 雇用保険法施行規則第14条・第65条の6・第65条の11・附則第1条の3の規定により上記のとおり雇用保険被保険者の個人番号について届けます。 

  

 事業主

又は 

本人 

住 所 
   

 令和   年   月   日 

 

  公共職業安定所長 殿 

氏 名 

電 話 番 号 
※ 

備

考 

    

社会保険
労 務 士
記 載 欄 

作成年月日・提出代行者
・事務代理者の表示 

氏 名 電 話 番 号   

      

  

※ 
所

長 

  次

長 

  課

長 

  係

長 

  

係 

  操
作
者 

  

■ 

 

様
式
第
１
０
号
の
２
（
第
１
４
条
、
第
６
５
条
の
６
、
第
６
５
条
の
１
１
、
附
則
第
１
条
の
３
関
係
）
（
第
２
面
）

様式第10号の2(第14条、第65条の6、第65条の11、附則第1条の3関係)(第2面) 

 注 意  

1 □□□□で表示された枠(以下「記入枠」という。)に記入する文字は、光学式文字読取

装置(OCR)で直接読取を行うので、この用紙は汚したり、必要以上に折り曲げたりしない

こと。 

2 記載すべき事項のない欄又は記入枠は空欄のままとし、事項を選択する場合には該当番

号を記載し、※印のついた欄又は記入枠には記載しないこと。 

3 記入枠の部分は、枠からはみださないように大きめのカタカナ及びアラビア数字の標準

字体により明瞭に記載すること。 

 この場合、カタカナの濁点及び半濁点は、1文字として取り扱い(例：ガ→ 、パ→ )、

また「ヰ」及び「ヱ」は使用せず、それぞれ「イ」及び「エ」を使用すること。 

4 1欄には、新規に個人番号を登録する場合は「1」を、登録した個人番号を変更する場合

は「2」を記載すること。 

5 2欄には、必ず番号確認と身元確認の本人確認を行った上で、個人番号(マイナンバー)

を記載すること。 

6 個人番号(マイナンバー)の変更を届け出る場合は、2欄には、必ず番号確認と身元確認

の本人確認を行った上で、変更後の個人番号(マイナンバー)を記載し、3欄には変更前の

個人番号(マイナンバー)を記載すること。 

7 4欄には、雇用保険被保険者証に記載されている被保険者番号を記載すること。なお、

被保険者番号が16桁(2段／上6桁・下10桁)で記載されている場合は、下段の10桁について

左詰めで記載し、最後の枠を空枠とすること。 

8 5欄には、氏名をカタカナで記載し、姓と名の間は1枠空けること。 

  被保険者に氏名変更があった場合は、新氏名を記載するとともに、10欄及び11欄にも

記載すること。 

9 6欄には、該当するものの番号を記載すること。 

10 7欄には、在留カードに記載されている順にローマ字氏名を記載すること。 

11 8欄には、元号の該当するものの番号を記載し、年月日の年、月又は日が1桁の場合は、

それぞれ10の位の部分に「0」を付加して2桁で記載すること。 

 (例：平成28年1月1日→ ) 

12 事業主の住所及び氏名欄には、事業主が法人の場合は、その主たる事業所の所在地及

び法人の名称を記載するとともに、代表者の氏名を付記すること。 

 

 

事業主の方へのお願い 

  被保険者の方から個人番号(マイナンバー)を取得する際は、①正しい番号であるこ

との確認(番号確認)と②正しい番号の持ち主であることの確認(身元確認)の本人確

認を必ず行ってください。 
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様
式
第
１
０
号
の
２
の
２
（
第
１
４
条
の
２
、
第
１
４
条
の
３
、
第
６
５
条
の
１
２
関
係
）

様式第10号の2の2(第14条の2、第14条の3、第65条の12関係) 

雇用保険被保険者 
休 業 開 始 時 賃 金 月 額 証 明 書 

(安定所提出用) (介護・育児) 
所定労働時間短縮開始時賃金証明書 

 

① 

被保険者番号 
        ―             ―   ③ フ リ ガ ナ   ④休 業 等 を

開始した日の

年 月 日 

年 

令和 

月 日 

② 

事業所番号 
        ―             ―   休業等を開始した者の氏名 

  

⑤ 名 称 

事業所所在地 

電話番号 

  

⑥休 業 等 を

開始した者の

住所又は居所 

〒 

電話番号(    )     ― 

この証明書の記載は、事実に相違ないことを証明します。 

    住所 

事業主 

    氏名 

休業等を開始した日前の賃金支払状況等 

⑦休業等を開始した日の前日に

離職したとみなした場合の被保

険者期間算定対象期間 

⑧ 

⑦の期

間にお

ける賃

金支払

基礎日

数 

⑨ 

賃 金 支 払 対 象 期 間 

⑩ 

⑨ の

基 礎

日 数 

⑪ 

賃 金 額 

⑫ 

備 考 

A B 計 
休業等を開始した日 月 日   

月  日～ 
休業等を開始した
日の前日 

日 月  日～ 
休業等を開始した
日の前日 

日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

⑬賃金に

関 す る

特記事項 

  

  
休 業 開 始 時 賃 金 月 額 証 明 書 

受理 
所定労働時間短縮開始時賃金証明書 

令和   年   月   日 

(受理番号        号) 

⑭(休業開始時における)雇用期間  イ 定めなし   ロ 定めあり → 令和   年   月   日まで(休業開始日を含めて   年   カ月) 

※
公
共
職
業
安
定
所
記
載
欄 

  

 雇用保険法施行規則第14条の3第1項の規定により被保険者の介護又は育児のための休業又は所定労働時間短縮開始時の賃金の届出を行う場合は、当該賃金の支払の状

況を明らかにする書類を添えてください。 

 本手続は電子申請による申請が可能です。 

 なお、本手続について、社会保険労務士が事業主の委託を受け、電子申請により本届書の提出に関する手続を行う場合には、当該社会保険労務士が当該事業主から委

託を受けた者であることを証明するものを本届書の提出と併せて送信することをもって、当該事業主の電子署名に代えることができます。 

社会保険

労 務 士

記 載 欄 

作成年月日・提出代行者・事務代理者の表示 氏 名 電 話 番 号   ※ 所長 次長 課長 係長 係 

  
  

            

   

様
式
第
１
０
号
の
３

様式第10号の3 

雇用保険被保険者 
休 業 開 始 時 賃 金 月 額 証 明 票 

(本人手続用) (介護・育児) 
所定労働時間短縮開始時賃金証明票 

 

① 

被保険者番号 
        ―             ―   ③ フ リ ガ ナ   ④休 業 等 を

開始した日の

年 月 日 

年 

令和 

月 日     

② 

事業所番号 
        ―             ―   休業等を開始した者の氏名 

  

⑤ 名 称 

事業所所在地 

電話番号 

  

⑥休 業 等 を

開始した者の

住所又は居所 

〒 

電話番号(   )    ― 

 

    住所 

事業主 

    氏名 

この雇用保険被保険者休業開始時賃金月額証明票又は雇用保

険被保険者所定労働時間短縮開始時賃金証明票は、休業等を

開始した日前の賃金支払状況等を記したものである。 

 

公共職業安定所長 印  

休業等を開始した日前の賃金支払状況等 

⑦休業等を開始した日の前日に

離職したとみなした場合の被保

険者期間算定対象期間 

⑧ 

⑦の期

間にお

ける賃

金支払

基礎日

数 

⑨ 

賃 金 支 払 対 象 期 間 

⑩ 

⑨ の

基 礎

日 数 

⑪ 

賃 金 額 

⑫ 

備 考 

A B 計 

休業等を開始した日 月 日   

月  日～ 
休業等を開始した

日の前日 
日 月  日～ 

休業等を開始した

日の前日 
日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

必
ず
裏
面
を
よ
く
読
ん
で
下
さ
い 

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

月  日～  月  日 日 月  日～  月  日 日         

⑬賃金に

関 す る

特記事項 

  

  
休 業 開 始 時 賃 金 月 額 証 明 票 

受理 
所定労働時間短縮開始時賃金証明票 

令和   年   月   日 

(受理番号        号) 

⑭(休業開始時における)雇用期間  イ 定めなし   ロ 定めあり → 令和   年   月   日まで(休業開始日を含めて   年   カ月) 

※
公
共
職
業
安
定
所
記
載
欄 

  

  

 注意 
 1 被保険者本人が介護休業給付の支給申請手続又は育児休業給付の受給資格の確認手続を行う場合は、事業主はこの休業開始時賃金月額証明票(本人手続用)を速

やかに本人に交付すること。 
 2 その場合、介護休業を開始した被保険者は、介護休業給付金支給申請書にこの休業開始時賃金月額証明票(本人手続用)を添えて、事業所管轄安定所に支給申請

手続を行うこと。また、育児休業を開始した被保険者は、この休業開始時賃金月額証明票(本人手続用)に育児休業給付受給資格確認票を添えて、雇用されている
事業所の所在地を管轄する公共職業安定所(以下「事業所管轄安定所」という。)に速やかに提出すること。 

 3 被保険者が賃金日額特例措置対象予定者である場合は、事業主は離職票とともに、この所定労働時間短縮開始時賃金証明票を速やかに本人に交付すること。 
 4 その場合、賃金日額特例措置対象予定者は、事業主から交付された離職票とともに、この所定労働時間短縮開始時賃金証明票を本人の住所又は居所を管轄する

公共職業安定所に提出すること。 
 5 この休業開始時賃金月額証明票又は所定労働時間短縮開始時賃金証明票(本人手続用)を滅失し、又は損傷したときは、交付を受けた事業所管轄安定所に申し出

ること。 
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様
式
第
１
０
号
の
４
（
第
１
７
条
の
２
関
係
）

様式第10号の4(第17条の2関係) 

未 支 給 失 業 等 給 付 請 求 書 

1．死 亡 し た 者 

氏 名   
支 給 番 号   

被保険者番号   

死 亡 の 当 時

の 住 所 又 は 居 所 
  

死 亡 年 月 日  令和    年    月    日 

2．請 求 者 

氏 名 ( カ ナ )   

氏 名   

個 人 番 号   

生 年 月 日 
昭和 平成 

令和 
    年     月     日 性 別   

住 所 又 は 居 所   

死 亡 し た 者 と の 関 係   

3．請求する失業等

給 付 等 の 種 類 

基本手当・技能習得手当・寄宿手当・傷病手当・高年齢求職者給付金・特例一時金・日雇労働求職者給付金・就業手当・

再就職手当・就業促進定着手当・常用就職支度手当・移転費・求職活動支援費・教育訓練給付金・教育訓練支援給付金・

高年齢雇用継続基本給付金・高年齢再就職給付金・介護休業給付金・育児休業給付金・出生時育児休業給付金 

 上記により未支給の失業等給付又は育児休業給付の支給を請求します。 

  令和   年   月   日 

公共職業安定所長 

地 方 運 輸 局 長 
殿 請求者氏名 

※公 共 職 業 安 定 所 又 は

地 方 運 輸 局 記 載 欄 
  

  
所
属
長 

  
次

長 

  
課

長 

  
係

長 

  係   

注意 

 1 この請求書は、受給資格者、高年齢受給資格者、特例受給資格者、日雇労働求職者給付金の支給を受けることができる者、教育訓練給付

金若しくは教育訓練支援給付金の支給を受けることができる者若しくは雇用継続給付の支給を受けることができる者又は育児休業給付の支

給を受けることができる者(以下「受給資格者等」という。)が死亡した日の翌日から起算して6か月以内に、原則として死亡した受給資格者

等の死亡の当時の住所又は居所を管轄する公共職業安定所又は地方運輸局の長(ただし、教育訓練給付金、教育訓練支援給付金、高年齢雇用

継続基本給付金、高年齢再就職給付金、介護休業給付金、育児休業給付金、出生時育児休業給付金は公共職業安定所の長に限る。)に提出す

ること。 

 2 2の個人番号欄には請求者の個人番号を記載してください。 

 3 2の生年月日欄については、該当する年号を○で囲むこと。 

 4 3欄については、請求しようとする失業等給付等を○で囲むこと。 

 5 この請求書には、受給資格者証、高年齢受給資格者証、特例受給資格者証又は被保険者手帳のほか次の書類を添えること。ただし、(4)か

ら(19)までの書類については、死亡した受給資格者等が既に提出している場合は、添える必要がないこと。 

  (1) 死亡の事実及び死亡の年月日を証明できる書類……死亡診断書等 

  (2) 請求者と死亡した受給資格者等との続柄を証明することができる書類……戸籍謄本等 

  (3) 請求者が死亡した受給資格者等と生計を同じくしていたことを証明することができる書類……住民票の謄本等 

  (4) 基本手当、高年齢求職者給付金又は特例一時金を請求するとき……失業認定申告書 

  (5) 技能習得手当又は寄宿手当を請求するとき……公共職業訓練等受講証明書 

  (6) 傷病手当を請求するとき……傷病手当支給申請書 

  (7) 就業手当を請求するとき……就業手当支給申請書 

  (8) 再就職手当を請求するとき……再就職手当支給申請書 

  (9) 就業促進定着手当を請求するとき……就業促進定着手当支給申請書 

  (10) 常用就職支度手当を請求するとき……常用就職支度手当支給申請書 

  (11) 移転費を請求するとき……移転費支給申請書 

  (12) 求職活動支援費を請求するとき……求職活動支援費支給申請書 

  (13) 教育訓練給付金を請求するとき……教育訓練給付金支給申請書、教育訓練給付金(第101条の2の7第2号関係) 

     支給申請書又は、教育訓練給付金(第101条の2の7第3号関係)支給申請書 

  (14) 教育訓練支援給付金を請求するとき……教育訓練支援給付金受講証明書 

  (15) 高年齢雇用継続基本給付金、高年齢再就職給付金を請求するとき……高年齢雇用継続基本給付支給申請書 

  (16) 介護休業給付金を請求するとき……介護休業給付金支給申請書 

  (17) 育児休業給付金を請求するとき……育児休業給付受給資格確認票・(初回)育児休業給付金支給申請書又は育児休業給付金支給申請書 

  (18) 出生時育児休業給付金を請求するとき……育児休業給付受給資格確認票・出生時育児休業給付金支給申請書 

  (19) その他必要な書類 

 6 請求者氏名を記載すること。 

 7 ※印欄には、記載しないこと。 

様
式
第
１
１
号
（
第
１
７
条
の
２
関
係
）
（
第
１
面
、
第
２
面
）

様式第11号(第17条の2関係)(第1面、第2面) 

(第1面) 
雇用保険受給資格者証 

1．支 給 番 号 2．氏 名 

    

3．被 保 険 者 番 号 4．性 別 5．離職時年齢 6．生 年 月 日 7．求 職 番 号 

          

8．住 所 又 は 居 所 

  

9．支払方法(記号(口座)番号―金融機関名―支店名) 

  

 
10．資 格 取 得 年 月 日 11．離 職 年 月 日 12．離 職 理 由 

      

13．60 歳 到 達 時 賃 金 日 額 14．離 職 時 賃 金 日 額 15．給 付 制 限 

      
 

16．求 職 申 込 年 月 日 17．認 定 日 18．受 給 期 間 満 了 年 月 日 

      

19．基 本 手 当 日 額 20．所 定 給 付 日 数 21．通 算 被 保 険 者 期 間 

      

22．離 職 前 事 業 所 名 

  

23．再 就 職 手 当 支 給 歴 24．特 殊 表 示 (災 害 時、 一 括、 巡 相、 市 町 村) 

    

安定所連絡メッセージ1 

安定所連絡メッセージ2 

管轄公共職業安定所又は
管轄地方運輸局所在地 

 
公共職業安定所長   

電話番号                        交付   年  月  日 
 

折 り 曲 げ 線 

注 意 事 項 
1 この証は、第1面の受給期間満了年月日までは大切に保管してくださ
い。もし、この証を滅失したり、損傷したときは、速やかに申し出て再
交付を受けてください。なお、この証は、折り曲げ線以外では折り曲げ
ないでください。 

2 失業の認定、又は失業等給付を受けようとするときは、この証を失業
認定申告書その他関係書類に添えて原則として管轄公共職業安定所又
は管轄地方運輸局の長に提出してください。 

3 あなたが口座振込受給資格者である場合、支給金額欄の金額を、あら
かじめ指定された金融機関の預貯金口座に振込む手続を、失業認定日に
行いますので、その金融機関から支払を受けてください。この場合、そ
の金融機関から支払を受けることができる日が、基本手当の支給日とな
ります。 

4 定められた失業の認定日に来所しないときは、基本手当の支給を受け
ることができなくなることがあります。 

5 失業の認定を受けようとする期間中に就職した日があったとき、又は
自己の労働によって収入を得たときは、その旨を必ず届け出てくださ
い。 

6 偽りその他不正の行為によって失業等給付を受けたり、又は受けよう
としたときは、以後失業等給付を受けることができなくなるばかりでな
く、不正受給した金額の返還と更にそれに加えて一定の金額の納付を命
ぜられ、また、処罰される場合があります。 

7 氏名又は住所若しくは居所を変更したときは、その後最初に来所した
失業の認定日に届書を提出してください。 

8 第1面に書かれている所定給付日数は、受給期間満了年月日までの間
に基本手当(傷病手当)の支給を受けることができる最大限の日数です。 

9 失業等給付に関する処分又は上記6の返還若しくは納付を命ずる処分
について不服があるときは、その処分があったことを知った日の翌日か
ら起算して3箇月以内に      雇用保険審査官に対して審査請求
をすることができます。 

10 雇用保険について分からないことがあった場合には、公共職業安定
所又は地方運輸局の窓口で御相談ください。 

 雇用保険説明会    年  月  日 出席済 

 
 
 
   被保険者番号 

(バーコード貼付欄) 

 

 

   求職番号 

  

(バーコード貼付欄) 

 

 

   支給番号 

(第2面) 

2021．9  
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様
式
第
１
１
号
（
第
１
７
条
の
２
関
係
）
（
第
３
面
、
第
４
面
）

様式第11号(第17条の2関係)(第3面、第4面) 

  写真欄 

 

 

3×2.4  

(第3面)  

  支給番号           氏名 

 

                                    

 
 

処理状況 

行数 処 理 月 日 認 定 ( 支 給 ) 期 間 日数 種 類 支 給 金 額 残日数 備 考 

1               

2               

3               

4               

5               

6               

7               

8               

9               

10               

11               

12               

13               

14               

15               

16               

17               

18               

19               

20               

折 り 曲 げ 線 

行数 処 理 月 日 認 定 ( 支 給 ) 期 間 日数 種 類 支 給 金 額 残日数 備 考 

21               

22               

23               

24               

25               

26               

27               

28               

29               

30               

31               

32               

33               

34               

35               

36               

37               

38               

39               

40               

41               

42               

43               

44               
 
  

種
類 

特定職種受講手当 特定受講手当 

 種
類 

早期再就職支援金 早期再就職  

常用就職支度金 常用支度金 常用就職支度手当 常用就職手当   
未支給 

各種類の頭に(未)を

付す。 

(第4面)  

早期再就職者支援金 早期支援 求職活動支援費 求職支援費 

追給 
各種類又は(未)の頭

に(追)を付す。 早期就業支援金 早期就業 就業促進定着手当 就業定着手当 
 

様
式
第
１
１
号
の
２
（
第
１
７
条
の
２
関
係
）
（
第
１
面
、
第
２
面
）

様式第11号の2(第17条の2関係)(第1面、第2面) 

雇用保険高年齢受給資格者証       (第1面) 

 
1．支 給 番 号 2．氏 名 

    

3．被 保 険 者 番 号 4．性 別 5．離職時年齢 6．生 年 月 日 7．求 職 番 号 

          

8．住 所 又 は 居 所 

  

9．支払方法(記号(口座)番号―金融機関名―支店名) 

  

 
10．資 格 取 得 年 月 日 11．離 職 年 月 日 12．離 職 理 由 

      

13．離 職 時 賃 金 日 額 14．給 付 制 限 

    
 

15．求 職 申 込 年 月 日 16．認 定 予 定 月 日 17．受 給 期 限 年 月 日 

      

18．基 本 手 当 日 額 19．所 定 給 付 日 数 20．通 算 被 保 険 者 期 間 

      

21．離 職 前 事 業 所 名 

  

22．特 殊 表 示 (災 害 時、 一 括、 巡 相、 市 町 村) 

  

安定所連絡メッセージ1 

安定所連絡メッセージ2 

管轄公共職業安定所又は

管轄地方運輸局所在地 

 

公共職業安定所長   

電話番号                          交付   年  月  日 

 

折 り 曲 げ 線 

注 意 事 項 
1 この証は、第1面に書かれている受給期限年月日までは大切に保管し
てください。もし、この証を滅失したり、損傷したときは、速やかに申
し出て再交付を受けてください。なお、この証は、折り曲げ線以外では
折り曲げないでください。 

2 失業の認定、又は失業等給付を受けようとするときは、この証を高年
齢受給資格者失業認定申告書その他関係書類に添えて原則として管轄
公共職業安定所又は管轄地方運輸局の長に提出してください。 

3 あなたが口座振込高年齢受給資格者である場合、支給金額合計欄の金
額を、あらかじめ指定された金融機関の預貯金口座に振込む手続を、失
業認定日に行いますので、その金融機関から支払を受けてください。こ
の場合、その金融機関から支払を受けることができる日が、高年齢求職
者給付金の支給日となります。 

4 定められた失業の認定日に来所しないときは、高年齢求職者給付金の
支給を受けることができなくなることがあります。 

5 偽りその他不正の行為によって失業等給付を受けたり、又は受けよう
としたときは、以後失業等給付を受けることができなくなるばかりでな
く、不正受給した金額の返還と更にそれに加えて一定の金額の納付を命
ぜられ、また、処罰される場合があります。 

6 氏名又は住所若しくは居所を変更したときは、失業の認定日に届書を
提出してください。 

7 失業等給付に関する処分又は上記5の返還若しくは納付を命ずる処分
について不服があるときは、その処分があったことを知った日の翌日か
ら起算して3箇月以内に      雇用保険審査官に対して審査請求
をすることができます。 

8 以上のほか、雇用保険について分からないことがあった場合には、公
共職業安定所又は地方運輸局の窓口で御相談ください。 

 

 

 

 

 

 雇用保険説明会    年  月  日 出席済 

 

 

 

   被保険者番号 

(バーコード貼付欄) 

 

 

   求職番号 

  

(バーコード貼付欄) 

 

 

   支給番号 

(第2面) 

2021．9   
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様
式
第
１
１
号
の
２
（
第
１
７
条
の
２
関
係
）
（
第
３
面
、
第
４
面
）

様式第11号の2(第17条の2関係)(第3面、第4面) 

  写真欄 

 

 

3×2.4  

(第3面)  

  支給番号           氏名 

 

                                     

 
 

処理状況 

行数 処 理 月 日 認 定 ( 支 給 ) 期 間 日数 種 類 支 給 金 額 残日数 備 考 

1               

2               

3               

4               

5               

6               

7               

8               

9               

10               

11               

12               

13               

14               

15               

16               

17               

18               

19               

20               

折 り 曲 げ 線 

行数 処 理 月 日 認 定 ( 支 給 ) 期 間 日数 種 類 支 給 金 額 残日数 備 考 

21               

22               

23               

24               

25               

26               

27               

28               

29               

30               

31               

32               

33               

34               

35               

36               

37               

38               

39               

40               

41               

42               

43               

44               
 
  

種
類 

高年齢求職者給付金 高年齢給付金 

 

 

常用就職支度手当 常用就職手当 未支給 各種類の頭に(未)を付す。 

(第4面)  求職活動支援費 求職支援費 追給 各種類又は(未)の頭に(追)を付す。 

 

様
式
第
１
１
号
の
３
（
第
１
７
条
の
２
関
係
）
（
第
１
面
、
第
２
面
）

様式第11号の3(第17条の2関係)(第1面、第2面) 

雇用保険特例受給資格者証       (第1面) 

 
1．支 給 番 号 2．氏 名 

    

3．被 保 険 者 番 号 4．性 別 5．離職時年齢 6．生 年 月 日 7．求 職 番 号 

          

8．住 所 又 は 居 所 

  

9．支払方法(記号(口座)番号―金融機関名―支店名) 

  

 
10．資 格 取 得 年 月 日 11．離 職 年 月 日 12．離 職 理 由 

      

13．60 歳 到 達 時 賃 金 日 額 14．離 職 時 賃 金 日 額 15．給 付 制 限 

      
 

16．求 職 申 込 年 月 日 17．認 定 予 定 月 日 18．受 給 期 限 年 月 日 

      

19．基 本 手 当 日 額 20．所 定 給 付 日 数 21．通 算 被 保 険 者 期 間 

      

22．離 職 前 事 業 所 名 

  

23．特 殊 表 示 (災 害 時、 一 括、 巡 相、 市 町 村) 

  

安定所連絡メッセージ1 

安定所連絡メッセージ2 

管轄公共職業安定所又は

管轄地方運輸局所在地 

 

公共職業安定所長   

電話番号                          交付   年  月  日 

 

折 り 曲 げ 線 

注 意 事 項 
1 この証は、第1面に書かれている受給期限年月日までは大切に保管し
てください。もし、この証を滅失したり、損傷したときは、速やかに申
し出て再交付を受けてください。なお、この証は、折り曲げ線以外では
折り曲げないでください。 

2 失業の認定、又は失業等給付を受けようとするときは、この証を特例
受給資格者失業認定申告書その他関係書類に添えて原則として管轄公
共職業安定所又は管轄地方運輸局の長に提出してください。 

3 あなたが口座振込特例受給資格者である場合、支給金額合計欄の金額
を、あらかじめ指定された金融機関の預貯金口座に振込む手続を、失業
認定日に行いますので、その金融機関から支払を受けてください。この
場合、その金融機関から支払を受けることができる日が、特例一時金の
支給日となります。 

4 定められた失業の認定日に来所しないときは、特例一時金の支給を受
けることができなくなることがあります。 

5 偽りその他不正の行為によって失業等給付を受けたり、又は受けよう
としたときは、以後失業等給付を受けることができなくなるばかりでな
く、不正受給した金額の返還と更にそれに加えて一定の金額の納付を命
ぜられ、また、処罰される場合があります。 

6 氏名又は住所若しくは居所を変更したときは、失業の認定日に届書を
提出してください。 

7 失業等給付に関する処分又は上記5の返還若しくは納付を命ずる処分
について不服があるときは、その処分があったことを知った日の翌日か
ら起算して3箇月以内に      雇用保険審査官に対して審査請求
をすることができます。 

8 以上のほか、雇用保険について分からないことがあった場合には、公
共職業安定所又は地方運輸局の窓口で御相談ください。 

 

 

 

 

 

 雇用保険説明会    年  月  日 出席済 

 

 

 

   被保険者番号 

(バーコード貼付欄) 

 

 

   求職番号 

  

(バーコード貼付欄) 

 

 

   支給番号 

(第2面) 

2021．9  
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様
式
第
１
１
号
の
３
（
第
１
７
条
の
２
関
係
）
（
第
３
面
、
第
４
面
）

様式第11号の3(第17条の2関係)(第3面、第4面) 

  写真欄 

 

 

3×2.4  

(第3面)  

  支給番号           氏名 

 

                                    

 
 

処理状況 

行数 処 理 月 日 認 定 ( 支 給 ) 期 間 日数 種 類 支 給 金 額 残日数 備 考 

1               

2               

3               

4               

5               

6               

7               

8               

9               

10               

11               

12               

13               

14               

15               

16               

17               

18               

19               

20               

折 り 曲 げ 線 

行数 処 理 月 日 認 定 ( 支 給 ) 期 間 日数 種 類 支 給 金 額 残日数 備 考 

21               

22               

23               

24               

25               

26               

27               

28               

29               

30               

31               

32               

33               

34               

35               

36               

37               

38               

39               

40               

41               

42               

43               

44               
 
  

種
類 

常用就職支度金 常用支度金   未支給 各種類の頭に(未)を付す。 

(第4面)  
常用就職支度手当 常用就職手当 

追給 各種類又は(未)の頭に(追)を付す。 求職活動支援費 求職支援費 

 

様
式
第
１
１
号
の
４
（
第
１
７
条
の
２
関
係
）

様式第11号の4(第17条の2関係) 

(表 紙) 

 

(日本工業規格A列6) 

  

  

写 真 

      

  

  登

録

印 

          

雇 用 保 険 被 保 険 者 手 帳 

  被保険者番号   手帳交付番号     

手帳登録番号   

氏

名 

  

性 別 生 年 月 日 年 齢 有効

期間 

初日 ．  ． 

  ．  ．   末日 ．  ． 

住

所 

  

  

令和   年   月   日 交付 

公共職業安定所長 印     

 

所在地 
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(第1頁(表紙の裏)) 

 

  

  

資 格 継 続 認 可 状 況 
  

  

登 録 安 定 所 名 手 帳 登 録 番 号 登 録 印 

          

          

          

          

備 考 

  

  

 

(第2頁から第4頁まで) 

 

  

  

手帳シ－ル貼付欄 
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(第5頁から第27頁までの奇数の頁) 

 

    (  月分)            印 紙 貼 付 (納付印押なつ) 

  1 日 2 日 3 日 4 日 5 日   

     

8 日 9 日 10 日 11 日 12 日 

     

15 日 16 日 17 日 18 日 19 日 

     

22 日 23 日 24 日 25 日 26 日 

     

29 日 30 日 31 日 ※貼付印紙数 

(押なつ納付

印数) 

  

   

  

1級 枚(回) 

2級 枚(回) 

3級 枚(回) 

計  枚(回) 

取扱者 印 

  

 

(第6頁から第28頁までの偶数の頁) 

 

    台 帳                支 給 台 帳 

  6 日 7 日   
普 通 給 付 特 例 給 付 

  

  
不
就
労
確
認 

1 4 

2 5 

3 6 
13 日 14 日 

  
認 定 給 付 の 記 録 

1 10 

2 11 

20 日 21 日 
3 12 

  
4 13 

5 14 

6 15 
27 日 28 日 

  
7 16 

8 17 

9   

  
  

普
通
給
付
関
係 

  1級 2級 3級 給付金日額 

特
例
給
付
関
係 

前月までの

支 給 日 数 
日分 

  

前 月 
      

円 

今 月 の

支 給 日 数 
日分 

前々月 
      

支 給 日 数 

計 日分 計 
      

日分まで 
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(第29頁) 

 

    この手帳を交付する月前9月間における 

  貼付印紙数(押なつ納付印数)等の状況 取扱

者印 

    

年

月 

貼 付 印 紙 数 

(押なつ納付印数) 

支給した求職者

給付金の日数 

1級 2級 3級 計 普 通 特 例 

・ 枚(回) 枚(回) 枚(回) 枚(回) (日分) (日分) 

・             

・             

・             

・             

・             

・             

・             

・             

備

考 

  

  

 

(第30頁) 

 

特 例 給 付 に 関 す る 記 録 

  特例給付申出年月日 ・  ・ ・  ・   

基 礎 期 間 ・ ～ ・ ・ ～ ・ 

基礎期間内にお

ける貼付印紙数 

(押なつ納付印

数) 

1級 枚(回) 枚(回) 

2級 枚(回) 枚(回) 

3級 枚(回) 枚(回) 

計 枚(回) 枚(回) 

求職者給付金の日額 円 円 

受 給 期 間 
自    ・ 

至    ・ 

自    ・ 

至    ・ 

失業の認定日・支給日     

管轄公共職業安定所名 

印 印 

備 考 
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(裏 面) 

 

  

  
被 保 険 者 の 注 意 

 1 この手帳により求職者給付金の支給を受けようとするときは、公

共職業安定所(厚生労働省組織規則第793条の規定により当該事務を

取り扱わない公共職業安定所を除く。)(特例給付の支給を受けよう

とするときは、住所又は居所を管轄する公共職業安定所)又は船員職

業安定法施行規則第2条に規定する地方運輸局に出頭し、この手帳

を提出すること。 

 2 就業するときは、就業前にこの手帳を事業主に提出すること。 

 3 賃金の支払を受けるときは、この手帳に事業主から雇用保険印紙

の貼付(印紙保険料納付計器により印紙保険料を納付する事業主か

らは、納付印の押なつ)を受けること。なお、必要があるときは、い

つでも事業主にこの手帳の返付を請求することができること。 

 4 この手帳は、求職者給付金の支給を受けるために必要なものであ

るから、大切に保管すること。 

 5 偽りその他不正の行為により求職者給付金の支給を受けたり、又

は受けようとした場合には、一定期間求職者給付金を受けることが

できなくなるほか、その返還及びその2倍の額以下の金額の納付を

命ぜられ、又は詐欺罪等で処罰されることがあること。 

 6 この手帳による求職者給付金の支給に関する処分又は偽りその他

不正の行為により支給を受けた求職者給付金の返還若しくはその額

に相当する額以下の金額の納付を命ずる処分について不服があると

きは、当該処分があったことを知った日の翌日から起算して3箇月

以内に当該処分を行った公共職業安定所又は地方運輸局の所在地の

都道府県労働局に置かれている雇用保険審査官に対して審査請求を

することができること。 

事 業 主 の 注 意 

 1 事業主は、この手帳の交付を受けた被保険者を雇用した場合は、

その者に支払う賃金が11,300円以上のときは第1級雇用保険印紙

(176円)を、8,200円以上11,300円未満のときは第2級雇用保険印紙(1

46円)を、8,200円未満のときは第3級雇用保険印紙(96円)を賃金支払

時にこの手帳の当該日欄に貼付し、消印すること。 

 2 消印は、あらかじめ事業所の所在地の公共職業安定所に届け出た

印を印紙貼付(納付印押なつ)台帳の日欄のU印の箇所に割印するよ

うに押すこと。 

 3 印紙保険料納付計器により印紙保険料を納付する事業主は、この

手帳の交付を受けた被保険者を雇用した場合は、その者に支払う賃

金が11,300円以上のときは第1級雇用保険納付印を、8,200円以上1

1,300円未満のときは第2級雇用保険納付印を、8,200円未満のときは

第3級雇用保険納付印を賃金支払時にこの手帳の当該日欄に押なつ

すること。 

 4 表紙、1頁から4頁まで、5頁から28頁までの支給台帳及び※印欄、

29頁並びに30頁には記載しないこと。 

  

  

 

様
式
第
１
１
号
の
５
（
第
１
７
条
の
７
関
係
）
（
表
面
）

様式第11号の5(第17条の7関係)(表面) 

(日本工業規格B列8) 

様式第11号の5 

第     号    

  
雇 用 保 険 返 納 金 等

滞納者財産差押証明書 
  

都道府県

労働局印 

  

  

  

写 真 

 官 職 

 

 氏 名 

 

 生年月日 

 

    令和  年  月  日交付   
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様
式
第
１
１
号
の
５
（
裏
面
）

様式第11号の5(裏面) 

 この証明書を所持する者は、雇用保険法第10条の4第3項(同法第61条の6第2項において準用する場合を含む。)の規定により、同法の規定に

よる返納金等を滞納している者の財産の差押えをする権限を有する。 

 

様
式
第
１
２
号
（
第
２
１
条
関
係
）
（
第
１
面
）
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様
式
第
１
２
号
（
第
２
１
条
関
係
）
（
第
２
面
）

 

様
式
第
１
３
号
　
削
除

様
式
第
１
４
号
（
第
２
２
条
関
係
）
（
第
１
面
）

様式第14号(第22条関係)(第1面) 

失業認定申告書 

(必ず第2面の注意書きをよく読んでから記入してください。)   

※ 帳票種別 11203 

1 失 業 の 認 定 を 受

けようとする期間

中に、就職、就労又

は内職・手伝いをし

ましたか。 

ア した 

 就職又は就労をした日

は○印、内職又は手伝い

をした日は×印を右の

カレンダーに記入して

ください。 

イ しない 

月 

1 2 3 4 5 6 7 

月 

1 2 3 4 5 6 7 

 
(

あ
て
は
ま
る
も
の
に
○
を
つ
け
、
必
要
な
こ
と
が
ら
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。)

 

8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31   29 30 31   

2 

内職又は手伝いをして収入を得た人は、収入のあっ

た日、その額(何日分か)などを記入してください。 

収入のあった日     月     日 収入額               円 何日分の収入か         日分 

収入のあった日     月     日 収入額               円 何日分の収入か         日分 

収入のあった日     月     日 収入額               円 何日分の収入か         日分 

3 失業の認定を受けようとする期間中に、求職活動をしましたか。 

  

ア 求職活動をし

た 

(1)求職活動をどのような方法で行いましたか。 

求 職 活 動 の 方 法 活動日 利用した機関の名称 求 職 活 動 の 内 容 

 

(ア) 公共職業安定所又は地方運

輸局による職業相談、職業紹

介等 

 

(イ) 職業紹介事業者による職業

相談、職業紹介等 

 

(ウ) 派遣元事業主による派遣就

業相談等 

 

(エ) 公的機関等による職業相

談、職業紹介等 

      

(2)(1)の求職活動以外で、事業所の求人に応募したことがある場合には、下欄に記載してください。 

事 業 所 名 、 部 署 応 募 日 応募方法 職種 応募したきっかけ 応 募 の 結 果 

(電話番号                ) 

      (ア) 知 人 の 紹 介 

(イ) 新 聞 広 告 

(ウ) 就 職 情 報 誌 

(エ) インターネット 

(オ) そ の 他 

  

(電話番号                ) 

      (ア) 知 人 の 紹 介 

(イ) 新 聞 広 告 

(ウ) 就 職 情 報 誌 

(エ) インターネット 

(オ) そ の 他 

  

イ 求職活動をし

なかった 

(その理由を具体的に記載してください。) 

4 今、公共職業安定所

又は地方運輸局から

自分に適した仕事が

紹介されれば、すぐ

に応じられますか。 

ア 応じられる 
   イに○印をした人は、すぐに応じられない理由を第2面の注意の8の中から選んで、

その記号を○で囲んでください。 

 

      (ア)       (イ)       (ウ)       (エ)       (オ) イ 応じられない 

5 就職もしくは自営し

た人又はその予定の

ある人が記入してく

ださい。 

ア 就 職 

(1) 公共職業安定所又は地方運輸局紹介 

(2) 地方公共団体又は職業紹介事業者紹介 

(3) 自己就職 

(就職先事業所) 

 事業所名 (                            ) 

 所 在 地 (〒                           ) 

 

 電話番号 (                            ) 

   月   日より就職(予定) 

イ 自 営    月   日より自営業開始(予定) 

 雇用保険法施行規則第22条第1項の規定により上記のとおり申告します。 

  令和  年  月  日                                  受給資格者氏名                            

 

  (この申告書を提出する日) 

公共職業安定所長 

地 方 運 輸 局 長 
殿 支給番号 (                             ) 

 

※公共

職業安

定所又

は地方

運輸局

記載欄 

1．支給番号     ―             ―   2．未支給区分 
 空欄 未支給以外 

 1  未支給 
  3．待期満了年月日   

年 
  

月 
  

日 

4．支給期間 
(初日) 年 

  
月 

  
日 

～ 
(末日) 月 

  
日 

5． 
内職又は手伝

いによる収入 

(労働日数) 

日 

(収入額) 
        

円 
6．基本手当支給日数     

日 

        

7．就業手当支給日数     
日 

8．就業手当に相当する特別給付支給日数     
日 

9．就職年月日―経路   
年   月   日 

―   

    
認 定 対 象 期 間 月  日～  月  日  ※連絡事項   次 回 認 定 日 ・ 時 間 

  

   月  日       時から 

 

時まで  

 

 

備

考 

  

取
扱
者
印 

  

操

作

者

印 
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様
式
第
１
４
号
（
第
２
２
条
関
係
）
（
第
２
面
）

様式第14号(第22条関係)(第2面) 

 注 意  

1 この申告書は、失業の認定を受けるときに、必ず本人が提出すること。 

2 申告は正しくすること。申告しなければならない事柄を申告しなかったり、偽りの記載をして提出した場

合には、以後失業等給付を受けることができなくなるばかりでなく、不正に受給した金額の返還と更にそれ

に加えて一定の金額の納付を命ぜられ、また、詐欺罪として刑罰に処せられることがあること。 

3 1欄及び3欄の「失業の認定を受けようとする期間」とは、前回の失業の認定日から今回の認定日(この申告

書を提出する日)の前日までの期間をいうものであること。ただし、今回の認定日が求職申込み後初めての認

定日である場合は、求職申込みの日から今回の認定日の前日までの期間をいうものであること。 

4 1欄の「就職又は就労」とは、事業主に雇用された場合、自営業を営んだ場合、嘱託になった場合などおよ

そ職業として認められるものに就いた場合若しくは自営業を開始するための準備やボランティア活動をした

場合などであって、原則として1日の労働時間が4時間以上のもの(4時間未満であっても、雇用保険の被保険

者となる場合や、自営業を営む等のため公共職業安定所又は地方運輸局が職業を紹介してもすぐには応じら

れない場合は就職又は就労となります。)、又は会社の役員になった場合等をいうものであること。なお、賃

金などの報酬がなくても就職又は就労したことになるものであること(無償のボランティア活動など下記5に

該当するものを除く。)。 

5 1欄及び2欄の「内職又は手伝い」とは、雇用保険法第19条の「自己の労働によって収入を得た場合」のこ

とをいい、どんな仕事であってもそれによって収入を得た場合、すなわち事業主に雇用された場合、自営業

を営んだ場合、他人の仕事の手助けをして収入を得た場合などあなたが働いた場合又はボランティア活動を

した場合などで、原則として1日の労働時間が4時間未満(雇用保険の被保険者となる場合を除きます。)であ

って、「就職」又は「就労」とはいえない程度のもの(1日の労働時間が4時間以上であっても、1日当たりの収

入額が賃金日額の最低額未満の場合はこれに含まれることがあります。)をいうものであること。 

  なお、「内職又は手伝い」による収入を得ていない場合も1欄に記載すること。 

6 3の(1)欄には、(ア)～(エ)により求職活動を行った場合にそれぞれについて「活動日」、「利用した機関の

名称」及び「求職活動の内容」を具体的に記載すること。なお、(イ)～(エ)の職業紹介事業者、派遣元事業

主、公的機関等を利用した場合には、「利用した機関の名称」欄に、機関の名称のほか、その機関の電話番号

をあわせて記載すること。 

7 3の(2)欄には、3の(1)欄の求職活動以外で、事業所の求人に応募したことがある場合に、応募した事業所

名等を記載すること。なお、「事業所名、部署」欄には、事業所名及び部署名のほか、その部署の電話番号を

あわせて記載すること。 

 また、「応募方法」欄には、書類の郵送、直接の訪問など求人に応募した方法を具体的に記載すること。 

8 4欄の「イ 応じられない」に○印をつけた人は、その理由を次に掲げる(ア)～(オ)の中から選んで、4欄

に記載してある記号のうち該当するものを○で囲むこと。 

 (ア) 病気やけがなど健康上の理由 

 (イ) 個人的又は家庭的事情のため(例えば、結婚準備、妊娠、育児、家事の都合のため) 

 (ウ) 就職したため又は就職予定があるため 

 (エ) 自営業を開始したため又は自営業の開始予定があるため 

 (オ) その他 

  なお、(オ)を○で囲んだ人は、公共職業安定所又は地方運輸局が職業を紹介してもすぐには応じられない

理由を下記の( )内に具体的に記載すること。 

 

 

 

9 ※印欄には、記載しないこと。 

様
式
第
１
５
号
（
第
２
７
条
関
係
）
（
第
１
面
）

様式第15号(第27条関係)(第1面) 

■ ■ 

公共職業訓練等受講証明書 

(必ず第2面の注意書きをよく読んでから記入してください。)    

 ※ 帳票種別 

  

1．支給番号 

 

2．未支給区分 

  
空欄 未支給以外 

 1  未支給 

 3．待期満了年月日 

  

 4 平成 

 5 令和  

 4．支給期間その1(初日)     (末日) 

  

4 平成 

5 令和 

5．認定日数    受講日数  通所日数その1 

 

6．特定職種受講日数 

その1  
 

 7．寄宿日数その1 

  

8．内職その1(労働日数－収入額) 

 

9．就業手当支給日数その1 

 

10．早期就業支援金支給日数その1 

  

 11．支給期間その2(初日)     (末日) 

  

4 平成 

5 令和 

12．認定日数  受講日数  通所日数その2 

 

13．特定職種受講日数 

その2  
 

 14．寄宿日数その2 

  

15．内職その2(労働日数－収入額) 

 

16．就業手当支給日数その2 

 

17．早期就業支援金支給日数その2 

 
 

 

1 受 講 者 氏 名   2 証 明 対 象 期 間 令和      年   月 

3 訓 練 受 講 職 種   

4 右のカレンダーに該当する印をつけてください。 

    (1)公共職業訓練等が行われなかった日(日・祝日等)     ＝印 

    (2)公共職業訓練等を受けなかった日のうち 

        イ 疾病又は負傷による場合           ○印 

        ロ イ以外でやむを得ない理由がある場合     △印 

        ハ やむを得ない理由がない場合         ×印 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31   

5 特 記 事 項 
  

    上記の記載事実に誤りのないことを証明する。 

        令和   年   月   日 

(公共職業訓練等の施設の長の職名) 

6 2の期間中に就職、就労、内職又は手伝いをしましたか。 イ した ロ しない 

7 2の期間中に内職又は手伝いをして収入を得ましたか。 イ 得た ロ 得ない 

8 寄 宿 の 有 無  有 (                                             ) ・無 

   上記のとおり申告します。 
   また、この証明書の提出を上記公共職業訓練等の施設の長に委任します。 

公共職業安定所長 

地 方 運 輸 局 長 
殿 

受講者氏名                               

支 給 番 号  (                           ) 

※連 絡 事 項 
  

備

考 

  

 
※ 

所
属
長 

  
次

長 

  
課

長 

  
係

長 

  

係 

  
操
作
者 

  

■ 
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様
式
第
１
５
号
（
第
２
７
条
関
係
）
（
第
２
面
）

様式第15号(第27条関係)(第2面) 

 注 意  

1 公共職業訓練等を受けなかった日がある場合は、具体的事情その他必要な事項を5欄に

記載すること。 

2 申告は正しくすること。申告しなければならない事柄を申告しなかったり、偽りの記載

をして提出した場合には、以後失業等給付を受けることができなくなるばかりでなく、不

正に受給した金額の返還と更にそれに加えて一定の金額の納付を命ぜられ、また、詐欺罪

として刑罰に処せられることがあること。 

3 6欄及び7欄は、該当する記号を○で囲むこと。なお、6欄又は7欄においてイを○で囲ん

だ者は、その内容を失業認定申告書により申告すること。 

4 6欄及び7欄の「2の期間」は、公共職業訓練等受講開始前及び受講修了後の期間を除く

ものであること。 

5 6欄の「就職」又は「就労」とは、事業主に雇用された場合、自営業を営んだ場合、嘱

託になった場合などおよそ職業として認められるものに就いた場合若しくは自営業を開

始するための準備やボランティア活動をした場合などであって、1日の労働時間が4時間以

上のもの(4時間未満であっても雇用保険の被保険者となる場合は就職又は就労となりま

す。)、又は日雇労働者として臨時に労働したり会社の役員になったりした場合等をいう

ものであること。なお、賃金などの報酬がなくても就職又は就労したことになるものであ

ること。 

6 6欄及び7欄の「内職」又は「手伝い」とは、雇用保険法第19条の「自己の労働によって

収入を得た場合」のことをいい、どんな仕事であってもそれによって収入を得た場合又は

ボランティア活動をした場合などであって、他人の仕事の手助けをした場合などあなたが

働いた場合で、「就職」又は「就労」とはいえない程度のものをいうものであること。な

お、「内職」又は「手伝い」による収入を得ていない場合も含むものであること。 

7 8欄には、該当するものを○で囲むこと。なお、「有」を○で囲んだ者であって「別居し

て寄宿していない日」があるときは、その日及び理由を( )内に記載すること。 

8 この証明書の提出を自ら行う場合又は公共職業訓練等の施設の長以外の者に委任する

場合は、8欄の下の「また、この証明書の提出を上記公共職業訓練等の施設の長に委任し

ます。」を抹消すること。 

9 ※印欄には、記載しないこと。 

様
式
第
１
６
号
（
第
３
１
条
、
第
３
１
条
の
３
、
第
３
１
条
の
６
、
第
１
０
１
条
の
２
の
５
関
係
）
（
第
１
面
）
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様
式
第
１
６
号
（
第
３
１
条
、
第
３
１
条
の
３
、
第
３
１
条
の
６
、
第
１
０
１
条
の
２
の
５
関
係
）
（
第
２
面
）
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様
式
第
１
７
号
（
第
３
１
条
、
第
３
１
条
の
３
、
第
３
１
条
の
６
、
第
１
０
１
条
の
２
の
５
関
係
）

 

様
式
第
１
８
号
（
第
４
４
条
関
係
）
（
第
１
面
）
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様
式
第
１
８
号
（
第
４
４
条
関
係
）
（
第
２
面
）

 

様
式
第
２
０
号
（
第
４
９
条
関
係
）
（
第
１
面
）

様式第20号(第49条関係)(第1面) 

 

受給資格者 
氏名 

住所 
変更届 

 

※帳票種別 

 
 

1．支給番号 

 
 

2．新氏名 

 
 

 

1 氏 名 

フリ
ガナ 

                                                

新 
  

旧 
  

2 住 所 

新 
  

旧 
  

3 生 年 月 日 

大正 
昭和 
平成 
令和 

年  月  日  4 変更年月日 令和   年   月   日 

  雇用保険法施行規則第49条第1項の規定により上記のとおり届けます。 

 

       令和   年   月   日 

(高年齢・特例)受給資格者氏名                

公共職業安定所長 

地 方 運 輸 局 長 
殿 支 給 番 号(          )   

電 話 番 号(          )   

  

備

考 

  ※口座名義変更確認欄 

  

  

 
※ 所

属
長 

  次

長 

  課

長 

  係

長 

  
係 

  操
作
者 
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様
式
第
２
０
号
（
第
４
９
条
関
係
）
（
第
２
面
）

様式第20号(第49条関係)(第2面) 

 注 意  

1 氏名を変更したときは、標題中「住所」の文字を抹消すること。この場合には、2欄に

は記載しないこと。 

2 住所を変更したときは、標題中「氏名」の文字を抹消すること。この場合には、1欄に

は記載しないこと。 

3 この届書には、変更の事実を証明することができる官公署が発行した書類(例えば住民

票)を添えること。 

4 ※印欄には、記載しないこと。 

様
式
第
２
２
号
（
第
６
３
条
関
係
）
（
第
１
面
）

様式第22号(第63条関係)(第1面) 

 

傷病手当支給申請書 

  ※ 帳票種別 

  

1．支給番号 2．未支給区分 

 
  

空欄 未支給以外 

 1  未支給 

3．支給期間(初日)          (末日) 

 
4 平成 

5 令和 

4．傷病日数 

 

5．特例日額不支給日数 

 
 

6．内職(労働日数－収入額) 

 

7．公害補償手当減額分      傷病手当不支給日数 

 

 

 

  

申請者 

1 

 氏 名 

  2 

 性 別 男 ・ 女 

3 

 生年月日 

大正 
昭和 
平成 
令和 

   年  月  日 

診

療

担

当

者

の

証

明 

4 
 傷病の名称
及びその程度 

  

5 
 初 診 年月 日 令和  年  月  日 

6 
 傷 病 の 経 過  令和   年   月   日 

治ゆ・転 医 
中止・継続中 

7 傷病のため職業に就くことが

できなかったと認められる期間 
令和    年    月    日から  令和    年    月    日まで   日間 

8 

  上記のとおり証明する。    令和    年    月    日    (電話番号                    ) 

診療機関の所在地及び名称 

診 療 担 当 者 氏 名 
  

支

給

申

請

期

間 

9
同一の傷病により受けることのできる給付 

第2面の注意の3の中から選んで
その番号を○で囲んでください。 

   (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) 

10 

 
9 の給付を受ける

ことのできる期間 

令和    年    月    日   から   令和    年    月    日 まで    日間 

令和    年    月    日   から   令和    年    月    日 まで    日間 

11 

 傷病手当の支給を受けようとする期間 令和   年   月   日  から  令和   年   月   日 まで   日間 

12 

 内職若しくは手伝いをした日、

又は収入のあった日、その額

等を記入してください。 

内職又は手伝いをした日 収入のあった日  月  日 収入額     円 何日分の収入か   日分 

収入のあった日  月  日 収入額     円 何日分の収入か   日分 

収入のあった日  月  日 収入額     円 何日分の収入か   日分    

 雇用保険法施行規則第63条第2項の規定により上記のとおり傷病手当の支給を申請します。 

         令和    年    月    日 

申請者氏名                        

公共職業安定所長 

地 方 運 輸 局 長 
殿 支 給 番 号(                    )   

※ 処理欄  支給期間  令和    年    月    日 から  令和    年    月    日 まで    日間 

備

考 

  

 
※ 

所
属
長 

  
次

長 

  
課

長 

  
係

長 

  

係 

  
操
作
者 
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様
式
第
２
２
号
（
第
６
３
条
関
係
）
（
第
２
面
）

様式第22号(第63条関係)(第2面) 

 注 意  

1 この申請書は、原則として申請者の住所又は居所を管轄する公共職業安定所又は地方運

輸局の長に提出すること。 

2 この申請書には、受給資格者証を添えること。 

3 9欄は、7欄の期間のうち、同一の傷病により受けることができる給付について、次の区

分に従って該当するものの番号(2以上の給付を受けることができる場合には、その受ける

ことができる全ての給付の番号)を○で囲むこと。 

 (1) 健康保険法による傷病手当金 

 (2) 労働基準法による休業補償又は労働者災害補償保険法による休業補償給付、複数事

業労働者休業給付若しくは休業給付 

 (3) 船員法による傷病手当又は船員保険法による傷病手当金 

 (4) 国家公務員災害補償法又は地方公務員災害補償法による休業補償その他法令によ

り国家公務員等に対して支給されるこれに相当する給付 

 (5) 国家公務員共済組合法その他各種の共済組合法による傷病手当金 

 (6) 国民健康保険法による傷病手当金 

 (7) 警察官の職務に協力援助した者の災害給付に関する法律による休業給付その他法

令により公務の遂行に協力した者に対して支給されるこれに相当する給付 

 (8) 公害健康被害の補償等に関する法律による障害補償費 

4 10欄には、7欄の期間のうち、9欄の給付を受けることができる期間を記載すること。な

お、9欄で2以上の番号を○で囲んだ場合には、その給付を受けることができる期間を、そ

れぞれの番号の順に記載すること。 

5 12欄には、7欄の期間中において、内職若しくは手伝いをした場合又は内職若しくは手

伝いによる収入を得た場合に記載すること。「内職若しくは手伝い」とは、雇用保険法第

19条の「自己の労働によって収入を得た場合」のことをいい、どんな仕事であってもそれ

によって収入を得た場合、すなわち他人の仕事の手助けをして収入を得た場合などあなた

が働いたりした場合であって、「就職又は就労」とはいえない程度のものをいうものであ

ること。 

6 ※印欄には、記載しないこと。 

様
式
第
２
２
号
の
３
（
第
６
５
条
の
５
関
係
）
（
第
１
面
）

様式第22号の3(第65条の5関係)(第1面) 

高年齢受給資格者失業認定申告書 

(必ず第2面の注意書きをよく読んでから記入してください。)   

   ※帳票種別 

   

 1．支給番号 

  

2．未支給区分 

 
 

 空欄 未支給以外 

 1 未支給 

 3．待期満了年月日 

  (4 平成 5 令和)  

 4．高年齢求職者給付金失業認定年月日 

   (4 平成 5 令和) 

 

1 

失業の認定を受けようとす

る期間中に、就職又は就労

をしましたか。 

ア し た 
就職又は就労した人は、した月日を記載してください。  

 
 
(

あ
て
は
ま
る
も
の
に
○
を
つ
け
、
必
要
な
こ
と
が
ら
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。) 

イ し な い 

2 失業の認定を受けようとする期間中に、求職活動をしましたか。 

ア 求職活動を

した 

(1)求職活動をどのような方法で行いましたか。 

求 職 活 動 の 方 法 活動日 利用した機関の名称 求職活動の内容 

(ア) 公共職業安定所又は地
方運輸局による職業相
談、職業紹介等 

(イ) 職業紹介事業者による
職業相談、職業紹介等 

(ウ) 派遣元事業主による
派遣就業相談等 

(エ) 公的機関等による職業
相談、職業紹介等 

      

(2)(1)の求職活動以外で、事業所の求人に応募したことがある場合には、下欄に記載してください。 

事 業 所 名 、 部 署 応 募 日 応募方法 職種 応募したきっかけ 応 募 の 結 果 

(電話番号          ) 

      (ア) 知 人 の 紹 介 
(イ) 新 聞 広 告 
(ウ) 就 職 情 報 誌 
(エ) インターネット 
(オ) そ の 他 

  

(電話番号          ) 

      (ア) 知 人 の 紹 介 
(イ) 新 聞 広 告 
(ウ) 就 職 情 報 誌 
(エ) インターネット 
(オ) そ の 他 

  

イ 求職活動を

しなかった 

 (その理由を具体的に記載してください。) 

3今、公共職業安定所又は地
方運輸局から自分に適した
仕事が紹介されれば、すぐ
に応じられますか。 

ア 応じられる 
 すぐに応じられない理由を第2面の注意の6の中から選んで、その記号を○で囲ん
でください。 

(ア)    (イ)    (ウ)    (エ)    (オ) イ 応じられない 

4 

就 職 も し く は 自 営 し

た 人 又 は そ の 予 定 の

あ る 人 が 記 入 し て く

ださい。 

ア 就 職 

(1)公共職業安定所又は地方運輸局紹介 

(2)地方公共団体又は職業紹介事業者紹介 

(3)自己就職 

(就職先事業所) 

 事業所名(            ) 

 所 在 地(〒           ) 

 電話番号(            ) 

  月  日より就職(予定) 

イ 自 営   月  日より自営業開始(予定) 

 雇用保険法施行規則第65条の5第1項において準用する第22条第1項の規定により上記のとおり申告します。 

 令和   年   月   日 

(この申告書を提出する日) 
公共職業安定所長 

地 方 運 輸 局 長 
殿 

高年齢受給資格者氏名                

支 給 番 号(              ) 
 
  

※ 
公共職業安定所又は

地方運輸局記載欄 
連 絡 事 項   

取
扱
者
印 

  

操
作
者
印 

  
 認 定 日 ・ 時 間 

  
時から   

  月  日 

時まで  

備

考 
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様
式
第
２
２
号
の
３
（
第
６
５
条
の
５
関
係
）
（
第
２
面
）

様式第22号の3(第65条の5関係)(第2面) 

注 意 

1 この申告書は、失業の認定を受けるときに、必ず本人が提出すること。 

2 申告は正しくすること。申告しなければならない事柄を申告しなかったり、偽りの記載をして

提出した場合には、以後失業等給付を受けることができなくなるばかりでなく、不正に受給した

金額の返還と更にそれに加えて一定の金額の納付を命ぜられ、また、詐欺罪として刑罰に処せら

れることがあること。 

3 1欄及び2欄の「失業の認定を受けようとする期間」とは、前回安定所に来所した日から認定日

(この申告書を提出する日)までの期間をいうものであること。 

4 1欄の「就職又は就労」とは、事業主に雇用された場合、自営業を営んだ場合、嘱託になった

場合などおよそ職業として認められるものに就いた場合若しくは自営業を開始するための準備

やボランティア活動をした場合などであって、原則として1日の労働時間が4時間以上のもの(4

時間未満であっても、雇用保険の被保険者となる場合や、自営業を営む等のため公共職業安定所

又は地方運輸局が職業を紹介してもすぐには応じられない場合は就職又は就労となります。)、

又は会社の役員になった場合等をいうものであること。なお、賃金などの報酬がなくても就職又

は就労したことになるものであること。 

5 2欄の「ア 求職活動をした」に○印を付けた人は、(1)の(ア)～(エ)により求職活動を行った

場合にそれぞれについて「活動日」、「利用した機関の名称」及び「求職活動の内容」を具体的

に記載すること。なお、(イ)～(エ)の職業紹介事業者、派遣元事業主、公的機関等を利用した場

合には、「利用した機関の名称」欄に、機関の名称のほか、その機関の電話番号を併せて記載す

ること。 

  また、(2)には、(1)の求職活動以外で、事業所の求人に応募したことがある場合に、応募した

事業所名等を記載すること。なお、「事業所名、部署」欄には、事業所名及び部署名のほか、そ

の部署の電話番号を併せて記載し、「応募方法」欄には、書類の郵送、直接の訪問など求人に応

募した方法を具体的に記載すること。 

6 3欄の「イ 応じられない」に○印を付けた人は、下記の(ア)～(オ)の中からその理由を選ん

で3欄に記載してある記号のうち該当するものを○で囲むこと。 

 (ア) 病気やけがなど健康上の理由 

 (イ) 個人的又は家庭的事情のため(例えば、家事の都合のため) 

 (ウ) 就職したため又は就職予定があるため 

 (エ) 自営業を開始したため又は自営業の開始予定があるため 

 (オ) その他 

  なお、(オ)を○で囲んだ人は、公共職業安定所又は地方運輸局が職業を紹介してもすぐには応

じられない理由を下記の( )内に具体的に記載すること。 

 

 

 

 

7 ※印欄には、記載しないこと。 

様
式
第
２
４
号
（
第
６
９
条
関
係
）
（
第
１
面
）

様式第24号(第69条関係)(第1面) 

■ ■ 

特例受給資格者失業認定申告書 

(必ず第2面の注意書きをよく読んでから記入してください。)   

   ※ 帳票種別 

  
 

 1．支給番号 

  

2．未支給区分 

 

 

 空欄 未支給以外 

 1 未支給 

 3．待期満了年月日 

  

(4 平成 5 令和)  

 4．特例一時金失業認定年月日 

  

(4 平成 5 令和)  

 

1 

失業の認定を受けよう

とする期間中に、就職

又は就労をしましたか。 

ア し た 
就職又は就労した人は、した月日を記載してください。 

 
 
 
(

あ
て
は
ま
る
も
の
に
○
を
つ
け
、
必
要
な
こ
と
が
ら
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。) 

イ し な い 

2 

 

 

失業の 認定を 受け よ

う と する 期間 中に 、

就職先 を さがしまし

たか。 

ア さ が し た 

どのような方法でさがしましたか。 

(ア) 公共職業安定所又は地方運輸局による職業相談、職業紹介等 

(イ) 職業紹介事業者による職業相談、職業紹介等 

(ウ) 派遣元事業主による派遣就業相談等 

(エ) 公的機関等による職業相談、職業紹介等 

(オ) 知人の紹介による求人への応募 

(カ) 新聞広告による求人への応募 

(キ) 就職情報誌による求人への応募 

(ク) インターネットによる求人への応募 

(ケ) その他(                             ) 

イ さがさなかった 
(その理由を具体的に記載してください。) 

3 

今、公共職業安定所又は地

方運輸局から自分に適した

仕事が紹介されれば、すぐ

に応じられますか。 

ア 応じられる 
  すぐに応じられない理由を第2面の注意の5の中から選んで、その記号を○で囲んで

ください。 

 

     (ア)    (イ)    (ウ)    (エ)    (オ) 

 
イ 応じられない 

4 

就職若 し くは自営し

た人又 はその 予定 の

ある人 が記入 して く

ださい。 

ア 就 職 

(1) 公共職業安定所又は地方運輸局紹介 

(2) 地方公共団体又は職業紹介事業者紹介 

(3) 自己就職 

(就職先事業所) 

 事業所名(           ) 

 

 所 在 地(〒          ) 

 

 電話番号(           ) 

  月  日より就職(予定) 

イ 自 営   月  日より自営業開始(予定) 

 雇用保険法施行規則第69条において準用する第22条第1項の規定により上記のとおり申告します。 

   令和   年   月   日 

   (この申告書を提出する日) 
特例受給資格者氏名                    

支 給 番 号 (                )  
公共職業安定所長 

地 方 運 輸 局 長 
殿 

 

  
※ 

公共職業安定所又は

地方運輸局記載欄 
連 絡 事 項   

取
扱
者
印 

  

操
作
者
印 

  
 認 定 日 ・ 時 間 

  
時から   

  月  日 

時まで  

備

考 

  
  

■ 
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様
式
第
２
４
号
（
第
６
９
条
関
係
）
（
第
２
面
）

様式第24号(第69条関係)(第2面) 

 注 意  

1 この申告書は、失業の認定を受けるときに、必ず本人が提出すること。 

2 申告は正しくすること。申告しなければならない事柄を申告しなかったり、偽りの記載

をして提出した場合には、以後失業等給付を受けることができなくなるばかりでなく、不

正に受給した金額の返還と更にそれに加えて一定の金額の納付を命ぜられ、また、詐欺罪

として刑罰に処せられることがあること。 

3 1欄及び2欄の「失業の認定を受けようとする期間」とは、前回安定所に来所した日から

認定日(この申告書を提出する日)までの期間をいうものであること。 

4 1欄の「就職又は就労」とは、事業主に雇用された場合、自営業を営んだ場合、嘱託に

なった場合などおよそ職業として認められるものに就いた場合若しくは自営業を開始す

るための準備やボランティア活動をした場合などであって、原則として1日の労働時間が4

時間以上のもの(4時間未満であっても、雇用保険の被保険者となる場合や、自営業を営む

等のため公共職業安定所又は地方運輸局が職業を紹介してもすぐには応じられない場合

は就職又は就労となります。)、又は会社の役員になった場合等をいうものであること。

なお、賃金などの報酬がなくても就職又は就労したことになるものであること。 

5 3欄の「イ 応じられない」に○印を付けた人は、下記の(ア)～(オ)の中からその理由

を選んで3欄に記載してある記号のうち該当するものを○で囲むこと。 

 (ア) 病気やけがなど健康上の理由 

 (イ) 個人的又は家庭的事情のため(例えば、結婚準備、妊娠、育児、家事の都合のため) 

 (ウ) 就職したため又は就職予定があるため 

 (エ) 自営業を開始したため又は自営業の開始予定があるため 

 (オ) その他 

 なお、(オ)を○で囲んだ人は、公共職業安定所又は地方運輸局が職業を紹介してもすぐ

には応じられない理由を下記の( )内に具体的に記載すること。 

 

 

 

 

6 ※印欄には、記載しないこと。 

様
式
第
２
５
号
（
第
７
１
条
関
係
）

様式第25号(第71条関係) 

 

 

※ 

 雇用保険日雇労働被保険者資格取得届 
所長 次長 課長 係長 係 

          

※被保険者番号 

    

1．氏 名 

  2．
性

別 

 

男

・

女 

3.
生
年
月
日 

大 

昭 

平 

令 

年  月  日 

4．住所又は居所 
  

5．個 人 番 号 
  

6．職 種 

  7．雇用保険法第

43条第1項第1号

から第3号まで

のいずれかに該

当するに至った

年月日 

令和  年  月  日 

 

  雇用保険法施行規則第71条の規定により上記のとおり届けます。 

 

 

 

  令和  年  月  日 

 

 

 

 

被保険者氏名              

 

 

 

        公共職業安定所長 殿 

 ※印欄には、記載しないこと。 
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様
式
第
２
６
号
（
第
７
２
条
関
係
）

様式第26号(第72条関係) 

雇 用 保 険 

日雇労働被保険者任意加入申請書 

 

※ 所長 次長 課長 係長 係 

          

※被保険者番号 

    

1．氏 名 

  2．
性

別 

 

男

・

女 

3.
生
年
月
日 

大 

昭 

平 

令 

年  月  日 

4．住所又は居所 

  5．
職

種 

  

 

  雇用保険法施行規則第72条の規定により上記のとおり日雇労働被保険者任意加入に

ついての認可を申請します。 

 

 

  令和  年  月  日 

 

 

 

 

申請者氏名               

 

 

 

        公共職業安定所長 殿 

※認可の可否 
  ※ 

認 可 年 月 日 年  月  日 

※理 由 
  

 ※印欄には、記載しないこと。 

様
式
第
２
８
号
（
第
７
４
条
関
係
）

様式第28号(第74条関係) 

 

※ 

雇 用 保 険

日雇労働被保険者資格継続認可申請書 

所長 次長 課長 係長 係 

          

 

1．氏 名 

  2．
性

別 

男
・
女 

3．生年月日 

大 

昭 

平 

令 

年  月  日   

4．住 所 又 は

居 所 

  5．被保険者

番 号 
  

6．継 続 雇 用

さ れ た 月

又 は 期 間 

  

継続雇用された

事 業 主 

7．氏 名 
  

8．住 所 
  

継続雇用された

事 業 所 

9．名 称 
  

10．所在地 
  

 

 雇用保険法施行規則第74条第1項の規定により上記のとおり日雇労働被保険者の資格の継続につい

ての認可を申請します。 

  令和  年  月  日 

 

被保険者氏名                      

      公共職業安定所長 殿 

※認可の

可 否 

  
※理 由 

  

 注 意 

  1 6欄から10欄までには、2月の各月において18日以上又は継続して31日以上同一の事業主の適用

事業に雇用された場合のその月又は期間、事業主及び事業所を記載すること。 

  2 継続雇用された事業主が法人の場合は、7欄には法人の名称及び代表者の氏名を、8欄には法人

の主たる事務所の所在地を記載すること。 

  3 9欄及び10欄には、継続雇用された事業所の名称及び所在地が7欄及び8欄の記載と異なる場合に

のみ記載すること。 

  4 ※印欄には、記載しないこと。 
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様
式
第
２
９
号
（
第
８
２
条
の
５
関
係
）
（
第
１
面
）

様式第29号(第82条の5関係)(第1面) 

■ ■ 

就業手当支給申請書 

 ※帳票種別 

  
 

 1．支給番号 2．未支給区分 

 
  

 

 空欄 未支給以外 

  1  未支給 

 3．支給対象期間(初日)        (末日)   4．就業手当支給日数 5．特別給付支給日数

数 

6．不支給理由 1 待期未経過 

2 残日数不足 

5 紹介要件不該当 

7 離職前事業主 

8 雇用予約 

 
  

4 平成 

5 令和 
  

 

7．姓(漢字) 

 

8．名 (漢字) 

 
 

9．郵便番号 

 

10．電話番号(項目ごとにそれぞれ左詰めで記入してください。) 

 

 

11．申請者の住所(漢字) 市・区・郡及び町村名 

 
 

  申請者の住所(漢字) 丁目・番地 

 
 

  申請者の住所(漢字) アパート、マンション名等 

 
 

 

12． 

就 職 先 の 事 業 所 

〔下記13の(1)の場

合のみ記載〕 

名 称   
(雇用保険) 

事業所番号 
        ―             ―   

(

記

載

も

れ

の

な

い

よ

う

御

注

意

く

だ

さ

い
。) 

所 在 地 
〒 

(電話番号            ) 

13． 

  職業に就いた日等

について記載して

ください 

 

 

  記載に当たっては

第2面の注意書き

をよくお読みくだ

さい 

(1) 一の雇用契約の期間が7日以上である場合 

  イ 一週間の所定労働時間     時間    分 ロ 雇用年月日    令和   年   月   日 

ハ 雇用期間 

 

(イ) 定めなし        令和   年   月   日まで 

(ロ) 定めあり        (    年    ヵ月) 

ニ 支給対象期間中の就業日数        合計      日 

(2) (1)以外の就業 

  

イ 就 業 先 の 事 業 所 等 ロ 就 業 期 間 ハ 就業日数 ニ 就 業 内 容 

(電話番号       )   日   

(電話番号       )   日   

(電話番号       )   日   

(電話番号       )   日   

    合 計    日   

   上記12及び13の(1)の記載事実に誤りのないことを証明する。 

         令 和    年    月    日 

事業主氏名                             

(法人のときは名称及び代表者氏名)                 

  

14． 上記12及び13の事業所の事業主は、受給資格に係る離職前の事業主(関連事業主を含む。)であるか否か 
イ 離職前事業主である 

ロ 離職前事業主ではない 

15． 申請に係る就業について、公共職業安定所又は地方運輸局への求職の申込みの日前に雇用の予約があったか否か 
イ 雇用の予約があった 

ロ 雇用の予約はな い 

 

16． 

申請に係る就業について、離職理由による給付制限期間中の最初の1ヶ月である場合に、公共職業安定所、

地方運輸局、地方公共団体又は職業紹介事業者の紹介を受けましたか イ 紹 介 を 受 け た 

ロ 紹介を受けてな い  地 方 公 共 団 体 又 は

職業紹介事業者の名称 
(電話番号     ) 

   雇用保険法施行規則第82条の5第1項の規定により、上記のとおり就業手当の支給を申請します。 

            令 和    年    月    日 

申請者氏名                      

公共職業安定所長 

地 方 運 輸 局 長 
殿 

  
次 回 申 請 月 日 

  

※
処
理
欄 

支 給 金 額 円 
  

備

考 

  

月  日まで 支給決定年月日 令和   年   月   日 

 
※ 

所
属
長 

  
次

長 

  
課

長 

  
係

長 

  係   
操
作
者 

  

■ 

様
式
第
２
９
号
（
第
８
２
条
の
５
関
係
）
（
第
２
面
）

様式第29号(第82条の5関係)(第2面) 

 注 意  

1 この申請書は、原則として、失業の認定を受けようとする期間(前回の失業の認定日から今回の認定日の前日までの期

間。認定対象期間＝支給対象期間(就業手当))中に職業に就いた(就業した)場合(注)、その失業の認定を受ける日(認定

日＝確認日(就業手当))に失業認定申告書と一緒に受給資格者証を添えて提出してください。 

 ただし、就職して被保険者資格を取得した場合など、その就職以後失業の認定を受ける必要のない方については、そ

の後の支給申請を支給対象期間ごとに行うこととした場合の確認日からの次の確認日の前日までの間に代理人又は郵送

によって申請しても差し支えありません(この場合、「次回申請月日」欄を確認の上、その日までに支給申請を行ってく

ださい。)。ただし、代理人による提出の場合「委任状」が必要となります。 

 (注) 就業手当の支給対象となる職業に就いた(就業した)場合とは、失業認定申告書第2面注意書き4に記載した「就職

又は就労」に該当し、かつ、安定した職業に就いたこと(※)以外の就業をしたものであること。 

    (※ここでいう「安定した職業に就いたこと」とは、「1年を超えて引き続き雇用されることが確実であると認め

られる職業に就き、又は事業(その事業により受給資格者が自立することができると公共職業安定所又は地方

運輸局の長が認めたものに限る。)を開始したこと」をいいます。) 

    この就業手当の支給対象となる「就業」にあたるか否かについて疑問がある場合には、公共職業安定所又は地方

運輸局の窓口にお問い合わせください。 

2 申請は正しくしてください。偽りの記載をして提出した場合には、以後失業等給付を受けることができなくなるばか

りでなく、不正に受給した金額の返還とさらにそれに加えて一定の金額の納付を命ぜられ、また、詐欺罪として刑罰に

処せられることがあります。 

3 7～11欄の記載について 

 (1) □□□□で表示された枠(以下「記入枠」という。)に記入する文字は、光学式文字読取装置(OCR)で直接読取を行

うので、大きめのアラビア数字の標準字体、カタカナ及び漢字(7欄、8欄及び11欄に限る。)によって枠からはみ出さ

ないように明瞭に記載するとともに、この用紙を汚したり必要以上に折り曲げたりしないこと。 

 (2) 記載すべき事項のない欄又は記入枠は空欄のままとし、※印のついた欄には記載しないこと。 

 (3) 10欄には申請者の電話番号を記載すること。この場合、項目ごとにそれぞれ左詰めで、市内局番及び

番号は「 」に続く 5つの枠内にそれぞれ左詰めで記載すること。 (例： 0 3― 3 4 5 6―××××→

) 

 (4) 11欄1行目には、都道府県名は記載せず、特別区名、市名又は郡名とそれに続く町村名を左詰めで記載することと

し、11欄2行目には、丁目及び番地のみを左詰めで記載すること。また、所在地にアパート名又はマンション名等が

入る場合は11欄3行目に左詰めで記載すること。 

4 12の「就職先の事業所」欄には、13の(1)の「一の雇用契約の期間が7日以上である場合」(注)に該当する場合に記入

してください。また、記載内容を証明する書類(雇用契約書、雇入通知書等)の写しを添付してください。 

  (注) 「一の雇用契約の期間が7日以上である場合」とは、上記1の注意書きに掲げた就業であって、7日以上の期間

について雇用契約を締結して就業する全ての場合をいいます。 

5 事業主は、「就職して被保険者資格を取得した場合などその就職以後失業の認定の必要のない方」であって、郵送又

は代理人による申請が認められる場合について、12欄及び13の(1)欄の記載内容の証明を行ってください。この場合、事

業主が偽りの証明をした場合には、不正に受給した者と連帯して、不正に受給した金額の返還とさらにそれに加えて一

定の金額の納付を命ぜられ、また、詐欺罪として刑罰に処せられることがあります。 

6 13の(2)欄には、13の(1)欄に該当する就業以外の全ての就業について以下の要領で記入してください。 

 「イ 就業先の事業所等」欄には、就業先の事業所等の名称(自宅であれば「自宅」と記載。自営準備活動を行った場

合など特定できないものは記載不要)とその電話番号(自宅の場合は記載不要)を記入してください。 

 「ロ 就業期間」欄には、その就業した日について「イ 就業先の事業所等」ごとに全て記入してください。(記入例：

「5月12日から5月15日まで」を雇用契約期間として就業した場合は、「5／12～5／15」と記入。「5月1日、5月4日、5

月10日」の日ごとに就業した場合は、「5／1、5／4、5／10」と記入。) 

 「ハ 就業日数」欄には、「イ 就業先の事業所等」ごとに就業した日数の合計を記入し、「合計」欄には支給対象

期間中の就業日数の合計を記入してください。 

 「ニ 就業の内容」欄には、その就業の具体的な内容を簡潔に記入してください。 

7 この申請書には、原則として、就業したことを証明する給与明細書などの資料の写しを添付してください。 

8 14欄及び15欄は、雇用契約を締結して就業する場合に該当するものを○で囲んでください。 

 この場合、14欄の「関連事業主」とは、あなたが就業した事業所が一定の資本の状況から見て離職前の事業主と密接

な関係にあるもの(出資等の割合が50％を超えるもの)である他の事業主のことをいいます。この「関連事業主」にあた

るか否かについて疑問がある場合には、公共職業安定所又は地方運輸局の窓口にお問い合わせください。 

9 16欄は、離職理由による給付制限を受けている場合には、その期間中の最初の1ヵ月間について該当するものを○で囲

んでください。この場合、申請に係る就業について、地方公共団体又は職業紹介事業者から紹介を受けて就業したもの

であるときには、その地方公共団体又は職業紹介事業者の名称と電話番号を記入してください。 

 なお、「地方公共団体」とは、職業安定法の規定に基づき職業紹介事業を行う地方公共団体のことをいい、「職業紹

介事業者」とは、厚生労働大臣若しくは国土交通大臣の許可を受け、又は厚生労働大臣若しくは国土交通大臣に届出を

して職業紹介事業を行う者のことをいいます。 

184



様
式
第
２
９
号
の
２
（
第
８
２
条
の
７
関
係
）
（
第
１
面
）

 

様
式
第
２
９
号
の
２
（
第
８
２
条
の
７
関
係
）
（
第
２
面
）

様式第29号の2(第82条の7関係)(第2面) 

 注 意  

1 この申請書は、12欄に記載した雇入年月日又は事業開始年月日の翌日から起算して1箇月以内に、原則とし

て申請者の住所又は居所を管轄する公共職業安定所又は地方運輸局の長に提出すること。 

2 この申請書は、受給資格者証を添えること。 

3 雇用された受給資格者にあっては6欄から19欄まで、事業を開始した受給資格者にあっては6欄から12欄ま

で及び19欄にそれぞれ記載すること。 

4 申請は正しくすること。偽りの記載をして提出した場合には、以後失業等給付を受けることができなくな

るばかりでなく、不正に受給した金額の返還と更にそれに加えて一定の金額の納付を命ぜられ、また、詐欺

罪として刑罰に処せられることがあること。 

5 申請書の記載について 

 (1) □□□□で表示された枠(以下「記入枠」という。)に記入する文字は、光学式文字読取装置(OCR)

で直接読取を行うので、大きめのアラビア数字の標準字体、カタカナ及び漢字(6欄，7欄及び10欄に限る。)

によって枠からはみ出さないように明瞭に記載するとともに、この用紙を汚したり必要以上に折り曲げた

りしないこと。 

 (2) 記載すべき事項のない欄又は記入枠は空欄のままとし、※印のついた欄には記載しないこと。 

 (3) 9欄には申請者の電話番号を記載すること。この場合、項目ごとにそれぞれ左詰めで、市内局番及び番

号は「 」に続く5つの枠内にそれぞれ左詰めで記載すること。 

   (例：03―3456―××××→ ) 

 (4) 10欄1行目には、都道府県名は記載せず、特別区名、市名又は郡名とそれに続く町村名を左詰めで記載

すること。 

   10欄2行目には、丁目及び番地のみを左詰めで記載すること。 

   また、所在地にアパート名又はマンション名等が入る場合は10欄3行目に左詰めで記載すること。 

 (5) 17欄は、該当する記号を○で囲むこと。また、「ロ 定めあり」を○で囲んだ場合にはその雇用期間

を記載するとともに、契約更新条項の有無及び1年を超えて雇用する見込みの有無について該当するもの

の記号をそれぞれ○で囲むこと。 

 (6) 19欄は、該当する記号を○で囲むこと。 

6 事業主は、18欄の証明を行うとともに、速やかに雇用保険被保険者資格取得届の提出を行うこと。 

7 事業主が偽りの証明をした場合には、不正に受給した者と連帯して、不正に受給した金額の返還と更にそ

れに加えて一定の金額の納付を命ぜられ、また、詐欺罪として刑罰に処せられることがあること。 

 

※          公 共 職 業 安 定 所 又 は 地 方 運 輸 局 記 載 欄 
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様式第29号の2の2(第83条の4関係)(第2面) 

 注 意  

1 この申請書は、再就職手当の受給に係る就職日から起算して6ヵ月に至った日の翌日から起算して2ヵ月以内に、原則

として、申請者の住所又は居所を管轄する公共職業安定所又は地方運輸局の長に提出すること。 

2 この申請書は、受給資格者証を添えること。 

3 申請者にあっては6欄から10欄まで及び16欄、当該申請者を雇用した事業主にあっては11欄から15欄までをそれぞれ記

載すること。ただし、6欄から10欄までは、再就職手当の支給申請時から変更がない場合は記載を省略することができる

こと。 

4 申請は正しくすること。偽りの記載をして提出した場合には、以後失業等給付を受けることができなくなるばかりで

なく、不正に受給した金額の返還と更にそれに加えて一定の金額の納付を命ぜられ、また、詐欺罪として刑罰に処せら

れることがあること。 

5 申請書の記載について 

 (1)申請者の記載事項 

  ア □□□□で表示された枠(以下「記載枠」という。)に記載する文字は、光学式文字読取装置(OCR)で直接読取

を行うので、大きめのアラビア数字の標準字体、カタカナ及び漢字(6欄、7欄及び10欄に限る。)によって枠からは

み出さないように明瞭に記載するとともに、この用紙を汚したり必要以上に折り曲げたりしないこと。 

  イ 記載すべき事項のない欄又は記載枠は空欄のままとし、※印のついた欄には記載しないこと。 

  ウ 9欄には申請者の電話番号を記載すること。この場合、項目ごとにそれぞれ左詰め、市内局番及び番号は「 」

に続く5つの枠内にそれぞれ左詰めで記載すること。 

  (例：03―3456―××××→  

  エ 10欄1行目には、都道府県名は記載せず、特別区名、市名又は郡名とそれに続く町村名を左詰めで記載すること。 

   10欄2行目には、丁目及び番地のみを左詰めで記載すること。 

   また、所在地にアパート名又はマンション名等が入る場合は10欄3行目に左詰めで記載すること。 

 (2)事業主の記載事項 

  ア 12欄は、再就職手当の受給に係る就職日から6ヵ月に至った時点における一週間の所定労働時間を記載すること。 

  イ 13欄は、事業主が求人の申込み、募集等を行う際、申請者に対して明示した賃金額(月額)を記載すること。 

  ウ 14欄は、再就職手当の受給に係る就職日から最初に到達する賃金締切日(賃金締切日が1暦月中に2回以上ある者

については各暦月の末日に最も近い賃金締切日を、日々賃金が支払われる者等定められた賃金締切日のない者につ

いては暦月の末日をいう。以下同じ。)まで、及び各賃金締切日の翌日から次の賃金締切日までの期間ごとにそれ

ぞれ記載すること。 

  エ 15欄において、11欄から14欄までの記載事項の証明を行うこと。 

6 事業主が偽りの証明をした場合には、不正に受給した者と連帯して、不正に受給した金額の返還と更にそれに加えて

一定の金額の納付を命ぜられ、また、詐欺罪として刑罰に処せられることがあること。 

 

※          公 共 職 業 安 定 所 又 は 地 方 運 輸 局 記 載 欄 
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 注 意  

1 この申請書は、13欄に記載した雇入年月日の翌日から起算して1箇月以内に、原則として申請者の住

所又は居所を管轄する公共職業安定所又は地方運輸局(日雇受給資格者にあっては、就職先事業所の所

在地を管轄する公共職業安定所又は地方運輸局)の長に提出すること。 

2 この申請書には、受給資格者証、高年齢受給資格者証、特例受給資格者証又は日雇労働被保険者手

帳を添えること。 

3 申請書の記載について 

 (1)□□□□で表示された枠(以下「記入枠」という。)に記入する文字は、光学式文字読取装置(OC

R)で直接読取を行うので、大きめのアラビア数字の標準字体、カタカナ及び漢字(7欄、8欄及び11

欄に限る。)によって枠からはみ出さないように明瞭に記載するとともに、この用紙を汚したり必

要以上に折り曲げたりしないこと。 

 (2)記載すべき事項のない欄又は記入枠は空欄のままとし、※印のついた欄には記載しないこと。 

 (3)10欄には申請者の電話番号を記載すること。この場合、項目ごとにそれぞれ左詰めで、市内局番

及び番号は「 」に続く5つの枠内にそれぞれ左詰めで記載すること。 

  (例：03―3456―××××→ ) 

 (4)11欄1行目には、都道府県名は記載せず、特別区名、市名又は郡名とそれに続く町村名を左詰めで

記載すること。 

  11欄2行目には、丁目及び番地のみを左詰めで記載すること。 

  また、所在地にアパート名又はマンション名等が入る場合は11欄3行目に左詰めで記載すること。 

 (5)18欄は、該当する記号を○で囲むこと。また、「ロ 定めあり」を○で囲んだ場合にはその雇用

期間を記載するとともに、契約更新条項の有無及び1年以上雇用する見込みの有無について、該当

するものの記号をそれぞれ○で囲むこと。 

 (6)20欄は、該当する記号を○で囲むこと。 

 

※         公 共 職 業 安 定 所 又 は 地 方 運 輸 局 記 載 欄 
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様式第30号(第92条関係)(第1面) 

■ ■ 

移転費支給申請書 

  
※ 帳票種別 

 

 

1．支給番号 2．未支給区分 

   
空欄 未支給以外 

 1 未支給 

3．移転区分 支給金額 移転区分 4．紹介区分 5．就職時期又は訓練開始時期   

 

1 就職移転 

2 訓練移転  

1 公共職業安定所 
2 特定地方公共団体(都道府県) 
3 特定地方公共団体(市町村) 
4 職業紹介事業者 

 

1 給付制限期間中 
2 受給中 
3 受給終了後 
4 未定 

 

 

１ 

申

請

者 

氏 名   

移 転 前 の 住 所 又 は 居 所   

移 転 後 の 住 所 又 は 居 所   

2 就職先の事業所
又は受講する公共
職業訓練等の施設

 

名 称   

所在地   

3 特定地方公共団体又は
職業紹介事業者の紹介
による就職の場合、
その名称及び所在地 

名 称   

所在地   

4 就職決定年月日又は
受講指示年月日 

令和  年  月  日 5  訓 練 受 講 期 間  令和  年  月  日から 令和  年  月  日まで 

6 移転開始予定年月日 令和  年  月  日 
7 乗車(船)の場所

(出発空港) 
  

8 下車(船)の場所
(到着空港) 

  

9  移転する者の氏名
(生 年 月 日) 

10 
続柄 

※ 鉄 道 賃 ※ 船 賃 ※ 航 空 賃 ※ 車 賃 
※ 計 

距 離 運 賃 急行料金 計 距 離 運 賃 距 離 運 賃 距 離 運 賃 

本 人 
(  年 月 日生) 

  
キロメー

トル 
円 円 円 キロメー

トル 
円 キロメー

トル 
円 キロメー

トル 
円 円 

家

族 

( 年 月 日生) 
                        

( 年 月 日生) 
                        

( 年 月 日生) 
                        

( 年 月 日生) 
                        

( 年 月 日生) 
                        

※ 合 計 
円 円 円 円 円 円 円 

 雇用保険法施行規則第92条第1項の規定により上記のとおり移転費の支給を申請します。 

         令和   年   月   日 
公共職業安定所長 
地 方 運 輸 局 長 

殿 
申請者氏名                              

 

※

処

理

欄 

支 給 番 号 等   運 賃 等 の 合 計 
円 

雇 用 期 間   移 転 料 距 離 
キロメートル 

支 給 額 
円 

支 給 決 定 年 月 日 令和  年  月  日 着 後 手 当 
円 

  就職先の事業主等が所有する自動車
等を利用して負担した実費相当額 円 

備

考 

    

就職先の事業主等から支給される
就職支度費の額 円 

差 引 支 給 額 
円 
  

所

長 

  
次

長 

  
課

長 

  
係

長 

  係   
操
作
者 

  

■ 

様
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（
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係
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面
）

様式第30号(第92条関係)(第2面) 

 注 意  

1 この申請書は、移転の日の翌日から起算して1箇月以内に、原則として申請者の住所又

は居所を管轄する公共職業安定所又は地方運輸局の長に提出すること。 

2 この申請書には、受給資格者証、高年齢受給資格者証、特例受給資格者証又は日雇労働

被保険者手帳を添えること。 

3 公共職業安定所の紹介による就職及び公共職業訓練等の受講のために移転する場合に

は、3欄には記載しないこと。 

4 就職するために移転する場合には、5欄は記載しないこと。 

5 6欄には、移転のために出発する予定年月日を記載すること。 

6 9の家族欄には、随伴する同居の親族のうち申請者の収入によって生計を維持している

者について記載すること。この場合には、その事実を証明することができる書類を添える

こと。 

7 ※印欄には、記載しないこと。 
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様
式
第
３
１
号
（
第
９
３
条
関
係
）

様式第31号(第93条関係) 

移 転 費 支 給 決 定 書 

申 請 者 

氏 名 
  

支給番号等 
  

移 転 前 の 住 所

又 は 居 所 

  

移 転 後 の 住 所

又 は 居 所 

  

就職先の事業所 

名 称 
  

所 在 地 
  

就職決定年月日 令和 年 月 日 雇用期間 
  

受講する公共職

業訓練等の施設 

名 称 
  

所 在 地 
  

受講指示年月日 
令和 

年 月 日 

受 講 開 始 

年 月 日 

令和 

年 月 日 

受 講 終 了 

年 月 日 

令和 

年 月 日 

移 転 費 の 額 

鉄道賃 船賃 航空賃 車賃 移転料 着後手当 合 計 

円 円 円 円 円 円 円 

  就職先の事業主等が所有する自動車等

を利用して負担した実費相当額 
円 

就職先の事業主等から支給される就職

支度費の額 
円 

差 引 支 給 額 円 

 

 雇用保険法第58条第1項の規定により上記のとおり移転費を支給する。 

   令和   年   月   日 

  公共職業安定所又は

地方運輸局の所在地 
  

公共職業安定所又は

地方運輸局の長名 
             印 

注 意 

  1 移転費の支給を受けた者は、就職先の事業所に出頭したときは、速やかにこの決定書をそ

の事業所の事業主に提出すること。 

  2 移転費の支給を受けた者は、紹介された職業に就かなかったとき、又は指示された公共職

業訓練等の受講を開始しなかったときは、その事実が確定した日の翌日から起算して10日以

内に、移転費を支給した公共職業安定所又は地方運輸局の長にその旨を届け出るとともに、

その支給を受けた移転費に相当する額を返還しなければならないこと。 

  3 この移転費の支給に関する処分について不服があるときは、この処分があったことを知っ

た日の翌日から起算して3箇月以内に雇用保険審査官に対して審査請求をすることができる。 

様
式
第
３
２
号
（
第
９
４
条
関
係
）

様式第32号(第94条関係) 

 

移 転 証 明 書 

 

1．移 転 し た 者 

氏 名 

  ※ 

支給番号等 

  

移 転 後 の 住 所

又 は 居 所 

  

2．就職した事業所 

名 称 

  

所 在 地 

  

3．雇 入 年 月 日 令和 年 月 日 4．雇用形態 常用・臨時・日雇 5．雇用期間 

  

6．支 給 し た 就 職 支 度 費 の 額 円 

7．備 考 

  

  

 

 

  雇用保険法施行規則第94条第2項の規定により上記のとおり移転し、就職したことを証明する。 

 

 

 

  令和  年   月   日 

公共職業安定所長 

地 方 運 輸 局 長 
殿 

事業主氏名                    

 

注 意 

 1 この証明書は、移転した者から移転費支給決定書の提出を受けたときに作成し、速やかに移転費を支給

した公共職業安定所又は地方運輸局の長に送付すること。 

 2 3欄には、実際に就労した最初の日を記載すること。 

 3 4欄には、該当する事項を○で囲むこと。 

 4 5欄には、日雇、臨時工等雇用契約の期間が短いものにあっては、その者の実際の就業期間を記載するこ

と。 

 5 6欄には、移転した者に事業主が支給した移転に要する費用の全てを記載すること。 

 6 この証明書の記載事項と移転費支給決定書の記載事項とが異なる場合には、その理由をできるだけ詳細

に7欄に記載すること。 

 7 事業主の氏名欄には、事業主が法人である場合には、その名称及び代表者の氏名を記載すること。 

 8 ※印欄には、記載しないこと。 
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様
式
第
３
２
号
の
２
（
第
９
９
条
関
係
）
（
第
１
面
）

様式第32号の2(第99条関係)(第1面) 

■ ■ 

求職活動支援費(広域求職活動費)支給申請書 

  

※ 帳票種別 

 
  
 

1．支給番号 2．未支給区分 3．支給金額(広域求職活動費) 4.広域求職活動開始時期 

  
  

空欄 未支給以外 

 1  未支給 
 

 

1 給付制限期間中 

2 受給中 

3 受給終了後 

 

1 申 請 者 氏 名   住所又は居所   

２ 

訪

問

事

業

所 

名 称 所 在 地 

    

    

    

    

    

 雇用保険法施行規則第99条第1項の規定により上記のとおり求職活動支援費(広域求職活動費)の支給を申請します。 

          令和    年    月    日 
 

申請者氏名                                  公共職業安定所長 

地 方 運 輸 局 長 
殿 

  

※

処

理

欄 

支 給 番 号 等   支給決定年月日 令和     年    月    日 

宿泊地 
公共職業安定所 

地方運輸局関係 

公共職業安定所 

地方運輸局関係 

公共職業安定所 

地方運輸局関係 

公共職業安定所 

地方運輸局関係 

泊 数 泊 泊 泊 泊 

区 間 

鉄

道

賃 

距離(キロメートル) 船

賃 

距離(キロメートル) 航

空

賃 

距離(キロメートル) 車

賃 

距離(キロメートル) 
宿 泊 料 

 
(円) 

計 
 

(円) 

鉄 道 距 離

換 算 キ ロ 数 

(キロメートル) 

運 賃 (円) 

運 賃 (円) 運 賃 (円) 運 賃 (円) 急行料金 (円) 

  

キロメートル 
キロメートル キロメートル キロメートル 

円 円 キロメートル 

円 

円 円 円 円 

  

キロメートル 
キロメートル キロメートル キロメートル 

円 円 キロメートル 

円 

円 円 円 円 

  

キロメートル 
キロメートル キロメートル キロメートル 

円 円 キロメートル 

円 

円 円 円 円 

  

キロメートル 
キロメートル キロメートル キロメートル 

円 円 キロメートル 

円 

円 円 円 円 

合 計   円 キロメートル 

      求人者から支給される広域求職活動に

要する費用の額 
円 

備

考 

    
    差 引 支 給 額 円 

所
属
長 

  次

長 

  課

長 

  係

長 

  

係 

  操
作
者 

  

 ■ 

様
式
第
３
２
号
の
２
（
第
９
９
条
関
係
）
（
第
２
面
）

様式第32号の2(第99条関係)(第2面) 

 注 意  

1 この申請書は、公共職業安定所の指示による広域求職活動を終了した日の翌日から起算

して10日以内に本人の住居所を管轄する公共職業安定所又は地方運輸局の長に提出して

ください。 

2 ※印欄には、記載しないでください。 

190



様
式
第
３
２
号
の
３
（
第
１
０
０
条
の
４
関
係
）
（
第
１
面
）

様式第32号の3(第100条の4関係)(第1面) 

■ ■ 

求職活動支援費(短期訓練受講費)支給申請書 

  

※ 帳票種別 

 
 

 

1．支給番号 2．未支給区分 3．支給金額(短期訓練受講費) 

 
  

空欄 未支給以外 

 1  未支給 
 

 

１ 

講

座 

教育訓練施設の名称 講座名 
受講開始

年月日 

受講修了

年月日 
当該講座に関連する公的資格 

受講費 

(入学料含む) 

(円) 

 

 

 

         

 資格名 

円  

4．分類 
 

(1～9) 

第2面 

参照 

5．種別 
 

(1～3) 

第2面 

参照 

 雇用保険法施行規則第100条の4第1項の規定により上記のとおり求職活動支援費(短期訓練受講費)の支給を申請します。 

         令和   年   月   日  

申請者氏名                     
公共職業安定所長 

地 方 運 輸 局 長 
殿 

 

※ 
 

処

理

欄 

支 給 番 号 等 
  

支 給 決 定 年 月 日 令和   年   月   日 

計 算 欄 支 給 額 (円 ) 

  

円 

 

備

考 
  

 

  所
属
長 

  次

長 

  課

長 

  係

長 

  

係 

  操
作
者 

  

 ■ 

様
式
第
３
２
号
の
３
（
第
１
０
０
条
の
４
関
係
）
（
第
２
面
）

様式第32号の3(第100条の4関係)(第2面) 

注 意 

1 この申請書は、教育訓練を行う者(以下「教育訓練実施者」という。)の発行する短期訓練受講費の

支給に係る教育訓練を修了したことを証明することができる書類(以下「教育訓練修了証明書」とい

う。)に記載された受講修了日の翌日から起算して1ヵ月以内に、受給資格者証等に下記の確認書類を

添付して、申請者本人が、原則として、本人の住居所を管轄する公共職業安定所又は地方運輸局の長

に提出してください。 

2 申請書に添付すべき確認書類は次のとおりですが、これらの確認書類と申請書の内容が異なる場合

は、支給決定を行うことができませんので、教育訓練実施者より(1)、(2)及び(3)の交付があった際に

は、その内容をよく確認し、事実と異なる場合は、教育訓練実施者に対して修正を依頼してください。 

 (1)教育訓練実施者の発行する「教育訓練修了証明書」 

 (2)教育訓練実施者の発行する教育訓練経費に係る「領収書」 

   教育訓練経費の支払いをクレジット会社を介したクレジット契約により行う場合は、教育訓練実

施者の発行する「クレジット契約証明書」(必要事項を教育訓練実施者が付記したクレジット伝票

でもよい)、教育訓練実施者に対する分割払等のために「領収書」等が複数枚にわたるときはその

全てを提出してください。 

 (3)教育訓練実施者の発行する「返還金明細書」(「領収書」「クレジット契約証明書」が発行された

後で、受講料の値引き等により、教育訓練経費の一部が教育訓練実施者から本人に対して還付され

た(される)場合に必要です。) 

3 申請書の記載について 

 (1) で表示された枠(以下「記入枠」という。)に記入する文字は、光学式文字読取装置

(OCR)で直接読取を行いますので、枠からはみ出さないように大きめの文字により明瞭に記載する

とともに、この用紙を汚したり必要以上に折り曲げたりしないでください。 

 (2)1欄の当該講座に関連する公的資格の分類については、以下の区分に該当するものを記載してくだ

さい。 

  
 1 輸送・機械運転関係 

 2 医療・社会福祉・保健衛生関係 

 3 専門的サービス関係 

4 情報関係 

5 事務関係 

6 営業・販売・サービス関係 

7 技術関係 

8 製造関係 

9 その他 

 (3)1欄の当該講座に関連する公的資格の種別については、以下の区分に該当するものを記載してく

ださい。 

  
 1 労働安全衛生法に規定する講習(フォークリフト、クレーン等) 

 2 運転免許取得講習(大型特殊免許等) 

 3 その他(介護職員初任者研修等) 

 (4)※印欄には記載しないでください。 

 (5)受講費の額は、「教育訓練修了証明書」及び教育訓練実施者の発行する教育訓練経費に係る「領

収書」(又はクレジット契約証明書)の両方に記載された額と同一額となっていることを確認してく

ださい。なお、教育訓練経費の一部が教育訓練実施者から本人に対して還付された(される)場合は、

受講費の額は「返還金明細書」に記載された額を差し引いた額と同一額となっていることを確認し

てください。 
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様
式
第
３
２
号
の
４
（
第
１
０
０
条
の
８
関
係
）
（
第
１
面
）

様式第32号の4(第100条の8関係)(第1面) 

■ ■ 

求職活動支援費(求職活動関係役務利用費)支給申請書 

  

※ 帳票種別 

 

  
 

1．支給番号 2．未支給区分 3．支給金額(求職活動関係役務利用費) 

  
  

空欄 未支給以外 

 1  未支給 
 

 

１ 

保

育

等

サ

ー

ビ

ス 

項

番 

保育等サービス

利用理由 

保育等サービス

事業者名 

保育等サー

ビス利用日 

保育等

サービ

ス利用

日数 

保育等サービス名 

保育等サービス利

用期間内の 

求職活動実施日 

保育等サービス

利用期間内の求

職活動実施日数 

費用(自己負担分) 

(円) 
  

(1) 

4．その1     

日 

5．その1   6．その1 

円 

 

   
(1・2) 
第2面 
参照  

(01～14) 
第2面 
参照 

 
日 

(2) 

7．その2     

日 

8．その2   9．その2 

円 

 

 

   
(1・2) 
第2面 
参照  

(01～14) 
第2面 
参照  日 

(3) 

10．その3     

日 

11．その3   12．その3 

円 

 

 

   
(1・2) 
第2面 
参照  

(01～14) 
第2面 
参照  日 

(4) 

13．その4     

日 

14．その4   15．その4 

円 

 

 

   
(1・2) 
第2面 
参照  

(01～14) 
第2面 
参照  日 

 雇用保険法施行規則第100条の8第1項の規定により上記のとおり求職活動支援費(求職活動関係役務利用費)の支給を申請します。   

          令和   年   月   日  

申請者氏名                             
公共職業安定所長 

地 方 運 輸 局 長 殿 

 

 

※

処

理

欄 

支 給 番 号 等 
  

支 給 決 定 年 月 日 令和    年    月    日 

項番 計 算 欄 支 給 額 (円 ) 

(1) 
  

円 

(2) 
  

円 

(3) 
  

円 

(4) 
  

円 

合計 
  

円 

 

備

考 

  

 

  所
属
長 

  次

長 

  課

長 

  係

長 

  

係 

  操
作
者 

  

■ 

様
式
第
３
２
号
の
４
（
第
１
０
０
条
の
８
関
係
）
（
第
２
面
）

様式第32号の4(第100条の8関係)(第2面) 

注 意 

1 この申請書は、失業の認定を受けようとする期間(前回の失業の認定日から今回の認定日の前日までの期間。認

定対象期間＝支給対象期間(求職活動関係役務利用費))中に、求人者との面接等をするため、又は求職活動関係役

務利用費対象訓練を受講するために保育等サービスを利用した場合、その失業の認定を受ける日(認定日＝確認日

(求職活動関係役務利用費))に、受給資格者証等に下記の確認書類を添付して、申請者本人が、原則として、本人

の住居所を管轄する公共職業安定所又は地方運輸局の長に提出してください。 

  ただし、高年齢受給資格者、特例受給資格者又は日雇受給資格者の方が求職活動支援費(求職活動関係役務利用

費)支給申請書を提出する場合にあっては、当該求職活動関係役務利用費の支給に係る保育等サービスを利用をし

た日の翌日から起算して四ヶ月以内に行ってください。 

2 申請書に添付すべき確認書類は次のとおりですが、これらの確認書類と申請書の内容が異なる場合は、支給決定

を行うことができませんので、保育等サービス事業者より(1)、(2)及び(3)の交付があった際には、その内容をよ

く確認し、事実と異なる場合は、保育等サービス事業者に対して修正を依頼してください。 

 (1)保育等サービス事業者の発行する保育等サービス費用に係る「領収書」又は「契約書」 

   保育等サービス費用の支払いをクレジット会社を介してクレジット契約により行う場合は、保育等サービス事

業者の発行する「クレジット契約証明書」(必要事項を保育等サービス事業者が付記したクレジット伝票でもよ

い)、保育等サービス事業者に対する分割払等のために「領収書」等が複数枚にわたるときはその全てを提出し

てください。 

 (2)事業主の証明を受けた「面接証明書」又は求職活動関係役務利用費対象訓練を実施する者の発行する求職活動

関係役務利用費対象訓練を受講したことを証明することができる書類(「教育訓練修了証明書」など) 

 (3)保育等サービス費用について、求人者、地方公共団体その他の者から補助を受けた場合はその額を証明する書

類 

3 申請書の記載について 

 (1) で表示された枠(以下「記入枠」という。)に記入する文字は、光学式文字読取装置(OCR)で直接

読取を行いますので、枠からはみ出さないように大きめの文字により明瞭に記載するとともに、この用紙を汚

したり必要以上に折り曲げたりしないでください。 

 (2)1欄の保育等サービス利用理由については、以下の区分に該当する番号を記載してください。 

   1 面接等のため     2 訓練のため 

 (3)1欄の保育等サービス利用日及び保育等サービス利用日数については、利用する保育等サービスの全ての利用

日及び利用日数を記載してください。ただし、保育等サービスであって、求職活動のために利用するものでは

ないものは、記載しないでください。 

 (4)1欄の保育等サービス利用期間内の求職活動実施日及び保育等サービス利用期間内の求職活動実施日数につい

ては、保育等サービス利用日及び保育等サービス利用日数に記載した利用日及び利用日数のうち、支給対象期

間中に求職活動を実施した日及び日数を記載してください。 

 (5)1欄の保育等サービス名については、以下の区分に該当する番号を記載してください。 

   01 認可保育所で行う保育 
 02 認可幼稚園で行う保育 
 03 認定子ども園で行う保育 
 04 小規模保育 
 05 家庭的保育 

06 居宅訪問型保育 
07 事業所内保育 
08 一時預かり事業 
09 子育て短期事業 
10 子育て援助活動支援事業 
  (ファミリー・サポート・センター事業) 

11 延長保育事業 
12 病児保育事業 
13 放課後児童クラブ 
14 その他の保育等サービス 
  (認可外保育施設が行う保育等) 

 (6)※印欄には記載しないでください。 

 (7)費用(自己負担分)の額は、保育等サービス事業者の発行する保育等サービス費用に係る「領収書」(又はクレ

ジット契約証明書)の額と同一額となっていることを確認してください。 
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様
式
第
３
３
号
の
２
の
３
（
第
１
面
、
第
２
面
）

様式第33号の2の3(第1面、第2面) 

教育訓練給付金(第101条の2の7第2号関係)及び教育訓練支援給付金受給資格者証            (第1面) 

1.被 保 険 者 番 号 2．氏 名 

    

3．性 別 4．受 講 開 始 時 年 齢 5．生 年 月 日 6．離 職 又 は 在 職 の 別 の 表 示 

        

7．住 所 又 は 居 所 

  

8.支払方法(記号(口座)番号―金融機関名―支店名) 

  

  

9．支 給 番 号 10．離 職 時 賃 金 日 額 11．支 給 日 額 

      

  

12．教 育 訓 練 実 施 者 名 13．教 育 訓 練 施 設 の 名 称 

    

14．教 育 訓 練 講 座 名 

  

15．指 定 番 号 16．実 施 方 法 17．訓 練 期 間 

      

18．受 給 資 格 確 認 年 月 日 19．受 講 開 始 日 20．受 講 修 了 予 定 日 

      

21．登 録 資 格 

  

22．登 録 訓 練 経 費 

  

 

管轄公共職業安定所 

電話番号                                  交付   年  月  日        公共職業安定所長 

 

折 り 曲 げ 線 

注 意 事 項 

1 この証は、受講修了日から1年間は大切に保管してください。もし、この

証を滅失したり、損傷したときは、速やかに申し出て再交付を受けてくだ

さい。なお、この証は、折り曲げ線以外では折り曲げないでください。 

2 教育訓練給付金(第101条の2の7第2号関係)、又は教育訓練支援給付金を受

けようとするときは、この証を関係書類に添えて、原則として、管轄公共

職業安定所の長に提出してください。 

3 あなたが預貯金口座への振込みの方法によって支給を受ける場合、支給金

額欄の金額をあらかじめ指定された金融機関の預貯金口座に振り込む手続

きを、支給決定後に行いますので、その金融機関から支払いを受けてくだ

さい。この場合、その金融機関から支払いを受けることができる日が、給

付金の支給日となります。 

4 定められた出頭日に来所しないときは、教育訓練支援給付金の支給を受け

ることができなくなることがあります。 

5 教育訓練支援給付金を受給するために、失業の認定を受けようとする期間

中に就職した日があった場合はその旨を必ず届け出てください。 

6 偽りその他不正の行為によって教育訓練給付金(第101条の2の7第2号関

係)又は教育訓練支援給付金を受けたり、又は受けようとしたときは、以後

教育訓練給付金及び教育訓練支援給付金を受けられなくなるばかりでな

く、不正受給した金額の返還と更にそれに加えて一定の金額の納付を命ぜ

られ、また、処罰される場合があります。 

7 氏名、住所若しくは居所、又は電話番号を変更したときは、その後最初に

来所したときに、届書を提出してください。 

8 教育訓練給付金(第101条の2の7第2号関係)に関する処分又は上記6の返還

若しくは納付を命ずる処分について不服があるときは、その処分があった

ことを知った日の翌日から起算して3箇月以内に      雇用保険審

査官に対して審査請求をすることができます。 

9 教育訓練給付金(第101条の2の7第2号関係)又は教育訓練支援給付金につ

いて分からないことがあった場合には、公共職業安定所の窓口で御相談く

ださい。 

 

 

     被保険者番号 

(第2面) 

2021．9  

様
式
第
３
３
号
の
２
の
３
（
第
３
面
・
第
４
面
）

様式第33号の2の3(第3面・第4面) 

  

写真欄 

 

3×2.4  

(第3面) 

  被保険者番号        氏名 

 

                                           

  

処理状況 

行数 処 理 月 日 認 定 (支 給) 期 間 日数 種 類 支 給 金 額 備 考 

1       

2       

3       

4       

5       

6       

7       

8       

9       

10       

11       

12       

13       

14       

15       

16       

17       

18       

19       

20       

折 り 曲 げ 線 

行数 処 理 月 日 認 定 (支 給) 期 間 日数 種 類 支 給 金 額 備 考 

21       

22       

23       

24       

25       

26       

27       

28       

29       

30       

31       

32       

33       

34       

35       

36       

37       

38       

39       

40       

41       

42       

43       

44       
 

  
種
類 

教育訓練給付金(第101条の2の7第2号関係) 専門訓練給付金    

(第4面) 

教育訓練給付金(第101条の2の7第3号関係) 訓練追加給付金 未支給 支給金額の頭に(未)を付す。 

教育訓練支援給付金 訓練支援給付金 追給 支給金額又は(未)の頭に(追)を付す。 
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様
式
第
３
３
号
の
２
の
６
（
第
１
面
）

様式第33号の2の6(第1面) 

■ ■ 

教育訓練給付金(第101条の2の7第2号関係)受給者 

氏 名 

住 所 

電話番号 

変更届 

   ※帳票種別 

  
 

 1．被保険者番号 

  

2．受講開始年月日 

 

 

(4 平成 5 令和) 
 

 
  

1 氏 名 

フ リ

ガ ナ 

                                                

新 
  

旧 
  

2 住 所 

新 
〒 

旧 
〒 

3 電 話 番 号 

新           ―    ― 

旧           ―    ― 

4 生 年 月 日 

大正 

昭和 

平成 

令和 

年  月  日 5 変更年月日 令和  年  月  日 

   雇用保険法施行規則第101条の2の15の規定により上記のとおり届けます。 

    令和   年   月   日 

         公共職業安定所長 殿 

受給者氏名                       

電 話 番 号(              ) 

備

考 

  ※口座名義変更確認欄 

  

  

 
※ 所

属
長 

  
次

長 

  
課

長 

  
係

長 

  係   
操
作
者 

  

 
■ 

 

様
式
第
３
３
号
の
２
の
６
（
第
２
面
）

様式第33号の2の6(第2面) 

 注 意  

1 氏名を変更したときは、標題中「住所」及び「電話番号」の文字を抹消すること。この

場合には、2欄及び 3欄には記載しないこと。 

2 住所を変更したときは、標題中「氏名」及び「電話番号」の文字を抹消すること。この

場合には、1欄及び 3欄には記載しないこと。 

3 電話番号を変更したときは、標題中「氏名」及び「住所」の文字を抹消すること。この

場合には、1欄及び 2欄には記載しないこと。 

4 この届書には、電話番号を変更する場合を除き、変更の事実を証明することができる官

公署が発行した書類(例えば住民票)を添えること。 

5 ※印欄には、記載しないこと。 
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様
式
第
３
３
号
の
２
の
７
（
第
１
面
）

様式第33号の2の7(第1面) 

■ ■ 

教育訓練支援給付金受講証明書 

(必ず第 2面の注意書きをよく読んでから記入してください。) 

   帳票種別 

    

(

こ
の
用
紙
は
、
こ
の
ま
ま
機
械
で
処
理
し
ま
す
の
で
、
汚
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。) 

 

 

1 受 講 者 氏 名 
  

2 証 明 対 象 期 間 令 和     年     月     日 ～ 令 和     年     月     日 

3 教 育 訓 練 講 座 名 
  

4 右のカレンダーに該当する印をつけるとと

もに、開講日数、出席等日数、出席率を記入し

てください。 

月    月    月    

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 

 
(1)教育訓練が行われなかった日(日・祝日等) 
(2)教育訓練を一部のみ受けた日 
(3)教育訓練を受けなかった日 

 
＝印 
△印 
×印 

8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31         29 30 31         29 30 31         

開講日数           日 出席等日数        日 出席率          ％ 

5 特 記 事 項 
  

上記の記載事実に誤りのないことを証明する。      令和  年  月  日 

        公共職業安定所長殿 

            指定教育訓練実施者名 

            教育訓練施設の名称 

            所在地 

            電話番号 

            長の職名・氏名 
 
6 

 失業と受講の認

定を受けようとす

る期間中に、就職を

しましたか。 

 

ア した 

  就職をした日は

○印を右のカレ

ンダーに記入し

てください。 

イ していない 

月    月    月    

  

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31         29 30 31         29 30 31         

7 

 就職もしくは自

営した人又はその

予定のある人が記

入してください。 

ア 就 職 

(1)公共職業安定所又は地方運輸局紹介 

(2)地方公共団体又は職業紹介事業者紹介 

(3)自己就職 

 (就職先事業所) 

 事業所名(                      ) 

 所 在 地(〒                     ) 

 

 電話番号(                      ) 

  月  日より就職(予定) 

イ 自 営   月  日より自営業開始(予定) 

雇用保険法施行規則附則第 28条の規定により、上記のとおり申告し、教育訓練支援給付金の支給を申請します。 

 令和   年   月   日 

申請者氏名                               

             公共職業安定所長 殿 

被保険者番号  (                         )  

 

※

公

共

職

業

安

定

所

記

載

欄 

1．被保険者番号 

 

2．受講開始年月日 

 

 

(4 平成 5 令和)  

3．未支給区分 4．支払区分 

 

 

 

空欄 未支給以外 

 1  未支給 

5．支給期間その 1   (初日)        (末日) 

 

6．認定日数その 1 

 

7．不支給理由その 1 

 
 

1 就職 
2 受講不良 
3 その他 

8．支給期間その 2   (初日)        (末日) 

 

9．認定日数その 2 

 

10．不支給理由その 2 

 
 

1 就職 
2 受講不良 
3 その他 

11．就職年月日―経路 

 

 

 4 平成 

 5 令和 

12．離職年月日―離職理由 

 

 

 4 平成 

 5 令和 

 

 

備
考 

  ※ 
所

長 

  
次

長 

  
課

長 

  
係

長 

  係   
操
作
者 

    

■ 

 

様
式
第
３
３
号
の
２
の
７
（
第
２
面
）

様式第33号の2の7(第2面) 

 注 意  

1 この証明書は、教育訓練支援給付金の支給を受けようとするときに、必ず本人が提出す
ること。 

2 申告は正しくすること。申告しなければならない事柄を申告しなかったり、偽りの記載
をして提出した場合には、教育訓練支援給付及び教育訓練給付を受けることが出来なくな
るばかりでなく、不正に受給した金額の返還と更にそれに加えて一定の金額の納付を命ぜ
られ、また、詐欺罪として刑罰に処せられることがあること。 

3 証明対象期間は、原則、初めて教育訓練支援給付金の支給に関して失業の認定を受ける
場合にあっては受講開始日(受講開始日以後に教育訓練支援給付金の受給資格の決定を受
けた場合は、その日)から 2か月間、それ以外の教育訓練支援給付金の支給に関して失業
の認定を受ける場合にあっては、前回の証明対象期間の末日の翌日から 2か月間であるこ
と。なお、当該 2か月間に当該教育訓練講座の訓練期間の末日が含まれる場合は、当該末
日までであること。 

4 4欄の「開講日数」は、証明対象期間のうち講座が開講された日数を記載すること。証
明対象期間が 2か月ある場合、2か月分をまとめて記入すること。次の出席日数と出席率
も同様に、証明対象期間が 2 か月ある場合は、2 か月分をまとめて記入すること。遅刻、
早退は、訓練実施日あたり 2分の 1以上の出席があった場合、カレンダーに△を付け、出
席日数に 0.5日として算入すること。 

 「出席日数」は、講座に出席した日数と、カレンダーに△を付けた日数の合計を記載する
こと。小数点以下の端数は切り捨てること。 
 「出席率」は、「出席日数／開講日数×100」(％)を記載すること。小数点以下の端数は
切り捨てること。 

5 教育訓練講座を受講しなかった日がある場合は、具体的事情その他必要な事項を 5欄に
記載すること。 

6 6欄は、該当する記号を○で囲むこと。アを○で囲んだ者は、その内容をカレンダーに
申告すること。 

7 6欄の「就職」とは、事業主に雇用された場合、自営業を営んだ場合、嘱託になった場
合などおよそ職業として認められるものに就いた場合若しくは自営業を開始するための
準備などをした場合であること。これは雇用保険の被保険者となっている期間、雇用保険
の被保険者とはならないが契約期間が 7 日以上の一の雇用契約における週所定労働時間
が 20 時間以上であって、かつ、1 週間の実際に就労する日が 4 日以上の場合の当該契約
期間、個人事業主を含む自営を営んだ場合又は会社の役員になった場合等をいうものであ
ること。なお、賃金などの報酬がなくても就職したことになるものであること。 

8 ※印欄には、記載しないこと。 
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様
式
第
３
３
号
の
３
の
２
（
第
１
０
１
条
の
５
、
第
１
０
１
条
の
７
関
係
）
（
第
１
面
）

様式第33号の3の2(第101条の5、第101条の7関係)(第1面) 

 

 
 
(

な
る
べ
く
折
り
曲
げ
な
い
よ
う
に
し
、
や
む
を
え
な
い
場
合
に
は
折
り
曲
げ
マ
ー
ク(

)

の
所
で
折
り
曲
げ
て
く
だ
さ
い
。)

 

  

高年齢雇用継続給付支給申請書 

(必ず第2面の注意書きをよく読んでから記入してください。) 
(

こ
の
用
紙
は
、
こ
の
ま
ま
機
械
で
処
理
し
ま
す
の
で
、
汚
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。)

 

  

帳票種別 

 

氏 名 給付金の種類 事業所番号 管轄区分 

 
  

1 基本給付金 

2 再就職給付金   

1．被保険者番号 

 

2．資格取得年月日 

 

要件該当日 

 

支給対象年月 

令和   

支給申請月 

令和  

前回処理年月日 

 

賃金月額の75％(旧85％) 

 

賃金月額の61％(旧64％) 

 
  

  3．被保険者氏名 

 

フリガナ(カタカナ) 

 
 

 ＜賃金支払状況＞ 
  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  4．支給対象年月その1 

 

5．4欄の支給対象年月に支払われた賃金額 

 

6．賃金の減額のあった日数 

 

 7．みなし賃金額 

  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8．支給対象年月その2 

 

9．8欄の支給対象年月に支払われた賃金額 

 

10．賃金の減額のあった日数 

 

 11．みなし賃金額 

  

 

12．支給対象年月その3 

 

13．12欄の支給対象年月に支払われた賃金額 

 

14．賃金の減額のあった日数 

 

 15．みなし賃金額 

  

 

※16．未支給区分 17．出力区分 18．次回支給申請年月日 

 
 

空欄 未支給以外 

 1  未支給  

即時出力の場合は

「1」を入力 

 

4 平成 5 令和 

 その他賃金に関する特記事項   

  19． 20． 21． 

  
 

様
式
第
３
３
号
の
３
の
２
（
第
１
０
１
条
の
５
、
第
１
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１
条
の
７
関
係
）
（
第
２
面
）

様式第33号の3の2(第101条の5、第101条の7関係)(第2面) 

  上記の記載事実に誤りがないことを証明します。 

   令和   年   月   日 

事業所名(所在地・電話番号)                                      

 
事業主氏名                                              

雇用保険法施行規則第101条の5・第101条の7の規定により、上記のとおり高年齢雇用継続給付の支給を申請します。 

   令和   年   月   日 

 

                     公共職業安定所長 殿 

申請者氏名                                       

 

  

社会保険

労 務 士

記 載 欄 

作成年月日・提出代行者・事務代理者の表示 氏 名 電 話 番 号   

備

考 

賃 金 締 切 日 日 賃 金 支 払 日 当月・翌月      日 

  

  

  賃 金 形 態 月給・日給・時間給・ 

所 定 労 働 日 数 4欄     日 8欄     日 12欄     日 

  
通 勤 手 当 有(毎月・3か月・6か月・            )・無 ※ 

所

長 

  

次

長 

  

課

長 

  

係

長 

  

係 

  

操
作
者 

    

  

 
  ※ 支 給 決 定 年 月 日 令 和     年      月      日 

 注 意  

 1 この申請書は、指定された次回支給申請日に事業主を経由して事業所の所在地を管轄する公共職業安定所に提出してください。ただし、やむを得ない理由のため事業主を経由して提出するこ

とが困難である場合には、申請者本人が提出することができます。また、この支給申請については指定された次回支給申請月に行わなければ、特別の事情があると認められない限りその支給を

行うことはできません。 

   なお、初回の支給申請は、この申請書に六十歳到達時等賃金証明書及び高年齢雇用継続給付受給資格確認票を添付して最初に支給を受けようとする支給対象月の初日から起算して4ヵ月以内

に行ってください。この場合、平成16年1月1日前に既に高年齢雇用継続給付の受給資格が確認されている場合には、六十歳到達時等賃金証明書及び受給資格確認票の添付は必要ありません。 

   また、初回の支給申請前に既に六十歳到達時等賃金証明書及び受給資格確認票を提出して受給資格等の照会を行い、受給資格確認通知書を交付されている場合には、これらの書類の添付に

代えて支給申請書にその通知書を添えて事業所の所在地を管轄する公共職業安定所に提出してください。 

 2 申請は正しくしてください。偽りの記載をして提出した場合には、以後高年齢雇用継続給付を受けることができなくなるばかりでなく、不正に受給した金額の返還と更にそれに加えて一定の

金額の納付を命ぜられ、また、詐欺罪として刑罰に処せられることがあります。 

 3 4欄、8欄及び12欄には、支給を受けようとする支給対象月を記載し、月が1桁の場合は、それぞれ10の位の部分に「0」を付加して2桁で記載してください。 

 4 支給対象月において被保険者資格を喪失した後一日の空白もなく別の事業主に雇用され被保険者資格を取得したときも、支給の対象となります。 

   この場合において、被保険者資格喪失前の事業主から支払われた賃金については、備考欄にその額を記載してもらってください。 

 5 5欄、9欄及び13欄には、各々4欄、8欄及び12欄に記載した支給対象月に支払われた賃金(臨時の賃金及び3ヵ月を超える期間ごとに支払われる賃金を除く。)の額を記載してください。 

  (1)賃金に含まれるか否かが判断しかねるものについては、各々19欄、20欄及び21欄にその額とその名称を記載してください。 

  (2)出向中の被保険者であって、出向元及び出向先の双方から賃金が支払われている場合は、その賃金の合計額を記載してください。この場合、下記11の賃金台帳により賃金の額が確認できな

い賃金については、備考欄にその額を記載してもらってください。 

  (3)賃金締切日、賃金支払日、賃金形態、5欄、9欄及び13欄に記載した賃金の支払いに係る月ごとの所定労働日数(賃金形態が日給又は時間給の場合)並びに通勤手当に関する事項について、備

考欄に記載してください。 

 6 6欄、10欄及び14欄には、各々5欄、9欄及び13欄に記載した賃金の支払いに係る月において非行、疾病、負傷、事業所の休業、私事等により賃金の全部又は一部の支払を受けることができな

かった日の数を記載してください(該当する日がない場合は「0」と記載してください。)。この場合、5欄、9欄及び13欄に記載した賃金の支払いに係る月において賃金の減額の対象となった日

に支払いを受けることができなかった賃金の額を各々19欄、20欄及び 21欄に記載してください。 

 7 記載すべき事項のない欄又は記入枠は空欄のままとし、※印の付いた欄又は記入枠には記載しないでください。 

 8 事業主は、記載事実に誤りのないことの証明を行ってください。 

 9 事業主が偽りの証明をした場合には、不正に受給した者と連帯して、不正に受給した金額の返還と更にそれに加えて一定の金額の納付を命ぜられ、また、詐欺罪として刑罰に処せられること

があります。 

 10 この支給申請書の提出に際しては、賃金額等その記載内容を確認できる賃金台帳、出勤簿等をご持参ください。 

 11 本手続は電子申請による申請が可能です。 

   なお、本手続について、社会保険労務士が事業主の委託を受け、電子申請により本申請書の提出に関する手続を行う場合には、当該社会保険労務士が当該事業主から委託を受けた者である

ことを証明するものを本申請書の提出と併せて送信することをもって、当該事業主の電子署名に代えることができます。 

 12 本手続について、事業主が本申請書の提出に関する手続を行う場合には、当該事業主が被保険者から、当該被保険者本人の申請であることを証明するものを提出させ、保存しておくことを

もって、当該被保険者の(電子)署名に代えることができます。この場合の申請者氏名欄には、申請者氏名に代えて「申請について同意済み」と記載してください。 
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様式第34号(第144条関係)(表面) 

様式第34号 

第      号   

雇用保険検査証明書   

厚生労働省、

都道府県労働

局又は都道府

県印 

  

  

  

写 真 

 官 職 

 

 氏 名 

 

 生年月日 

 

令和  年  月  日交付   
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様
式
第
３
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号
（
裏
面
）

様式第34号(裏面) 

 この検査証明書を所持する者は、雇用保険法第79条第1項の規定により、雇用保険の被

保険者、受給資格者等若しくは教育訓練給付対象者を雇用し、若しくは雇用していたと

認められる事業主の事業所又は労働保険事務組合若しくは労働保険事務組合であつた団

体の事務所に立ち入り、関係者に対して質問し、又は帳簿書類の検査をすることができ

る。 

 

様
式
第
３
５
号
（
第
１
４
６
条
関
係
）

様式第35号(第146条関係) 

雇用保険被保険者資格取得届光ディスク等提出用総括票 

(必ず第2面の注意事項を読んでから記載してください。) 

 

1． 事 業 所 名 

フリガナ 

  

2． 事 業 所 番 号 
        

― 
            

― 
    

3． 届 出 年 月 日    令 和     年     月     日 

4． 
届 出 被 保 険 者 数 

届 出 被 保 険 者 氏 名 

                    人 

 

別紙のとおり 

5． 資 格 取 得 年 月 日    令 和     年     月     日 

6． 雇 用 形 態 
   1．日雇       2．派遣     3．パートタイム 

   4．有期契約労働者  5．季節的雇用  6．船員  7．その他 

7． 1 週 間 の 所 定 労 働 時 間           時間    分 

8． 契 約 期 間 の 定 め 

 

1 有 
契約期間令和  年  月  日～ 令和  年  月  日 

契約更新条項の有無  イ 有  ロ 無 

2 無 

 

  氏 名(ローマ字) 国 籍・地 域 在留資格 在留期間 資格外活動の許可の有無 在留カードの番号※1 
※2 

□ 
      西暦    年 

  月  日まで 
有 ・ 無   

9． 氏 名(ローマ字) 国 籍・地 域 在留資格 在留期間 資格外活動の許可の有無 在留カードの番号※1 
※2 

□ 

備

考

欄 

      西暦    年 

  月  日まで 
有 ・ 無   

氏 名(ローマ字) 国 籍・地 域 在留資格 在留期間 資格外活動の許可の有無 在留カードの番号※1 
※2 

□ 
      西暦    年 

  月  日まで 
有 ・ 無   

氏 名(ローマ字) 国 籍・地 域 在留資格 在留期間 資格外活動の許可の有無 在留カードの番号※1 
※2 

□ 
      西暦    年 

  月  日まで 
有 ・ 無   

氏 名(ローマ字) 国 籍・地 域 在留資格 在留期間 資格外活動の許可の有無 在留カードの番号※1 
※2 

□ 
      西暦    年 

  月  日まで 
有 ・ 無   

その他 

※1 在留カードの右上に記載されている12桁の英数字 

※2 派遣・請負労働者として主として1以外の事業所で就労する場合 

 雇用保険法施行規則第6条第1項の規定により上記のとおり届けます。 

令和    年    月    日  

事業主 

住 所 

氏 名 

電話番号 

公共職業安定所長 殿          

  社会保険

労 務 士

記 載 欄 

作成年月日・提出代行者・事務代理者の表示 氏 名 電話番号   

備

考 

  

  

印 

  

 ※ 取得時被保険者種類 

   1 一般    2 短期常態    3 短期特例   11 高年齢被保険者(65歳以上) 

※ 所

長 

  次

長 

  課

長 

  係

長 

  

係 

  操

作

者 

    

確認通知 令和  年  月  日 
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注 意 

  1 必ず添付する届出対象者名簿に記載のある全ての者について、次の形式により届出内容を入力した光ディスク等、記録媒体と合わせて届け出ること。 
   総括票の記載項目については、各項目について2以上の条件を併記してはならず、また、1の光ディスク等、記録媒体に2以上の雇用保険被保険者資格取得届光デ

ィスク等提出用総括票に対応するデータを記録してはならない。 
   また、光ディスク等、記録媒体内の届出内容は総括票に記載されている項目について、総括票と同一の内容のものであること。なお、再取得の場合には窓口用

フォーマットではなく電子申請用フォーマットの入力方法によること。 
  (1) 光ディスク等、記録媒体の種類等 
    ア CDで作成する場合、それぞれ、CD―ROMで作成する場合はJIS X 6281、CD―Rで作成する場合はJIS X 6282、CD―RWで作成する場合はJIS X 6283に準拠した

記録媒体を使用すること。ボリューム構造及びファイル構造については、JIS X 0606，JIS X 0608に準拠した形式で書き込むこと。なお、書き込み後、必ず
ファイナライズの処理を行うこと。 

    イ DVDで作成する場合、それぞれ、DVD―ROMで作成する場合はJIS X 6241又はJIS X 6242、DVD―Rで作成する場合はJIS X 6245又はJIS X 6249、DVD―RWで作
成する場合はJIS X 6248に準拠した記録媒体を使用すること。ボリューム構造及びファイル構造については、JIS X 0607，JIS X 0609に準拠した形式で書き
込むこと。なお、書き込み後、必ずファイナライズの処理を行うこと。 

    ウ 使用する文字は漢字で記載する部分を除き全て1バイトコード(半角)で作成すること。1バイトコードについては、JIS8単位符号、2バイトコードはシフトJ
ISコードを使用すること。 

    エ 個人データは1ファイルに連続して記録することとし、シングルファイル／シングルボリュームとすること。1の光ディスク等、記録媒体に入力するデー
タは窓口用フォーマットは8,000人分、電子申請用フォーマットは1,000人分までとすること。 

    オ データ形式はCSV形式とし、窓口用フォーマットの場合は、ファイル名は「shutoku」拡張子は「txt」又は「csv」とすること。 
     また、電子申請用フォーマットの場合は、ファイル名は「10101―shutoku」拡張子は「csv」とすること。 
    カ 光ディスク等、記録媒体のラベルに、事業所名、事業所番号、届出年月日、届出対象者数及び取得年月日を記載すること。 
  (2)光ディスク等、記録媒体入力方法(窓口用フォーマット) 
    ア 冒頭データ 
      事業所名、作成年月日(改行) 
      10101(改行) 
    イ 個人データ 
      1―個人番号，3―1，4―氏名(カタカナ)，6―性別，7―生年月日，8―事業所番号，9―資格取得年月日，10―被保険者となったことの原因，11―賃金支払

の態様―賃金額，12―雇用形態，13―職種，15―就職経路，16―1週間の所定労働時間，17―契約期間の定め，18―被保険者氏名(ローマ字)，19―国籍・
地域，20―国籍・地域コード，21―在留資格，22―在留資格コード，23―在留期間，24―資格外活動の許可の有無，25―在留カードの番号，26―派遣・請
負就労区分，31―漢字氏名(改行) 

      1―個人番号，3―1，4―氏名(カタカナ)．．．．．． 
   (ア)個人番号：必ず番号確認と身元確認の本人確認を行った上で、個人番号(マイナンバー)を入力すること。 
   (イ)性別：男1，女2 
   (ウ)生年月日：明治1，大正2，昭和3，平成4，令和5とし○○年××月△△日生まれの場合、「該当年号番号―○○××△△」と入力すること。1桁の場合は、

10の位の部分に「0」を付加して2桁で入力すること。 
   (エ)事業所番号：必ず11桁の事業所番号を入力すること。 
   (オ)資格取得年月日：試用期間及び研修期間を含む雇入れの初日を入力すること。令和○○年××月△△日の場合、「5―○○××△△」と入力すること。1桁の

場合は上記(ウ)と同様に入力すること。 
   (カ)被保険者となったことの原因：新規雇用(新規学卒)1，新規雇用(その他)2，日雇からの切替3，その他4，出向元への復帰等(65歳以上)8 
   (キ)賃金：月給1，週給2，日給3，時間給4，その他5とし、資格取得年月日現在における支払の態様及び賃金月額(臨時の賃金、1箇月を超える期間ごとに支払わ

れる賃金及び超過勤務手当を除く。) 
     (単位千円…千円未満四捨五入、最大4桁まで、数字のみを入力する)との間は“―”で結んで入力すること。 
   (ク)雇用形態：日雇1，派遣2，パートタイム3，有期契約労働者4，季節的雇用5，船員6，その他7 
   (ケ)職種：(1)管理的職業 01  (2)専門的・技術的職業 02  (3)事務的職業 03  (4)販売の職業 04  (5)サービスの職業 05  (6)保安の職業 06 
        (7)農林漁業の職業 07 (8)生産工程の職業 08  (9)輸送・機械運転の職業 09 (10)建設・採掘の職業 10 (11)運搬・清掃・包装等の職業 11 
   (コ)就職経路：安定所紹介1、自己就職2、民間紹介3、把握していない4 
   (サ)1週間の所定労働時間：半角数字により○○時間××分のときは「○○××」と入力すること。1桁の場合は10の位の部分に「0」を付加して2桁で入力するこ

と。 
       例 所定労働時間が38時間0分の場合・・・16―3800 
   (シ)契約期間の定め：8欄に記載した内容どおり、数字及びイ又はロを並べること。なお、各記載内容の間は“―”で結ぶこと。 
       例 契約期間の定め有り(1)、契約期間令和○○年××月△△日～令和○○年××月△△日、契約更新条項有り(イ)の場合・・・17―1―5―○○××△

△―5―○○××△△―イ 契約期間の定め無し(2)の場合・・・17―2 
   (ス)被保険者氏名(ローマ字)：被保険者が外国人の場合に、半角のアルファベット大文字で40字以内で在留カード記載順に入力すること。例 18―ROMAJI SHIM

EI 
   (セ)国籍・地域：被保険者が外国人の場合に、全角20文字までで入力すること。 
   (ソ)在留資格：被保険者が外国人の場合に、全角20文字までで入力すること。 
   (タ)在留期間：被保険者が外国人の場合に、半角数字により○○○○年△△月××日の場合は、「○○○○△△××」と入力すること。 
       例 2019年3月4日の場合・・・23―20190304 
   (チ)資格外活動の許可の有無：被保険者が外国人の場合に、有1無2を入力すること。 
   (ツ)在留カードの番号：被保険者が外国人の場合に、半角12文字で入力すること。 
   (テ)派遣・請負就労区分：被保険者が外国人の場合に、該当1非該当2を入力すること。 
   (ト)国籍・地域コードと在留資格コードは入力しないこと。 
  (3)光ディスク等、記録媒体入力方法(電子申請用フォーマット) 
   ア 管理データ 
      (項目行)  郡市区符号，事業所記号，通番，作成年月日，代表届書コード，連記式項目バージョン(改行) 
      (データ行) 10，アアア，001，20070720，22223，06(改行) 
   イ 事業所識別符号 
            ［kanri］(改行) 
   ウ 事業所管理データ 
            社会保険労務士氏名，事業所情報数(改行) 
            ，001(改行) 
      (項目行)  郡市区符号，事業所記号，事業所番号，親番号(郵便番号)，子番号(郵便番号)，事業所所在地，事業所名称，事業主氏名，電話番号，雇用保

険適用事業所番号(安定所番号)，雇用保険適用事業所番号(一連番号)，雇用保険適用事業所番号(チェックディジット)(改行) 
      (データ行) 10，アアア，12345，160，0023，東京都新宿区西新宿9―99―9，東京株式会社，鈴木 次郎，03―1234―XXXX，1234，123456，5(改行) 
   エ データ識別符号 
            ［data］(改行) 
   オ 個人データ 
      (項目行)  帳票種別，安定所番号，個人番号，被保険者番号4桁，被保険者番号6桁，被保険者番号チェックディジット，取得区分，被保険者氏名，被保

険者氏名フリガナ(カタカナ)，変更後の氏名，変更後の氏名フリガナ(カタカナ)，性別，生年月日(元号)，生年月日(年)，生年月日(月)，生
年月日(日)，事業所番号(安定所番号)，事業所番号(一連番号)，事業所番号(チェックディジット)，資格取得年月日(元号)，資格取得年月日
(年)，資格取得年月日(月)，資格取得年月日(日)，被保険者となったことの原因，賃金(支払の態様)，賃金(賃金月額)，雇用形態，職種，就
職経路，取得時被保険者種類，番号複数取得チェック不要，1週間の所定労働時間(時間)，1週間の所定労働時間(分)，契約期間の定め，契約
期間開始(元号)，契約期間開始(年)，契約期間開始(月)，契約期間開始(日)，契約期間終了(元号)，契約期間終了(年)，契約期間終了(月)，
契約期間終了(日)，契約更新条項の有無，事業所名，被保険者氏名(ローマ字)，国籍・地域，国籍地域コード，在留資格，在留資格コード，
在留期間(年)，在留期間(月)，在留期間(日)，資格外活動の許可の有無，在留カードの番号，派遣・請負就労区分，備考，宛先，備考欄(備
考)，確認通知年月日(元号)，確認通知年月日(年)，確認通知年月日(月)，確認通知年月日(日)(改行) 

     (データ行1)  10101，，123456789123，1234，005678，5，1，漢字 氏名，カンジ シメイ，，，1，昭和，35，01，01，1234，123456，5，令和，02，04，
01，1，1，0300，7，1，1，，，40，00，無，，，，，，，，，，東京株式会社，KANJI SHIMEI，ブラジル，，永住者，，，，，2，AB12345
678CD，2，，飯田橋，，，，，(改行) 

     (データ行2)  10101，，123456789123，1234，005678，1．．．．．． 
   (ア)帳票種別：「10101」 
   (イ)個人番号：必ず番号確認と身元確認の本人確認を行った上で、個人番号(マイナンバー)を入力すること。 
   (ウ)被保険者番号：「雇用保険被保険者証」に記載されている雇用保険被保険者番号を4桁(一連番号)、6桁(一連番号)、1桁(チェックディジット)に分けて入力

すること。 
   (エ)取得区分：新規1，再取得2 
   (オ)性別：男1，女2 
   (カ)生年月日：元号は明治，大正，昭和，平成，令和のいずれかを漢字で入力し、○○年××月△△日生まれの場合、「○○，××，△△」と入力すること。 

   (キ)事業所番号：「雇用保険適用事業所設置届事業主控」に記載されている雇用保険適用事業所番号を4桁(安定所番号)、6桁(一連番号)、1桁(チェックディジッ
ト)に分けて入力すること。 

   (ク)資格取得年月日：元号は令和を漢字で入力すること。年月日は(カ)と同様に入力すること。 
   (ケ)被保険者となったことの原因：新規雇用(新規学卒)1，新規雇用(その他)2，日雇からの切替3，その他4，出向元への復帰等(65歳以上)8 
   (コ)賃金(支払の態様)：月給1，週給2，日給3，時間給4，その他5 
   (サ)賃金(賃金月額)：賃金月額を0～9999の範囲で入力すること(単位：千円)。 
   (シ)雇用形態：日雇1，派遣2，パートタイム3，有期契約労働者4，季節的雇用5，船員6，その他7 
   (ス)職種：(1)管理的職業 01  (2)専門的・技術的職業 02  (3)事務的職業 03  (4)販売の職業 04  (5)サービスの職業 05  (6)保安の職業 06 
        (7)農林漁業の職業 07 (8)生産工程の職業 08  (9)輸送・機械運転の職業 09 (10)建設・採掘の職業 10 (11)運搬・清掃・包装等の職業 11 
   (セ)就職経路：安定所紹介1、自己就職2、民間紹介3、把握していない4 
   (ソ)1週間の所定労働時間：半角数字により○○時間××分のときは「○○，××」と入力すること。1桁の場合は10の位の部分に「0」を付加して2桁で入力する

こと。 
     (例)所定労働時間が38時間0分の場合、1週間の所定労働時間(時間)に「38」、1週間の所定労働時間(分)に「00」と入力する。 
   (タ)契約期間の定め、契約更新条項の有無：「有」又は「無」を入力すること。 
   (チ)契約期間：開始年月日、終了年月日をそれぞれ(カ)と同様に記載すること。 
   (ツ)事業所名：当該被保険者の事業所名を半角、全角に関わらず文字数34文字までで入力すること。 
   (テ)被保険者氏名(ローマ字)：被保険者が外国人の場合に、半角のアルファベット大文字で40字以内で在留カード記載順に入力すること。 
   (ト)国籍・地域：被保険者が外国人の場合に、全角20文字までで入力すること。 
   (ナ)在留資格：被保険者が外国人の場合に、全角20文字までで入力すること。 
   (ニ)在留期間：被保険者が外国人の場合に、半角数字により○○○○年△△月××日の場合は、「○○○○△△××」と入力すること。 
   (ヌ)資格外活動の許可の有無：被保険者が外国人の場合に、有1無2を入力すること。 
   (ネ)在留カードの番号：被保険者が外国人の場合に、半角12文字で入力すること。 
   (ノ)派遣・請負就労区分：被保険者が外国人の場合に、該当1非該当2を入力すること。 
   (ハ)備考：半角、全角に関わらず文字数80文字までで入力すること。 
   (ヒ)宛先：提出先安定所を漢字10文字までで入力すること。 (例)飯田橋公共職業安定所の場合、「飯田橋」と入力する。 
    ※安定所番号，取得時被保険者種類，番号複数取得チェック不要，備考欄(備考)，確認通知年月日は省略する。 
  2 2欄は必ず11桁の事業所番号を記載すること。事業所番号が連続した10桁の構成であって、最後の空欄に記載すべき数字が不明な場合は、事業所の所在地を管轄

する公共職業安定所に確認して記載すること。 
  3 4欄にはこの帳票に添付する光ディスク等、記録媒体に入力されている労働者数を記載し、別紙として、届け出る被保険者の名簿(漢字及び読み仮名(カタカナ)、

外国人労働者の場合は、在留カードに記載されている順のローマ字及び読み仮名(カタカナ))を添付すること。なお、名簿及び光ディスク等、記録媒体内の届出対
象者の記載順は五十音順とすること。 

  4 7欄には、届出対象者の5欄に記載した年月日現在における1週間の所定労働時間を記載すること。 
  5 8欄には、該当するものの番号を○で囲み、1を○で囲んだ場合には、その契約期間を記載するとともに、契約更新の条項の有無について、該当するものの記号

をそれぞれ○で囲むこと。 
  6 9欄内その他欄には、被保険者となったことの原因が日雇からの切替、その他新規採用以外の理由による者がいる場合には、その氏名と理由を記載すること。 
  7 ※印のついた欄は記載しないこと。 
  8 事業主の住所及び氏名欄には、事業主が法人の場合は、その主たる事務所の所在地及び法人の名称を記載するとともに、代表者の氏名を付記すること。 
  9 本届出に係る被保険者資格取得者に外国人労働者(「外交」又は「公用」の在留資格の者及び特別永住者を除く。)が含まれる場合には、以上に加え9欄に、在留

カードに記載されている順に氏名(ローマ字)、国籍・地域、在留資格、在留期間、在留カードの番号(英字2桁―数字8桁―英字2桁)等を記載し、労働施策の総合的
な推進並びに労働者の雇用の安定及び職業生活の充実等に関する法律第28条の外国人雇用状況の届出とすることができる。なお、「家族滞在」の在留資格の者等、
資格外活動の許可を得て就労する者については、当該許可の有無について、該当するものを○で囲むこと。また、派遣・請負労働者として主として1欄以外の事業
所で就労する者については、□にチェックすること。 
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(別紙) 

雇用保険被保険者資格取得届光ディスク等提出用総括票に係る対象者名簿 

  漢 字 氏 名 読み仮名(カタカナ)   漢 字 氏 名 読み仮名(カタカナ) 

1     21     

2     22     

3     23     

4     24     

5     25     

6     26     

7     27     

8     28     

9     29     

10     30     

11     31     

12     32     

13     33     

14     34     

15     35     

16     36     

17     37     

18     38     

19     39     

20     40     

(注意) 

 1 該当対象者名簿と光ディスク等の個人データの順序は同一(五十音順)であること。 

 2 対象者が40名を越え、当該様式が複数枚にわたる場合には、頁数を記載し、又は通し

番号を修正したうえ、提出すること。この場合においても、名簿全体が五十音順である

必要があること。 

 3 外国人労働者の場合は、漢字氏名の欄には、ローマ字氏名(在留カード記載順)を記載

すること。 

様
式
第
３
６
号
（
第
１
４
６
条
関
係
）
（
第
１
面
）

様式第36号(第146条関係)(第1面) 

雇用保険被保険者資格喪失届光ディスク等提出用総括票 

(必ず第2面の注意事項を読んでから記載してください。) 

 

1． 事 業 所 名 

フリガナ 

  

2． 事 業 所 番 号 
        

― 
            

― 
    

3． 届 出 年 月 日    令 和     年     月     日 

4． 
届 出 被 保 険 者 数 

届 出 被 保 険 者 氏 名 

                    人 

別紙のとおり 

5． 離 職 年 月 日    令 和     年     月     日 

6． 1 週 間 の 所 定 労 働 時 間           時間    分 

 

  氏 名(ローマ字) 国 籍・地 域 在留資格 在留期間 在留カードの番号※1 
※2 

□ 
      西暦    年 

  月  日まで 

  

7． 氏 名(ローマ字) 国 籍・地 域 在留資格 在留期間 在留カードの番号※1 
※2 

□ 

備

考

欄 

      西暦    年 

  月  日まで 

  

氏 名(ローマ字) 国 籍・地 域 在留資格 在留期間 在留カードの番号※1 
※2 

□ 
      西暦    年 

  月  日まで 

  

氏 名(ローマ字) 国 籍・地 域 在留資格 在留期間 在留カードの番号※1 
※2 

□ 
      西暦    年 

  月  日まで 

  

氏 名(ローマ字) 国 籍・地 域 在留資格 在留期間 在留カードの番号※1 
※2 

□ 
      西暦    年 

  月  日まで 

  

その他 

※1 在留カードの右上に記載されている12桁の英数字 

※2 派遣・請負労働者として主として1以外の事業所で就労する場合 

 

 雇用保険法施行規則第7条第1項の規定により上記のとおり届けます。 

令和    年    月    日  

 

 事業主 

住 所 

氏 名 

電話番号 

 

公共職業安定所長 殿        

 

  社会保険

労 務 士

記 載 欄 

作成年月日・提出代行者・事務代理者の表示 氏 名 電話番号   

備

考 

  

  

  

  

  

※ 所

長 

  次

長 

  課

長 

  係

長 

  

係 

  操

作

者 

    

確認通知 令和  年  月  日 
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様
式
第
３
６
号
（
第
１
４
６
条
関
係
）
（
第
２
面
）

様式第36号(第146条関係)(第2面) 
注 意 
 1 必ず添付する届出対象者名簿に記載のある全ての者について、次の形式により届出内容を入力した光ディスク等、記録媒体と合わせて届け出ること。 
  総括票の記載項目については、各項目について2以上の条件を併記してはならず、また、1の光ディスク等、記録媒体に2以上の雇用保険被保険者資格喪失届光ディ

スク等提出用総括票に対応するデータを記録してはならない。 
  なお、光ディスク等、記録媒体内の届出内容は総括票に記載されている項目について、総括票と同一の内容のものであること。 
  (1) 光ディスク等、記録媒体の種類等 
   ア CDで作成する場合、それぞれ、CD―ROMで作成する場合はJIS X 6281、CD―Rで作成する場合はJIS X 6282、CD―RWで作成する場合はJIS X 6283に準拠した記

録媒体を使用すること。ボリューム構造及びファイル構造については、JIS X 0606，JIS X 0608に準拠した形式で書き込むこと。なお、書き込み後、必ずファ
イナライズの処理を行うこと。 

   イ DVDで作成する場合、それぞれ、DVD―ROMで作成する場合はJIS X 6241又はJIS X 6242、DVD―Rで作成する場合はJIS X 6245又はJIS X 6249、DVD―RWで作成
する場合はJIS X 6248に準拠した記録媒体を使用すること。ボリューム構造及びファイル構造については、JIS X 0607，JIS X 0609に準拠した形式で書き込む
こと。なお、書き込み後、必ずファイナライズの処理を行うこと。 

   ウ 使用する文字は漢字で記載する部分を除き全て1バイトコード(半角)で作成すること。1バイトコードについては、JIS8単位符号、2バイトコードはシフトJIS
コードを使用すること。 

   エ 個人データは1ファイルに連続して記録することとし、シングルファイル／シングルボリュームとすること。1の光ディスク等、記録媒体に入力するデータは
1,000人分までとすること。 

   オ データ形式はCSV形式とし、ファイル名は「10191―soshitsu」拡張子は「csv」とすること。 
   カ 光ディスク等、記録媒体のラベルに、事業所名、事業所番号、届出年月日、届出対象者数及び離職年月日を記載すること。 
  (2) 光ディスク等、記録媒体入力方法 
   ア 管理データ 
     (項目行) 郡市区符号，事業所記号，通番，作成年月日，代表届書コード，連記式項目バージョン(改行) 
     (データ行)10，アアア，001，20070720，22223，04(改行) 
   イ 事業所識別符号 
          ［kanri］(改行) 
   ウ 事業所管理データ 
          社会保険労務士氏名，事業所情報数(改行) 
          ，001(改行) 
     (項目行) 郡市区符号，事業所記号，事業所番号，親番号(郵便番号)，子番号(郵便番号)，事業所所在地，事業所名称，事業主氏名，電話番号，雇用保険適

用事業所番号(安定所番号)，雇用保険適用事業所番号(一連番号)，雇用保険適用事業所番号(チェックディジット)(改行) 
     (データ行)10，アアア，12345，160，0023，東京都新宿区西新宿9―99―9，東京株式会社，鈴木 次郎，03―1234―XXXX，1234，123456，5(改行) 
   エ データ識別符号 
          ［data］(改行) 
   オ 個人データ 
     (項目行) 帳票種別，安定所番号，個人番号，被保険者番号4桁，被保険者番号6桁，被保険者番号チェックディジット，事業所番号(安定所番号)，事業所番

号(一連番号)，事業所番号(チェックディジット)，資格取得年月日(元号)，資格取得年月日(年)，資格取得年月日(月)，資格取得年月日(日)，離
職等年月日(元号)，離職等年月日(年)，離職等年月日(月)，離職等年月日(日)，喪失原因，離職票交付希望，喪失時被保険者種類，新氏名フリガ
ナ(カタカナ)，新氏名，補充採用予定の有無，被保険者氏名フリガナ(カタカナ)，被保険者氏名，性別，生年月日(元号)，生年月日(年)，生年月
日(月)，生年月日(日)，被保険者の住所又は居所，事業所名称，氏名変更年月日(元号)，氏名変更年月日(年)，氏名変更年月日(月)，氏名変更年
月日(日)，被保険者でなくなったことの原因，1週間の所定労働時間(時間)，1週間の所定労働時間(分)，宛先，被保険者氏名(ローマ字)，国籍・
地域，国籍地域コード，在留資格，在留資格コード，在留期間(年)，在留期間(月)，在留期間(日)，在留カードの番号，派遣・請負就労区分，備
考欄(審査者)，確認通知年月日(元号)，確認通知年月日(年)，確認通知年月日(月)，確認通知年月日(日)(改行) 

    (データ行1) 10191，，123456789123，1234，005678，5，1234，123456，5，平成，14，04，01，令和，02，07，01，2，1，，シン シメイ，新 氏名，無，カン
ジ シメイ，漢字 氏名，1，昭和，35，01，01，千葉県美浜区中瀬99―9，安定株式会社，平成，21，06，30，離職のため，40，00，飯田橋，SHIN 
SHIMEI，ブラジル，，永住者，，，，，AB12345678CD，2，，，，，(改行) 

    (データ行2) 10191，，123456789123，1234，005678，1．．．．．． 
    (ア)帳票種別：「10191」 
    (イ)個人番号：必ず番号確認と身元確認の本人確認を行った上で、個人番号(マイナンバー)を入力すること。 
    (ウ)被保険者番号：「雇用保険被保険者証」に記載されている雇用保険被保険者番号を4桁(一連番号)、6桁(一連番号)、1桁(チェックディジット)に分けて入

力すること。 
    (エ)事業所番号：「雇用保険適用事業所設置届事業主控」に記載されている雇用保険適用事業所番号を4桁(安定所番号)、6桁(一連番号)、1桁(チェックディジ

ット)に分けて入力すること。 
    (オ)資格取得年月日：元号は昭和，平成，令和のいずれかを漢字で入力し、○○年××月△△日に被保険者となった場合、「○○，××，△△」と入力するこ

と。 
    (カ)離職年月日：元号は令和を漢字で入力すること。年月日は(オ)と同様に入力すること。 
    (キ)喪失原因：離職以外の理由1，3以外の離職2，事業主の都合による離職3 
    (ク)離職票交付希望：有1，無2 
    (ケ)補充採用予定の有無：「有」又は「無」を入力すること。 
    (コ)性別：男1，女2 
    (サ)生年月日：元号は明治，大正，昭和，平成，令和のいずれかを漢字で入力し、年月日は(オ)と同様に入力すること。 
    (シ)被保険者の住所又は居所：半角、全角に関わらず文字数64文字までで入力すること。 
    (ス)事業所名称：当該被保険者の事業所名称を半角、全角に関わらず文字数34文字まで入力すること。 
    (セ)氏名変更年月日：元号は平成，令和のいずれかを漢字で入力すること。年月日は(オ)と同様に入力すること。 
    (ソ)被保険者でなくなったことの原因：半角、全角に関わらず文字数78文字までで入力すること。 
    (タ)1週間の所定労働時間：半角数字により○○時間××分のときは「○○，××」と入力すること。1桁の場合は10の位の部分に「0」を付加して2桁で入力す

ること。(例)所定労働時間が38時間0分の場合、1週間の所定労働時間(時間)に「38」、1週間の所定労働時間(分)に「00」と入力する。 
    (チ)宛先：提出先安定所を漢字10文字までで入力すること。 (例)飯田橋公共職業安定所の場合、「飯田橋」と入力する。 
    (ツ)被保険者氏名(ローマ字)：被保険者が外国人の場合に、半角のアルファベット大文字で40字以内で在留カード記載順に入力すること。 
    (テ)国籍・地域：被保険者が外国人の場合に、全角20文字までで入力すること。 
    (ト)在留資格：被保険者が外国人の場合に、全角20文字までで入力すること。 
    (ナ)在留期間：被保険者が外国人の場合に、半角数字により○○○○年△△月××日の場合は、「○○○○△△××」と入力すること。 
    (ニ)在留カードの番号：被保険者が外国人の場合に、半角12文字で入力すること。 
    (ヌ)派遣・請負就労区分：被保険者が外国人の場合に、該当1非該当2を入力すること。 
   ※安定所番号，喪失時被保険者種類，備考欄(審査者)，確認通知年月日は省略する。 
 2 2欄は必ず11桁の事業所番号を記載すること。事業所番号が連続した10桁の構成であって、最後の空欄に記載すべき数字が不明な場合は、事業所の所在地を管轄す

る公共職業安定所に確認して記載すること。 
 3 4欄にはこの帳票に添付する光ディスク等、記録媒体に入力されている労働者数を記載し、別紙として、届け出る被保険者の名簿(漢字及び読み仮名(カタカナ)、

外国人労働者の場合は、在留カードに記載されている順のローマ字及び読み仮名(カタカナ))を添付すること。なお、名簿及び光ディスク等、記録媒体内の届出対象
者の記載順は五十音順とすること。 

 4 6欄には、届出対象者の5欄に記載した年月日現在における1週間の所定労働時間を記載すること。 
 5 ※印のついた欄は記載しないこと。 
 6 事業主の住所及び氏名欄には、事業主が法人の場合は、その主たる事務所の所在地及び法人の名称を記載するとともに、代表者の氏名を付記すること。 
 7 外国人労働者(「外交」又は「公用」の在留資格の者及び特別永住者を除く。)の場合は、7欄に、在留カードに記載されている順に氏名(ローマ字)、国籍・地域、

在留資格、在留期間、在留カードの番号(英字2桁―数字8桁―英字2桁)等を記載し、労働施策の総合的な推進並びに労働者の雇用の安定及び職業生活の充実等に関す
る法律第28条の外国人雇用状況の届出とすることができる。 

  なお、派遣・請負労働者として、主として1欄以外の事業所において就労していた者については、□にチェックすること。 
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様式第37号(第146条関係)(第1面) 

雇用保険被保険者転勤届光ディスク等提出用総括票 

(必ず第2面の注意事項を読んでから記載してください。) 

 

1． 事 業 所 名 

フリガナ 

  

2． 事 業 所 番 号 
        

― 
            

― 
    

3． 届 出 年 月 日    令 和     年     月     日 

4． 
届 出 被 保 険 者 数 

届 出 被 保 険 者 氏 名 

                  人 

別紙のとおり 

5． 転 勤 前 事 業 所 番 号 
        

― 
            

― 
    

6． 転 勤 年 月 日    令 和     年     月     日 

7． 転 勤 前 事 業 所 名 称 

フリガナ 

  

8． 転 勤 前 事 業 所 ・ 所 在 地 

フリガナ 

  

 

9.   

備

考 

 

 

 雇用保険法施行規則第13条第1項の規定により上記のとおり届けます。 

令和    年    月    日  

 事業主 

住 所 

 

氏 名 

 

電話番号 公共職業安定所長 殿  

  

備

考 

  
  社会保険

労 務 士

記 載 欄 

作成年月日・提出代行者・事務代理者の表示 氏 名 電話番号   

  

  

  

  

 ※ 所

長 

  次

長 

  課

長 

  係

長 

  

係 

  操

作

者 

    

確認通知 令和 年 月 日 
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様式第37号(第146条関係)(第2面) 

注 意 
 1 帳票の提出に際しては、届出に係る被保険者の既交付の雇用保険被保険者証及び雇用保険被保険者資格喪失届を添付すること。 
 2 必ず添付する届出対象者名簿に記載のある全ての者について、次の形式により届出内容を入力した光ディスク等、記録媒体と合わせて届

け出ること。 
  総括票の記載項目については、各項目について2以上の条件を併記してはならず、また、1の光ディスク等、記録媒体に2以上の雇用保険被

保険者転勤届光ディスク等提出用総括票に対応するデータを記録してはならない。 
  なお、光ディスク等、記録媒体内の届出内容は総括票に記載されている項目について、総括票と同一の内容のものであること。 
  (1)光ディスク等、記録媒体の種類等 
   ア CDで作成する場合、それぞれ、CD―ROMで作成する場合はJIS X 6281、CD―Rで作成する場合はJIS X 6282、CD―RWで作成する場合は

JIS X 6283に準拠した記録媒体を使用すること。ボリューム構造及びファイル構造については、JIS X 0606，JIS X 0608に準拠した形
式で書き込むこと。なお、書き込み後、必ずファイナライズの処理を行うこと。 

   イ DVDで作成する場合、それぞれ、DVD―ROMで作成する場合はJIS X 6241又はJIS X 6242、DVD―Rで作成する場合はJIS X 6245又はJIS
 X 6249、DVD―RWで作成する場合はJIS X 6248に準拠した記録媒体を使用すること。ボリューム構造及びファイル構造については、JI
S X 0607，JIS X 0609に準拠した形式で書き込むこと。なお、書き込み後、必ずファイナライズの処理を行うこと。 

   ウ 使用する文字は漢字で記載する部分を除きすべて1バイトコード(半角)で作成すること。1バイトコードについては、JIS8単位符号、
2バイトコードはシフトJISコードを使用すること。 

   エ 個人データは1ファイルに連続して記録することとし、シングルファイル／シングルボリュームとすること。1の光ディスク等、記録
媒体に入力するデータは1,000人分までとすること。 

   オ データ形式はCSV形式とし、ファイル名は「10106―tenkin」拡張子は「csv」とすること。 
   カ 光ディスク等、記録媒体のラベルに、事業所名、事業所番号、届出年月日、届出対象者数及び転勤年月日を記載すること。 
  (2)光ディスク等、記録媒体入力方法 
   ア 管理データ 
     (項目行)  郡市区符号，事業所記号，通番，作成年月日，代表届書コード，連記式項目バージョン(改行) 
     (データ行) 10，アアア，001，20070720，22223，04(改行) 
   イ 事業所識別符号 
           ［kanri］(改行) 
   ウ 事業所管理データ 
           社会保険労務士氏名，事業所情報数(改行) 
           ，001(改行) 
     (項目行) 郡市区符号，事業所記号，事業所番号，親番号(郵便番号)，子番号(郵便番号)，事業所所在地，事業所名称，事業主氏

名，電話番号，雇用保険適用事業所番号(安定所番号)，雇用保険適用事業所番号(一連番号)，雇用保険適用事業所番号
(チェックディジット)(改行) 

     (データ行) 10，アアア，12345，160，0023，東京都新宿区西新宿9―99―9，東京株式会社，鈴木 次郎，03―1234―XXXX，1234，
123456，5(改行) 

   エ データ識別符号 
           ［data］(改行) 
   オ 個人データ 
     (項目行) 帳票種別，安定所番号，被保険者番号4桁，被保険者番号6桁，被保険者番号チェックディジット，生年月日(元号)，生

年月日(年)，生年月日(月)，生年月日(日)，被保険者氏名，被保険者氏名フリガナ(カタカナ)，被保険者氏名(ローマ
字)，資格取得年月日(元号)，資格取得年月日(年)，資格取得年月日(月)，資格取得年月日(日)，事業所番号(安定所番
号)，事業所番号(一連番号)，事業所番号(チェックディジット)，転勤前の事業所番号(安定所番号)，転勤前の事業所
番号(一連番号)，転勤前の事業所番号(チェックディジット)，転勤年月日(元号)，転勤年月日(年)，転勤年月日(月)，
転勤年月日(日)，転勤前事業所名称・所在地，変更前氏名(フリガナ)，変更前氏名，氏名変更年月日(元号)，氏名変更
年月日(年)，氏名変更年月日(月)，氏名変更年月日(日)，備考，宛先，備考欄(備考)，確認通知年月日(元号)，確認通
知年月日(年)，確認通知年月日(月)，確認通知年月日(日)(改行) 

    (データ行1) 10106，，1234，005678，5，昭和，35，01，01，漢字 氏名，カンジ シメイ，KANJI SHIMEI，平成，14，04，01，12
34，123456，5，1234，234567，5，令和，02，04，01，東京都中央区銀座9―99―9，ヘンコウマエ シメイ，変更前 
氏名，令和，02，01，01，，飯田橋，，，，，(改行) 

    (データ行2) 10106，，1234，005678，1，．．．．．． 
    (ア)帳票種別：「10106」 
    (イ)被保険者番号：「雇用保険被保険者証」に記載されている雇用保険被保険者番号を4桁(一連番号)、6桁(一連番号)、1桁(チェッ

クディジット)に分けて入力すること。 
    (ウ)生年月日：元号は明治，大正，昭和，平成，令和のいずれかを漢字で入力し、○○年××月△△日生まれの場合、「○○，××，

△△」と入力すること。 
    (エ)被保険者氏名、フリガナ(カタカナ)：被保険者氏名を漢字、カタカナで入力すること。 
                       被保険者に氏名変更があった場合は、新氏名を入力すること。 
    (オ)被保険者氏名(ローマ字)：被保険者が外国人の場合に、在留カードに記載されている順にローマ字氏名を入力すること。 
    (カ)資格取得年月日：元号は昭和，平成，令和のいずれかを漢字で入力し、年月日は(ウ)と同様に入力すること。 
    (キ)事業所番号：「雇用保険適用事業所設置届事業主控」に記載されている雇用保険適用事業所番号を4桁(安定所番号)、6桁(一連番

号)、1桁(チェックディジット)に分けて入力すること。 
    (ク)転勤前の事業所番号：転勤前の雇用保険適用事業所番号を(カ)と同様に入力すること。 
    (ケ)転勤年月日：元号は令和を漢字で入力すること。年月日は(ウ)と同様に入力すること。 
    (コ)転勤前事業所名称・所在地：半角、全角に関わらず文字数72文字までで入力すること。 
    (サ)変更前氏名：被保険者に氏名変更があった場合は、変更前氏名を入力すること。 
    (シ)氏名変更年月日：被保険者に氏名変更があった場合は、氏名変更年月日を入力すること。 
    (ス)備考：半角、全角に関わらず文字数784文字までで入力すること。 
    (セ)宛先：提出先安定所を漢字10文字までで入力すること。 (例)飯田橋公共職業安定所の場合、「飯田橋」と入力する。 
   ※安定所番号，備考欄(備考)，確認通知年月日は省略する。 
 3 2欄については、当該被保険者が6欄の日に所属する、当該届出を行う事業所の事業所番号を記載すること。事業所番号が10桁の構成であ

る場合は、最初の4桁を最初の4つの枠内に、残りの6桁を「―」に続く6つの枠内にそれぞれ記載し、最後の枠は空枠とすること。 
 4 4欄にはこの帳票に添付する光ディスク等、記録媒体に入力されている労働者数を記載し、別紙として、届け出る被保険者の名簿(漢字及

び読み仮名(カタカナ)、外国人労働者の場合は、在留カードに記載されている順のローマ字及び読み仮名(カタカナ))を添付すること。なお、
名簿及び光ディスク等、記録媒体内の届出対象者の記載順は五十音順とすること。 

 5 5欄は転勤前の事業所の事業所番号を記載すること。なお、事業所番号が10桁の構成である場合の記載については上記3と同様とすること。 
 6 6欄は転勤の年月日を記載すること。 
 7 7及び8欄には5欄に記載した事業所の事業所名称及び所在地を記載すること。 
 8 ※印のついた欄は記載しないこと。 
 9 事業主の住所及び氏名欄には、事業主が法人の場合は、その主たる事務所の所在地及び法人の名称を記載するとともに、代表者の氏名を

付記すること。 
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